
日本植物生理学会1994年度年会

および

第34回シンポジウム

講演要旨集

1994年 3月28日(月)~3 月 30 日(水)
筑波大学 第二学群棟

日本植物生理学会



⑫Wako 

ν辺容ンj
際海ぢ語、、〆

総RNA単離試薬

同一試料からDNA、タンパク質の単離も可能

-フェノールとチオシアン酸グアニジンを主成分とした均一溶液

・組織・培養細胞・細菌から総RNAを単離

(血液・血清からのRNA単離には別タイプがありますLお問い合わせ下さい。)

・一連の操作でDNA、タンパク質の単離も可能

・簡単、迅速 (RNA単離時間約1時間)

(DNA: +2時間、タンパク質:+2.5時間)

・回収効率が高い
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タンパク質

言式 李斗

トISO剛 1ml/5い口町組織、あるいはい Ox10'細胞)

ホモジネーシヨン(またはr容解)clg-ルム(0.2ml)
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8;¥ 料 級建(μgRNNAA//m10g ・tissue or 
μg RNA/10' ceils) 

車且 織 liver 6~10 

spleen 6へ-10

kidney 3へ- 4 

skeletal muscles 1~ 1.5 

brain 1~ 1.5 

placenta 1~ 4 

培聾細胞 epithelial 8~15 

fibroblasts 5~ 7 
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-総RNAの収量
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*資料をご請求下さし、。

ISOGEN 311-02501 

適齢
販売

ニッポンジーン

干930富山市問屋町 1-29 
電話 (0764)51-6548 

干160東京都新宿区若葉 1- 4 

株式会社和光純薬工業株式会社
大阪市中央区道修町三 I目 1番 2号
〒541 電話大阪(06)203-3741(代表)
東京都中央区日本橋本町四丁目 5番13号
干103 電話東京(03)3270-8571(代表)
福岡・広島・名古屋・横浜・大宮・筑波・仙台・札幌

キ土本

東京支庖
本社

出張所



英国HANSATECH社製

OXYGEN AND FLUORESCENCE MEASURING SYSTEM PEA PLANT EFFIClENCY ANAL YSER 
光合成酸素・蛍光反応システム クロロフィル蛍光反応測定器
・酸素電極法による光合成の測定 蛍光測定に必要なFo，Fv，Fm，Fv/Fmを計算して表示。

-液相、ガス相型酸素電極 1回の測定で立ち上がりから、高分解能でカウツキー効果

・蛍光と酸素の同時測定が可能 のグラフ表示可能。野外携帯型、暗処理クリップ付

・最大光合成、暗呼吸の測定 用途・環境ストレスの診断・環境耐性の研究

英国HANSATECH社製
MODULA TED FLUORESCENCE SYSTEM 
変調蛍光測定システム
MFMS.II.Sパ

協側霊
-階処理の必要なく、

迅速に環境ストレス診断やPSIIのQの状態を推定できます。

・酸素電極に接続し、同時測定も可能です。

・飽和パルス光によるQの酸化動態測定
• P7∞の測定 ・野外携帯型

-光合成能力低下の初期段階での検知
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米国SOILMOISTURE社製

PLANT WA TER ST A TUS CONSOLE 

圧力式水ポテンシャル測定器
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本器は、小型高圧タンク付で、携帯用に設計されてお

り、研究室から屋外まで使用できます。
40BAR，80BARの2種類があり、セットアップも簡単。

他に土壌用水ポテンシャル測定器もあります。

米国SOILMOISTURE社製

土壌水分計 TRASEシステム

TDR(Time Domain Reflectometry)法による土壊水分計です。

TRASEは、中性子方式の様な放射能に基づく機器装備を使用していな

いので人体に安全な装置です。

さらに中性子法では難しい自動記録機能があります。

TRASEは，ケ プルテスター、デジタルTDRオシロスコープとデータ

ロガーの優れた点を組み合わせて独自の弾力性の高い水分測定システム

を作り上げています。

仕様

電源:バッテリー仕様又は18-24VDCNAC
パルス(測定)起動時間:2∞ピコ秒
データ転送ポート:DB25 RS-232C 
マルチプレックスポ ト:DB15 
測定範囲:0-100%容積水分率

精度 :2%またはそれ以上

自動記録の読み取り間隔 最小l分、最大1月

三越英高商株式会社
干106 東京都港区東麻布1-5-2 飯倉ピjレ4F
TEL:03-3586-5251 FAX: 03-3589-5992 



ヰ土プランニングアンドプロダクション

監 修東京大学応用微生物研究所内宮博文教授

企画・販売 キッコーマン株式会ヰ土

研究本部研究推進室 〒278千葉県野田市野田399TEL.(0471 )23-5517 

広報部 〒101東京都千代田区神田錦町 1-25TEL.(03)3233-5511 

定価 4.500円

「オレタチ~ Iま細胞融合という新しい技

術によって作られた、世界で初めての新

しい果樹です。オレンジの細胞とカラタ

チの細胞とをパイオテクノロジーによっ

て一つの細胞にして生まれた植物です。

この技術により、ミカン科植物の青穫に

新た怠道ガ開かれました。
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。時開耳幣黒字型口昭事業部

@植物細胞工学 植物細胞工学は奇数月 10日発売です

定価1，236円送料260円

Plant Cell Technology 

3月号 (Vo1.6No.2)発売中、

特集必有用物質を作り出す植物
官dl事:JII i判

1.非糖系甘味物質を含む植物 11:1中治 (Jl:J1;，1;以)

2.天然食品添加物を含む植物
合HI十!ぶ(IIJ古偉Iサ"よ腕川11

3.高等植物よリ得られる抗腫蕩活性物質

4.薬用植物成分と医薬品開発

糸川 72げi( ~~};(;決科大)

í!~?i 仰向 I (京:人薬j

川沖Jj(京大安)

5月号 (Vo1.6No.3) 5月10日発刊予定川川ふω
特集ほ機能解析の進むアラビドプシス

遺伝子(仮題) 監修代去:篠崎雄

1.突然変異体を用いた機能遺伝子の単離法
大r;高!!日子 (.n~際t11'!物ノ f イオ研)

米Il:I好;え:(京大遺伝了実験施設)

2.環境応答とシグナル伝達
t[~汁lYî (Yale Univ.) 

篠崎和ご((安易市農業研究センター)

3.形態形成と細胞分化 制制、附(東大泣い f実験施設)

附川清子， (基礎生物学研究所)

亙型環 境問題と植物バイオテクノロジー植物細胞工学別冊 υ川丸山川同州

一環境ストレス耐性機構と植物改変 1.砂漠化防止対策:耐塩性，耐乾燥性，耐低温性

監修:1I11日康之(山大民) 3月発行 150頁予価2，800円 2. 大気汚染防止対策:大気汚染ガス耐性の改変と利用

3. 地球温暖化防止対策:炭酸固定能の改良と利用

帥秀潤社
:;=108 東京都港区白金台3-19-1(第31興和ピル6F)

τEL.03-3440醐6371(代表) FAX.03-3444-4092 振替東京3-7875
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Model373A・36
ONAシーケンサ

o 
鑓円|を用いない蛍光ラベル方式(タイデオキシ法)。

覇軍lレーンに1サンプルロード、最大36サンプルまで同時

解析。

漉14時間で450baseを平均98.5%の読み取り精度で解

析。

舗新たに開発したソフトウエア"BaseSprinter'M"に

より、 18サンプルを同時に、 B時間30分で450baseを
平均98.5%の読み取り精度で解析。

豊富新開発の5巳quenase'MDY8-Terminator ;去を
はじめ、豊富なアプリケーションにより、いかなる

DNAシーケンシンク戦略にも対応。

車種GENESCANソフトウェアとの組み合せによりDNA

フラグメントのサイズ決定および定量が可能。

事事新技術、 u可変W811-to-円8ad"....3通りの長さのゲ

ルを使用可能にし、 DNAフラグメントの種々の解析

条件に対応レます。

3幻'A -36éρ滋汐ぷJßJl~ゑ~-tr

Model 672 GENESCANソフトウzア
01¥IAフラグメント解析ソフトウェア
富雄Mod81373A-36 DNAシーケンサと組み合わせることにより、

DNAフラグメントの定量およびサイスの決定か可能。

翻内部レーンスタンダードを用いた多色蛍光アプローチにより、レーン

聞の移動度誤差を考慮する必要のない正確なサイス決定か可能。

灘 4色蛍光ラベルj去により， 1枚のゲルで多数の遺伝子座(Ioci)を分

析可能とし、最大108サンプルを同時分析。

編 373A-36とその新機能川可変W811-to-円巳ad"、3種類(24cm、12師、
および6cm)の泳動距離の選択により、円APDマッピング、マイ

ク口サテライトまたはVNT円s等の高精度な分析が可能。

器

棚
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※ Sequenase™はU円 ited Biochemical社の商標です

※本社は'93年7J1より f，i己itl所へ移転しましたハカタログ・資料15のごJ!'i;t¥ :i iiJi HliJrへお府、レしま寸:

A Division of Pθrkin-Elmθr Corporation 

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社
本 社豊島千279干葉県浦安市美浜1-S)← -2n0473(80)8500/FAX04731fl0)8505 
名古屋修子464愛知県名古屋市千種区池下町2-15n052(64) 1201/f-AX052 (764) 1202 
大 阪@千564大阪府吹田市豊津町13-18n06 (389) 1201/FAX06 (389) 120E 
福 岡義子812福岡県福岡市東区民出2.1-7n092 (641) 251 O/FAX 092 (641) 0886 

ebAPPHed 
l¥.y' Biosystems 



日本植物生理学会1994年度年会

および

第34回シンポジウム

シンポジウム

1 . 環境問題と植物生理学

II. 高等植物遺伝子の機能解析研究の展開

一一一変異体，遺伝子，ゲノムからのアプローチ

llI. 細胞壁機能の分子機構

N. 植物における信号の受容と伝達

会期:1994年3月28日(月)......， 3月30日(水)

会場:筑波大学第二学群棟

(つくば市)

日本植物生理学会



御案内

〔宿泊施設の所在地〕

I 筑波第一ホテル

土浦東武ホテノレ

ホテルマロウド筑波

ホテルグランド東雲

ホテノレサンルートつくば

筑波研修センター

ホテルニューたかはし竹園広

ビシネスホテルベンション学園

ビジネスホテノレ松島

三愛つくばホテル

学園桜井ホテル

旭屋ホテノレ学園庖

ホテノレニュー鷹

旭屋ホテノレ本!古

ホテルニューたかはし高野台応

ビジネスホテル山崎屋

ビジネスホテル浜タ

ビジネスホテル東湖

ビジネスホテノレ湖北

土浦京成ホテノレ

ホテノレデイリーイン

つくばスカイホテノレ

トレモントホテル

ホテノレスワ
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ホテルアノレブァ・ザ土浦

土浦第一ホテノレ

公立学校共済サンレイク土浦

ビジネスホテノレトキワ

ホテノレ明建

士浦増尾ユースホステノレ

国民宿舎水郷

ビジネスホテル小桜館

土浦シティホテノレ

ビジネスホテルつくし
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〔年会会場〕

年会会場の筑波大学は ]R常磐線上野駅から荒川沖駅 (60

分)または土浦駅 (70分)で下車，両駅からパス(関東鉄道

パス)で約40分のところにあります(略図参照)。

。土浦駅一筑波大学:土浦駅西口関鉄パス 2番のりば(筑波

大学中央行)終点下車または土浦駅東口(筑波北部工業団地

行 本数は少なし、)筑波大学中央下車， (西口 2番のりはか

ら約15分間隔で発事，所要時間約40分， 550円)，タクシーは

筑波大学中央まで25分，約3，500円です。

0荒川沖駅筑波大学:荒川沖駅東口関鉄パス l番(筑波大

学中央行)終点下車 (20~30分間隔，約40分， 550円)。タク

ン/ーは筑波大学中央まで25分，約3，500円です。

。東京駅高速パス つくばセンター 筑波大学:東京駅

(八重洲南口 2番)]R 東日本または関東鉄道の高速パスつ

くば号でつくばセンターまで65分，つくばセンター 筑波大

学中央:センターの関鉄パス l番(筑波大学中央行，大部分

は荒川沖駅または士浦駅発)終点下車(約15分， 220円)。高

速パスつくば号は東京駅 6~8 時は00 ， 30分， 8時以降は00，

15， 30， 45分に出発，料金1，230円(5枚綴り回数券5，100円)。

[帰路;つくばセンタ一発東京行(平日上野駅経由) 1O~21 

時は15分間隔，以降21: 30 (最終)所要時間90~150分]

。自家用車利用の場合:常磐自動車道，桜・士浦インターを

降り，県道土浦野回線(学園都市方面)に入り，大角豆交差

点(2つ日の信号)を右折(もしくは谷田部・学園都市イン

ターを降り，サイエンス大通りに入り，上横場交差点を右折，

土浦野回線に入り榎戸交差点で左折，届道408号に入り土浦

学園線を経て)，学園東大通りに入る。筑波大学グランド口

・平塚東交差点を過ぎ，筑波大学中央 (T字路，看板あり)

で左折し，大学構内に入る o 学内地図・案内板に従い北駐車

場をご利用下さい(駐車場入口に指定駐車場の表示のある所

は利用できまぜん)。

交通
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〔懇親会会場〕

会場のホテノレグランド東雲は，つくばセンターパス停留所

から徒歩 6分です。講演終了後に筑波大学中央パス停留所付

近から送迎パスが出発致します。

ホテノレゑび、すや

ビジネスホテル和光

15 

16 

17 

2 
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年会会場
筑波大学第二学群

筑波大学中央パス停

-筑波大学中央口(T字路)

① 

O 5km 
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年会会場

第二学群

一一工

o 

2A，2B，2C，2D，2H棟

年 会 会 場 案 内 図

③ 

指定駐車場

、、、、、、、、、、
//////////  、、、、、、、、、、
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4 ト一一一

指定駐車場

評議員会会場

編集委員会会場

生物農林学系A棟

4 

指定駐車場

指定駐車場



2階

A = 場配置

( 2階)

図

第二学群2A，2B，2C，2D，2H棟

日;司・..主j亮底

食堂;

( 1階):

5 

()  
+一一一

生物農林学系A棟



目・休憩室..

-田林憩室..

会場配 置図

( 4階)
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。講演者へのお願い

本学会会則第 4条 2項により，年会の研究発表の演者は本学会の会員に限ることと定められています。したが

って，演者が本学会に未加入の場合は，直ちに学会本部で入会手続きをとった後で、発表をお願いします。

3. スライドは35ミリに限ります。図のように記号及びマークをお願

いします。各会場でプロジェクターは l台しか利用できません。

4. 重複して使用するスライドは必ず同じものを必要枚数作り，映写

順序に用意して下さい。

5. OHPは準備しません。

6. 次に講演する人は必ず「次演者席Jに着席願います。

7. 一般講演の時間指示は，講演開始後10分で l鈴， 13分で2鈴(講演終了)， 15分で 3鈴(討論終了)です。

1. 一般講演の時間は13分です。時間厳守をお願いします。

2. スライドは会場入口のスライド係に講演30分前までにお渡しくだ

さい。講演終了後はその日のうちに早めに係からお受け取り下さ

し、。

スライド総枚数

映写順序 赤線をひく

.~日.....日目

7一3

Y
M
U
 

-
-

Q
0
 

• 
nvu 

2aA02 筑波太郎

講演番号 演者氏名

。参加者へのお願いとお知らせ

1 . r受付jで，講演要旨集，名札，懇親会参加券をお受け取りください。

2. 会期中は会場内で名札の常時着用をお願L、します。

3. 年会実行委員と会場係はリボンをつけています。

4. r受付」付近に連絡板を設けますのでご利用下さい。

5 休憩室には湯茶，コーヒ一等を用意しますので，ご利用下さい。

6 . 2階にクローグを設置します。クローグの開設時間は次の通りです。

第 1 日 8 時30分~18時

第 2 日 8 時30分~18時

第 3 日 8 時30分~16時

夜間は管理できませんので 2日にわたる預け入れはお断りいたします。

7. 昼食は l階の食堂をご利用ください。弁当の販売も食堂にて行います。

8. 年会についてのお間L、合わせは下記にお願いします。

年会準備委員会干305つくば市天王台ト1-1

筑波大学生物科学系植物発生生理学研究室

年会準備委員長原田 宏

F AX&TEL: 0298-53-4579 

7 



。関連会議

編集実行委員会 3月27日(日) 16 : 00~17: 00 生物農林学系A棟 A 201-2 

(会期前日)

編集委員会 3月27日(日) 17:30~21:00 生物農林学系A棟 A 201-1 

(会期前日)

常任評議員会 3月28日(月) 12 : 30~ 13 : 30 生物農林学系A棟 A 201-1 

評議員会 3月28日(月) 18 ・ 00~21 : 00 生物農林学系A棟 A 106 

総 iZ込>: 3月29日(火) 12 : 30~13 : 30 A会場

。懇親会

日時 3月29日(火)18: 30~20 : 30 

場 所 ホテルグランド東雲 CTEL:0298-56-2211) 

。年会会期中の呼び出しについて

年会に参加されている方への外部からの連絡は，下記の電話でお願いします。

伝言は連絡板に掲示することとし講演会場での呼び出しは原則として行いません。

TEL: 0298-53-4848まTこt主4857

。関連集会 第 1日 3月28日(月)午後 A会場

学術振興会特別研究員研究紹介

オーガナイザー 「植物生理若い研究者の会」代表

中嶋信美(国立環境研・地域環境)

18 : 00 はじめに

佐藤 忍(筑波大・生物)

18 : 05 ミカヅキモの有性生殖に関する細胞間情報伝達機構の解析

関本弘之(筑波大・生物)

18 : 50 プラスチドのシャベロニンと Hsp70 

槻木竜二(基生研・細胞生物)

19 : 35 高等植物における AcetylCoA Carboxylaseの再発見

小西智一(京都大・農)

20 : 20 おわりに

中嶋 信美(国立環境研・地域環境)
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。授賞式・受賞講演

15 : 40 授賞式

16 : 00 受賞講演

第 2日 3月29日(火)午後 H会場

選考経過報告

賞状授与

日本植物生理学会奨励賞

16 : 00 小俣達男(名古屋大学・農学部)

16 : 30 

17 : 00 

ラン藻の硝酸イオン能動輸送系に関する分子生物学的研究

(受賞研究題目と同じ)

三村徹郎(姫路工業大学・理学部)

植物細胞生体膜輸送系に関する生理学的研究

(受賞研究題目と同じ)

日本植物生理学会論文賞

柿本辰男(大阪大学・理学部)

タパコ培養細胞 BY-2のフラグモプラストに関する研究

受賞論文

Tatsuo Kakimoto and Hiroh Shibaoka 

Synthesis of Polysaccharides in Phragmoplasts Isolated from Tobac-

co BY・2Cells 

Plant Cell Physio1. 33(4): 353-361 (1992) 

17 : 15 白石 友紀(岡山大学・農学部)

植物の防御応答を制御する病原菌シグナル

受賞論文

Tomonori Shiraishi， Kohji Saitoh， Hon Mo Kim， Toshiaki Kato， Makoto 

Tahara， Hachiro Oku， Tetsuji Yamada and Yuki Ichinose 

Two Suppressors， Supprescins A and B， Secreted by a Pea 

Pathogen，11めIcosPhaerellaρinodes

Plant Cell Physio1. 33(5): 663-667 (1992) 
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日 手呈 表

月 場~ 恥
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 日

A 代 謝 光 生 物 Aィ主4ー 連 集 ~ 
ト一一

B 細 胞 壁 (1) 光 メ口斗 成

トーー

C シンポジウム I
卜一一一

3 D 環 境 応 答 (1) 環 境 応 答

月
卜一一→

細胞特例オノレガネラ(1) I E 細 胞 骨 格 (1)

28 ト一一

植相物互・ 微作生物用F 脂質
日

〈月) G 形態形成 (1) 電気生理 イオン輸送 l

H 光 メ口込 成 (1) 光 メ口込 成

遺伝子発現 (1)

A 遺伝子構造 (1) | 総会
呼 吸
電子伝達

B 光 メ口込 成 ( 4) 光合成付) I 

一
C シンポジウム阻 遺伝子操作

J場Z〉三三h 

環境(4応)答 1
懇3 D ホ

ア
月

E オノレガネラ (2) オノレガネラ(3) 親 ノグレ

29 フ

F 成長制 御 (1) 成長制御 (2)
ムヱミ ン

日 ド

(火〉 G 情報伝達 (1) 東ヨコz雪zミ

l受賞講演 lH 光 ぷ口斗 成 (5) 光合成 (7)
ト一一一

遺伝子発現 (3) 遺伝子発現(4) 

A 光合成細菌 (1) 光合成細菌(2)

ト←一一

B 細 胞 壁 (2) 細胞壁 (3)

ト一一一

C シンポジウム N 光生物学 (2)

トー一一

環境応答肋|3 D 細胞分化

月
ト一一一

形態形成 ωi 形成態形(3)|| E 
30 卜一一

成物長質調(節2) F 成長調節物質 (1)
日

ト一一一

休) G 蛋白質・酵素 (1)
ト一一一

H 遺伝子発現 (5)

ト一一一

遺伝子発現 (6)

月
場~ 

寸

日
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
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シンポジウム I 第 1日 3月28日(月) 午前 C会場

「環境問題と植物生理学」

オーガナイザー 近藤矩朗(国立環境研・地域)

田中 浄(国立環境研・生物)

9 : 30 はじめに 近藤矩朗(国立環境研・地域)

座長近藤矩朗(国立環境研・地域)

9 : 35 SlaC1 温室効果気体増加の気候への影響 野田 彰(気象庁・気象研)

10 : 05 SlaC2 温暖化の植物への影響 清野 諮(農水省・農環研)

10 : 35 SlaC3 酸性雨の植物への影響 野内 勇(農水省・農環研)

座長田中 浄(国立環境研・生物)

11 : 05 SlaC4 植物の生長に及ぼす紫外線 (UV-B)の影響

竹内 裕一(北海道東海大・工)

11 : 35 SlaC5 環境ストレスに対する植物スーパーオキシドディスムターゼ遺伝子の

発現応答機構

田中園介，奥村剛一，角 一彦

坂本 敦(京都府大・農・生化)

12 : 05 総合討論

座長近藤矩朗(国立環境研・地域)

田中 浄(国立環境研・生物)
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シンポジウムE 第 1日 3月28日(月) 午後 C会場

「高等植物遺伝子の機能解析研究の展開」
一変異体，遺伝子，ゲノムからのアプ口ーチー

オーガナイザー 篠崎一雄(理研・筑波センター)

米国 好文(東京大・遺伝子)

13 : 00 はじめに 篠崎一雄(理研・筑波センター)

I 変異体からのアプローチ
座長篠崎一雄(理研・筑波センター)

13 : 05 SlpC1 根の刺激応答変異体の分子遺伝学的解析

岡田清孝，和田拓治，小山時隆，石黒澄衛

志村 令郎(基生研・遺伝子発現統御)

13 : 35 SlpC2 光形態形成関連蛋白質 COP1，COP9とそれに相互作用する蛋白質の解析

松井 南 (Ya1eU niversity， Dept. of Botany) 

14・05 SlpC3 グロモソーマルウォーキソグによる高等植物の ω・3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子

のクローニングとその機能解析

射場 厚(九州大・理・生物)

E 遺伝子からのアプローチ
座長米国好文(東京大・遺伝子)

14 : 35 SlpC4 乾燥ストレス応答のシグナル伝達関連遺伝子の機能解析

篠崎一雄(理研・筑波センター)

15 : 05 SlpC5 アブシジン酸 (ABA)に応答性遺伝子に関わる転写制御因子 VP1の機能解析

服部束穂，中川 仁，浜砂 聡

寺田智子(三重大・遺伝子)

皿 ゲノムからのアプローチ

座長米田好文(東京大・遺伝子)

15 : 35 SlpC6 イネゲノム解析研究の現状と展望

美濃部佑三(農水省・生物研・イネゲノム)

16 : 05 SlpC7 国際協力による Arabidopsisゲノム解析研究とデータベースの現状

林田 信明(理研・筑波センター)

16 : 25 おわりに 米田 好文(東京大・遺伝子)

*17 : 15-18 : 30 Arabidopsisゲノムデータベースの実演

(理研・筑波センターにて，講師林田信明)

12 



シンポジウムE 第 2日 3月29日(火) 午前 C会場

「細胞壁機能の分子機構」

オーガナイザー 桜井直樹(広島大・総合科)

林 隆久(京都大・木質研)

9 : 00 はじめに 桜井直樹(広島大・総合科)

座長森 仁志(名古屋大・農)

9 : 05 S2aC1 オーキシンによる伸長成長の分子生物学的研究

山本興太朗(北海道大・地球環境)

9 : 35 S2aC2 細胞壁ネ、ソトワークの構築に関与する新しい遺伝子群， EXT・ファミリー

西谷和彦(鹿児島大・教養)

座長三村徹郎(姫路工大・理)

10 : 05 S2aC3 ニンジン細抱培養系を用いた細胞壁機能へのアプローチ

佐藤 忍(筑波大・生物)

10 : 35 S2aC4 細胞壁由来のエリシターとそのイネ培養細胞における認識・応答

渋谷直人(農水省・生物研)

11 : 05 S2aC5 リグニン生合成経路の遺伝子操作

柴田 大輔(三井植物パイオ研)

11 : 35 総合討論

座長林 隆久(京都大・木質研)
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シンポジウム町 第 3日 3月30日(月) 午前 C会場

「植物における信号の受容と伝達」

オーガナイザ一 大森正之(東京大・教養・生物)

笠毛邦弘(農水省・食総研)

9 : 00 笠毛邦弘(農水省・食総研)

座長武藤尚志(名古屋大・生物応答センター)

9 : 05 S3aC1 アラスカエンドウにおける光信号伝達の分子機構

はじめに

蓮沼仰嗣，浜田 徹(横浜市大・木原生研)

9 : 35 S3aC2 光に応答して発現する低分子量 GTP結合蛋白質

佐々木幸子，永野幸生(京都大・農・食品工)

座長蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

10 : 05 S3aC3 耐塩性緑藻ドナリエラの浸透圧調節に関与するプロテインキナーゼ

武藤 尚志，湯浅高志(名古屋大・生物応答センター)

10 : 35 S3aC4 オーキシンのd育報伝達におけるオーキシン結合蛋白質の役割

下村正二(農水省・生物研)

11 : 05 S3aC5 プロトンポンプの分子構造と脂質による調節機構

笠毛邦弘，山西弘恭1(農水省・食総研農水省・東北農試)

11 : 35 総合討論

座長大森正之(東京大・教養・生物)
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第 1日 3月28日(月) [午前の部]

A会場代謝

9:30 1aA01 

9:45 1aA02 

10:00 1aA03 

10:15 1aA04 

10:30 1aA05 

10:45 1aA06 

11:00 1aA07 

11・15 1aA08 

11・30 1aA09 

11:45 1aA10 

ホウレンソウ培養細胞の硝酸還元酵素と亜硝酸還元酵素の発現調節に対するグルタミンの影響

小川京子，白石斉聖1，井田正二2，中川弘毅3，駒嶺穆(日本女子大・理・物生ミシガン工科大

・生物京都大・食研千葉大・園芸・農化)

ノ、ス発芽種子における貯蔵物質の分解

前田ゆり，南川隆雄，徐本美1，山内大輔(都立大・理・生物北京植物園)

Vigna m仰 :go発芽種子におけるrアミラーゼの発現

種山正登志，山内大輔，南川隆雄(都立大・理・生物)

発芽時のキュウリ子葉における H202消去系の消長

丑丸敬史，辻英夫(京都大・理・植物)

キュウリ子葉 115グロプリンの発芽時における分解機構

山内靖雄，坂田朋子1，杉本敏男1，王子善清1 (神戸大・自然科学神戸大・農・植物栄養)

グルタミン酸・ショ糖を多く蓄積する登熟ダイズ種子の窒素・炭素代謝

増田亮一，蒲地一成1 (農水省・食総研厚生省・予研)

イネ sugaη ミュータントにおけるデンプンの分析とその生化学的要因の解析

中村保典，梅本貴之，高畑康浩，天野悦夫，佐藤光(農水省・生物研，東北農試，九州農試，九州

大・農学部)

イネ登熟期匪乳デンプンデブランチング、エンザイム (R-エンザイム)の精製と cDNA構造

中村保典1，梅本貴之2，大潟直樹1 (1農水省・生物研東北農試)

ラフィド藻 Heferosigmaakashiwoにおける硝酸還元酵素活性の日周変化の調節

中村良子，猪川倫好(筑波大・生物)

光合成細菌 Rhodobactercaρsulafus fdxN上流に位置する 2つの窒素固定必須遺伝子 ORF-U2とORF-U3の

解析

藤原武志，佐伯和彦，松原央(阪大・理・生物)

B会場細胞壁(1 ) 

9:30 1aB01 ニンジン培養細胞と種子匪に存在する新しい細胞外不溶性タンパク質 (EIP18)

佐藤忍，野尻隆裕，後藤康成(筑波大・生物)

9:45 1aB02 タケノコ細胞壁中に存在するアラビノガラクタンプロテイン

10:00 1aB03 

10:15 1aB04 

10:30 1aB05 

10:45 1aB06 

11:00 1aB07 

11:15 1aB08 

11:30 1aB09 

11:45 1aB10 

藤井康代，東11慎一，岡村圭造(京都大・農・林産)

イネ蔚に局在し，アラビノガラクタンプロテイン糖鎖のコア構造を持つオリコ糖について

川口健太郎1，渋谷直人2 (1農水省・北海道農試生物研)

塩基性 75グ口プリンのダイズ子葉における細胞内分布

西津直子，森敏，渡辺佳宏1，平野久1 (東大・農農水省生物研)

ホウ素結合性タンパク質の同定

石垣賢一，間藤徹，関谷次郎(京都大・農・農化)

タパコ培養細胞細胞壁の 2種類の塩基性糖蛋白質の精製とそのタパコ植物体における分布

武市哲郎， JII崎信二(農水省・農業生物資源研)

ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化に特異的なベノレオキシダーゼ cDNAの単離

佐藤康，高木尚，杉山宗隆，福田裕穂(東北大・理・生物)

アズキ上陸軸細胞壁結合性ベノレオキシターゼの基質特異性とそれぞ、れの基質の酸化に対するアスコノレビン酸

の影響

高浜有明夫(九州歯科大・生物)

ダイコン一次根の αーL-フコシノレトランスフエラーゼの細胞内局在性と器官の発達過程における酵素活性の

変化

三沢宏之，円谷陽一，橋本洋一(埼玉大・理・生化)

ダイコンのアラビノガラクタン プロテインの糖鎖合成に関わるかDーガラクトシノレトランスフエラーゼ
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第 1日 3月28日(月) [午前の部]

加藤秀明，円谷陽一，橋本洋一(埼玉大・理・生化)

12:00 1aB11 ニホンナシ果実の成熟にともなう世アラビノフラノシダーゼ活性の変動と果実細胞壁からの精製

立石亮，金山喜則，山木昭平(名古屋大・農・園芸科学)

D会場環境応答 ( 1 ) 

9:30 1aD01 ドナリエラは温度差とカチオン濃度差を感じて泳ぐ

9:45 1aD02 

10・00 1aD03 

10:15 1aD04 

10:30 1aD05 

10:45 1aD06 

11:00 1aD07 

11:15 1aD08 

11:30 1aD09 

川辺晶子，向畑恭男(名大・理・生物)

イネαーアミラーゼにおける代謝糖による発現調節

下司直美1，三ツ井敏明丸山口淳二1.3 (1名大・農・生化学制御新潟大・農・応用生化名大・

生物応答センター)

嫌気発芽条件におけるrアミラーゼの誘導

Pierdomenico Peratal，下司直美，赤沢完，山口淳二2 (名大・農・生化学制御ピザ大学・植物

生理名大・生物応答センター)

低酸素ストレスによるイネ培養細胞の細胞内 pHの変化;液胞膜プロトンポンプ阻害剤の影響

矢崎芳明，坂野勝啓(農水省・生物研)

イネの Na+/H+アンチポーター活性

問中喜之，石川降之1，矢崎芳明，小池説夫(農水省・生物研国際農林水産業研究センター)

オカヒジキ葉液胞膜 Na/Hアンチポーター

小池説夫，田中喜之(農水省・生物研)

タパコ培養細胞のカリウム過剰に対する応答

小林優，間藤徹，中野明正，関谷次郎(京都大・農・農化)

コムギ幼植物の塩ストレスによるプロリン蓄積とピロリンふカノレボン酸レダクターゼ活性

安藤俊哉，真田幸香，和田敬四郎，玉井直人(金沢大・理・生物)

シロイヌナズナのプロリン合成酵素 (sLピロリンふカノレボン酸合成酵素)の cDNAクロ ニングとストレ

ス条件下で‘の遺伝子発現

吉羽洋周1，2，清末知宏1，篠崎和子1.4，片桐健1，溝口剛1，上田寛子3，和田敬四郎3，原田義則2，篠

崎一雄1(l理研・植物分子目立・基礎研金沢大・理農水省・国際農研)

11・45 1aDlO Mo1ecu1ar c10ning of cho1ine oxidase gene from Arthrobacfer globiformis 

Patcharaporn Deshnium， Hidenori Hayashil， and Norio Muratal (Department of Mo1ecu1ar 

Biomechanics， The Graduate University for Advanced Studies， INationa1 Institute for Basic 

Bio1ogy) 

E会場細胞骨格(1 ) 

9・30 1aE01 遠心したホウライシダ原糸体細胞における分裂予定位置での細胞質の集積

村田隆，和田正一三1 (東京大・教養・生物都立大・理・生物)

9:45 1aE02 シダ原糸体の先端成長にともなう核の移動と細胞骨格

門田明雄，和田正二ミ(都立大・理・生物)

10:00 1aE03 赤色光により誘導される副細胞形成時の核の移動機構

鈴木理恵，杉本慶子，風間晴子(国際基督教大・生物)

10:15 1aE04 気孔閉鎖運動における孔辺細胞微小管の分布変化

萎昌三尽，中嶋信美，近藤矩朗(国立環境研究所)

10:30 1aE05 表層微小管の配向と細胞核の変形に及ぼすプラシノライドの影響

関真紀子，勝見允行(国際基督教大・生物)

10:45 1aE06 担子菌ウシグソヒトヨタケの対合分裂における星状体微小管の役割

田部茂，鎌田亮(岡山大・理・生物)

11:00 1aE07 タバコ培養細胞 BY-2からの細胞膜-表層微小管複合体の単離

国部誠司，山本周史，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)
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第 1日 3月28日(月) [午前の部〕

11:15 1aE08 タパコ培養細胞 BY-2の表層微小管の単離

山本周史，園部誠司，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

11:30 1aE09 タバコ培養細胞 BY・2のフラグモプラスト微小管の単離

松井啓祐，園部誠司(大阪大・理・生物)

11:45 1aE10 125 kDa微小管モニター蛋白質の部分的分子構造と細胞内局在

浅田哲弘，柴伺弘郎(大阪大・理・生物)

F会場植物・微生物相互作用

9・30 1aF01 種々の根粒中に含まれるポリアミンについて

藤原伸介，阿部浩人1，米山忠克1 (農業研究センター筑波大)

9:45 1aF02 -<メ科植物と根粒菌の感染応答シグナノレ物質の分離

阿部美紀子，東四郎，内海俊樹(鹿児島大・理・生物)

10:00 1aF03 エンドウ Fix 突然変異体に形成される根粒におけるレグヘモグロビンの発現

玉置雅紀，菅沼教生，河内宏1(愛知教育大・生命科学農水省・生物研)

10:15 1aF04 Braめrhizobiumelkaniiにおけるインドールピルビン酸デカルボキシラーゼ活性と，その DNAクローニン

グ

10:30 1aF05 

10:45 1aF06 

11:00 1aF07 

11:15 1aF08 

11:30 1aF09 

11:45 1aF10 

舘野栄司1，小)11健一郎1，福原英之1，朝山宗彦1，古賀仁一郎2，足立尭3，南沢究1 (1茨城大・農，

2植物防御研明治製菓生物科学研)

イネのいもち病抵抗性遺伝子の精密マッピングとゲノムライブラリー作成の試み

川崎信二1，2，佐藤征弥日，宮本勝1，3，安東郁男4 (1農水省・生物研新技術事業団茨大・農・

農化農研センター)

糖質性エリシターによるイネ培養細胞の膜電位変化の誘導と情報伝達

朽津和幸，菊山宗弘1，渋谷直人(農水省・生物研放送大・生物)

イネ培養細胞原形質膜に存在する N-アセチノレキトオリゴ糖エリシター結合部位の性質

恵飛須員。明1，鎌田芳彰2，賀来華江，朽津和幸，渋谷直人(農水省・生物研沖縄県農試現ジ

ョンズホプキンス大学)

ブドウ矯養細胞におけるサリチノレ酸によるアントシアニン生成の促進

郡佳世子，作田正明，清水碩(お茶の水大・理・生物)

細胞壁画分 ATPaseに対する褐紋病菌サプレッサーの種特異的作用

木場章範，豊田和弘，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

Sclerotinia sclerotiorumにおける D-アラビノースからの諺酸生成

斉藤和実， Frank A. Loewus1 (京都大・ RIセンターワシントン州立大・生物化学研)

G会場形態形成 ( 1 ) 

9:30 1aG01 

9・45 1aG02 

10:00 1aG03 

10:15 1aG04 

10・30 1aG05 

10・45 1aG06 

11:00 1aG07 

アオウキクサの花成誘導物質生成に関与するストレス要因

瀧本敦，貝原純子，横山蜂幸1 (京都生物研資生堂基礎科学研)

アオウキクサにおける無窒素培養による花成誘導とりジンの花成誘導効果

田中修，江盛浩司，岡本富美，中山善雄1，杉野守1(甲南大・理・生物近畿大・農・植生)

アスパラガス駐における花芽誘導

阿部知子，甲村浩之1，吉田達2，吉田茂男(理研広島農試帝京大)

Ri形質転換体チコリの花芽形成における日長条件の影響

西村英世，猪口雅彦，加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

カテコールアミン生合成及び生分解阻害剤によるアサガオの短日開花の阻害

井上英子，篠崎真輝(京大・農・応植)

アサガオの花成反応と子葉中のフェニノレプロパノイド含量との関係

石丸明恵，竹能清俊，篠崎員輝1 (東北大・農・園芸京大・農・応植)

アサガオ花弁主要タンパク質の単離・同定と花芽分化における発現生理
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第 1日 3月28日(月) [午前の部]

安部弘，鈴木英明，藤岡昭三，桜井成(理化学研究所・植物生活環制御)

11:15 1aG08 アサガオ子葉のポリアミン合成系酵素活性の光応答

平津栄次，吉田泉(大阪市大・理・生物)

11:30 1aG09 acaulis変異株を用いた花序形態形成過程の解析

稲場久美子，瀬下智子1，島田敬子，古庄敏行1，米田好文(東京大・遺伝子実験施設杏林大・保

健)

11:45 1aG10 アラビドプシス散房花序変異 erectaの解析

鳥居啓子，米田好文(東京大・遺伝子実験施設)

H会場光合成(1 ) 

9:30 1aH01 

9:45 1aH02 

10:00 1aH03 

10:15 1aH04 

10:30 1aH05 

10:45 1aH06 

11:00 1aH07 

11:15 1aH08 

11・30 1aH09 

11:45 1aH10 

ホウレンソウ葉緑体にはN末端にグノレタミン残基をもっ成熟フェレドキシンーNADP還元酵素が存在する

先浜直子，小幡茂裕l，三上覚範，井上千品，新勝光(神戸大・理・生物キシダ化学・研究開発

グループ)

好熱性ラン色細菌シネココッカスのシトクロム Mゲ複合体の単離とその性質

佐藤和彦，小池裕幸，菓子野康浩，西尾暁隆(姫工大・理・生命科学)

緑藻 Pediastrumboηanumのプラストシアニンの cDNAクローニング

中村真樹，吉崎文則，杉村康知(東邦大・理・生物)

光化学系 1反応中心サブユニット蛋白のグロマトグラフィによる分離と精製

湯本健司，平出恒男l，檎山哲夫(埼玉大・理・生化旭光学工業 KK)

光化学系 Iサブ‘ユニット I遺伝子欠失変異株の作製

仲本準(埼玉大・理・生化)

Synechoりstissp. PCC 6803光化学系I複合体サブ、ユニット欠失変異株を用いた研究

仲本準，増村健一，檎山哲夫(埼玉大・理・生化)

ラン藻 Synechoり'stisPCC 6803のチトクロム c-550遺伝子のクローニングとその欠失変異株の作製

沈建仁1.2，W.F.J. Vermaas2，池内昌彦九井上頼直1 (1理研・太陽光科学， 2Arizona State Univ.， 

Dep. Botany， 3東京大・教養生物)

電子受容体キノンを異なったキノンで、入れ換えた光化学系 I反応中心での初期電子移動反応

岩城雅代，熊崎茂一神取秀樹1，吉原経太郎1，池上勇人伊藤繁(基生研分子研帝京大・薬

.化学)

2種類のサブむユニットからなる緑色イオウ細菌C.limicolaの光化学反応中心複合体

亀井正一郎1，大岡宏造1，角谷佐紀1，松原央1，岩域雅代2，伊藤繁2 (1大阪大・理・生物基生研)

s-caroteneの S2状態の励起寿命測定とエネノレギ一転移過程の解析

神取秀樹1，雀部博之2，三室守3 (1京大・理・生物物理理研基生研)

I会場遺伝子発現 ( 1 ) 

9:30 1aI01 イネ増殖細胞核抗原 (PCNA)遺伝子プロモーターの siteIIエレメントに結合する核内因子 RPCF-II

小杉俊一，鈴鹿厳，大橋祐子(農水省・生物研)

9:45 1aI02 転写調節因子 HBP-la(17)の機能ドメインの解析

中山卓哉，岩淵雅樹(京都大・理・植物)

10:00 1aI03 bZIP型転写因子 HBP-1bによるコムギヒストン H3遺伝子の転写調節機構

伊藤卓也1.2，三上浩司2，岩測雅樹1.2 (1京都大・理・植物基生研・発生生物)

10:15 1aI04 コムギ G-box結合転写因子 HBP-1a遺伝子のトランスジェニッグ.、/ロイヌナズナにおける葉特異的発現

三上浩司1，桂真昭1，2，岡田清孝3，志村令郎3.4，岩決!雅樹1.2 (1国立基生研・発生生物京都大・

理・分子植物国立基生研・遺伝子 1，4京都大・理・生物物理)

10:30 1aI05 タバコ TATAボックス結合蛋白質の cDNAクローニング

保谷彰彦，森仁志，今関英雅，山崎健一(名古屋大・農・分化遺伝)

10:45 1aI06 タパコ無細胞転写系はトランス活性化を再構成できる
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第 1日 3月28日(月) [午前の部] [午後の部]

山口雄記，今関英雅，山崎健一(名古屋大・農・分化遺伝制御)

11:00 la107 タパコ試験管内転写系を用いた熱ショックプロモーターの転写調節機構の解析

志水佐江，山口雄記，今関英雅，山崎健一(名古屋大・農・分化遺伝)

11:15 la108 Accurate 初 vitrotranscription of plant promoters with nuc1ear extracts prepared from tobacco BY-2 cellline 

Hao Fan， Masahiro Sugiura (Center for Gene Research， Nagoya University) 

11:30 la109 タバコ RNA結合蛋白質 RGP-3の核酸結合特性と細胞内局在性について

守口和基，杉田護，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

11:45 lal10 タパコ RNA結合蛋白質 RZ-lの細胞内局在性

花野滋，杉回護，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

第 1日 3月28日(月) [午後の部]

A会場光生物学 ( 1 ) 

13:45 lpAOl 光変換に伴う蛍光スペクトル変化を指標としたフィトクロム定量の可能性について

井上康則，田中良征(東理大・理工・応生)

lpA02 講演取り消し

14:00 lpA03 尿素変性によるフィトクロムの色素団，タンパク質問相互作用の解析

度瀬哲也，中津美紀，真鍋勝司(横浜市大・文理・生物)

14:15 lpA04 ホウキモロコシアントシアニン形成に Pfrと協同作用する因子。生成の光受容体

恩回祥子，七篠千津子，橋本徹1 (神戸大・理・生物神戸女子大・家政)

14:30 lpA05 細胞質運動の光制御と光情報伝達過程の解析

高木慎吾，上妻道成1，峰雪芳宣2，古谷雅樹3 (大阪大・教養・生物目立・計測器広島大・理

・生物科学目立・基礎研)

14:45 lpA06 ホウライシダ前葉体細胞における核定位運動の光制御

加川貴俊，和田正三(都立大・理・生物)

15・00 lpA07 Photomovements in Euglena gracilis: ammonium ion enhances the step-down photophobic reaction 
Shigeru Matsunaga， Tetsuo Takahashj1， Mamoru Kubota2， Masakatsu Watanabe2， Michizo SugaP 

and Terumitsu Hori (Inst. Biol. Sci.， The Univ. of Tsukuba， l]apan Advanced Institute of Science 

and Technology， 2National Institute for Basic Biology， 3Fac. Biol.， Dept. Sci.， Toyama Univ.) 

15:15 IpA08 クロレラ変異体での硝酸・アンモニア取り込みの青色光制御

神谷明男(帝京大・薬・化学)

15:30 lpA09 数生態型 Bipola市 oryzaeの胞子形成の光調節反応

木原淳一，熊谷忠(東北大・遺生研)

15:45 IpAIO ゼニゴケ培養細胞の分化における光調節

加藤真司，菅原康剛(埼玉大・理・生体制御)

16:00 IpA11 光によるインゲン佐軸伸長生長抑制機構の解析

長谷川祐康，井上康則(東理大・理工・応生)

16:15 IpAI2 フィトクロムBによる茎の伸長制御におけるジベレリンの役割

小林正智， Enrique Lopez-]uez1， Richard E. Kendrick1，神谷勇治1，桜井成(理研理研・フロン

ティア)

16:30 IpA13 フシナシミドロで同時に現れる垂直と平行の 2種の偏光屈性

片岡博尚(東北大・遺伝生態研セ)

16:45 lpAI4 オウコンガジュマノレにおける生葉黄金化の光依存性

山崎秀雄，平敷りか，池原規勝(琉球大・理・生物)

17:00 lpAI5 Altemaria属菌による tetrahydroanthraquinone類の光誘導生産

原口博行，小野英俊，岡村信幸1，八木展1，橋本研介(福山大・工薬)

19 



第 1日 3月28日(月) [午後の部]

B会場光合成(2 ) 

13:30 lpBOl 

13:45 IpB02 

14:00 lpB03 

14:15 lpB04 

14:30 lpB05 

ユーグレナ光化学系E膜表在性 30-kDaタンパク質前駆体の高等植物葉緑体への輸送

重森康司，山本泰(岡山大・理・生物)

キメラ前駆体を用いたユーグレナ酸素発生系列kDaタンパク質の葉緑体への輸送の解析

稲垣純子，山本泰，藤田祐一1，長谷俊治1 (岡山大・理・生物阪大・蛋白研)

葉緑体包膜の電子伝達タンパク質

西燦由見子，村田善則，有井康博，高橋正昭(甲南大・理・生物)

マサキ斑入り葉におけるポノレフィリン合成系の解析

増田建，高部圭司1，太田啓之，塩井祐三，高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構京大・農

・林産工学)

キュウリ NADPH-protochlorophyllideoxidoreductase (NPR)の cDNAクローニングとその発現様式

黒田浩文，増田建，太田啓之，塩井祐三，高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

14:45 IpB06 クロロフィノレ bからクロロフィル aへの変換系

伊藤寿，大塚達之，田中歩，辻英夫(京大・理・植)

15:00 lpB07 クロロフィライド bのフィチノレ化後に起こるクロロフィル aへの変換

大塚達之，伊藤寿，田中歩，辻英夫(京大・理・植)

15:15 lpB08 緑色培養細胞におけるキサントフィルサイクノレの制御

竹田恵美，犬丸久美子，西井晶子，井田和子(大阪女子大・基礎理)

15:30 lpB09 緑藻 Chlamydo明 O仰 sreinhardtiiにおける PSIIII量比の光質による適応的変化

村上明男1，相津克則1，大城香2，Jeff A. Nemson3，中嶋祐二4， Anastasios Melis3，藤田善彦1 (1基生

研東海大・海洋， 3California大・ Berkeley校三菱重工・基盤研)

15:45 IpBI0 光化学系の量的調節とクロロフィル合成の関係:プロトクロロフィライド還元反応の調節

藤田善彦，相津克則，村上明男(基生研・細胞生物)

16:00 lpBll 光質によるラン藻 PsaNBペプチドの翻訳制御

相津克則，金成俊，藤田善彦(基生研・細胞生物)

16・15 lpB12 クロロフィノレアノレコーノレ側鎖、の還元経路について

新家勝，津山孝人，小林善親(九大・農・林)

16:30 lpB13 クロロフィルアルコーノレ側鎖の還元にともなう緑色植物の光ストレス耐性の獲得について

小林善親，新家勝，津山孝人(九大・農・林)

16:45 lpB14 シロザの葉の老化に伴う葉緑体の数の変化

山崎武信，工藤俊之，上村保麿，加藤栄(東邦大・理・生物)

D会 場環境応答(2 ) 

13:30 lpDOl 

13:45 lpD02 

14:00 IpD03 

14・15 lpD04 

14:30 lpD05 

14:45 lpD06 

15:00 lpD07 

ヘタイン合成酵素遺伝子を導入したトランスシェニックタパコの解析

中村敏英，石谷学，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター，農・生化学制御専攻)

大腸菌由来ベタイン合成系遺伝子のラン藻への導入とその発現

野村美加，高倍昭洋1，石谷学，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター名城大・理工

・化学)

タバコ培養細胞の酸ストレスに対する応答反応

笹田直樹，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

タパコ懸濁培養細胞におけるアノレミニウム毒性の定量的解析

山本洋子，力石早苗，張毒事潔，松本英明(岡山大・資生研)

アルミニウム (AI)ストレスで誘導されるタパコ遺伝子のクローニング

江崎文一，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

カロース (s-l， 3ーグノレカン)による花粉管生長評価法の確立とその応用

小西茂毅，大本実穂，惣回呈夫1(静岡大・農神奈川県環境科学センター)

鉄欠乏オオムギ根で発現する遺伝子 (Ids3)の性質
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第 1日 3月28日(月) [午後の部]

中西啓仁，坂口圭美，西津直子，芳野充男，森敏(東京大・農・農化)

15・15 1pD08 鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究 ill. イネ科植物中のニコチアナミンアミノ基転移酵

素の存在

金津健三，樋口恭子，伏谷員二1，西津直子，茅野充男，森敏(東京大・農・農化東北大・薬)

15・30 1pD09 鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究 N.ニコチアナミン合成酵素の精製と性質

樋口恭子，金書事健二，西津直子，茅野充男，森敏(東京大・農・農化)

15:45 1pDlO lH-NMRによる植物体の水の動態

16・00 1pDll 

16:15 1pDl2 

16:30 1pDl3 

16:45 1pD14 

17:00 1pDl5 

井上員理1，賀来章輔 (1九大・教養・生物)

水ストレスによって引き起こされる生長に伴った水ポテンシャノレ場の変動によって起こる細胞伸長阻害

野並浩(愛媛大・農)

大気汚染好性植物の育成 スクリーニング，選抜，遺伝子操作一一

森川弘道，諌山俊之，神幸夫，田辺稔明1，村上邦睦l，松井邦夫2，藤田耕之助3 (広島大・理・遺

伝子科学日本製紙(附トヨタ自動車紛広島大・生物生産)

好 N02木本植物のスクリーニング (2) ;環境汚染レベル N02浄化能評価

岡村幸治，松井邦夫，木谷重和，森川弘道1(トヨタ自動車側広島大・理・遺伝子科学)

シロイヌナズナ硝酸同化関連酵素遺伝子の N02暴露下での発現応答

入船浩平，田中俊憲，津崎達也，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

サブトラグション法を用いた N02暴露により誘導される遺伝子の単離

津崎達也，神幸夫，入船浩平，森川|弘道(広島大・理・遺伝子科学)

E会場細胞骨格 ( 2 )，オルガネラ ( 1 ) 

13:30 1pE01 P1asma membra聞から分離した， tubu1inを含む穎粒による多糖合成

水野孝一(大阪大・理・生物)

13・45 1pE02 タパコ培養細胞 BY-2の核表面 MTOCに存在する 50kDaタンパク質について

武居郁，水野孝一(大阪大・理・生物)

14:00 1pE03 タバコ懸渇培養細胞 BY-2における表層微小管構築を担うタンパク質の解析

熊谷史，高橋陽介，馳津盛一郎，長田敏行(東京大・理学系研究科)

14:15 1pE04 ミトコンドリアの分裂装置 (MDリング)

黒岩常祥1，鈴木邦律1，黒岩晴子2(1東大・大学院理学系研究科・植物共立女子短大・生物)

14:30 1pE05 タパコ培養細胞のオノレガネラ DNAポリメラーゼ

佐藤久美，福田裕穂(東北大・理・生物)

14:45 1pE06 抗 DNA抗体免疫電顕法による同調培養ユーグレナの巨大ミトコンドリアの観察

江原友子，長自公哲斉，長谷栄二1(東京医大・微生物帝京大・医・化学)

15:00 1pE07 シロイヌナズナ茎頂におけるオルガネラ DNA量の増減と転写産物量の変化

藤江誠，河野重行1，黒岩晴子2，黒岩常祥(東大・理・植物東大・理・広域理学共立女子短

大・生物)

15:15 1pE08 高等植物の細胞質分裂におけるゴノレジ体の役割に関するテクノピット包埋蛍光染色法による解析

河津維，河野重行，黒岩常祥(東大・理・植物)

15・30 1pE09 ヤエナリ核膜の 49kD糖タンパク質について

大平万里，前島正義(北海道大学・低温科学研究所)

15:45 1pE10 Properties of the nuc1ei in protonemata of Adiantum caPillus-veneris after 10ngterm basipeta1 centrifugation 

Christian Wunsch， Masamitsu Wada (Dept. Biol.， Tokyo Metropo1itan Univ.) 

16:00 1pEll 原始紅藻類のオルガネラゲノムの解析

太田にじl，黒岩常祥2(1早大・人間科学東大・理・植物)

16:15 1pE12 クラミドモナスの接合直後に発現される遺伝子群と葉緑体の母性遺伝との棺関についての解析

内田英伸，河津維，黒岩晴子1，河野重行，黒岩常祥(東大・大学院理学系研究科・植物共立女

子短大・生物)

16:30 1pE13 タパコ培養細胞から単離した原色素体核の invitro DNA合成能
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第 1日 3月28日(月) [午後の部]

酒井敦，鈴木健史，河野重行，黒岩常祥(東大・理・植)

16:45 1pE14 超微量組織スロットプロット法による根端分裂組織における選択的オノレヵーネラ DNA合成の解析とその生理

学的意義

鈴木健史，酒井敦，河野重行，黒岩常祥(東大・理・植物)

F会場脂質・生体膜

13:30 1pF01 ヤエナリ (Vignaradiata L.)匪軸より単離した液胞膜のパナジン酸感受性 ATPaseについて

13:45 1pF02 

14・00 1pF03 

14:15 1pF04 

14:30 1pF05 

14:45 1pF06 

15:00 1pF07 

15:15 1pF08 

15:30 1pF09 

15:45 1pF10 

16:00 1pFll 

16:15 1pF12 

16:30 1pF13 

山西弘恭，笠毛邦弘1，加藤忠司(農水省・東北農業試験場農水省・食総研)

塩ストレス感受性の異なるイネ培養細胞の液胞膜 H+-PPaseにおよぼす塩ストレスの影響

榊原祥清，鈴村麻理子1，笠毛邦弘(農水省・食総研日本女子大・家政)

低温処理による低温感受性イネ細胞の液胞膜における ATP依存プロトン輸送低下の機構解明

笠毛邦弘(農水省・食総研・分子情報解析研)

オオムギ根原形質膜小胞の H+輸送活性に対するイオン輸送体阻害剤の効果

山下耕生，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

Separation and purification of guard ce11 protop1asts from adaxia1 epidermis of Vicia faba 1eaves 

Chang-Hyo Goh1， Tatsuo Oku1， Ken-Ichiro Shimazaki2 (1Biophys. Lab.， Dept. Forestry， Fac. Agr.， 

Kyushu Univ.， 2Biol. Lab.， Co11. of Gen. Edu.， Kyushu Univ.) 

気孔孔辺細胞ミクロソームにおけるパナジン酸感受性プロトン輸送活性に対する Ca2+の影響

木下俊則，西村光雄，島崎研一郎1(九州大・理・生物九州大・教養・生物)

葉緑体局在 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子を導入した形質転換タパコにおける低温耐性能力の向上

児玉浩明，漬田達朗，堀口吾朗，西村光雄，射場厚(九大・理・生物)

タバコ ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の単離

演田達朗，児玉浩明，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物)

コムギの根における温度環境と成長に対応した脂肪酸多不飽和化

堀口吾郎，岩川洋隆，児玉浩明，川上直人1，西村光雄，射場厚(九大・理・生物横浜市立大・

木原生物学研究所)

膜脂質不飽和脂肪酸のシアノバクテリアの凍結耐性に及ぼす影響

野口勝三1，2，渡辺正勝1，2，村田紀夫1.2 (1基礎生物学研究所総合研究大学院大学・生命科学)

ラン藻のLl9位脂肪酸不飽和化酵素の遺伝子

坂本敏夫1，2，和田元3，西田生郎1.2，大森正之4，村田紀夫1.2 (1総合研究大学院大基礎生物学研

究所九州大・教養東京大・教養)

葉緑体膜糖脂質合成酵素の精製とその性質

下嶋美恵，太田啓之，増田建，塩井祐三，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

葉緑体膜糖脂質合成酵素の活性発現に必要な膜脂質

荒井健之，太田啓之，下嶋美恵，増田建，塩井祐三，高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

G会場電気生理・イオン輸送

13:30 1pG01 ラン藻 SynechococcωPCC7942の硝酸イオン輸送体サブ、ユニット NrtCのC末端ドメインの機能に関する研

究

小俣達男，小林正樹，堀江宣行，津木弘道，鈴木石根(名古屋大・農・応用生物科学)

13:45 1pG02 タパコ培養細胞Nicotianatabacum BY-2の原形質膜リン酸輸送活性:リン酸飢餓による高親和型輸送の誘導

下河原浩介，臼田秀明(帝京大・医学部・化学)

14:00 1pG03 ニチニチソウ細胞によるりン酸吸収

坂野勝啓，沖原清司，三村徹郎1，矢崎芳明，清田誠一郎(農水省・生物研姫路工大・生命)

14:15 1pG04 蛍光試薬を用いた細胞膜リン酸輸送担体同定への試み

沖原清可，清田誠一郎，三村徹郎1，坂野勝啓(農水省・生物研姫路工大・生命)

14・30 1pG05 ニチニチソウ培養細胞における親和性の異なる 2種類のリン酸取り込み成分の性質
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降旗敬，直井由紀，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

14:45 1pG06 ニチニチソウ緑葉のホスファターゼの精製とその諸性質

今井宏，佐藤康之，城市篤，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

15:00 1pG07 タバコ培養細胞 (BY-2)の原形質膜のイオン透過性と選択性に及ぼす Ca2+の効果

村田芳行，吉橋学，小尾一郎，角谷忠昭，池田篤治(京都大・農・農化)

15:15 1pG08 濃厚 Ca2+岨塩溶液中での Chara節間細胞の原形質流動に及ぼす光と低温処理

清沢桂太郎(大阪大・基礎工・生物工学)

15:30 1pG09 原形質流動の光誘発には細胞膜 H+ポンプが関与している

原因明子，高木慎吾，永井玲子(大阪大・教養・生物)

15:45 1pG10 汽水産藻類シラタマモ節間細胞の低張処理に伴う細胞質 pHおよび液胞 pHの変化

岡崎芳次，岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物)

16:00 1pGll フラスモの興奮におけるカルシウムの役割

菊山宗弘，島田希代，新免輝男1(放送大・生物姫路工大・理・生命科学)

16:15 1pG12 シャジグモ節間細胞興奮の関値電圧について

大川和秋，筒井泉雄1，野坂修一2(阪大・教養・生物岡崎生理研・生体膜滋賀医大・麻酔)

16:30 1pG 13 オオムラサキツユクサ生葉の CO2ストレス応答解析

斉藤美佳子，本間知夫，根本泰行，松岡英明(東京農工大・工・応用生物)

16:45 1pG14 -<メ科植物幼根の生長に伴う電位分布及びイオン濃度変化

渡漫由美，竹内賢，池津泰成，高村勉(立教大・理・化)

H会場光合成(3 ) 

13・30 1pH01 電子伝達鎖中でのチトクロムピの蛋白質問相互作用に関する電気化学的考察

撰達夫，小津真一郎1，岡田輝之，和田正徳(鳥取大・工・物質工京大・人間環境)

13:45 1pH02 P 700の抽出再構成は可能かつ

池上勇，仲村亮正1，渡辺正1(帝京大・薬東大・生産研)

14:00 1pH03 光阻害条件下におけるシトクロム b-559の酸化還元電位の変化

岩崎郁子，田村典明1，岡山繁樹(九大・教養・生物福岡女子大・家庭理学・植物)

14:15 1pH04 The unsaturation of membrane 1ipids acce1erates the recovery of photosynthesis from photoinhibition 

Byoung Yong Moon， Sho-Ichi Higashi， Norio Murata (Department of Regu1ation Bio1ogy， Nationa1 

Institute for Basic Bio1ogy) 

14:30 1pH05 低温においてキュウリの葉に光を照射すると光化学系Eではなく光化学系 Iが傷み，それが光合成失活の原

因となる

寺島一郎，舟山幸子，園池公毅(東大・理・植物)

14:45 1pH06 キュウリの葉における光化学系 I光阻害のメカニズム

15:00 1pH07 

15:15 1pH08 

15:30 1pH09 

15:45 1pH10 

16・00 1pH11 

16:15 1pH12 

国池公毅，寺島一郎(東大・理・植物)

光化学系Eの表在性 18・kDaタンパク質の大腸菌による発現

竹内麻里子，本多修三，中嶋信美1，近藤矩朗1，桑原朋彦(筑波大・生物国立環境研)

ホウレンソウ光化学系E膜から精製したプロリノレエンドプロテイナーゼの基質持異性

桑原朋彦，鈴木恒平(筑波大・生物)

光化学系Eの表在性 23-kDaタンパク質に作用するアスパノレティックプロテアーゼ

鈴木恒平，桑原朋彦(筑波大・生物)

ゼンマイ緑色胞子の発芽時に消失する葉緑体 20kD蛋白の性質とその分解

井上弘，高野篤生(富山大・理・生物)

光化学系Eカタラーゼ反応の陰イオンによる阻害

真野純一， JII本邦男， G. Char1es Dismukes1，浅田浩二(京都大・食研， 1Princeton大・化学)

アジドイオンによる光化学系E膜の電子伝達阻害

川本邦男，真野純一，浅田浩二(京都大・食研)

16:30 1pH13 -<トリックス ENDORからみたマンガンクラスター周辺の構造変化
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第 1日 3月28日(月) [午後の部] 第 2日 3月29日(火) [午前の部]

三野広幸，河盛阿佐子(関西学院大・理)

I会場遺伝子発現 ( 2 ) 

13:30 1pI01 

13:45 1pI02 

14:00 1pI03 

14:15 1pI04 

14:30 1pI05 

14:45 1pI06 

15:00 1pI07 

15:15 1pI08 

15:30 1pI09 

15:45 1pl10 

16:00 1pl11 

16:15 1pl12 

16:30 1pl13 

16:45 1pl14 

Arabidoφsis thalianaのホメオボックス (HB)を持つ遺伝子の cDNAクローンの単離と発現解析

古金谷敏之，田坂昌生，藤津久雄(京大・理・植物)

ニンジンのホメオボックス配列をもっ cDNAのクローニング

川原良一，駒嶺穆1，福田裕穂(東北大・理・生物日本女子大・理・物質生物科学)

イネホメオボックス遺伝子 OSH1の発現と形質転換植物の形態変化の関係

松岡信，村上(嘉納)ゆり子1(生物研果樹試)

イネの MADSボックスのグローニング

木村貴志，永田俊文，田中正美1，森昌樹(農水省・九州農試熊本農研センター)

ベチュニアの花器官特異的遺伝子群の単離とその発現様式の解析

山下博史，高野博嘉，河野重行，黒岩常祥(東京大学・理・植物)

ヤナギ科植物にみられるヒト SRYに類似した DNA塩基配列とその発現特性

篠原健司(森林総研)

イネのエネノレギ一代謝関連遺伝子群の冠水ストレスに対する発現応答

梅田正明，内宮博文(東大・分生研)

イネ Nuc1e⑪sideDiphosphate Kinaseの発現解析

矢野明，サマラジーワ，内宮博文(東大・分生研)

トウモロコ、ン，プラスチド型グノレタミン合成酵素遺伝子の発現調節機構の解析

榊原均，小林香子，杉山達夫(名古屋大・農)

トウモロコシのグノレタミン酸脱水素酵素 (GDH)cDNAのクローニングとその発現様式の解析

藤井和俊，榊原均，杉山達夫(名古屋大・農・応用生物科学)

トウモロコシの炭素同化系と窒素同化系遺伝子発現におけるクロストーク機構の解析

榊原均， S. C. Huber1，鈴木石根，出路j篤，杉山達夫(名古屋大・農， lNorth Caro1ina State 

Univ.) 

Fーコングリシニン遺伝子を利用した植物のイオウ栄養に応容した遺伝子発現制御機構の解析

藤原徹，平井優美，松井章房，茅野充男， Philip A. Lessard1， Roger N. Beachy2，内藤哲3(東大・

農・農化， lMonsanto， 2Sαipps研北大・農・応生)

ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子発現のイオウ栄養応答

平井(横田)優美，藤原徹，内藤哲l，茅野充男(東大・農・農化北大・農・応用生命科学)

トウモロコシ亜硫酸還元酵素のタパコでの発現

米倉圭子，芦メIJ俊彦，久住高章，井手口隆司1，明石哲行1，長谷俊治1(サントリー基礎研究所，

l大阪大・蛋白研)

第 2日 3月29日(火) [午前の部]

A会場遺伝子構造 ( 1 ) 

9:00 2aA01 アラピドプシス染色体の領域特異的な cDNAライブラリーの作製法の開発

林田信明，鷲見芳輝1，和田忠士1，半田宏1，篠崎一雄(理研・植物分子生物東工大・生命理工)

9:15 2aA02 シロイヌナズナのサイタロブィリン/ベプチジノレーフ。ロリノレイソメラーゼ遺伝子のクローニングと構造解析

中川強，斉藤武l，芦田裕之， JII向誠1，落合英夫1，松田英幸1 (島根大・遺伝子島根大・農・応

用生物機能)

9:30 2aA03 ジャスモン酸メチノレによって誘導されるサツマイモのタンパク質イボメリンの構造と遺伝子発現

今西俊介，中村研三(名大・農・生化)

9:45 2aA04 ニセアカシアレグチン遺伝子のクローニング
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10:00 2aA05 

10:15 2aA06 

10:30 2aA07 

10:45 2aA08 

11:00 2aA09 

11 :15 2aA10 

11:30 2aA11 

11:45 2aA12 

第 2日 3月29日(火) [午前の部]

吉田和正，田崎清(農水省・森林総研)

アサガオの絞り模様形成に関与する易変性遺伝子。31の構造

久富恵世，稲垣善茂1，飯田滋(東理大・基礎工東大・薬)

アサガオのアントシアニン色素遺伝子 DFR-Bの構造

高橋咲子，稲垣善茂1，浅野正寛，飯田滋(東理大・基礎工・生物工東大・薬)

アサガオの易変性遺伝子 a-31中に見出されたトランスポゾン Tがd の構造

星野敦，稲垣善茂1，飯田滋(東理大・基礎工東大・薬)

キュウリ子葉からの hemA遺伝子のクローニング

田中亮一，中屋敷徹1，増田建2，井口八郎1，辻英夫(京大・理・植物生物物理東工大・生命

理工・生体機構)

イネの ADPリボ、ンノレ化因子ホモログ cDNAの単離と構造解析

肥後健一，肥後ひろみ，岸本直己，斎藤彰1 (農水省・生物資源研農水省・九州農試・作物開発

部)

イネ Ferredoxin-NADP+reductaseの器官特異的 cDNA及びその核遺伝子の構造解析

青木秀之，士山直美，田中園介1，井田正二(京都大・食研京都府大・農・農化)

イ不器官特異的フェレドキシン cDNAとその遺伝子のクローニング

士山直美，梶原寛之，大森健司，井田正三，田中園介1 (京大・食研京都府大・農化)

イネ科植物ミトコンドリアゲノムの葉緑体配列の変動性

渡辺奈津，中国幹生，堤伸浩，平井篤志(東京大・農・農業生物)

B会場光合成 (4 ) 

9:00 2aB01 RuBisCOが示す falloverの可逆反応解析とそのモデルによる検証

村山寛和田野晃2，横田明穂1(1地球環境研 RITE，2大阪府大・農化)

9:15 2aB02 ラン藻光合成の CO2濃度変化に対する調節機構について

9:30 2aB03 

9:45 2aB04 

10:00 2aB05 

10:15 2aB06 

10:30 2aB07 

10:45 2aB08 

11:00 2aB09 

佐藤良平，姫野道夫，和田野晃(大阪府大・農・農化)

藻類の光合成 CO2固定関連チオーノレ酵素の活性調節機構

武田徹，岡本剛，石川孝博，重岡成，平山修(近畿大・農・食栄)

トウモロコシ葉における凍結融解により誘引されるホスホエノールヒ。ノレピン酸カノレボキシラーゼとリプロー

ス1， 5ージリン酸カノレボキシラーゼの不活性化と分解について

臼田秀明，下河原浩介(帝京大・医)

Sμrti加 anglicaおよび Zoysiajaponicaのホスホエノールヒ@ノレビン酸カノレボキシキナーゼの精製と性質

松葉恭一，今泉信之，鮫島宗明1，金子誠二，大杉立1 (ジャパンターフグラス農水省・生物研)

クラミドモナスのホスホグリコール酸ホスブァターゼ欠損突然変異株を用いた光合成能の改善

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態)

トウモロコシ葉肉細胞葉緑体への H+jヒ固ノレビン酸共輸送における PEPの役割

青木直大，大西純一，金井龍二(埼玉大・理・生化)

円石藻 Emilianiahuxleyiの光合成および CaC03生成における溶存無機炭素利用機構

関野景介，白岩善博(新潟大・理・生物)

溶存炭酸カス測定法の開発とその方法を用いた葉緑体の炭酸ガス取り込みの測定

高橋正昭，島津一樹(甲南大・理・生物)

11:15 2aB10 ラン藻の無機炭素濃縮機構のキ不ティックス

和田野晃，松島好見(大阪府立大・農・農芸化学)

11:30 2aB11 A gene (ccmA) required for carboxysome formation in Synechoの'stisPCC6803 

TE叩 oOgawa，Eduardo Marco1， M. Isabe1 Orus1 (So1ar Energy Research Group， The Inst. of Phys 

& Chem. Res. (Riken)， 1Dept. Biol.， Faculty Sci.， Univ. Autonoma de Madrid) 

11:45 2aBl2 Eleocharis viviμmにおける炭酸固定酵素遺伝子の発現とグランツ構造の形態形成との関連性

内野彰，石井龍一，松岡信1 (東大・農農水省・生物研)
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第2日 3月29日(火) [午前の部]

D会場環境応答(3 ) 

9:00 2aD01 

9:15 2aD02 

9・30 2aD03 

9:45 2aD04 

10:00 2aD05 

10:15 2aD06 

10:30 2aD07 

10:45 2aD08 

11:00 2aD09 

11:15 2aD10 

11:30 2aDll 

活性酸素ストレスによるグルタチオン還元酵素の遺伝子発現

田中浄，五十嵐隆夫，李増周，別府敏夫l，青野光子，久保明弘(国立環境研究所・生物西東京

科学大学)

ホウレンソウチラコイド膜での CuZnースーパーオキシドジスムターゼの免疫金標識法による検出

小川健一，金松澄雄1，浅田浩二2 (京大・理・植物南九州大・食品工京大・食研)

プタパネゼニゴケ培養細胞の細胞質型 Cu/Zn-superoxidedismutase (SOD)の不活性化

田中克幸，滝尾進，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

無傷ホウレンソウ葉緑体でのモノデヒドロアスコノレビン酸ラジカノレの光による生成及び消去

多田孝清，三宅親弘， U. Schreiber1，浅田浩二(京大・食研， lWurzburg大)

アスコルビン酸非存在下でのアスコルビン酸ぺノレオキシダーゼの失活機構

三宅親弘，浅田浩二(京都大・食研)

イネ ascorbateperoxidaseの組織局在性および水中芽生えの酸素適応時の消長

丑丸敬史，小柴共ー1，辻英夫(京都大・理・植物都立大・理・生物)

イネカタラーゼ cDNAの単離と酸素適応過程におけるその発現

森田重人，田坂日生，藤津久雄，丑丸敬史，辻英夫(京都大・理・植物)

亜硝酸共存下でのベノレオキシダーゼ反応によるクロロフィノレの分解

山下澄子，河野泰久1，柴田均(島根大・農・応用生物機能学鳥取大・医・細菌)

ラン藻砂nechococ，ωsPCC 7942の亜硝酸還元酵素活性の COz制限条件下における不活性化

鈴木石根，杉山達夫，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

Chlm四'Ydomonasreinhardtiiによる H2S03取り込みと光阻害

桜井英博，Supreeya Pomprasirt (早稲田大・教育・生物)

リン酸化・脱リン酸化によるコマツナ葉硝酸還元酵素の光環境応答

小島道子，杉本敏男，南森隆司，王子善清(神戸大・農・植物栄養)

E会場オルガネラ ( 2 ) 

9:00 2aE01 

9:15 2aE02 

9:30 2aE03 

9:45 2aE04 

10:00 2aE05 

10・15 2aE06 

10:30 2aE07 

10・45 2aE08 

11・00 2aE09 

11:15 2aE10 

タバコ培養細胞の分子量 69kDa原色素体 DNA結合タンパク質の cDNAクローニング

本間知夫，清水紀男，松岡英明，根本泰行，高橋陽介1，長田敏行1 (東京農工大・工・応用生物工

学東京大・理・植物)

タバコ培養細胞 BY-2の原色素体 DNA結合タンパク質と色素体 DNAの結合

白石達哉，本間知夫，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工・応用生物工学)

ラン藻 SynechococcusPCC7942のsecA遺伝子の単離と発現産物の細胞内局在部位の解析

野原哲矢，中井正人，杉田大悟，遠藤斗志也(名大・理・化学)

トウモロコシ・フェレドキシン前駆体の葉緑体への輸送解析

廉橋利哉，藤田祐一，長谷俊治(阪大・蛋白研)

葉緑体包膜に含まれる DNA結合タンパク質の分析

佐藤直樹，吉田真琴， J. Joyard1， R. Douce1 (東京学芸大・生命科学， ICENG・フランス)

苔類培養細胞の葉緑体 DNAのメチル化部位の同定

生田和江，滝尾進，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

タバコ緑色培養細胞における葉緑体核様体の新規 DNA結合性タンパク質の cDNAクローニング

中野雄司，秋月岳，佐藤文彦，山田康之(京大・農・農化)

ワラビ葉緑体ゲノム上の accD相同配列の構造と発現ーーシダ葉緑体における RNAeditingの可能性一一

江尻成美，山田恭司(富山大・理・生物)

クロマツ葉緑体における RNAエディティング

若杉達也，広瀬哲郎，績伯彦1，Hans Kosse]2，杉浦昌弘(名大・遺伝子愛知学院大フライブ

ノレグ大・生物研)

進化的に保存された高等植物色素体の RNAエディッティング部位の解析
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第 2日 3月29日(火) [午前の部]

広瀬哲郎，若杉達也，続イ白彦1 Hans Kosse[2，杉浦昌弘(名大・遺伝子愛知学説大フライブ

ノレグ大・生物研)

11:30 2aE11 緑化過程におけるオオムギプラスチドリボソームタンパク質のコピー数の変動

牧泰史，田中歩，和田明l，辻英夫(京都大・理・植物京都大・理・物理)

11:45 2aE12 イネ種子貯蔵タンパク質の集積に対するシグナル配列の役割

増村威宏，高橋一恵，中氏恵美，田中園介(京府大・農・農化)

F会場成長制御(1 ) 

9:00 2aF01 

9:15 2aF02 

9:30 2aF03 

9:45 2aF04 

10:00 2aF05 

10:15 2aF06 

10:30 2aF07 

10:45 2aF08 

11:00 2aF09 

11:15 2aFlO 

11:30 2aF11 

11:45 2aF12 

種子休眠を失ったコムギ突然変異系統の種子匪で、失われた夕、ノパク質と mRNA

川上直人，野田和彦(横浜市大・木原生研)

コムギの l回結実性老化を制御する内生因子について

幸田泰則，木下浩司，高橋肇1，喜久田嘉郎(北大・農・植物作物)

ダイズ下座軸切片におけるオーキシン誘導性遺伝子の単離

橋本博支，山本輿太朗1(北大・理・植物北大・地球環境科学・環境分子生物)

先端成長細胞における RGDベプチドの効果

野末一成，和田正三(都立大・理・生物)

酸生長下の水輸送

加藤潔，水野暁子1(名大・情報文化・自然情報日本福祉大)

圧力ジャンプ法によるトウモロコシ中座軸，成長パラメーターの解析

小川幹弘，岡本尚(横浜市大・文理・生物)

しだれ性のサクラおよびモモにおける，枝の屈曲と細胞壁成分におよぼす GA3，GA4の影響

中村輝子，早乙女真紀，足立香織，荻原恵美子，尾見知子，武輝美，横山敏孝1 (日本女子大・理，

I森林総研・多摩)

ヤマザクラの低温湿層処理および発芽過程における IAAとIAMの存在と作用

早乙女真紀，中村輝子(日本女子大・理)

トウモロコシ細胞壁蛋白質の代謝・成長調節機能

井上雅裕，ネビンス・ドナノレド1 (愛媛大・理・生物カリフォノレニア大・デイビス校・ベジタプ

ノレクロプス)

インゲン (PhaseolusιulgarisL.)の茎の空洞化現象におよぼす接触刺激とジベレリンの影響

高野守，高橋秀幸，菅洋(東北大・遺伝生態研究センター)

無傷トウモロコシ幼葉鞘における成長制御:オーキシン濃度によるオーキシン輸送フィードパック制御の関

与

飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

栄養成長期に節間伸長をおこなうイネの突然変異体に特異的なタンパク質の検出

青木俊夫，亀谷七七子，中村郁郎(岩手生物工学研究センター)

G会場情報伝達 ( 1 ) 

9:00 2aG01 ヒメプラスモの細胞質水和による細胞内 Ca2+動員

田沢仁，菊山宗弘1，島田希代1 (福井工大・応用理化放送大)

9:15 2aG02 黄化アサガオ怪軸膜タンパク質のリン酸化とカノレモデュリンについて

坂本光，柴田幸子(北里大・薬)

9:30 2aG03 大腸菌 K-12株由来 L型菌 NC-7の増殖における Ca2+とカノレモデュリン阻害剤の効果について

賀屋秀隆，小野田哲夫，大島朗伸(島根大・理・生物)

9:45 2aG04 ニンジン培養細胞における cAMPの代謝と cAMP感受性カチオンチャンネノレの制御

蕪城博，黒崎文也，西荒介(富山医科薬科大・薬)

10:00 2aG05 藍藻 Anabaenacylindricaのアデニノレ酸シクラーゼ遺伝子の単離

片山光徳，和田洋，大森正之(東大・教養・生物)
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第 2日 3月29日(火) [午前の部]

10:15 2aG06 高速液体クロマトグラフィーを用いたホスホリパーゼ Cにより分解されたイノシトールリン酸の分析

Gerhard A. De Ruiter，田中敬一(農水省・果樹試)

10:30 2aG07 アカパンカビにおいて青色光によりリン酸化されるタンパク質 ps15の解析 三次元電気泳動による解析

と部分精製

小田和司，市村和也，府川幹典，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

10:45 2aG08 イネ培養細胞における糖質性エリシターシグナノレの伝達とタンパク質リン酸化反応

朽津和幸，小松節子，平野久，渋谷直人(農水省・生物研)

11:00 2aG09 タパコ培養細胞におけるプロテインキナーゼによるエリシターシグナノレ伝達機構の解析

鈴木馨，進土秀明(工技院・生命研・植物分子生物)

11:15 2aGI0 耐塩性緑藻ドナリエラの Ca2+ー依存性プロテインキナーゼ (CDPK):精製酵素の自己リン酸化および cDNA

のクローニング

湯浅高志1，2，高橋宏二1，2，武藤尚志2，3 (1東京大・理学系研究科名大・農学研究科名大・生物

分子応答研究センター)

11:30 2aG11 傷により活性化されるタバコ 46-kDaキナーゼの解析

宇佐美昭二，坂野弘美，町田泰則(名大・理・生物)

11:45 2aG12 サイトカイニンに応答するプロテインキナーゼ

佐野浩， Y oussefian Shohab，工藤まり子(秋田県立農短大・生工研)

H会場 光 合成(5 ) 

9:00 2aHOl FT-IRによる酸素発生系の構造の解析 :Mnーカノレボキ、ンノレ基一Ca架橋構造の存在

野口巧，小野高明，井上頼直(理研・太陽光科学)

9:15 2aH02 光合成酸素発生，反応中間状態の X線吸収法による研究

小野高明，野口巧，井上頼直，楠正美l，山口博隆2，大柳宏之2 (理研・太陽光科学明大・理工，

2電総研)

9:30 2aH03 酸素発生標品の表在性蛋白の固定化による Mnや Caの安定化

榎並勲，加藤栄1 (東理大・理・生物東邦大・理・生物)

9:45 2aH04 熱処理による酸素発生の失活と系E膜標品の会合に及ぼす表在性蛋白の固定化，膜標品の濃度， CaC12およ

びジギトニンの影響

榎並勲，太田尚孝，加藤栄1 (東理大・理・生物東邦大・理・生物)

10:00 2aH05 新しいノζノレス EPR法による光化学系Eの常磁性種聞の距離決定

河盛阿佐子，小寺義男，原英之， Sergei A. Dzuba1 (関西学院大・理ロシア科学アカデミー)

10:15 2aH06 シアノバクテリア SynechococcusPCC7002の酸素発生の熱安定性におけるシトクロム c-550の役割

西山佳孝1.に林秀則1，渡辺正人村田紀夫1 (1基生研東大・生産研)

10:30 2aH07 トリス処理光化学系E粒子・酸素発生系の光再活性化に伴うチトクロム b-559の光酸化還元特性の変化

水津直樹，長友武彦，山下貌(筑波大・生物)

10:45 2aH08 水分解複合体の光活性化に対する化学修飾剤の効果

田村典明，野見山香，小河亜紀子(福岡女子大・生物)

11:00 2aH09 暗所で生育されたトウヒにおける光化学系E酸化側の光阻害

蒲池浩之，奥達雄，田村典明1(九大・農・林福岡女子大・生物)

11:15 2aH10 遺伝子組換型 Mn安定化蛋白質の産生とその性質

平野昌彦，元木章裕，岡本元一，小方久美子，金井正三，加藤栄1 (東レリサーチセンター東邦

大・理・生物)

11:30 2aH11 系II膜標品での系Eタンパク質の分解

池内昌彦(東京大・教養・生物)

11・45 2aH12 光化学系E還元側の光障害に対する電子伝達系阻害剤の効果

中島芳浩1，小野高明人吉田茂男3，井上頼直1.2 (1埼玉大学大学院・理工学研究科理化学研究所

・太陽光エネルギー科学研究グループ植物機能研究室)

12:00 2aH13 Lタンパク質による PSII第一キノン電子受容体 QAの活性化機構一一Lタンパク質の作用部位と光リン酸
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第 2日 3月29日(火) [午前の部] [午後の部]

化一一

小津真一郎，北村晃司，豊島喜則(京大大学院・人間・環境学)

I会場遺伝子発 現 (3 ) 

9:00 2a101 

9:15 2a102 

9:30 2a103 

9:45 2a104 

10:00 2a105 

10:15 2aI06 

10・30 2a107 

10:45 2a108 

11:00 2aI09 

11:15 2aIlO 

11:30 2aI11 

11:45 2aI12 

Regu1ation of the expression of the cyanobacteria1 desaturase gene by membrane fluidity 

Dmitry A. Los， Laszlo Vigh， Norio Murata (Nationa1 Institur官 forBasic Bio1ogy) 

タバコの脂質転移タンパク質遺伝子をセンス方向で組み込んだ形質転換タバコの解析

山田晃弘，榊剛，江原友子1，長松哲斉1，増田税2，小岩井晃2 (北海道東海大・工・生物工東京

医大・微生物日本たばこ・生命研)

トランスジェニッグアラビドプシスを用いた植物メタロチオネイン様夕、/パク質遺伝子の発現解析

堀口達矢，高橋啓史郎，藤原徹，森敏，茅野充男(東大・農・農化)

酵母変異株，及び形質転換シロイヌナズナを利用した植物メタロチオネイン様遺伝子の解析

赤星英一，高橋啓史郎，森敏，藤原徹，茅野充男(東大・農・農芸化学・植物栄養肥料)

コムギOーアセチノレセリン(チオーノレ) リアーゼ遺伝子を導入したタバコの硫化水素抵抗性

ユーセフィアン・ショハプ，中村道美，佐野浩(秋田県立農業短期大・生物工学研究所)

シロイヌナズナ rd22遺伝子の乾燥による誘導に必要な制御領域の解析

岩崎俊介1，篠崎和子1，2，篠崎一雄1 (1理研・植物分子生物農水省・国際農研)

乾燥応答に関与する転写因子 ATMYB2のリン酸化・脱リン酸化による DNA結合活性の制御

浦尾両日1.2，溝口剛1，3，篠崎和子4，篠崎一雄1 (1理研・植物分子生物大同ほくさん・中研筑波

大・生物農水省・国際農研)

アラビドプシスにおける桂皮酸4水酸化活性をもっ P450とNADPH-CytP450還元酵素の発現制御

水谷正治1，Eric Ward2，太田大策1，佐藤了1 (1日本チパガイギ一国際科学研究所， 2Agricu1tura1 

Biotechno1ogy Research Unit， Ciba-Geigy Corp. USA) 

IPomoea leucancha花弁で発現するヘリッタス・ループ・ヘリックス (bHLH)型転写因子 cDNAのグローニ

ング

服部束穂，保浦徳昇，森上敦1(三重大・遺伝子名大・農・生化)

ハツカダイコン懸濁培養系における細胞質局在型グノレタミン合成酵素遺伝子の発現制御機構の解析

渡辺明夫，高木規子，渡辺昭L2(名大・農・生化学制御専攻生物分子応答研究センター現・

東大・理・植物)

セネッセンス時に発現するハツカダイコン細胞質局在型グノレタミン合成酵素遺伝子のタパコへの導入

上口(田中)美弥子，渡辺昭1 (名大・農・生化学制御現・東大・理・植物)

ハツカダイコンの老化特異遺伝子 din1の暗処理誘導に必要なシス配列の解析

安積良隆，三浦正明，鈴木秀穂(神奈川大・理・応用生物)

第 2日 3月29日(火) [午後の部]

A会場呼吸・電子伝達

13:30 2pA01 プラストシアニンの acidicpatchの sitedirected mutagenesis 

Lee Byung Hyurll， 日比野隆，高倍昭洋(名城大・理工・化学名古屋大・生物分子応答セン

ター)

13:45 2pA02 プラストシアニンの銅配位子メチオ二ン残基の sitedirect丑dmutagenesis 

日比野隆， Lee Byung Hyun1，高倍昭洋(名城大・理工・化学名古屋大・生物分子応答センター)

14:00 2pA03 トウモロコシ・ブェレドキシンイソ蛋白質の cDNAクローニングと構造及び機能解析

松村智裕，長谷俊治，村田博，高尾敏文，下西康嗣(阪大・蛋白研)

14:15 2pA04 塩ストレスによる光化学系 Iの循環的電子伝達系の活性化

日比野隆，加藤彰1，高倍鉄子1，高倍昭洋(名城大・理工・化名古屋大・生物分子応答センター)
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第2日 3月29日(火) [午後の部]

14:30 2pA05 C3および C4植物でのフェレドキシン依存循環的電子伝達

三宅親弘，Henning Hormann1， Ulrich Schreiber1，浅田浩二(京都大・食研， lWurzburg Univ.) 

14:45 2pA06 Synechoのstis6803のチラコイド膜での NDHに依存する電子伝達系

米華玲，遠藤剛， Ulrich Schreiber1，小川晃男2，浅田浩二(京都大・食研， lWurzburg大理研

・太楊光科学)

15:00 2pA07 緑藻，ラン藻でのクロロレスピレイションの環境応答

遠藤剛，米華玲， U. Schreiber1，浅田浩二(京都大・食研， lUniversitat Wurzburg) 

15:15 2pA08 植物チラコイド膜プラストキノンへの NADPHからの電子供与

三宅親弘，小川健一UlrichSchreiber2，浅田浩二(京都大・食研京都大・理・植物 2Wurz-

burg Univ.) 

B会場光合 成(6 ) 

13:30 2pBOl 

13:45 2pB02 

14:00 2pB03 

14:15 2pB04 

14:30 2pB05 

14:45 2pB06 

SynechocoClωs PCC7942株におけるカーボニックアンヒドラーゼ活性の調節

鈴木英治(茨城大・理・生物)

単細胞性紅藻 Porphyridiumρurpureumのカーボニッグアンヒドラーゼの cDNAdoning 

三橋敏，宮地重遠(海洋バイオテクノロジー研究所)

ラン藻 SynechococcusPCC7942炭酸脱水酵素遺伝子上流域の機能解析

福津秀哉，植村康一，大山莞爾(京大・農化)

ダイズ植物個体に於ける光合成 source-sink機構に関する研究

沢田信一，戸津高明，榎本聡堤，葛西身延(弘前大・理・生)

イネ葉の高 CO2分圧条件下における光合成速度の律速因子について

日出問純1，牧野周，佐藤一志，小島邦彦，前忠彦 (1東北大・遺生研，東北大・農・農化)

In vitro培養された完全寄生植物ネナシカズラの光合成能

古橋勝久，三宅博1，柴田優2，山田恭司2 (新潟大・理・生物名古屋大・農・生物資源富山大

・理・生物)

15:00 2pB07 葉の濡れによる光合成の不可逆的な阻害およびその解析

石橋百枝，寺島一郎(東大・理・植物)

C会場遺伝子操作

13:30 2pCOl 酵母 Saccharomycesexiguus に対して高い形質転換能を有する DNA断片の機能解析

久冨泰資，和田裕，壷井基夫(福山大・工・生物工学)

13:45 2pC02 パーティクノレカン法により得られた形質転換体の染色体 DNAにおける外来遺伝子組込み部位の塩基配列の

決定と解析(1)

清水克哉，川上茂樹，山田隆1，五島直樹九田中俊憲，入船浩平，森川弘道(広島大・理・遺伝子

科学広島大・工京都薬大・生命研)

14:00 2pC03 ノ ζーティクノレカン法により得られた形質転換体の染色体 DNAにおける外来遺伝子組込み部位の塩基配列の

決定と解析 (2) 

川上茂樹，清水克哉，問中俊憲，入船浩平，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

14:15 2pC04 苗条原基形成を利用したユーカリの形質転換

河津哲，伊藤一弥，土肥敬悟，辻真理子，園田哲也，柴田勝(新王子製紙・林木育種研究所)

14:30 2pC05 酵母から植物細胞への直接的な DNA導入法の確立

初山慶道，寿永七月男，土生芳樹，石川雅之， JII本伸一，内藤哲，大野琢司(北大・農・応用生命

科学)

14:45 2pC06 へアピン型リボザイムを用いた遺伝子発現抑制法の開発の試み

久松仲1，2，其木茂則1，菊池洋2 (1麻布大・環境保健三菱化成・生命研)

15:00 2pC07 シロイヌナズナ及び小麦イミダゾーノレグリセローノレリン酸テヒドラターゼ cDNAの単離と構造解析

多国幸代， Sandra Volrath1， David Guyer1， Alfred Scheidegger， John Ryals1，太田大策， Eric 
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第 2日 3月29日(火) [午後の部]

Ward1 (日本チパカイギ一樹国際科学研究所， lCiba-Geigy Corp.， U.S.A.) 

15:15 2pC08 植物のイミダゾーノレグリセロールリン酸デヒドラターゼのパキュロウイノレス発現系による大量発現

多国幸代，波多野美香， Sandra Volrath1， Eric Ward1，太田大策(日本チパガイギー紛国際科学研

究所， lCiba-Geigy Corp.， U.S.A.) 

D会場環境応答(4 ) 

13・30 2pDOI 

13:45 2pD02 

14:00 2pD03 

14:15 2pD04 

14:30 2pD05 

14:45 2pD06 

N. sylvestrisオスモチン様タンパク質遺伝子の発現制御領域の解析

佐藤文彦，北島サキト，小岩尚志，山田康之(京都大・農・農化)

トマトLipidtransfer protein遺伝子の発生段階および環境に制御された発現

今井亮三1.2，Meena， S. Moses1，高木正道2，Elizabeth A. Brayl (1Botany Dept.， U. C. Riverside， 2東

大・農・農化)

短時間の乾燥ストレスにより誘導されるシロイヌナズナ遺伝子群 cDNA(ERDlO， 11， 13， 14)の解析

清末知宏，篠崎和子1，篠崎一雄(理研・植物分子生物農水省・国際農研)

好熱性ランソウの熱、ノョッグ蛋白について

檎山哲夫，藤正則，椙谷康一，市川久詞，仲本準(埼玉大・理・生化)

好熱性ランソウ Synechococcusvulcanusの熱ショッグタンパク質遺伝子

仲本準，田中直樹，槍山哲夫(埼玉大・理・生化)

ラン藻の熱ショッグタンパク質遺伝子の解析およびその形質転換体の作成

林秀則，村田紀夫(基生研)

E会場オルガネラ ( 3 ) 

13:30 2pEOI 

13:45 2pE02 

14・00 2pE03 

14:15 2pE04 

14:30 2pE05 

14:45 2pE06 

15・00 2pE07 

15:15 2pE08 

サツマイモ Fアミラーゼの細胞内局在部位

松岡健1，佐藤豊1，高木規子1，武内由佳2，西村いく子2，丙村幹夫九中村研三1 (1名大・農・生化，

2基生研・細胞機構)

サツマイモ培養細胞における液胞内蛋白質 (VP24)の発現とアントシアニン集積における役割

野末雅之，久保浩義，山田健志，近藤真紀1，林誠1，西村幹夫1，安田湾(信州大・理・生基生

研・細胞生物)

カボチャ種子プロテインボディの膜貫通型タンパク質

井上香織1，2，武内由佳1，西村いくこ 1，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物総研大・生命科学)

発芽カボチヤ子葉で発現されるアコニターゼの機能

林誠，西村幹夫(基生研・細胞生物)

ヒマ種子の液胞プロセシング酵素の構造と活性化機構

西村いくこ，西村幹夫(基生研・細胞生物)

ヒマ種子にみられる酵母プロテイナーゼ A様のカノレボキシノレプロテアーゼ

平岩昌子1.2，西村いくこ 1，西村幹夫1(1基生研・細胞生物愛知教育大・生命科学)

酵母の液胞膜融合過程に関与する Vam3pの機能

和田洋，大隅良典(東大・教養・生物)

リン酸代謝における液胞の生理機能の解析

白浜佳苗1，矢崎芳明2，朽津和幸2，坂野勝啓2，大隅良典1(1東大・教養・生物農水省・生物研)

F会場成長制御 ( 2 ) 

13:30 2pFOl 水中並びに気中培養イネ幼葉革命の成長とアブシジン酸含量

保尊隆享，増田芳雄1，P. E. Pilet2 (大阪市大・理・生物帝塚山短大・食品ローザンヌ大)

13:45 2pF02 アカバンカビの原形質流動速度におよぼすオーキシン，ジベレリンおよびサイトカイニンの作用

富田香織，鈴木美香1，高城陽子1，中村卓造，中村輝子1(昭和薬大・生物， lf=j女大・理・物生)

14:00 2pF03 エンドウ芽生えの茎伸長部域におけるジベレリンによる糖蓄積促進とインベノレターゼ活性の上昇
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第 2日 3月29日(火) [午後の部]

一一インベルターゼの精製一一

宮本健助，居原秀，上回純一，神阪盛一郎1(大阪府立大・総科・生命大阪市大・理・生物)

14:15 2pF04 トウモロコシ芽生え葉のインベノレターセ、活性の発現とジベレリンとの関係

三橋渉，神谷勇治(理研・フロンティア・ホノレモン機能)

14:30 2pF05 イネ由来インベノレターゼのモノクロ一ナノレ抗体の作製

石沢公明(東北大・理・生物)

14:45 2pF06 ダイコン座軸における重力屈性の感知機構

三田高志，三好泰博1(静岡県立大・食品栄養静岡県立大・届際関係)

15:00 2pF07 シロイヌナズナの茎の重力屈性反応の解析

深城英弘，田坂昌生，藤津久雄(京大・理・植物)

15:15 2pF08 シロイヌナズナの茎の重力屈性異常突然変異株の単離

深城英弘，田坂昌生，藤津久雄(京大・理・植物)

G会場情報伝達 ( 2 ) 

13:30 2pG01 乾燥により誘導されるシロイヌナズナのカノレシウム依存性プロテインキナーゼのクローニングと機能解析

片桐健1.2，浦尾剛1，3，溝ロ岡剛U1.4ペ，篠崎和子Iし.5九，林田信明l¥，平山隆志

(1理研.植物分子筑波大・農林大同ほくさん筑波大・生物農水省・国際農研)

13:45 2pG02 葉緑体 ribonuc1eoprotein(RNP)-mRNA複合体の生理機能調節におけるカゼインキナーゼ1I(CK-1I)の果た

す役割

金勝一樹，道家建二郎，宗像浩1，JII上一茂2，大槻健蔵2 (北里大・教養・生物東北大・医化二，

2北里大・衛生・遺伝生化)

14:00 2pG03 Arabidopsis MAP kinase familyの解析

溝口剛1，2，林田信明1，篠崎和子1，3，鎌田博2，篠崎一雄1(1理研・植物分子筑波大・生物農水

省・国際農研)

14:15 2pG04 イネ由来の低分子量 GTP結合タンパク質遺伝子導入タパコで観察される傷ストレス異常応答

瀬尾茂美1，佐野浩 S.Youssefian2，大島正弘3，仁木智哉3，石塚暗造1，大橋祐子3 (l筑波大・応

生化秋田県立農短大・生工研農水省・生物研)

14:30 2pG05 シロイヌナズナ低分子量 GTP結合タンパク質の生化学的特徴

穴井豊昭，ェパロノレ・ T.アスプリア 1， 松 井 南 内 宮 博 文1 (北大・理・植物東大・分生研・

細胞機能日本医大・老研・分子生物)

14:45 2pG06 原形質連絡を通じた植物細胞聞の核酸，タンパク質の移動

藤原徹， Donna Giesman.Cookmeyer1， Steven LommeP， Biao Ding2， Wi11iam J. Lucas2 (東大・農・

農化， INCSU， 2UCD) 

H会場光合成(7)

13:30 2pH01 

13・45 2pH02 

14・00 2pH03 

14:15 2pH04 

14・30 2pH05 

14:45 2pH06 

光阻害光化学系II(PS 1I)に対する還元側電子伝達系の再活性化

星回尚司，豊島喜則(京大大学院・人間・環境学)

クラミドモナス葉緑体遺伝子ρ'sbAの部位特異的形質転換;光化学系E反応中心タンパク D1のC末切断部

位のアミノ酸置換

内海恵一郎1，高橋裕一郎1，2，佐藤公行2 (1岡山大・自然科学研究科岡山大・理・生物)

架橋反応を利用した光化学系E反応中心D1・ D2タンパク質の接触部位の解析

新達也，佐藤公行(基生研，岡山大・理・生物)

合成オリゴベプチドを用いるD1蛋白質 C末プロセッシンク酵素の作用機構の解析

田口富美子1，山本由弥子1，山下光治1，佐藤公行1.2(1岡山大・理・生物基生研)

D1タンパク質前駆体 C末端プロセッシング酵素の精製

稲垣言要1，松本哲2，山本由弥子2，佐藤公行1.2(1基生研岡山大学・理・生物)

エンドウ単離葉緑体を用いた D1タンパク質合成の光による制御機構の解析
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第 2日 3月29日(火) [午後の部] 第 3日 3月30日(水) [午前の部]

黒田洋詩，枠山博之1，佐藤公行1.2(岡山大・自然科学岡山大・理・生物基生研)

15:00 2pH07 過酸化水素による光化学系lID1蛋白質の暗所での分解

徳富光恵(農水省・生物資源研)

15:15 2pH08 光化学系Eから種々のベンゾキノン誘導体への電子伝達反応の解析

小池裕幸，大橋美保，菓子野康浩，佐藤和彦(姫工大・理・生命科学)

I会場遺伝子発現 ( 4 ) 

13:30 2pI01 

13:45 2pI02 

14:00 2pI03 

14:15 2pI04 

14:30 2pI05 

14:45 2pI06 

15:00 2pI07 

15:15 2pI08 

ヒャクニチソウ管状要素分化に関連した植物ホノレモン誘導遺伝子単離の試み

高橋真人，中平洋一，出村拓，福田裕穂(東北大・理・生物)

arcA遺伝子の BY-2における発現とオーキシン応答領域の同定

石田さらみ，高橋陽介，長田敏行(東京大学大学院・理学系研究科)

オーキシンによって誘導される遺伝子仰rCの転写に関わるシス領域の解析

酒井達也，高橋陽介，長田敏行(東京大学大学院・理学系研究科)

仰rB遺伝子のオーキシンに関する tス領域の決定とタバコ植物体での発現

高橋陽介，長田敏行(東京大学大学院・理学系)

シカクマメ・プロテアーゼインヒビター遺伝子 5'上流領域に存在する MARの解析

南昌宏，飯哲夫，岩淵雅樹(京都大・理・植物)

シカクマメ Kunitz型キモトリプシンインヒピター遺伝子の発現制御機構の解析

福島久代1，坂田洋一l，船田良2，安部久2，土生芳樹1，内藤哲1 (1北大・農・応用生命科学北大

・農・森林科学)

イネ種子発芽時におけるセリンカノレボキシベプチダーゼ遺伝子の組織特異的発現

鷲尾健司，石川鍍(北大・地球環境科学・環境分子生物)

倍数性の異なるコムギにおける Wx遺伝子のドースと結合型デンプン合成酵素活性の関係

藤田直子，和田野晃1，平知明(大阪府立大・農・園農農化)

第 3日 3月30日(水) [午前の部]

A会場光合成細菌 ( 1 ) 

9:00 3aA01 Rhodobacter sulfido，ρhilus光捕集性色素蛋白質複合体の分光学的特徴

9・15 3aA02 

9:30 3aA03 

9:45 3aA04 

10:00 3aA05 

10:15 3aA06 

10:30 3aA07 

10・45 3aA08 

土井道生，岡山繁樹(九大・教養・生物)

緑色硫黄光合成細菌 ChlorobiumtePidum反応中心粒子の分光学的研究

楠元範明，井上和仁1，富岡厚，桜井英博(早稲田大・教育・生物神奈川大・理・応用生物)

EMS処理によって得られた Roseobacterdenitrificans突然変異株の性質

高官建一郎，倉屋芳樹，島田裕土，塩井祐三(東工大・生命理工)

光合成細菌ロドシュードモナスビリディスのクロマトホアのカロチノイドの電場依存性バンドシフト

原正之， C. C. Moser1， P. L. Dutton1 (通産省・工技院・生命工学工業技術研究所ペンシノレパニ

ア大・医)

嫌気及び好気培養した光合成細菌 Rubrivivaxgelatinosusの色素蛋白複合体 (LH1とLH2)の色素組成

高市真一，嶋田敬三1 (日本医大・生物都立大・理・生物)

Chloroflexus属の新種 Chloroflexusaggregansの性質とその特異的パクテリアノレマット様クラスター形成

花田智，平石明1，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物コニシ環境バイオ研)

ヘキサノール処理クロロソームを用いたパクテリオクロロフィル C高次構造再構成の時間経過

松浦克美，広田雅光，三室守1，M. Mi11er2， R. COX2 (都立大・理・生物基生研， 20dense Univ.， 

Biochem. Inst.) 

緑色光合成細菌のクロロソームの構造と機能におけるカロチノイドの役割

辻公博，高市真一1，松浦克美，嶋田敬三(都立大・理・生物日本医科大・生物)
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第3日 3月30日(水) [午前の部]

11:00 3aA09 紅色光合成細菌の光化学反応中心複合体遺伝子の PCR法を用いたクローニングと一次構造に基づく系統解

析

永島賢治，平石明1，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物コニシ環境バイオ研)

11:15 3aA10 スブェロイデンのゾスートランス異性体の S。ラマンスベクトノレ

河内直美，大橋直人，萎月 11煩，九鬼導隆1，小山泰(関西学院大・理神戸高専・応用化学)

11:30 3aA11 Spheroidene単量体と会合体の蛍光スベクトノレ

渡辺泰堂，輝吉栄治，加嶋睦之，菱月 11原，小山泰(関西学院大・理)

11:45 3aA12 NMR分光法によるパクテリオクロロフィルC(BCh1 c)の溶媒効果

溝口正， Leenawaty Limantara，栗本宣孝1，古川憲治1，小山泰(関西学院大・理コベノレコ科研)

B会場 細 胞壁(2 ) 

9:00 3aB01 

9:15 3aB02 

9:30 3aB03 

9・45 3aB04 

10・00 3aB05 

10:15 3aB06 

10:30 3aB07 

10:45 3aB08 

イネ幼葉輸の成長と細胞壁に対するケイ皮酸誘導体の影響

!郎偉男，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

コムギ幼葉鞘細胞壁結合性ブェノレラ酸及びジブェノレラ酸量に対する水ストレスの影響

若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

イネ幼葉鞘の気中における成長抑制と細胞壁変化

河村幸男，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

イネ幼葉鞘切片のオーキシン誘導成長と(1→ 3 )， ( 1→4 )ーグノレカン分解に対するコンカナパリンAの阻

害作用

保尊隆享，増田芳雄1 (大阪市大・理・生物帝塚山短大・食品)

しだれ性のサクラの GA3による屈曲阻止における組織学的変化

馬場啓一1，足立香織2，武輝美伊東隆夫1，中村輝子2 (1京大・木研日本女子大・理)

ブェノレロイルオリゴ糖の成長問害作用

石井忠，西島隆明1，掛川弘一，校重有祐(農水省・森林総研野菜・茶試)

カボチャの根の力学的性質と細胞壁多糖類に対するアノレミニウムの影響

Hoa Le Van，桜井直樹(広島大・総科・自然)

カボチャとトウモロコシの根が分泌する多糖類の糖組成と土壌微生物に対する影響

黒田華織，楼井直樹，堀越孝雄(広島大・総科・自然環境)

11:00 3aB09 タケノコ細胞壁からの(1→ 3，1今 4)ナD-G1ucanの単離

枝重有祐，石井忠(農水省・森林総合研究所)

11:15 3aB10 形態形成能力/細胞接着性の異なるニンジン培養細胞におけるベクチン多糖の構造

菊池彰，佐藤忍，枝重有祐1，石井忠1，藤伊正(筑波大・生物農水省・森林総研)

11:30 3aB11 低温グリセリン処理ササゲ怪軸中空円筒細胞壁の， pH依存性臨界降伏張力 (y)

岡本尚，岡本朱根(横浜市大・総合理学・分子認識)

11:45 3aB12 グリセリン処理ササゲ匪軸の細胞壁における伸長成長パラメーターに対する熱処理の効果

岡本朱根，岡本尚(横浜市大・総合理学・分子認識)

12:00 3aB13 オクラ下座軸切片における水の移動のシミュレーション

山本良一(帝塚山短大・食品)

D会場環境応答(5 ) 

9・00 3aD01 低温誘導性転写因子をコードするトウモロコシ遺伝子

菅原和幸， Thomas Berberich，鈴木信弘， Kripamoy Aguan，草野友延(秋田農短大・生工研)

9:15 3aD02 ABAを含む培地で培養したコムギ培養細胞の耐凍性と凍結障害

斉藤孝之，菅原康剛(埼玉大・理・生体制御)

9:30 3aD03 コムギ懸濁培養細胞のアフシジン酸による耐凍性誘導と細胞膜タンパク質の組成変化

小池倫也，荒川圭太，吉田静夫(北大・低温研)

9:45 3aD04 低温によるヤエナリ培養細胞の液胞 pHの変化
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10:00 3aD05 

10:15 3aD06 

10:30 3aD07 

10・45 3aD08 

11:00 3aD09 

11・15 3aD10 

第 3日 3月30日(水)

吉田静夫(北大・低温研)

低温耐性型液胞膜 H+-ATPaseの存在

母坪研巳，吉田静夫(北大・低温研)

In Vitro実験系を用いた凍結傷害機構に関する研究

[午前の部]

1. P. Efremov1，吉田静夫 (IYakutskInst. Bio1ogy，北大・低温研)

越冬中の小麦の耐寒性と水の物性との関係:lH-NMRによる研究

吉田みどり，何部二朗，森山真久，中村義男1 (農水省・北海道農試北大・理・液体化学)

低温下での葉のクロロフィノレ蛍光と酸素発生速度の変化

大川原良次，金子誠二(紛ジャパンターフグラス)

フラボノイド合成関連遺伝子とダイズの耐冷性

高橋良二(北海道農業試験場)

クロレラのハートニングによるカロチノイド含量の変化

松川治，吉元誠，波多野昌二(九州大・農・食化工)

E会場形態形成 ( 2 ) 

9:00 3aE01 シロイヌナズナプロトプラストからの個体再生

9:15 3aE02 

9:30 3aE03 

9:45 3aE04 

10:00 3aE05 

10:15 3aE06 

10:30 3aE07 

10:45 3aE08 

山藤誠司，後藤伸治(宮城教育大・生物)

シロイヌナズナの器官再分化に対するブロモデオキシウリジンの効果

杉山宗隆(東北大・理・生物)

シロイヌナズナにおける葉身の変異株 angustifoliaを用いた葉形態形成の解析

柘植知彦，塚谷裕一，内宮博文(東京大・分子細胞生物学研)

シロイヌナズナのサイトカイニン高感受性突然変異体およびオーキシン高感受性突然変異体の分離の試み

柿本辰男，久保稔，佐藤圭祐，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

ニンジン肥大根からのカノレス誘導および植物体再生

水江由佳，保田浩，増田宏志(帯広蓄大・生物資源化学)

ニンジン脹軸切片における不定匪形成について

大橋伸一，水江由佳，増田宏志(帯広蓄大・生物資源化学)

ニンジン怪軸の不定妊形成における co1chicineとConAの影響

得字圭彦，増田宏志(帯広畜産大・生物資源化学)

ニンジン培養細胞における不定脹形成能と lAA代謝の関係

佐々木和生，下村議一郎1，鎌田博，原田宏(筑波大・生物国立衛試・筑波)

11・00 3aE09 ニンジンの不定匪形成能獲得とタンパク質のリン酸化

タン・センキー，鎌田博，原田宏(筑波大・生物)

11:15 3aE10 アブラナ属種間キメラにおける形態形成

金谷潔，野口貴1，平田豊(農工大・一般教育東京農試)

11:30 3aEll 新たな突起形成不能株の単離とその解析

頼藤徹也，大隅良典(東大・教養・生物)

F会場成長調節物質 ( 1 ) 

9:00 3aF01 イネにおけるポリアミン， lAA， ABAの師管転流

横田孝雄，中山真義，原沢泉，佐藤守且原真木1，阿部選1 (帝京大・理工・バイオ蚕糸昆虫

研)

9:15 3aF02 シロイヌナズナを用いた種子登熱過程の遺伝学的解析

南原英司1.2，Kallie Keith3， Peter McCourt3，内藤哲2 (1名古屋大・農・生化学制御北海道大・農

・応用生命科学トロント大・植物)

9:30 3aF03 メロン果実の成熟初期過程のエチレン生成について

山本光章，石木康史，平林哲夫1，中川弘毅，佐藤隆英(千葉大園芸園芸生産研)
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第3日 3月30日(水) [午前の部]

9:45 3aF04 cDNA C10ning for auxin-inducib1e ACC synthase from mungbean seed1ings 

1. S. Yoon， H. Mori， B. G. Kang1 and H. Imaseki (Sch. Agr. Sci.， Nagoya Univ.， 'Dept. Biol. Sci.， 

Yonsei Univ.) 

10:00 3aF05 短半減期の反応機構依存性不活性化反応を受ける ACC合成酵素のトマト緑色組織における存在

佐藤茂(東北大・農・生物生産)

10:15 3aF06 キュウリのサイトカイニン抑制遺伝子 CR9とCR20の発現:¥，、くつかの特徴とその比較

寺本陽彦，遠山知子，竹葉剛1，辻英夫(京都大・理・植物京都府大・生活科学・応用生物)

10:30 3aF07 サイトカイニン処理2時間で抑制される遺伝子のクローニング

遠山知子，寺本陽彦，竹葉剛l，辻英夫(京都大・理・植物京都府大・生活科学・応用生物)

10:45 3aF08 サイトカイニンレセプターとみられる高親和性サイトカイニン特異的結合蛋白

永田龍二，橋本祐一1，首藤紘一(東大・薬東大・分生研)

11:00 3aF09 タパコのサイトカイニン結合蛋白質の構造と局在

三井真一，若杉達也，杉浦昌弘(名大・遺伝子)

11:15 3aF10 トウモロコシ (Zeamays L.)幼葉鞘先端における L-トリプトファンからのインドーノレー3-酢酸の生合成

小柴共一，神谷勇治1，飯野盛利2 (都立大・理・生物理研・フロンティア・ホノレモン機能大

阪市大・理・植物園)

11:30 3aF11 媛性と正常オオムギのインドーノレ酢酸の合成・分解系酵素の活性比較

鶴崎健一，村田靖雄，桜井直樹(広島大・総科・自然)

11:45 3aF12 イネカルスよりインドーノレアセトアミドヒドロラーゼの精製とその性質について

荒井嘉貴，生田安喜良1，JII口正代司庄野邦彦2 (東理大・基礎工・生物工東理大・生命研，

2東大・教養・基礎科学)

12・00 3aF13 Nicotiana tabacum培養細胞における核内プロテインキナーゼ活性のオーキシンによる制御

北川峰丈，酒井慎吾(筑波大・生物)

G会場蛋白質・酵素 ( 1 ) 

9:00 3aG01 スギの針葉および雄花におけるリポキシゲナーゼ活性の季節変化

小塩海平，高橋久光，太田保夫(東京農大・農・国際農業開発)

9:15 3aG02 キュウリ実生リポキシゲナーゼ発現制御機構の解析

松井健二，津留英治，梶原忠彦，畑中穎和，長谷俊治， (山口大・農・応生化大阪大・蛋白研)

9:30 3aG03 病害抵抗性発現時にジャスモン酸合成が光によって制御されている可能性について

白野由美子，柴田大輔(三井植物ノミイオ研究所)

9:45 3aG04 L.ガラクトノナラクトンデヒドロゲナーゼの精製と性質

大羽和子，中野淳子(名古屋女大・家政)

10:00 3aG05 イネ飾管液に存在するチオレドキシンの解析

石渡裕，中村進一，林浩昭，森敏，茅野充男(東大・農・農化)

10:15 3aG06 ニンジン培養細胞からの DAHPsynthase-Coの精製

鈴木菜穂，作田正明，清水碩(お茶の水大・理・生物)

10:30 3aG07 イネ穎果におけるグルタミン酸合成酵素群の組織内分布

早川俊彦，中村貞二1，山谷知行(東北大・農・細胞生化学東北大・農・作物学)

10:45 3aG08 トウモロコシ葉 PEPカノレポキシラーゼをリン酸化するプロテインキナーゼの部分精製とその分子的性質

薮田尚弘，小川紀之，泉井桂(京都大・農・農生)

11:00 3aG09 トマト果実におけるブェレドキシンーアイソプロテインの蓄積の制御

青木考，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

11:15 3aGlO キュウリアスコルビン酸ベノレオキシダーゼの cDNAグローニング

尼子克己，佐野智，三宅親弘，曹腕紅，浅田浩二(京都大・食研)

11:30 3aG11 大腸菌で・発現させたキュウリモノデヒドロアスコノレビン酸レダクターゼの性質

佐野智，浅田浩二， (RITE，1京都大・食研)

11:45 3aG12 エンドウ aspartatekinaseの cDNAクローニング
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第 3日 3月30日(水)

清田誠一郎，坂野勝啓(農水省・生物研)

[午前の部]

12:00 3aG13 Rhodobacter capsulatus 7鉄ブェレドキシンの 3鉄クラスター保持に関与する Cys間配置の変換とその効果

末次由実，佐伯和彦，松原央(阪大・理・生物)

H会場遺伝子発現 ( 5 ) 

9・00 3aHOl コムギ葉緑体 psbD/C遺伝子クラスターの光応答プロモーターに作用する転写活性化因子

9:15 3aH02 

9:30 3aH03 

9・45 3aH04 

10:00 3aH05 

10:15 3aH06 

10:30 3aH07 

10:45 3aH08 

11:00 3aH09 

11:15 3aHI0 

11:30 3aHl1 

11:45 3aH12 

角山雄一，中平洋一，椎名隆，豊島喜則(京都大・人間・環境学)

A developmentally-regulated aか'E-specifictranscript arises from a promoter within the coding 閃 gionof 

aφ'B gene in tobacco chloroplasts 

Sanjay Kapoor， Masahiro Sugiura (Center for Gene Research， Nagoya University) 

A novel RNA gene in the tobacco plastid genome: its possible role in the maturation of 16S rRNA 

Antonio Vera， Masahiro Sugiura (Center for Gene Research， Nagoya University) 

タバコ光化学系 I核遺伝子群のグリーニング過程での発現

近藤由希子，山本義治，中部真之，小保方潤一(北大・地球環境・生態遺伝)

タパコの光化学系 I遺伝+ps沼Dbの転写，転写後，翻訳レベルでの光制御について

山本義治1，2，辻英夫九近藤由希子1，小保方潤ー1(1北大・地球環境・生態遺伝，涼大・理・植物)

タバコの光化学系 I核遺伝子群に結合するタンパク質因子の解析

中邸真之，山本義治，近藤由希子，小保方潤ー(北大・地球環境・生態遺伝)

C3植物にも C4型類似 PPDK遺伝子は存在する

今泉信之，石原邦1，鮫島宗明2，松岡信2 (ジャパンターフグラス東京農工大学・農農水省・

生物研)

イネ (C3植物)の C4類似型 PPDK遺伝子はトウモロコシ (C4植物)内で C4的発現をしない

松岡信，今泉信之1，大和陽一(生物研ジャパンターフグラス)

C3植物，C4植物 PPDK遺伝子は共通のシス領域を持っか

村上(嘉納)ゆり子，大和陽一1，今泉信之2，松岡信1 (農水省果樹試生物研ジャパンターフ

グラス)

トウモロコシ C4-型 PEPカルボキシラーゼ遺伝子の 5'上流域に結合する DNA結合タンパク質-MNFlーの解

析

森島明，柳津修一1，泉井桂(京都大・農・農林生物東大・教養)

トウモロコシの C4型 PEPカルボキシラーゼ遺伝子発現の光調節とサーカディアンリズムの関与について

吉田和市，森島明，森康夫，泉井桂(京都大・農・農林生物)

マツの集光性クロロフィノレ蛋白質遺伝子ブ。ロモーターによるノレシブエラーゼ遺伝子の光非依存的，葉器官特

異的発現

山本直樹(生物研)

I会場遺伝子発現 ( 6 ) 

9:00 3aIOl 

9:15 3aI02 

9:30 3aI03 

9:45 3aI04 

10:00 3aI05 

10:15 3aI06 

ダイズサイクリン遺伝子の cDNAクローニングとその発現様式

河内宏前田美紀1，関根政実2，畑信吾3 (1農水省・生物研阪大・工姫路工大・理)

タバコのサイクリン cDNAのクローニング

Y Y. Setiady，関根政実，山本拓生，新名惇彦(大阪大・工・応用生物工学)

タバコのプロテインホスファターゼ cDNAのグローニンク

高橋浩一郎，関根政実，新名惇彦(阪大・工・応用生物)

タパコ培養細胞 BY-2において G2/M期に特異的に発現される遺伝子の検索

横井崇秀，柿本辰男，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

タバコ培養細胞形質転換体を用いた高等植物における細胞周期特異的遺伝子のプロモーター解析

伊藤正樹，渡辺昭1(名古屋大・生物分子応答研究センター働東京大・理・植物)

アラビドプシスの戸ーアミラーゼ遺伝子の糖応答性に関わる変異株 hbal
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第 3日 3月30日(水) く午前の部〉 く午後の部〉

三回悟，村野信仁，赤池美紀子，中村研三(名大・農・生化)

10:30 3aI07 タバコの 54kDのカノレシウム依存性プロテインキナーゼは葉のショ糖処理によって増加する

大藤雅章，中村研三(名大・農・生化)

10:45 3aI08 ショ糖によって誘導されるサツマイモの Calcium-dependentprotein kinase (CDPK) cDNA 

真野昌二，大藤雅章，中村研三(名大・農・生化)

11:00 3aI09 サツマイモ塊根主要タンパタ質遺伝子の発現;ショ糖およびポリガラクツロン酸による誘導とプロテインホ

スファターゼ(タイプ 1，2A)特異的問害剤によるその抑制

武田真，真野昌二，大藤雅章，中村研三(名古屋大・農・生化)

11:15 3aI10 スポラミン遺伝子のショ糖誘導に関わる、ンス制御配列

森上敦，田中芳実，中村研三(名大・農・生化)

11 :30 3aI11 チャ Camelliasinensis CHS mRNAの糖に対する応答

竹内敦子，松元哲，早津雅仁(農水省・野菜茶試)

11:45 3aI12 糖質によるイネ rアミラーゼ遺伝子の転写調節機構の解明

光永伸一郎， Raymond L. Rodriguez1，山口淳二2(上越教育大・生活健康系カリフォノレニア大

・デイビス校名古屋大・生物分子応答研究センター)

第3日 3月30日(水) [午後の部]

A会場光合成細菌 ( 2 ) 

13:30 3pAOl クロロフィル bの励起三重項の共鳴ラマンスベクトノレ

佐島徳武，西津栄一，小山泰(関西学院大・理)

13:45 3pA02 パクテリオクロロフィル aのサプマイクロ秒過渡吸収スベクトノレの溶媒効果

小山泰，西海栄一(関西学院大・理・化学)

14:00 3pA03 Isolation and characterization of the subunits of the light-harv巴sting∞mplexes from Rhodobacter sρhaeroides 

R-26 and R-26. 1 

14:15 3pA04 

14:30 3pA05 

14:45 3pA06 

15:00 3pA07 

15:15 3pA08 

Leenawaty Limantara1， Tomisaburo Kakuno2， Richard J， Cogdel!3 and Yasushi Koyama1 (lFac. 

Sci.， Kwansei Gakuin Univ.， 2M & S Technosystem， 3Dept. Botany， Univ. Glasgow) 

光合成細菌 R.viridisの光反応中心での電子伝達反応におけるアミノ酸側鎖の役割

中川博之，岡田孝1，小山泰(関学大・理・化学関学大・情報処理研究センター)

光合成細菌のウレアーゼはアノレギニンと酸素で誘導される

高桑進，山口和也1，鈴木晋一郎1 (京都女子大・家政大阪大・教養)

光合成細菌 Rhodobacterゆhaeroidesのρufオベロン k流域結合タンパク質の解析と精製

島田裕士，和田忠士，太田啓之，増田建，塩井祐三，半田宏，高官建一郎(東工大・生命理工)

光合成細菌のモリブデンコファクター欠損株のベリブラズムにおける DMSο 還元酵素活性構造の形成

桝井秀雄，草野元，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

光合成細菌の DMSO呼吸系遺伝子群

宇治家武史，山本勇，山崎素直1，佐藤敏生(広島大・理・生物科学東京大・農・農化)

B会 場 細 胞壁(3 ) 

13・30 3pBOl ポプラ培養細胞の壁結合型エンドー1，4サグノLカナーゼの精製と性質

大宮泰徳，中村信吾，酒井冨久美，林隆久(京都大・木質研)

13:45 3pB02 ポプラ培養細胞の培地に分泌されるエンドー1，4やグノレカナーゼの cDNAクローニング

中村信吾，森仁志、1，酒井富久美，林隆久(京都大・木質研名古屋大・農・生化学制御)

14:00 3pB03 媛性および正常オオムギ幼葉輸の介グノレカナーゼ活性の比較

渡辺竜五，中川直樹，桜井直樹(広島大・総科・自然)

14:15 3pB04 発芽期のイネで活性が増大する細胞壁結合 Fーグノレコシダーゼの性質
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14・30 3pb05 

14・45 3pB06 

15:00 3pB07 

15:15 3pB08 

15:30 3pB09 

第3日 3月30日(水)

秋山高(農水省・北海道農試)

[午後の部]

ポプラ培養細胞におけるエンドキシログルカントランスグノレコシラーゼ活性の性質

竹田匠，三石安1，酒井富久美，林隆久(京都大・木質研工技院・生命研)

アズキ上座軸細胞壁のキシログノレカン分解酵素

田湖彰，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

エンド型キシログノレカン転移酵素の遺伝子発現

冨田英津子，岡本繁久，西谷和彦(鹿児島大・教養)

エンド型キシログルカン転移酵素 (EXT)及び EXT様タンパク質のアズキ植物内での分布

牛ノ浜孝，岡本繁久，富田英津子，岡淳一秀1，浅田起代蔵1，加藤郁之進1，西谷和彦(鹿児島大・

教養宝酒造パイオ研)

エンド型キシログノレカン転移酵素のタバコ培養細胞 BY-2における発現

木下剛，岡本繁久，上舞哲也，加藤郁之進1，西谷和彦(鹿児島大・教養宝酒造バイオ研)

C会場光生物学 ( 2 ) 

13:30 3pCOl -，メ科植物による near-UVに対する生理学的応答

手塚修文，山口文子1，安藤由香1，服部郁子1 (名古屋大・情報文化・自然情報名古屋大・農・

園芸)

13:45 3pC02 シロイヌナズナ普通葉におけるクロロフィル減少に対する紫外線の効果

八田洋，木立真敏，井上康則，榎並勲1 (東理大・理工・応生東理大・理・生物)

14:00 3pC03 UV-B照射の紅色酵母 Rhodoto叩 la細胞膜機能への影響

秦恵，多国幹郎1 (神戸大・理・生物岡山大・農・細胞)

14:15 3pC04 長波長紫外光 (NUV)による酵母 Saccharomycescerevisiae細胞膜の損傷とその回復

荒見真一郎，秦恵，村田芳行，多田幹郎(岡山大・農)

14:30 3pC05 ホウレン草に対する近紫外線照射の効果/HZ02の生成と HZ02消去系酵素の誘導について

安達浩司，柴田均(島根大・農・応用生物機能学)

14・45 3pC06 ナスの芽生えにおけるフラボノイドと紫外線の防御

武田幸作，東近由紀子，深沢利江子(東京学芸大・生物)

15:00 3pC07 ニンジンの pal-l0は波長の異なる UV-B光により enhanceされる 2つの enhancer領域を持つ

竹田淳子，吉田和市1，小関良宏2 (京大・農化京大・農生東大・教養)

15:15 3pC08 紫外線 UVC照射イネ実生前の成長度と DNA損傷

今泉和光，米倉博子，戸塚良宣，小田茂，松本英樹l，大西武雄1 (PL学園女子短大・植物研奈

良県立医大)

15:30 3pC09 近紫外照射時におけるラン藻 SynechococcusPCC7942での GroELの発現

野田哲治，柴田均(島根大・農・応用生物機能学)

D会場細胞分化

13:30 3pDOl 

13:45 3pD02 

14:00 3pD03 

14:15 3pD04 

14:30 3pD05 

ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換に対するブロモデオキシウリジンの阻害効果

庄司雄一，杉山宗隆1，駒嶺穆1，2 (東北電力・応技研東北大・理・生物現 日本女子大・理・

物質生物科学)

ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化において一過的かつ特異的に発現するシステインプロテアーゼ

南淳，福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ管状要素分化過程における NADPH:quinoneoxidoreductase活性

出村拓，渡辺誠幸，福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ管状要素分化における TED2タンパク質発現の免疫学的な解析

渡辺誠幸，出村拓，福田裕穂(東北大・理・生物)

DDRT-PCR法によるナスの不定怪誘導時に特異的に発現する遺伝子の解析

萱野暁明，岡本潔，田部井豊，宮尾安義雄，美濃部備三，西村繁夫(農水省・農業生物資源研究所)
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第3日 3月30日(水) [午後の部]

14:45 3pD06 タバコプロトプラストにオーキシン非要求性を与える遺伝子 AXI1のダイズ，イネからの単離

大野広道1，藤巻秀，中林一彦， Rick Walden2，森敏，林浩昭，茅野充男(東京大・農・農芸化学，

l栗田工業， 2Max-Planck-Institut fur Zuchtungsforschung， K凸In，Germany) 

15:00 3pD07 ユリの雄性配偶子核特異的 H2Bヒストンと豊富 Hlヒストンの免疫学的検出

上田健治，田中一朗(横浜市大・文理・生物)

15:15 3pD08 カボチヤ子葉のセネッセンスにおけるプラスチッドの変動

西村幹夫，武内由佳，加藤朗，林誠(基生研・細胞生物)

E会場形態形成 ( 3 ) 

13:30 3pEOl アカパンカビの光による位相変化過程でのカノレモジュリンの関与

定金豊，鈴木さくら，中島秀明(岡山大学・理・生物)

13:45 3pE02 アカパンカビを用いた概日リズムの宇宙実験

三好泰博，森安裕二，伊関峰生(静岡県立大・国際関係・教養)

14:00 3pE03 藍色細菌の生物時計の突然変異体

近藤孝男，石浦正寛(基礎生物学研究所)

14:15 3pE04 単細胞性藍色細菌 Sy百echocistisPCC6803におけるヒートショック蛋白質遺伝子 dnaKの概日性発現リズム

青木摂之，近藤孝男1，石浦正寛1 (京都大・生態学研究センター基礎生物学研究所)

F会場成長調節物質 ( 2 ) 

13:30 3pFOl Function of the GAl gene in Arabidopsis 

Yuji Kamiya， Tamio Saito， Tai-ping Sun1 (Frontier Research Program， RIKEN， 1Dept. Botany， 

Duke Univ.) 

13:45 3pF02 Gibberellins act early in pea seed development 

14:00 3pF03 

14:15 3pF04 

14:30 3pF05 

14:45 3pF06 

15:00 3pF07 

15・15 3pF08 

Stephen M. Swain1.2， John J. ROSS1， Yuji Kamiya2 and James B. Reid1 (1Dept Plant Science， 

University of Tasmania， 2Plant Hormone Function， RIKEN) 

瀬紙およびその抽出液による植物種子根伸長の促進

市村一雄，小田雅行(農水省・野菜茶試)

シャスモン酸によるパレイショ塊茎組織の細胞肥大

高橋淳，藤野介延，喜久田嘉郎，幸田泰則(北大・農・植物)

ミカヅキモの有性生殖に機能する性フェロモン (PR-IP)の cDNA!7ローニングとその遺伝子発現制御

関本弘之，曽根裕，藤伊正(筑波大・生物科学)

ミカヅキモ性フェロモン (PR-IPInducer)の精製と解析

野尻隆裕，藤伊正，関本弘之(筑波大・生物科学)

アレロパシ一物質・ソノレゴレオンの酸化還元電位

柴田和恵，辻野義雄1，大堺利行2，鶴見誠二1 (神戸大・理・生物神戸大・自然科学神戸大・

理・化学)

レピジモイトの植物界における分布

塩家仙子，小瀬村誠治1，山村庄亮1，長谷川宏司2.3 (筑波大・パイオシステム研究科慶応大・理

工筑波大・応生化植物情報研究センター)

G会場蛋白質・酵素 ( 2 ) 

13:30 3pGOl Acetyl-CoA carboxylaseの subunitのlつは chloroplastgenomeにコードされている

佐々木幸子，袴田一彦，須天由貴子，永野幸生，古沢巌，松野隆一(京大・農)

13:45 3pG02 高等植物のアセチノレ CoAカノレボキシラーゼの種類と局在

小西智一，佐々木幸子(京都大・農)

14:00 3pG03 リンゴ果実のソノレビトール脱水素酵素の精製及び性質
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第 3日 3月30日(水) [午後の部]

山口秀明，金山喜則，山木昭平(名古屋大・農・園芸科学)

14・15 3pG04 ゼニゴケ培養細胞から精製した酸性フォスファターゼの性質

樽井裕，飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

14:30 3pG05 モヤシマメ幼根液胞膜の ATP依存 H+ポンプにおける pHの影響

武田裕一1，笠毛邦弘2，太田英二1 (1慶応大・理工食総研・分子情報)

14:45 3pG06 Effects of processing history on enzyme hydro1ysis of sago starch 

Andrモw D. Powe1F， Wen Jia Wang2 and Christopher G. Oates2 (IDept of Botany， 2Dept of 

Biochemistry， Nationa1 University of Singapore) 

15:00 3pG07 Coty1edonary proteins of A仰 caゆushet，例 ρhyllusLam. (jackfruit) 

Andr官wD.Powe1F， Michae1 Brown2， Prakash P. Kumar1 and C. J. Goh1 (IBotany Dept.， Nationa1 

University of Singapore， Kent Ridge， Singapore. 2Botany Dept.， Universty of Gue1ph) 

H会場遺伝子構造 ( 2 ) 

13:30 3pH01 大腸菌のモリブデン輸送系遺伝子

重長宏典，佐藤敏生，山本勇(広島大・理・生物科学)

13・45 3pH02 ラン藻 Synechoωcωs6301 rtsA遺伝子の構造と染色体ゲノム上の位置

杉田護，杉田千恵子，金子貴一1，松林徹1，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設かずさディー

.エヌ・エー研究所)

14:00 3pH03 ラン藻 Sy托echococcusPCC7942のnirAオベロン土流域に位置する CRP型転写因子と ABC型膜輸送体サブ

ユニットをコードする遺伝子の構造と機能の解析

堀江宣行，菊池裕之，鈴木石根，杉山達夫，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

14・15 3pH04 ラン藻 PlectonemaboryanumのchlL-chlN(プロトグロロフィリド還元酵素遺伝子)周辺の遺伝子解析

三上亜希，藤田祐一1，高橋康弘，長谷俊治1，松原央(大阪大・理・生物大阪大・蛋白研)

14:30 3pH05 単細胞緑藻クロレラ C-27株 (ChlorellaelliPsoidea C-27)葉緑体ゲノムの物理地図と遺伝子構成

永井俊幸， Meenu Kapoor，若杉達也，杉浦昌弘，伊藤万理1，績11原子1，中嶋けい子1，堀畑真希2，

佐藤公行2，岩崎真幸3，浜田玲3，井戸由樹3，稲村篤3，北脇靖子3，吉永光一3 (名古屋大・遺伝子，

l椙山女学園大・生活科学岡山大・理・生物静岡大・理・化学)

I会場遺伝子発現 (7) 

13:30 3plO1 

13:45 3plO2 

14:00 3plO3 

14:15 3pI04 

14:30 3plO5 

14:45 3plO6 

植物ミトコンドリア F1-ATPase核支配サフユニット遺伝子の発現制御の解析

前尾健一郎，森上敦，中村研三(名大・農・生化)

tmr遺伝子プロモータ一発現に対する植物ホノレモンの影響

亀田卓三，猪口雅彦，加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

Riアグロビン合成酵素遺伝子の組織特異的発現の解析

岡真理子，猪口雅彦，加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

ニンジン組織培養系を用いた不定脹形成過程における rolCプロモーターの発現調節領域の解析

藤井伸治，横山隆亮1，内宮博文(東大・分生研北大・理)

タパゴ遺伝的腫湯誘導過程における NgroIB-GUSの発現様式

永田典子，古園さおり 1，関根政実ヘ新名惇彦1，庄野邦彦(東大・教養・基礎科阪大・工・応

用生物工学)

アブラナ科植物の形質転換と S糖タンパク質に関する研究

柴博史，山川i清栄，真鍋麻里，塩沢秀幸，磯貝彰，鳥山欽也1，渡辺正夫1，日向康吉1，鈴木昭憲(東

大・農化東北大・農)
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座長表

日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長

laAOl ~03 王子善清 lpG12~14 清沢桂太郎 2pH01~04 伊藤繁

laA04~06 中村保典 3 lpHOl ~04 高市真一 午 2pH05~08 滝尾進

laA07~ 10 山 内 大 輔 月 午 lpH05~08 徳富光恵 2pIOl ~04 岩淵雅樹

laB01~04 高浜有明夫 28 lpH09~ 13 小野高明 後 2pI05~08 長田敏行

laB05~08 円谷陽一 日 lpI01~04 森上敦 3aA01~04 嶋田敬二

laB09~ 11 神阪盛一郎 (月) 後 lpI05~08 久保明弘 3aA05~08 高桑進

laDOl ~03 田中喜之 lpI09~11 松岡信

laD04~06 和田雅人 lpI 12~ 14 南川隆雄 3aBOl ~04 林隆久

午 laD07~10 山 口 淳 二 2aAOl ~04 平井篤志 3aB05~08 保尊隆享

laEOl ~03 園部誠司 2aA05~08 林田 {言明 3aB09~ 13 中川直樹

l aE04~07 風間晴子 2aA09~ 12 中川強 3aDOl ~03 佐治光

laE08~ 10 和田正三 2aBOl ~04 大西純」 午 3aD04~07 佐藤直樹

laFOl ~03 上田純一 2aB05~08 臼田秀明 3aD08~10 桜井英博

laF04~06 笠毛主[l弘 2aB09~ 12 鈴木健策 3aEOl ~04 鎌田博
laF07~ 10 川崎信二 2aDOl ~04 小俣達男 3aE05~08 大隅良典

3 I前l- 2aD05~08 真里子 純一 3aE09~ 11 猪口雅彦

laG04~06 吉田茂男 午 2aD09~ 11 小柴共一 3 3aFOI ~04 佐藤茂
laG07~ 10 田中修 2aEOI ~04 若杉達也 3aF05~08 佐藤隆英

laHOI~04 稲垣言要 2aE05~08 増村威宏 3aF09~ 13 桜井成

laH05~07 小川晃男 3 2aE09~ 12 高橋裕一郎 月 3aGOI ~04 作回正明

laH08~ 10 岡田光正 2aFOI ~04 大屋俊英 前 ゐG05~08 柴田大輔

28 la[OI~04 杉田護 2aF05~08 若林和幸 3aG09~ 13 池内 昌彦

laI05~07 三と浩司 月 2aF09~12 安部弘 3 0 3aHOI ~04 桑原朋彦

|一|llapA1一0O8~10 今関ー田一英明雄雅一一
前 2aGOI ~04 松本英明 3aH05~08 村上(嘉納〕ゆり子

I~04 門 2aG05~08 武藤尚志 3aH09~ 12 小保方潤一

lpA05~08 井上康則 2 9 2aG09~ 12 篠崎一雄 日 3aI01~04 大橋祐子

i lpA09~ 12 片岡博尚 2aHOI ~04 小林善親 3aI05~08 山崎健」

(月) l lPU~15 山本興太郎 2aH05~08 池上勇 3aI09~ 12 中嶋信美

lpBOI~04 村上明男 日 2aH09~ 13 山下貌 3pAOI ~04 松浦克美
lpB05~08 高橋正昭 2aIOI ~04 森川弘道 3pA05~08 小山泰

lpB09~ 11 塩井祐三 2aI05~08 安積良隆 3pBOI ~04 西谷和彦

午 lpBl2~14 大城香 (火)• 2aI09~ 12 川上直人 3pB05~09 桜井 直樹

IpD01~04 西海直子 2pAOl ~04 遠藤剛 3pC01~04 竹田淳子

lpD05-08 野並浩 ! 2pA05-08 高倍昭洋 午 3pC05~09 手塚修文

lpD09-11 朽津和幸 i 2pBOI ~04 都筑幹夫 3pDOI-04 西村幹夫

lpD12-15 竹内裕一 午 2pB05-07 鈴木英治 3pD05~08 福田裕穂、

lpEOI-04 村田隆 2pCOI-04 金谷潔 3pEOl ~04 蓮沼仰嗣

後 lpE05-08 水野孝一 2pC05~08 杉浦昌弘 3pFOI-04 大森正之

lpE09-11 馳津盛一郎 2pDOl ~03 檎山哲夫 後 3pF05-08 神 谷 勇 治

lpE12-14 伊藤正樹 2pD04~06 徳富哲 3pGOI ~04 田中浄
lpFOI-04 三村徹郎 2pEOI~04 森仁志 3pG05-07 飯 野 盛 利

lpF05-08 和田元 後 2pE05~08 篠原健司 3pHOI ~05 福津秀哉
lpF09-13 鳥崎研一郎 2pFOI-04 横 田 孝 雄 3pIOI-03 高橋陽介

lpGOI-04 井上弘 2pF05~08 三橋渉 3pI04~06 松岡健

lpG05~08 菊山宗弘 2pGOl ~03 佐藤忍
lpG09-1I坂野勝啓

」
2pGO4~06 佐々木幸子
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SlaCl 
温室効果気体増加の気候への影響

竪毘髭(気象研・気候)

3次元気候モデルを用いて得られた地球温暖化予測研究の現

状について報告する。

二酸化炭素濃度の増加は全球一様でも、その効果は、地理的

に一様に現れない。海氷のフィードパック効果により冬期の高

緯度の地表付近での昇温が著しいことが予測されている。しか

し、最近、大気大循環と海洋大循環の相互作用をきちんと取り
入れた、大気海洋結合モデルによる計算の結果、海流による深

層への熱輸送の効果によって、北大西洋北部や、南極大陸の周

辺海域では、温暖化が遅れることも予測されている。

気候モデルにおける雲の取り扱いには改良すべき点が多く残

されており、とのことは、気候変化予測に最も大きな不確実性
を与えている要因になっている。現在の気候モデルにおいて、

雲は、温暖化を強めるフィードパック効果を持つが、雲粒子の

生成機構に関する研究からは、種々の負のフィードバック効果
が指摘されている。

政治的、社会的に最も関心の深く、かつ、最も気候変化予測

として期待されているのは、地域的な気候変化であるが、現在

の計算機の能力では、数百キロのスケールが限界であり、大き

な不確実性を含んでいる。生態系への影響を評価する上で重要

な陸面の水文過程については、バケツモデルから、生物園モデ

ルへと開発が進められている段階である。

以上、気候変化予測の研究には、解決すべき問題が多く残さ

れており、いまは、気候変動のメカニズムについて、より深い

理解が求められている段階にあるといる。

SlaC2 
温媛化の植物への影響

清野諮(農業環境技術研究所)

人間活動による大気中の温室効果ガス濃度の増加は地

球規模の温暖化をもたらすと予想されている。温暖化の

植物への影響は、大きく三つに分けることができる。そ

れは、①大気中の二酸化炭素濃度の上昇による植物への

直接的影響と、②温暖化に伴う気候変化による間接的な

影響、及び③温暖化に伴う海水位の上昇による影響であ

る。

①の影響としては、植物の光合成活動の活発化に伴う

生産力の増大及び水利用効率の向上があげられ、いずれ

も植物の生長にとっては有利な条件といえる。一方、②

の影響は、気温上昇と降水ノfターンの変化によってその

影響は複雑である。気温上昇に伴って、生育可能期間の

拡大、蒸発量の増大、積雪期間の短縮などによって植物

固体の生長への影響や生態系の撹乱などの影響などがあ

る。降水ノfターンの変化、とくに対流性降雨の増加は土

壌水分の不足を招くと考えられる。③は、沿岸低地の浸

水、海岸の侵食、地下水中の塩分濃度の上昇などを通し

て植物に影響する。
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SlaC3 
酸性雨の植物への影響

野内 勇(農水省農業環境技術研究所〉

酸性降水は現在の主要な世界の環境問題であり，陸上

生態系への酸性降水の影響に関する多くの研究が報告さ

れている。多くの人工酸性降雨実験によると，多くの農

作物ゃある種の感受性の樹木の可視被害発現の pHは，

それぞれ 3.5と 3.0以下であり，また，農作物や樹木苗

木の生長の低下は. pH 3.0以下ではじめて生じるとされ

ている。わが国の降水の年平均値は pH4. 7前後である

ので，現在の降水が農作物の生長に影曹を及ぼすことは

ないと考えられる。しかし酸性雨は森林地帯の樹木に

は，土壌の酸性化とそれに伴う植物毒性の強いアルミニ

ウムイオンの溶出，葉からの体内成分のリーチングの増

加や土墳からの養分のリーチングの増加などの様々な部

分で影響を及ぼす可能性がある。そのため，酸性雨は森

林衰退に関与する多くの環境ストレスの一つであるかも

しれない。しかしヨーロッパや北米に見られるような

森林衰退と同様iこ，わが国での森林衰退の原因もはっき

りしていない。

SlaC4 
植物の生長に及ぼす紫外線 (UV-B) の影響

笠白益二(北海道東海大・工・生物工学)

近年フロンガスなどの大気中への放出により、成

層圏のオゾン層の破壊が進行していることが世界的

に注目されている。成層圏のオゾン濃度の低下は、

波長 290~ 320nmの UV-Bと呼ばれる紫外線の地

表面に到達する量を増加させる。多くの植物種にお

いて、 UV-B照射は植物の生長を阻害することが報

告されているが、その匝害機構は不明の点が多い。

われわれはキュウリの芽生えを用いて、子葉の生

長が環境レベルのUV-B)照射により阻害されること、

その阻害が光合成活性の低下によることなどを報告

した。また、暗所で生育させたキュウリの黄化芽生

えから切り取った子葉の invitro培養系を用いて、

300nm以下のUV-Bと300~ 320 nmの UV-Bでは

生長阻害の機構が異なること、阻害の度合いは生育

温度に依存することなどを明らかにした。

これらの結果とともに、オゾン層が破壊された場

合に予想される農業や陸上生態系への影響について

現在までに明らかにされている知見について紹介す

る。



SlaC5 
環境ストレスに対する植物スーパー

オキ シ ド デ ィスムターゼ遺伝、子の

発現応平年機構

皿阜園牛奥村附角 彦.坂本敦

(京府大， 農， 生化)

植物のスーパーオキシドディスムターゼ (800;EC1.15.1.1) 

には，マンガン型アイソザイム，主FoJ.亜鉛型アイソザイム(プラ

スチド局ヂn~'J ，細胞質};ðイ王別が:f({{)があり，現イ王は欽司'!アイソ
ザイムの存在も確認されている。戎々は、 800遺伝 fーがどのよ
うなシグナルを介し発現誘導を受るかを明らかにすることを II
的とし研究を行っている。 i玩に構造解析を済ましている 21HJi
のイネ細胞質川イl:lli].i翫鉛li'i800(sodC1;5odCc， 05， 1， 5odC2; 

5odCc，05，2j遺伝Fをモデル遺伝子として，それぞれに対する

特異的プロープを用いてノーザンプロットを行った結呆，

5odC1はパラコート，金属イオンに対して転写誘導がかかるこ

とが明かとなった。また，5odC2のプロモーター領域を、大腸

菌の s-グルクロニターゼ (GU8)遺伝子と倣令したキメラ遺伝

子を構築した。この遺伝rをイネ・プロトプラストに形質転換

し、手千種化学物質有イ1:卜での遺伝子発現について調べた結果、
5odC2-乃プロモーター領域を導入したプロトプラストをアブシ

ジン酸(ABA)で処現したものは非常に高いGU8j[1jt1jを示した。

温法配列の解析から5odC2遺伝、 fの|二流にはABAにl必答するコ

ンセンサス配列(ABRE)がイJイiした。これらのことより、

5odC2遺伝子がABAにより会現調節を受けていると考えられる。
他の各積アイソザイムについての同様の実験も行っており、他

の併究グループによる給-*も合め環境ストレスにたいする800

遺伝 fの発現応平年機備について述べる O

SlpCl 
根の刺激応答変異体の分子遺伝学的解析

盟国造主、和田拓治、小山時隆、石黒澄衛、志村

令郎(基礎生物学研究所・遺伝子第一)

根は比較的簡単な構造を持つ植物器官であるが、

植物体内および体外の環境の変化に鋭敏に反応し

て、その成長の速度や方向を変化させる。我々は、

根が様々な物理的刺激に応答する遺伝的制御機構

を解析するために、シロイヌナズナ(Arabidopsis

thaliana)から様々な突然変異体を分離して解析し

ている。

根が重力や光の方向変化を察知して伸長方向を

変化させる屈性については、既に多数の突然変異

体が得られているが、遺伝子構造があきらかにな

ったものはまだ少ない。我々は、下DNAの挿入突

然変異体の中から、重力屈性、光屈性、接触刺激

応答、などの反応に異常を示す変異体を捜し、解

析している。また、根毛の成長がストレスによっ

て変化する機構についても突然変異体の解析を進

めている。さらに、根の形態が異常になったため

に、屈曲反応、や根毛の成長が異常になるものにつ

いても調べている。

このような解析の結果を総合して、根における

刺激応答機構の制御システムを明らかにしたいと

考えている。
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SlpC2 
光形態形成関連タンパク質COPl、COP9とそれに相互作用す
るタンパク質の解析

松井南(Dept.of Biology， Yale University， Conn.， USA) 

ωlfJl、cop9は、光形態形成の変異として単離されたシロイ

ヌナズナの変異株で、時間中で子葉が開き、子業紹胞内に色

素体の発達が見られる。さらに光誘導性の遺伝子発現が暗闇

中で見られる。 COPl遺伝子はT-DNAの挿入したcoplアレルか
ら単離された。 COPlタンパク質は74kDaタンパク質でN末付

近にznフインガ一様の領域とC末付近に三量体のGタンパク質

のsサプユニットに見られるようなWD40モチーフがある。

ω1J11、∞1J19，及ぴ耐Iは形態的に似た変異であり、これらは全て
劣性変異であることからこれらの変異に対応するタンパク質

は、形態形成においてリプレッサーとして働くのではないか

と考えられ、複合体のような互いに近い位置関係を持ってい

ることが示唆される。 COPタンパク質と相互作用するタンパ

ク質を単商量するため、我々は、 COPタンパク質をピオチンま

たは、 32pで標識したプロープとして、 far-westem法によって

cDNAライプラリーをスクリーニングした。その結果、いくつ

かのクローンを単厳した。そのうち 1つのクローンにコード

されるタンパク質はコイルドコイル構造を持っており、 COPl

タンパク質の2つの領域の聞の領域と相互作用した。 COPlの

この領域も構造解析の結果、コイルドコイル構造をとること

が分かった。さらにその領域は、 riω、spinachのCOPlでも保
存されていることからなんらかの機能ドメインとして働くこ

とが示唆された。このタンパク質の機能については現在解析

している。ほかのクローンについても解析が進んだものにつ
いて報告する。

SlpC3 
クロモソーマルウォーキングによる高等植物の ω3脂肪

酸不飽和化酵素遺伝子のクローニングとその機能解析

射場厚{九大・理・生物}

クロモソーマルウォーキング法はターゲ、yト遺伝子の突

然変異を染色体地図上にマップし，その近傍に存在するR

FLPなどのゲノムDNAマーカーからコンティグを行な

うことによってクローニングする方法である。したがって，

ターゲット遺伝子に関する表現裂が遺伝的にマップできれ

ば，その遺伝子のクローニングは原理的に可能である。シ

ロイヌナズナ(位生温堕単里山ali型a)は植物体が小さく，

世代時間が短いなど遺伝学の研究材料として適しているこ

とに加え，ゲノムサイズも小さく，反復配列が緩めて少な

い特徴を持っている。このため，クロモソーマルウオーキ

ング法に有利な植物であると考えられている。また，これ

までにRFLP連鎖地図やウォーキングのためのYACゲ

ノムライブラリーも作製されている。

ω-3脂肪酸不飽和化酵素は植物膜脂質の特徴である脂

肪酸の多不飽和化に関わるキーエンザイムであるが，膜結

合性蛋白質のためにこれまで生化学的手法による解析が困

難とされてきた。本講演においては，クロモソーマルウオ

ーキング法による問酵素遺伝子のクローニングと，高等植

物の環境適応におけるその生理的役割について述べる。



SlpC4 
乾燥ストレス応答のシグナル伝達関連遺伝子の機能解析

篠崎一雄 (理化学研究所、植物分子生物)

乾燥ストレスにより植物は遺伝子発現レベルでも応

答していることが明かにされ、乾燥ストレスによって

誘導される遺伝子が数多くクローニングされ、それら

の機能及び発現の解析が進められている。また、乾燥

ストレスのシグナル伝達系は複数存在することが示さ

れ、植物ホルモンABA以外のシグナル伝達因子の同定

が現在の主要な課題となっている。我々は乾燥ストレ

スによる遺伝子応答を研究するために、 ( 1 )乾燥ス

トレス誘導性の遺伝子、 ( 2 )乾燥ストレス応答に関

与すると予想されるシグナル伝達関連遺伝子を多数単

離し、それらの発現制御や機能解析を行うことによっ

て植物の乾燥ストレス応答の全体像を分子レベルで明

かにすることを目的に研究を進めている。

乾燥ストレスを与えた植物を用いて作成し t-:cDNA

ライプラリーをスクリーニングし、乾燥ストレスによ

り誘導される転写制御因子のmyb相向性遺伝子やカル

シウム依存性プロテインキナーゼ(CDPK)のcDNAを

単離した。本講演ではこれらの遺伝子の乾燥ストレス

応答における機能解析及び発現に関して報告し、乾燥

時のシグナル伝達における役割について検討する。

SlpC5 

アプシジン酸 (ABA)応答性遺伝子発現に関わる転写制御

因子VPlの機能解析
雄畠基盤，中川仁.i兵砂聡，寺田智子(三重大・遺伝子)

トウモロコシviviparous-l(vpl)遺伝子座は種子成熟期のABA
感受性に関与し，その変異体は穂発芽を示すと同時にアント
シアニンの蓄積が阻害されている.vpl変異体と野性型を比較

したノーザン解析により .VplはEmなどのLEA遺伝子群やア
ントシアンニン制御遺伝子Clの発現を制御していることが示

されている.Mccartyらは，この遺伝子をトランスボゾンタギ
ングを用いてクローニングした. ¥ヤl遺伝子産物(VPl)のアミ
ノ酸配列からの機能推定は困難であったが，プロトプラスト

におけるトランジエント発現系を用いて，酵母GAL4やへルベ
スウイルスVP16などの既知の転写活性化因子との間でのドメ
イン交換実験を行うことにより.VPlがABA応答性遺伝子の発

現に関わる転写活性化因子であることが明らかとなった.我々
はイネ Vpl遺伝子(Osvpl)をクローニングし，その標的遺伝子
の一つ.OsemのOSVPlによる制御に関わるシス配列(VPRE)の
解析をイネ培養細胞Ocを用いて進めてきた.その結果.VPRE 
は，これまで他のABA応答性遺伝子について同定されていた，
b-ZIP型DNA結合タンパク質の標的配列.ACGTGを含むABA応
答シス配列(ABRE)と一致するという興味深い結論を得た.ま
た，我々は.OsvplがOc細胞において，転写産物および翻訳産
物レベルで発現していることを見い出し，この細胞系を用い

て，さらに詳細なVPlの機能様式の解析を進めようとしている.
本講演では，上述のような培養細胞，特にトランジエント発
現系を用いた解析を中心にVpl(Osvpl)の機能に関する研究を
紹介したい.
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SlpC6 
イネゲノム解析研究の現状と展望

美浪部筒三、生物研・イネゲノム研究チーム

イネゲノム研究チーム lR G P)は 1 9 9 1年 1 0月イネゲ

ノム解街の中犠的な組織として編制された。イネは良重

上の重要性やゲノムサイズが小さいことなどから植物ゲ

ノム研究の分野では最も魅力的な対象であり、その研究

の進展に関心が寄せられている。

RGPは最終的にはイネで発現する全ての遺伝子を解析す

ることを目標にしているが当面、遺伝学と分子生物学の

接点となる基盤的なデータの蓄積を進めている。

こ の 2 年間に c D :-; A クローンの大量解析を進め既に お

よそ 1 0 、 000 クローンの部分的な寝基配列を解析し

た。このクローンのなかにはこれまでアイソザイム解析

によってマヅピングされてきた酵素の遺伝子と推定され

る沢山のクロ ン例えば 7 ルコ ル脱水素酵素、 GOT 、抑

?ーセ'などが含まれていた。

c D i¥ Aマッピングの結果はアイソザイム解析の結果 と

一致するものもみられた。

現在までに既に 1 c M 間 隔 の 高 密 度 で R F L Pマ ー カー

を設定している。このマーカーを用いた物理地図の作成

を進めている

SlpC7 

国際協力による Arabidopsisゲノム解析研究とデータベースの

現状林田信明 (理研・植物分子生物)

モデル植物であるArabidopsisを材料として、国際協力によ

るゲノムプロジェクトが展開されている。その中から産み出

された各種の変異体やクローン、シークエンスデータや染色

体地図、文献などの成果を今後の研究のための有用な資源と

して活用するために、一方では変異株や野生裂の系統やクロ

ーン等の実験材料の収集・保存・配布組織として ABRCや

NASCなどのストックセンターが設立され、他方ではゲノ

ムや遺伝子の情報を集めたAAtDBやAIMSといったデータベ

ースが構築されている。また世界中の研究者間の情報交換の

場としてコンピュータ一通信のネットワークグループが形成

されている。これらの研究資源の整備はいずれも 1990年に

NSFに提出された「国際協力によるアラピドプシスのゲノム

プロジェクト(theMulunauona1 c∞rdinated Arabidopsis thali加盟

genome Research 針。~ect) Jで示された提案に沿って実行され

ている。ここでは、ゲノム研究の概要とデータペースに収録

されている情報について紹介する。また、シンポジウム後理

研においてデータベースの笑演を行う予定である。参考文献)

林田信明、篠崎一雄 rアラピドプシス研究へのアプローチj

植物細胞工学5.195・201(1993) 



S2aCl 
オーキシンによる伸長成長の分子生物学的研究

山本興太朗 (北海道大・地球環境科学・環境分子生物)

黄化ヤエナリ下はい軸切片をIAA処理すると処理開始20分以

内IこARGl遺伝子のmRNA量が増加する(Yamamotoet a1.， 1992)。

ARG1は小胞体のω3脂肪酸不飽和化酵素をコードしていたの

で(Yamamoto，1993)、オーキシンが引き起こす伸長成長におけ

る脂肪酸不飽和化反応の意義を、同反応の阻害剤を用いて検

討した。阻害剤になりうる可能性のある薬剤をスクリーニン

グしたところ、ピリダジノン誘導体であるノルフルラゾン似F)

とBASF13-338がIAAによる伸長成長を阻害した。そこで、 10

μMIAAおよびフシコッキン(FC)による伸長成長反応と外液の

酸性化反応に対する、これら薬剤jの効果を調べた。その結果、

0.1 -0.3 mM NFは、 IAAとFCによる伸長成長を各々70%、40%

阻害した。 IAAとFCによる外液の酸性化に対しては各々1∞%、

20%阻害した。 4mMBASFは、IAAとFCによる伸長成長を各々

50%、4O，}も阻害し、外液の酸性化に対しては各々 80%、0%限害

した。以上のことから、これら薬剤jはFCよりも以Aが引き起

こす反応の方をより効果的に阻害すること、このIAAIこ対する

特異性は特に酸性化反応で著しいことが分かつた。これら薬

剤の伸長阻害作用は、 IAAによる酸性化反応の阻害が原因であ

ることが示唆される。以上の生理学的結果を、これら薬剤の

脂肪酸不飽和化反応に対する生化学的効果と共に考察する。

S2aC2 
細胞盤ネットワークの構築に関与する新しい遺伝子群、

EXTファミリー

直盆型車 (鹿児島大・教養)

細胞成長は植物の成長・分化に最も特徴的で、且つ重

要な制御過程のひとつである。この過程が細胞壁の伸展

過程を通して制御きれていることは過去半世紀近くにも

亘る様々な研究により明らかにされてきた。その結果、

( ， )細胞壁はセルロース微繊維とキシログルカン分子

から成るネットワーク状の超分子構造を基本構造とするこ

と、 (2 )このネットワーク構造の何らかの変化が細胞成

長の律速過程の一つであること、カf明らかとなった。し

かしながら、その分子過程や、それに関与する遺伝子は

不明であった。

近年になって演者らは細胞壁ネットワークの構築に於

て主役を演じていると恩われる新規酵素をアズキの上座

軸より単離しヱンド型キシログルカン転移酵素{略称 EXT)

と名付け、その機能を解析した。更に EXTのcDNAを5

種の植物よりク口ーニングし、 EXTカず植物界に普遍的に

存在することを明らかにした。更に EXT-cDNAや抗

EXT抗体を用いた解析により、上Jff輪以外の組織では

EXTとは異なる EXT様の蛋白質が発現していることを明

らかにした。これらの知見を基にして、細胞壁構築にお

けるEXTファミリーの働きについて考察する O
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S2aC3 
ニンジン細胞培養系を用いた細胞壁機能へのアプローチ

佐藤忍 (筑波大・生物)

懸濁培養を行ったニンジン細胞は、オーキシンを含まない培

地に移植することにより高頻度で不定駐を生じさせることがで

きることから、接合子医発生のすぐれたモデルとして生理生化

判守研究に用いられてきた。本講演では、陸発生における細胞

壁物質の機能を明らかにすることを目的として、近年我々がニ

ンジン培養棚包を材料として行ってきた、1)培地中へ分泌され

る2種類のタンパク質、と 2)細胞棲着に関わる多糖、に関す

る研究を紹介したい。1)カルスが培地中へ分泌する57Daの糖
タンパク質は、不定匪には存在しないが、種子中では匪と魅乳

の間隙にのみ蓄積する。一方、植物体では根の皮組織の細胞壁

中に局在する。酸性プロテアーゼの触媒部位と弱い相同性が見

出だされるとともに、傷害誘導性の遺伝子発現が見られること

から、防御機構への関与が考えられるが、一方インシュリン様

ペプチドとの結合性も明らかになっている。 2)カルスが培地

中に分泌する18kDaのタンパク質は単独で不溶化する糖鎖を持

たない細胞埜タンパク質で、皿GP判官のファミリーには属さ

ない。不定匪における存在量は少ないが植物体では種子中の匪

と脹乳の最内層墜に蓄積される。 3)ソマクローナル変異の結

果生じた細目鍵妻着性が弱く不定匪形成能力を失った細胞棟のぺ

クチン多糖は、不定匪形成能力を持つ普通の棚卸こ比べ中性糖

含量が少ないとともに、そこに含まれるアラビノース含量も少

ない。制割安着には、ぺクチン多糠の中性務、特にアラビノー

ス側鎖が重要であると考えられる。

S2aC4 
細胞壁由来のエリシターとそのイネ培養細胞における認識・
応答 渋谷直人(農水省生物研〉

病原菌あるいは宿主植物の細胞壁から生成するオリゴ糖の中
には、強いエリシター活性を示すものが知られている。このこ
とは細胞壁を構成する多糖の構造中に、生物的に重要な意味を
持つ情報が内包されていることを示しており、細胞壁の化学構
造の複雑さのもつ生物的な意義の一端を示唆するものとなって
いる。筆者らは最近、こうしたエリシタ一系の解析が遅れてい
た単子葉植物のイネ培養細胞系を用い、ファイトアレキシン誘
導活性を指標としてエリシターの検索を行った結果、キチン系、
βグルカン系の 2種類の多糖から誘導される特定のオリゴ糖が
極めて強い活性を示すことを見出した1.2)。イネ培養細胞にお

けるこれらのエリシターの認識は極めて厳密であり、またいず
れの型のオリゴ糖もnllオーダーという低浪度域で種々の生体防
御反応を誘導した。一方、これらのオリゴ槍はダイズ子葉細胞
に対しては活性を示さず、その反対にダイズの系で強いエリシ
ター活性を示すヘプタ βグルコシドはイネの系では活性を示さ
なかった。これらの結果は植物種によるエリシターの認識系の
差異を示すとともに、イネ培養細胞にはこれらのエリシターに
対する特異的なレセプターが存在することを示唆している。 12

• 1でラベルしたNーアセチルキトオリゴ糖誘導体を用いた結合
実験の結果、培養細胞の細胞膜上にはこの糠に対する高親和性

の結合部位が存在すること、またその特性は培養細胞が示す特
異性とよく対応していることが明らかとなったU 。これらの結

果を中心に、イネ培養細胞のエリシターに対する認識と応答に
ついて紹介する。日A.Yamada 主主主L l!iosci.Biotech. Bi∞h 
坦!..'57， 405(' 93);幻山田晃ほか、目度化，“， 617，('90);叫 N.
Shibuya et a1.， FEBS Lett. ， 329， 75(' 93)および本大会議要



S2aC5 
リグニン生合成経路の遺伝子操作

柴田大輔(三井植物バイオ研)

リグニンは細胞壁の主要成分の一つであり、組織
の維持に重要な役割を果たしている。私達はモノリ
グノール合成に関わる酵素シンナミルアルコールデ
ヒドロゲナーゼ (CAD) の役割を遺伝子操作によっ
て解析している。ウドのCADを均一にまで精製し、
その部分的なアミノ酸配列を決定した(Hibinoet 
aL， Phyt<町 :hemistry32.， 565-567， 1993) 。アミノ酸配
列に基づくオリゴヌクレオチド、及び、 CADに対す
る抗体を用いて全長cDNAを単離した(Hibinoet aJ.， 
Plant Cell PhysioL .3.生， 659“5，1993) 。また、ウド
のcDNAをプロープとしてユーカリのゲノム遺伝子
を単離した (Hibinoetal，，-Plant Physiol， in p~s~， 
1994) 。ウドのcDNAを用いてアンチセンス遺イ云子
を作製して、タバコに遺伝子導入を行った。組換体
植物のCAD活性が顕著に低下した個体を見いだした。
これらのリグニン含量は、コントロールに比べて著
しい含量の低下は認められなかった。しかし、茎の
薄切片のフロログルシノール染色、 uv顕微鏡観察、
茎のシンナムア Jレデヒドの定量を行ったところ、リ
グニン中のシンナムアルデヒド含量が増加していた。
この結果は、モノリグノール合成の最終段階の反応
を抑制しでもシンナムアルデヒドを基質としてリグ
ニンが合成されることを示している。本研究は日尾
野隆、陳錦清(三井植物バイオ研)、樋口隆昌(日
大)、河津哲(新王子製紙)、高部圭司(京大・農)、
梅沢敏男(京大・木研)各氏との共同研究による。

S3aCl 
アラスカエンドウにおける光信号伝達の分子畿構

孟温血且，浜田徹(積浜市大， 木原生研)

暗発芽アラ ス カ エ ン ドウ第 3節聞に赤色光

(660nm，100μ mole/m21秒)照射また赤色光と

近赤外光 (730nm，4μmole/m21秒)の連続照射

を行なった。直後に第 3節 聞 を 麿 砕 し 、 遠 心 分 穫

によりミクロソーム分画を得た。さらに水性二層

分配法により原形質膜を精製した。精製された原

形質膜に [11._32 P ]ATP， [α_32 P ]GTPを0"(;，5分

結合させ、 uv照射により 特 異 的 に 蛋 白 質 に 結 合

した [α_32p]ATP， [α_32 P ]GTPを蛋白質にクロ

スリンクさせ、 SDS・PAGEにより解析した。 92

kDa蛋白賓の [11._32p ]ATP結合に光可逆性が見ら

れた。また 55kDa蛋白 質に [α_32P ]GTP結合の

光可逆性が 示唆 され た。さらに [T_32p ]ATPか
らの 0"(;， 7秒での蛋白質 のリン酸化を解析した。

15 kDa， 50 kDa， 70 kDa蛋白質に赤色光による

リン酸化の促進が見られた。 15kDa蛋白質のリ

ン 酸 化 は光可逆性が見られ、可溶性分画に存在す

る15kDa蛋白質も光可逆性を示した。原形質膜

を 196Triton X・100で可溶化し、 105，OOOxg30

分 の遠心操作後、モの上清 を TSKゲル HW60にて

ゲルろ過した。 15kDa蛋白質はおよモ 500kDa 

の分子量部分に分画され、その分画は4x 10-8M 

[T _32 P ]ATPを分解する ATPase活性を有した。
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S3aC2 
光に応答して発現する低分子量GTP結合蛋白質
佐々木幸子、永野幸生(京大農食品工学)

我々は分子スイッチとしてシグナル伝達に関与
している低分子量GTP結合蛋白質をエンドウ緑葉
にみつけたので(1)、これらをコードするcDNAの
単離を試みた。エンドウ緑葉cDNAライブラリー
から13種類のcDNAを得て、 pra1'8，9a， 9b， 9 c， 
10， prf1と名付けた (2)。これらの中から植物の
光応答に関与する蛋白質を選ぶために、その発現
に対する光の影響を調べた。暗所で育てたエンド
ウに光を照射し、その前後のmRNA量を調べたと
ころ、 pra2，pra3， および~rf1 のmRNA量の減少が
みられた。この減少は赤色光照射によってもみら
れ、赤色光照射後、近赤外光を照射すると、この
減少は抑えられた。このことから、この三つの遺
伝子の発現がフィトクロームを介して調節されて
いることがわかった (3)。組換え型pra2蛋白質に
対するモノクローナル抗体を作成し、この抗体を
用いて、 pra2蛋白質の発現を調べた。 pra2蛋白質
は暗所生育エンドウ茎に主に存在し、光照射によ
り消失した。 pra2蛋白質は茎の光応答に関与して
いる可能性がある O

(1) FEBS Lett. 293，124 (1991) 
(2) Plant Cel1 PhysIo1. 34，447 (1993) 

(3) Proc. Nat1. Acad. ScI. USA 90， 6636 (1993) 

S3aC3 
市'f1:i箆'1'空系暴諸事ドヲーリニにそラ <T:>才畳え霊a
言周貿宵に防局毛チするブ。ロテインキナ

ー---fZ'
武藤尚志1. ;:0湯浅高志2 3 (名大・ 1生物分子応答研究センター

、大学院農学研究科，弓東京大・大学院理学系)

ドナリエラに低浸透圧を負荷すると細胞は一時的に膨潤する

が元の形状を回復する。この回復はK-252aによって阻害された。
O~Pラベル細胞に低浸透圧負荷すると 5分後をピークとして28-

32kD蛋白が一通的にリン駿化された。このリン殴化はK-252aに

よって阻害され、 A幻187存在下では浸透圧に関係なく起こった。

以上の結果は低浸透圧によりドナリエラ細胞内Ca"濃度上昇が
起こり、Ca2'依存性プロテインキナーゼ(CDPK)が活性化を受げ、

28-32kD蛋白をリン酸化したことを示唆している。一方、低浸透

圧負荷2分後に40-kDのミエリン塩基性蛋白を基質とするプロテ

インキナーゼ(HBPK)活性の一通的上昇が観察された。
ドナリエラの精製60-kDの∞PKは10-6MCa2'で顕著な活性化を

受げて顕著に疎水性を増し、ミクロソームに結合し膜蛋白をリ
ン酸化した。この中にはinvivoでリン酸化された28-kD蛋白と

一致するものが見られた。また、ミクロソームをCa2+の存在下

で∞PKによってリン酸化すると、 40凶-HBPKが活性化された。し

たがってドナリエラの浸透圧シグナル伝達において切PKとHBPK

はプロテインキナーゼカスケードを構成しているものと推定さ

れる.
糟製蛋白とcDNAの解析から推定した叩旅の構造についても述

F去る。



S3aC4 
オーキシンの情報伝達におけるオーキシン結合蛋白質の役割

下村正二(農業生物資源研究所)

植物ホルモン・オーキシンに対する細胞の特異性から判断

して，オーキシンを認識し情報を伝達する受容体蛋白質が存

在していると考えられる。植物には分子量や細胞内局在性に

関して性質の異なる数種のオーキシン結合蛋白質が検出され

てきているが，植物細胞がオーキシンに対して多様な応答を

示すために複数のオーキシン受容体の介在を必要とするのか

もしれない。私たちは，これらのオーキシン結合蛋白質の中

で，ミクロソーム画分に見いだされる蛋白質について，その

遺伝子および cDNAクローンをトウモロコシ，アラピドプ

シスおよびタバコから単離し，構造解析を行った。オーキシ

ンの情報伝達におけるこの蛋白質の役割を明らかにするため

に，この蛋白質をコードする遺伝子およびそのアンチセンス

遺伝子を導入した形質転換タバコを作成し，その性質を調べ

たところ，オーキシンに依存した細胞増殖において異なる性

質を示すことが明らかになった。

S3aC5 
フロロトンポンプの分子構造と脂質による調節機構

笠毛邦弘、山西弘恭'(農水省・食総研、 l農水省・東北農試)

細胞膜や液胞膜に内在するATPase(ATP加水分解酵素)はプロ
トンポンプとも呼ばれ、 ATPを分解することによって生じるエ
ネルギーで膜の内外に形成されるプロトンの勾配により直接的
もしくは間接的にイオン、アミノ酸、糖および有機酸の膜輸送
を行う機能を有する。これらの働きにより細胞内の恒常性が広
く保たれ生命か維持されている。
細胞膜のプロトンポンプの遺伝子は最近我々のグループを含

むいくつかの研究室で報告され、プロトンポンプの直接的な機
能を遺伝子ならびにこの酵素の構造的な面からも明らかにされ
つつある。

これらポンプはホルモンを介しての情報伝達、低温、高塩、
病原菌および光などの環境ストレスなどに対しでも著しく反応
を示すことも明らかになった。また我々はこれらポンプを人工
膜リポゾームへ埋め込み、フ。ロトン輸送を有する再構成膜小胞
(プロテオリポゾーム)の構築に成功した。またこれらの構築
の過程においてフ。ロトンポンプの活性は細胞膜の主成分である

リン脂質の分子種により強く影響を受けることを明らかにし、
プロトンポンプとそれを取り巻くリン脂質の聞に密接な関連が
あることを明らかにした。実際にこのような機構が生体内で起
こっていることを耐冷性の異なるイネの再構成膜系の実験が明
らかにしたので併せて報告したい。
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一般講演

第 1日 3月初日(月)
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一般講演

第 1日 3月28日(月) 午前の部

A会場代謝

B会場細胞壁(1 ) 

D会場環境応答(1 ) 

E会場細胞骨格(1 ) 

F会場 植物-微生物相互作用

G会場形態形成(1 ) 

H会場光合成(1 ) 

I会場 遺伝子発 現(1 ) 
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laAOl 
ホウレンソウ培養細胞の備厳選7巳醇本と帳僻俄還元酵素の発

現調節に対するグルタミンの影響

小川京子、白石斉聖 1、井出正-2、中川弘毅3、駒嶺穆

(日本女子大・理・物牛、 lミシガン仁科大・牛物、 2京都大

・食研、 3千葉大・園芸・農化)

硝酸還元酵素 (NR)は、高等植物の舗酸'，，1化の第ー段階

ド働く酵素であり、硝酸I司化経路を律速している。 NRとs距

備酸還J己酵素 (Ni R) は、備酸イオン、売により活性、再手

ぷ量、 mRNAの発現が誘導される O このポジサイプな調jjfj

の他』こ、硫酸代謝物のアンモ二アやグルタミンドよるネガプ

イプな調節がアカバンカピなどで報告されている。向等植物

のNR、Ni Rの発境調節におけるグルタミンの作用』こつい

ては、未解決の部分が多く残されている。我々は、グルタミ

ンの代謝抑制の解析のために、グルタミンを唯ーの窒嘉源と

したホウレンソウの培1{細胞系を)IJい、 NRとN Rの活性、

酵本量、 mRNAの努羽仁ついて検討した O その結果、 NR 

の活性、両手来ー量は減少し (rcpression) 、その後府地中のグ

ルタミンの減少に伴って J--持-n，傾向 (derepression) が見

られた。しかし、 N R は、グルタミンの影響を受けず、低

いレベルの活性、再手ぷfH:であったのこのことから、備酸イオ

ンによる酵家の誘導の他に、グルタミンドよる制御機構がイf

在し、 NRは複数の制御機構で調節 δれている ω また N Rと

N R は、異なる発現調節をしていることがぶ峻与れたり

laA02 
ハス発芽種子における貯蔵物質の分解

並旦J主 旦、南川隆雄、徐本美¥山内大輔(都
立大・理・生物、 1北京植物園)

ハスは長年月発芽カを保持することが知られている。

ここではハスの発芽種子における貯蔵物質の分解糸を調

べる目的で、発達過程での貯蔵物質の含量変化などを測

定した。ハス (Nelul1bonucifera向。rfn)の穫子を室

温で 6時間濃硫酸処理したのち、よく水洗し堅い外皮を

除き、 27.Cで 1-3週間発芽させた a 同様の堅い外皮

をもっ双子葉類マメ科種子に比べると、ハスの発芽速度

はたいへん退く、 1週間の遅滞期ののちシユートの伸長

が始まった。貯蔵デンプンは 1-3週間の間ほぽ同じ速

度で分解され、その関全可溶性糠および還元糖含量はい

ったん 1週間目に上昇を示したが、のち減少した。タ

ンパク質のうちグロプリン画分はデンプン同様に連続的

に減少し、それに伴いアルプミン画分は 2-3週間目に

多少増加した。可溶性αーアミノ慾 Nはグロプリンの分

解とともに滑加した。グロプリンの SDS-PAGEパターン

は 3週間にわたって大きな変化はなかったが、アルブ
ミンのパターンは大きく変動した。アゾアルブミンおよ

び青色デンプンを基質としてプロテアーゼおよびαーア
ミラーゼの活性測定を試みたが、子3寝中に両醇索活性は

検出できなかった。しかし、デンプンホスホリラーゼ活

性は乾燥種子の子禁中に検出され、発芽とともにその活

性は低下した。デンプン分解はアミラーゼではなくホス
ホリラーゼによっているとみられる。タンパク質分解酵

素については検討中である。
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laA03 
Vigna 8Jungo発芽種子における αーアミラーゼの発現

重血正室主，山内大綱，南川隆雄(都立大・理・生物)

V. mungo種子では発芽に{半い子葉中の αーアミラーゼ

活性が著しい増加を示し，子葉の貯蔵デンプンの分解に

働く。我々はこれまでにこの α喧アミラーゼの cDNA クロ

ーンを単離し.その塩基配列を決定している。免疫プロッ

ト法及び RNA プロット法により.発芽子禁中の αーアミ

ラーゼ活性の上昇はその mRNA レベルに依存しているこ

とが示された。ゲノムサザンプロット分析の結果から.

多くのイネ科植物の αーアミラーゼ遺伝子とは異なり .V. 
mllngoには 1コピーの同遺伝子が存在することが分かっ

た。次に PCR法とゲノム DNA ミニライブラリーからの

選別を併用してこの遺伝子を単離し，塩基配列を決定し

た。遺伝子は 3イントロン・ 4エキソンからなり，この

権成はイネのサブファミリー 2に属する同遺伝子と同じ

であった。 E主軸を除去した単離子葉をインキュベートし

でも， αーアミラーゼ活性及びその mRNA量は増加して

くるが，高濃度の糖類を与えるとその上昇は抑えられた。

また単離子葉に 10-4-10-5 M GA3を与えると酵素活

性はある程度の上昇を示したが，イネ科穀粒での同酵素

合成に及ぼす GA誘導効果ほど顕著なものではなかった。

laA04 
発芽時のキュウリ子葉におけるH，O，消去系の消長

主主監阜、辻英夫C!7{jftI大.JlH • M:物)

発.:!f時のキュウリ子葉における活性酸素消去系隣家の消長に

ついて調へた。乾燥種子のdehydroascorbatcreductase、gluta出IOne

reductaseの活性は発芽6日後の子葉よりも高いが、 superoxide

dismutase、monodehydroascorbatereductase、catalaseの活性はそれぞ

れエイジ6日の子葉の35、29、89もしかなく、 ascorbateperoxidase 

(APX)の活1'1は検出されなかった。また、 guaiacolperoxidaseのr?i
1'1はわずかに認められたが、 cytochromec peroxidase、glutathione

peroxidase(7)活性は検出されなかった。このように、乾燥額子中

にはアスコルビン酸が関与するH20，消去系のうちAPXだけが存紅

せず、また他のperoxidascで補完されているということもなかっ

た。発芽が進むにつれてAPX活性は急増した。このように、発芽

初期にはH202消去能が低く、 H
2
0

2に対する耐性が低いことが予

想されたため、種子を種々の濃度のH202溶液中で36時間発芽させ

たところ、ヌlOmMH，o，で初めて発根が阻害されたが、 I∞mMで

はそのような阻害は認められなかった。また、子葉発達の指標と

して用いたcytochromec oxidase、isocitratclyase活性増加もこれら

の濃度のH20，で、阻害されなかったo これに比べ、緑色子葉では10

mMH，O，で退色が認められたので、発芽初期の芽生えはH，O，に対

する耐性が極めて高いと言える。また、イネとオオムギでも同様

な結果が得られたので、併せて報告する。



laA05 
キュウリチ葉11Sグロプリンの発芽時における分解機構

4血車盤、 l坂田朋子、 l杉本敏男、 l王子善清(神戸大・

円然科学、 l神戸大・農・植物栄養)

キュウリ (Cucumissativum L 四葉)種子に含まれる IIS

グロプリンの分解経路、それに関与するブロテアーゼの

分子種同定を試みた。

キコウリ子葉ではl1Sグロプリンの分解が浸漬後3日日

から始まるが、この時期までには等電点の異なる 6種類

のブロテアーゼの発現が見られた。浸i責後 2日日にはア

ルカリ性側に等電点を持つシステインブロテアーゼが発

現するが、このプロテアーゼは中性から弱アルカリ性条

件下でl1Sグロブリンを限定分解し、その分解産物は発芽

種子で検出されたものと-致していた。この限定分解活

性は乾燥種子中には見られなかったが、キュウリ種子を5

mMシクロヘキシミド溶液で発芽させた時に浸漬後4日日

に見られたことから、乾燥種子では不活性型で存在し、

発芽過程で活性化されていると考えられた。浸j責後3日

目には酸性側に等電点を持ちdenovo合成されるプロテアー

ゼが現れるが、これらにはアスパラギン酸、システイン

プロテアーゼが含まれていた。これらのプロテアーゼは

分子量、アゾカゼインに対する至適pHはよく似ていたが、

グロプリン分解活性の至適pHには違いがあった O このこ

とから、発芽子葉中でのIISグロプリンの分解の進行には

プロテアーゼの存在だけではなく、プロテインボディー

中のpHも大きな要因の一つであることが考えられた。

laA06 
グルタミン酸・ショ糖を多く蓄積する登熟ダイズ種子の窒
素・炭素代謝
増田亮一，蒲地一成 1 (農水省・食総研厚生省・予研)

在来のダイズ種子には，転流された同化産物(アミノ酸，
ショ糖〉の蓄積量が登熟中に多量となる種子が存在する.
'茶香り'ではグルタミン酸，アラニン，アスパラギンを主
とした遊離アミノ酸含量が[gfw. ショ槍が4gfwを越え，通
常のダイズ種子の 2倍以上となる.このような種子のシン
ク機能の特性を明かにするため，子葉，種皮のアミノ駿，
ショ糖代謝酵素の時期的変動を検討した.
ダイズ子葉ではタンパク質蓄積が増加する時期に GAG

AT活性も同時に上昇する.登熟中. N ADH型が FD型
に比べ常に高い活性を示した.高蓄積種子では登熟前期
(タンパク質蓄積速度が低L、).既に両方の活性の上昇が
認められた. G D Hは子葉が合成型 αからなり，種皮は脱
アミノ型 βが多いアイソザイムとなり相違していたが，グ
ルタミン酸集積量の差異による種子聞の相違はなかった.
活性は高集積型が通常の種子に比べ，子葉，種皮とも活性
がやや低くかった G S. A S Naseは登熱中の高集積型
子葉でやや高い活性を示した

グルタミン酸高蓄積型種子は，種子貯蔵タンパク質の多
いダイズの仲間ではあるが，子葉のアミノ酸合成代謝が貯
蔵タンパク質合成とパラレルではなく，そのために一時的
にグルタミン酸，アラニンのプール量が大きくなったと考
えられた.種皮，子葉のショ槍の輸送・分解・合成に関わ
る酵素，アミノ酸合成の基質供給に関わる酵素の活性の相
違についても報告する.
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laA07 
イネ型旦ITミュータントにおけるデンプンの分析とその
生化学的要因の解析

里担豊皇、梅本貴之、高畑康治、天野悦夫、佐藤光

(農水省・生物研、東北島試、九州農試、九州大・農学部)

デンプンの主成分であるアミロペクチンの分子構造特性

は一般にプランチングエンザイム (QE)単独またはスタ

ーチシンターゼとの協同作用によって決定されると考えら

れているが確たる実験的証拠に基づいている訳ではない。

われわれは一連のイネ種子のデンプンミュータント(型孟

笠y)を用いて実験を行い、以下の結果と結論を得た。

1.型坦IT デンプンの主成分は、アミロペクチンよりも
α-1，6分岐頻度の高いフイトグリコーゲ唱ン様であった。

2.デンプンとシュクロース代謝に関与する種子内の主要

酵素のレベルを調査した結果、ミュータントではデンプン

デブランチングエンザイム (Rエンザイムとも言う。 R

Eと略す)活性が、親品種と比べて約8-15%に低下し

ており、これが盟且盟変異の主要な原因と考えられた。

3.以上の結果から、 REはアミロペクチン合成に関与し

ており、 QEの作用だけではアミロペクチンよりも分岐度

の高いフィトグリコーゲンが生成されるが、 REの枝切り

作用によってアミロペクチンが合成されると推定した。

4.REの抗体を使用したウエスタンプロット分析の結果

は、ミュータントでのRE活性の低下がRE量の低下に起

因することを示した。従って型旦IT変異はREの構造遺

伝子の変異ではなく、 RE遺伝子の調節領域か発現調節因

子をコードしている遺伝子の変異によると捻定した。

laA08 

イネ登熟期旺乳デンプンデブランチングエンザ

イム (R-ヱンザイム)の精製と cDNA構造

主主豊些ヘ梅本貴之玄人大潟直樹奪

(農水省・生物研ヘ東北島試写奪)

前報の結果から、イネ旺乳Rーエンザイム (R
E) はアミロペクチンの構造決定に関与している

可能性が高いが、植物 REの遺伝子構造は全く知

られていない。

REを登熟期イネ種子から、各種HPLCクロ
マトグラフィーにより精製した。その結果、 RE
の分子量は SDS-PAGE分析で約 10万の単
重体醇素であり、戸栗 1)の結果と一致した。

本酵素のポリクローナル抗体を調製後、イネ師

事LREの cDNAクローンを抗体法によってスク

リーニングし、 REの cDNAの全長シーケンス

をジデオキシ法によって決めた。 Edman法によっ

て直接決定した RE内部の部分的なアミノ酸配列

は、 cDNAシーケンスから想定されるアミノ酸

配列の中に確認された。ヒト筋肉及びウサギ筋肉

REの相同性、様々な生物種の α寸，4-及び α-1，

6-グリコシル結合を分解する他の酵素との相同性

についても議論する。

1) Toguri， T. (1991) J. Plant Physiol. 137: 
541-546. 



laA09 
ラフィド藻 Heterosigmaakashiwoにおける硝酸還元酵素活

性の日周変化の調節

阜蛙阜手2 猪川倫好(筑波大・生物〉

海産のラフィド藻 Heterosigmaakashiwoは窒素源が十分

にある条件では日周鉛直移動をすることが知られている。無機

窒素同化の初期反応に関与する酵素の中でも特に硝酸還元酵素

(NR)活性は最も顕著な日潤変化を示しその活性変化はほぼ細

胞の日周鉛直移動のリズムと一致していた。更に、水中環境 F
では硝酸が主な無機窒素源であることを踏まえると、

Heterosigmaでどのように NR活性の日周変化が制御されてい

るかを明らかにすることは海産の単細胞藻の窒素代謝の制御機

構を理解する上での重要な情報を与え得る。

Heterosigmaの NR活性の日周変化は 12時間明ー 12時間

暗の光条件下で観察した。活性は光照射とともに増加し始め 3

時間後にピークに達し、それ以降は減少し続け暗期6時間後に

は検出できないレベルにまで低下した。紅藻 Porphyra

yezoensisの NRに対するモノクローナル抗体の NR10を用

L ¥イムノプロットによってこの時のNRタンパク質のレベルを

調べた結果、 NR活性の変動は NRタンパク質のdenovo合成

と分解によることが明らかになった。また連続暗条件では NR

活性、タンパク質合成共に誘導されないことから、日周変化に

おいて NRタンパク質の合成の引金となっているのは光である

ことが示唆された。 NRの誘導は cycloheximideによって阻害

されたが、 chloramphenicolによる阻害は見られなかった。ま

たNRの誘導は、 DCMUとNH4CIによっても阻害された。

laAlO 
光合成細菌Rhodobacterαipsu1atus他 N上流に位置する 2つの

窒素固定必須遺伝子ORF-U2とORF-U3の解析

産且ヰ卒、佐伯和彦、松原央(阪大・理・生物)

生物窒素固定は、窒素分子のアンモニアへの還元を触媒す

るニトロゲナーゼ、更にはニトログナーゼの生合成や、この

酵素への電子移動に必要な多くの蛋白質によって行なわれて

いる。しかしながら、ニトロゲナーゼ以外のほとんどの成分

の生化学的性質は不明のままである。私達は.2[4Fe-4S]フェ

レドキシンをコードするfchlV遺伝子の研究に加え，窒素固定

に必須な 2つの遺伝子、 ORF-U2と-U3を同定してきた。

ORF-U2は膜を貫通し得る蛋白質、そしてORF-U3は2[4Fe-4S] 
フェレドキシン様ドメインを持つ蛋白質をコードするが、こ

れらは既知の電子伝達系とニトログナーゼ系をリンクする成

分であることが期待される。 2種明)RF産物の大量発現を目

的として、我々はR.c司psuJatusのpuf-プロモーターによって、

それぞれの構造遺伝子部分のみを発現させるプラスミドを作

製した。各々のプラスミドは、対応するORF破壊株(Nii)の
窒素固定生育能を相捕する、という結果を得た。更に、蛋白

質の精製を目的として、 ORF-U3産物のカルボキシル末端に

分子標識であるヘキサーヒスチジン例j2+カラムに高いアフイ

ニティーをもっ)を付加した改変体を発現するプラスミドを

作製し、分子標識が破壊株の機能相捕に影響がないことを明

らかにした。現在、 R.α仰 Jatωそして大腸菌を宿主とした大

量発現を行ない、精製を行なっている。 ORF-U2遺伝子産物

も同様に、分子標識を導入して細胞内局在を分析している。
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laBOl 
ニンジン培養細胞と種子駐に存在する新しい細胞外不溶性タン

パク質 (EIP18)

佐藤忍、野尻隆裕、後藤康成 (筑波大・生物)

懸濁培養を行った細胞は、様々な細胞墜タンパク質や多糖を

培地中へ放出することが知られている。本研究では、匪発生に

関わる細胞壁タンパク質の新しい機能を見出だすことを目的と

して、接合子医発生のすぐれたモデルとして知られるニンジン

細胞培養系において、培地中へ放出される不溶性のタンパク質

に関して生理・生化学的解析を行うとともに、種子中における

局在を明らかにした。。

Non-embryogenic callusの培養物を37凹のメッシュで漉過し

て得た培地を遠心することにより生じた沈殿には多くのタンパ

ク質が含まれており、そのうち18kDaのタンパク質 (EIP18)の

みは即日.TritonX-I00tNaCl.LiCl処理によっては可溶化され

ず、 urea処理によって可溶化された。 EIP18の性質は以下の通

りであった。1)細目僅塗と挙動を供にせず、そのほとんどが培地

中に放出されている、 2)多糖との結合性は見出だされず、単独

で不溶化する可能性か高い。 3)精鎖を有しない単純タンパク質

で、グリシンを15'含むがハイド、ロキシプロリンやプロリンの

含量は低く、皿GPやGRPのファミリーには属さない。 4)カルス

の培地中では不定形の沈殿物として存在するが、不定匪におけ

る存在量はきわめて少ない。 5)種子中では脹および怪乳の最内

層墜に局在し、その他の植物体部位には見出だせない。

以上の結果より、 EIP18は種子怪で何等かの機能を司る新し

い細胞壁タンパク質である可能性が考えられた。

laB02 
タケノコ細胞骨豊中に存在するアラピノガラクタンプロテイン

墜差塵生、東 11凶一、岡村圭造 (京都大・農・林産)

アラビノガラクタンプロテイン (AGP)はハイドロキシプ

ロリン (Hy p)が豊富な糖タンパク質の一つで、植物の細胞

時層や一次墜に広く分布している。その役割については、その

存庄司)(すやホウ素とコンプレックスを形成する 11ことから、細

胞樫構成Ii立分間の架橋に関わっている可能性が考えられる。

以前安福らが、水・メタノール・クロロホルム系を用いたタ

ケノコに含まれる AGPの抽出法について報告しているυが、

この溶媒抽出法は、作業性や収量の点で問題があり改良が望ま

れていた。そこで今回は、タケノコ水摘出物からのAGPの単

離・精製法を検討し、その構造を解析した。

求IJ皮したモウソウチクのタケノコを80%エタノールでホモゲ

ナイズし、溶液に色が漬かなくなるまで含水エタノールでの他

出を繰り返した。残誼を冷水で24時間、 2也!抽出し、抽出液を

濃縮後3{音量のエタノールに投入し、遠心分離で水抽出物を回

収した。この抽出物から、ゲ、ルろ過(SepharoseCL-4B)、カチ

オン交換(SP-TOYOPEARL)、アニオン交換(DEAE-TOYOPE札)のカ

ラムクロマトグラフィーにより、約0.1%の収量でAGPを精製

した。このAGPは分子量が 60凶aで、 βGalYariv抗原と反

応し、糖質約90%、タンパク質10%を合んでいた。 Gal/Araは

1.6でタンパク質の約33%がlIypであった。糖鎖構造やその

有(E部位についても報告する。

1)東他:円本農芸化学会誌 67.562. 1993 

2)安福他:日本農芸化学会誌 64.526. 1990 



laB03 
イネ蔚に局在し、 77t'/jJ' 7H'J7。ロテイン糖鎖のコア構造を持つ

オリゴ糖について
出旦盤玄盤1)・渋谷直人2) (農水省・北海道農試1)生物研2))

小胞子初期という特定の発育時期の蔚は低温などのストレ
スに感受性で、この蔚の障害がイネの障害型冷害の原因とな
ると考えられているが、その生理学的なメカニズムは不明で
ある。我身はこの現象の生理生化学的研究を進める中で、従
来報告のない新しいオリゴ糠が冷温感受期のイネ約に特異的
に発現することを認めた。本講演では、このオリゴ糖の、約
の発達ならびに冷温処理に伴う量的変動とその構造について

報告する。
(方法) オリゴ精はイネ未熟穂より活性炭h7!.Pロ7 トグラ7~-
および逆相カラムを用いたHPLCにより精製した。機類の定量
はDionexHPLCにより行い、構造解析は、メチル化分析、四
重極三連質量分析装置(API-nO、NIIR分析などにより行った。
(結果) 着目したオリゴ糠は約にのみ時期特異的に高濃度
に見出され、小胞子初期に発現、増加した後、 1核後期には
消減した。さらに、低温処理〈危険期に12"C4日間)により
約組織の他の主要な糖であるゲ加-J.，7"Pトムスクロース量が増加
する一方、本オリゴ糖量は減少することがわかった。構造解
析の結果、このオリゴ績は α一L-Araf-(1→3)一α一L-Araf-(1
→3)ーβ-D-Galp-(l→6)ーβD-Galという、従来報告のない新

しい構造を有していることが判明したが、これは、細胞表層
マトリックスの重要な成分であるm'/γ'jHη。凶作の、糠

鎖部分のコアに見られる構造であった。これらの結果は、小
胞子期の約の発達において、その細胞表面構造が非常に劇的

に変動しており、その反応は低温に影響を受けやすいことを

示していると恩われる。

laB04 
塩基性78グロプリンのダイズ子葉における細胞内分布

直童直壬，森敏，渡辺佳宏平野久1 (東大・農農水省生

物研)

塩基性78グロプリン (Bg)は、ダイズ種子中に存在す

るシステインに富む糖タンパク質である。 B gおよび他のマ

メ科種子やニンジン培養細胞に存在するBg様タンパク質は、

インシユリンやインシユリン様生長因子 (1GF)との結合

能を示すことから、これらの受容体であることが期待された。

そこで、ダイズ未熟子葉細胞内におけるBgの分布を、 Bg

抗体とコロイド金を用いた免疫細胞化学の手法により調べた。

その結果、 Bgは主に細胞壁のミドルラメラ部分や細胞間

隙に存在することが明らかになった。コロイド金粒子の一部

は細胞膜上にも検出された。これらの観察はB gがダイズ子

葉細胞から分泌されて、細胞壁のミドルラメラ部分や細胞間

隙に集積するタンパク質であることを示している。このよう

にBg自身は細胞壁タンパク質で・あると考えられるが、一方、

細胞膜上にもコロイド金粒子が検出されることは、 Bgを結

合ドメインとして持つ他の受容体タンパク質が存在する可能

性を示唆している。
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laB05 
ホウ素結合性タンパク質の同定

瓦亙監ζ、間藤徹、関谷次郎

(京都大・農・農化)

ホウ素は高等植物の必須元素であるがその生理作用は未だに

解明されていない。我々は昨年の本大会でダイコン根のホウ素

の大部分が特定のベクチン質多糖に結合した形で存在すること

を報告した。ホウ素は細胞質にはほとんど存在しないことから

ホウ素と多糖広瀬合は細胞壁で起こるはずである。しかし、細

胞壁ιゅH (pH4~DH6) ではホウ素と糖の結合は自発的には起

こりにくいことからホウ素と多糖の結合にはタンパク質などが

関与していることが考えられた。タパコ培養細胞BY-2株を用

いて細胞壁中のホウ素合有タンパク質を検索したがホウ素を合

むタンパク質は見いだせなかった。そこでさらに培地ホウ素濃

度を変化させたときの培地中に放出されてくるタンパク質の組

成を検討した。通常培地(ホウ素濃度lppm)で培養してきた

細胞を、増殖速度が半分になるホウ素濃度 (5Oppb)の培地に

移し培地中のポリペプチド組成をSDS-PAGEで比較したところ

数本のパンド料自失していた。また、通常培地から得られた細

胞外タンパク質に、ジヒドロキシボリルアニリン樹脂を用いた

ホウ素アフィニティークロマトを行うと、この樹脂に強い親和

性を示すポリペプチドが検出され、低ホウ素培地で消失するポ

リペプチド 3種類がこれらに合まれていた。現在これらのポリ

ベプチドを精製する試みを行っている。また我々が単離したホ

ウ素合有多糖をリガンドとする細胞外タンパク質のアフィニテ

ィークロマトグラフィーの結果も報告する予定である。

laB06 
タバコ培養細胞細胞壁の2種類の塩基性糖蛋白質の精製とその
タバコ績物体における分布
重重量庫、川崎信二 (農水省・農業生物資源研)

タバコ培養細包細胞壁からは2種類の塩基性糖蛋白質が見い
出されその一方の糖組民アミノ酸組成は典型的なエクステン
シンの組成に一致するが、もう一方はガラクトース含量が高い
など従来知られていたものとは異なる性質を示し、
"gaIac凶se-richb描icgly<∞protein (GBGP)"と呼ぶことが提唱さ
れている 1)。今回我々はこの2種類の糖蛋白質の精製法を確立
して抗体作成を行い植物体での分布を調べたので報告する。
対数増殖期のタバコ培養細胞BY-2の細胞壁より塩溶液に

よって抽出される分画より CM-Toyo戸arlによるクロマトグ
ラフィーとCsCl平衡密度勾配遠心により塩基性糖蛋白質を分
厳し、 6M塩酸グアニジン中での高速ゲル漉過を行ったところ
94Kと49Kの位置にエクステンシンと GBGPのピークが見出
された。この2つのピークは逆相クロマトグラフイーにおいて
も相異なる明瞭な単一ピークを示したので2種のHPLCの繰
り返しにより高純度の精製を行うことができた。
この2種の糖蛋白質および除糖処理した GBGPに対する抗

体を作成し、タバコ植物体における組織分布について解析した。
培養細包、培養細包プロトプラスト、培養液、業茎、根の塩
可溶性蛋白質についてのウエスタンプロットによると、塩可溶
性エクステンシンは培養細E弘培養液、茎において認められた
が塩可溶性GBGPは培養細胞においてのみ認められた。また
茎および葉柄の組織プロット法による解析により、エクステン
シンは茎の表皮に局在し、 GBGPは茎および葉柄の柔組織に
局在していることが示された。
1)川崎品竹内 (1988)第 11回糠質シンポジウム要旨集p61-62



laB07 
ヒャクニチ、ノウ単離葉肉細胞の管状要素分化に特異的な

ペルオキシダーゼcDNAの単身E
佐基盤，高木尚，杉山宗隆，福田裕穂(東北大・理・生物)

リグニン合成の最終段階のヒドロキシシンナミルアルコール

類の重合蹴、は細躍結合性ペルオキシダーゼにより触媒され

ていると考えられている。しかし、管状要素分化過程において

リグニン合成部位に出現し、リグニンモノマーの重合を触媒で

きるような、真に主L丘YQでのリグニン合成に関与しているペル

オキシダーゼアイソザイムは未だに明かになっていない。

私達はヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化実験系を

用い、管状要素分化特異的に出現する細胞壁イオン結合性ペル

オキシダーゼアイソザイムP5を見いだしており、局在の解析、

図書弗jを用いた解析、酵素学的解析等から、 P5がリグニン合成

に関与している可能性が最も高いことを示している。

そこでP5の遺伝子レベルでの解析を行うため、 P5のcDNAの単

離を試みた。ヒャクニチソウの根を材料として、 P5と思われる

ペルオキシダーゼアイソザイムを精製し、アミノ酸部分配列を

決定した。その配列をもとに設計したオリゴヌクレオチドプラ

イマーを用いて、ヒャクニチソウの培養48時間自の細胞から得

たcDNAの増幅を行った結果、 3種のペルオキシダーゼアイソザイ

ムのcDNAを得る事がでぎた。それらの遺伝子の発現を調べた結

果、一つのアイソザイムは管状要素分化に関連して強く発現す

る事が示され、もう一つのアイソザイムはコントロール培養条

件でのみ発現する事が示された。現在これらのcDNAの発現と機

能についてさらに解析を進めている。

laB08 
アズキ上陸軸細胞墜結合性ペルオキシ夕、 ゼの基質特異
性とそれぞれの基質の酸化に対するアスコルビン酸の影
響
高浜有明夫(九州歯科大・生物)

リグニン合成の出発物質である cinnamylalcoholの
誘導体はそれらのフェニル環に水酸基のみあるいは水酸
基とメトキシ基を持っている。これらの化合物が酸化的
重合を行なう際にはそれらの水酸基が先ず酸化されてフ
エノキシラジカルが形成される。ここでは、リグニン合
成に関与している cinnamylalcohol誘導体を得ること
ができなかったので、フェニル環の構造がそれらの誘導
体と同じである cinnamicacid (ケイヒ酸)誘導体を用
いて、細胞壁結合性ペルオキシダ ゼの基質特異性をフ
エニル環の構造から調べた。

このペルオキシダ ゼは 4ヒドロキシケイヒ酸、 3，4
ジヒドロキシケイヒ酸それに3メトキシ 4ヒドロキシ
ケイヒ酸は容易に酸化できたが、 3， 5 ジメトキシー4~ ヒ
ドロキシケイヒ酸は酸化できなかった。しかし、 3，5ジ
メトキシ 4ヒドロキシケイヒ酸が他のケイヒ酸誘導体
と共存するとその酸化は大きく促進され、共存する誘導
体の酸化は抑えられた。アスコルビン酸は 4ヒドロキ
シケイヒ酸と 3，4ジヒドロキシケイヒ酸の酸化を完全
に抑制したが、メトキシ基を持つ誘導体の酸化は部分的
にしか抑制しなかった。 lMKClによる細胞墜の処理
で静電的に結合している成分を取りのぞいた場合、 4ヒ
ドロキシケイヒ酸の酸化はアスコルビン酸で部分的にし
か抑制されなかったが、 3，4ジヒドロキシケイヒ酸の酸
化は完全に抑制された。以上の結果に基づいて、細胞壁
でのリゲニン合成調節機構について議論する。
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laB09 
ダイコン一次根のαL~フコシルトランスフエラーゼの組前包内局
在性と器官の発達i邸皇における酵素活性の変化

三沢宏之、円谷陽一、橋樹羊一 (埼玉大・理・生化)

L~フコース (L~Fuc) を含みH型類似血液型活性を有するア

ラビノガラクタンープロテイン(AGP)は、ダイコンの根の発達の

報開に限定的に出現し、成長とともにL~Fucぽ消失する 1) 。本

AGPの生合成には、 α~L~Ara~握のト2位lこL~Fucを転移する

α~L~フコシルトランスフエラーゼ (αーーL~FucTase) カ清司与して

いる。本研究では、ダイコン一次根の膜画分における酵素の局

在性及び発芽後の各器官の発達i画室における酵素活性の変動を

静べた。

αーL~FucTaseの活性は、 GDP~L~Fucから受容体で、あるピリジ

ルアミノ化したL~Arafα (1→3)D~Galpβ (1→6)D~GalJY\のL~

Fuc転移産物 (4糖)を掛目系HPLCで分離し、蛍光強度を測定し

て求めた。一次根から調製した粗膜画分を15~50%のショ糖連続
密度勾配を用いて100，000x g、15時間違心分離し、各分画の酵

素活性を測定した。標識酵素側副笠の分布に基づき、 αーL~

FucTaseはゴルジ装置に局在することが判明した。発達段階の異

なる車滋畿の膜爾分の酵素活性の測定により、 α-L-FucTaseは根

の発達の械Hに出現し、成長に伴って消失することが明らかに

なった。こ併課は、 L-Fucを含む'AGPの発現と酵素活恒側首長

との聞に密援な相測があることを示している。

1) Tsumuraya et a1.， Plant Physiol.， 86 (1988) 155. 

laBlO 
ダイコンのアラビノガラクタンープロテインの櫛賞合成に関わ

るβ-D-ガラクトシルトランスフエラーゼ

加藤秀明、円谷陽一、橋本司羊一 (埼玉大・理・生化)

ダイコンG淵載。淵包間マトリックスと原形質膜に局在す

る1)アラビノガラクタンープロテイン(AGP)の撒貨の基本骨格は、

β-1 ， 6-ガラクトシル残基から成る恨~賞がβ~1，3ーガラクタンに

結合したβ-3 ， 6~ガラクタンである。このガラクタンの合成に関

与するβD~ガラクトシルトランスフエラーゼ(β-GalTase)の性

質、受容体特異性及び局在性を調べた。

ダイコンの発芽後6日目の一次根の膜画分を酵素標品として

用いた。ガラクトシル転移副志は、膜画分、 UDP-[14CHial、
βー1，3ガラクタン(受容体)を含む混合液で行い、 25"Cに保温

したのち、転移産物の放射活性を測定して酵素活性を求めた。

反応の最適条件は、 pH6.0， 30てであり、 15凶Mn2+及び0.75

E界面活性剤の添加が必要である。 UDP~Gal'こ対するKm値ま、

0.4 mMであるが、 β~1，3ーガラクタンでは、転移即忘は二柑笠を

示し、異なるK噛、 0.4及び3.0mg/mlカ特られた。結合様式が

異なるガラクトオリゴ糖の受容特異性を調べた結果、 βー1.3-結
合オリゴ糖は受容体になるが、 β-1.6-結合オリゴ糖には転瀞し

ない。崩御)AGPに対するGal転移はわずかで、あるが、慨員同吉

合したαーL~Ara~纏を酵素処理で除くと増加した。 Ga晴墓は

主にβー1.6-結合で転移されることが日月らかとなった。

1) Kikuchi et a1.， Planta， 190 (1993) 525. 



laBll 
ニホンナシ果実の成熟にともなう αーアラピノフラノシダーゼ活

性の変動と果実細胞壁からの精製

立五室、金山喜則、山木昭平(名古屋大農 園芸科学)

果実の成熟にともなう軟化には細胞壁の構造変化が生じてお

り、それにはいくつかの細胞壁分解酵素の関与が示唆されてい

る。これまで、ナシ果実の成熟にともなう細胞壁画分からのア

ラビノースおよびガラクトースの減少が報告され、軟化との関

連が示唆されてきた。本研究では、細胞壁画分からのアラビノ

ースの遊離に関与していると考えられる αーアラビノフラノシダ

ーゼに着目して、果実成熟にともなう活性変動を測定するとと

もにその精製を試みた。

二;j";ンナシ果実においてαーアラビノフラノシターゼ活性は主

に細胞壁画分に存在し、しかも果実の成熟とともに顕著に増大

した。そこで、この細胞壁結合αーアラピノフラノシダーゼに注

目し精製を行った。まずLiClあるいはNaClIこよる細胞壁函分か

らの本酵素の可溶化を試みたが、 CJi容化率は数%にとどまった。

その他のいくつかの方法による可溶化を試行したところ、 CD

TAを用いた場合が最も回収が高かった。 CDTAによる可溶

化後は、 DEAE-Cellulose、Hydroxyapatite、HonoQおよびSeph

adex Gー100を用いた各種カラムクロマトグラフィーにより精製

を行った。その結果、本酵素はSDS-PAGE上で約45kDaの均一なバ

ンドとして検出され、 SephadexG-100によるゲル鴻過の結果と

合わせ、約45kDaの単量体であることが推定された。

laDOl 
ドナリエラは温度差とカチオン濃度差を感じて泳ぐ

川辺晶子、。向畑恭男(名大・理・生物)

耐塩性緑藻ドナリエラの運動性を調べる過程で、この緑藻が

光のみならす三種々の塩、温度に応答して泳ぐことを見い出した。

Dunaliel1a barda凶は 150C暗期 11時間、 300C明期 13時間の

周期で 2Mの塩を含む培地で 110時間培養し、緩い遠心で集め

た。 X-yレコーダーの X軸に並行に、水平に固定した、同じ培地

を満たした内径 3mmのガラス管の中央付近に濃縮したドナリ

エラを注入しιガラス管をX軸可動バーに固定した白作の透

過光検出器 (660nmLEDと太陽電池のセット)で走査してドナ

リエラの位置を Y軸成分として記録した。(室温=20-250C)

ドナリエラには受光器があり走光性があるのは知られている。

このことは、ガラス管の一端からライトガイドで光を当てると藻

の集団が光の方へ移動して行くことで追認できた。暗中では

Dunaliel1a bardawiJ は注入された場所から徐々に両側に広がっ

て行く。片側に培養済培地(遠心上清)を加えると忌避反応を

示して遠ざかろうと泳いだ。また、培地の Ca2+濃度を上げると

(Mg2+でも)濃度に応じて近づこうとし、 Na+，K+からは遠ざ

かった。ガラス管の一部を暖めるとその方に泳ぎ、氷冷すると
逃げようとした。 Ca2+添加の反対側を暖めると、濃淡、高低に

依存して泳ぎが逆転した。これらの反応は、ランダムな泳ぎの

問に十刻直な場所に入りこみその場にi留まると云うのではなくて、

自発的に方向を決めて泳ぐように見える。

まずは定性的な観察記録であるが、どのようなセンサーを持っ

ているのか興味がある。
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laD02 
イネα・アミラーゼにおける代謝糖による発現調節

下司直美 三ツ井敏明2 山口i享二1，3 (l名大・農・生化学

制御 2新潟大・農・応用生化 3名大・生物応答センター)

イネαーアミラーゼの発現調節としては、ジベレリン、アプシ

ジン酸による転写レベルでの正の調節、負の調節がよく知られ

てきたが、近年、ショ糖、グルコース、フルクトース等の代議

糖によって負の調節が働いていることが明らかになってきた。

我々は、後者の現象をアイソフォーム聞の挙動の違いに重点を

おいて報告する。

イネ液体培養細胞系において、等電点の異るアミラーぜ分子

I、E、E、N、Vは代謝糖存在下では発現が抑制jされているが、

ショ糖欠乏状態になると積極的に合成、分泌されるようになる。

しかし、アイソフォーム関における上記発現の程度は異ってい

る。すなわち、代謝糖存在下においてもIはある程度発現してい

るのに対して、皿の発現は完全に抑制される。また、代謝槍欠

乏状態でEは顕著に合成され始めるのに対し、 Iは皿ほど極端に

は合成量は変化しない。さらなる解析のために、我々はIと皿と

を精製し、アミノ酸配列を分析した。その結果、 IはRAmylA、

mはRAmy3D遺伝子の各々翻訳産物であることを確認した。ま

た、 RAmylA、RAmy3Dの各々のcDNAをプロープに用いたド

ットプロット解析を行い、代謝糖欠乏状態におけるI、皿の発現

量の違いはmRNA量の違いによることを明らかにした。

laD03 
嫌気発芽条件における αーアミラーゼの麟導

pi町改>meni，∞perata1，下司直美，赤沢発，止山連孟2(名大・

農・生化学制御ピザ大学植物生理， 2名大・生物応答セ
ンター)

多くの植物の種子では，酸素欠乏条件下において発芽する

ことができないことが知られている.そこで，穀物種子(イ

ネ，大麦，小麦，オート麦，ライ麦)の嫌気条件下の発芽時

におけるαーアミラーゼ誘導現象について検討した.

完全嫌気条件下において，イネを除く上記穀物種子におい

て，発芽のみならずαーアミラーゼの誘導現象も観察されなか

った. しかし，イネ種子では， α・アミラーゼの誘導現象と発

芽が観察された.完全嫌気的条件下の無匪半切種子を用いて，

アリユーロン層細胞においてジベレリンに依存するαーアミラ
ーゼの誘導現象を解析した.その結果，酸素が欠乏すること

によってジペレリンに対する種子の感受性が低下しているこ

とが明かとなった.上記穀物種子の中ではイネのみが例外的
であった.

無E壬半切種子を用いた実験から，イネではジベレリン添加

によりαーアミラーゼ mRNAの蓄積が起こるのに対し，大麦

のそれでは観察されなかった.これらのことより，発芽時の

酸素欠乏の作用点として転写段階での制御の可能性が示唆さ
才1..1:.こ.

文献 Perataet al.， Plan陥， 188:611引 8(1992) 

Perata et al.. Planta. 1 91: 402-408 (1993) 



laD04 
但酸素ストレスによるイネ培養翻聾較満組内pHι痩化;液臨

膜プロトンポンプ阻害弗阪湯煙

忽監連盟、坂開隊書(閣情・生物碗

イネ(Oryzasativa var. musasikogane)培養糊包は働螺ス

トレス下で、湖包はアルカリ伶せす潮位貰¢酸性イtp)度合州、

さい(1993年度働生理業会年会)。これはイネι湖撞真H+輸
送系カミ侶酸素かっ二酸倣詰財潜積する環境下でもあまり影
響を受けないからであると考えられる。そこで今回l本 31P-N 
MRを用いてイ科書着締胞に低酸素ストレス@愈総量気停止j

を与えた場合ι糊包内pHの変化を、湖包膜プロトンボンフ下且

害剤師afilomycinAI' KF)を併用して狽院した
液臨膜H+-ATPaseを阻害するB乱filomycin AIを酸弱盈気状態

廿前併に加えると、イネJ苦難蹴倒舶にアルカリイ凶t見ら

れたポ綱鎖pHに変化はなかっ九こ併織素通気を止め

ると、和臨讃¢酸性化少し遅れて潮位乃アルカリイ肋混られ

た次に液肱膜H+-PPaseを但害するKFを培地中に加えて同様

傍識を行った酸識蚤気伏態では、 KFによって細胞質およ

ひ液胞pHに変化は見られなかった。そ併選竣菊盈気を停止す

ると、糊埠駁酸性化とともに液胞のアルカリ化はすばやく起

こり、禰抱はいったんわずかに酸性化したのち安定なpHにな

った。さらに、 BafilomycinAIとKFを同時に培地中に加える

と、酸載量気停M都側聞の大きな酸性化樹抱回すぼやいア

ルカリイ凶混られたロ

従って、イネ培謝輔包は低酸素ストレス下でも2程欝扮プロ

トンボンフう樽縦しているために樹極力アルカリイ凶泡こり

にくいものと石被される。

laD05 
イネのNa+刈+アンチポーター活性

田虫葺主、石川隆之1、先崎芳明、小池説夫(農水省・生物研、

1国際農林水産業研究センター)

液胞膜に存在するNa+刈+アンチポーターは、欄包のプロトン

濃度勾配を利用し細胞質からNa+イオンを液胞に取り込む働きを

し、耐塩性に大きく寄与するとして耐塩性の高い植物、テンサイ

やオオムギにおいて研究されてきた。イネは耐極性の低い作物

であり、耐塩性の高いオオムギでは生長を50糊]制するNaC1濃度

がおよそ25白酬であるのに対し、 150酬と低い。しかしイネにお

いても3伽6INaC1程度では僅かながら生長促進効果がみとめられ

た。塩処理による液胞内pHの変化をNMR'こより測定したとこ

ろ、イネではpHが0.40(5.31→5.71)上昇し、オオムギにおける

0.66 (5. 21→5.87)に比べると値は小さいカSNa+/H+アンチポータ

ーの存在を示唆する結果料専られた。イネ根のr硝包膜小胞を遠

ICA乎遊法により調製した。 Na+/Wアンチポーター活性は、 H+-

A1Pase'こよるプロトン濃度勾配の形成を7';リγンオレンγの蛍光消光

によりモニターし、 NaC1添加による小』包内プロトン濃度の低下

にともなう蛍光の回復により測定した。 NaC1を含まない水耕液

で生育したイネから謁製した液胞勝同包のNa+/Wアンチポータ

ー活性は低いが、水耕液を10伽州aC1を含むものに交換すると 1

時間以内にj副主が2から3倍上昇し、以後対照区より高い活性

を維持した。オオムギにおいてよく知られている塩ストレスに

よるNゲ泊+アンチポーターの活性化がイネにおいても観察され

た。巨人上の結果は、耐塩性の低いイネにおいても塩ストレスの

回避にNa+/Wアンチポーターが働いている可能性を示唆した。
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laD06 
オカヒジキ薬液胞膜NaIHアンチボ}ター

小池説夫、田中喜之〈農水省・生物研)

液胞へのNa'の蓄積能は耐土器牲の植物が備えるべき重要な機

能の一つである。この機能を担うNaソH争アンチボ}ト活性の

分子レベルでの理解のために、 Na'ハl'アンチボ}タータンパ

ク質と遺伝子の単離・同定を目指している。材料として用い

ているオカヒジキ (Salsolak，舗 胃roviiIljin)は、海岸の砂

地に広く分布する耐塩性のアカザ科の一年草であり、糞液胞

膜に高いNaソHφアンチポート活性が存在する。

アンチボータータンパク質の同定のための方法として、動

物細胞Na'/H'アンチポーターの姶抗阻害1flJアミロライドのア

ナログを用いたフォトアフィニテ fーラベリングと液胞膜タン

パク質の再樽成系とを併用している。アミロライドのアナロ

グドHJー門IA(メチルイソプチルアミロライド)をNa+存在下、

非存在下で膜小胞とインキユベートした後、水銀ランプ.で一

分以内の光照射を行った。膜タンパク質SDS-PAGEゲルのオー

トラデtオグラム上でNa'存在下の方が、 Na'非存在下の場合よ

りも弱〈露光されたバンドをアンチボータータンパク質の候

補とした。一方、大豆リン脂質(アゾレクチン〉を用いたり

ボソームに、可溶化させた液胞膜タンパク質を組込ませてア

ンチボート活性のある再構成膜小胞を調製した。現在、これ

らの方法により、候補タンパク質を絞り込みつつある。

laD07 
タパコ培養細胞のカリウム過剰に対する応答

止韮量，間藤徹，中野明正，関谷次郎(京都大・農・農化)

培地中の高濃度K+は植物の生育を阻害し，その程度は等濃

度のNa+よりも強いことが知られている タパコ培養細胞BY-2

株を基本培地 (K+21mM)にK+1∞mMを添加した高濃度r培

地へ移すと，細胞死は認められなかったが増殖開始が著しく返

れた. しかし高濃度K+培地において継代培養を続けると，速

やかに増殖を始める馴化株が得られた馴化株において発揮さ

れている高濃度E耐性機構を明らかにするために野生株，馴

化株の差異を検討した.

高濃度K+培地における生育遅延の理由として(1)培地の高浸

透圧(2)細胞内高濃度 K+(3)膜電位形成阻害，等が考えられ

る.細胞内r濃度は野生株で約1∞mM.思I1化株で約2∞mMで

あったが，基本培地から高濃度K+培地に移した直後の細胞で

も約190mMと馴化株程度であり，生育遅延の原因は細胞内K+

濃度が高いことではないと判断した.また浸透圧構成因子を

検討したととろ，培地浸透庄の増加に見合う細胞内K+濃度の

増加が見られ，それ以外顕著に増加する溶質はなかった 膜

電位を脂溶性カチオンTPP+の細胞内外の分布によって測定す

ると，両株とも約-60mVで差は見られなかった 0.5mM  NaN3 

でATP供給を阻害すると，馴化株-5mV. 野生株-45mV程度と

なった. これらの値は内外のK+濃度比から計算される K+拡散

電位とほぼ等しかった.従って恩I1化株では，培地E 濃度が高

いことによる膜電位受動性画分の減少を，起電性プロトンポ

ンプの寄与を高めて補償していると推測した.現在馴化過程

におけるプロトンポンプ活性の変動について検討中である.



laD08 
コムギ幼植物の塩ストレスによるプロリン蓄積とピロリンー5-

カルボン酸レダクターゼ活性

安藤俊哉， 真田幸香， 和田 敬四郎， 玉井 直人

(金沢大・理・生物)

オオムギやMesembryanthemum crystallinumは，塩ストレス下

でベタイン蓄積やCAM化による塩耐性を示す。それに先だち

プロリン蓄積が見られた。そのプロリン蓄積は明期に見られ，

暗期には未処理のプロリンレベルと同じレベルまで減少した

(第15回国際植物科学会議発表)。本研究では塩ストレスに応

答したプロリン含量の明暗における変動とプロリン合成の末端

酵素であるピロリンー5日カルボン酸レダクターゼ (P5CR)活性

との関連について調べた。発芽後2週間のコムギ幼植物に塩ス

トレス (115mM NaCI)を与え. 12時間の明暗周期で生育させ

ると. 2日目の明期からプロリンの蓄積が見られ，時期には未

処理のプロリンレベルまで減少した。明期のプロリン蓄積量と

暗期の減少量の変動巾は処理時間の経過に伴って増加し. 6日

目からその変動巾が急激に増加し，暗期でもプロリン蓄積が見

られるようになった。この時期からP5CR活性は未処理のより

増加し始めた。それまでは塩ストレスによってプロリンの明暗

変動が見られたにも拘らず，極ストレス有無によるP5CR活性

の変動は変化しなかった。これらの知見と分子生物学的知見と

から，梅ストレス応答によるプロリン蓄積の機構を考察する。

laD09 
シロイヌナズナのプロリン合成酵素(/::"-ピロリンー5ーカルポン厳令

成酵素)のcDNAクローニングとストレス条件下での遺伝子発現

室温笠E、ヘ滑末知宏l、篠崎和子1・4、片桐官、溝口献、上回寛子3、

和田敬四郎3、原田義買「、篠曲ト雄， ('理研・植物分子、 2目立・基礎研、

3金沢大・理、‘農水省・国際農研)

耐極性植物を含む幾つかの織物では、高塩、乾燥等の水ストレ

ス時に体内にプロリンを蓄積することが知られている。これは、プ

ロリンが適合溶質として植物体内の浸透圧を調節する機能を持つた

めと考えられている。そのため、本遺伝子を有用作物に導入するこ

とにより耐塩性あるいは耐乾燥性作物の作出が期待される。そこで

本研究では、ブロリン合成に関与するがーピロリンーチカルボン酸合

成酵素 (P5CS)遺伝子のcDNAを乾燥処理したシロイヌナズナの

cDNAライブラリーより単離し、構造解析を行なった。単離したシ

ロイヌナズナのP5CScDNAは、先に単離されたダイズのP5CScDNA
とアミノ酸レベルで75%の高い相向性が認められた。また、ゲノ

ミックサザン解析により 1遺伝子であることが示唆された。さらに、

ノーザン解析から乾燥高塩および'ABA処理でその発現が誘導され、

低温および高混処理では発現しないことがわかった。また、実際、

プロリン含量も遺伝子発現に伴い増加した。一方、ダイズにおいて

プロリン合成系の最終段階を触媒する酵素/::，'-ピロリンふカルポン

酸レダクターゼ(P5CR)遺伝子の発現が塩ストレス時に増加すると

いう報告がなされていることから、本研究でもシロイヌナズナより

P5CRcDNAを単厳し、ノーザン解析を行なった。しかし、乾燥、

高塩およびABA処理によるその誘導は認められなかった。以上の結

果から、シロイヌナズナにおいて上記ストレス時におけるプロリン

合戒には、 P5CSが重要な役割をはたしている可能性が示唆された。
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laDlO 
MOl玉CUlARCIρNINGOF CHOUNE OXIDASE GENE 
FROM Arthrob司cterglobiformis 
Patcharanorn DESHNIUM， Hidenori HA YASHI 1， 
and Norio MURATAl， Department of Molecular 
Biomechanics， The Graduate University for 
Advanced Studies， Okazaki， 444; lNational 
Institute for Basic Biology， Okazaki， 444 

The accumulation of glycinebetaine that 
occurs in a number of halotolerant organisms 
is regarded as an adaptive response to salt 
stress. In the Gram-positive soil bacterium， A. 
globiformis， choline oxidase is the key enzyme 
which converts choline to glycinebetaine. We 
have isolated a gene for choline oxidase from A. 
globiformis as follows: First， the N-terminal 
amino acid sequence of choline oxidase was 
determined. A partial sequence of the gene for 
the choline oxidase was amp1ified by 
polymerase chain reaction using 
oligonucleotides synthesized according to the 
partial amino acid sequence， as primers. The 
amplified partial sequence of choline oxidase 
gene was used as a probe for screening a 
genomic DNA library of A. globiformis. The 
gene thus obtained encodes a polypeptide of 
approximately 66 kDa. 

laEOl 
述心したホウライシダ));(糸体細胞における分裂予定位置での細

胞質の集積

土斗lLJ阜、和IHII: -I (>lü;~大・教義. '1ム物、 i初心;大.:l:1j!. 

'1三物)

fui等航物の細胞では、細胞分裂に先1j して分裂予定位t(1~に 111
刻する構造として、 Preprophaseband (PPB)とフラグモソーム

が知られている。フラグモソームは、被胞で ~îめられた細胞に
111羽する細胞質の集合体であり、械を'1'心としたI'J盤状の構造

をしている。被胞の少ない細胞にフラグモソームに相勺するも

のがイヂイf:するか行かは不明て、ある。また、 PPBとフラグモ

ソームの関係には木知!の部分が多い。 Ota(1961)は、通常フラ

グモソームが形成されないムラサキツユクサの雄しべの色の細

胞において、制11胞の遠心後にフラグモソームに類似した));(形質

糸が発注することを報公している。ノト1"1、我々は、より述心が

作坊にねえるホウライシダ原糸体細胞において~i似の現象を発

見し、 l目下剤11に解析したので搬fzする。

!1I~色光トムで 1狩I存養したホウライシダ!反糸体制11胞を JI 色光ドに
移すと、細胞先端部が!膨刊し、その後細胞は先端部でl，iHJ司分裂

をする。細胞分裂開始[I'fliijの、 JI色光照射開始12_511年111]後に細
胞を)，~部Ji lí'Jに遠心すると、械、虫主総体など、のオルガネラは基

ì'T~Jilí'J に移動し、先端部は被)泡、行11)商で I'î められた。核、築総
体は先端部に反らなかったが、本来の分裂1¥1'11"，'である先端部に

は);;()形質糸がフラグモソーム知似のpJ盤状に発注し、そこに1111
械が定位することがわかった。チューブリン、 F-アクチンを

A(染色した車占拠、 I'J総状の構造体は PPB上に発達し、 F ア

クチンを多く合むことがわかった。以上の鮎*'土、 PPBはフ

ラグモソーム様の構造を形成する能力を持つことをぷ|唆する。



laE02 
シダ原糸体の先端成長にともなう核の移動と細胞骨格

白旦盟盤、和田正三 (都立大・理・生物)

シダ原糸体は赤色光下で先端成長し、この際、細胞

核は先端から一定距離に位置するように、先端成長と

ともに移動する。先端部表層には微小管およびF-J'?わ
からなるリング構造が存在し、先端成長の調節に役割

を負っている (Murataet al 1987， Kadota and Wada 

1989) 。最近、我々はこのリング状構造が存在する細

胞先端部表層と細胞核先端部を結ぶ微小管、 F-i'ヲチンの

繊維構造を見い出し、この矯造が成長にともなう核の

移動に役割を持つ可能性を示した(Kadota and Wada 

1993) 。今回はこの微小管、 F-i'?チン構造および核の動

きに対する細胞骨格盟害剤の作用を調べた。

微小管、 F-i'ヲチンは紡錘形の核先端部と先端部表層を

結ぶだけでなく、核の基部倶Ij先端からも基部側の細胞

表層に伸びている。ザイトカラシンB処理によりF-門チンを破壊

すると、原糸体は成長を停止し、核の移動も停止するo

:1M:チン処理により微小管を破壊すると、やはり成長が大

きく抑制されるが、核は逆に、基部方向ヘ移動する。

以上の結果は、核先端部から細胞先端部表層に伸びる

微小管が、細胞成長時に核を細胞先端から一定の距離

につなぎとめる役割を、 F-i'ヲチンは核の基部方向への動

きに役割を持つことを示唆する。

laE03 
赤色光により誘導される副細胞形成時の核の移動機構

鈴木理恵・杉本慶子・旦盟堕王(国際基督教大学・生物)

私達はこれまでキウリ下座軸表皮の気孔形成の諸過程が赤

色光によって制御されていることを示し、赤色光による副細

胞形成系を細胞分化を人為的に制御できる系として確立した。

今回は赤色光照射によって誘導される副細胞(SC)形成時に見

られる副細胞母細胞 (SMC)の不等分裂に伴う核の移動メカニ

ズムについて報告する。 SC形成時において核の移動距離が

長い孔辺細胞(GC)の上方に隣接したSMCにおける核の移動に

着目し、赤色光照射による核の移動距離、時間的推移、 SC

形成に伴う紛胞骨格の動静について調べた。 1)赤色光照射後

約40時間後に核は隣接するGC方向へ移動を開始し、最終的

にはGC側約35%に位置した。 2)核の移動に伴い、長軸に対

し平行に配向した微小管が観察された。 3)1.5μmole/Iクレ

マート(微小管重合阻害剤)処理によって、赤色光下におけ

る核の移動は阻害され、核は細胞のほぼ中央に位置したまま

であった。一方、 5μg/mlサイトカラシンD(マイクロフイ

ラメントの阻害剤)処理の場合、暗中では核は細胞中央に位

置したままであったが、赤色光下では核の位置はランダムに

なった。これらの結果は、微小管とマイクロフィラメントが

赤色光によって開始される核の移動に客、接に関与しているこ

とを示すものであり、赤色光により誘導される核の移動機構

に関し考えられるモデルについて検討する。
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laE04 
気孔閉鎖運動における孔辺細胞微小管の分布変化

蓋一且る中嶋信美，近藤矩朗(国立環境研究所〕

気孔は二酸化炭素 (C02)や光，アブシジン酸 (AB A) 

など様々な環境変化に応じて開閉運動を行うことにより光合

成や蒸散の速度を調節する。気孔は表皮細胞から分化した

対の孔辺細胞によって形成されるが，微小管は孔辺細胞の分

化において重要な役割を果すことが知られている。本研究で

は，微小管と気孔開関連動との関係を明らかにする目的て¥
ABAによるソラマメ気孔閉鎖運動における孔辺細胞微小管

の分布変化を調べた。
十分に展開したソラマメ (Viciafaba)葉の裏側表皮の孔辺細

胞の微小管を間接蛍光抗体法により観察した。通常，昼間の

気孔は開いており孔辺細胞の微小管は細胞長軸とほぼ直角に

並んでいたが， 10μMのABA 時間処理で気孔はほぼ完全

に閉鎖し，孔辺細胞の微小管は断片化しほとんと消失した。

この反応はロj逆的であり， ABAの除去により'時間以内に

気子しの開きとともに微小管は再牛した。孔辺細胞周辺の表皮

細胞にはこのような現象は見られなかったことから，この反

応は孔辺細胞に特異的なものであると考えられる。しかし，

微小管の消火は気孔の閉鎖より遅い昨年期に起こったこと，微
小管の阻害剤であるpropyzamide処瑚により微小管を破壊して

も気孔の閉鎖は起こらなかったことから，微小管は気孔の閉

鎖運動に直接には関与せず，むしろ開閉運動に適した孔辺細

胞の形態形成及び維持などに関与していると考えられる。

laE05 
表層微小管の自己I"Jと細胞核の変形に及ぼすブラシノライド

の影響

盟皇起工，勝見允行(国際基督教大・生物)

細胞伸長効果のあるブラシノライド (BR)の表層微小管の

配向に及ぼす影響について、また、低温処理した切片の表層

微小管の配向と細胞核の変形にブラシノライドが及ぼす影響

について間接蛍対克体法と細胞核のDAPI染色により検討を行っ

た。キュウリ (cv.Aonag勾ibai)の妊軸切片を10nMBRで25'C

明所、低温処理はBR処理開始と同時か、 25'Cで24hBR前処理

した後、 BR存在下で行った。表層微小管の配向は伸長軸方向

に対して、 90
0

- 60。をT、60
0

_ 30
0

を0、30
0

- 0。をL、乱

れた配向をR、断片化したものをFとした。細胞核は長軸/短

軸が1.5以上、もしくは角を 1つ以上持つものを変形した核と

した。 25'Cでの表層微小管の配向はBR処理1h後にはTは55%

程度まで増加、 Lは6%まで減少した。 方、水処理では 1hで

L;が40%まで増加し、 Tが23%まで減少した。 3h後にはLが優

勢になり、 12hで J 度Lが35%まで減少して0が55%まで増加

したが、 24h後にはまたTが優勢となった。

l.5'Cの低温処理ではBR存在下でRの割合が対照よりも高かっ

たが、 Fの増加はBR存在下で抑えられ、また、 Tの割合も比

較的維持されていた。前記効果はBR前処理を行った場合によ

り顕著にみられた。変形した核の割合は対照に比べ3h後から

低く、その差は24h後まで顕著に維持された。



laE06 
担子菌ウシグソヒトヨタケの対合分裂における星状体

微小管の役割

旦昆」室，鎌田発 (岡山大・理・生物)

担子爵の;核的糸では、対合分裂と呼ばれる担子菌特有

の分裂が行われる。この過程では核の{在慣や隔壁の形成位

置などが厳密に制御されており、分裂時の核の工目立や細目包

質分裂の制御における細胞骨格の役割を調べるのに有用な

実験システムとなりうる。本研究では、ヒトヨタケの聖子生

耳目及びチュープリン変異体 8株について、品t{j-分裂時の、
分裂装置の構造、核の動き、隔壁の形成を謝交した。まず

免疫蛍光法により微小管を観察した。その結果、変具体で

は、間期の細胞質微小管の配列や、分裂期で形成される紡

錘体には野生型との違いは認められなかったが、野生型で

分裂中期以降にはっきりと観察される星状体微小管が欠け

ているか、あるいは非常に少なくなっていることがわかっ

た。そこで、調査した変異体のうち星状体の異常がもっと

も顕著て、あったBEN193株について、対合分裂での核の位置

と隔壁形成の位置を調べた。その結果、核の位置について

は分裂期を通じて里子生型との差は認められなかったが、隔

壁の位置に乱れのあることがわかった。さらに、隔壁形成

に先立って形成されるアクチンリングの位置も乱れている

ことがわかった。これらの観察結果から、星状体は対合分

裂における核の定位には関与していないことが示唆された。

一方、アクチンリングの形成、そしてそれに続く隔壁形成

の位置決定には、星状体が関与していることが示された。

laE07 

タバコ培養細胞BY-2からの細胞膜 表層微小管複

合体の単離

園車並宜、山本周史、柴岡弘郎(大阪大・理・ 4物)

高等植物細胞の表層微小管は植物ホルモンや細胞周

期等によって制御されているが、その機構は不明であ

る。また、表層微小管を構築する蛋白質についても生

化学的な同定はほとんどなされていない。我々は、表

層微小管構築に関与する蛋白質を同定するために表層

微小管を結合した細胞膜を単離をした。

細胞膜単離の際に表層微小管を安定化するために単

離方法は以下の条件を用いた。 1) taxolによる微小

管の安定化、 2)室温 (25
0

C前後)での処理、 3) 

緩やかな破砕、 4)迅速な分離である。

BY-2細胞のプロトプラス卜をtaxol存在下で、

Dounce homogenizerを用いて破砕し、 Percoll溶液中

で遠心した。その結果、細胞膜分画はPercoll溶液の

最上層に得られた。電子顕微鏡観察により、得られた

細胞膜小胞には表層微小管が多数結合しているのが示

された。また、微小管は数本から数十本が約 30nm

の間隔で一層に配列しており、細胞膜や隣接する微小

管との間の架橋構造が明瞭に観察された。
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laE08 
タバコ培養細胞BY-2の表層微小管の単離

山杢!司里、園部誠司、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

表層微小管は高等植物細胞に固有の構造体で、あり、

様々な配向変化を見せるが、その制御の機構は不明で

ある。この機構を明らかにするには、表層微小管を構

築する蛋白質を生化学的に同定し、その働きを調べる

ことが不日J欠であるが、そのような研究は全く行われ

ていない。それは表層微小管を単離する1i効な方法が

なかったことが原岡であると思われる。

我々は、表層微小管の結合した細胞膜由来の小胞を

単離し、これに界面活性剤を加えることで表層微小管

を単離することに成功した。得られた微小管は、多く

の蛋白質を含んでいたので、微小管を高塩強度Ca 21 

溶液中で低温処理することで脱重合させ、透析により

塩を除き、 30"Cでインキ 1 ベー卜することで再び重

合させた。得られた微小管は束を形成しており、これ

には表層微小管結合蛍白償と思われる蛋白質7種類が

結合していたりこの中には既に報告されている65kDa

MAPも含まれており、この蛋白質はリン酸化を受け

ることが示された。

現在、これらの蛋白質の機能、細胞内分布について

の研究を行っている。

laE09 
タバコ培養細胞BY-2のフラグモプラスト微小管の単離

松井啓祐、園都誠司 (大阪大、理、生物)

高等植物細胞の細胞質分裂を担うフラグモプラストには+

端を赤道面に向け、分裂面と直角方向に配列した 2群の微小

管が存在している。このような特徴的な微小管構造の形成に

は微小管結合タンパク質(MAP)の働きが重要であると考えら

れる。そこで、私たちは、アフイディコリンとプロピザマイ

ドを用いてタバコ培養細胞BY-2の細胞周期の進行を高度に同

調化させて得たearlyanaphaseの細胞を用いてフラグモプラス

ト微小管の単離を試みた。その細胞をプロトプラスト化し、

30%グリセロール、0.05%Brij58、20μMtaxol存在下でホモゲ

ナイズした。このホモジネ ト中ではspindle、核などのオル

ガネラは安定な状態で存在するが、フラグモプラストは機械

的な力に弱く断片化する。遠心により分画すると上清にはフ

ラグモプラスト由来と考えられる微小管構造の断片が多く含

まれている事がわかった。その分画にCa"と塩処理を低温で

行い微小管を脱重合させ、透析による脱塩ののち、 taxol存在

下でインキユベ トし再重合させた。重合した微小管を遠心

で集めSDS-PAGEを行うとチュープリンと共に複数のバンド

がみられ、これらのタンパク質がフラグモプラスト由来の

MAPである可能性は高いと考えられる。今後これらのタンパ

ク質の精製を進め、微小管との相互作用を調べ、抗体の作成

などにより MAPの同定を進める予定である。



laElO 
125 kDai!lk小管モ ター蛋白質の部分的分 f構造と細胞内局在

盗却哲弘、柴|刈弘自15 大阪大、理、 '1物 J

前年会シンポジウムにおいて、隔膜形成体微小管の構築に関り

すると考えられる微小管の滑り運動、並びに単離隔膜形成体標

品より単離された125kDa微小管モーター蛋白質について報告し

た。 今凶は、この125kDa蛋白質のー次構造および細胞内局夜

に関し新たに得られた以下の知見について報告する o

125 kDa蛋白質の分解物を分離して得た三つの断片のアミノ酸

配列を調べたところ、一つの配列が」速のキネシン様蛋白質の

モータードメインの宇部と高い相同性を持つことが分かった。

・lJ、 ;つのペプチド断Jiに挟まれた領域の一次構造を PC

Hllによって解析した結果、この領域が、既知のキネシン様蛋

[~質の部分的配列とは異なることが示された。 この特異的領

域の A 部分のペプチド、を抗!Ij1として調製した抗体は、ウエスタ

ンプロット解析で125kDa蛋白質のみを特異的に認識した。 ま

た、この抗体を用いた蛍光染色の結果、 125kDa蛋白質は、細胞

表層微小管、前期自ij微小管束とは共存せず、紡垂体微小管、隔

膜形成体微小管と耐じ細胞内分布を示すことが分かった。

これらの結巣は、 125kDa微小管モーター蛍白質が、新しく同

定されたキネシン後蛍白質であり、核分裂ならびに細胞質分裂

に働くことを不唆する〔

laFOl 
種々の根粒中に含まれるポリアミンについて

藤原伸介.阿部浩人へ米山忠克・(農業研究センター〆筑波大)

楠物界におけるポリアミン (PA) の分布やそれらの代謝・生

理機能に関する報告は膨大な数に及ぶが，根粒組織中でのPAに

関する研究は意外なほど少ない。本研究では.根粒内内の代謝

及び機能を探る端緒として.まず様々な根粒(茎粒も含む)中

の同組成並びに根粒の生長に伴うPA濃度の変化について調べた

ので報告する。

{結果]1.根粒菌との共生の結果生じるマメ科植物のすべて

の根粒及び茎粒中に.根粒菌の主要PAホモスペルミジン (H崎町

)が含まれていた。 Jj， 放線薗 Frankiaの感染によって生じ

る非マメ科樹木の根粒ではPA濃度が著しく低く.H【lIIIOも痕跡量

しか検出されなかった。 2マメ科植物(19種.52品種)の根粒

PA車白或は.Homoとスペルミジン (Spd)の割合を基にすると.1)

Homo>>S凶， 2) HomoキS凶.3) Homo<<S凶の3群に大別された

o 3.アズキは1)群.キマメは3)群に分類され.それぞれの品種

間(アズキ 7品種.キマメ 11品種)には凹組成の差が認められ

なかった。 4.セスパニア.クサネムいづれの植物においても根

粒と茎粒のPほ巨成は似ており.1)群に分類された。 5.根粒組織

の充実に伴い根粒内のPut及び S凶濃度は著しく上昇し.生殖

生長後期になって盛期を過ぎるとそれらの濃度は下降する傾向

を示した。また.多量のリン酸を施用して発達を促したキマメ

の根粒組織内では.やはりPutやSpdの増加が認められた。こ

のように.PAが根粒組織の発達・杷大・老化と関連しているご

とが示唆された。
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laF02 
マメ科植物と根粒菌の感染応答シグナル物質の分離

E盟去起i:.東 四郎，内海俊樹(鹿児島大・理・生物)

根粒菌のnodi宣伝子の発現を誘起するフラボノイド、がマメ科植

物の根圏に分泌することは既に知られている.Recourt等(1991)

はエンドウ幼植物にエンドウ根粒菌を接種，根圏浸出液より

nod誘導物質を分離している.今回.Rhizobium leguminosarum 
bv. trifoliiを接種したクローバの芽生えをセルロースアセテート

膜上で生育させて得た根圏浸出液(RFex)を， HPLC-3次元検出

装置を用いて，nod発現誘導物質の分離を行った. HPLC溶出分

幽ーのnodの発現誘導効果は， 4S株(野生株)の共生プラスミドを除

去したH1株 (Nod-)に， ANU843株のnod領域， 14kbを含むプ

ラスミドpRt032のllodAプロモーターの下流にlacZを挿入したプ

ラスミドを形質転換して得たH218株を用い，Ilod発現の誘導活

性をs-ガラクトシダーゼ活性で検出した.その結果，感染菌を

接種したRFはより，少なくとも 5種類のIlod誘導物質の存在を

確認した.~)j ， 4S株のIlod領域の17.75kbをクローニングし，

形質転換により Hl株に導入したH1(pC4S8)株(Nod¥Fix

)に， RFexのHPLC分画を加えて培養し，培養ろ液および菌体ぺ

リプラズマのクローノ〈根毛のカーリング(Hac)と変形(Had)に及

ぼす効果を観察した.その結果，歯体ぺリプラズマ中に恨毛の

変形を顕著に引き起こす物質が産製していることが判明した.

このHaclHad因子は， H1(PC4S8)株内のIlod遺伝子が発現した結

果合成されたものと考えられる.さらに，根粒菌を接種したク

ローノ〈恨の浸:H物中に溶出する，根粒菌のnod発現シクcナル物

質，およびそのシグナル物質により発現を誘導されるHac/Had

因子の情造の解析を試みる

laF03 
エンドウ Fix一突然変異体に形成される恨粒におけるレグヘモ

グロビンの発現
王量雄記、菅沼教生、河内宏1

(愛知教育大・生命科学、 1農水省・生物研)

マメ科植物の岐に綬粒菌が感染して形成される根粒では、
根粒に特異的なヲンパク質 'Nodulin'が発現する。 Nodulin

の 1つであるエンドウのレクヘモグロビン(L b) は、 5つ
のコンポーネントからなるが、われわれはサフトラクション
法によりエンドウの根粒から S/R#5とS/R#120の2種類の
L b遺伝子のクローンを単離した。 これら遺伝子の発現を正
常品種Sparkleの根粒と Fix一突然変異体E135の根粒とで比
較したところ、 S/R#120 の発現には遣いが見られなかった

が、 S/R#5の発現はE135根粒で抑制されていた。そこで、
E135根粒における Lbの発現を調べ、レグヘモグロヒンの
発現と窒素固定との関連について検討した。

L bは、へムとアポタンパ 7質から構成される。そこでま

ず、 Sparkleの根粒と E135の探粒におけるへム含量を比較
した。その結果、へム含量はSparkle根粒では週齢が進むに
つれて増加したのに対し、 E135t良粒では Sparkle根粒にお
けるよう主増加は見られず明らかに少なかった。ところが、

ダイス Lbに対するt允体を用いてウエス合ンフロントを行っ

たところ、 E135根粒でもSparkle根粒と同程度のアポ Lb 

のバンドが検出された。さらに、ロケット免疫電気泳動j去に

よりアポ Lb含量を定量したところ、 E135綬粒と Sparkle

梗粒におけるアポ Lb含量に遣いは見られなかった。次に、
L bコンポーネントのそれぞれのアポ Lbを未変性電気泳動
した後ウエス合ンブ口 y 卜によって上七較した。その結果、 5 

つの Lbコンポーネントのうちの Lbillのアポ LbがE135

U~ 車立で i成少していることが明らかになった。



laF04 
Bradyrhizobium elkani 1 におけるインドールピルビン酸

デカルボキシラーゼ活性と、その DNAクローニング
鑑竪堂宣1.小JII健一郎 1.福原英之 i ・朝山宗彦 1.

古賀仁一郎2 ・ 足 立 発3 ・南沢究 1('茨城大学農学部、
2植物防御研、:明治製菓生物科学研)

植物ホルモンである IAAは植物、微生物で、おも仁ト

リプトファン(Trp )から合成される。ダイズに根粒を形

成する根粒菌、 Bradyrhizobiumelkaniiもまた Trpから
大量に 1AAを合成する。乙の根粒菌が 1AAを合成し、分

泌する乙とは共生系成立において何らかの役割を果たして
いる可能性がある。

R elkaniiは、 Trp添加培地中で 1AAを生産する。そ
の培養液中から、 IAA合成系の中間体であるインドール

3アセトアルデヒド(1AAld )と、インドール乳酸(1LA ) 
を検出した。 また、 Relkanijの無細胞抽出液中で、イ

ンドール~3ーピルビン酸( 1PyA )からインドールー3アセト

アルデヒド(1AAld )ヘの変換活性の存在を確かめた。
さらに、 Enterobactorcl伺伺θ 由来のインドールピルビ

ン酸デカルボキシラーゼ(1PDC )遺伝子との相同領域が

瓦θlkaniiのゲノム上に存在した。 これらの結果は、 B.
θlkaniiにおける Trpからの 1AA合成経路が、 1PyA経路
( Trp→1PyA→1AAld→1AA )であることを示唆した。

また、その代謝経路中の 1PDC遺伝子と相同性をもっ領域
のクローニングを試みた。

ここでは、 B.elkaniiにおける 1PyA経路、 1PDC遺伝

子とその活性について考察する。

laF05 
イネのいもち病抵抗性遺伝子の精密マッピングとゲノムライブ

ラリー作成の試み
出質量二二し 2、佐藤征弥'.2、宮本勝'.3、安東郁男‘

('農水省・生物研、 2新技術事業団、 3茨大・農・農化、 4農研センヲー)

植物の真性抵抗性遺伝子の産物は病原体の特異的成分(特異

的エリシター)を認識して、植物細胞の持つ各種のsM御反応を

効果的に発現・誘導する情報認識・伝達関連の機能を持っと考

えられ、その実体の解明に関心が集まっている。

演者らはゲノムサイズが小さく、真性抵抗性の遺伝学的研究

の進んでいるイネを用いて、インド型イネから導入された3種

の対いもち病真性抵抗性遺伝子恒二.Q.巴ユ~，巴~ztのそれぞれ
多数の準同質遺伝子系統(Nearly1sogenic Lines)についてRFL
P及びRAPD(RandomAmplified Polymorphic DNAs)による分析を

行い、インド型イネから導入された染色体部位を決めると共に

抵抗性遺伝子近傍のDNAマーカーを得た。これらのマーカーの

遺伝子地図上の位置はそれぞれ日本型イネの感受性品種との交

雑のF2から選択された約100個体の感受性個体(抵抗性遺伝子

について劣性ホモ)での連鎖分析により行い、 0.5cMの精度で
決定された。またPi-bで1種、 Pi-ta2で2種のマーカーがそれ

ぞれの遺伝子と完全連鎖 (<0.5cM)していることが示された。

これらのマーカーはイネのゲノムサイズから計算してそれぞ

れの遺伝子から約100Kb以内に存在していると考えられ、イネ

のゲノムライブラリーから目的の遺伝子をクローン化すること

が可能と考えられる。現在イネのゲノムライブラリーの構築法

の改良を試みておりその結果についても報告する。
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laF06 
積質性エリシターによるイネ培養細胞の膜電位変化の誘導と情

報伝達

担里担三重，菊山宗弘渋谷直人(農水省・生物研放送大・生物)

植物細胞は、病原菌細胞表層由来のオリゴ糖シグナルを認識

して、生体防御機構を活性化する。我々はイネ培養細胞に低濃

度のがアセチルキトオリゴ糖を与えると、特異的な結合部位に

結合する 1)と共に、直後に原形質膜を介したイオンフラックス

や活性酸素の生成2)、特定遺伝子の転写の急激な活性化3)など

が誘導され、最終的にファイトアレキシンが合成される 4)こと

を見出している。そこでこのようなエリシタ一応答の細胞膜上

における初期反応機構を明らかにするため、酸素を通気した細

胞外液を濯流しながら、微小電極法を用いて、膜電位変化の解析

を行った 5)。オリゴ糖処理後10-30秒後から膜電位は急激に脱

分極し、1-2分でピークに達した後、膜電位は徐々に元のレベル

まで回復した。 Nアセチルキトオリゴ績は特定の重合度以上の

ものだけか勺有効であり、その有効濃度域はlO-IOM程度と極めて

低かった。脱アセチル休は、全く膜電位変化を誘導しなかったG

このようなオリゴ糖の厳密な構造特異性はエリシター活性で認

められた性質とよく一致していることから、特定の構造のオリ

ゴ績を膜上のレセプターにおいて認識した直後に一過的な脱分

極が誘導されることが、生体防御機構の誘導における情報伝達

に関与している可能性が考えられる。 !)Shibuyaら(993)

FE.釘 Lett329:75-78; 2)朽津ら 1993年度本大会;3)南ら

1993年度本大会 4)Yamadaら(1993)Biosci Biotech Biochem 
57:405-409; 5)Kuchitsuら(1993)Protoplasma 174:79-81 

laF07 
イネ培養細胞原形質膜に存在するN アセチルキトオリゴ機エ
リシター結合部位の性質
恵飛須則明¥鎌田芳彰省、賀来華江、朽津和幸、些釜直A(農
水省生物研、・沖縄県農試、'現ジョンズホプキンス大学)

高等植物は病原菌あるいは縞物細胞壁由来のオリゴ糖を認識
し、生体防御機構を活性化する。しかしながらこうしたシグナ
ルを認識し、細胞の応答を引き起こすレセプターに関する知見
はまだ極めて乏しい。演者らは最近、特定の機造のNーアセチ
ルキトオリゴ糠がイネ培養細胞のファイトアレキシン合成を誘
導する 1)とともに、膜電位の変化2)や活性酸素の発生、特定の
遺伝子の転写誘導3)などの初期応答を引き起こすことを明らか

にした。この旦 アセチルキトオリゴ糖を1251標識して結合
実験を行った結果、イネ培養細胞ミクロゾーム膜画分にこのリ
ガンドに対する高親和性結合部位が存在することを見いだした
引。今回、水性二相分配法により調製した原形質膜画分を用い
て検討した結果、エリシターに高い親和性を示し、ミクロゾー
ム膜画分に比較してタンパク当たりの比活性が50倍以上高い
結合部位の存在を確認した。この比活性の増大は原形質膜のマ
ーカー酵素の比活性の増大とほぼ対応するもので、この高緩和
性結合部位が原形質膜画分に局在していることを強く示唆する
ものである。非標識オリゴ槍による競争阻害実験の結果から、
この結合部位は細胞レベルでの実験結果とよく対応する結合特
異性を示すことが見いだされた。以上の結果は、この原形質膜
に存在する結合部位が、エリシターの認識・情報伝達に関与す
る真のレセプターである可能性を示すものである。 1)A. Yamada 
~ l!l..担堕ci.Biotech.Biochcm.. 57，405('93);幻 K.Kuchit
su et邑.，型空I旦並盟主， 174，79('93); 3)南栄一他、 93年度年
会講要 p.69、 ;4)N.Shibuya旦里1..E堕SLett.， 329， 75('93). 



laF08 
ブドウ経費細胞におけるサリチル自主によるアントシアニン生成

の促進

部 佳世子、(乍田正明、清水 碩 (お茶の水大・理・生掬)

サリチル駿は、病原菌抵抗性の誘導に関するシグナル拘質と

考えられており、微生物の感染やサリチル酸処理に応答して、

pathogenesis-related proteinsが蓄積されることが知られてい

る。抵抗性の発現のなかで、二次代謝産物の生成は.誘導性の

防御反応のもう一つの典型的な例である。そこで本研究では、

ブドウ培婁細胞を用い、サリ千ル竣のアントシアニン生成に対

する影響について検討を試みた。

培養7日目の細胞を、 100)1Kサリチル般を含む培地に移植する

と、 l日以内にアントシアニン蓄積の上昇が観察され、 7日目で

蓄積量がピークとなった後、減少した。ピーケとなる7日目では、

アントシアニン蓄積量は、コントロールの約40倍に遣した.サ

リチル自主は、 100)lK以上の漫度においては増殖を阻害したが、

50)1Kで1ま増殖阻害は僅かであった。 PAL活性ほ、サリチル般投与

により上昇し、投与後7日目でピ クとなった。これに対し、シ

キミ酸経路の最初に位置する醇素であるDAHPシン子一スについ

ては、サリチル酸投与による影響は見られなかった。サリチル

酸のアナロク物質のうち acetylsalicylicacid、p-hydroxy 

benzolC acid、2，6-dihydroxy benzoic acidのそれぞれにつき

その効果を検討したところ、 3物質のなかで acetylsalicylic

ac idのみがアントシアニン蓄積に対し、顕著な促進効果を示し

た。

laF09 
細胞壁画i分 ATPaseに対する褐紋病附サプレ、yサ の

種特異的判 m
杢盈主主主、 段!日午11弘、 ー瀬勇規、山IlJiiJi台、 i守11-友紀
(岡山大震)

エンドウ褐紋病菌の生産するサプレッサー (5)は、本菌

が宿十へ感染するために必須の凶子と考えられているo これ
までに Sの標的分子の A っとしてエンドウ原形質膜 ATPase 
が挙げられている。しかし、 Sは tn V1VO では原形質膜
ATPaseを種特異的に阻2・したが、水相二層分配法により調製
された分離原形質膜両分 ATPa田に対する Sの阻害活性は非
特異的であった。今回、 Sの作用特異性の発現における宿主
細胞懸の関与について、細胞壁画分に結合した ATPase(CW-
ATPase) を指標に解析した。エンドウおよびササゲより調製

した CW-ATP蹴活性は V04
1
感受性、 N03、N3に耐性を示

したが、至適pH、基質特異性、金属イオン~求性等において
原形質膜 ATP，蹴活性とは異なることが判った。種々の基質

を用いて Sの効果を調べたところ、 ATPを用いた場合におい

てのみ種特異的な作用が現われた。 CW-ATPaseを TritonX-
1∞PAGE後、 ATPaseの活性染色を行なった結果、エンドウ
では少なくとも 2つ、ササゲでは 4つの分画に活性が認めら

れた。これらのバンドから蛋白質を溶出し Sの効呆を調べた
ところ、エンドウでは全ての商分の ATP蹴活性が顕著に阻

害された。 方、ササゲでは 2画分の ATP，蹴がむしろ逆に

活性化されることが判明した。以上の結果から、細胞墜にも

Sの作用点が存在すること、さらに CW-ATPase活性がSの
種特異的作用を反映していることが判明した。すなわち、細

胞壁が宿主特異性決定に重要な役割を担っている可能性が示
唆された。
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laFlO 
Sclerotin ia scl巴rotiorUln におけるDアラピノースから

の移酸生成

査薩血室、 FrankA. Loewus1 京都大 .R 1センタ一、

1ワシントン州立大・生物化学研)

多くの農産物に強力な病imí性を示す ~~S:並旦止旦旦の
病源性発現には、感染組織に蓄積される諺酸が重要な役割

を果たすことが知られている。~旦並旦日旦山里には高等
植物における穆酸の前駆物質の一つであるLアスコルビン

酸 (AA)は存在せず、 AA類縁体であるDーエリスロアスコルビ

ン酸 (EAA)が存在する。 本報告は、 S. scl erot i orurrlに

EAAの前駆物質と想、定される D-アラビノース (ARA)の各種

標識化合物を与え、穆酸の生成を検討したものである。

~立並盟主i旦日里 はD-グルコース (GLU)をO.1%含むY-M

培地 (Difco)で 4日間前培養した後、培地を各種標識化合

物([1-， 2-， or 6_14CJGLU、あるいは [2-，or U_14CJARA) 

を含む新たな同培地と交換し、さらに 4日間培養した。そ

の後、薗体および培地に含まれる穆酸、 EAAをはじめとす

る代謝産物への標識の取り込みを各種クロマト分析により

調べた。

この際、穆酸への標識の取り込み率、および生成した移

酸の比放射能は [2_14CJARA> [U_14CJARA > [14CJGLU 

の順で高いことが確認された。 一方、標識は EAAへも取

り込まれたが、定量的なデータを得るには至らなかった O

これらの事実は、 L~clerotiorumで生成される穆酸は

ARAを前駆物質とし、 中間代謝産物である EAAの 1-2 

位の炭素骨格から生成されることを示唆するものである。

laGOl 
アオウキクサの花成誘導物質生成に関与するストレス要因

準杢盤、貝原純子、横山峰幸1 (京都生物研、 1資生堂基礎

科学研)

多くの植物の水抽出物は極めて低濃度でアオウキクサ

151の花成を誘導する。活性物質の大部分は植物体磨砕後

につくられるが、磨砕物を遠心分隊して得られる上清と沈

搬を別々にしておくと活性物質はほとんどつくられず、上

清及び沈澱に含まれる成分か反応して活性物質がつくられ

るものと考えられる。上清に含まれる有効物質がノルエビ

ネプリンであることはすでに報告した通りであるが、沈械

に含まれる有効物質 (factorc)は未知である。 Factorc 

の大部分は遠心分離後の沈搬を水に懸渇させると 5-30 

分以内に外液にIHてくるが、上清はほとんど factorcを含

んでいない。一方、アオウキクサを 5-15分間乾燥ろ紙上

においた後、または 5分間 0.5Kのマニトール溶液に法

かせた後、あるいはら分間 45-55Cの温水に浮かべた後、

水に浸漬または浮遊きせると、 2時間以内に多量の fac-

tor cが水中に出てくる。したがって、前述の沈搬を水に

懸渇させた場合も factorcは磨砕ストレスによってつく

られる、または遊離されやすくなるものと考える。 Factor

cは分子量 5，000以下であるが、 25Cでは2日以内にほ

とんど失活する。ただし、政性ではかなり安定であり、現

在その単離・ l司定を試みている。



laG02 
アオウキクサにおける無窒素培養による花成誘導とリジ

ンの花成誘導効果

ill:1:盤、江盛浩司、岡本富美、中山善雄1、杉野守1 (甲

南大・理・生物、 1近畿大・農・植生〉

短日性アオウキクサ151系統を、 72時間以上、窒素を含

まない培地で培養〈無窒素培養〉すると花成が誘導され

る。花成を誘導するために要する無窒素培養の期間や培

養液組成は異なるが、 6746系統や441系統においても、無

窒素培養により花成が誘導される。それ故、無窒素培養

による花成の誘導系は、短日性アオウキクサにかなり普

遍的に存在するものと考えられる。

151系統において、無窒素培養中lこ体内に遊離のリシン

が増加し、 l)ジンは151系統に対し花成誘導活性をもつこ

となどから、無窒素培養による花成は内生リシンの増加

に由来する機構が示唆されている。 6746系統や441系統に

おいても、無言霊素培養中に体内の遊離リジンが増加する

ことが認められる。また、培養液にリジンを添加した場

合、無窒素培養による花成は顕著に促進される。それ故、

151系統で示唆される無窒素培養による花成誘導機構は

6746や441系統においても同様であると思われる。

無窒素培養による花成誘導の発現を抑制する条件か、

151. 6746， 441系統のそれぞれにあるが、リジンはそれ

らの阻害を解除する働きを持つことも明らかになった。

laG03 
アスパラガス阪における花芽誘導

阻主E組王、甲村浩之 1、吉田達 2、吉田茂男(理研、

1広島農試、 z帝京大)

食用アスパラガス(Asparagusojjicinalis L.)の種子をチオカー

バメート類などの化合物で処理することにより 1カ月のアスパ

ラガス実生約70%に花芽が誘導される。しかしこの現象は、

発芽種子の生育状態に大きく依存する傾向が認められた。そ

こで今回は種子妊の分化過程と薬剤の効果の関連及び不定妊

における薬剤lの花芽誘導作用について検討した。

アスパラガス種子は暗所250

Cで4日間吸水させた後、発根の

状態によって第一次分類を行なった。その後、 4日間薬剤溶液

に置床した。処理個体は水洗し、根長により第二次分類を行

なった後、培養土に移植し温室にて育成を続け2週間後に花芽

形成率を測定した。不定脹誘導細胞 (EC) はアスパラガス茎

頂より得た多芽集塊より誘導した。 ECより不定粧の誘導はオ

キシン無添加の2.5%寒天培地に置床しすることによって行っ

た。再分化個体は1%寒天培地で、育苗し、馴化後温室にて育成

を続けた。分化の各過程で花芽誘導物質を添加し花芽形成率

を調べた。以上の結果、種子妊の分化過程で処理個体を分類

することにより、花芽誘導率が100%となる試験区を得ること

が出来た。また不定佐において種子匹同様、幼植物に花芽を

誘導することに成功した。
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laG04 
Ri形質転換体チコリの花芽形成における日長条件の影響

直証基盤、猪口雅彦、加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

キク科の二年草であるチコリ (Cichorium intyb凶)は花芽形

成に低温(春化処理)と長日を必要とする。我々はRiプラスミ

ドのT-DNA遺伝子が花芽形成に与える影響について調査する

ために、チコリ形質転換体の花芽形成現象について研究してい

る。 Riプラスミドによって形質転換されたチコリが長日条件の

みで花芽を形成することは、既に報告されている(1)。そこで

今回我々 は、 Ri形質転換体チコリの花芽形成における日長条件

の影響について調査した。

まず、我々の用いている器内培養環境下での通常体の花芽形

成条件を調べた結果、二週間の低温処理 (40C、暗黒)後に長

日条件 (16時間関期)に移すことで花芽形成を誘起できた。

次に、形質転換体における日長条件の必要性の有無を調べる

ために、形質転換体に用いる縞物体の播種時から長日刺激を一

度も与えずに、短日条件下だけで毛状根誘導から再形成体作成

を行なった。この短日条件下 (8時間明期)で誘導・生育した

Ri形質転換体チコリは花芽を形成しなかった。しかし、この植

物体を長日条件に移して生長させると花芽形成が観察された。

このことから、 Ri形質転換体チコリにおける花芽形成は、低温

処理を必要としないが、長日刺激は必要であることが明らかに

なった。更に、既に花芽形成を起こしているRi形質転換体か

ら、異なった日長条件下で不定芽を分化させた場合、長日下で

は花芽を形成したが、短日下では花芽形成が抑制された。

(1)鎌田博等(1992)横物組織培養， 9巻， 206-208頁

laG05 
カテコールアミン生合成及び生分解阻害剤によるアサガオ
の短日開花の阻害
井上英子、篠崎真輝(京大・農・応植)

植物の水抽出物中のLemnaの花芽誘導物質はカテコール
アミンの代謝産物であることはすでに滝本らと報告したが
日長反応との関連は明らかでなかった。今回は種々のカテ
コールアミン生合成及び分解阻害剤が日長反応を阻害する
ことを明らかにしたので報告する。
実験材料としては.Pharbitis ni 1， strain Violetを用い

た。種子を常法通り蒐璽τァマ発芽Lた芽生えを中山培地に
移植し、二日後に20t、13時間45分の暗期を一回だけ与え
た。種々の濃度の阻害剤l皿1を匪軸に貫通させた木綿糸を
通して暗期前、中、後に与え、 14日後に花芽、 't長を調べ
た。実験に用いた阻害剤はチロシン水酸化酵素の阻害剤と
して3-lodo-L-tyrosineα-Yethyldopa，Methyrosineなど、
芳香族 Lアミノ酸脱炭酸酵素の限害剤としてCarbidopa，
NSD-lOl5など、ドーパミン β水酸化酵素の阻害剤として
Fusaric acid， Glutathione， 6-Hydroxydopamineなど、モノ
アミン酸化酵素の阻害剤としてAmitriptyline，Choropro 
mazine， SK & F 525-Aなど、カテコ ル 0ーメチル基転移酵
素の阻害剤としてAscorbicacid， n-Butyl gal late， Pyri 
doxal-5-phosphateなどである。

今回用いたカテコ ルアミンの牛合成，生分解の阻害剤
の殆どが花芽形成を阻害した。特に、 α-Mcthyldopa，6
Hydoroxydopamincなどは暗期終了後に与えても阻害効果は
見られず、またテストされた濃度範囲では生長には何ら影
響を与えなかった。これらの結果はアサガオの短日による
花成誘導反応にはカテコールアミンの生合成、酸化分解が
関与してことを強く示唆している。



laG08 
アサガオ子葉のポリアミン合成系酵素活性

の光応答

平津栄次、

laG06 
アサガオの花成反応と子葉巾のフェニルプロパノイド含量と

の関係

亙1凶H車、竹能汚俊、篠崎虞輝1 (東北大・農・園芸、 1京大

・農・応植)
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(大阪市大一理吉田泉

アサガオは占般に短目によって花成誘導されるが、貧栄養、

低温、強光によって長日条件下でも花成誘導される。これら

の花成では、クロロゲン酸 (CGA)を始めとするプエニlレ

プロパノイドの関与が示唆されているが、その役割は未だに

明らかではない。最近、我々はアサガオ‘紫'から白花を咲

かせる皿utantを偶然に得た。アサガオ 6紫'の花包はアント

シアニンによるもので、その生合成経路はプエニ:1レプロパノ

イドの生合成経路と一部共通なことから、このmutantを用い

て花成におけるフェニルプロパノイドの役割を調べることを

試みた。

種子を常法に従って硫酸処理し、発芽種子をパーミキユラ

イトに植えて、長日条件下で5日間育てた芽生えから子葉を

採取した。子葉を2%酢酸申で10分間加熱してフェニルプロ

パノイドを抽出し、 OD2S9を指標としたODSカラムによる

液体クロマトグラブイーで分析した。白花mutantの子葉中の

CGA含量はwildtypeのそれより有意に少かった。そこで、

白花mutantとwildtypeを貧栄養、低温、強光、短目の各条件

下で育て、花成反応と子葉中のCGA含量を経時的に調べた

ところ、両者の相互関係について若干の知見が得られたので

報告する.

laG09 
acaul is変異株を用いた花序形態形成過程の解析

温室主差王、瀬下智子1、島田敬子、古庄敏行1、米国好文

(東京大・遺伝子実験施設、 1杏林大・保健)

laG07 
アサガオ花弁主要タンパク質の単離・同定と花芽分化に

おける発現牛理

主主s ~J，.、鈴木英明、藤岡町三、桜井

(理化学研究所・植物生活環制御)

成

我々は遺伝学的手j去を導入し、栄養生長から生殖生長への移

行過程の解明を目指している。これまでに花茎の伸長が停止す

るアラビドプシス突然変異株 (acl変異株)を単離し、解析を行っ

てきた。現在、 ACL遺伝子の機能を知るために、遺伝子の単離

を試みている。 ACL遺伝子座近傍の詳細な物理地図を作成し、

ACL遺伝子を含むと考えられる YACクロ ンの単離を行って

いる。 Columbia野生型株由来のacl変異株とLandsbergerecta 

野生型株由来の機々な変異株との掛け合わせを行い、得られたF

2、F3世代を用いて古典遺伝学的解析、 RFLP、RAPD解析を

行った o ACL1遺伝子は第 4番染色体上の可視的変異マーカーの

cer2より0.0+/ー5.3cM、RFLPマーカーのm557より 1.8+/ー1.3cM

の位置に、 ACL2遺伝子は第 1番染色体上のRAPDマ カーの

r269より0.0+/-7.1cM、RFLPマーカーのm280より4.2+/-2.0cM、

KG-20より5.2+/ー2.2cMの位置に存在することが示された O また、

花序形態形成の過程を明らかにするために、 acll変異株の復帰

アサガオの花器官の一つである花弁の可溶性タンパク

質を SDS-PAGEで解析すると、単量体分子量 47 k 

o aのタンパク質 (PN47)が構成タンパク質の約 5

%を占めていることを見いだした。花弁に特徴的な指標

タンパク質として PN 4 7を同定するために、 PN47

の精製、部分アミノ酸配列の決定、特異抗体のイ午成を行

なった。

抗 PN 4 7血清を用いたウエスタンプロットにより、

P N -1 7は花芽の発達に伴なって花弁で急速に発現・蓄

積してくることがわかった。また開花時の雄ずい、雌ず

いの各花器宵でも PN47は単位たんぱく量当たり花弁とほ

ぼ同程度検出された。一方、 PN47は菜からも検出すること

ができたが、単位たんぱく量当たりでは花弁の約 0.1%程度し

かなかった。このことから、 PN47はアサガオの各器官で構

成的に存在するタンパク質であるが、花器官の発達に伴いその

発現景が花器官で特異的に増加する特徴をもっタンパク質であ

ることがわかった。

変異株を単離し caulisと命名した。
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laGlO 
アラピドプシス散房花序変異 erectaの解析

島屋一塁手，米田 好文 (東大・遺伝子実験施設)

アラピドプシスは典型的なロゼット植物であり，一

定期間栄養生長を行った後抽苔し，花茎を伸長させ
っつ一定の間隔で花芽を形成する。 Landsberge.即鈎系
統は，他系統の野生型株に比べ，ロゼット葉が丸く

葉柄が短く，また，花茎上部節問が詰まり散房花序

様の形態を示すことが知られている。 erect挟然変
異の共通の表現型を明らかにする目的で，我々は

ColumbiaおよびWassilewskija(WS)系統からerec仰向T)突

然変異体4alleleを単離したので報告する。
er突然変異体 4alleleは，それぞれX線照射，速中性

子線照射，およびEMS処理したColumbiaM2世代，お
よび，inplanta法を用いて形質転換したWST2世代か
ら散房花序様形態を指標にスクリーニングされた。

遺伝学的解析の結果，変異は単一劣性で，また

Landsberg er株を相補しなかったため，それぞ、れをer-
101， er-J02， er-103，およびfer-l04と名づけた。

Landsberg erを含めたこれらel突然変異体では，第一

花芽の開花時における総花芽数が著しく増加してお

り，対応する野生型ERECTA遺伝子は花芽の発達段階
と節間伸長とのタイミングに関わると示唆された。

一方，ロゼット葉の形態はallele簡で大きく異なった。

er-l04はT-DNA1哲人変異体であり，現在，タギング法

によってER遺伝子の単離を行っている。

laHOl 
ホウレンソウ葉緑体にはN末端にグルタミン残基をもっ成熟フ

ェレドキシン-NADP還元酵素が存在する

生涯直壬，小幡茂裕三上覚範，井上千品，新勝光

(神戸大・理・生物キシダ化学・研究開発グル プ)

ホウレンソウ・フェレドキシン NADP還元酵素(FNR)の成熟

蛋白質はN末端に7 ピログルタミン酸残基をもっFNR(<Glu-
FNR)であると報告されている(J)。しかし，今回我々はホウレ

ンソウ葉緑体からN末端にグルタミン残基をもっFNR(Gln-FNR)
を検出したので報告する。

まず，葉緑体を担制 CHAPSで抽出処理をして，弱結合型FNR

分画と強結合型FNR分画に分ける。弱結合型FNRをアセトン分

画後、 SDS-PAGEとプロッテイングによって得られたPVDF膜上の

FN百バンドを切り取り， N末端構造を分析した。強結合型F限
はアセトン分画後，マトレックスレッドA，フェレドキシンカ

ラムによって精製し， N末端構造を分析した。

弱結合型FNRのN末端残基としてGlnーとIleが4:1の割合で

検出された。 7-pyroglutamyl pepti伽seで消化するとIle-が

増加し，その比は1:1となった。このことはN末端を異にする

3種類のFNR，<Glu-FNR， Gln-FNR， Ile-FNRが3:4:1の比で存

在することを示している。一方強結合型FNRはすべてGln-FNR

であった。葉緑体から迅速に精製したFNRには高い割合でGln-

FNRが存在するという今回の結果はGln-FNRが本来の成熟蛋白

質であり， <Glu-FNRは二次的変化によって生じた可能性を示唆

する。

1. Karplus， P. A 巴tal. (1984) Bioche皿istry23， 6576-6583 
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laH02 
好熱性ラン色細菌シネココッカスのシトクロムb6/J調合体の単

離とその性質

佐藤和彦、小池裕幸、菓子野康浩、西尾暁隆 (姫工大・理・

生命科学)

シトクロムb6/f複合体は光化学系Eから光化学系 Iへの電子

伝達を仲介するとともにprotonmotive forceを形成する。し

かしラン色細菌で・は、活性が強い光化学系 Iの周りの循環的電

子伝達反応にも本複合体が関与し、さらにシトクロム酸化酵素

を末端電子受容体とする呼吸系電子伝童反応にも関与している。

このようにシトクロムb6/1複合体はラン色細菌の電子伝達反

応において非常に重要な役割を果たしている。本研究では好熱

性ラン色細菌Jynechococcusvuf canusからシトクロム此/調

合体を単離する方法を検討し、その性質を調べたので報告する。

従来チラコイド膜からシトクロム此/線合体を可溶化する

ためには主にオクチルグルコシドが用いられてきた。しかしラ

ン色細菌の場合は高等植物の場合とは異なり、多くのクロロフ

ィルも一緒に抽出されてしまい、その後のショ糖密度勾配遠心

によってもあまりクロロフィルは除けなかった。そこで種々の

界面活性剤を用いて抽出条件を検討した。その結果HTG(Hepty

1-thioglucoside)を用いて可溶化するとシトクロムb6/1緩合

体は効率よく抽出されるが、クロロフィルはあまり抽出されて

来ない事が分かつた。さらに粗抽出液を硫安分画し、ショ糖密

度勾配遠心によって部分精製することにより、クロロフィル含

量の低い画分を得ることができた。

laH03 
緑藻 Pediastrumboryanumのフラストシアニンの cDNAク
ローニング

中村真樹，吉崎文則，杉村康知(東邦大・理・生物)

我々は一部の藻類に見られる鍋によるプラストシアニン

の誘導とチトクロームC6の抑制の機構を調べるため，緑藻
Pediastrum boryanumを材料として研究を行っている.今回
プラストシアニンの cDNAクローンを得たので，その楠造
を決定した

銅添加培養した P.borアanumから単離した RNAの λgt11

cDNAライブラリーを作製し，精製プラストンアニンに対す
る抗体でスクリーニングを行った その結果， トランジット

配列と成熟アポタンパク質からなる完全な前駆休タンパク質
のコドンを含む cDNA配列が得られた.精製プラストシア
ニンのN末側配列との比較から，はじめの 53アミノ酸がト
ランジッ卜配列， 98アミノ酸が成熟タンパク質であると推
定された.

P. boryanumのcDNA配列を， Mcrchantらにより報告され
ている緑藻 Chlamydomonasreinhardtiiのものと比較すると，
同じように GC含量が高く，コドン使用頻度もよく似ていた.

しかしながら， トランジッ卜配列部分は異なっていて，アミ
ノ酸は約 40%しか 致しなかった.
P. boryanumの成熟タンパク質部分のアミノ隊配列は，既

に報 ~f;. されている他の単細胞性緑浪 Chlamydomonas，
Scenedesmus， Chlorellaの配列とよく似ていた



laH04 

光化学系 1反応中心サ ブ ユ ニ ッ ト 蛋 白 の ク ロ マ ト

グラフィによる分離と精製

湯本健司，平出恒男槍山哲夫(埼玉大・理・生化旭光

学工業KK)

光化学系 1反応中心サブユニット蛋白を分離するためには

一般にSDS-PAGEで分離してそれぞれのバンドを切り出して

抽出する方法が用いられる。この方法では扱える試料の量に

限界があり、抽出収率も良くない。我々はこれらサプユニッ

トの大量調製のため液体クロマトグラフィを用いる方法を検

討した。その結果、球形ハイドロキシアパタイト(ぺンタッ

クスHP-40)を用いた一段階のクロマトグラフィでサブユニ

ットのうちPsaNPsaB，PsaD， PsaE及びP鎚 Cを分離精製出来

る条件を見いだした。またこれら単離サプユニットを用いた

光化学系 1反応中心の再構成実験の結果についても報告する。

laH05 
光化学系 Iサブ、ユニット I遺伝子欠失変異株の作製

仲本準(埼玉大・理・生化)

Synechocystis sp. PCC 6803光化学系 I複合体を構成するサ

ブユニット L遺伝子のクローニングを行い、その構造を明らか

にする湖宝で、この遺伝子の下流にサブ、ユニット I遺伝子が存

在することを見つけ、これらを昨年度本大会で発表した。この

サブPユニット I遺伝子は、ゲノム中にーコピー存在し、その転

写産物には、モノシストロニックなものと psaLと一緒に転

写されるポリシストロニックなものか認められた。この遺伝子

にカナマイシン耐性遺伝子を挿入し失活させたもので、ランソ

ウの形質転換を行った。形質転換体は野生株と同様の生育曲線

を与えた。また、二酸化炭素存在下の酸素発生及びメチルビオ

ローゲン存在下の酸素吸収にも差が見られなかった。
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laH06 
Synechocystis sp. PCC 6803光化学系I複合体サブPユニ、ソト欠

失変異株を用いた研究

仲本準、増村健一、櫓山哲夫(埼玉大・理・生化)

光化学系1複合体サブ‘ユニットD、E、F、及びI欠失変異株

を用いて、各々のサブ、ユニットの欠失が、①ランソウの生育、

②チラコイド膜及び光化学系 I複合体ポリペプチド組成、掛田

胞の光合成、に及ぼす影響を調べた。その結果にもとづき、こ

れらサプ、ユニットの、光化学系Iの構造と機能における役害リに

ついて議命する。

laH07 
ラン漠SyoecoocystisPCC 6803のチトクロムc-550J宣伝子のクロー

ニングとその欠失変異株の作製

沈建仁1・2、'11.F. J. Vermaas2、池内昌彦3、井上頼直1 ('理研・太陽光

科学、2ArizoneState Univ.， Dep. Botany 、3東京大・教養生物)

チトクロムc-550はラン藻細胞中の主要なc型チトクロムの一つ

である。このチトクロムは非常に低い酸化還元電位を持っていな

がら、電子伝達体としてではなく、光化学系IIの表在性タンパク質

として酸素発生活性を車街寺していることが我々の最近の研究で明

らかになった[1.2J。ラン積の光化学系IIにおいて、チトクロムr

550が33kDa表在性タンパク質とともにもう一つの表在性タンパク

質、 12kDaタンパクの系IIへの結合に必要であることから、このチ

トクロムがチラコイド膜の内陸に結合しており、そのため、膜を通

過するのに必要なシグナルペプチドの存在が予想される。本研究

では、究発場最負ラン蕩SyoecoocystisPCC 6803よりチトクロムr
550を精製し、そのN末端アミノ酸シーケンスを決定した.これを元

に、適当な制限酵素で切った後最ライゲーションした環状ゲノム

DNAを鋳型にしたPCR法でチトクロムc-550遺伝子をクローニングし

た。その結果、この遺伝子は160{困のアミノ酸をコードしており、精

製したチトクロムc-550のN-末端は26番目のアミノ酸より開始して

いた。従って、チトクロムc-550がシグナルペプチドとしておアミ

ノ酸を持っており、それがチラコイド膜内陸に到達するまでに切断

されていたことが分かつた。現在、チトクロムc-550の欠失変異株

を作製中である。

[1] Shen J. -R. and Inoue Y. (1993) Biochem. 32， 1825-1832目

[2] Shen J. -R. and Inoue Y. (1993) J. Biol. Chem. 268， 
20408-20413. 



laH08 
電子受容体キノンを異なったキノンで入れ換えた光化学

系 I反応中心での初期電子移動反応

岩城雅代、熊崎茂一1、神取秀樹1、吉原経太郎1、

池上勇2、使盤整 (基生研、分子研1 、帝京大、薬、化
学2) 

2次電子受容体ブイロキノンをエーテルで抽出し、他

のキノンを再構成した系 I粒子 (30-16chl/P

700粒子)において、電子供与体 (P7 00)、受容

体クロロフィル (A四)，キノン関の電子移動反応をピコ

秒吸収スペクトル測定により測定した。

1) P 700から Aoへの電子移動は 7psの時定数を示

した。

2 )フィロキノンが無い状態ではAo-は800ps以上

の間変化しなかった。

3 )メナキノン 4を再構成すると、 Aoは 3 8 p sで

減衰した。フィロキノンと 2ーメチル ナフトキノンは

67と 315psの時定数を与えた。

4) Aoのメナキノンとの反応速度は 16chl/P7

00粒子では 30chl/P700粒子より遅くなった。

これはタンパク構造の変化の影響を示唆する。

さらに他のキノンについても検討し、光化学系 I反応

中心内電子移動の機構を検討した。

laH09 
2種類のサプユニットからなる緑色イオウ細菌C.limicolaの

光化学反応中心複合体

l皐韮五二血大岡宏造角谷佐紀松原央，
2岩城雅代 2伊藤繁(1大阪大・理・生物基生研)

緑色イオウ細菌の光化学反応中心の還元側にはFe-Sセンター

が存在し，高等植物や藍藻の光化学系 I反応中心との機能上の

類似点が指摘されている。一昨年の本大会において，我々は C.
limicola f. thiosulfatophilumα-arsen)の反応中心複合体の粗精製

標品を用い， 3種類のFe-Sセンター(Fx，FA， FB)とP840に直接
電子を渡すチトクロムC刊の存在を明らかにした。しかし酸素
に対する不安定さのゆえ〔ーにその精製は容易ではなく，複合体

を構成するサプユニットや詳細な電子伝達機構については未

だに不明である。今回我々は，粗精製標品のさらなる精製を

試み，その諸性質の解析を行ったので報告する。粗精製標品
は，その後の一連のクロマトグラフィー(ハイドロキシアパ

タイト， Sephacry1 S-3∞， Q-Sepharl叩)を通して、最終的にコ

アタンパク(68kDa)とチトクロム句(21kDa)からなる標品(CRC-
2)にまで精製された。フェリシアン化カリウム，アスコルピン

酸による酸化ー還元差スペクトルから求められたへムcの含量は，

P840あたり1.7個であった。また， 27士 3個の政~h1a と 6・8個の
BCh1663が存在し，アンテナサイズとしては，ほほ最小である

と考えられる。 CRC-2はすでにF争Sセンターが破壊され，定常

光照射によるチトクロムc'<Iの酸化活性はみられなかった。し

かしレーザ一閃光照射実験では，初期電荷分離(P840+配 h1・
671) とその電荷再結合によるP840Tの形成，及びそれに伴う
遅延蛍光が観察された。このような遅延蛍光は，二次電子受
容体であるフィロキノンを除去した光化学系 I反応中心におい
ても見られる。 CRC・2は，初期電荷分離機能をもっ複合体とし
ては，サプユニット構成が最も単純な標品であるといえる。
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laHlO 
β-ca rotene のS2状態の励起寿命測定と工ネルギ一転移過程

の解析

神取秀樹雀部博之 2 三重--'it3 

<1京大理生物物理 2理事九 3基生研)

カロテノイドからクロロフィルへのエネルギ一転移は司理
論的にはカロテノイドの可視部の 2つの励起状態のいずれも
から可能であり司その効率は他の緩和過程との競争により決
定される. したがって司各励起状態の励起寿命を知ることが
重要である.そこで司今回司直接測定がなされたことがない司

β-carotene のS2状態の励起寿命測定を行い，エネルギ一転

移過程の検討を行った.
測定は. Up-conversion 法で行った.パルス幅は 200f 

L 時間分解能は 50 f sである.溶媒として nーヘキサン
を用い，測定は室温で行った.
観測された発光は司蛍光異方性比がO. 3 9と高いことか

らS2状態のみからの発光であることが明らかで司その寿命

は19 5土 10 f sと求められた. S 2状態の 0-2振動帯

への励起にも拘らず司 dynamic Stokes shift は観測されなか
った.
この値を基に. )纂類でアンテナとして機能するフコキサン

チンの励起緩和過程を考えると司 S2 状態の振動子強度は~

carotene とほぼ等しいにも拘らずー観測される蛍光収率は 1
/1 0以下であることから期待される寿命は 20 f s程度で
ある.また司我々は非対称性を持つカロテノイドの場合. s 
1状態からクロロフィルへのエネルギ一転移が著しく促進さ

れることを既に明らかにしている.これらは，速い内部変換
の後. S 1状態からのエネルギ一転移が起こるとする我々の

作業仮説を支持する結果である.

laIOl 
イネ増殖細胞級抗原(PCNA)遺伝子プロモ-~ーの site Ilエレメント

に結合する核内因子 RPCF-Il

企並盆ニ.鈴鹿巌.大橋祐子(農水省・生物研)

PCNAはDNAポリメラーゼsの補助因子として働く核合ンパヲ質で.

この遺伝子の発現は.細胞周期上の Gl(GO)・5境界紛で起こる。これ

までの我4の研究から.イネPCNAプロモーヲーの・165から・205の

問に存在する site!， IIa及び IIbのDNAエレメン卜が発現に関わり.

特に siteIla (GTGGGCCCGT)とsiteIlb (ATGGTCCCAC)に結合する

RPCF・IIが基本的転写に深く関わっていることが明らかにされた。 sile

Ila及び IIbはオーキシン誘導性遺伝子のプロモ-?ー領減に存在す

る共通配列 T/GGTCCCATとそれぞれ 6bp及び 7bp相同であった。

RPCF・IIが結合できなくなるような変異を sit.lIaとIlb両者に導入し

たときにのみ.sit. !に結合する核内因子RPCF・Iも結合できなくなる

ことがイネ核抽出物を用いた invitroの解析により明らかになった。

このことは siteIIaとIlb両者に変異を導入したときのみに発現レベ

ルの低下が起こるという invivoの結果とある相関を示す。また. ? 
バコプロ卜プラストへ 2x site Ila -TATA-GUS融合遺伝子を導入した

実験から.site Ilaは転写活性化作用を持つことが示された。しかし.

fulHength PCNAプロモーヲー中の IIaとIIb両 siteの変異が上流に

存在する工ンハンサー活性を消失させたことから考えると.RPCF・11

は上流の転写活性化作用を下流の基本転写因子に伝える因子，もしく

は一つの基本的転写因子として機能している可能性がある。また.

RPCF・111草分裂の盛んな細胞のみでなく非分裂細胞の核抽出物中にも

存在するが.DNA/RPCF・11複合体のゲルシフト分析における移動度の

遣いから.おそらく分裂細胞と非分裂細胞において異なる分子種が存

在しているものと考えられる。 RPCF-IlがPCNA遺伝子の埼殖細胞特

異的発現を規定しているのかどうかは現在椴証のため実験中である。



laI02 
転写調節因子HBP-1a(17)の機能ドメインの解析

虫山主輩、岩淵雅樹(京大・理・植物)

HBP-1a (17) は、コムギヒストン遺伝子の S期

特異的発現を規定するシス・エレメントであるタ

イプ l工レメント中のヘキサマー配列に結合する

bZIP型の転写因子であり、 S期特異的転写調節を

司っている可能性が示峻されている。今回HBP・

1 a (17) の作用メカニズムを知る目的で機能ド

メインの解析を行った。酵母の転写調節困子

GAL4のDNA結合ドメイン(G4DD)とHBP-1a(17)

の様々な領域を inframetこ融合させた一連のエフ

ェクター遺伝子 (G4DD/1a) および、 G4DDの結

合部位 (G4TS) を上流にもつリポーター遺伝子

(G4TS-35S/GUS または G4TS-H3/GUS) の両

者を同時にタバコ培養細胞BY-2のプ口卜プラス

トヘエレクトロポレーションにより導入した。

リポーター遺伝子の発現に及ぼす各工フ工クター

遺伝子の効果を調べた結果、 HBP・.1a (17) 蛋白

質は、プロモーター活性を上昇または抑制させる

複数の機能ドメインにより構成されていることが

分かった。

laI03 
bZIP型転写因子HBP-1bによるコムギヒストンH3遺伝子の転

写調節機構

盟藍皇盆 1，2、三上浩司 2、岩測雅樹 1，2(1京都大・理・植物、

2基生研・発生生物)

HBP-1bは、コムギヒストンH3プロモーター領域に存在す

るヘキサマー配列に特異的に結合できるbZIP型核タンパク質

である。ヘキサマー配列は、ヒストンH3遺伝子のS期特異的

転写に寄与するタイプ|工レメン卜の一部であるので、 HBP

1bは細胞周期に依存した転写調節シグナルを受けている可能

性がある。ヒストンH3遺伝子のS期特異的転写調節における

HBp.1 bの役割を明らかにするために、今回、 HBP-1bのbZIP

領域以外の機能ドメインの解析友ぴ、 HBP-1b遺伝子のプロモ

ータ 領域のシスエレメントの解析を試みた。

HBP-1 bと酵母の転写因子GAL4のDNA結合ドメインとの融

合タンパク質は、タバコ培養細胞BY-2において、 GAL4結合

配列を組み込んだレポーター遺伝子の活性を上昇させること

はできなかった。しかしこの融合タンパク質は、 GAL4!VP16

タンパク賀によって上昇した活性を抑制し、この抑制能がi

HBP-1b のN末領域に存在することが確かめられた。また、

HBP-1b遺伝子の5・欠失変異プロモーターと、植物細胞内で翻

訳効率が上昇するように改変されたGUSとのキメラ遺伝子を

作製し、一過性のGUS発現量を指標に、 HBP-1b遺伝子プロ

モーターのシス領域の解析も行なっている。これらの解析か

ら、 HBp.1b遺伝子とヒストンH3遺伝子の階層的転写調節機

構に関するモデルの構築を試みる。
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laI04 
コムギ G-box結合転写因子 HBr-la遺伝子のトラン

スジェニック・シロイヌナズナにおける葉特異的発現

三よ造瓦l、桂真昭 1，2、岡田j清青孝 3人、志村令郎 3，4

岩i淵淵到則リ悶手雅住樹 1口'ユ2(ドl国立基生研.発生生物、 2京大・理・分子

植物、 3国立基生研・遺伝子 1，4京大・理・生物物理)

G-box (CCACGTCA)は、ホルモン、ストレス、あ

るは光による遺伝子発現誘導に関わるシス配列であ

ることが知られている。我々はすでに、コムギの G-

box結合因子が bZIP型転写因子のファミリーを形成

していることを報告しているが、各メンバーとそれ

らのターゲットの遺伝子発現制御聞における関係に

ついては不明である。そのことを明かとするため、

本研究では、コムギ HBP-la(l7)遺伝子のトランスジ

ェニック・シロイヌナズナにおける組織特異的な発現

について解析をした。

HBP-la(l7)遺伝子の 5'上流域(約 2k b) 、第一

エクソン、第一イントロン、第二エクソンの前半部

を含む DNA断片を、 GUS レポーター遺伝子につな

いだ。この融合遺伝子を持つトランスジェニック植

物を作製したところ、 5つの異なる植物においてレ

ポーター遺伝子が若い緑葉で特異的に発現していた。

このことから、 HBP-la(17)遺伝子の葉特異的発現が、

G-boxを介した遺伝子転写の光誘導に関わっている可

能性が考えられた。

laI05 
タバコTATAボックス結合蛋白質のcDNAクローニング

盤釜竪阜、森仁志、今関英雅、山崎健一(名古屋大学・

農・分化遺伝)

RNAポリメラーゼ IIによる正確な転写開始反応には

遺伝子のプロモーター領域(TATAボックス付近)に基

本的転写因子や RNAポリメラーゼ Hにより構成され

る転写開始複合体の形成が必要である。この転写開始

複合体のアセンブリーの中心分子はτ下IIDと呼ばれて

いる。高等真核生物では TFIIDはTBP(TATA box-

binding protein)とTAFsぐrBPassociated factors)より構

成される複合蛋白質である。 τ'BPは最初に TATAボッ

クスを認識し結合することにより転写開始複合体形成

のきっかけとなる。また、遺伝子特異的転写因子と直

接あるいは TAFsを仲介して相互作用することで転写

活性の調節に関与していることが知られている。この

ように、 TBPは転写開始において中心的役割を果たす

因子である。

そこで、植物の RNAポリメラーゼ Hによる転写調

節機構のなかで分子レベルでの解明を目的としてタノ〈

コ培養細胞 (BY-2 )の TBP遺伝子の cDNAクロー

ニングをおこなった。また、現在、大腸菌で発現させ

たタバコ TBPをもちいて、当研究室で独自に開発した

タバコ試験管内転写系の中でその生化学的特徴を調べ

ている。



laI06 
タバコ剣繍噂錨転写系はトランス活樹包を再構成できる

山旦盤昼、今関英雅、山崎健一(名古屋大・農・分似重伝抱胸)

真核生物においてクラスE遺伝子の転写増幅はトランス作用因

子が直接に、あるいは{中介因子をかいして、基本民阪写因子 (T
F IIA-TF II J)のプロモーター上への集合を促進させること

によっておこると考えられている。またTFIIDは、ヒト・ショ
ウジョウパエにおいてTATAボックス結合タンパク (TBP)
と7-10種のTBPassociated factors (TAF s)からなる
巨大な複合体を形成し、これらのTAFがSp1、CTF、GA
L4-VP18によるトランス活性化削制トしていると考えられ
ている。しかし高等植物において、このような転写増幅に必要と
される因子に関する解析は殆どなされていない。
前回の本学会において、我々はタバコ培養細包BY-2核抽出

液による鱒倒胞転写系を確立したことを報告した。
今回、我カはこの系を用いて、 CaMV35Sプロモーターの

上演活改11の効果を解析した。 -343から-47の配列を最小フ。ロモータ
ーに連結すると、転写活性の増大が観察され、この効果は逆向き
に連結した場合も同僚であった。乙の官爵或はドメインB(-343-
-90)およひlas-1要素 (-85← 64)から構成されるが、それぞ

れが転写活性の増大に貢献していた。またas-1要素のコピー
数を増やすと相加的に活性の増大を示した。これらの結果は以前
報告されたトランスジェニック植物を用いた解析とよく一致して
いる。よってこの転写系は転写調繭鱗の解析に用い得ることが
実証された。再構成転写系の画分、 TBP組み替え体、 DNAオ
リゴマ一等を組み合わせて用いた鶏鱗果を紹介し、これらトラ
ンス活性化がどのような要素を必要とし、どのような機構によっ
ておこるのかついて報告する。

laI07 
タバコ試験管内転写系を用いた熱ショックプロモーターの

転写調節機構の解析

志水佐江、山口雄記、今関英雅、山崎健一(名古屋大学・

農・分化遺伝)

アラビドプシス熱ショック蛋白質 (HSP18.2)のプロモ

ーターの下流にGUS (β ーグルクロニダーゼ)遺伝子を

連結したものを導入した組み換えアラビドプシスやぺチュ

ニアでは、熱処理(3SOC-40
0C )するとGUS活性が高く

なることが知られている(高橋ら、 1992，Plant J，)。

このHSPプロモーターをもっプラスミドをタバコ培養細

胞 (BY-2)へエレクトロポアレーション法により導入し、

熱ショック後、 24時間培養してGUS活性を測定した。そ

の結果、 400Cの時最も高いGUS活性が観察され、コント

ロールであるお℃の時の約18倍てーあった。このことは、導

入されたHSPプロモーターがBY-2細胞内で熱に応答して、

その転写量が上昇することを示す。

次に、 BY-2の核より蛋白質を抽出し、これを熱処理後、

HSPプロモーターを含む転写鋳型を用い試験管内転写を行

ったところ転写活性は熱に依存して増加した。この転写増

幅がどのような機構によって調節されているかについて報

告する。
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laI08 
ACCURATE IN VITRO TRANSCRIPTION OF PLANT 

PROMOTERS WITH NUCLEAR EXTRACTS 

PREPARED FROM TOBACCO BY -2 CELL LINE 

H且金王企N， Masahiro SUGIURA. Center for Gene 

Research， Nagoya University， NAGOY A 464-01， 

JAPAN 

We have developed an in vuro回 nscriptionsystem using 

ex甘actsfrom nuclei of tobacco (Nicotiana t，αbc抑制)BY-

2 cell line. With 出is cell-free system， accurate 

transcription仕omplant and animaI， class II promoters 

can be initiated in vitro and deterrnined by primer 

extension method. This transcription system represents 

the in vivo situation as it could initiate transcription from 

those genes which are act凶 llyexpressed in BY-2 cells， 

e.g. no transcription was observed when a light-regulated 

rbcS promoter was used. The ex甘actsalso directed 

a∞山富te仕組scriptioninitiation from a class III promoter 

(Arabidopsis thaliana U-6 snRNA promoter ). Therefore， 

our results show that this system could be ideal for 

studying the mechanism of gene expression and its 

regulation. 

laI09 
タバコRNA結合蛋白質RGP-3の核酸結合特性と細胞内

局在性について

守口和基、杉田護、杉浦昌弘(名大遺伝子実験施設)

我々はタバコ (Nicotianasylvestris) cDNAライ

ブラリーより新奇の RNA結合蛋白質をコードする

cDNAクローンを単離した。 DNA塩基配列から推定さ

れる蛋白質(;:1:144アミノ酸からなり、 RNA結合ドメイ

ン (83残基)と C末端側にグリシンリッチ領域 (15

残基)をもっ。一昨年の本大会で報告した RNA結合グ

リシンリッチ蛋白質 RGP-1bと RGP-2の RNA結合

ドメインとは、それぞれ57%と63%のアミノ酸配列の

相向性を持つことから、この蛋白質を RGP-3と命名し

た。大腸菌内で大量発現させて得た RGP-3を用いて核

酸結合特性を調べた。その結果、 ssDNA、dsDNA、

poly(U)に対して比較的強く結合することがわかった。

RGP-3と RGP-1bに対する坑血清を用いて、ウエス

タンプロット法と免疫細胞化学的手法により、タバコ細

胞内での局在性を調べたので報告する。



laI10 

タバコRNA結合蛋白質RZ-lの細胞内局在性

韮霊----1藍、杉田護、杉浦昌弘

(名古屋大学遺伝子実験施設)

我々は、タバコN.sylvestrisのcDNAライブ

ラリーからRNA結合ドメインとZnフィンガーモチ

ーフをもっ蛋白質をコードするcDNAクローンを

単離し、この蛋白質を"RZ-l"と名付けた。また、

RZ-lが実際!こRNAと結合すること、 RZ-l全体の

構造がRNAとの結合には必要であると推察される

ことを示し、昨年度の本大会において報告した。

今回、我々はRZ-lをグルタチオンーs-トランスフエ

ラーゼとの融合蛋白質として大腸菌体内で大量発

現させ、高度に精製したものを抗原とし、 RZ-l
に対する抗体を作成した。この抗体を用いてウエ

スタンプロッテイング法や蛍光抗体法により、

RZ-lがタバコ培養細胞BY-2の細胞核に局在して

いることを明らかにした。これは、 RZ-lが核内

で転写や転写後の発現制御に関与していることを

示唆している。また、タバコの葉、根などについ

ても、抗体を用いて免疫組織化学染色を行い、細

胞内局在および組織特異的発現について調べたの

で合わせて報告する。
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一般講演

第 1日 3月初日(月) 午後の部

A会場 光 生 物 学(1 ) 

B会場光合成(2 ) 

D会 場環境応答(2 ) 

E会場 細胞骨格(2 ) ，オルガネラ(1 ) 

F会場脂質-生体膜

G会場 電気生理-イオン輸送

H会場光合成(3 ) 

I会場 遺伝子発現(2 ) 
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lpAOl 
光変換に伴う蛍光スペクトル変化を指標としたフィトクロ

ム定量の可能性について

韮よ塵困、田中良征(東理大・理工・応生)

フィトクロムの定量法として従来は、光変換に伴う吸収

変化を指標にする方法と、免疫学的方法が主に用いられて

きた。今回は光変換に伴う蛍光スベクトル変化を指標とし

た新しい定量方法の可能性を報告する。

低温蛍光スペクトル潰IJ定の結果(井上等、 1993植物生理
学会年会、金沢)から、液体窒素温度におけるPrφ1umi-R 
に伴う690nmの蛍光強度変化、あるいは-20.CにおけるPr{}
皿eta-Rcに伴う690n皿の蛍光強度変化が定量目的に使えそう
であったので、まず-20.Cでの実験を試みた。 75覧グリセリ

ンを含む10mMリン酸緩衝液pH7.8に溶かした黄化エンドウ

芽生えより精製したフィトクロム2μlを厚さO.9mmの微小

キユベヅトに満たし、蛍光顕微鏡のステージにマウントし、

633nmの励起光による-20.CでのPr，meta-Rcの蛍光強度を冷

却CCDカメラを用いて定量した。その結果、光変換に伴う

蛍光強度変化はA666=O.00048-0. 0077の範障で試料の濃度

と比例した。しかしながら、積算を行わない場合、蛍光強

度のバラツキから検出限界はA666=0.001程度で、従来の吸
収変化を指標とした方法と同程度の検出限界に留まったc

試料を液体窒素温度まで冷却すると、蛍光強度上昇に伴い

信号強度変化が1桁以上上昇したので、従来の吸収変化に
よる方法よりより感度の良い測定が可能になると期待され
る。

lpA02 

講演取消
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lpA03 
尿素変性によるフィトクロムの色素団、タンパク質問相互作

用の解析

産量萱-m.中津美紀，真鍋勝可(横浜市大・文理・生物〉

フィトクロムのタンパク質部分の立体構造、色素団とタン

パク質問の相互作用の解析の為に、精製フィトクロムの尿素

による変性及びその再生過程のトリプトファン(Trp)ケイ光、

吸収スペクトルを測定した。

フィトクロムに種々の濃度の尿素CO-8M)を加え、 Trpケイ

光強度、吸収スペクトルの変化を測定したところ、その変性

過程は多段階であった。 3M尿素処理をした標品の吸収スペク

トルは、フィトクロムを限定分解して得られる色素間近傍の

36kDa断片CV66-Y383)と同様な槌色した形状CIbl形)を示した。

又、 Trpケイ光は強度の増大と極大の長波長シフトがみられ

た。このことから、 3M尿素ではタンパク質部分の立体構造の

変化が起り、色素団との相互作用に変化が起っていることが

示唆された。さらに、 3M尿素処理後のフィトクロムを希釈に

より尿素濃度を下げていったところ、 Trpケイ光強度は減少

したが、 Trpケイ光極大、及び吸収スペクトルの完全な復帰

はみられなかった。又、再生フィトクロムの限定分解パター

ンは、 nativeのものとほぼ同様であったが、 nativeなフィト

クロムにみられる29kDa断片CA753-RIOIO)が量的に少なく、

立体構造の再生に重要な部域であることが示唆される。

lpA04 
ホウキモロコシアントシアニン形成にPfrと協同作用する因子 6

生成の光受容体

墨恩I主主、七{曝千津子、橋本徹，(神戸大・理・生物、神戸女子大

・家政り

赤色光(R)パルス照射によるアン卜シアニン形成は遠赤色光(FR)

によってほぼ完全に打ち消されるが、最初の赤色光パルスRlをFR

で打ち消した後に、赤色光パルスR2を与えると、 R2単独の作用よ

り大きな効果が現われ、この効果はRlの光量に依存することなど

から、 Rの作用には、それ自身はアントシアニンを誘導しないが、

Pfrの作用を増幅するRシグナル 5が存在することを指摘した。 σ

生成は、 FR打ち消しを受けにくいことから、 R-FR相互変換をしな

いR受容体が関与していることも予測されるが、フィトクロムの

可能性もあり、以下の通りこのことを確かめる実験を行った。 σ

の定量は三重照射Rl-FR-R2において、 R2によって一定量のPfrを

与えて生成するアントシアニンの量によって行った。実験l)Rlと

FRとの間隔を変えた照射により、 σ生成にはFR打ち消しからの速

やかなエスケ プが認められた。実験2)Rlを580-690nmの範囲で

変化させ、作用スベクトルを調べた。極大作用は660nmに認めら

れた。実験3)種々の波長における200秒照射の光量一 σ生成応答

曲線を調べた。曲線のプラトーレベルは620nmと660nmで最も高〈

なり、等レベルのプラト が認められた。しかし、それより長波

長問IJでは低下した。



lpA05 
細胞質運動の光制御と光情報伝達過程の解析

車主 童五，上妻道成峰 雪 芳 宣 古 谷 雅 樹3 (大阪大・

教養・生物目立・計測器広島大・理・生物科学，
3目立・基礎研)

淡水産単子葉植物オオセキショウモの葉の表皮細胞の

葉緑体は、弱光下でフィトクロムと光合成色素との協働

作用により、細胞上面に集まる光定位運動を示す(IJong

et al. 1993)。本研究の目的は、この実験系を用1.'.て、

細胞質の運動をひき起こす光受容系と、シグナル伝達経

路の初期過程とを解析することである。波長850nm))安

全光を用い、対物レンズ(40倍、関口数0.70)でとらえた

細胞上面の光学像を、高感度TVカメラを通して光磁気デ

ィスクに取り込み、経時変化処理プログラム (Mineyuki

et al. 1983)によって、細胞内頼粒の運動性の変化を擬

似カラーで表示した。その結果、細胞を精順応させると、

細胞質中の輝点が認められなくなること、短時間赤色光

照射後、数秒間以内に細胞質中 lこ輝点が現われるので、

極めて早い光制御反応であること、この効果は赤色光特

異的であること等が明らかとなった。さらに落射照明光

路iこダイアフラムを挿入し、単一細胞を顕微照射した際、

他の細胞に輝点が現われるか否かを調べることにより、

運動を制御する情報が細胞間で伝達されるか解析中であ

る。

lpA06 
ホウライシダ前葉体細胞における核定位運動の光制御

担叫量隼・和田正三(都立大・理・生物)

核は成長や細胞分裂にともなって、その必要な位置に移動
することはよく知られていたが、葉緑体のような光定位運動
は従来知られていなかった。演者らはホウライシ夕、(Adiantum

capilfus-ve neris)の前葉体細胞内で、核が光によりその位置を

変えるという、今までに報告がない核定位運動を見出し解析

した。
明所で培養され、細胞層が一層の前葉体の細胞では、核は

表面の葉緑体層の直下に位置していた(Lightposition)が、日音順
応した前葉体細胞の核は、細胞分裂の結果できた細胞壁近傍

に位置していた(Darkposition)。核がLightpositionにある前葉
体に、前葉体の展開面と平行な方向からその展開面に垂直な

振動面を持つ赤色又は青色偏光を、連続して6時間照射すると、
核は前葉体の展開面に垂直な細胞壁すなわち前糞体の細胞同

士を分かつ細胞壁の近傍に移動した。核か'"Darkpositionに位
置する場合も、前糞体の展開面と平行に振動する偏光を約4時
間照射することによって、核の定位運動の誘導が観察された。

これらの運動はくり返し誘導することができた。核の移動方

向は葉緑体光定位運動の運動方向と一致していたが、葉緑体

は核に比較して短時間で定位した。
これらの事実は、核の光定位運動力言葉緑体光定位運動とは

独立の現象であることを示唆している。
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lpA07 
PHOTOMOVEMENTS IN Euglena gracilis : AMMONIUM 
ION ENHANCES THE STEP-DOWN PHOTOPHOBIC 
REAcnON 
Shiaeru MATSUNAGA，Tetsuo TAKAHASHll， Mamoru 
KUBOTA2， Ma幻 katsuWATANABE2，Michizo SUGAI3 and 
Terumi↑su HORI， Inst. Biol. Sci"汁1e Univ. 01 
Tsukuba，Tsukuba 305， lJapan Advanced Institute of 
Science and Technology， Tatsunokuchi， Ishikawa 923-
12，2Nationallnsti↑u↑e 10r Basic Biology， Okazαki444， 
3Fac.Biol.， Dept.Sci"Toyama Univ.，Toyama 930 

In E.gracilis， pho↑ophobic reactions are composed 
01step叩(leading to photoavoidance ) and 
step-down ones (Ieading to photoaccumulation )， and 
both 01 them are action-spectroscopical blue.light 
reactions 

Ine湾コen打1entalculture conditions， 2-day 
starvation of nitrogen sources caused s↑rong step叫 p
photo凶 obicreaction but not step-do哨 n
photo同10bicreaction to 440 nm blue light. However， 

10hoursaf↑er addition of nitrogen source ( ammonium 
幻 Its)， the step-down凶otophobicreaction w部 well
resumedbu↑↑he step叩凶otophobiCreαction w部

lost. 
Th陰changeseems to be linked w ith nitrogen 

asslmilation because it wcぉblockedby inhibitors of NH3 
部 imilationenzymes (I.e， glutamine syn什1etase). 

lpA08 
クロレラ変異体での硝酸・アンモニア取り込みの青色光制御
塑益盟里(帝京大・薬・化学)

クロレラ変異体を材料として以下のことを前回までに報告し
た。青色光昭射により (1)硝酸の取り込み均判定進され、 (2)in 
vitro系で硝酸還元酵素の活性化カ1部められた。生成した亜硝
酸はアンモニアヘ還元され、グルタミン合成酵素(GS)により固
定されるが、青色光照射により (3)アンモニアの放出が顕著と
なり、 (4)GS活性の増加が認められた(Kamiya1988. 1989)。こ
のように、青色光はクロレラの硝酸代謝を促進させる。クロレ
ラは硝酸以外にもアンモニア・アミノ酸などを窒素源、として利
用できるが、アミノ酸(プロリン系・アルギニン系)の取り込み
にも青色光か宅融である (Kamiya& Kowa11ik 1991)。
硝酸は W-symportにより、アンモニアはNH.+ -uniport (アン

モニアの取り込みは細胞からの K+-eff1uxと W-extrusionで
charge compensationされる)により取り込まれる。そこで、今
回硝酸を窒素源、グルコースを炭素源、として生育したクロレラ
白色変異体を用いて硝酸の取り込みを H七 N03--s抑nportで検討
した結果、青色光は硝酸の取り込みを促進させることを再確認
した。また、硝酸で生育した細胞はもともと高いアンモニア取
り込みi舌性を示すが、そのi舌性は青色光により逆に阻害された。
しかし、この青色光によるアンモニア取り込み限害効果はバッ
ファー中に硝酸が存在するとキャンセルされた(青色光R萌す刊。
青色光は硝酸代謝経路を促進させるが、アンモニアは逆に硝酸
代謝経路を種々の箇所で阻害させることが知られている。これ
らの結果から、クロレラ細胞でのアンモニア取り込みは細胞内
のアンモニアレベルで調節される可有副主を今後検討する。



lpA09 
数生態型Bipolari S oryzaeの胞子形成の光調節反応、

主星量二、熊谷忠(東北大・遺生研)

多くの糸状菌は、胞子形成誘導に光を必要とするタイプ

(photo-induced sporulators) と光を必要としないタイプ

(non -pho toーはduced sporulators) の2つに分けられる。

また、イネごま葉枯病菌Bipolar i S oryzae には 2ワのタイ

プの生態型が存在する。光誘導型B.oryzaeは連続暗黒下では

胞子を形成せず、栄養菌糸が近紫外光を受けると分生子柄形

成が誘導され、引き続き暗黒下に置かれると胞子が形成され

るO この近紫外光による胞子形成誘導効果は青色光照射によ

って打ち消される。また、形成された分生子柄は青色光を照

射されると気中菌糸へと脱分化し、胞子は形成されなくなる。

この2つの光の効果は相互に打ち消し合う(マイコクローム

系による光調節反応)。非光誘導型B.oryzaeの胞子形成は一

定の成熟段階にある分生子柄からの胞子形成過程のみが近紫

外光と青色光による措抗反応によって調節される。

胞子の形態、病斑、 r-DNAにおけるRFLP分析からB.oryzae

であると同定した種々のイネごま葉枯病菌のマイコクローム

系による光調節反応を調べた。その結果、単離した菌の約80

%がマイコクローム系によって光調節を受ける光誘導型に属

すること、非光誘導型のうち l菌株は分生子柄からの胞子形

成がマイコクローム系による調節を受けること、 2菌株は完

全に光感受性を失っていることが判明した。このように

B.oryzaeには、マイコクローム系からみて、幾つかの異なっ

た生態型が存在する。

lpAlO 
ゼニゴケ培養細胞の分化における光調節

加藤真司，宜亙虚血l(埼玉大・理・生体制御)

我ウは前報でゼニゴケ(坐ι出立斗主院比血血baL.) 

の培養細胞が低浸透圧の培地 (1/10MS. Voth) とで原糸

体と仮根を分化することを示した。また，原糸体の分化

は核地の組成 (c源， N源)にあまり影響を受けないが，

仮根の分化はショ糖を含み. ~H~を含まない培地で明所

でのみ起ごるごとを明らかにした。今回は，ヱれらの原

糸体と仮根の分化に及ぼす光の効果について調べた。培

養細胞からの原糸体の分化は， ~H~を含む培地では暗所あ

るいは明所のいずれでも起とった。しかし，光の波長に

よってその形態が異なっていた。 ー方，仮根の分化は，

叫を含まない培地で白色あるいは赤色光でのみ起こっ

た。また， NH~を含まない培地でも，青色あるいは緑色

光下では原糸体が分化するととが明らかになった。さら

に、青色あるいは緑色光では，いずれの熔地においても

形成された原糸体は正の光屈性を示したロとれらの車古巣

から，ゼニゴケ培養細胞からの原糸体，仮根の分化・成

長の過程に二つの光受容体が関与しているととが示唆さ

れた。
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lpAll 
光によるインゲン匪馴帳生長抑糊臓の解析

量盆出量塵，井上康則(東理大・理工・応生)

吸水蹄台後6日目のツルナシインゲン{品種;グリーン・ダ

ヅシュ)の匪軸伸長生長は、白色光の照射時間に強く依存し

て阻害されるが、 1日の生長量で見ると12時間照射で、連続光

照射と同じ程度に阻害された。光強度に関してはO.4Wm-2で既

に飽和に近い効果がもたらされた。白色光の効果は、 1O-6MG

A投与により暗黒対照レベルまで回復し、一方、似合成阻害剤

AM01618投与で暗黒下での伸長は、阻害された。 GA投与による

伸長回復率には、明暗の差がみられなかったこと、回復率が

100"に到達したことから、白色光の効果は、 GAに対する感受

性低下や、伸長阻害物質生成によるものではないと考えられ

る。伸長距害の時間経過を、赤外ピデオシステムで解析する

と、 2時間の光照射により、赤色光 (3，3Wm-2
) では照射開始

後30分間程で伸長阻害が始まり、射終了後でも約8，5時間続い

た。一方青色光 (3，5Wm-2
) では、照射開始後約1.5分遅い生

長で伸長阻害が始まり，照射終了後約2時間持続した。このよ

うに、赤、青色光の阻害パターンの遣いから、両者における

伸長阻害の機構が異なっていると考えられる。赤色光の効果

はフヅクへの10-8
阻01のGA3投与により完全に打ち消されるが、

青色光の効果のうち照射終了後の阻害のみがGAにより打ち消

された。この結果は、フィトクロームが関与している反応に

おいてGAが作用している可能性を示唆している。

lpA12 
フィトクロムBによる茎の伸長制御におけるジベレリンの役割

企盤孟宣， EnriQue Lopez-Juez'， Richard E. Kendrick'， 

神谷勇治¥桜井 成(理研理研・フロンティア)

キュウりのよムミュータントは、 B型フィトクロムが欠損し

ていることが明らかになっている。l...h.の茎は正常型に比べ著

しい伸長を示すが、媛化~Jを用いた実験iこよ句、よ..h.の伸長』こ

内生ジベレリンが関与している可能性が示唆されている。

そこで 1h及び正常型キュウリの芽生え中に存在する内生ジ

ベレリン母を比較することを目的として、キュウリの茎禁にお

ける活性理ジベレリンとされている GA"その前駆体である

G A.、GA.の代謝物である GA34についてGC MS により

分析を行った。催芽した種子を士績に移植してから 4I~ 後にお

いては 1hと正常型の閣に顕著な違いは見られなかったが、 7

日後、及び II日後ではよムの方がいずれのジベレリンも高い

値を示した。しかし、より弱い光強度で植物試料を育てた場合

ではジペレリン含量はよムでむしろ低く、よムの示す伸長はジ

ベレリンレベルのみでは説明できないことが明らかとなった。



lpA13 
フシナシミド口で同時に現れる垂直と平行の 2種の偏光屈性

比且盟且 (東北大.遺伝生態研セ)

先端成長をする糸状藻.フシナシミド口は偏光の(E-
vectorの)振動面に垂直と平行の 2種の偏光屈性を同時に示す

ことを見つけた. その原因と光屈性との関連を検討した.

フシナシミド口は.光強度に応じてが正から負へと光屈性

の方向を変えることができる.最近.この光屈性の転換(j:.

強い青色光により細胞先端でのCa"流入が増加し.細胞内の

Ca'・レベルが司一時的にせよ司上昇することが原因であるこ

とを見い出した.capはきらに光屈性における光信号伝達物

賓としても働いていることが示峻された.

数種のフシナシミドロを連続白色偏光下で育てると.ある

ものは E-ベクトルに垂直な偏光屈性を示すが.多くの種では

Eーベクトルに垂直と平行な 2種の偏光屈性が現れ.中間の角

度をとるものはない.その結果.十字形に藻体力、ー拡力、る.垂

直偏光屈性の比率は青色偏光の強度上昇に伴って低下したが.

赤色偏光ではほとんどが垂直方向に成長した.この傾向や程

度は種や株によって異なる.赤色偏光ではほとんどが垂直方

向に成長した.赤色光は光屈性に無効である.

この現象(j:.①光受容体が膜に平行に配向し.②細胞先端

の成長域(j:細胞輸に垂直な偏光を平行な偏光より多く吸収す

るので.個々の先端について.正光屈性を起こす光強度では

垂直方向の偏光屈性を.負光屈性を起こす高光強度では平行

方向の偏光屈性を示すと考えると理解できる.そこで司暫定

的に前者を正偏光屈性.後者を負偏光屈性と呼びたい.

lpA14 
オウゴンガジュマルにおける生葉黄金化の光依存性

山崎秀雄、平敷りか、池原規勝(琉球大・理・生物)

ガジュマルFicusmicrocarpaは、奄美以南に広く分

布している熱帯性木本である.その栽格品種であるオウ

ゴンガジュマルFicusmicrocarpa cv. Go1den Leaves 

は、生葉が美しい黄金色(黄色)を呈しているため、沖

縄や台湾などで生け垣や街路樹として広く用いられてい

る。今回、生業の黄金化現象が強光によって引き起こさ

れる可逆的現象であることを報告する。

オウゴンガジュマルの緑葉は野性種の生葉と比較しで

も、

外部形態、業組織形態、色素含量のいずれにも差は認め

られなかった。しかし、黄金業では光合成色素が緑葉の

10%以下しか含まれておらず、逆にフラボノイド量は5
倍に矯加していた。この黄金業に遮光処理をすると、処

理日数に依存してクロロフィル含量が直線的に僧加し、

二週間で録集の40%まで回復した。又、黄金葉では、業

肉細胞のクロロフィルによる赤色蛍光の減少が見られ、

フラボン/フラポノールによる黄色蛍光の摺加が表皮細

胞と葉肉細胞とで観察された。以上の結果からオウゴン

ガジュマル生業の黄金化は落葉や枯死を伴う現象ではな

く、光に依存しておこる可逆的なクロロシスであるとい

える。細胞可溶性画分のSOD織活性がオウゴンガジュマ

ルでは緑葉、黄金業ともに野性葉よりも低かったことか

ら、黄金化の原因として強光ストレスによる細胞内活性

酸素レベルの上昇が関与していることが考えられる.
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lpA15 
Al ternar ia属菌による tetrahydroanthraquinone類の
光誘導生産
原口1専行，小野英俊.岡村信幸八木歳¥璽丞賛企

(福山大・工薬〉

altersolanolは但竺旦笠且属菌等数種の植物病原菌の生産す
るtetrahydroanthraquinoneである。我々はA.solani FY-03株
より既に報告されているaltersolanolA， B及びCとともに同菌
培養液より新規にaltersolanolD， E， Fを抗菌性化合物として
単離し1)特に Aについてその作用を検討したところ，感受性

菌 P.aeruginosaの呼吸鎖上で電子受容体として働いているこ
と2)また.化学的に調製したそれらの誘導体の抗菌活性につ
いて報告した。U 本報ではA.solani FY-03株によるalterso 

lanol類の生産性について，他の Alternar ia属と比較検討した
のでその結果について報告する。
液体培養されたAlternaria属菌の培養溜液をWakosi 1 -II 5C 

18 HGカラムを用い， acetoni tri le-水のグラディエン卜溶出に
より " FY-03株， A. solani IFO 7516， A. porri IFO 9762か
らそれぞれのaltersolanol類は分別定量された。 他の2菌株と
異なり ，FY-03株による altersolanol類の生産は光照射により
著しく促進され， DMSOあるいはDMFの添加がこの作用を増長し
た。一般的な界面活性剤との相乗効果は認められなかったが.
FY-03株においてtriadimefon等の細胞質膜障害殺菌剤lはalter 

solanol類の光誘導生産を促進した。有効波長及びphoto-period

等については，現在検討中である。
I)A.Yagi et al.(1993) Phytochem.， 33， 87: 2)H.Haraguchi 

et al.(1992) Biosci.Biotech.Biochem.， 56， 1221: 3)矢野ら
(993)日本農芸化学会大会講要 p.233:4)N.Okamura et al. 

(1993) J.Chromatog.， 630， 418. 

lpBOl 
ユーグレナ光化学系E膜表在性 30-kDa タンパク質

前駆体の高等植物葉緑体への輸送

重森康司、山本泰(岡山大・理・生物)

単細胞藻類であるユーグレナの葉緑体には 3重の

包膜が存在する。我々は昨年の本大会で、ユーグレ

ナ光化学系E膜表在性 30-kDa タンパク質の cDNA

ク口一二ングの結果、予想されるタンパク質前駆体

のプレ配列の N末側に、シグナル配列様の特徴があ

ることを報告した。これはユーグレナの RuBisCO 

ssuや porphobilinogendeaminaseのプレ配列でも

見られ、ユーグレナの包膜通過に必要な構造である

と考えられる。高等植物の 33-kDa タンパク質のプ

レ配列には、この特徴的な構造は見られないので、

ユーグレナ 30-kDa タンパク質前駆体は高等植物の

葉緑体へは全く輸送されないと予想されたが、実際

にホウレンソウの無傷葉緑体へ invitroで合成したユ

ーグレナ 30-kDa タンパク質前駆体を輸送させてみ

たところ、チラコイドの内腔まで輸送されることが.

確認された。ユーグレナの 30-kDa タンパク質前駆

体は、高等植物の 33・kDa タンパク質前駆体とは異

なる様式で高等植物葉緑体ヘ輸送される可能性カずあ

る。 Y.Shigemori，J.lnagaki， H.Mori， M.Nishimura， 

S.Takahashi and Y.Yamamoto : Plant. Mol. Biol.， in press 



lpB02 
キメラ前駆体を用いたユーグレナ酸素発生系30kDa

タンパク質の葉緑体への輸送の解析
稲垣純子、山本 泰、藤田祐一 1、長谷俊治 1

寸胃古実・理・生物、 1阪大・蛋白研)

ユーグレナの光化学系 E酸素発生系30kDaタンパ

ク賓の pre配列には、 2つの疎水性領域が存在するハ

このうち、高等植物の 33kDaタンパク質前駆体には

存在しない N末の疎水性領域の機能を明らかにする

ために、この前駆体の pre配列の N末44残基を工ン

ドウの 33kDaタンパク質前駆体の N末32残基に置き

換えたキメラをつくり、ヱンドウやホウレンソウ葉

縁体への輸送を試みたのその結果、ユーグレナの 30

kDaタンパク質前駆体の高等植物葉緑体への験送効

率は低かったが、キメラ前駆体は効率よく輸送され

たc工ンドウの 33kDaタンパク質前駆体の N末 32残
基内に、葉縁体包膜の認識とその通過に必要なシグ

ナルがあると考えられる n 一方、ユーグレナの前駆

体タンパク質の N末疎水性領域は、ユーグレナの 3

重の包膜通過にのみ必要である可能性がある。キメ

ラ前駆体は、葉緑体 lこ効率よく輸送きれるが、その
輸送中間体がストロマにかなり蓄積するので、チラ

コイド内腔への輸送の効率は低いといえる。この結

果から、 pre配列の C末のチラコイド通過領域にお

いても、ユーグレナとエンドウの問で構造的な違い

があることが示唆きれるの

1. Kuroda， J. I nagaki and Y. Yamamato 

Plant Mol.Biol. 21， 171-176 (1993) 

lpB03 
葉緑体包膜の電子伝達タンパク質

函島且且孟、村田善則、有井康博、高橋正)昭(甲南大・理・

生物)

我々は昨年の本大会において、無傷葉緑体に光照射を行う

と、葉緑体の外側に加えられたシトクロム c(Cyt c)が還元

されることを報告した。この還元は02ーに依存せず、包膜の

酸化還元成分により直接Cytcが還元されることが明らかと

なり、包膜を貫通した電子伝達の存在お示唆された。今回は、

包膜からの電子伝達タンパク質の精製とその性質について報

告する。

ホウレンソウ葉緑体を凍結・融解、または、低調液処理に

より破裂させた後ショ糖密度勾配遠心により包膜を得た。オ

クチルグ、ルコシド(【>GP)を用いて可溶化した包膜タンパク質

画分にCytcを酸化する活性が認められ、 OGPを含むショ糖

密度勾配遠心により、 Cytc酸化能を持つ包膜タンパク質の

分子サイズは、沈降速度から約40kDaと計算された。 Cytc 

の酸化当量から推定した含有量と分子サイズから、この電子

伝達タンパク質の候補と考えられるタンパク質が、 SDS-ポリ

アクリルアミドゲル電気泳動で 3種認められた。それらに対

する抗血清のCytc酸化活性に対する阻害効果、および、 ゲ

ルロ過クロマトグラフィーの分離パターンから-20kDaのタ

ンパク質を電子伝達タンパク質として単離した。タンパク化

学的な性質と、単離された包膜の酸化還元タンパク質をリン

脂質ベシクルに再構成して再現した膜内外を結ぶ電子伝達活

性について報告する。
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lpB04 
マサキ斑入り葉におけるポルフイリン合成系の解析

増田建、高部圭司太田啓之、塩井祐三、高宮建一郎 (東

工大・生命理工・生体機構、 1京大・農・林産工学)

我々は前回の大会で、マサキ (Euonymusjapon;cus)斑入り葉

の色素欠損した白色部で、クロロフィル、へム合成系の前駆

体である5アミノレプリン酸 (ALA)合成系が、緑色部に対

して高い活性を持つことを報告した o ALA以降の代謝系につ

いて検討を行うため、細胞の抽出液に ALAを与え、

Porphobilinogen (PBG)やボルフィリン中間体の合成能を検討

したところ、白色部では緑色部に対し有意に高い活性を示し

たO 次に、ポルフィリン環の isocyclicring形成を阻害する 2，2'

dipyridylを葉切片に処理したところ、緑色部では Mg

protoporphyrinが主に蓄積したのに対して、白色部では

Protoporphyrin IXの蓄積のみが認められた。従って、白色部で

はMgキラターゼが触媒する、ポルフイリン環へMgが配位する

ステップがブロックされていることが想定された。また、

ALAからProtoporphyrinIXに至るまでの合成系が、白色部でも

潜在的に高い活性を有していることは、白色部におけるへム

合成に関与していると思われるが、業切片にALAを与えても、

ポルフイリン中間体がほとんど合成きれなかったことから、

組織内ではフィードパック制御などにより低いレベルに抑え

られていることが想定された。

lpB05 
キュウリ NADPH-protochlorophyllide oxido-

reductase (NPR)のcDNAク口一二ングとその発現機式

黒田浩文、増田建、太田啓之、海井縮三、高官建一郎(東

工大・生命理工・生体機織)

NPRI草、クロロフィル合成系のプロトクロロフィラ

イドからクロロフィライドへの変換を触媒する。我々は、

シロイヌナス'ナのNPR.c DNAクローンをプロープと

して、キュウリ cDNAライブラリーより NPR• cDNAの

スクリーニングを行った。得られたクローンは1.3kbの

cDNA挿入配列を含んでいたが、構造遺伝子の全長を欠

いていた。温基配列を解析したところ、エンドウ NPR.

cDNAと約75%、オオムギと約65%の相同性を有して

いたため、今回得たクローンはキュウリ NPRのcDNAで

あることが推定された。ゲノミックサザンハイブリダイ

ゼーションをおこなったところ、本遺伝子は、キュウリ

ゲノム中に 1コピー存在することが示峻きれた。さらに

ノーザンハイブリダイゼーションにより mRNAの発現を

調べたところ、 1)葉で強く発現していること、 2) 光照

射によって発現が促進されたこと、 3) 植物ホルモンの

サイトカイニン添加によって発現が治加し、アブシジン

酸添加によって減少することが認められた o NPRの発

現機式については、オオムギをはじめとして、幾つかの

植物で光照射により急激にその発現が減少することが報

告されているが、今回キュウりでは異なった結果が得ら

れ、現在この点について解析を行っているところである。



lpB06 
ケロロフィル包からクロロフィルaへの変換系

伊藤琴、大塚達之、田中歩、 i土英夫(京大、理!、植)

ケロロフィライド辺をキュウリの単離エチオプラストと

ともに暗所でインキユベー卜するとクロロフィル(C h 1 ) 

盈が蓄積し、 Ch 1 :dから Chl丞への変換系が存在する

ことを前回報告した。この変換系において、 Ch 1包の第

三ピロール環の3位のアルデヒド基か還元されて Chl丞

のメチル墓になる。ごのときアルデヒド纂がまずヒドロキ

シメチル基に還元されると予想されるので、水素化ホウ素

ナトリ均ムを用いてChl旨から :iーヒドロキL メチルク

ロロフィ)1-(H 0 }，j e C h 1 )を合成した。ごオLをクロロ

フィラーゼによってクロロフィライドにし、キュ η11エチ

オブラストとインキュヘー卜したとごろChl盆カミ者積し

だ。このときクロロフィライドョよ η3ーヒトロキLメチ

ルクロロフィライト・のほうかChl己への変換が速し!ごと

から、 Ho}，l e C h 1力、Ch 1 :_，から Ch.1三への中間体

であると考えられる。

キュ η リのエチオフーラストでは Ho~leCh Iの謡積:立

売られなかったか、オオムギのエチオフラストをクロロフ

ィライド包とインキュベートし t:とごろ，日 o~l e C [， 1 

の蓄積がHPLCで確認された。ごの:三段階の還元反応の

うち、 HoMeChlから Chlaへの変換には ATPか
必要であるごとがわかった。

lpB07 
クロロフィライド bのフィチル化後に起こるクロロフィ

ル aへの変換

よ星這よ、伊藤寿、問中歩、辻英夫(京大、理、植)

我々は、クロロフィライド bをオオムギの単離エチオ

プラストとともに暗所でインキュベートするとクロロフ

ィル aが蓄積することを明らかにした。

しかし、クロロフィルが単離ヱチオプラスト内へ透過

しにくいことからクロロブイライドを基質として用いて

きたために、 (1)クロロフィライド bがブイチル化し

てクロロフィル bとなった後、クロロフィル aに変換さ

れるのか、または (2)クロロフィライド bがまずクロ

ロフィライド aに変換された後、ブィチル化されてクロ

ロフィル aになるのかがわからなかった。

今回、クロロフィルを基質として変換反応の活性を調

べるため、オオムギエチオプラストを種々の界面活性剤
で処理したところ、 l%Tw句 n80により可溶化されたl両
分に 3-ヒドロキシメチルクロロフィル(予想される'1'
閥体)を与えると、クロロフィル aの生成が認められた。

このことから(1)の過程で変換以応が起こりうること

が示された。
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lpB08 
緑色培養細胞におけるキサントフィルサイクルの制御

丘且孟主，犬丸久美子，西井晶子，井田和子

(大阪女子大・基礎理)

キサントフィルサイクルは葉緑体チラコイド臓において 3つ
のキサントフィルすなわちビオラキサンチン (V) ，アンテラ

キサンチン (A) ，ゼアキサンチン (Z) が光に依存して相互

変換するサイクルで， Vが脱エポキシ化されて生じるZが過剰

な光エネルギーによる光障害からの光合成装置の防御に関与す

るといわれいる。このサイクルはこれまでに高等植物，シダ，

コケ， 令部のソウ類に存在することが知られている。我々がM
料としているタバコ緑色培養細胞は，士宮養細胞ながら発達した
葉緑体を有し，光合成を行う細胞である。 ム昨年の本年会にお

いて，この緑色培養細胞のV合量が緑集に比ベクロロフィル、Ii
たりで約 3倍に噌加していることを報告した。今回はこのビオ

ラキサンチンが情養細胞においてもキサントフィルサイクルの

基質として脱エポキシ化され得るのか，また培養細胞において

V， A及びZ合量はいかなる要因によって制御されているのか

検討した。

タバコ緑色培養細胞を種々の光強度下で倍養した結果，光強

度が高くなるにつれて，キサントフィルサイクルのトータルプ

ールサイズ (V+A+Z合量の合計)が増加した。また，培養細

胞を光照射することにより VがZに変換しさらにそのVから

Zへの変換はビオラキサンチンヂエポキシダーゼの阻害剤であ

るジチオスレイトールによって阻害された。以上の結巣より，

タバコ緑色沼養細胞においてもキサントフィルサイクルが存在

しそのトータルプールサイズは緑葉と同様に生育時の光強度

に依イjすることが明らかとなった。

lpB09 
緑藻Chlamydomonasreinhardtiiにおける PS1 / n量比の先

質による適応的変化

村上明男相湾克則大城香2 Jeff A. Nemson~ ， 

中嶋紡ニ 4 Anastasios Melis3，藤田善彦 1 (1基生研，

2東海大・海洋，ヨCalifornia大・ Berkeley校 4三菱重工・

基盤研)

我々はPS1 /n量比が光環境に適応して変化することを

ラン漠・紅重量と高等植物について明らかにして来た.今回

は、緑重量ChlamydOllonas盟主担主主且iの光質によるチラコ

イド成分の適応的変化について報告する.C. reinhardtli 

CI37(+)稼を用い、黄色先:Y (480nll-650n.)、赤色先:R

(>600nm)、及び晴赤色光:L R (>670n.)の3種の先質条

件で、増殖速度がほぼ同ーになる光強度で婚養した.励起

がPSnに偏重している Yで生育した細胞で最も高いPS1 / 

psn比(1.3)が、また PS1励起に最も偏った LRで生育し

た細胞で最も低いPS1 /psn比(0.8)が得られた. Rではそ

の中間(1.0)となった.また、細胞当たりの含量も Y>R

>LRとなった.LHC n含量にも著しい差異が見られ、

LR細胞では Y細胞の約1/5となった .t顕像によると、

チラコイド系の発遣、特にスタッキング領繊の発遣に問機

の差異がoめられた .LR細胞での光合成量子収率は LR
で高<Yで低くなることから、この量的変化が光合成効.

を維持する網節であると考えられた.PS 1励超に偏量した

先により、 PS-1、LHCn両者が減少することはこの変化が

Chl a合成の抑制 (LR下で抑制}を含むことを示喰する.



lpBlO 
光化学系の量的調節とクロロフィル合成の関係 プロトクロロ

フィライド還元反応の調節

藤田善彦、 相湾克則、 村 上 明 男 (基生研・細胞生物)

ラン覇軍 Synechocyst i s PCC6714について、光環境に対応し

ておこる系 Iと系 Hの量的調節が系 Iの合成制御によるこ k、

この合成制御がクロロフィル合成の制御によることを既に報告

して来た。この関係を更に検討し、プロトクロロフィライド還

元反応が光環境により制御されていることを見出したので、そ

のあらましを報告する。 系 Iの合成が抑制される系 I光下で

は、 M gープロトポルフィリン、 プロトクロロフィライドが蓄

積されるが、クロロフィライド aの蓄積はおこらない a 系 E光

により系 Iの合成を促進すると、中間体の蓄積は急速に解消さ

れ、一時的にクロロフィライド aが蓄積される。プロトクロロ

フィライドの減少とクロロフィライド aの増加は鏡像関係を示

し、プロトクロロフィライド還元が加速されることを示す。こ

のプロトクロロフィライド還元の性質の解析から、 (1) 同反応

の加速減速は光依存型還元反応によるものでないこと、また、

(2) P S 1アポ蛋白合成の結果としておこるものでないことが

判った.これらの結果は系 I、系 H光による電子伝逮状態の偏

重が信号となり、プロトクロロフィライド還元が抑制、または

促進されることを示し、この反応調節が系 Iの合成調節をもた

らす要因の一つであると結論した.

lpBl1 
光質によるラン漢 Ps a A/Bペプチドの翻訳制御

担旦亙盟、 金成俊、 藤 田 善 彦 (基生研・細胞生物)

縞物は、光環境に適した光化学系 IとEの量比を持つチラコイ

ド践を形成する能力をもっ.我々は、 Synechocystis PCC6714の

場合、 光質によるこの比の調節は Ps a A /日ペプチドの合成速

度の変化による事を明らかにした.今回、同ペプチドの翻駅南j御

を示唆する結果を得たので報告する。 synechocyst is PCC6714を

P S 1光で生育させた PS 1光細胞および、これに PS II光を数

十分照射し、 PsaA/Bペプチドの合成を加速させた PS II光

シフト細胞の1旦主立旦蛋白質合成速度仁対する、リボソームサイ

クル阻害剤の効果を調べた.その結果:(1) P S 1光細胞の Ps a 

A/Bペプチド合成は、 P S II光シフト細胞の同ペプチド合成お

よび他の蛋白質合成に比べ、ペプチド延畏反応を阻害するクロラ

ムフェニコールの阻害を受付難かった。また、低濃度の同阻害剤

のもとでは、有意な活性の上昇が起こった。 (2) P S 1光細胞の

P s a A/Bペプチド合成l土、 PSII光シフト細胞に比べ、 翻訳

開始反応を阻害するパロモマイシンの阻害を受け難かった.これ

らの結果は、 P S 1光細胞の PsaA/Bペプチド合成は、 PS

H光シフト細胞の同ペプチド合成に比べ、翻訳開始反応と新生 p

s a A/Bペプチド鎖の延長反応のステップが、 遅くなっている

事を示唆する。また、 PSII光シフトの際には、これらの反応が

加速されるのであろう。 以上の結果を示し、 PsaA/Bペプチ

ドの翻訳制御について論議する.

82 

lpB12 
クロロアイルアルコ ル側鎖の湿広縦断について

車両家修.持tll孝人，小紘著書眠(jL大 .n・#)

チラコイド膜に存在するクロロフィル(Ch 1)や、党化学反応

系 Iの勉 f受符u:であるフイロキノン(VK，J1;t、ジテルベンア

ルコ ルのー純であるフイト ル(P)を側鎖にもつ化合物である

。チラコイド膜のChl合成は、ゲラニルゲラニルピロリン慣(

GGPP)仁よるクロロフィライドとのエステル化以応仁より、

Chl-GGが形成され、次いで、 Chl-GGから Ch 1-Pへ

の段断的な選応を経てfiわれている。 ブi、包阪に合まれるGG
PPは、 PPPにi!i!Jむされた後、 PPPを1，1;賓とするプレニル転

移静点によって、 VK.の側鎖の合成仁似!われるとJ号えちれてい

る。 Chl 、 VK.の側鎮の温JGが、 I.~ 僻本で触媒されている

か、または、興なる両手点で行われているかを町1ちか仁するために

、 Chl アルコール側績の還九に異常をぷす 2 縄顛のイネ変異~Il

(M134，249)を111いて、 Chl，VK.， VK.， P700 

含量などの定性定鼠分断をfiった。もし、これらの還見に関与す

る酵素が1.<1ーであるならば、雪監異歓仁は、側鎖kして Pをもっv
K.が存，(fしないか、または、側鎖として GGを持つメナキノン

4(VK.)が調書積されなりればならない。しかし、愛興一依のキノ

ン摘HI液からは、 VK.は僅認されず、 VK.のみが検出された。

そして、愛興畿のVK./P700比が約 2 であり、 t[常Il~比べ

‘大きな差は認められなかった。これらの結*は、隻実像の包III

に存証するGGPPをPPPへ湿広する師事業が、正常であるごと

、また、アルコール倒鎮の還広が、被遺伝子にコ Fされたチラ

コイI'1llに存主する複数の選応餅，l:により、特異的にfiわれてい

るこ kを，点目置している。

lpB13 

クロロフィルアルコール側鎖の還元にともなう

緑色植物の光ストレス耐性の獲得について

小林 蕎親 ，新 家勝 ，津 山孝 人( 九大 ・農・林)

緑色植物の光合成色素であるクロロフィルに

は、アルコ ル側鎖としてフィトールが結合し

ている。しかし、光合成におけるアルコール側

鎮の生理機能については、ほとんど知られてい

ない。側鎖アルコールの還元状態が異なるクロ

ロフィルを蓄積するイネ変異株を用いて、 QAの
還元およびP700の酸化反脳にお付る光量子

効率、光合成話性の光阻??などを測定した。ク

ロロフィルとタンパク賢との結合および最大光

合成活性は、側鎖アルコールの還元状態の違い

によって、ほとんど庄は認められなかった。し

かし、系 1，11の光量子効率は還元型アルコー

ルを持つクロロフィルの蓄積により向上し、ま

た、光に対する耐性能力も著しく向上した。こ

れちの結果をもとに、アルコール側鎖の還孟と

光耐性能力との関係について考察する。



lpB14 
シロザの葉の老化に伴う葉緑体の数の変化

山堕劃宣，工藤俊乙上村保麿，加藤栄(東邦大・理・生物)

葉の老化に伴う葉緑体の量的変化については、これまで

に相反する結果カ報告されてきたカt、最近の研究により単

子葉植物のイネとコムギの薬の老化に伴い、葉緑体の数が

減少することか確かめられた。 本研究では、この現象の

普通性を検討するため，双子葉植物の葉を用い実験を行っ

fこ。シロザの葉片を2. 5%クツレタールア/レデヒドで2時

間固定後 1 0 mM  E D T A (6 OOC， 3時間〉で処盟

し軽く押しつぶして細胞を分散させてから光学顕微鏡で

葉輯体を数えた。植物固体上部から 10cmきざみて葉を

採り計測を行うと，柵状組織および樹事槻目jl(7)両者とも，

細胞当たりの葉緑体数は最上位の若い葉から下に向けてl

度増加し，ついで次第に減少することが見出された。同時

に都民した葉の光環境やクロロフィル含量等と関連させて

この結果を考察する。

lpDOl 
ベタイン合成酵素遺伝子を導入したトランスジェニツクタバコ

の解析

虫韮盆基、石谷学、高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究セ

ンタ一、農・生化学制御専攻)

ある種の高等植物では、塩ストレスを受けるとその細胞内に

ベタインを合成・蓄積するものが知られている。適合溶質であ

るベタインは、細胞内に高波度蓄積しても代謝系の酵素活性を

阻害しないことから、高塩濃度下における浸透圧調節を担う重

要な物質であると考えられている。また invitro の実験系では、

ペタインには塩による酵素の失活を抑える効果があることが報

告されている。

高等植物においてベタインは、コリン→ベタインアルデヒド

→ベタインの経路で生合成される。最初の段階を触媒する酵素

はコリンモノオキシゲナーゼ (CMO)であり、最終段階はベタ

インアルデヒドデヒドロゲナーゼ (B油 H)が触媒する。

もし耐塩性の低い植物でベタインを合成・蓄積させることが

できれば、その植物の耐塩性が高くなることが考えられる。そ

こで我々は、オオムギのBADHcDNA を導入したトランスジェ

ニックタバコを作成した。 BADHの発現・活性の高いトランス

ジヱニツクタバコを用いて解析を行ったところ、ストレスのな

い条件下ではベタインの蓄積は見られなかった。しかし、培地

中にBADHの基質であるベタインアルデヒドを加えて根から与

えたところ、業においてベタインの蓄積が検出された。現在、

耐塩性との関連について、さらに解析を進めている。
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lpD02 
大腸菌由来ペタイン合成系遺伝子のラン藻への導入とその発現

亙蛙蓋担、高倍昭i羊1、石谷学、高倍鉄子(名古屋大・生物分
子応答研究センター、 1名城大・理工・化学)

光合成生物は、浸透圧ストレスを受けると細胞内で適合溶質

(Compatible Solute) を合成・蓄積し、浸透圧調節を行ってい
る。適合溶質として知られているベタイン(グリシンベタイン)

は大腸菌ゃある種の高等植物ばかりでなく、耐塩性の高いラン

藻においても蓄積する。大腸菌においては比較的研究が進んで

おり、ベタインは塩ストレス下においてコリンから2段階の酸

化反応(コリン→ベタインアルデヒド→ベタイン)によって合

成される。これらに関する遺伝子は既にクローニングされてい

る。

そこで、ベタインを蓄積しない淡水性形質転換型ラン藻

Synechococcus sp. PCC7942へ大腸菌のベタイン合成系遺伝子を
導入し、塩ストレス下におけるベタイン蓄積の生理学的意義に

ついて検討を行った。 lmMコリン、 2∞mMNaClを与えて生育
させた結果、ベタイン合成系遺伝子を導入した形質転換株では、
塩ストレス下で野生株に見られる黄化現象が抑制されていた。

この時、形質転換株では、ペタインの蓄積がNMRにより確認さ

れた。酸素電極を用いて光化学系の部分活性を測定した結果、

形質転換株ではコントロールに比べ塩による光化学系Eの活性

阻害が見られなかったことから、ベタインがその活性を保護し

ていることが強く示唆された。

lpD03 

タバコ培養細胞の酸ストレスに対する応答反応

筆旦璽費、山本洋子、松本英明 (岡山大・資生研)

重量ストレスはタバコ細胞 (Nicotiana tabaclIJ/I L. 

cv sallmuo)の増殖を阻害する。この際.形態的、生

理的にいくつかの変化が認められた。細胞をpH4. 0及

び、 pH5.5の改変MS培地で 4日間培養した。その結果、

pH 4. 0では細梅分裂及び細胞伸長が抑制!され、さらに

液胞の小胞化が観察された。

次に細胞質のpH調節に関わりが深いと考えられる原

形質膜のH+-ATPase、液胞膜のHt-ATPase及びW-PPase

活性について検討した。いずれも酸ストレスにより比

活性は低下したが、全活性は30-50%増加した。 特に

液胞膜のH+-ATPas巴と W-PPaseの場合、 膜の小胞化に

よる膜表面積の砿大が、全タンパク質量の増加と全活

性の t界に結びつくと考えられる。したがって液胞の

小胞化は細胞質のpHの調節に関わっている可能性があ

る。

加えて、原形質膜及び液胞膜のW-ATPaseに対する

限害I'fiJをinvivoで処理し、これら ATPaseの酸ストレス

下でのと主理機能について検討した結果についても報告

する。



lpD04 
タバコ懸濁培養細胞におけるアルミニウム毒性の定量的解析

山本洋子、力石早菌、張義潔、松本英明(岡山大・資生研)

アルミニウム (Al)による増殖阻害について、特にAlの吸収量

との関係に焦点をあて、タバコ懸濁培養細胞株 SL(NiωtJana 

t abBculIl L. cv S榔 un)を用いて検討した。なお、増殖阻害の程

度は、 0μM(コントロール)および種々の濃度のAlで一定時

間処理した細胞を、増殖培地で一週間培養し、コントロール細

胞の湿重量に対するAl処理細胞の湿重量の比(相対増殖率)で

求めた。

対数増殖期の細胞において、

(1) Al処理開始後、 10時間前後の遅れの後に、 AI吸収と増殖阻

害が同時に開始し、時間とともに増加した。

(2)培地中のAl濃度は、 40から 75μMの閥値J.-.A上で始めて細

胞ヘ吸収され、かっ増殖阻害効果を示した。

(3)AI吸収および増殖阻害は対数増殖期の細飽でみられ、定常期

の細胞ではともに抑制された。

以上、上記(1)， (2)， (3)の全てにおいて、 AI吸収量とAl毒

性との聞には強い相関がみられた。特に (2)において、増殖阻害

の程度は、培地中のAI濃度よりもAl吸収量との簡に強い相関を

示し、 Al吸収量の増加に伴い対数的に阻害が増加する1ヒット

曲線を示した。ヒット理論より求めた平均致死量から推定する

と、細胞あたり1x 1011コのAlが吸収された場合に増殖が阻害

されると忠われる。

lpD05 
アルミニウム (A1)ストレスで誘導さるタバコ遺伝 f

のクローニング

ヰ」比え一、 III本;羊 f、松本英明 (1詞山大 資生研)

山本らはタバコ培養細胞をリン駿欠乏状態におくと

その後のAl処理で J 過性のAl耐性をぶすことを明らか

にし、リン固ま欠乏処理によりA11(uH引こ闘うする遺伝子

の発現が誘導される口I能性を示唆した(本学2;'93年

度年会で報告L今回は、まずAl処月jやリン駿欠之処理

で発現誘導される遺伝 [f，干の'r離をぷみた。

まず、 リン酸欠之処即 (4[1間)後、 A1処理 (100uM

AJnで20h処照)した細胞から単離調製した po]y(A r -
RNAを用いて cDNAライブラリーを構築した。その中

から対数培嫡期では誘導されず、リン限欠之処理後の

Al処理で誘導がかかる様なクローンのスクリーニング

を行なった。ノーザンハイフリの結果では、得られた3

つの cDNAクローン(pAL111、139、141)はAl処理だけ

でなく、リン酸欠乏処理によっても誘導されていた。

さらにpAL139の全塩基配列を決定したが、そこには

9.70kDaのペプチドがコードされることが推定された。

また、このクローンはゲノム DNAを用いたサザンハイ

ブリでは、多コピーで存在していることが示唆された。
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lpD06 
カロース (β ー1.3ーグルカン)による1蹴管生長評価法の

確立とその応用

小西茂毅，玄杢塞蓋，惣回豆夫.(静岡大・農神奈川県環境

科学センター)

花粉の発芽過程において.多量のカロースカ判胞内で生成さ

れることカ明られている.そこてす掛管の生長評価去として新

Lくカロース次注成量を指標とした定量法の確立を試みた.

チャの花粉智ま生長にともないカロースを生成し，発芽 20

時間愛に媛大となった.この時点での1掛管長とカロース生成

量の愛勤係数l捕者で5.5%， t奏者で・8.3%と前者がやや樹L

ていた.しかし生長途中では.カロース生成量でF瀞{iIlW働 l

ていた.カロース生成量を指標とした方法は，従来法より定量

性において優れていた.

本法の応用のーっとして， 酸性ストレスの主因であるAlで

阻害を与え，各種錯体形成物質を与えたところ，阻害が軽減さ

れ.定量的に示すことができた.また，酸性茶園土壌より単離

された耐Al性バクテリア伏細胞外分泌物質も Al害を軽減し

た.

本法の利用により，迅速かっ定量的なストレス軽減物質の検

索か可能となった.

lpD07 
鉄欠乏オオムギ根で発現する遺伝子 (lds3)の性質

CTii9畳ι，坂口圭美，西津直子，茅野充男，森敏

(東京大・農・農化)

我々はオオムギの根から鉄欠乏条件下において強く発現す

るcDNAを7つ単離し，この内の 4つ(Ids1-Ids4， Ids; Iron 

Qeficiency ~ecific clones)の塩基配列を決定したことを昨

年度の本年会で報告した.今回はその中のIds3の性質につ

いて詳細を報告する.Ids3はIds2と最もホモロジーが高く，

また双方ともH6H，TOME8， pTOM13などともホモロジーの

高いことから，アスコルピン酸とFe2
+をコファクターとする 2

オキソグルタル酸要求性ジオキシゲナーゼであると考えられ

た.ノーザンハイブリダイゼーションおよびmSlωハイブリダ

イゼーションにより ，!ds3は欽欠乏オオムギの根の中心柱に

おいて発現が認められ，地上部や鉄が十分に与えられている

条件下での発現は認められなかった.Ids3についてゲノミッ

クDNAの全塩基配列を決定した.またIds3は(ー)Feばかりでな

く， (ー)Mnにおいても強く発現し， (ー)Zn， (+)NaClにおいても弱

く発現していた.

現在， gel retardation assay法を用いた「鉄欠乏Jあるいは

I根l特異的因子の存在について検討中であり，今後は遺伝

子導入植物を作ることにより，各種環境ストレスあるいは組

織特異性に関連したcis-elementを解析する予定である.



lpD08 
鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究 111. 

イネ科植物中の二コチアナミンアミノ基転移酵素の存在

傘還盤二，樋口恭子，伏谷良二西浮直子，茅野充男，森敏

(東京大.農.農化東北大.薬.) 

鉄欠乏条件下のイネ科植物は，根から鉄キレーターである

ムギネ酸類(MAs)を放出する. MAsの種類と分泌量には種間差

があり，分泌量の多いものほど鉄欠乏耐性が大きいことが示

されている.デオキシムギネ酸(DMA)はニコチアナミン例A)

から，アミノ基転移と還元の2段階で生合成される最初のMAs

で，他のMAsの生合成の前駆体となるため. MAsを分泌する

イネ科植物には・般にDMAの生合成活性が認められることが

予想された.そこで，オオムギ，カラスムギ，イネ，ソルガ

ム， トウモロコシの般を材料とし.DMA生合成の2段階反応の

うち活性測定法の確立している前者の反応を触媒するニコチ

アナミンアミノ基転移酵素 (NAAT)の活性を測定した.その

結果， 予想、どおり令ての種類について酵素活性が検出され，

その活性は鉄欠乏処理によって誘導されていた.また，鉄欠

乏栽培したこれらの植物のMAsの分泌量の多寡は，オオムギ

>カラスムギ>>トウモロコシ>ソルガム>>イネの順だっ

たのに対しNAAT1古性については，オオムギ>カラスムギ>ソ

ルガム>イネ>トウモロコシの順であり， トウモロコシを除

けばMAsの分泌量とNAAT1苫性の序列l土ー致した.このことは，

NAAT遺伝子が，イネ科植物の欽欠乏耐性に関与する可能性を

強く示唆している.

lpD09 
鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ駿生合成経路の研究 IV.

二コチアナミン合成酵素の精製と性質

鐘E蓋圭、金j畢健二，西j霊直子、茅野充男、森敏

(東京大・農・農化)

イネ科植物は鉄欠乏条件下で鉄吸収のために根からムギネ

酸類を分泌する.イネ科植物においてニコチアナミンはムギ

ネ酸生合成の中間体である.ニコチアナミン合成酪棄は摂で

発現し司いかなる生育時期においても鉄欠乏により誘導され

る.ムギネ酸はイネ科植物特有のものであるが，ニコチアナ

ミンは植物界に広〈分布しー双子葉植物では司鉄の代謝調節

因子として働くと想像されているがーその機能については明

らかでない.既に演者らはタバコ培養細胞を用いて也単盟.in.

回国でニコチアナミン合成酵素活性を検出し，タバコでもイ

ネ科植物と同じくニコチアナミンの前駆体がメチオニンであ

ることを報告している.そこでタバコとトマトを用い，根と

業でのニコチアナミン合成活性の有無ー鉄欠乏による誘導が、

起こるかどうかを調べた.タバコ， トマトの綬では活性は非

常に弱く，イネ科植物のような鉄欠乏による顕著な誘導は見

られなかった.タバコの葉では活性が認められたが鉄欠乏に

よる誘導は認められなかった.

一方司演者らは醇索活性の高い鉄欠乏大麦根から司ニコチ

アナミン合成酸素の精製を試みている.疎水クロマトグラフ

ィー，ヒドロキシアパタイトクロマトグラフィー，分取

SDS-PAGEにより精製を行い，ニコチアナミン合成酵素であ

る可能性が高いペプチドを 2次元電気泳動ゲル上で同定した.
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lpDlO 
1H-NMRによる植物体の水の動態

五よ昼豆賀来章輔 t*九大・教養・生物)

植物の水分生理的研究で，;t..従来，水やイオンの吸収・移動・

蒸散など司植物体における水分の交換や平衡に関するものが主

題とされ，これらの作用は水のマクロな性質に基づくものとし

て扱われてきた。 しかし NMR分光法を用いた研究によれば‘

生体系の水は単に反応、を行うための媒質と見なすべきものでは

なくて‘タンパク質などの生体高分子と水系のダイナミックな

挙動は生命現象と密接に関係しているものと考えられる。 植

物体内の水の状態は‘主に組織含水量に影響されるが司演者ら

の 10年間にわたる結果では水プロトン NMR緩和時間(T1)で

示される細胞内の水のミクロな動的状態は必ずしも含水量とは

相関しない。むしろ植物の種司組織‘器官のJJIjによって特異的

に異なるだけでなく司成長時期や季節の推移によっても変化し.

また低温・高温・乾燥・塩その他種々の環境ストレスにも敏感

に応答している。従って. r細胞における水の動的状態Jとい

う問題意識は.水分生理的研究に限らず，すべての生理現象の

研究の根底に必須となっているように考えられる。

lpDll 
水ストレスによって引き起こされる生長に伴った水ポテ

ンシャル場の変動によって起こる細胞伸長阻害

野並浩(愛媛大・農)

生長が盛んに起こっているダイスの茎において水源で

ある導管と伸長細胞聞には水ポテンシャル勾配が存在す

ることが細胞レベルで明らかとなった (PlantPhysiol 

(1993) 102:¥3-19)。生長が盛んな茎では導管の水ポテン

シャルがもっとも高く、表皮に近い細胞はもっとも低い

水ポテンシャルを持っている。このような生長に伴った

水ポテンシャル場が存在していて、水が導管から伸長細

胞に流入している O

水ストレスが生長している植物体に与えられたとき、

生長に伴った水ポテンシャル場の変動が起こり、細胞に

水が流入しなくなったために生長が阻害されると考えら

れる O この仮定を検証するために、盛んに生長している

ダイズの苗を乾いたパーミキュライトに移植することに

より、生長を阻害させた後、根部にパーミキュライトの

水ポテンシャルの絶対値と同等の大きさの正の圧力を根

部にかけることにより、水を強制的に生長部位に再移動

させた。このとき、阻害された生長が回復することが確

認され、さらに、水ポテンシャル場の回復が確認された。

細胞における水の透過性の計測から、ポテンシャル場を

形成する要因となる抵抗は、導管の周りの小さい細胞に

起因していると考えられた。



lpD12 
大気汚染好性植物の育成
-スクリーニング，選抜，遺伝子操作・

森川弘道，諌山俊之，神幸夫，田辺稔明¥村上邦

睦¥松井邦夫藤田耕之闘 3 (広島大・理・遺伝

子科学日本製紙(株)， 2トヨタ自動車(株)， 
3広島大・生物生産〉

我々は大気汚染物質の一つであるN0
2を好んで吸

収代謝し，積極的に唯一の窒素源として利用する大

気汚染好性植物の創製を目指している。

1)スクリー二ング・これまでに野生植物 52種，

栽培草本植物 61種及び木本植物 70種を含む約

200種の植物のN02の同化能力の測定を行った。
本研究では高いN0

2の同化能力を持っているユー力
リ属植物 50種(1種につき 10個体)について同

能力の測定を行つだ。

2)選版 EMS処理で得られだArabidopsis

tha/iana 硝酸還元酵素欠損株および野生株を 1日

8時間 (9・∞・17:∞) 1 ppmNO鼻露 16時間明期

8時間暗期で選娠した。現在， 1 ppmのN02を窒素
源として生育する個体が得られている。

3)遺伝子操作.ホウレンソウ亜硝酸還元酵素(NiR)

由来cDNA，ピアラフォス耐性遺伝子をきむベクター

をパーティクルガンを用いてシロイヌナズナ根組織

に導入し，ピアラフォス存在下で選娠を行っている。

lpD13 
好NUl木本植物のスクリーニング(2);環境汚染レベルN臼浄化能

評価

岡村幸治、松井邦夫、木谷重和、森川弘道1

(トヨタ自動車(株)、 l広島大、理、遺伝子科学)

我々は植物による大気浄化を目的として、木本植物の大気汚染

物質例Ul)の浄化能力の評価を行っている。 1993年度の本大会に

おいて、 4ppm(土lppm)の15NUlガスで組物体を暴露し、 NUl同化

能力を比較した結呆、最大の同化能力を示した樹種と最小の樹種

で約40倍の種間差がみられた事を報告した。

本研究では環境汚染レベル(O.lppm)の15N02ガスで暴露試験を

行い、常緑広葉樹、落葉広葉樹、針葉樹について街路樹として用

いられている約140種のN02同化能力を測定した。暴露実験は新

たに開発したNO暴露型植物育成チャンパーを用いて、 15N白濃度

。lppm、COz濃度340ppm、30000Lx，25'C、相対湿度50%の条

件下で百時間、重窒素標識のN02:t.fスを暴露して行った。このと

きに、全業還元体窒素含量、重窒素濃度を測定して、同化された

15NUl量を算出した。また個体当たりの蒸散量、金葉面積、金葉

乾重も測定した。

その結呆、 4ppm暴露時に報告したユーカリ属、ポプラ属、マ

メ科植物の他に、サクラ属、プラタナス属などが高い同化能力を

持つことが明らかになった。最大の同化能力を示した樹種と最小

の樹種とでは、同化能力に約50倍の差がみられた。また、同化能

力と蒸散量との関係について考察した。
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lpD14 
シロイヌナズナ硝酸同化関連酵素遺伝子のN02 暴露下での発

現応答

ム盤益歪，田中俊憲，津崎達也，森川弘道(広島大・理・遺伝

子科学)

我々は大気汚染好性植物(好N02 植物)の創製を目指して研

究を進めている。 N02 は気孔を介して葉組織で吸収され、硝酸

同化関連酵素によりアミノ酸へと同化されると考えられるが¥

N02 暴露下でのこれら硝酸同化酵素遺伝子の発現応答について

は明らかではない。そごで、 N02 暴露による碕酸還元酵素側R)

亜硝酸還元酵素(NiR)遺伝子の副NAレベルでの発現応答をノザ

ン分析法を用いて解析した。材料には連続光下で8から10週間

生育させたシロイヌナズナ(往生垣盟邑E虫記盟主 ecotype

C24)を用い、暴露条件は N02濃度 3:t1P!IIl. 8時間暴露とし

た。

その結果は、 N02 暴露により冊、 NiRともごく短時間(暴露

後15~30分)にその酬A量は上昇した。しかし、その後(暴露

後2時間以降)阻RNA量は減少し暴露前よりも低下した。

1) Yoneyama， T. et al. (1978) R巴 仰rtof S符!Cia1R巴関arch

Project， NIES R-2:103-111. 

lpD15 
サブトラクションj去を用いた N02暴露により誘

導される遺伝子の単離

j割麿達也神幸夫，入船浩平，森川弘道(広島大・

理・遺伝子科学)

我々は大気活染物質であるN02を"好んで"吸収・

同化レ，かつ N02を唯一の窒素源として生育できる

憧物，すなわち N02好性檀物の創製を目指して研究

を進めている。 N02同化に応答する遺伝子を得るこ

とがこの研究の目的である。そこで， NO  2暴露に応

答する遺伝子をク口一二ングするため，シロイヌナズ

ナ植物を用いサブトラクション:去を試みた。

連続光下で生育させたシロイヌナズナ

(Arabidopsis thaliana ecotype C24)檀物を用い，

N 0 2暴 露 し て い な い 植 物 体 ( ー ) と N0 2 

(5 ppm)で 10分間暴露した植物体(十〕の茎葉か

らそれぞれpoly(A)+RN Aを抽出した後， λZ A P 11 

ベクターを用いて cDNAライブラリーを作成レ，フ

ラスミド cDNAライブラリーにトランスファーした。

1 0万個のクローンをさんだフラスミド(十)

cDNAライブラリーからフラスミド(ー) c 0 N A 

ライブラリーを差し引くことにより， 1 0 8個のクロー

ンを得た。現在それらのクローンについて 3' 末端の

シークェンスとノザン分析法を用いて解析中である。



lpE01 
Plasma membraoeから分離した， tubulinを含む穎粒による多糖合成

水野孝一 [大阪大・理・生物)

アズキ芽生えの上座軸から得た plasmamembraneは主要構成タン

パクのーっとして特徴的な tubulinを含んでいる この撲に特徴的な

tubulinは CHAPSにより他のタンパクと共に可溶化されるが，その

ままでは等電点電気総動のゲルに入るタンパクは殆ど無い SDSイじ

すると tubulinは他のいくつかのタンパクと同様に所定の等電点まで

到達するようになる CHAPSにより可溶化されたタンパクは

Sepharoseによるゲル減過などで殆どのものは tubulinと共に一つの

ピ クにのみ集中的に溶出される この事実は膜の tubulinは単独で

膜の lipid層に存在しているのではなくいくつかのタンパクからなる

何か大きな粒子に組み込まれている可能性を示唆するものであっ

た negative stainingにより電子顕微鏡で観察すると多数のドーナ

ツ型をした粒子が見られ，それらの直径はおよそ 30nmであった

このような待造物は Hayashiらにより報告されているカロ←ス合成

酵素の形とよく似たものであると思われた 27'Cで incubateしてみ

ると Mg"とUDP-glucoseを含むものでは反応液が白濁し，粘性も高

くなり多糖類と思われる物質の合成が見られた 反応終了後 buffer

で数回洗った後， 2 MNaOH溶液を加えても反応生成物は溶解せず，

さらに 100'Cで 2時間の加熱では部分的に溶解したが一部は残留し

た 現在この生成物の同定を試みているがこのような多糖類を合成

する粒子に tubulinが含まれていることは cortica1microtubulesとセ

ルロ ス合成との関係を考える上で興味深い事実であると恩われ

る

lpE02 
タバコ培養細胞BY-2の核表面MTOCに存在する50kDaタンパク質

について

草屋ー盟、水野 孝一、 (大阪大・理・生物)

動物細胞ではcentrosameに微小管をオ ガナイスするためのMTOC

が存在していることが知られている しかしながら高等植物細胞に

はccntrosomeは存在せず代わりに核表面が似たような機能を果たして

いると考えられているが，その実体についてはほとんどわかっていな

し、

すでに報告したようにタバコ培養細胞Bト 1の核表而あるいは核脱

破砕物中の特定の粒子が MTOCとしての活性を示すが，そこに主要

構成成分のーっとして存在する50kDaタンパク質は通常のチュ プ

リンとは異なるが抗αーチュープリン抗体とは極めて弱いが交差反応

を示すことからチュープリン類似タンパク質であると考えられ， y 

チュープリンとの類似性からもその機能には興味が持たれる 特異

的な抗体作成のため50kDaタンパク質を部分的に精製した 核破砕

液をsucrose濃度勾配遠，し、にかける時， Mg2φ
が存在しない場合には大

部分の50kDaタンパク質は70%と40%の境界面にきたが， Mg"が存在

する場合にはもっと低浪度 sucrose分画へ移動した 各々の50kDaを

合む分闘で微小管を形成させると，高濃度 sucrose分画からのサンプ

ルではひとつの粒子から放射状に多くの微小管束が形成されるのに

対して，低濃度 sucrose分画からのサンプルでは大きな粒子は見ら

れず微小管来の数も少なかった.このことからMg"は， MTOCの集

合を阻害したりあるいは核膜からの dissociationを引き起こすのでは

ないかと考えられ，実際に細胞内でも MTOCの挙動が Mg"1こよりコ

ントロ ルされている可能性が示唆される また細胞周期のステー

ジに応じて，核朕における50kDaタンパク質の存在量が大きく変動

することから核から生える微小管の変化は， MTOC中の50kDaタン

パク貨の量と相関があるのではないかと考えられる 今後は抗体を

作成し，より詳細な解析を進めるつもりである
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lpE03 
タバコ懸濁培養細胞BY-2における表層微小管構築を担

うタンパク質の解析

熊谷史、高橋陽介、馳津盛一郎、長田敏行

(東京大・理学系研究科)

植物細胞の形態の決定に表層微小管が重要な役割を果た

しているという認識は、広く定着してきている。しかし、

表層微小管の起源とその構築の機構に関してはいまだ不明

な点が多く、解明が待たれている。

我々は、高度に向調させたタバコ懸濁培養細胞BY-2

におけるM.Gl期の境界での変化を間接蛍光抗体法で観

察し、表層微小管構築の理解を深めることができた。今回

は、これまでの観察結果を統括的に報告する。

一方、我々の過去の実験では、ウニ卵において微小管重

合中心 (MT 0 C)の一員として同定されている 51kD

aのタンパク質に相当する 49kDaのタンパク質が B

Y-2細胞にも存在し、微小管の構築に関わっていること

が示唆されている。そこでこのタンパク質の分子的特徴を

明らかにするために、ウニ 51kDaタンパク質に対する

抗体を用いて BY-2細胞の cDNAライブラリーを探索

したところ、真核生物におけるタンパク質合成の伸長因子

である EF 1ーαと高いホモロジーを持つクローンが単離

されてきた。

これらの結果をもとに、表層微小管構築の機構とその意

義について考察する。

lpE04 
ミトコンドリアの分裂装置 (MDリング)

塁室盆笠 1、鈴木邦律 i、黒岩精子， ('東大・大学院理学系研究科、植

物、 2共立女子短大、生物)

真核植物細胞内において、ゲノム IDNA)は、細胞核、葉緑体核、ミ

トコンドリア核の3核に存在する。従って細胞増殖のしくみを研究す

るには、この3核の分裂増殖様式を同時に解析する必要がある。細胞

分裂は、 2つの事象、即ち細胞核分裂と細胞質分裂に分けられる。細

胞核分裂は、 1952年にメイジャと団によって、分裂装置である紡

錘体によって行なわれることが発見された。また細胞質分裂に関して

は、 1968年シユレイダーがアクチン繊維の束からなる収縮リング

によって行なわれることを見いだした。しかしながらオルガネラの分

裂増殖機構に関する研究はほとんどなされていなかった。 著者らは

1973年に粘菌において初めてミトコンドリア核を，そして 1978

年にミトコンドリアの核分裂を、また 1981年に葉緑体の核分裂を

観察した。その後細胞と分子のレベルで研究を行ない、最近それらの

核分裂の分子機構を報告している(黒岩 1991、 1993;佐疎ら

1993)。一方葉緑体全体の分裂である色素体キネシス(細胞の細

胞質分裂に相当)を起こす分裂装置(色素体分裂リング)は 1986

年に初めて三国らによって報告され、現在ではほとんどの真核植物に

共通の構造であることが分かつてきている。しかしながら、動物・植

物を問わず、真核生物細胞に共通の構造体であるミトコンドリアの分

裂装置に関しては、多くの期待や検索にもかかわらず、依然として見

いだされなかった。 1993年に我々は、ついに CYanidioschizon

merolael知られている限り最も細胞核ゲノムの小さい真核生物;8Mbp) 

で、ミトコンドリアの分裂装置 (MDリングと命名)を発見した。ゲノ

ムサイズの小さい生物である故に最初に観察された理由や、 MDリング

の構造と機能などに関して報告する。



lpE05 
タバコ培養議瑚包のオルガネラ DNAポリメラーゼ
盆選立差、福田裕穂(東北大・理・生物)

私たちはタバコ培養細胞株 BY2の培輯瑚に急激におきるオ

ルガネラ DNA合成の仕湘みを解析するために、オルガネラの

DNAポリメラーゼに着目した。まずオルガネラ DNAポリメラー

ゼ活性をみるために、 KCl濃度依存性でアフィディコリン(APC)

非感受性の DNAポリメラーゼ活性を調べたところ、この活性上

昇はオルガネラ DNA合成の上昇とほぼ同じパターンを示した。

このことは培養初期のオルガネラ DNA合成の上昇は DNAボリ

メラーゼ活性土昇とカップルしていることを示している。

さらに詳しく解析するためにミトコンドリアと色素休の DNA

ポリメラーゼの精製を試みた。 4日目の細胞 300gからミトコ

ンドリアを単離し、この抽出液を DEAEcellulose. phospho 

cellulose. Affi-Prep Heparin. Superos巴12の順にカラムクロ

マトフィーにかけ、 DNAポリメラーゼを部分精製した。

このミトコンドリア DNAポリメラーゼの性質は次のようであ

った。① APCと araCTPには耐性で、 NEMと ddTTPで阻害さ

れる。② KClの至適濃度は 150-200mM、③ Mn2+、Mg2+要求

性で、④至適 pHは 7.5である。⑤鋳型として、加)2+存

在下では poly(A)(dT):2:2、Mg2ゐ存在下では poly(dA)(dT)
1ア 18 が有効である。至適 pH以外は今まで得られている DNA

ポリメラーゼyの性質と類似していることが分かった。さらに

現在色素体の DNAボリメラーゼについて同様の解析を進めてお

り、ミトコンドリア DNAポリメラーゼの性質と比較するととも

に、今後これら DNAポリメラーゼの抗体を作製し、細胞内局在

性を確認、したいと考えている。

lpE06 
抗DNA抗体一免疫電顕法による同調培養ユーグレナの

巨大ミトコンドリアの観察

江原友子，長舵哲膏，長告祭二 1 (東京医大・徴生物，

1帝京大・医・化学)

先にクラミドモナス、ユーグレナの cell cycle 

中、塊状でマトリクスが拡がった“巨大ミ卜ヨンド

リア"が一時的に形成されることを見いだした

(Plant Cell Physiol..13:211. 1972.16:313. 1975)。

今回は抗DNA壬ノクローナル抗体一免疫電顕法に

よりミトコンドリアDNA分子を観察した。 紐状、

網目状のミトコンドリアにおけるDNA分子の配置は

個々のミ卜コンドリアのマトリクスに分散して配置

されている。 一方、個々のミトコンドリアが相互

に融合して、巨大ミ卜コンドリアが形成されるステ

ージにおけるD酬の配置は巨大なマトリクスに一時

的に集合し、相互に会合を行う可能性が示唆された。

ユーグレナ、クラミドモナスのミ卜コンドリアDNA

分子はcell cycle中で・ダイナミックな変化を示すこ

とが抗DNA抗体一免疫電顕法で判った。

巨大ミトコンドリアが一時的に形成される現象は

cell cycle中で・ミトコンドリアDNA分子が 時的に

集合する、そのような“場"、“機会"を提供してい

る可能性が考えられる。
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lpE07 
凶作ナ1・ナ茎頂におけるオげ早うDNA量の増減と転写産物量の変化

基江主&河野重行1、黒岩精子2、黒岩常祥(東大・理・植物、

:東大・理・広域理学、 2共立女子短大・生物)

茎頂の未分化細胞が葉に発達する過程で、色素体とiトコント， 1)7 

のDNAI立、初期に特異的に増幅されその後細胞の分裂に伴って分

配される。この特異的増幅はまず茎頂のミトコンドリ7で起こり、次

いで葉原基の細胞の色素体で起こる。このねfヰラDNAの特異的増

幅の機構を解析するために、シロイ1ナ1・ナの種子を暗黒下で発芽さ

せ、親水性樹脂分ノピヴト7100に包埋してから切片を作成し、 DAP

!/DiOCsで染色し蛍光顕微鏡法によりミトコンド 1)7と色素体の変化を

観察した。暗黒下の葉肉細胞では直径3-7μ皿のエチオアラストが観察

された。 エチオ7・うストのDNA量は100-500Tで7・D7・ラスチド(15-401)

より多くDNA量は異なっていた。また、 DNAは包膜にそって存在

していた。ミトコンドリアは、平均1.3TのDNAを含み分化した葉

肉細胞のものと似ていた。これはiトコント， 1)7DNAの増幅・分配が光

合成よりも細胞の増殖に強く関係していることを示唆している。

こうしたれ~'iうDNAの特異的増幅は、 rRNAを含む転写産物を発達

中のオルヵ・れに大量に供給するのに役立っている可能性がある。

個々の料f約内のRNAを定量するために、高解像度のinsitUl、ィ

アリrィt'づヨン法を新たに開発した。試料をテクノピヲト樹脂に包埋し、

切片を作製し、ハイアリゲイrしたアローアを間接蛍光抗体法で検出

することにより、個々の料nう内の転写産物を認識することが

十分可能になった。現在、この方法により発生の各段階におけ

る机nぅDNA量とればヰうの転写産物量の相関を調べている。

lpE08 
高等植物の細胞質分裂におけるゴルジ体の役割に関するテク

ノビット包埋蛍光染色法による解析
盟主聖雄・河野重行・黒岩常祥(東大・理・植物)

細胞分裂後期にゴルジ体が分裂面周辺に集合し、小胞を放

出することが電顕観察されており、初期細胞板の形成に重要

な役割を果たしているとされている。しかし、分裂各時期に

おけるゴルジ体の機能変化を経時的に解析するためには、ま

ず、組織、細胞全体でゴルジ体の動態を観察できる新しい光

学顕微鏡法の開発が必要である。そこで、テクノビット8100
包埋した試料の薄切片をDNA特異的蛍光色素DAPIと膜特異的蛍

光色素DiOC6で二重染色し、それぞれの蛍光顕微鏡像をカラー

イメージプロセッサーで処理する方法を開発した。 DAPI像と
DiOCo像を合成・差分し、 DNAを持たないゴルジ体像だけを選

択的に高解像で抽出した。この方法とアフィディコリンで有
糸分裂周期を同調したタバコ培養細胞(阻旦tian且』直也IJJ11

L.) BY-2を用いて、有糸分裂各期におけるゴルジ体の分布と

その動態を解析した。その結果、ゴルジ体は分裂後期には分

裂面の周辺部に集まっておらず細胞全体に分布しており、分

裂終期になって初めて成熟しつつある細胞板付近に局在する

ことがわかった。この局在はゴルジ体が細胞板の成熟に関与

している可能性を示唆している。細胞板生成悶害剤として知

られるカフェインで処理した分裂終期の細胞では、部分的に
未成熟の細胞板を持つものが多く見られた。未成熟の細胞板

周辺にはゴルジ体が集まっておらず、一方成熟した細胞板周

辺には多くのゴルジ体が集まっており、ゴルジ体の局在と細

胞板の成熟の関与が示唆された。



lpE09 
ヤヱナリ核践の49kD糠タンパク質について

求豆ー亙豆、前島正義 (北海道大学・低温科学研究所)

遺伝情報は核膜により核内に区画化され、 RNA，タンパク賀、セ

カンドメッセンジャー等は核膜孔を通じて選択的に給送される a

植物細胞の場合、核膜の構造形成、輸送機能に関する知見は少な

い。主主々は核膜の分子レベルでの理解を目的に核膜構成タンパク

質の解析を進めている (PlantCel[ Physiol.，1994 in press)。

今回、 concanavalinA (ConA) と反応する務タンパクの中から比

較的量の多い49kDに焦点をあて、いくつかの性質を分析した。

ヤヱナリの実生の医軸を材料とし、 Percoll等を用いて核を単

産し、さらに核膜両分を調整した。ことに含まれる49kDタンパク

質はConAと強く反応し、ハリエニシダ(UEA-I)、ダイズ(58A)、ピー

ナッツ(PNA)のレクチンとは反応しなかった。したがって、 49kD

はAsp結合型の高マンノース型糠タンパク質と推定される o 49kD 

穏タンパク質は211の KCl処理により核膜から完全に遊離するが、

0.511以下のKClでは全く遊離しない。核膜から遊自重した49kD糖タ

ンパク質を非変性条件下でポリアクリルアミドゲル電気泳動にか

けると.他のタンパク質を含む150.-220kDの大きな複合体とし

て挙動した。とれらの結果は49kD穂タンパク質が複合体として核

膜に静電的に強く結合している可能性を示唆している。 49kDタン

パク質の詳細な分布を解析する目的で、電気泳動的に精製した療

品を用いて抗体を調整した。免疫プロットの結果、少なくとも、

細胞腹、 ER膜、ミトコンドリア膜、液胞膜のいずれにも49kDタン

パク質は検出されず、本タンパク質が核膜に特異的に局在してい

ることが確認できたa 今後、この49kD結タンパク質の生理的変動

組織特異性についても検討を進めたい。

lpElO 
PROPERTIES OF THE NUCLEI IN PROTONEMAT A 
OF ADIANTUM CAPILLUS.VENERIS AFTER 
LONGTERM BASIPETAL CENTRIFUGA TION 

Christian WUNSC!!， Masamitsu W ADA， Dept. Biol.， 
Tokyo Metropolityan Univ.， Hachioji 192-03 

Longt怠rmbasipetal centrifugation (up to 3 h; '" 2000 x g) 
caused severa1 dramatic effects on the interpha児 nucIeiin 
red-light-grown single-cel1ed proton巴mataof Adiantum 
capillus-veneris. Besides dislocation and morphological 
deformation， the disappearance of the nucleoli and th巴
protrusion of a long and very thin thread-Iike structur巴at
the basal pole of the nuclei were very promin巳nt
phenomena， when the proton巴malcells were fixed and 
stained with DAPI. Th巴 greatmajority of the cel1s 
underwent division within five days after basipetal 
centrifugation， if subsequently irradiated with continuous 
white light. Prior to cell division， a reformation of the 
nucIeoli as well as the removal of the extranucIear DNA-
threads took place. The rearrangement of the nuc1ear 
interior， and fuロherproperties of the DNA-thread and its 
fate after centrifugation are now being investigated in 
detail. 
Results obtained仕omthese experiments may contribute to 
a deeper understanding of the intranucIear dynamics and 
the process of cell division itself. 
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lpEll 
原始紅葉類のオルガネラゲノムの解析
太田にじ 1、黒岩常待 2 c'早大・人間科学、 2東大・ i里・値物)

真核生物の起源と進化を細胞内共生の観点から明らかにするため
には、最も原始的であると考えられる生物を深レ、そのオルガネラ
ゲノムを解析して他の生物と比較することが有刻である。原始帯I藻
類に属する Cyanidium caldariumは、非常に単純な細胞体制をし
た生物で、細胞核 DNA含置は約13Mbpと少なく、ラン藻と類似し
た光合成色素とフィコピリゾームを持ち、色素体核が色素体の中山
に位置しているなど原始的な特徴を有している。本研究では、原始
的な特徴を保っている色素体に着目し、その色素体ゲノムの解析を
行った。物理的地図を作成しだところ、C. caldariumの色素体ゲノ
ムは 150kbpの環状DNAで、約 5kbpの逆位反復配列(lR):を待つこ
とがわかった。また、この色素体ゲノムlこは、色素体内で機能する
が緑色値物では細胞核コードであった 2つの遺伝子、 trxM チオレ
ドキシン m)、 trpA(トリフトフ?ン合成酵素ロサブユニット)がコー
ドされていることが初めて見つかった。 trpAが色素体ゲノムにコー
ドされている一方で、 trpBは細胞核にコードされていた。 C

caldarium の色素体ゲノムが他の値物の色素体ゲノムとほぼ同じサ
イズで、 IRを持つことから祖先型ラン藻が共生後に多量の遺伝子を
消失し、 IRを形成したことが鮭測される。この中に、 trpBが含まれ
る。その後、さらに trxM，trpA， rbcSのような遺伝子が徐々に細胞核
ヘ移行したと考えられる。
以上のように、色素体ゲノムは紅藻類と高等値物とでは類似して

いた。そこで、ミトコンドリアゲノムについてち知見を得るために、
C.caldariumと同僚に原始紅藻類に属する Cyanidioschyzonmerolae 

のミトコンドリアゲノムの物理的地図を作成した。このゲノムは約
32 kbpの単一の環状DNAであった。高等値物のミトコンドリアゲノ
ムは数百kbp(こ上るマスターサークルを符つマルチパータイトであ
ることから、品I藻類のミトコンドリアゲノムと高等値物のミトコン
ドリ?ゲノムは燭成が大きく異なることが示された。

lpE12 
クラ:ドモナスの接合直後に発現される遺伝子群と葉緑体の母性遺伝

との相関についての解析

自国基盤，河津維，黒岩晴子河野重行，黒岩常祥 (東大・

大学院理学系研究科，植物共立女子短大，生物)

葉緑体遺伝子の母性遺伝は被子植物から単細胞藻類まで多く

の植物でみられる普遍的な現象である.ケラミト'tnの葉緑体の母

性遺伝は雄由来葉緑体核の選択的消化によって起こる.我々は

種々の阻害剤およびUVを用いた細胞生理学的実験を行なった結

果にもとずいて，接合開始後の10分以内に発現する遺伝子が葉

緑体核の選択的消化を引き起していると考えている.この遺伝

子を同定するために配偶子と接合開始後10分の接合子のcDNAの

デイ77レルゆかトニンゲを行なった.得られた5つのケトンに対応する

皿RNAの蓄積量を接合開始後経時的に調べたところ，検出量のピ

→が接合開始後30分にあるものと2時間のものの2ゲルーアがある

ことがわかった.30分にヒー寸を持つ遺伝子のlつ笠slは遺伝子7

7~リーを構成しており，非常に抗日γ ーの高いORFをもった笠坐主と

笠slBがあった.立位里遺伝子のゲノミ砂川ーンの塩基配列を調べた

ところ， ORFの領域は2つのイントロンにより分断されていた.そこで

笠illのcDNAクローンを発現へ・I)J-pMALcにケトニンゲしマルトー}，1¥'インデインゲ

9ン1¥・9質との融合仰け質を合成し，抗笠豆E抗体を作製した.接

合過程における笠illJン1¥・P質の蓄積ハ・トンとUVI¥'以によるこの9

ン1¥'1)質の蓄積への効果を調べた結果，この遺伝子は母性遺伝を

引き起こす過程に関与しているものと考えられた.



lpE13 
タバコ熔養細胞から単離した原色素体核のinvitro DNA合成能

遁笈襲、鈴木健史、河野重行、黒岩常祥(東大・理・植)

タバコ指養細胞BY-2の培養過程における原色素体DNA合成能の

変化を解析した。 DAP[-蛍光顕微鏡観察の結果、原色素体核あた

りのDNA含量は植え継ぎ後24時間以内に3から7倍に増加し、その

後減少していくことがわかった。 invivoにおける色素体DNAの

合成活性の変化を調べるため、定量サザンハイプリダイゼーシ

ヨンにより色素体DNAの総量の増加曲線を描き、各時期における

色素体DNAの増加率を求めた。その結果、色素体DNAの増加率は

植え継ぎ後24時間以内に5から6倍に上昇し、それ以降は減少し

ていくことが明らかになった。これらの結果は原色素体DNAの合

成が植え継ぎ直後に著しく活性化されることを示している。こ

の現象をさらに解析するため、単離色素体核を用いたinvitro 

DNA合成系を開発した。単離色素体核を適当な条件下で基質とと

もにインキュベートすると、色素体核に内在するDNAポリメラー

ゼの働きにより、色素体DNAを鋳型としてDNAが合成される。こ

の活性がinvivo における色素体DNAの複製機能を反映したもの

であることを確認するため、 BY-2を新鮮培地に植え継いだ後、

時間を追って色素体核を単離し、 DNA合成活性の変化を調べた。

その結果、植え継ぎ後24時間以内の細胞から単厳した色素体核

のみが顕著に高いDNA合成能を示し、単離色素体核のinvitro 

DNA合成能の変化はinvivoのそれと一致することがわかった。

これは、単離色素体核を用いたinvi tro DNA合成系が、色素体

DNAの複製制御機構の解析に有用であることを示している。

lpE14 
超微量組織スロットプロット法による根端分裂組織における選

択的オルガネラDNA合成の解析とその生理学的意義

鈴木健史，酒井敦，河野重行，黒岩常祥(東大・理・植物)

根端分裂組織では細胞増殖に先立ち，細胞核DNAの復製に先行

してオルガネラDNAの選択的な合成が起こり，細胞内のオルガネ

ラDNA量のレベルが数倍に上昇することを見いだしている.超微

量組織スロヅトプロット法を用い，イネやエンドウ等の根端の

極微量組織の細胞核とオルガネラのDNA量比とDNA合成量比を測

定し，このような増殖様式が植物細胞に一般的にみられる現象

であることを確かめた.植物細胞の増殖モデルとしてタバコ培

養細胞系BY-2を用い，この現象の生理学的意義を解析した.BY 

2は一週間毎に植え継ぐことによって約50倍に増殖するが，こ

の増殖はナリジキシン酸でオルガネラDNAの合成を阻害すると完

全に停止した.これはオルガネラDNA合成が細胞増殖の必要条件

であることを示している.オルガネラDNAレベルの上昇が細胞増

殖能へおよぼす影響を定量的に調べるために，アフィディコリ

ンで細目掛妥のDNA合成を限筈し，オルガネラのDNA合成のみを行

わせ，様々なオルガネラDNAレベルのBY-2を準備した.それらを

ナリジキシン酸を添加した借地へ植え継ぎ，新たなオルガネラ

DNA合成を阻害した抗穏での細胞増殖率を調べた.その結果，

細胞はオルガネラDNAレベルに応じて増殖し，オルガネラDNAレ

ベルと細胞増殖率との聞に強い相関がみられた.これは，細胞

増殖に先行する選択的オルガネラDNA合成とオルガネラDNAレベ

ルの上昇が細胞の増殖能を規定していることを示している.
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lpFOl 
ヤエナリ (Vigna radiata L.)匪軸より
単離した液胞膿のパナジン酸感受性ATPase

について
ili亜ヰ卒、守主毛!日弘 1、加藤忠 liJ

(農水省東北農業試験場、 IJ~ ;j(省食総研)

従来より、 ii主胞膜両分に検出されるパナジン酸感
受性ATPaseは原形質膜の混入によるものであろう
と拷定されてきた。ところが、液胞膜卜F にパナジン
酸感受件oATPaseが存イ1:することが以近報行された。
そこで、 i復胞膜 tのパナジン椴感受↑1tATPas巴の存
在を確認するため、ヤエナリ版物liから純度の出jい液
胞膜を単離し、 ATP加水分解j丹十1:およびH+輸送活性
について、様々な JIJl害剤の影響を調べたので朝日行す
る。液胞膜小胞はショ糖密度浮遊i主心法を用いて iれ
離した。 ATP加水分解活性は酵素反比、の結果、 ATP
から遊離した無機リンを定量して測定した。 H+輸
送活性は、キナクリンの蛍光消光法によって測定し
た。 H+輸送活性は 10μMNEM，50mM KNO" 10nMハ

フィロマイシンで完全に阻'古されたが、パナジン酸
では全く阻害きれなかった。このことから、原形質
膜の浪人は極めて少ないと判断された。 ー11、ATP
加水分解活性は 100llMパナジン般で約40%阻害され、
50mM KNO、では50%阻害された。これらの事実よ

り、単離した i液胞膜画分は、的問責感受'n..パナジン
酸非感受性でH+輸送i!J.'11tを持つ ATPaseと、パナジ
ン酸感受性で、 H+愉j孟i!i性をnたないATPaseが存
在すると考えられる O

lpF02 
塩ストレス感受t'l:の呉なるイネ土庁長細胞の液胞IJ英
HヘPPaseにおよぽすrm;ストレスの影科』
且且五i章、鈴村麻.fI/¥fl、ベc1毛!日弘 (JJt;j(ヂI:食総イi}f、
l日本k子大・家政)

植物の塩ストレスに対する耐刊に、被!胞のプロト
ン輸送系が関与することが桜町されている。政々は
これまで、モヤシマメの根を1j1い、その細胞の液胞
膜ピロフォスファターゼ (PPas巴)の活性が高濃度
の塩処理で著しく阻害されることを報告した。そこ
で今回は、単離した塩ストレス M:<;受性の異なるイネ
(Oryza sativa L.)培養細胞をmい、塩ストレスと

液胞膜PPaseとの相関について解析したので報告す
る。

材料として、我々が単離したイネ培養細胞のうち、
塩ストレスに対して強いK-I (cv.Nipponbare) 株
と弱いK-13 (cv. Boro)株を用いた。液体培地で 6
日間培養したのち、塩処理として 100mMNaCI存在
下で 4時聞から 4日間培養を行った。それらからデ
キストラン濃度勾配法により液胞膜小胞を単離した。
PPase活性はピロリン酸の加水分解による無機リン
酸の生成量によって、プロトン愉送能はキナクリン
の蛍光消光の経時的変化によって測定した。

その結果、 K-1 3株の細胞は塩処理後 4時間で
PPase活性ならびにピロリン酸依存のプロトン輸送
能が低下し始めたのに対し、 K-I株ではいずれもほ
とんど阻害されなかった。さらに、これらの株にお
ける液胞膜H+干 Paseの遺伝子発現についても検討
を行っている。



lpF03 
低温処理による低温感受性イネ細胞の液胞膜における ATP依
存プロトン輸送低下の機構解明
笠毛邦弘(農水省・食総研・分子情報解析研)

I夜胞膜のATP依存フ。ロトン輸送はNativeな液胞膜小胞内で低
温処理によって著しく低下することを著者らは報告している。
今回はこの低下がどのようなしくみでおこるかを検討したので
報告したい。

材料は耐冷性の強い品種としてKー 1株(日本晴)と弱い株
としてK-1 3 (ボロ)を主として用いた。これらから得た培
養細胞を 5'Cで2日-6日間低温処理後デキストランの密度勾
配法で液胞膜小膜を得た。また、 ATPaseはi夜胞膜からDOCとOG

で可溶化された。可溶化されたATPaseとリボゾームとの再構成
膜の構築はDOC除去法で行った。

K-13の培養細胞を 5'Cで低温処理後得られたNativeな液
胞小膜でのATP依存フ。ロトン車昔話は未処理から得たものに比べ
著しく阻害された。しかし K-l細胞から得られたものではほ
とんど阻害は見られなかった。また低温処理されたK-13細
胞から得られた液胞膜小胞から可溶化したATPaseをアソレクチ
ンリボゾームに取り込んだ再構成ノト胞では未処理のそれに比べ
ATP依存フ。ロトン輸送はほとんど阻害されていないことが判

明した。また低温処理することによってK-13細胞の液胞膜
はリン脂質を構成する不飽和脂肪酸が著しく増大した。また、
不飽和脂肪酸の増大は液胞膜H+-ATPaselこに依存するプロトン
輸送を著しく低下させた。

これらのことから低温耐性の弱い細胞の低温処理による液胞
膜におけるATP依存プロトン輸送の低下は低温が直接ATPase分
子に作用するのではなくむしろ脂質を介して作用すると思われ
る。

lpF04 
オオムギ根原形質感小胞のr槍送話牲に対するイオン験送体阻

害斉唱の効果

山王讐生、山本洋子、絵本英明 (岡山大・資生研}

膿小胞を用いたr鎗送活性の測定には、HヘATPaseが形成した

プラスの膜電位を打ち消すアニオンの験送が必要であると一般

に考えられている.このことはすなわち、r験送活性はアニオン

繍送活性を反映しているものと考えられる。そこで本研究では

オオムギ根原形質膜小胞を用い、アニオン紛送体の阻害剤を検

察するために、 w鎗送活性に対するイオン輸送体問曾剤の効果

を検討してみた。

阻害剤として、アニオン愉送体の阻害剤 (DIDS、A-9-C、NIF、

Zn"\PGO) とカチオン繍送体の阻害~J (TEA喝 CJ)を選んだ。ま

たr験送活性は、 KCI存在下におけるキナクリンのクエンチング

で測定した，畳初に原形質膜W-ATPaseに対する阻害剤lの効果を

みたところ、 A-9・C. NIF、TEA-CIはほとんど限嘗しないととが

わかった。次にこれらの阻害剤を用いて、 H'tIa送活性に対する

効果をみたところ、NIFのみが阻害することがわかった。このNIF

による阻害は‘ KClをBTP-Cl及びKN03に代えて測定しても認めら

れた.以上の結果からNIFは原形質膜小胞におけるアニオン験送

体の限害剤であると考えられる.
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lpF05 
SEPARATION AND PURIFICATION OF GUARD CELL 

PROTOPLASTS FROM ADAXIAL EPIDERMIS OF Vlcl. 
f.T. LEAVES. 
Chang・HvoGOHl，Tatsuo OKUl町ldKen-Ichiro SHlMAZAKI2 

lBlophyS. Lab.， Dept. Forestry， Fac.Agr.， Kyushu Unlv.， Fukuoka 
812; 2Biol. Lab.， C冶11.01 Gen. Edu.， Kyushu Univ.， Fukuoka 81 0 

Guard-cell protoplasts were Isolated Irom ad拙 ialepldermlsol Vicia 

危bawlth cellulase digestion and discontlnuous Percoll denslty 

gradlent centrllugatlon. Adaxlal epldermes 01 Vicia were separated 

mechanically by homogenlzation 01 the leaves devoid 01 abaxial 

epidermls accordlng to the method by Kruse et al.(1989) with sllght 

modillcatlons. Preparations obtained by this method yielded about 

3 X 104 ad副 lalguard-cell protoplasts (OGCPS)/ leaflet(孟0.04% 

mesophyll fragments on a cell basis). and no epidermal， mesophyll 

cells.lsolated DGCPs hydrolyzed Iluorescein diacetate， suggesting 

that the cells were vlable. Average slzes 01 the OGCPs飢 dthose 01 

abaxial guard-cell protoplasts (BGCPs) were 16.30 and 16.92 il m in 

diameter， respectively. Ratlos 01 Chl a/b were 3.05 lor OGCP and 

2.8510r BGCP. Contents 01 Chl were 0.8飢 d1.0 % in OGCP即 d

BGCP， respectively， on soluble proteln basis. Flavonoid content 

estimated by the absorbance町 ound350 nm was 1 .8 times higher in 

DGCP than In BGCP on Chl basls， suggesting that OGCP could be 

more reslstant to UV-B radlatlon than BGCP. DGCPs increased their 

volume by 70 % by Incubatlon wlth lusicoccln (10μM) lor 65 min， 

Indlcating that OGCP had an active p凶smamembrane proton pump 

OGCP and BGCP showed almost slmilar proliles 01 protein， but 

enrlchment 01 21 KD protein was lound In BGCP. Other physiological 

and blochemlcal data will be presented. 

Kruse，T.， Tallman， G.町 dZeiger， E. (1989) Plant Physiol. 90， 

1382・1386

lpF06 
気孔孔辺細胞ミクロソームにおけるバナジン酸感受性プロト
ン輸送活性に対する caおの影響

主王盆盟l、西村光雄、島崎研一郎九州大・理・生物、

l九州大・教養・生物)

青色光に依存した気孔開孔は、孔辺細胞原形質膜に存在す

るプロトンポンプが活性化されることにより引き起こされる。

しかしながら、青色光がどのようにプロトンポンプを活性化

するのか、その分子機構は不明の部分が多い。そこで、本研

究ではソラマメ(Vicia faba L.)葉孔辺細胞プロトプラストよ

り単離したミクロソームを用いて、プロトンポンプの実体と
される原形質膜 H+-ATPaseのプロトン給送活性の調節機構に

ついて調べた。 ミクロソ一ムにおけるプロトンの輸送はア

クリジンオレンジを用いた分光的方法で

辺細胞ミクロソ一ムより得られるプロトン輸送活性は約 7初0%

がパナジン酸感受性であり、これは原形質膜 H+-ATPase由来

の活性と思われる。プロトン輸送活性に対する生理的濃度範
囲のCa2+の影響を調べたところ、 0.01μMCa2+の場合を

100%とした時 0.1μMで 92%、1μMで 32%、10μMで 26%

となり、Ca2+濃度が 0.1μMから 1μMに上昇することによ

りプロトン輸送活性が顕著に阻害された。むo値は約 0.5μM

Ca2+であった。このCa2+によるプロトン輸送活性の阻害は、

プロテイン・キナーゼの阻害弗IJk-252aを添加しでも変化しな

いことから、Ca2+依存性の蛋白質リン酸化を介さない阻害と

思われる。また、プロトンポンプを活性化するカビ毒フシコ

クシンを加えてもプロトン輸送活性は回復せず、Ca2+による

プロトン輸送活性の阻害は、プロトンポンプそのものが阻害

されている可能性を示している O



lpF07 
葉緑体局在ω3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子を導入した形質

転換タバコにおける低温耐性能力の向上

児玉浩明、;貴田達朗、担口吾朗、西村光雄、射場厚

(九大・理・生物)

植物の膜脂質における多不飽和脂肪酸含量の滑加は、植

物の低温馴化に伴う反応の一つであり‘低温耐性に重要な

役割を有しているものと考えられている。 トリエン脂肪酸

(C'6 3+C'8，)含量が増加した形質転換タバコを、シロイヌナ

ズナ葉緑体ω一3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子(fad1)を導入す

ることによって作成した。薬組縫でのトリエン脂肪酸含量

l草野生株と比較して約10%増加していた。この形質転換タ

バコを光照射下で 7日問、 1
0

Cにさらした後、引き続き 2

50C、 5日間生育させたところ、野生株で見られた葉の成

長阻害が緩和され、低温処理していない状態の植物の葉と

同機の成長を示した。低温処理による薬の白化現象(ク口口

シス)を示す個体の割合も形質転換タバコでは野生株と比べ

減少した。これらの低温障害は若い葉組織において特徴的

に生じた。実際に若い葉では多不飽和脂肪酸含量は成熟し

た葉と比較して少ないが、形質転換タバコではこの若い時

期の糞でも脂肪酸の不飽和度が高い。以上の結果は、 トリ

エン脂肪酸含量を増加させることにより高等植物の低温耐

性能力を向上させることができることを示している。

lpF08 
タバコω-3脂肪重量不飽和化酵素遺伝子の単離

重旦呈盟、児玉浩明、西村光雌、射i暑厚 (九州大・理・生物)

生体験脂質の不飽和脂肪酸の含量が減少しているシロイヌナズナの突

然変異体の解析から、植物の低温耐性機構に多不飽和賄肪酸が重要な役

割を果たしていることが示唆されている。我々の研究室では、リノール

酸を不飽和化しリノレン霞を生成する葉緑体局在ω3脂肪酸不飽和化酵

素遺伝子 (tad7)を、ポジショナルク口一二ングの技法を用いてシロイ

ヌナズナから単組した。この遺伝子の発現及び機能を調べることにより、

不飽和脂肪酸が植物細胞に与える生理的機能について明らかにすること

ができると考えられる。タバコは外来遺伝子を導入することが容易な縞

物種であり.分子生物学的手法による解析を行なうためには良い研究材

料であると考えられる.そこで、タバコからω-3脂肪酸不飽和化酵素遺

伝子の単躍を行なった。

fad 7遺伝子をプロープにして、タバコ (Nicotiana tabacum cv. 

SR-l)の叢より調製したcDNAライブラリ から緩やかな条件下でスク

リーニングを行ない、タバコのω3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子をコード

していると恩われる二つのクローンを単醸した包そのうちの つのクロ

ーン(pF1)の全塩基配列を決定したところ、塩基数は1381bpで、泡基

配列より推定されるアミノ磁残基数は379であった。 pF1とfad7の温

基配列、およびアミノ酸配列における相悶性は、ともに約70%であったe

pF1のトランジットペプチドと恩われる領域のアミノ厳残基数は21で.

すでにクローニングされているアラビドプシスの小胞体局在ω3脂肪酸

不飽和化酵素遺伝子のトランジットペプチド領繊のアミノ酸残基数

(25)とほぼ一致した o pF1は、薬および根のどちらの組織でも発現して

いた。以上の結果は、 pF1fJ$小胞体局在ω3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子

をコードしていることを示している。また、現在もう一つのクローン

(pHl)のシークエンスを行なっているところである。
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lpF09 
コムギの仮における温度環境と成長に対応した脂肪磁多不

飽和化

沼口吾朗、岩川洋隆、児玉浩明.川上直人¥

西村 光錐.射両面厚 (九大・理・生物、 1繍浜市立大

木原生物学研究所)

シロイヌナズナには3庫銀体局在型の低温誘導性ω-3脂肪

酸不飽和化醇棄が存在し、低温にさらされた葉においてリ

ノレン厳含量を噂加させることが知られている.しかしこ

の醇棄をコードする遺伝子 (fad8)は根では発現せず、

mにおける低温誘導性のω-3脂肪酸不飽和化醇素遺伝子に

ついて分子生物学的に栂ぺた例はない.われわれはコムギ

を用いて温度環筑の変化に伴う脂肪酸組成の変化を調べた。

コムギを播積後高温 (300C) または低温 (WC)で成育

させると‘リノレン重量含量に大きな差が生じ、全脂肪酸に

しめる嘗j合は30'Cで約10%であるのに対して15'Cでは約

40%であった.矯種後300Cで生育後150crこ4日間移した

t暑合、 15'Cで新たに成長した部分でリノレン酸含量の増

加が箆められた.またこの恨におけるリノレン酸含量の増

加はホスファチジルコリンとホスファチジルヱタノールア

ミンにおけるリノレン酸の増加によるものであった。これ

らの脂質分子種における脂肪酸不飽和化はおもに小胞体で

行なわれているので.栂において小砲体局在型の低温誘導

性ω3脂肪厳不飽和化酵素カ惇在する可能性が示唆された。

lpFlO 
膜脂質不飽和脂肪酸のシアノバクテリアの凍結耐性に及ぼす

影響

塁日墜二二1，2、渡辺正勝1，2、村田紀夫1，2 (1基礎生物学研究所、

2総合研究大学院大学・生命科学)

耐凍性の植物を低温順化させると膜脂質脂肪酸の不飽和度が増大

する。このことから凍結耐性への膜脂質の不飽和脂肪酸の関与が示

唆されているが、現在まで直接的な証明はない。そこで我々はより

直接的な知見を得るため膜脂質の不飽和脂肪酸の異なるシアノバク

テリア変異株を用いて膜脂質の不飽和結合と凍結耐性の関係を研究

した。

材料としては、 34
0

Cで培養した SynechocystisPCC6803の野生株

および、変異株Fad6(6. 6位の不飽和化活性を欠損)とFad6/desA-(6. 

6位と6.12t立の不飽和化活性を欠損)の細胞を用いた。まず、これ

らの細胞を1'C/minの速度で冷却して 10'Cの凍結処理をおこなっ

た。次にこれらの細胞を解凍し、 25'(における光合成的酸素発生

能を測定した。その結果、 10'Cの凍結処理により野生株に比べ

Fad6/d esA では酸素発生能が著しく低下していることがわかった。

この結果は、膜脂質の脂肪酸の不飽和結合が凍結耐性能の増強に関

係していることを示唆している。光合成系のどの段階が凍結により

傷害を受けるかについての結果と併せて報告する。



lpFll 

ラン藻の企9位脂肪酸不飽和化酵素の遺伝子

翠杢盤去、和田元3、西国生郎、大森正之4、
村田紀夫 1 2 ( 1総合研究大学院大、 2基礎生物学

研究所、 3九州大・教養、 4東京大・教養)

ラン寝における不飽和脂肪酸の生合成は、膜脂質

に結合した脂肪酸を不飽和化することによって行わ

れる。特に、脂質に結合したステアリン酸に、直接、

二重結合を導入することによってオレイン酸を合成

する不飽和化経路は、ラン藩に特有である。本研究

では、ラン藩旦.vnechocystisPCC6803より、ステアリ

ン酸の不飽和化を司る企9位脂肪酸不能和化酵素遺

伝子(desL)を単離し、その構造を明らかにした。本

来脂肪酸不飽和化酵素を持たない大腸菌でdesCを発

現させたところ、オレイン酸の蓄積が認められた。

desCより推定されるアミノ酸配列をラット、マウス

およびイーストのステアロイル CoA不飽和化酵素の

アミノ酸配列と比較したところ、いずれも約25%の

相同性が認められた。一方、 desCと高等植物のステ

アロイル-ACP不飽和化酵素との聞には、相同性は

認められなかった。また、二重結合の導入位置に関

して特異性が異なる 4種類の不飽和化酵素問で比較

を行ったところ、活性中心と思われる領域で、アミ

ノ酸配列の一致が見いた、された。

lpF12 

葉緑体膜糖脂質合成酵素の精製とその性質
主峰蓋童、太田啓之、増田建、塩井祐三、
高官建一郎 (東工大・生命理工・生体機構)

UDP-galactose:diacylglycerol galactosyl-
tr:onsferase (UDGT)は、葉緑体膜の主要構成糖
脂質である monogalactosyldiacylglycerol の

生合成過程に関わっている酵素である。我々は、
葉緑体分化と糖脂質生合成の関係を明らかにす
るために、 UDGTの精製を行なった。
UDG~ はキュウリ子葉のミクロソーム画分から

I aury I d i methy I am i ne N ox i de (LDAO) を用い

て可溶化した o 可溶化酵素は、金属キレートア
フィニティークロマトグラフィ一、 ヒドロキシ
アパタイトクロマトグラフイ一、ゲルろ過、イ
オン交換フロマトグラフィーを用いて精製した O

最も効果的な精製のステッブはヒドロキシアパ
タイトクロマトグラフィーて酬あった。可溶化さ
れた酵素は、活性測定時にミクロソーム由来の
脂質を添加することにより、活性が著しく増大
した。この脂質添加によるUDGTの活性化はホス
ファチジルグリセロールでは観察されるが、レ
シチンでは活性化が起こらないことが判った。
このことから、本酵素の活性発現には、酵素の
局在部位である葉絹体包膜の構成指質の存在が
必須であると考えられる。
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lpF13 
葉緑体膜糖脂質合成酵素の活性発現に必要な膜脂質

荒井健之、太田啓之、下嶋美恵、増田建、塩井

祐三、高宮建一郎 (東工大・生命理工・生体機構)

我々はキュウリの葉緑体膜糖脂質合成酵素をミク

口ソ ム画分から可溶化し、精製する過程で、可溶

化後、活性の低下した酵素に、酵素から取り除ヵ、れ

た脂質酉分を再添加してやると活性を回復すること

を見い出した 1)つそこで本研究では、キュウリ子葉

より単離した各脂質クラスについて、酵素の活性発

現に対する効果を詳細に解析した。

ミクロソーム画分に含まれる模脂質であるMGDG，

DGDG， SQDG， PG， PC， PE， P Iの7種の極性脂質につ

いて、活性化効果を調べた。 7種の脂質なかでは、

葉緑体の主要リン脂質であるPGの効果がもっとも高

〈、脂質無添加のものに比べて約 15倍程度の活性

を示した。またPG以外でも、同じ酸性脂質である

SQDG， P Iが顕著な活性化を示したが、葉緑体の主要

糖脂質であるMGDGやDGDG、また、 PE，PCの活性化能

は低かった。これらのことから、酵素の活性化には

脂質のネガティブチャージか.関与していると考えら

れる O

1 )下嶋ら 本会講演要旨集 (1994) 

lpGOl 
ラン藻 SynecoococcusPCC7942の硝酸イオン輸送体サプユニ

ヅト NrtCのC末端ドメインの機能に関する研究

坐量達島小林正樹，堀江宣行?津木弘道9 鈴木石根(名古

屋大・農・応用生物科学)

Synecoococcus PCC7942の硝酸イオン能動輸送体は、 nrtA，
fJ， C; /Jの4つの遺伝子によってコードされるABC型輸送体

である。 nrtCと nrt/Jの産物 (NrtCとNrtD)はそれぞれ

659残基、 274残基のアミノ酸から構成されるタンパク質で、

すべてのABC型輸送体の閣で構造が保存されているATP結合

性サプユニヅトである。通常、 ATP結合性サブユニヅトは

250-300個のアミノ酸残基から構成されているが、 NrtCの場

合、この保存配列に対応する部分 (N末端から254アミノ酸残

基)にリンカ一様構造を介して約 380アミノ酸残基から成る

C末端ドメインが結合しており、他に例のない特異な構造と

なっている。本研究では、このC末端側領域の硝酸イオン輸

送における役割を検討するため、 nrtC遺伝子からC末端ドメ

インに対応する部分を遺伝子操作によって除去したラン藻変

異株を作製した。得られた変異株は低濃度(5酬の硝酸イオン

を含む培地で増殖可能であり、また、培地中の硝酸イオンを

完全に消費することができた。この結果から、 NrtCのC末端

ドメインは硝酸イオンの能動輸送に必須ではないことが明ら

かとなった。



lpG02 
タバコ培養細胞Nicotianatabac肌 BY-2の原形質膜リン酸輸送活

性:リン酸飢餓による高親和型輸送の誘導

ヱ垣屋造企，臼田秀明(帝京大・医学部・化学)

従来、高等植物の細胞内へのリン酸輸送系には、低親和型

(Km =数IOμM-数mM)と高親和型(Km三数μM)の少なく

とも 2種類が存在し、このうち高親和型の系の活性がリン酸飢

餓により著しく高まることが主張されてきた。しかしながら、

これまでに報告されているこれらの輸送系に関するKm値、 Vm皿

値は、研究者や材料により著しく異なっており明確な結論を得

るには至っていない。我hはリン酸輸送活性のキネテイクスお

よび活性誘導のプロフイ」ルを正確に知るため、種々のリン酸

栄養条件下で育てたタバコ培養細胞 (Nicotiana帥 ac捌 BY-2)

のリン酸取込みを測定し、そのプロフィールを非線形回帰法で

数値解析して正確なKmとVm阻を算出した。その結果、タバコ培

養細胞においては、 1)リン酸取込みのプロフィールは、単一の

Michaelis-Menten型の輸送(Km圭 2.5μM)の存在を仮定するこ

とで完全に説明され、いわゆる低親和型のものは存在しないこ

と、 2)リン酸欠乏状態にある細胞では、このリン酸輸送活性の

Vmax値が5倍以仁に増加するが、そのような場合でも、リン酸

に対する親和性(Kni値)は変化しないことがわかった。また、 3)

活性の誘導は、培地よりリン酸が消失すると直ちに始まり、ほ

ほ直線的に増加して、その後約16時間で最大活性に到達するこ

とが観察された。さらに、 4)この活性の誘導はシクロヘキシミ

ドにより完全に抑制されることから、新たに誘導された活性は、

タンパク合成レベルで調節されていることが強く示唆された。

lpG03 
ニチニチソウ細胞によるリン酸吸収

握竪墜畳、沖原清司、三村徹郎?矢崎芳明、清田誠一郎
(農水省・生物研、*姫路工大・生命)

ニチニチソウ培謝倒胞のリン酸吸収速度はこれまでに

報告されている植物細胞のどれよりも高く(およそ 20
pmoles/h/g f resh weight)、 しかも吸収過程にはfeed
back inhibitionのような調節機構が存在しない。この

ため、 Murashige-Skoog培地のようにリン酸を 1mM程度

含む植物細胞用の培地では細胞密度を低くすると(l05個
Iml程度以下)、リン酸の過剰摂取が引き起こされ細胞の

増殖は阻害される。また、通常の細胞密度でもリン酸濃

度を高めて細胞あたりの吸収可能なリン酸量を高めると、

同様の増殖阻害を引き起こす。今回、ニチニチソウ細胞

を用いて細胞が吸収し得るリン酸の最大量を検討したと

ころ、細胞密度の如何によらず100ymoles/g Jresh wei 
ght程度で、 31P-NMRスペクトルからみると吸収されたリ

ン酸の大部分が液胞に蓄積すると同時に、細胞質のリン

酸濃度も上昇している傾向がみられたロまたニチニチソ

ウ細胞のみかけのリン酸吸収のKmは 10pM程度で、これ

よりも大きいhをもったりン酸吸収はみられなかった。
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lpG04 
蛍光試薬を用いた細胞膜リン酸輸送担体同定への試み

沖原清司、清田誠一郎、三村徹郎 1、坂野勝啓

(農水省・生物研、 l姫路工大・生命)

リン酸は植物細胞に関与する各種の無機イオンのうち、三大

栄養素の 4 つであり、しかも生体エネルギ一代謝に最も密接な

関係をもっイオンである。しかしながら、そのイオンの生理学

的な重要性にも関わらず、植物細胞膜のリン酸輸送担体の同定

の報告例は未だ無い。その理由の Iつには、その担体に結合す

る適当なプロープが発見されていないからであろう o

我々の目標はその植物細胞細胞膜の無機リン酸の輸送担体を

同定し、その輸送及び制御機構の解明をすることにある。現在

独自に見つけた蛍光性阻害物質を用いてリン酸輸送担体同定の

検討を進めているのでその進捗状況について報告する o

我々は前回の学会で報告した一連のリン酸輸送阻害物質と類

似した蛍光試薬 9FSCをニチニチソウ(包止主旦生us 旦竺~)培
養細胞に与えた結果リン酸輸送が阻害されることを見い出した。

この阻害機構としてこの試薬が輸送担体のリン酸結合部位のア

ミノ基と共有結合してリン酸輸送を阻害する可能性が考えられ

た。その仮定のもと、水性二層分配法で純化した細胞膜を用い

てリン酸の有無の条件下で蛍光標識を行い、ゲル漣過によって

分析した。その結果、リン酸無の条件下でのみ強く蛍光標識さ

れる画分があることを見い出すことができた。

lpG05 
ニチニチソウ培養細胞における革麻日性の異なる 2種類のリン酸

取り込み成分の性質

墜且JJZ.、直井由紀、桜井英博 (早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞におけるリン酸取り込みには、構成的

に見られる低耕日性駒子(Km王寺47μM)と、リン酸(最終濃度で1.

25-2. 5mM)を1日おきに追加して培養した細胞(+Pi細胞)には

ほとんど見られないが、リン酸を含まない培地での培養 (-Pi培
養細胞)により誘導される高親和性成分(陶討.0μM)の2種類

が存在する II

細胞の反応速度論的解析を、懸濁培養細胞をそのまま用いて

行ったところ、両成分ともにKm値はプロトプラストを用いた場

合の値(上記〕と誤差範囲内でほぼ一致しており、セルラーゼ、

ベクチナーゼ処理に伴う親和性の顕著な変化は認められなかっ

た。

高親和f生成分 (-Pi細胞、リン酸初期濃度lまたは 3μMにお

ける取り込み)、および低親和↑生成分 (+Pi細胞、リン酸初期濃

度500μM)に対する各種阻害剤の効果を比較した。 NEM、ヨード

酢酸などのSH修飾剤は、高耕唯成分に比べて僻見手叶生成分に

よる取り込みをより強く限害した。感受性の差は両成分が発現

している Pi細胞における測定結果の再朝7によっても確認できた。

このとき、リン酸取り込みを50%阻害するのに必要なNEM濃度は、

高親和性成分でO.5μM、僻見和性成分でO.1μMであった。なお、

阻害が最大に達するまでの処理時間には大きな差はみられなか

ったo

日 Furihataet a1. (1992) PJant CeJJ Ph.vsio1. 33. 1151-57 



lpG06 
ニチニチソウ緑葉のホスファターゼの精製とその諮性質

全生豆、佐藤康之、城市篤、桜井英博
(早稲田大・教育・生物)

植物個体ではリン酸欠乏時にリン酸の取り込み活性が上昇す

ること、リンの易動化のためのホスファターゼの活性が根周辺

で上昇することが知られている。ニチニチソウ培養細胞では、

細胞外駿性ホスファターゼに少なくとも4つのアイソザイムが

存在し、うち3つはリン酸欠乏によって活性が大きく上昇する

(Joichi色、 1992.1993)。ニチニチソウ緑葉では、 NATIV
E-PAGE 、活性染色により細胞外酸性ホスファターゼ、とほ

ぼ同様のアイソザイムの他に、移動度の大きく異なるアイソザ

イムが1つ認められた。我々はこのアイソザイムの精製を試み、

その性質を細胞外ホスファターゼと比較したo

ニチニチソウ成葉を破砕後遠心し、得られた上清かち、硫安

分菌、 DEAE、ゲル漉過 (ToyoperlHW55)、ハイドロキシル

アパタイトクロマトグラフイー及び、 MonoQ(FPLC) 
により他のアイソザイムと分留し精製した:①pH6.0でD
EAEIこ吸着されるが、他のアイソザイムは非吸着で、あった。

②NATIVE-PAGE後のt静生染色において、 pH8.5

におけるβーナフチルリン酸を基質としたFastRedTRによる

染色ではこのアイソザイムだけカ噌異的lこ染色され、 FastGar 
netGBCを用いたpH4.5における活性染色では全アイソザ

イムか努泊された。③このアイソザイムの至適pHは5.5で
あった (3種の細目砂1フオスファターゼ、の至適pHは4.5及
び5.0)。

lpG07 
タバコ培養細胞(BY-2)の原形質膜のイオン透過性と選択性

に及ぼす Ca 2+の効果

並旦王立、吉橋学、小尾一郎、角谷忠昭、池田篤治

(京都大・農・農化)

[目的] C a 2+が塩ストレスの軽減やK+の流出、 Na +の

流入の抑制などに関与していることは、これまでに報告さ

れてきている。本研究では、タバコ培養細胞原形質膜のイ

オン透過性と選択性とに対する Ca 2+の効果について検討

した。

[方法]材料としてタバコ培養細胞(BY-2)より単離したプ

ロトプラストを用いた。チャンネル電流は、パヅチクラン

プアンプCEZ-2200(NIHONKOHDEN)を用いて、 whole-cell

configuration、outside-outpatchで測定した。

[結果]ホールセル電流の測定より、原形質膜のイオン透

過性は、細胞外の Ca 2+の濃度の増加(O.1~10.0mM)に伴

い、減少した。また、細胞内の Ca 2+の増加 (O~4μM) は、

イオン透過性を変化させなかった。一方、逆転電位測定よ

り、イオン選択性は、変化しなかった。細胞外の Ca2+が

タバコ培養細胞の原形質膜のイオン透過性の制御に大きく

寄与しているが、イオン選択性には関与していないことが

示唆された。

また、この透過性の変化は、 K+チャンネルのシングル

チャンネルコンダクタンスの変化ではなく、開頻度の変化

によるものであることが明らかになった。
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lpG08 
濃厚 Ca2

+_塩溶液中での Ch竺旦節間細胞の

原形質流動に及ぼす光と低温処理

清沢桂太郎伏阪大学・基礎工学部・生物工学科)

車軸 f楽節問細胞の原形質流動の流速は、

F-アクチンと同定された繊維状構造の胤防|

のCa 2 +と、 ATP-Mg濃度に依存することが、

知られている。外液の Ca 2 +濃度を高くする

と、外液中の Ca 2 +を細胞内に入れようとす

る力が大きくなる。明暗は細胞膜に接する

様に存在する葉緑体表面の電街を初め、細胞

質中の ATP濃度を変える。低温処理は、仮

定的な Ca 2 +の能動輸送系に影響を与え、細

胞質中の Ca 2 +濃度を変えるかも知れない。

そこで、濃厚 Ca 2 +溶液中、明暗条件で原形

質流動の流述を測定した。次いで、濃厚

C a 2 +溶液中に節問細胞を入れ、各々明暗条

件で3"(:に 1週間放置した後、 25"cでの流速

を測定した。結果は、原形質流動の流速及び

生存率は明暗条件にのみ依存し、 Ca 2 +濃度、

C a 2 +の対イオンの種類には依らなかった。 1

週間の低温処理は 25"c復帰後の原形質流動

を停止させることはなかった。

lpG09 
原形質流動の光誘発には細胞膜rポンプが関与している

原因明子，車率直呈，永井玲子(大阪大・教養・生物)

淡水産の単子葉植物であるオオセキショウモ札葉肉細

胞では、光刺激により、フィトクロムと光合成色素との

協働作用を介して、周囲型の原形質流動が誘発志礼る。

流動の原動力発生はマイクロフィラメント系に依存して

おり、 Ca2+による制御を受けている。また、赤色光照射

に伴って細胞外へCa2+が放出される。細胞膜wポンプの

阻害剤であるパナジン酸は、赤色光に依存した決動誘発

とCa2+放出とを共に阻害する。そこで、 rポンプ阻害剤

として知られる DCCD と DES、脱共役刻である CCC~ が流動
の光誘発に与える影響を調べた。細胞外凶 7.0では、全

ての薬剤lが赤色光による流動誘発を限害する。これに対

して細胞外pH5.5では、 DCCDもしくは DESの存在下でも

流動は誘発される。この場合の流動誘発作用は赤色光特

異的で、近赤外光によって打ち消される。細胞外pH5.5 

でCCCP処理を施すと細胞は死ぬ。 DCCDと DESは、プロト

プラストにおけるCa2
+放出も阻害する。これらの結果か

ら、次のように推論している。光合成に依存して活性化

される細胞膜rポンプの働きにより、細胞膜を介したr
勾配が形成される。 Ca2

+は、このr勾配を利用したCa2令

/W対向輸送によって放出される。 Ca2
+放出が起こるた

めには、 Pfrの存在が必要である。以上の条件が満たさ

れた時、原形質流動が誘発される。



lpGlO 
汽水産藻類シラタマモ節問細胞の低張処理に伴う細胞質pHおよ

び液胞pHの変化

岡崎芳次、岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物)

汽水産藻類の一種シラタマモ (LamprothamniurH笠旦旦旦凹〉

の節間細胞は膨圧調節機構を持っている O 低張処理に伴って細

胞質中の遊離Ca'+濃度の増加と共に液胞からrとC1が外液に

洩れだして膨圧が回復する。この過程で〉細胞質Ca'+が膨圧調節

に伴うイオン輸送の調節因子となっていることがすでにわかっ

ている。
本実験では低張処理に伴う細胞質pH(pH，)および液胞pH(pH")

の初期変化を測定した。 pH，は二連式pH微小電極により直接測

定した oplLは節閥細胞から液胞内液を分離して、そのpHをpH

微小電極により測定した。

低張処理に伴ってpH，は、変化しないとき、アルカリ化する

とき、酸性化するときがあった。細胞を酪酸処理してpH，を人
為的に酸性化させると、膨圧調節は阻害された O これらのこと

は調節に伴うイオンの波胞からの流失はpH，に依存するものの、

pH，自体が細胞質Ca'+のような膨圧調節に伴うイオン輸送の調

節因子ではないことが示唆された。 pH，の変化は調節に伴う細

胞質無機イオン環境の乱れを反映するのかもしれない。

pH"は低張処理 5分後には約0.5だけアルカリ化し 1時間以内

に元のレベルまで反った。このアルカリ化は増加した細胞質

Ca2+の液胞内へのCa''/W antiport系による取り込みを反映

しているのかも知れない。

lpGll 
フラスモの興奮におけるカルシウムの役割l
菊山宗弘、島田希代、新免輝男 1 (放送大・生
物、 1姫路工大・理・生命科学)

フラスモの興奮時にはまず、原形質膜のCa2+チャン

ネルの活性化によってCa2+の流入が促進され細胞質

内Ca2+濃度の上昇が起こる。これによる原形質膜や

液胞膜のCl-チャンネルの活性化が活動電位の実体で

あるとされている。それではCl-チャンネルの不活性

化の過程はどうなっているのであろうか。すなわち

Cl-チャンネルそのものが活性化・不活性化過程を内

包しているのか、それとも活性化・不活性化過程は

単にCa2+消長を反映しただけなのか。これを明らか

にすることを試みた。

あらかじめ aequorinを注射したフラスモを用い、

活動電位の様子、膜コンダクタンス変化と細胞質内

Ca2+濃度の変化(=aequor出発光強度変化)の関係を

測定した。

活動電位発生の直後からCa2+の増加は始まり、活

動電位のピークあたりで濃度は最高に達し、膜電位

の回復とほぼ一致してCa2+濃度も回復した。膜コン

ダクタンスの変化の様子もCa2+の挙動にほぼ一致し

た。この結果は、Cl-チャンネルの活性の程度は細胞

質内Ca2+濃度に直接的に依存しているという可能性

を示唆する。
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lpG12 
シヤジクモ節間細胞興奮の関値電圧について.
よJlIW並・筒井泉雄 1・野坂修 _2(阪大・教養・生物、

i 岡崎生理研・生体膜、滋賀医大・麻酔)

シヤジクモ節問細胞原形質の仁は通常活動量と
しては 40ゆ1よりは高く，濃度としては 110ITh"1より
は低いと予想される.外液の人工池水の r 濃度が
o .5r酬の時 K'の平衡電位の値は寸 10、ーl:i5mVと
なる.電位固定あるいは電流刺激により細胞の興奮
性を調べていると膜が上記のr の平衡電位と予想
される付近にまで脱分極した時，興奮することが多
い.このことから関値電圧を決定しているのは主と
して r チャンネルの関口であると予想し，実験を
進めている. 電流回定条件下で矩形波電流刺激
時間を 70mS(こ固定し，刺激の強さを変えてみた.関
個以上の刺激に対し、応答波形は 70皿Sの聞に極大値
を示す.刺激電流の大きさと、応答の極大値との関
係はほぼ直線で近似できる.直線の傾斜は極大値に
おける膜の抵抗と関係し，また直線を電流ゼロへ外
挿した時の電圧は極大値における模起電力を示す.
外液のt濃度を 0.1と1.0酬の間で変化させた時，極
大値における膜起電力の値はそれぞれの濃度にお
けるr平衡電位に近く， 10倍の濃度変化に対し約 60
mVの変化を示す.すなわちrチャンネルのこの時期
における関口が関値への膜の税分極の主要因であ
ることを暗示する.応答の極大値での膜コンダクタ
ンスは静止時おける値の数倍程度であり，起電性r
ポンプのコンダクタンスの静止状態からの減少が
意外と速いことを暗示する.

lpG13 
オオムラサキツユクサ生葉の C02ストレス応答解析

斉藤美佳子、本問先l犬、線本泰行、松岡英明
一一一寸東京農工大・工.)，t;JIj I主物)

植物生葉は C02ストレスに応答して顕符な細胞電位変
化示す。この応答パターンが匂い分子によって変化するこ
とから、匂いセンサーへの応用を凶る基礎として、 C02ス
トレス応答の機構解明が望まれている。

本研究では、オオムラサキツユクサ(Trαdescantia
vzrg口uanaL.)の生葉のC02ストレス応答を、新たに開発し
たマルチ微小電緑システムを用いて、電気化学的に応答機
構餅'析を行なった。その結果、生葉の表皮細胞は2mm程度
の範l川内では電気的に導通状態にあるが、電気化学的には
:1;1]御された状態であることが明らかにされ、生葉内の細胞
t首位変化をJ行総とした仙報伝達は、広範関には伝達されな
いと考えられた。また、電子顕微鏡による牛:葉構造解析結
果、および蛍光色ぷ注入託、に基づき、細胞内応答シグナル
は、細胞液胞内首位変化であると推定された。細胞電位と
は液胞膜'屯位、細胞Jj英'む{古:などの和であるが、各膜首位は、
拡散電位と起電'~t'，註イ立とから成る。そして、実際に得られ
た応答パターンを説明するためには起活性電位を考えなけ
れば説明できないと判断したロそこで、まず生葉から液胞
膜を調整した。さらに、 iif溶化したi¥TI込scをアゾレクチン
を用いて再構成しポンヒ。ング'i;'iN:を測定した結果、オオム
ラサキツユクサ生来誠胞膜にV!f!のATPa配が介:在しており、
これはH"輸送性i¥TPaseであることがl切らかにされた。この
ことから、 C02ストレス応答が、 Hφ ，K'の担t散屯{合;および
このH'輸送件A百>a~elこ基づく起r屯性'屯{立の組み合わせによっ
て定性的に説明できることを明らかにした。



lpG14 
マメ科植物幼根の生長に伴う電位分布及びイオン濃度

変化

渡過由美.竹内賢，池津泰成，高村勉(立教大・理・

化)

植物が活動する際に電気的な応答を伴うことは古く

から知られている.我々はマメ科植物幼桜を対象と L

て，その周囲に発牛する電位分布を詳細に測定した.

その結果，根の先端部の生長領域において，大きな負

電位が得られた.一万，成熟域においては，小さな負

の電位ピークが観測されることがあった.このピーク

に対応する根の表面は外見 1-_平坦であった. しかしほ

ぼ 15時間後にこの部位から側恨の発生が観察された.

これは，外部からは見ることのできない，板内部にお

ける生理活性を外部から捕らえることができたと考え

られる.これらの電位は，細胞活動に伴うイオン種の

鎗送によるものであると考えられる.そこで側根を含

む幼根周囲の主要イオンの濃度分布を測定し，液間電

位の理論計算式(Hendarsonの式)を用いて電位分布

の電気化学的な解析を行った.

lpHOl 
電子伝達鎖中でのチトクロムc'の蛋白質問相互作用に関

する電気化学的考察

壁_J主主，小I幸真一一郎岡田輝之，和田止徳(鳥取大・

工・物質工京大・人間環境)

酸化還元蛋白質問の電子伝達に先立つて形成される遷

移状態化合物の分子問相互作用をモデル的に理解するた

めに、電極表曲に適当な化学物質を吸着させた修飾電極

を用いて、電気化学測定を行なった。光合成細菌 Rs.
rubrumチトクロムc'の酸化還元挙動が、 2メルカプトコ

ハク酸修飾金電極上で準可逆的に行なわれることを見出

し、これまでに酸化還元電位、不均一反応速度定数の算

出や分子問相互作用が水素結合に起因しているらしいこ

とを報告した。今回は、修飾剤の極類による酸化還元挙

動の差から、チトクロムc'の分子間相互作用について考

察する。

Rs. rubrumチトクロムc'の電気化学的酸化還元が、 2
メルカプトコハク酸修飾金電極上で準可逆的に行なわれ

た事から、これに類似する化合物 11種を選び、金電極

に修飾した。その結果、反応の可逆度はD、Lシステイ

ンで2メルカプトコハク酸と同様となった他、電極表面

のチオ ルから 3、4番目仁カルボキシル基や水酸基を

有する化合物で不可逆ながら酸化還元が観察された。し

たがって、この相互作用の実体は電極修飾剤のカルボキ

シル基や水酸基kヘム周辺のいずれかのアミノ酸残基(

特仁リジン残基)との聞の水素結合の可能性が大きい。
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lpH02 
P700の抽出再構成は可能か?
並よ豆、仲村亮正¥渡辺正 i (帝京大・薬、 l東大・生産
研)

P700の再構成実験を可能にするためにはP700結合部位が
変性しないようにP700を抽出しなくてはならない。凍結乾
燥したホーレンソウの光化学系 I粒子をエーテル処理する
ことにより、アンテナ色素の大部分を抽出することができ
るが、 P700は殆ど抽出されない。その結果、 Chl-a/P700比
が約10の粒子を得ることができ、これはアンテナ色素の再
構成に用いることができる。一方、微量のアセトアルデヒ
ドを含むエーテル処理をすると、アンテす色素がより抽出
され、アンテナサイズのさらに小さい粒子を得ることがで
きるが、同時にP700の抽出も可能になる。この方法で得た
粒子を用いてP700の再構成実験を試みた。
1) P 70 0の50%以上が抽出された粒子に、 Chl-aと共に脂質を
加えると条件によってP700量は最大2倍になるまで増える。
最も有効な脂質はMGDGでありPGがこれに次ぐ。 MGDGは濃度
を増すにしたがってより有効になるが、 PGは濃度を増すと
逆に効果が下がる。 DGDG、PC、PIは殆ど無効である o r，h 1 
aまたは種々の脂質を単独で添加してもP700量は変化しな

2)再構成されたP700は定常光における光酸化活性を持ち、
その酸化還元差スペクトルも再構成前のP700とほぼ同じで
ある。
3) C h 1 -a ' ( Ch 1-a ep im er )は脂質との親和牲がChl-aとは異
なっていたが、条件によってはChl-aとほぼ同程度のP700
再構成能を示し、低濃度のPGまたはMGDGと共に加えると有
効で、あった。

lpH03 
光阻古条件ドにおけるシトクロム b559の酸化還元'屯

1v:の変化
干;崎郁r、111村典明1、岡山繁樹 (JL大・教主主.tf_物、
1福岡女 f大・家庭用学・植物)

高い酸素発生能を持つ光化学系Ilのシトクロム b

559は少なくとも 3絡の酸化還元電i立(Em)すなわち

High Potential (HP)一form. Low Potential (LP)form. 

¥' ery Low Potential (YLP)-formを十寺ち、かつHP-form

の市める割合が大きい(60%以上)。酸素発生系を取り

除いた系Il標品では、強光照射下では光化学系IIの酸

化側からの彼壊が還元側の破壊よりも先に生じるつ

NHっOH処理を施した後強光照射 (7000 凶・ m2・S1) 

したPSIl膜標品について、シトクロム b-559の駿化還

Jd商定をおこなった。光による光化学系IIの酸化側の

破壊が進行する過程で、シトクロム b559の酸化還I己
電牧の成分に変化がみられた。 HP-formは短時間(平

滅期1分以内) に減少し、約120mV低いEm値を持つ

Intermediate Potential (IP，)ーformが出現した。 10分後

にはIP，-formは消失し、 LP-formより約100mV低いIP?

formが出現した。この間LP-formの量にはほとんど変

化が見られなかったが、 VLP-formは徐々に増加した。

光化学系IIの酸化側を破壊するような光阻害条件では、

シトクロム b-559のHP-formが滅少していく過程で、

今までみられなかった新しいEm値を持った中間体が

生成されることがわかった。



lpH04 
THE UNSATURATION OF MEMBRANE LIPIDS 
ACCELERATES THE RECOVER Y OF 
PHOTOSYNTHESIS FROM PHOTOINHIBITION 
Bvoung Yong民100'N， Sho-Ichi HIGASHI and Norio 
MURAT A， Department of Regulation Bilogy， NationaI 
Institute for Basic Biology， Myodaiji， Ok位 aki444 

Effects of unsaturation of thylakoid membrane Iipids on 
出echilling sensi位vityof photosynthesis were studied in 

transgenic tobacco plants which had been transformed with 
the gene for g1ycerol-3-phosphate acyl仕組sferasefrom 
squash. The回 nsformedplants had a depressed level of 
unsaturated phosphatidylglycerols in thylakoid membranes 
of chIoroplasts. The thylakoid membranes isolated合omthe 
wild-勿peand transformed pl釦 tsshowed little differences 
in their sensitivities of photosystem II activity measured by 

oxygen evolution to different temperaωres. They were aIso 
indistinguishable in their sensitivities to s佐ongIight and 
heat. However， the recovery of photosynthesis from the 
photoinhibited state was much depressed in leaves of the 
仕組sformedplants as compared to出ewild-type plants. We 

conclude白紙出eunsaturation of membrane lipids 
accelerates the recovery of photosynthesis企omthe 
photoinhibited state via the enhanced tumover of Dl 
protem. 

lpH05 
低温においてキュウリの葉に光を照射すると光化学系 Eで

はなく光化学系 Iが傷み，それが光合成失活の原因となる

寺島一郎，舟山幸子，園池公毅 (東大・理・植物)

低温感受性植物であるキュウリの葉を， 220μmol m""2 

s -1の穏和な光のもとで，数時間， 40Cの低温にさらすと葉

の光合成活性がほとんどなくなる. このような葉からテラ

コイド膜を穏和な方法で単離し，過剰量のフェレドキシン

の存在下で， diaminodurene(DAD) から NADP+への電子伝

達活性速度を弱光下で測定することによって求めた量子収

率(相対値)は対照テラコイド膜の 20%程度であった.量子

収率の低下は， 1 OOC以下の光・低温処理でのみ起こり，

4Tで 5時間処理した場合には， 50μmo 1 m -2 S -1程度のご

く弱い光でも約50%の低 Fが見られた.これらは，葉の光合

成の失活の条件とよく ・致していた.また，窒素気流中で

光・低温処理を施した場合には，葉の光合成も，系 Iの量

子収率もほとんど低下しなかった.

本研究によって，生理学的lこも意味のあるお平日なストレ

ス条件下で系 Iが系 Hよりも顕著な損傷を受け，それが葉

の光合成失活の原因であることが初めて明らかになった

寺島，舟山品園池(1994)Planta. in press 

(反省点)系 I活性は， DADからmethylviologenへの電子

伝達速度として測定するのが一般的である. しかし， DAD→ 

NADP+の景子収之容が20%程度に低下した膜標品でも，強光 F
のDAD→ MVの活性は対照の70%，こも達する.系 Iの光阻害の

発見が遅れたのはこのためである.
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lpH06 
キュウリの葉における光化学系 I光限害のメカニズム

盟並盆盤、寺島一郎(東大・理・植物)

先にわれわれは、キュウリの葉に、 4Tにおいて数時間

200μmol'm-2・s-1 程度の穏和な光を照射すると、光化学

系 Iが選択的に失活することを見い出した。この系 I光阻

害のメカニズムを明らかにするために、光阻害を受けた葉

からチラコイド膜を単離して系 Iの電子伝達成分を分光学

的に測定することによってその阻害部位を追跡した。また

単離したチラコイド膜より系 I反応中心複合体を調製して

サフeユニットの変化などを調べた。その結果、1)系 Iの電

子受容体側が最初の阻害部位であること、 2)次に反応中心

クロロフィルである P-700自身の失活が起きること、 3)最

終的には反応中心結合大型サプユニットであるPSI-A!Bの

部分的な分解が引き起こされること、 4)この大型サブユニ

y トの分解は光阻害処理を窒素気流中で行なうと起こらな

いこと、 5)複合体の小型サプユニットの組成Iこは変化がな

いこと、 6)反応中心と集光性サブユニット LHC-I の聞の結

合には変化がないことなどが明らかになった。本研究は生

理的な条件下で引き起こされる系 Iの光阻害のメカニズム

を初めて明らかにしたもので、また生体内における系 I大

型サプユニットの分解の最初の報告である。この系 Iの光

阻害のメカニズムは、系 Hの光阻害について提案されてい

るメカニズムと比較して、反応中心サプユニットの分解の

仕方、集光性サプユニットの役割などの点で大きく異なっ

ていることがわかった。

lpH07 
光化学系 11の表在性18-kDa タンパク質の大腸菌に

よる発現

竹内麻里子、本多修三、中嶋信美 1、近蔵矩朗、

桑原朋彦( 筑波大・生物、 1国立環境研)

光化学系 11の表在性18-kDaタンパク貿のcDNA(不

完全)をプラスミドpUC118を用いて大腸菌JM1 091こク

ローニングし、 βーガラクトシダーゼとの融合タンパク

質の形で発現させた。大腸菌の膜構造をライソザイムー

低張処理によって破砕したところ、前駆体タンパク質

(pre 18-kDa)は、 rcで， h放置することにより、大

腸菌のタンパク質分解酵素により、成熟18-kDaタンパ

ク質とほぼ同サイズ(E18-kDa )にまで分解した。

E18-kDaは成熟 18-kDaタンパク質と同線な方法で

CM-Tyopearl 650M及び MonoSを用いて精製された。

E18-kDaのN司末端アミノ酸配列は成熟18-kDaタンパ

ク質に比べトランジットペプチドのC末端の 4アミノ酸

残基Ala-ValーLeu-Ala-がN端に残っていた。 E18-kDa

はホウレンソウの1MNaCI処理光化学系 11膜に、表在

性23-kDaタンパク質の存在下で再結合し、低塩素イオ

ン濃度下での酸素発生能を回復させた。このことから、

ホウレンソウの18-kDaタンパク質と同じ機能を有する

タンパク貨が大腸菌を用いて生産できることがわかった。



lpH08 

ホウレンソウ光化学系E膜から精製したプロリルエンドプロテ

イナーゼの基質特異性

墨星盟産、鈴木恒平(筑波大・生物)

光化学系Eの表在性18ー凶aタンパク質のPro12-Leu13結合を特

異的に切断するプロリルエンドプロテイナーゼをホウレンソウ

の光化学系E膜から精製し、性質を調べた。酵素は18-kDaタン

パク質の他の部位または他のタンパク質を分解しなかった。酵

素の18-凶aタンパク質に対する出値は0.3μMであった。プロリ

ル結合含有化合物によるタンパク質分解の阻害から、本酵素と

の相互作用にはプロリル結合と正電荷の両方が必要であること、

18凶aタンパク質の高い親和性にはその他の構造要因も関与し

ていること、が示唆された。本毒事素はフラボパクテリウムのフ。

ロリルエンドペフ。チダーゼとは基質特異性および~DFPに対する感

受牲においてきわめて異なっていることが示された。これらの

結果は、本酵素が新しいタイプのプロリン特異的エンドプロテ

アーゼであることを示唆した。

lpH09 

光化学系11の表在性23・kDaタンパク質に作用する

アスパルティックプロテアーゼ

盆主1互主、桑原朋彦(筑波大、生物)

pH 7においてpCMPS存在下で、光化学系11
の表在性23・kDaタンパク質を16 kDaに分解する

プロテアーゼは、ゲル鴻過クロマトグラフィーと

キレートクロマトグラフィーによって部分精製さ

れた。 pHおよび阻害剤の効果を調べたところ、本

酵素はpH 3で極大活性を持つアスパルティックプ

ロテアーゼであることが示唆された。以前の研究

では、本活性は粗抽出液中に活性を阻害する核酸

が含まれていたため検出できなかった。このpH
3での活性はO.05M NaCI以上の高塩条件下で促進

されることから、本プロテアーゼは高塩環境での

酸性化による光合成装置の損傷時に働くことが予

想される。 Nati veおよびpCMPS化された23・kDa
タンパク質の分解のpH依存性から、このプロテ

アーゼは比較的広いpH範囲(pH2・11)で働き得る

が、基質の分解は基質タンパク質のコンフォメー

ション変化に依存することが示唆された。
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lpH10 
ゼンマイ緑色胞子の発芽時に消失する葉緑体 20kD蛋自

の性質とその分解

井上 弘、高野篤生 {富山大・理・生物)

ゼンマイ緑色胞子の特徴の一つは、その葉緑体チラコイ

ド膜にゆるく結合して、 SDS-PAGEで分子量が20kDである

蛋白質が多量に存在することである。この蛋白は、胞子の

発芽に伴って消失する。シクロヘキシミド存在下で胞子を

培養すると、胞子は全く発芽せず、 20kD蛋自の消失も見

られないが、光合成は活発に起きているので、 20kD蛋白

は光合成活性とは直接に関係は無い.発芽・細胞分裂と呼

応して、この蛋白の消失が観察されるので、発芽に伴って

起こる葉緑体の分裂-増殖に必要なアミノ酸を供給する機

構の一環であろうと推測している.今回、 20kD蛋白を完

全に精製した。 nativeの分子量は、 7q kDt推定されたの

で、この蛋白は4量休で存在している.N末端アミノ酸の

部分配列を 46残基決定した.アラニン、グリシン、リジ

ンの順に多くみられたが、リジンの量は等電点 10以上の

高塩基性を予想するには少なく思われる。この蛋白を特異

的に分解するプロテアーゼは、まだ発芽していない胞子の

葉緑体に既に存在しており、部分的に精製した。

lpHll 
光化学系IIカタラーゼ反応の陰イオンによる阻害

真野純一，川本邦男， G. Charles Dismukes
1，浅田浩二 (京

都大・食研， lPrinceton大・化学〕

光化学系11(PSII) H，O酸化酵素 (WOE)は水の4電子酸化・

酸素発生 (HP酸化反応〉を触媒する。本研究ではWOEのS2状

態とS。状態とにより触媒されるH，02の不均化反応 (S/S，。カタ

ラ ゼ反応)に対する陰イオンの効果を同0酸化反応と比較

した。 S/S。カタラ ゼ活性は同O2中で暗処理したホウレンソ

ウPSII反応中心複合体に閃光を照射し，生じさせたS/S。状態

によってH，02から発生するO2を気体透過薄膜質量分析計を

用い測定した。

SjS。カタラ ゼ反応の至適pHは6.5であり， H，O酸化反応、

のそれと一致した。 50mMI-もO2でのSjS，。カタラーゼによる酸

素発生はKCN，NaN" KF， NaCIによりそれぞれ10mM， 15 mM， 

40 mM， 100 mMで50%阻害された。また、その酸素発生の半

減期も同様の阻害を受けたことから，これらの陰イオンはSj

Soカタラ ゼの反応中間体と結合して活性を阻害すると考え

られた。 5mMl-もO2ではこれらの陰イオンの半阻害濃度は50

mM  H，02の場合より高かった。H，02はWOEのMn複合体を還

元し，水和Mn
2
'イオンを生じさせることから， HP2濃度に依

存して異なった機構でカタラ ゼ反応が起こると考えられる。

N
3
-， CN守はH，O酸化反応をも強く阻害した。 S/S。カタラ ゼ

を阻害するCI濃度は同0酸化反応に要求されるCIの濃度

(50%活性化に約2mM)より高く、H，O酸化反応と異なる結

合部位の存在が示唆された。



lpH12 
アジドイオンによる光化学系 II膜の電子伝達阻害

川本邦男、真野純一、浅田浩二 (京都大・食研)

N，ーは光合成電子伝達の阻害剤としては知られていなかっ

たが、演者らは、 Nょによって光化学系 (PS)II膜の光阻害

が電子受容体存在下で促進されることを発見したので報告

する。

PSII膜をNJと2，6-d加ethylbenzoquinone(DMBQ)存在下、

25Tで光照射 (50Wm-うすると、酸素発生活性が阻害さ

れた。このPSII膜を遠心により洗浄しても活性は回復しな

かったので、不可逆的な阻害であった。また、この阻害は、

内¥DMBQ、および光に依存し、 50%阻害は 30-60sの光

照射で生じた。 NfとDMBQ存在下で光照射(N，一処理)し

たPSII1撲では、 Tris処理後の diphenylαrbazide(DPC)から

2，6-dichloroindophenolへの電子伝達活性が、酸素発生活性

と同程度に阻害され、 NJ存在下、 PSIIがターンオーバー

すると、 YzからQBへの電子伝達活性が阻害されることが明

らかとなった。また、 DPCを電子供与体、 DMBQを電子

受容体として、クロロフィルの蛍光をTris処理後に測定し

たところ、 N3-処理したPSII膜では FMが大きく低下し、

PSIIの酸化側が阻害された。さらに、町一処理によって

YJの ESRシグナルが大きく減少したが、 YJはほとんど

影響受けなかった。したがって、電子受容体存在下、 N，ー

はP680+による Yzの酸化を光照射下で不可逆的に限害し

たことが明らかとなった。

lpH13 
マトリックス ENDORからみたマンガンクラスター周辺の

構造変化 孟亙孟主、河盛阿佐子(関西学院大・理)

マルチラインEPR信号は低温では (<180K)非常

に安定な信号である。低温ではマルチラインは長期保存(>

1年)に対してほとんど線形も強度も変化しない。 これに

対してマルチラインのENDOR信号の線形ほ著しく変化する。

1 98 Kで‘光照射直後のマルチラインのmatrixENDOR 

信号は4MHzの範囲内に 6対の分離をもっている。 しかし

77 Kで保存することにより、分離幅 lMHz内に別の信号

が現われる。 EN即応lnduαdEPRを用いて新たに出現した

信号もまたマンガンクラスター起源であることカ曜認できた。

マトリックスENDORは核・電子聞の双極子相互作用からな

り分離幅は核ー電子間距離の3乗に反比例する。つまりこの信

号は電子から4~6Å離れた比較的遠い位置での陽子との相互

作用の変化を反映していることになる。 またこの信号は再

照射により消失する。この信号の増加速度はQA-とD+の電

荷再結合の速度によく対応している。 両者の関係について

は現在検討中である。

また光照射直後から存在する 6対の信号は長時間の低温

での保存によって減少、消失することがわかった。

以上の変化はマンガンクラスター及びその周辺の構造変化

を反映したものと考えられる。
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lpIOl 
Arabicbpsis thaJianaのホメオボックス (HB)を持つ遺伝子の
cDNAクローンの単離と発現解析

五金釜盤之，田坂昌生， 藤津久雄 (京大・理・植物)

ホメオドメイン (H0)を持つタンパク質は、動物の形態
形成や細胞分化の調節過程において中心的役割jを担う転写因
子として知られている。最近高等植物においても HDを持つ
タンパク質が相次いで報告されている。トウモロコシの葉脈
のパターンが乱れる突然変異を引き起こす遺伝子 (Kn 1) 
もHDを持つタンパク質をコードしていた。この遺伝子は茎
頂で特異的に発現しており、茎頂における細胞分化や組織形
成に関わる可能性が示唆された。我々は植物の発生過程、特
に栄養成長過程における調節機構の解明を目的として研究を
行っている。本研究では、この過程における HB遺伝子の働
きに注目し、その機能を明らかにするためにモデル植物であ
るシロイヌナズナから HBを持つ遺伝子の単離を試みた。 K

NlのHDの保存領域をもとにオリゴDNAを合成し、シロ
イヌナズナの栄養成長期地上部由来のmRNAから作った c
DNAを鋳型にして PCRを行った。得られた DNA断片が
HBの一部配列であることを確認後、このDNAをプロープ
に用いて cDNAライブラリーのスクリーニングを行ったと
ころ、いくつかのクローンが単離された。それらは制限酵素
地図をもとに 3グループに分けられた。その 1つについて塩
基配列を決定したところ、それは 1つの長いORFを含み、
その中にKNlに類似したホメオドメインが存在した。これ
は、今までに報告されたシロイヌナズナのHBを持つ遺伝子
群と全く異なる遺伝子である。またノザンハイブリダイゼー
ションの結果からこの遺伝子は、 Knlとは異なり葉で特異
的に発現することが明らかになった。

lpI02 
ニンジンのホメオボックス配列をもっcDNAのクローニング

山屋良二、駒嶺穆'、福田裕穏(東北大・理・生物、 1日本女子

大・理・物質生物科学)

ホメオボックス (HB)は180bpのDNA配列で、 60

アミノ酸からなるホメオドメイン (HD)をコードしている。

HDをもっタンパク質は、 HDにより特定のDNA配列を認識

し結合する転写調節因子と考えられている。 HBは最初、ショ

ウジヨウパエの発生の制御に関与する遺伝子に共通する配列と

して見つかったが、その後多くの動物種でHB遺f云子がクロー

ニングされている。嵐丘、植物においてもHB遺伝子が確認さ

れ、 トウモロコシ、シロイヌナズナ、イネなどで、遺イ云子のク

ローニングとその解析が行われている。演者らは、これまで、ニ

ンジンの不定腔分化過程における遺伝子発現制御機構の解析を

行ってきた。今回は、ニンジンのHB配列をもっcDNAクロ

ーンの単離と、それらの遺伝子の不定胆分イヒ過程での発現につ

いて報告する。

HB配列をもっcDNAクローンを単離するために、演者ら

は、 HDの保存配列をもとに作成されたオリゴヌクレオチドプ

ロープを用いて不定限のcDNAライブラリーのスクリーニン

グを行った。その結果HB配列をもっ 1個のクローンが単離さ

れた。予想されるアミノ酸配列から、このクローンはHDの直

後にロイシンシ、ツパー (Zi p)構造をもつことがわかった。

さらに、このクローンの HD~Zip領域をプローフゃにして

スクリーニングを行い、 a<ll:立した5個のクローンをf号た。これ

らはHD~Zip領域の類似性は高いが、不定厄滑化i晶程てそ
れぞれ異なる発現様式を示した。



lpI03 
イネホメオボックス遺伝子 OS lI l の発現~形質転換核物の形

態変化の関係

絵岡信，村1:::( 嘉納 )ゆ り子生物研果樹詞

ホメオボックス遺伝子はホメオドメインと呼ばれるDNA結合ドメ

インを持つ遺伝子で、動物においては形態形成に重要な役割を果たし

ていることが知られている。最近、積物においても動物のホメオドメ

インに類似したアミノ駿配列をコードした遺伝子の存在が報告され、

これらの遺伝子と植物の形態形成との関連が期待されている.実際、

我々がイネより単離したホメオボックス遺伝子OSHlのcDNAを358プ

ロモーターによりアラピドプシス中で多量に発現させると、転換植物

が形態異常を引き起こすことから仁間1は植物の形態形成に重要な

役割を持つ遺伝子と考えられている(P1antCell 5. 1039. 1993)。今回

我々はこのOSHlの発現と転換楠物の形態異常の関係をより詳細に検

奇付る目的で、 3種類のプロモーター (358.N08.及びケパコPRla遺

伝子)によりαSH1cDNAをタパコ内で発現させ、その発現量と葉の形

態異常との関係を調べた.その結果、 NOS及び358プロモーターによ

りfλSHlcDNAを発現させると、発現量と形態異常とは密接な関係が観

察され、 OSHlの発現が多いほどシヴイアーな形態異常を示した.一

方、 PRlaプロモーターの場合は、シヴイアーな形態異常を示した葉で

も団'Hlの発現は観察されなかった。四la遺伝子の発現は健全な9パ

コでは茎頂や発達中の維管束に限定されると考えられることから、

OSHlによるタパコ葉の形態異常には単に発現量のみではなく、発現

場所や発現のタイミングとも密接な関係があることが予想された。

lpI04 
イネのMADSポ y クスのクローニング

丞主主宜主、永田俊文、回中正美¥森 昌樹(農水省・九州農試、
1熊本農研センター)

近年、花器官形成のアイデンテイティを支配する遺伝子群が
キンギョソウや7ラピドプシスから単隊され、花器官形成を支
配する遺伝的プログラムが明らかにされつつある。われわれは
イネなどの花器構造の異なる植物種における花器官形成のプロ
グラムを明らかにすることを目的とし、その第一段階として以
下の実験を行なった。
既知の花務官形成関与遺伝子にMADSポ y クス U とよばれる58

7 ミノ酸残基からなる保存性の高い配列が存在することに注目
し、まずアラピドプシスのAGAMOUS(AG)ファミリ _2>のMADSボッ

クスをPCRにより得た。このプロープを用いて17種類の植物より
抽出したゲノム DNAに対してサザーン分析を行なうと、イヰ、
メロン等6種類の植物で強いハイブリ νグナルが検出された。そ
こでまずイネのMADSボ y クスをクローニングすることにした。
アラピドプシスの些遺伝子のMADSボ yクスのN末端と C末端に
対応するミ y クスプライマーをそれぞれ合成し、イネのゲノム
DNAを鋳型にPCRを行なった。 PCR産物をクローニングして塩
基配列を決定したところ、イネより 3種類のMADSボ y クスがク
ローニングされたことが明らかになった。いずれもAGのMADSボ

ァクスと高い相向性を示し、アミノ酸レベルでの紹向性はそれ
ぞれ96.93.9aであった。現在cDNA及ぴゲノムDNAのクローニン
グを試行中である。

1) Z. S. -Som四eret al. Science 250:931-936 (1990) 
2)H.Ma et al. Genes & Development 5:484-495 (1991) 
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lpI05 
ペチユニアの花器宮特異的遺伝子群の単離とその発現様式の

解析

山ヱ」重阜、高野博嘉、河野重行、黒岩常祥

(東京大学理植物)

ペチユニアの花器官の形成過程における遺f云子の発現調節

機構を解析することを目的として、デイブアレンシャルスク

リーニングを行ない、花器官特異的に発現する遺伝子を6つ

単離した(前年度本大会)。ノーザン解析の結果、これら 6

つの遺イ云子は空間的にも時間的にも異なる発現様式を示し、

それぞれが異なる遺伝子であることがわかった。

単離したcDNAの部分的塩基配列を決定し、ホモロジー検

索を行なった。その結果、得られた6つの cDNAのうち4つ

には有意に相同性のある遺伝子は報告されていなかったが、

残りの2つのcDNA(clone205，301)にはホモロジーがあるこ

とがわかった。 clone205はグリシンリッチ蛋白質と、 clone

301はプロテイナーゼインヒビターと高いホモロジーが見ら

れた。ノーザン解析によりc1one205は、花弁で強い発現が見

られ、 clon巴301は雌蕊で、強い発現が見られることがわかった。

さらにこれらの遺伝子における組織特異的発現性を調べるた

めにln 5l副ハイブリダイゼーションを行なった。その結果、

clone205は花弁と花糸の維管束および柱頭の表皮において強

く発現していることが明らかになった。また、c10n巴301は柱

頭の内層部分および花粉とタペート細胞において特異的に発

現していることが明らかになった。

lpI06 
ヤナギ科植物にみられるヒ卜 SRYに類似したDNA塩基配列

とその発現特性

篠原健司(森林総研)

U騨L類SRYはY染色体上に存在し、妊の生殖原基を精巣へ発

達させる引き金として機能する遺伝子である。この遺伝子がコ

ードするタンパク質は、 DNA結合領域(lIMG-box)を持った転写国

子である。この遺伝子が雌雄異抹の植物にも存在するのか、あ

るならばどのような機能を担っているのか調べている。

積物由来のヒトSRYに類似したDNA断片を得るため、ヒトSRY

の間G-box領域の塩基配列にもとづきフ.ライマーを合成、パッ

コヤナギ(ぬlixbakko K.)の全DNAを鋳型にして、 pα法により

増幅、 pUC19へクローニングした。ヒトSRY(Dr.P.Goodfellow，
IαF， Londonより供与)をプロープとして、最車柏9~ご4種類のク
ローン(SBI0，SBI2，SBI7，SBI8)を選抜した。得られたDNA断片の

塩基配列は全て異なり、ヒトSRYに対する栢向性(約45-65%)も

様々であった。そのうち、ヒトSRYに最も高い相向性を示すSB

10では、塩基配列より推定されたアミノ駿配列(59アミノ酸)の

うち、 37アミノ酸がヒトSRYのものと一致していた。しかし、

その転写甚物の存在を通常のノーサ'ン法により樹すしたが、雌

雄の4姓菜、雄花、雌花、雄ずい、舷ずいで、全く検出で、きなかっ

た。 SB12に対する転写産物は、雄花でのみ特異的に検出するこ

とができた。以上の結果は、雌雄異抹植物にも日騨L実質SRYに類

似したDNA断片が存在することを示唆するものであるが、さら

にこれらDNA塩基配列を持つ遺伝子の発現特性を詳細に検討し

ている。



lpI07 
イネのエネルギー代謝関連遺伝子群の冠水ストレスに
対する発現応答

車旦ヰ盟、内宮博文(東大・分生研)

エネ jレギー代謝に関与する遺伝子群は、様々な外的スト

レスに応答して協調的な発現制御を行ない、細胞内のホメ

オスタシスを維持しているものと考えられる。我々は、イ

ネのcDNAのrandomsequencingによって、エネルギ一代謝関
連遺伝子を多数単離することに成功している。そこで、こ

れらのcDNAをフロープとして用いて、冠水条件干での解糖

系とアルコール醗酵の遺伝子の転写産物量を、 Northern
hybr泊 izationによって解析した。
冠水ストレス開始後の経時的な変化を調べたところ、 10

時間後に転写産物量が最大になる遺伝子群(Type1) と、 ~4時

間後に最大になるaldolaseやpyruvatekinase(Type 11)の2タイ

フに分けられることが明らかになった .c Type 1の遺伝 f群は、

好気的条件に移したりシコートの先端を水面1:に出した時
に発現量が低下するので、低酸素分圧下で誘導される遺伝

子群であると考えられるにl さらに、浸水耐性のイネ品種に

ついて同様な解析を行なったところ、 Type1の遺伝子群の'1'
でも、 glucosephosphateisomerase. phosphofructokinase. 
glyceraldehydephosphate dehydrogenase. enolaseの発現量が冠
水ストレスによって顕著に増加することが明らかになった ο

以上の結果から、嫌気的条件ドでのエネルギ一代謝のj斤性

化には、解糖系に関与する複数の遺伝子の発現誘導が必要

であると考えられる、

lpI08 

イネ NucleosideDiphosphate Kinaseの発現解析

主畳一J盟、サマラジーワ、内宮博文(東大、分生
研)

我々はイネカルス由来の cDNAライブラリーか

らNucleosid巴DiphosphateKinase (NDK) をコード

する cDNArNDK を単離しその塩基配列を決定し

た。 rNDKを pGEX-2Tベクターに組み込み GST

との融合タンパク質として大腸菌で発現させた。

このタンパク質をグルタチオンカラムを用いて精

製し、 ATPから各種のヌクレオチド二リン酸への

リン酸の転移反応を測定した。その結果 ATPのy

位のリン酸を GDP，CDP， TDP， UDP に転移し、

ADPと GTP，CTP， TTP， UTPを生成する活性を有

することが判明した。本タンパク質のポリクロー

ナル抗体を得、植物体における NDK の存在をテ

ィッシュプリント法により調べた。その結果組織

全体で発現が確認されたが維管束組織での発現が

弱い事が明らかになった。
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lpI09 
トウモロコシ、プラスチド型グルタミン合成自主素遺伝子

の弾居欄樹首の解析

欄京均、小林香子、杉山達夫(名古屋大・農)

高唱直物において硝酸同化の結果生ずるアンモニアは、

主にプラスチド型グルタミン合成酵素(GS 2) Iこよって同

化される。 GS2遺伝子l括購糧元酵素抑止同様に硝酸

を一次シグナルとして認識すると考えられるが、両遺伝

子の知見識問樹蕎がどこまで共有されているのかについ

てはよくわかっていなし、。そこで今回GS2遺伝子を中心

に角材斤を行なった。低い窒素栄養|犬態(0.8m M硝酸、 2週

間)で生育させたトウモロコシの切取り葉に16mM硝酸塩

を与えるとGS2，NRmRNAはE真著に蓄積された。アンモ

二ア添加にはこの様な効果がなかったことから石蝿担割こ

特難句な応答であると考えられる。またC4光合成遺伝子

~EPC ， CA)で報告されているようなサイトカイニンの必

妻出ま観察されなかった。この硝酸による誘導は蛋白質

合成阻害剤であるシクロへキシミドでl却特lJされな力、っ

たが、プロテインホスファターゼ(PP1，PP2A)の阻害剤

であるオカタ酸(0.2μM)で拡陣リされた。現在このリン酸

化、脱リン酸化の影響についてさらに解4斤を行なってい

る。これらの結果についても報告する予定である。

lpI10 
トウモロコシのグルタミン酸脱水素酵素 (GDH)cDNA 
のクロ一二ングとその発現禄式の解析
董主塑壁、榊原均、杉山達夫 (名古屋大・農・応用生物科
学)

グルタミン酸脱水素酵素 (GDH)I志、アンモニアの同化
に関与すると考えられているが、高等植物での生理的な機能
については不明な部分が多い。本研究では、 GDHの機能を
遺伝子発現の上から理解するために、 GDHcDNAの単離
を試みた。
イネのcDNAライブラリーより得られた、ウシGDHと

ホモロジーのあるクローン(農水省イネプロジェクトより分
与)をプローブとして用い、トウモロコシ根のcDNAライ
ブラリーよりスクリ 二ングを行った。その結果最長2.0kb
を含む複数個の陽性クローンが得られた。塩基配列を決定し
たところ、その予想アミノ酸配列は、他の生物種のGDHと
有意な相肩惟を示した。さらに、トウモロコシ根より精製し
たGDHのリシルエンドペプチダゼ分解産物の節分アミノ
酸御願序と一致する領域併罰在した。

ノーザン餅噺によりトウモロコシにおける器官特異性、細
胞特異性を調べたところ、縁薬組織よりも根組織でmRNA
の蓄積が多くみられた。縁薬組織においては、その蓄積は維
管束鞘細胞に特異的であることが分かった。これらmRNA
の発現は、 GDH活性の分布と一致するものであった。



lpI11 
トウモロコシの炭素同化系と窒素同化系遺伝子発現にお

けるクロストーク機構の解析

榊原均、 S.c.同Jber'、鈴木石根、出路篤、杉山達夫

(名古屋大・農、'I¥brthCard i na State Uni v.) 

C4f直物型ホスホエノ-)レピルビン酸力ルボキシラーゼ

(PEPC)と硝酸還元酵素(トR)はそれぞれ炭酸同化およE刈商
酸同化の第一反応を触媒する。両者は代謝主路の上では

離れているが、近年、光などのシグナルに対しそれらの

発現は翻訳後修飾を含め密接な調節機構下にある可能性

が示唆されている。今回我々は窒素(N)に対する両者の

発現調節の関わりに着目し以下の実験を行なった。

N欠乏状態のトウモロコシへの硝酸投与によるN回復

逝呈で聞とPEPCの誘導様式を経時的に調べたところ、

1¥1ミ活性はPEPCmRNT.の増加に先んじて誘導された。こ

の過程で細胞内のグルタミン(Gln)プールは有意な増加を

示した。 N欠乏4え態の切取り葉へGln(lαnM)を投与する

と、 PEPCmRt叫の蓄積量の増加に対しNRmRNT.は減少
した。さらに窒素回復過程におけるPEPCmRNAの優先

的蓄積はシク口へキシミド(CH均およびオカタ酸により

抑制された。 CHXはGlnの蓄積を阻害しなかったことか

ら、 PEPCmRNAの蓄積にはGlnプーJレサイズ増加後のス

テップに何らかの蛋白質合成が関与しているものと考え

られる。

lpI12 
βーコングリシニン遺伝子を利用した植物のイオウ栄養

に応答した遺伝子発現制御機構の解析

産車--...1盈，平井優美，松井章房，茅野充男(東大・農・農化)，
Philip A. Lessard (Monsanto)， Roger N. Beachy (Scripps研)，
内藤 哲(北大・農・応生)

植物の栄養条件に応答した遺伝子発現制御の研究は栄

養応答の理解に必須である。ダイズ種子貯蔵タンパク質

s-コングリシニン pサブユニットはイオウ栄養によっ

て発現制御が起こることから、植物のイオウ栄養に応答
した遺伝子発現機構の解析の材料として適している。

演者らは形質転換植物を利用して βサプユニット遺伝

子プロモータ:GUS融合遺伝子がイオウ栄養による制御
を受けることを明らかにしてきた。本講演ではイオウ栄

養に対する応答に必須なプロモータ領域の解析を行った

ので報告する。プロモータ領域の5・欠失変異を作成し
GUSをレポータ遺伝子としてシロイヌナズナに導入した。
形質転換植物をメチオニンを高捜度に蓄積する変異株

mtol-lと掛け合わせることによってメチオニンによる発

現抑制、硫酸欠乏で水耕栽培しイオウ欠乏による発現誘

導性を解析した。転写開始点上流・442塩基まで欠失させ
たプロモータはメチオニンによって発現抑制され、 -307
塩基まで欠失したものではイオウ欠乏に反応して種子で
のGUS活性を10倍程度上昇させた。これらの領域にはダ

イズ種子に見られるDNA結合因子SEF4が結合すること
からこの因子の活性のイオウ栄養による変化、ダイズの

イオウ栄養に応巳た生理的変化についても報告する。
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lpI13 
ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子発現のイオウ栄養応答

平井(横田)優美、藤原徹、内藤哲¥茅野充男

(東大・農・農化、 1北大・農・応用生命科学)

ダイス。種子貯蔵ヲン1¥0ク質の 1つである7S'1ンJ¥。ク質βす7"'1ニ

ットは、ダイr植物体をS042 欠乏(S欠)条件で栽培すると蓄

積量が増加する。演者らはこの機構を解明するため、 β

す7コニット遺伝子7。目モイー領域と βーゲ)v7日ニゲ-1:"(GUS)構造遺

伝子との融合遺伝子を導入したトランスγェニザ・7ラピド7。況の

系を用いて研究を行っている。水耕栽培による生理学的

実験から、培地のS042
-濃度低下に伴ってトランスγェニリ・7ラ

ピドアシスの種子のGUS活'性が上昇すること、及びこのS欠

応答反応は可逆的であることを明らかにし、 1993年度年

会にて報告した。ダイrなどいくつかの植物ではS欠栽培

による植物体内の窒素化合物含量・組成の変化が知られて

いる。またS欠という条件は相対的な窒素過剰条件とも考

えられる。外部環境のS欠というシヲーナ)vをダイスーあるいは7

ラピトーア況がどういう形で感知しているのかを明らかにす

る目的で、 このトランスγェニックヂラピド7。況を用いて培地の

N03濃度に対するGUS活性の応答を調べた。水耕栽培の培

地のS042
-濃度を一定にしてN03濃度を欠乏、通常、過剰

条件に変化させると、ある濃度範囲においてはN03-濃度

の低下に伴ってGUS活性が低下することが確認された。こ

のことから β判事 ユニット遺伝子発現には培地のS042 とN03-

の濃度比が影響を与えている可能性が示唆された。

lpI14 
トウモロコシ亜硫酸還元酵素のタバコでの発現

主金主主、芦刈俊彦、久住高章、井手口隆司1、明石哲行1、

長谷俊治1(サントリー基礎研究所、 1大阪大 蛋白研)

植物において、硫黄は1次代謝、 2次代謝産物の生合成及び

補酵素の合成に必須な成分である。われわれは、同化的硫酸

還元系の酵素の1つである亜硫酸還元酵素 (SiR)に着目し、

この SiRの植物体内での存在量の変化や改変体の発現によ

り引き起こされる植物の応答を解析しようと試みている。本

研究ではその1つとして、すでにクローン化したトウモロコ

シSiR前駆体をコードする cDNAをCaMV35Sプロモータ

ー制御下に、センス及びアンチセンスの方向で連結したバイ

ナリーベクターを構築し、タバコに導入した。それぞれのト

ランスジェニックタバコの粗抽出物をトウモロコシ SiR抗体

を用いてウエスタンプロット法で解析したところ、センス方

向の形質転換体にのみ、 トウモロコシ SiRの成熟蛋白質と

一致する約 65kDaのバンドを検出した。また、この分子の

細胞内局在性は、葉緑体ストロマであることを確認した。し

かしながら、いずれのトランスジェニックタバコにおいても

SiR活性の大幅な増加は認められなかった。目下、その原因

を調査中である。
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一般講演

第 2日 3月29日(火) 午前の部

A会場 遺伝子構造(1 ) 

B会場光合成(4 ) 

D会場 環境応答(3 ) 

E会場 オルガネ ラ (2 ) 

F会場 成長制御 (1 ) 

G会場 情報伝達(1 ) 

H会 場光 合成 (5 ) 

I会場 遺伝子発現(3 ) 
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2aAOl 
アラピドプシス染色体の領城寺異的なdNAライプラリーの作製法の

開発益田豊且鷲見汚輝L和田也、f、半田宏、御l奇一雄(理研・植物

分子生物、 1東工大・生命理工)

モデル植物であるアラピドプシスでは、詳細な遺伝子地図

の作成やコンテイグの作成、 YACクローンのマッピングなど

のゲノム解析が進んでいる。またYAC、コスミッドおよびPl

ファージベクターを用いていくつものライプラリーが作られ、

多くの研究室で遺伝子歩行が行われている。ランダムに末端

配列を決定するcDNAプロジェクトも開始されているが、特定

のゲノム領域から発現した遺伝子のcDNAを体系的かつ効率的

に選択する方法の必要性も指摘されている。今回我々は、

ラテックス粒子に共有結合したYACのDNAを用いてcDNAを

選択し、領域特異的なサプライプラリーを作成する試みを

行ったので報告する。ラテックス粒子は物理化学的に安定で、

J同寺異的吸着が少なく、安価であり、 DNAとの結合も容易な、

新しい担体である。実際のサプライブラリーの作成に先立ち、

モデル系を用いて条件検討を行い、良好な結果を得た。つぎに、

第5染色体にマップされるEGlOD9という YAC-DNAを結合した

ラテックス粒子を用いて、 PCRによって増幅したcDNAを選択

し、再び増幅ののち λベクターを用いてクローニングした。

得られたサプライブラリーには、 EGlOD9領域に由来すると思

われるcDNAが1∞0倍以上に濃縮されていた。現在、その

cDNAを解析中である。

2aA02 
シロイヌナズナのサイクロフィリン/ベプチジループロリル
イソメラーゼ遺伝子のクローニングと構造解析

虫l!L.2皇司斉藤武芦田裕之.川向誠¥落合英夫 1

松田英幸 1 (島根大・遺伝子司 1島根大・農・応用生物機能)

サイク口フィリンは免疫抑制剤サイクロスポリンAの細胞
内結合タンパク質であり、動物細胞ではサイクロフィリン・
サイクロスポリンA複合体力、'タンパク質フォスフ7 ターゼ

28を阻害して免疫抑制を行うことが知られている。またサ
イク口フィリンはベプチジルプ口リルイソメラ ゼであるこ
とでも知られており、細胞中でタンパク質のプロリンイミド
結合のシスートランス異性化を触媒し高次構造形成の補助を
行なっていることが推察されているが、正確な機能は明らか
にされていない。サイクロフィリンは微生物から動植物にい
たるまであらゆる生物に存在し、また細胞の橡々な区画に特
異な分子種が局在している O 我々は植物のサイクロフィリン
の構造や性質、細胞における機能を解明することを目的にシ
ロイヌナズナのサイクロフィリン遺伝子のク口一二ングを進
めてきた。既知の植物サイク口フィリンの配列をもとにして
PCRによりシロイヌナズナサイクロフィリン遺伝子の一部
を増幅し配列を決定した。その結果既知サイク口フィリンと
高い相向性を有する 4種類の分子種か‘見いだされた。これら
断片をプロ ブとして対応する遺伝子をクローン化した。そ
のうち 2種について周辺の配列を決定したところ、そ， 7 2 
および '74アミノ酸をコードする ORFが存在していた。
それぞれの相向性は 76%であった O 両者とも移行シグナル
が見られず、細胞質で働いている分子種であると考えられた。
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2aA03 
ジャスモン酸メチルによって誘導される
サツマイモのタンパク質イポメリンの構造と遺伝子発現
金直盤企、中村研三 (名大・農・生化)

ジャスモン酸類は植物に普遍的に存在し、老化促進、塊茎形
成促進などの生理活性を持ち、傷害誘導性遺伝子などの発現を
誘導することが知られている。我々は、ジャスモン酸メチル(M
-JAS)の蒸気処理によりサツマイモ幼植物体の葉において約20
同aのタンパク質の大量の蓄積が誘導されることを見いだしてい
るが、今回このタンパク質(イポメリン)のほぼ全鎖長のcDNA
を単離しその発演を解析した。
イボメリンcDNAは726bpの長さで154アミノ酸残基よりなるポ

リペプチド鎖をコードし得るORFを含んでいた。イポメリン前駆
体のN末端にシグナルペプチド様配列は存在せず、そのアミノ
酸配列はイネの塩ストレスと乾燥に応答するsa.1Tタンパク質と
34%の相向性を示した。またイボメリン前駆体のC末端仮U70残基
はパンノキ種子のガラクトース結合性レクチンであるジャッカ
リン前駆体のGal結合部位を含むC末端側70残基と50%の相向性
を示した。
サツマイモ各器官におけるイポメリンmRNAを調べた結果、葉

においてのみ構成的な田RNAの蓄積が見られた。また、幼植物体
のM-JAS蒸気処理により薬における冊RNA量は約100倍となったが、
薬以外の組織においては顕著なmRNAの誘導は見られなかった。
植物体より切断した葉葉柄部に種々の浪度のM-JAS水溶液を

吸わせたところ、 5x10-5MでイボメリンmRNAの誘導はピークとな
り、ジャガイモの傷害誘導性遺伝子であるプロテアーゼインヒ
ピターなどのM-JAS誘導における温度依存性と類似していた。ま
た、薬に傷害を加えるとイボメリンmRNAの誘導が見られた。こ
れらのことからイポメリンの汗JASによる誘導は傷害応答反応を
反映し、イポメリンは何らかの植物の自己防御機能を担うタン
パク質であると推定された。

2aA04 
ニセアカシアレクチン遺伝子のクローニング

吉田和正、田崎清(農水省 森林総研)

レクチンは特定の糖鎖構造を認識し結合するタンパク質

である。マメ科落葉広葉樹であるニセアカシア(Robinia 

pselldoacacia)の内樹皮と種子には、それぞれ免疫学的に

異なったレクチンが存在する。種子レクチンは種子の成熟

にともなって合成されるのに対し、内樹皮レクチンの合成

は季節的な制衡を受けている。内樹皮レクチンの遺伝子の

季節的あるいは組織特異的な発現調節にかかわるシス図子

を調べるために、われわれはレクチン遺伝子のクローニン

グを行い、得られたクローンの塩基配列を決定した。

そのクローンは一つのオープンリーディングフレームを

もち、以前に単離した内樹皮レクチンのcDNAの塩基配

列と比較したところ、イントロンは存在しなかった。これ

はマメ科草本植物の種子レクチンの遺伝子の場合と同様で、

あった。また、ゲノミッククローンから推定されるレクチ

ンのアミノ酸配列は、 cDNAから推定される配列と 80

%のホモロジーがあった。



2aA05 
アサガオの絞り模様形成に関与する

易変性遺伝子 α-3fの構造
久富恵世、稲垣善茂 1、飯田滋

(東理大・基礎工、東大・薬 1)

園芸植物として親しまれ、葉や花に関する種々の変異体

も分離されているアサガオの中で雀斑 (βαcked)と呼ばれ

る系統の絞りアサガオのアントシアニン色素生合成系遺伝

子の一つである DF R (dihydroflavonol-4-reductase)遺

伝子中には約 6kbのトランスポゾン Tpnlが存在してい

ることを我々は既に報告した。この乃nlが掃入している

DFR遺伝子が絞り模様を形成する易変性遺伝子。_31の

本体であるか否かを今回分子遺伝学的手法により検討した

のでその結果を報告する。

まず絞り花アサガオより全色花を示すようになった生殖

細胞復帰変異体 (Fl)を分離し、さらにこの自殖次世代

アサガオ(F2 )を得て、これら各個体のDFR遺伝子領

域のゲノム構造を制限酵素切断断片長多型 (RFLP)によ

り検討し、各個体の花の表現型と比較した。その結果、 2

対の DFR遺伝子中少なくとも一方で、 Tpnlが脱離して

いた個体は全て全色花であった。従って Tpnlが挿入して

いる DFR遺伝子が易変性遺伝子 a・31の本体であると思

われる。この Tpnl及びその類縁因子によるトランスポゾ

ンタギングの可能性についても言及する。

2aA06 
アサガオのアントシアニン色素遺伝子DFR-Bの概重

曹蟹髄善茂1 、浅野正寛、飯田滋
-基礎工・生物工、 1東大・薬)

アントシアニン系色素は花の主要な色素の一つであり、そ
の生合成系に関する遺伝子についてはキンギョソウやペチュ
ニア、トウモロコシなどで遺伝学的、生理学的知見カ害積さ
れている。
アサガオのDFR遺伝子唱買i域には、 ペチュニアのDFR

cDNAの5'領域に相向性のある領域が3箇所 (DFR-
A， B， C)存在する.我々は前報において、絞り花(雀斑)
アサガオにおいてトランスポゾンアpnlの帰入している

，D F R-B遺伝子が絞り模様を形成させる易変出量伝子の
a -3fの本体であり、その野生型である A-3遺伝子が
花弁の色素生合成に関与するDFR遺伝子であるということ
を明らかにした。そこで今回はアサガオのDFR-B遺伝子
を含む、 4.5 kbのゲノム領域の塩基配列を決定し、その
構造解析を試みた。

その結果、アサガオDFR-B遺伝子は6つのエキソンと、
5つのイントロンから構成され、プロモーター領域にはごの
遺伝子の知見制御に関すると思われるシス配列も見いだされ
た。これらの結果は、アサガオDFR-B遺f云子が偽遺伝子
でなく、花弁で機能している遺伝子であるごとを支持してい
る。また、 DFR-B遺伝子と既知のペチュニアやキンギヨ
ソウなどのDFR遺伝子を比較した結果についても報告する。
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2aA07 
アサガオの易変性遺伝子 a-3 f中に見出された

トランスポゾン Tp n 1の構造

品宜主主、稲おi誇茂 1、飯!日滋
(束理大・基礎 L、京大・薬')

我々は前線において、甘，ffE(f1acked)系統の絞りアサガオ

の易変性遺伝子 a-3 fの本体が、アントシアニン色素'1.合成

系遺伝子DF R-Brl'に、トランスポゾン Tp n 1が婦人され

たものであることをJijjかにした。さらに、 Tpn 1はその末端

構造などから、 トウモロコシのトランスポゾン Spm/E 11類

縁の因子であることも昨年度本大会で報告した。

今回、 Tp 11 1の全塩泉配列を決定し、その構造を解析を行

った。その車11*、Tpn Iは全長 6412bpであり、両末端

領域の各々 0.8k b及び 1.0k bにわたり、 Sp m/E n類縁

囚子に見られる、転移隣家の結合部fl'LとJZえられる構造を有し

ていた。また、 Sp m/E nや、その類縁のキンギョソウのT

amlなどの自律性囚了‘では転移酵素をコードするために特徴

的なORFの存{Eが知られているが、 Tpl1 1はこれにあたる

配列を持たなかった。 従って Tpnlは、自律性l羽子の内部

欠鍋型であり、アサガオゲノム中に存在する白律性因子の作用

により転移する非自律性囚子であると考えられる。

T p n 1の転移による体細胞生裂の頻度やタイミングは絞り

模様の大きさや激しさを決めると考えられ、それらの性質を決

定するi宣伝I羽子と Tp n 1関述の自律性因子との関係について

も論じる。

2aA08 
キュウリ子葉からのhemA遺伝子のクローニング

田中亮一、中屋敷徹1、増田建2、井口八郎1、辻英夫(京大・

理・植物、 1生物物理、 2東工大・生命理工・生体機構)

ポルフィリン合成の最初の反応は、高等植物や大腸菌な

どの細菌においては、 glutamyl-tRNAGluのglutamate1-

semialdehydeへの還元である。この反応を触媒する酵素は、

高等植物からはまだ精製されていないが、大腸菌など数種

の原核生物ではhemA遺伝子にコードされていることが明ら

かになっている。

今回、主主々はキュウリ子葉からhemAのcDNAクローンを

得たので報告する。我々は、B.Grimmら(1992，Photosynth 

Res. 34: 168)の単離したオオムギhemAから予怨されるアミ

ノ酸配列に基づいて、 PCRのプライマーを作製し、キュウ

リ子葉cDNAをテンプレートとしてPCRを行なった。得ら

れたPCR産物をプロープとしてキュウリ子葉より作成した

cDNAライブリーをスクリーニングし、ポジテイプなクロ

ーンを得た。このクローンの塩基配列は、先に我々が単離

したオオムギのもの(R. Tanaka et al. 1993， XV Int. Bot. 

Congr. P-50ω)と相同性が高かった。



2aA09 
イネのADPリボシル化因子ホモログcDNAの単離と構造解析

RE量豊二、肥後ひろみ、岸本直己、斎藤 彰1 (農水省・

生物資源研、 1農水省・九州農試・作物開発部)

動物や酵母の細胞では、蛋白質のERからゴルジを経てリ

ソゾームへの転送や細胞外への分泌に、多数の低分子量

GTP結合タンパク質が関与している。これらはその構造か

らrab/yptl/sec4typeとARFtypeに分けられる。高等植

物では、低分子量GTP結合蛋白質は約30種類のrabtypeの

cD削が単離されているが、詳細な機能解析はこれからで

ある。我々は最近、高等動物や酵母のADPリボシル化因子

(ARF)のホモログcDNAをイネ・カルスより単離した。全

温基配列はpolyA部分をのぞいて約1.OOObpで、 181アミ

ノ酸からなる蛋白質をコードしていた。推定アミノ酸配

列は、本研究進行中lこ報告されたArabidopsisのARFとは

わずか 4箇所しか栢違が無く、また動物や酵母のARFに非

常に類似していることから、進化の過程でその構造が非

常に強く保存されてきたことが判る。既知のARFに見られ

るGTP結合領域は 3箇所とも保存されている。またmyris

toyl化、 N-glycosyl化、 caseinkinase 2及び protein

kinase Cによるリン酸化のモチーフは保存されている。

ゲノミ y クDNAのサザン分析によって、イネではArf遺

伝子は 2コピーあることが判り、 RFLP分析によって別々

の染色体上にマップされた 110 ノーザン分析の結果、 Ar

E遺伝子は培養細胞で発現しているが、幼苗(発芽後 2週

間)及び登熟期初期の種子(開花後 6日)で強く発現し

ていた。 I)Kishimotoet al. TAG(1994)in press 

2aAlO 
イネFerredoxin-NADP+reductaseの器官特異的cDNA及び

その核遺伝子の構造解析
青木秀之、士山直美、田中国介¥井田正二
(京都大・食研、 1京都府大・農・農化)

Ferredoxin-NADP+ reductase(FNR.EC 1.18.1.2)は従来光合成
電子伝達系のNADPH生成反応に関与する酵素であると考えられて
きた。しかし近年、非光合成器官(根)にも一次構造の異なる
FNRが存在し、それが硝酸還元系に関与していることが示唆され
ている。
我々は、イネ非光合成器官(根)由来のFNR(FNRr)の分子的

特性を解明し、光合成器官(葉)由来のFNR(FNRl)との特性を
比較した。イネ根及び葉由来のλgt11 cDNA libraryから、
イネ葉FNR抗体を用いて町NRcDNAのcloningを行った。
その結果、昨年発表したFNRr部分配列を含むcDNA'こ続き、
完全長と恩われるFNRrcDNA(1394 bp)とFNRlcDNA(1400 bp)を
取得し、それぞれの塩基配列を決定した。また、イネ根と葉
よりFNRを精製し、それぞれの N末端アミノ酸配列も決定した。
イネ根と葉のFNRcDNAIこはそれぞれ378個と362個のコード

領域が存在し、成熟タンパクの相向性は49%であった。しかし、
イネFNRlと他の高等植物NRlの相同性は80%以上である。
このことから、 FNRは種間による相違よりも、器官特異性が高い
酵素であることが判明した。1)

また、両FNRcDNAをprobeとして、イネE胞L3 genomic 
1 ibraryより、ゲノムDNAをcloningした。その結果、 FNRゲノム
クローン(15-20kb)をそれぞれ数個取得し、それらの解析を
行った。サザン解析によって、 FNRlとFNRrのゲ、ノムクローンは

それぞれシングルコピーのFNR遺伝子に由来することが判明した。
1) H.Aoki and S.lda(1994)Biochim.Biophys.Acta. in press. 
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2aAll 
イネ器官特異的フェレドキシンcDNAとその遺伝子のクロ

ーニング

土山直美，梶原寛之，大森健司，井田正二，田中国介 2

(京大・食研京都府大・農化)

高等植物のフェレドキシン (Fd)は，その一次構造や

cDNA塩基配列の解析から，光合成器官のみならず非光合

成器官にも isoformsとして存在することが知られている。

しかし後者のFdisoformの機能は不明である。最近我々

は，イネ根フェレドキシン NADP+ レダクターゼ (FNR)

cDNAの構造を解析し，光合成FNRとは異なる遺伝子産物で

あること，そのmRNAの発現はNO.によって誘導されるこ

とを報告した。日 これらのことから，イネ根Fdもまた

NO.誘導性のisoformであり，光合成Fd遺伝子の発現・制

御とは異なることが推定される。この可能性を実証する

目的で，イネFdisoform cDNAsとそれらに対応するゲノ

ムDNAのクローニングを行った。

イネ FdcDNAsはNO.誘導緑化幼植物から調製した

λgt 11パンクから，オオムギ葉Fd抗体を用いてクローニ

ングした。イネ根FdcDNAの塩基配列から推定される成熟

蛋白質の一次構造はイネ葉Fdのそれと約60%の相向性が

ある。後者は既に報告されているオオムギ，コムギ， ト

ウモロコシの葉Fdとは90%以上の相同性が認められる。

イネ根FdcDNAに対応する遺伝子は現在解析中である。

1) H. Aoki and S. lda (1993) BBA. in press. 

2aA12 
イネ科植物ミトコンドリアゲノムの葉緑体配列の変動性

渡辺奈津，中園幹生，堤伸浩，平井篤志(東京大・農・農

業生物)

高等植物のミトコンドリアゲノムには葉緑体DNAから転

移した断片が含まれている。イネ (Oryzasativa)では16の断

片が含まれているが、そのうちrpsI9-trnH-rplI2-rp12J.を含

む断片と ~rp123-rbcL-atpB-atpE-trnM-t川崎含む断片は葉

縁体ゲノム上で26kb以上も離れているにもかかわらず、ミト

コンドリアゲノム上では ~rp12J.を介してつながっている。極

基配列の解析から前者はイネとトウモロコシが分岐する以前

に、後者は分岐した後にミトコンドリアに転移したことが明

らかになった。そこで他のイネ科植物を調べてみると、前者

の断片はコムギを除く調べたすべてでミ卜コンドリアDNA

に存在した。さらにミ卜コンドリアと葉緑体のrps!鍛IJの境界

部分の塩基町列が同じであることから、この断片はイネ科植

物成立のかなり初期に葉緑体からミトコンドリアゲノムへ転

移したことが示された。しかしこの断片の反対側は植物によ

り異なっており、これらの葉緑体相同配列がミトコンドリア

ゲノムの中で変動性に富むことが明らかになった。またこの

変動性が高等植物のミ卜コンドリアゲノムの摘造を複雑にし

ている原因のーっと考えられる。



2aBOl 
RuBisCOが示すfalloverの可逆反応解析と

そのモデルによる検証

村山寛、和田野晃2、横田明穂1(1地球環境研

RITE，2大阪府大農化)

RuB isCOは反応直後の高い活性が反応の進行に

伴いゆるやかに低下し、数分で定常状態となるこ相性

の反応を示す。この活性の折れ曲がりはfalbverと呼

ばれ、その原因にはインヒビター(主にXuBP)によ

るとする説とタンパク質機能形態変化によるとする

説の 2つの考えが示されている。

危lliverのそれぞれの原因について理論的に検討

するため、 RuBisCOのfalloverモデルを構築した。機

能形態変佑モデルではモデルのシュミレーションと

直接測定した活性のTime courseの実測値とがよく一

致した。また、形態変化の逆反応速度を実測し、速

度定数を約0.07(min-1 )であると求めた。これとは別に

構築したインヒビターによる阻害モデルでは、触媒

部位において生成したXuBPは同部位に対して非常に

強い親和性を示すと仮定するとモデルのシュミレー

ションは実測値とうまく適合した。しかし、この仮

定はfalliverめ逆反応がほとんど起こらないことを意

味し、実測の結果とは合わない。従ってインヒビター

による阻害モデルでは実測を再現出来ない事になり、

falloverの原因は機能形態変他によると結論した。

2aB02 
ラン藻光合成のCO

2
濃度変化に対する調節機構について

佐藤良平、姫野道夫、和田野晃(大阪府大・農・農化)

光合成速度はCO2
濃度変化に依存して変化する。高等植物

ではこの変化をRuBisCOのキネティックスと光合成炭素還元サ

イクル (PCRサイクル)の中間代謝物濃度変化により説明して

いる。高等植物と同様に酸素発生型の光合成を営んでいるラ

ン藻では中間代謝物濃度に関する研究が進んでおらず、この

ような考察を行うことは不可能であった。そこで、ラン藻に

おける光合成のC0
2
i農度変化に対する調節機構を明らかにする

ために、ラン藻SynechococccusPCC7942を用いてCO2濃度変化

に対するPCRサイクル中間代謝物濃度変化を調べた。その結果、

中間代謝物濃度は高等植物と似た挙動を示すことが明らかと

なり、ラン藻でも同様に光合成速度が中間代謝物レベルの調

節を受けている事が示唆された。ところが高等植物と異なり、

高C0
2
i農度下でもリプロース l、5ーピスリン酸 (RuBP)濃度

はRuBisCO活性部位濃度の約 20倍までにしか減少せず、

RuBisCO活性を律速しているとは考えにくい。また、この濃度

比は5%C0
2
環境下で培養した細胞で約5倍まで減少した。我々

は、この濃度比の差はラン藻RuBisCOが局荘し、培養時のCO2

濃度によりその性質が変化すると考えられているカルボキシ

ソームに起因すると仮定した。そこでカルボキシソームと可

溶化したRuBisCOをそれぞれ調整し、 RuBPに対するKm11li:を測

定したところ両者に差が見られた。
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2aB03 
藻類の光合成印z固定関連チオール酵素の活性調節機構

孟旦盤、岡本剛、引停除重岡成、平山修

(近畿大・農・食栄)

高等植物の光合成印z固定関連酵素であるフルクトース

1.6ービスホスファターゼ(FBPase)、NADP+グリセルアルデ

ヒド 3-リン酸デヒドロゲ、ナーゼ(GAP阻)およびリプロース

-5ーリン酸キナーゼ(Ru5P-K)はフェレドキシンチオレドキ

シン系を介した光還元力により活性化される。 低謹度の

HzOzはこれらチオール醇素を容易に酸化失活させ、その結

果∞z固定が停止する。 我々はこれまでに、単細胞真核藻

類の昆盗l盟、 Chl掴 vd卿蹴およびラン藻 Svnecb侃配cus

PCC1942、svnechocvstisPCC6803の光合成問z固定は HzOz

に対して耐性を有すること、そしてその耐性はチオール酵

素のHzOz耐性に依存していることを明らかにした。また最

近、監盗le旦葉緑体のFBPaseは高等植物のそれと異なり光

還元力による活性調節を受けないことを明らかにしている。

そこで今回、轟類のチオール酵素に及ぼす光および Dπ、

G祖などの還元剤の影響について様すし、藻類チオール酵素

の調節機構を考察した。 E盟 ler盟、 Chl掴 vd倒剛msおよびラ

ン藻のチオール酵素は全て光による活性化を受けなかった。

40000 1皿の光照射を行ったホウレンソウ葉葉緑体のチオ

ール酵素はDTIおよE用担により活性化されないのに対し、

監曜g盟、白1掴叫削岨S葉緑体およびラン藻のチオール酵

素はDTIにより顕著に活性化され、 GS直においても1.2-1.5

倍の活性化が認められた。

2aB04 
トウモロコシ棄における凍結融解により誘引されるホスホ工

ノールピルビン酸カルボキシラーゼとリブロース 1、5ー

ジリン酸カルボキシラーゼの不活化と分解について

臼田秀明、下河原浩介(帝京大、医)

トウモロコシ (24日目の個体)の第 2棄を凍結融解処理

(液体窒素で凍結した葉片を26Tで濡れたろ紙の上で融解さ

せる)すると、ホスホ工ノールピルビン酸カルポキシラーゼ

(PEPC)，リプロース 1、5ージリン酸カルボキシラーゼ

(RuBPC)を含むいくつかの酸素は急速に不活化、分解された。

1 )不活化と分解は擬 1次反応

2) 50%の不活化に要する時間:PEPC(3.2分)，RuBPC(2.4分)

3 )融解開始10分後の残存活性には酸素聞で大きな差異:

RuBPC (7%)， PEPC (16%)， hydroxypyruvate reductase 

(54%)， Cyt C oxidase (64%)， NADP-malic enzyme (97%)， 

α-mannosidase (98%) 

4 )融解開始30分後の残存量にも大きな差異可溶性タンパ

ク(61%)， RuBPC大サブユニット (2%)，RuBPC小サブユニッ

ト(16%)，PEPC (8%)， NADP-malic enzyme (66%). 

5 )凍結融解処理により誘引される PEPCの不活化は糞齢が

増すに従って速くなった。

植物におけるタンパク質分解の過程は未解明の問題が残さ

れている。上記の結果をそれらとの関連で考察する。



2aB05 
今日rriTm ;mgliciI およびZυ卯 iilj;lp()nicaのホスホエノール

ピルビン階カルボキシキナーゼの精製と性質

松J長，-W¥今泉信之、鮫島宗l川1、金子誠二、大杉立l

(ジヤノfンターフグラス、 l農水符，生物研)

イギリスの海岸に向 ~1:'9 る C4梢物のS. anglica はZ.

jilponi，ι:;1 (ノシノ<)と同様PCK型のサブタイプに属す

るが、例外的に低洞下でもC4光合成を駆動させるこ

とが矢"られており、本草郡ではC41D1路関連両手素の低

制反応tl・が優れていることが予想される。両捕物の1Jl~

jぷ椴醇素であるホスホエノールピルビン酸カルボキシ

キナーゼの活性、調度反応jll:を干lt酵素液で検討したと

ころ、 S.;1昭 /icaの最適視度がlO"C程度低かった。次に、

fIImr素のtl，質を許剤JIに比較検討するためBurncll(1986)

の方法に準じて精製を試みた。

両材[物とも村製段It併をillねるごとに比活1生が上昇し、

段終標品の比活性はS.anglicaで26.7、Z.japonf<ωで16.7

units I mg protcinとなり、活性はキIll¥f.素のそれぞれ46、

開仰となった。精製結;品のiti.l度反}，t:tj:をArrhcniusplot 

で解析した結果S.angliι・;1の方が低調における反応性は

優れている傾向が認められた。

2aB06 
クラミドモナスのホスホグリコール酸ホスファター

ゼ欠損突然変異株を用いた光合成能の改善

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態)

ホスホグリコール酸ホスファターゼ欠損突然変異

株 (pgp・1・18-7F) は明所での生育に高濃度のCO
2

を必要とし、光呼吸のおこる条件では生育できない。

この株に更に突然変異をおこさせることにより大気

条件でも生育できる二重変異株を数多く得た。その
うちの16株について比較検討したところ各変異株

の光合成特性に顕著な相違が認められ、特に高CO勺

生育細胞の光合成のCO2に対する親和性に相違が百

立った。野生株の高CO2細胞のS倍近く高い親和性

を示す株ーー光合成半飽和CO2濃度 (Kos) が 7μM

前後 (40μMNaHC03) と著しく小さく、かえって

低CO2適応細胞のそれに近いーーが6株も得られたが、

その一方でCO2に対する親和性が野生株の半分もな

い株も5株得られた。 CO2親和性の高い株はいずれ

も最大光合成能力f野生株より低かったが7μMC02
における光合成速度は、 7FR2N株の38:t4μmol0

2 

mg-1 Chl h.1
をはじめ6株とも野生株2137株の22土

4μmol O
2 
mg'1 Chl h.1より高く、これらの株の低

CO2における光合成能は明らかに向上していると結

論した。また、光合成のCO2親和性には向上は認め

られないものの最大光合成能と生育速度が野生株よ

り高い株も得られており更に詳細な検討を要する。
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2aB07 
トウモロコシ葉肉細胞葉緑体へのHソピルビン酸共輸送にお

けるPEPの役割
宣主車卒、大西純一、金井龍二 (埼玉大・理・生化)

C.光合成経路において、葉肉細胞葉緑体では、ピルビン酸
が取り込まれ、ピルビン酸リン酸ジキナ ゼでPEPに変換き
れ、 PEPが放出される ピルビン酸は、光に依存して能動的
にC.植物葉肉細胞葉緑体に取り込まれ、この時、げと共輸送
きれる種 (H+型、 トウモロコシなど)と、 Na+と共輸送される
種 (Na+型、キビなど)がある 一方、 PEPは、リン酸輸送体
で運ばれることが知られている
今回は、 C.植物トウモロコシおよびキビから葉肉細胞葉緑

体を単離し、 PEPj添加にf半う外液のpH変化と、ピルビン酸添
加に伴う外液のアルカリ化およびストロマの酸性化に対する
PEPの影響を調べた I 外液のpHはpH電極で測定し、ストロマ
のpHは[14C]5，5'ーdimethyloxazolidine同 2，4-dioneを周いたシリ
コンオイル層溜過遠心法で測定したn

トウモロコシおよびキビの葉肉細胞葉緑体懸濁液にPEPを
加えると、暗所でも、光照射下でも、一時的な外液のアルカ
リ化が、見られた このアルカリ化は、 C.植物葉肉細胞葉緑体
へのPEP輸送に伴い、 H+も輸送きれることを示している こ
のことは、すでに報告されている葉緑体への3-PGA輸送と同
様に、 PEPは生理的pHでは3価のア二オンであるが、 C•. 植物
葉緑体のリン酸輸送体は2価のPEPアニオンを輸送することに
より説明きれる また、光照射したトウモロコシの葉肉細胞
葉緑体では、ピルビン酸添加に伴う外液アルカリ化およびス
トロマの酸性化が見られるが、 PEP存在下では、部分的に抑
えられた
これらの結果から、トウモロコシなどのH+型C•. 種の葉肉細

胞葉緑体では、光照射下でピルビン酸との共輸送により取り
込まれたHは、 PEPと共に放出きれ、スト口マ内のpHが維持
きれていると考えられる

2aB08 
円石藻Emilianiahux/eyiの)f';合成および:'CaCO，生成における溶
存無機炭素利用機構

関野景介、自主蓋埠 (新潟大・理・生物)

海産性単細胞石灰藻である円AI藻(ハプト植物門、クロロフ
ィルa、じを有する)は細胞外殻にココリスと呼ばれる石灰質
の結晶を1fする。現.(E約70属200種が知られ、外洋における広
範憾なブルームを形成する。また、巾世代白亜期において大量
の大気中CO，をCaC03として同定したことでも知られている。
演者らは、これまで円石議limilianiahux/切の溶存無機炭素

([)[C)同定および利用機構を調べ、 1 )細胞内に細胞外濃度の

約13倍程度のDICを蓄積するが、光合成のDICに対する規和性
は単細胞緑藻等に比べ非常に低く、 2) 光合成におけるカルボ
ニックアンヒドラーゼの関与はないこと等を示した。

本研究では、特にacid-stablefraction (主に光合成産物)への
C021判定(PS)、DIC濃縮(!IC、)、 CaC、()3生成に対する光の必要科会

について20分間の 14C-DICの取り込みをもとに調べ、 1 ) IIC 

はdarkではIightの50%，dark+呼吸阻害剤存夜化では25協にまで
阻害されたが、 2) CaC03生成はdarkでは影響を受けず、
dark+呼吸阻害剤存症化ではlightの60%にまで低ドした。また、

3 )長時間に渡る 14C-DICの取り込みを調べたところ、 lightで
の取り込みが10時間程度直線的に域大したのに比べ、 darkでの
取り込みは殆ど噌大しなかった。

以上より、本極でのDIC濃縮およびCaCO/T.IJ.Xは光依存性お
よび非依存性のステップより成り、光依存の過程で生成され
た物質があれば、呼吸のエネルギーのみによってDIC濃縮およ
びCaCXλ生成が行われるものと思われる。



2aB09 
溶存炭酸ガス測定法の開発とその方法を用いた葉緑体

の炭酸ガス取り込みの測定

孟益L孟亙仁、島津一樹(甲南大・理・生物〕

光合成で固定される炭酸ガスは大気中から細胞質に

拡散し、葉緑体膜を透過して反応の場である葉緑体ス

卜ロマに到達する O 水棲の光合成生物では無機炭素の

輸送系を持ち、無機炭素を濃縮して光合成効率の低下

を防いでいる。高等植物の無機炭素の輸送濃縮系に関

しては藻類のようには十分に研究されていない。本研

究では、簡単な溶存炭酸ガスの測定法を開発し、その

方法を用いてホウレンソウ葉緑体の炭酸ガス取り込み

について検討した。

ある種のフェノール酸化物の蛍光がNaHC03の添加

により増加することを見い出した O 蛍光収率の増加は

NaHC03濃度に比例し、 5mMで無添加に対し 1，000倍

の増加を示した。蛍光の増加はアルカリ性NaHC03を

アッセイ反応液(pH6.8)に添加後 10-20秒でプラトー

に到達するが、カーボニックアンヒドラーゼを共存さ

せるとほとんど遅れがなくなることから溶存炭酸ガス

が蛍光収率を高める分子種であることが明らかとなっ

た。 SynechocystisPCC6803による溶存炭酸ガスの取

り込みをこの方法を用いて測定すると、光照射開始後

比較的ゆっくりと蛍光が減少して溶存炭酸ガスの取り

込みを示したが、光照射を中断しても蛍光のレベルは

回復せず、ガス分析から得られた無機炭素の取り込み

パターンとは異なる結果が得られた。

2aBI0 
ラン藻の無機炭素浪縮機構のキネッテックス

O和田野晃、松島好見

(大阪府立大学・農学部・農芸化学)

炭酸ガスにたいする親和性が低いRuBisCOをもっラン藻は、

無機炭素を濃縮する機構を備えている。この無機炭素の漉織

はHCO..とCO，・ポンプのが関与していると言われている。しか

しこれらのポンプの実体は現在不明である。そこで種々の阻

害剤およびLi・イオンの無期炭酸波織機携に対する影響と、

HCO..とCO，.ポンプ関係を検討した。

CO.，.ポンプの測定は日本真空のマスフィルター型質量分析機

MSQ101にDowCornigの機能性膜(SilasticMedical Grade 

Sh閏 ting0.01 inch thick sheet)を備えたセルにより行ったの光合

成の測定はHANZATECHの溶漉用のセルを備えt.:LeafDisk 

Systemにより行った。ラン藻はSynechococcusPCC794 2を用い
戸

~。
50 mM Hepes.Na. pH 8.0中で測定すると、無機イオンの透過

に関係する阻害刻の中で、 NEM.ウワパイン、プロカイン、ベ

ラパミール、モネンシン、へパリンは効果が見られなかっ

た。一方カルモジュリンの図書剤であるジプカイン、クロル

プロマジンはそれぞれ100.50μM、 Ca2•チャンネル阻害剤で

あるイオノマイシン、プレニルアミンラクテートは80.50オM

で光合成が阻害された。しかしこれらはCO，.波縮機構の阻答

には、 300、150、230、90μMが必要であった。一方Li'イオ

ンはCO，.漉縮機構を阻害せずNぶイオン共存下ではむしろ見か

け上促進した。

113 

2aBll 
A GENE (ccmA) REQUIRED FOR CARBOXYSOME 
FORMATION IN Synechocystis PCC6803 

Z皇主盟 g込盟企， Eduardo MARC01， M. Isabel ORUS1， 
Solar Energy Research Group， The Inst. of 
Phys. & Chem. Re~. (Riken)， Wako， Saitama 
351ー01，Japan and ~Dept. Biol.， Faculty Sci.， 

Univ. Autonoma de Madrid， 28049 Madrid， Spain 

A high CO?-requiring mutant， G7， of 
Synechocystis PCC6803 capable of inorganic 
carbon (Ci) transport but unable to utilize 
the intracellular Ci pool for photosynthesis 
was isolated. The mutant does not have any 
carboxysomes. A clone that transforms the G7 
mutant to the WT phenotype was isolated from 
a WT genomic library. Sequencing of nucleo 
tides in the region of mutation elucidated an 
ORF， designated ccmA， encoding a protein 
consists of 302 amino acids. Cloning and 
sequence analysis of the respective G7 gene 
revealed a T to C substitution that resul ts 
in a Asp to Gly substi tution in the deduced 
amino acid. The resul t indicated that the 
ccmA gene encodes a protein essential for the 
forma tion of carboxysomes. An ORF encoding a 
proline rich protein of 271 amino acids was 
found downstream of the ccmA gene but no ccm-

like genes or rbc operon were found in this 
region. 

2aB12 
EJcοchilrb; vivipilfilにおけるi*殿町IJtM素j立伝子の発現とクランツ

机iftの形態形成との|見IAi'1
I}リf 彩、 úJlfm\ 松|刈ü' (京大・ 12 、 lJ~水行・ '1

カヤツリグサ科の水除ドWJ:.N!物 Ekochil打、!円Vlp:mlは、 11七二 f守引1

J境IALによつてj以えF椴陸|ド川;，川'i!:，定i江:も係Lム式tを変化させ、 |別 I :，J\~では C4J\~ 、ノ']<'['.J~j

ではC，J¥リの)¥';介j戊の判徴を示すことがう、11られている。本実験で

は、この E. v.川rp;lféI を川いて、クランツ椛j丘のj形態形成と i*~俊

1;' ，I JëM主主泣伝子の C4((~発mとの関.iilitlーを白日lu hyhridyziltum に

よって検礼した。

|時'1'.'¥リでは、クランツ椛逃が未発注の才目、光作成組織におい

て、リ7"0-;<-1、5-t";<*;<71-トカルキーキ行寸の小サプユニットの泣伝

子 (rhcS)が来肉細胞に発現していた。一方、同じ発迷段階の

組織にねね/ールt・Jvヘーートカルfわ7ーザのj立伝子 (pepc)の発現は観

然されなかった。このことから、クランツ{Irlj.iiiが未発達の若い

光合成組織では、光合成泣伝子が C3(1~な発mをしていると考え

られた。クランツ構造の発達が進むと、 pep(~立伝子の楽肉細胞

村民的な発現が観察され、 rhcS遺伝了・は~I士j細胞にも発現カサ支

るものの、より必iくクランツ細胞に発刻するようになった。

1j、除'1ニ)¥'jから /]<1ド)¥'j(C4→， C 3)への変換途rl'の光作成組織

においては、クランツ細胞のサイズが減少して水生)\~ (C31~形

態)と同レベルになっているにも関わらず、 rhcSがクランツ細

胞に強く発別していた。これらのことから、五円Vlp;mlの陸1['.Jt'j 
における光合成遺伝子の発現は、水1['.型と共通のC3的発現をし

た後、クランツ構造の形成にともなって C4(1~に変化すること、

その一方で、その遺伝子発現はクランツ構造の形態形成とは独

立して制御されていることが考えられた。



2aDOl 
活性酸素ストレスによるグルタチオン還元酵素の遺伝子発現

E虫一堂3五十嵐隆夫，李増周別府敏夫、青野光子，久保明弘

(国立環境研究所・生物、 1西東京科学大学)

活性酸素生成を伴う環境ストレス(水欠之、高酸素濃度、強

光、低届凍結、二酸化硫黄、マグネシウム欠乏等)下に置かれ

た植物でク。ルタチオン還元酵素活性が増加すること、また、こ

の酵素がこのような環境ストレス耐性と強く関わっているとい

う証拠が蓄積してきた。ここでは光合成炭酸国定系を阻害する

ことにより、細胞内の活性酸素濃度を高める効果のあるマグネ

シウム欠之下で育成した植物中のグルタチオン還元酵素 (GR;

の遺伝子発現について検討した。

ホウレンソウ葉からcDNAライブラリーを作成し、ホウレンソ

ウの葉緑体型GRの抗体を用いてGRのcDNAをクローニングし

た。インゲンを水耕栽培し、マグネシウム欠乏処理した。欠乏

植物においてGR、アスコルビン酸ベルオキシダーゼ、スーパ

ーオキシドジスムターゼ等の活性酸素解毒酵素が3-6倍増加

した。インゲン葉には少なくとも 2種以上のGRのアイソザイ

ムが存在することが、 DEAE -Toyopear 1カラムクロマトグラフィ

ーで明らかになった。両アイソザイムはサブユニットの分子量

が58.000と同じであるが免疫学的に異なることが明らかになっ

た。マグネシウム欠之により何れのGRアイソザイムも活性増

加した。また、このGR活性増加はGRタンパク質と GRの

mRNA増力日を伴うことがウエスタンブロ yテイング、ノーザンブ

ロyテイングで明らかになった。

2aD02 
ホウレンソウチラコイド膜での CuZnースーパーオキシド

ジスムターゼの免疫金標識法による検出

企出盤二、金松澄雄1、浅田浩二2

(京大・理・植物、 1南九州大・食品工、 2京大・食研〉

葉緑体では、最適な環境下でさえ光化学系 Iで02が l
電子還元され常に 02ーが生成している。生体にとって有

毒な 02はスーパーオキシドジスムターゼ (SOD)によ

りH202と02に不均化消去される。 02-がカルビン回

路の酵素にダメージを与えうることを考えると、 SODは

その生成部位に局在していることが必要である。ここで我

は々、 SODが実際にチラコイド膜に局在していることを

報告する。

そこで、葉緑体のインタクトな状態を観察できる急速凍

結置換回定法を用い、ホウレンソウの緑葉を固定置換した。

固定した試料を親水性アクリル樹脂である LRWhiteに包

埋して超薄切片を作成後、葉緑体型CuZn-SODに対する

抗体で免疫金標識を行い、透過型電子顕微鏡による観察を

行った。葉緑体型CuZn-SOD抗体による金標識はチラコ

イド膜に沿って観察された。特にグラナチラコイドのスト

ロマに近い部分及びストロマチラコイドのルーメン側とス

トロマ側への局在が見られた。ストロマ画分の可溶

CuZn-SODがチラコイド膜近傍に局在していることは、

光化学系 Iで光生成した 02がストロマに拡散する前に

SODにより効果的に消去されていることを示している。

また、アスコルビン酸ペルオキシダーゼを初めとする H2

02の消去系酵素も SODの近傍に存在していることが予想

される。
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2aD03 
フタパネゼニゴケ培養細胞の細胞質型 CulZn-superoxide

dismutase (SOD)の不活性化

田中克幸、 j竜尾進、佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

フタバネゼニゴケ細胞は Mn-SOD、Cu/Zn・SOD、Fe-SOD

の3つのイソ酵素を持ち、 Cu/Zn-SODは細胞質に局在した。

液体培養において 1)Cu/Zn-SODは培養中期において失活

し、 2)その後、細胞の生長に伴い、そのタンパクも分解

し、 3)これらは、培地中の銅欠乏に起因することを報告

している。今回は、この Cu/Zn-SOD不活性化の過程におけ

る銅の影響を調べ、次の結果を得た。 1)失活直後の細胞

抽出液中の Cu/Zn-SODはSDS-PAGE/イムノプロットから、

サプユニットの分子量は活性型酵素と同じであったが、

Native-PAGE/イムノプロットでは活性型酵素とは異なる

移動度を示した。 2)活性型酵素をもっ抽出液に銅のキレー

ターである lOmMdiethyldithiocarbamateを添加し、

Native-PAGE /イムノプロットすると、 1 )の不活性型酵

素と同じ移動度を示した。 3) 1)の抽出液に 3mM

CuSO.を添加すると、 Cu/Zn-SOD活性が回復した。以上の

結果より、この苔類細胞の銅欠乏による Cu/Zn-SOD失活過

程において、タンパクから銅が遊離した不活性型タンパク

が存在することが明らかとなった。

2aD04 
無傷ホウレンソウ葉緑体でのモノデヒドロアスコルビン酸ラジ

カルの光による生成及び消去

多田孝清、三宅親弘、 U.Schreiber1、浅田浩二

(京大食研、 lWurzburg大)

葉緑体光化学系Iで生成したH202は、アスコルビン酸(AsA)ぺ

ルオキシダーゼ(APX)によって消去され、モノデヒドロアスコ

ルビン酸ラジカル (MDA)を生成する。 MDAはNAD(P)Hを電

子供与体とするMDAレダクターゼ及び、還元型フェレドキシン

(Fd)により還元されAsAを再生する。我hは、無傷葉緑体での

MDAの生成と消去をEPRを用いて調べ、またこれに対するの

H202の効果を調べた。

無傷葉緑体では光照射によって地h1er反応、でωー.H2白が生成

している時でも、 MDAシグナルの増加はみられなかった。ま

たチラコイド膜にAsAとFdを加え02ーによるMDA生成があると

きでも光照射によるMDAの増加は認められなかった。これらの

ことは MDAが無傷葉緑体で効果的に光によって還元消去さ

れ、 MDAが集積しないことを示している。一方、暗中でH202

を加えAPX反応、でMDAを生成させて光照射を行うと、 MDAレ

ベルが低下し実際に葉緑体でMDAの光還元を示すことができ

た。しかし光照射後、 MDAの光還元がなくなるとMDAレベル

が上昇し、その後不均化反応によって低下した。これはH202

によりMDAの生成が、おそらくストロマで、誘導されることを

示唆している。



2aD05 
アスコルビン酸非存在下でのアスコルビン酸ペルオキシダーゼの失

活機構

三室盤3J.、浅田浩二 (京都大、食研〉

~縁体型アスコルビン酸(AsA)ペルオキシダーゼ (APめは

チラコイド膜上で光生成する H202を ASAを電子供与体として消

去する。糞縁体型 APXは、細胞質型 APX、シトクロム cペルオキ

シダーゼ (αめ及びグアヤコールペルオキンダーゼ (GP.めと異なり、

電子供与体であるAsAが存在しないと速やかに失活する。我々は、

ホウレンソウから単般したチラコイド膜結合 APX(tAPX)を用い、

ASA非存在下での tAPXの失活機構を解析した。

凶PX希釈によりAsA濃度を 2μM以下にすると、 tAPX

活性は半減期 15秒で失活する。このtAPXの失活は嫌気条件では見

られずカタラーゼで抑制されたが、スーパーオキシドディスムター

ゼはその抑制効果を示さなかった。これらの結果は、 2μM以下

のASAの自動酸化で生成する H202により凶PXが失活している

ことを示唆する。 H:z02がtAPXを失活させることは、 嫌気条

件で H:zO:zによりtAPXが失活すること、さらに CNーにより H，Q

aとAPXとの相互作用を抑制すると、好気条件でも tAPXの失活が

抑間lされることにより証明された。

tAPXに H:zQ:zを添加すると C叩 lpo回 d-lのスペクトルが

見られ、AsAが存在しないとCompound-lのSoret帯ピークが半減期

25秒で消失する。これらの結果は、 GPX及びσxに比べ APXの

白 mpound-lが電子供与体がないとき非常に不安定であることを示

しており、これがAsAが存在しないときの葉緑体型 APXの失活の

原因と考えられる。

2aD06 
イネascorbatcpcroxidascの組織局夜性および水中芽生えの酸

素適応時の消長 主主盤阜、小柴共 L辻英夫(京都

大・理・植物、 1都立大・理・生物)

6日間水中で発芽したイネ(0ηzasariva)芽生えでは、 6稀

穎の活性酸素m去系酵素の活性は空気中で発芽した芽生え

よりも低いが、芽生えを空気<11へ移すと地加する (Ushimaru

ct al. 1992， Planl Cell Physiol. 33: 1065-1071)。今回は、

ascorbatc pcroxidasc (APX)に焦点を当てた。イネノk中芽生え

では、 catalase、APX、guaiacolpcroxidaseの活性は低く、好

気芽生えのそれぞれ10、25、45%であり、空気'1'へ移すと

いずれも31時間後には噌加が認められ、 24時間後には好気

Jf生えのレベルよりも商くなった。 トウモロコシ細胞質局

在性APXの抗体 (Koshiba1993， Plant Cell Physiol. 34:713-721) 

を用LてWeslernblolを行なうと、イネ黄化芽生え抽出液か

ら27、29kDaの2つのアイソザイムが検出され、これらは活

性と同様な消長を示した。このAPXアイソザイムは般にも

認められた。乾燥種子中にはAPXの活性は検出されないが、

supcroxidc dismutascなど他の5縄類の活性駿素消去系隣素の

活1"1は必められ、 Wcslcmblotでも同様な結果が得られた。
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2aD07 
イネカタラーゼcDNAの単離と酸素適応過程におけるそ

の発現

韮旦豆ム、田坂昌生、藤津久雄、丑丸敬史、辻英夫

(京都大・理・植物)

低酸素条件下である水中で発芽させたイネ芽生えを空気

中へ移すと、SODをはじめとする6つの活性酸素消去系酵素

のすべての活性が上昇する (1)。これらの中で最も著しい変

化の見られたカタラーゼについて、cDNAを単離し、転写レベ

ルでの発現の変動を調べた。暗所好気下で4日間培養したイ

ネ芽生えからcDNAライブラリーを作成した。既知の植物カ

タラーゼの配列に基づいてプライマーを合成し、 PCRによっ

て増幅したDNA断片を用いてスクリーニングを行った。得

られたクローンは，既にイネで単離されているカタラーゼ

cDNA(2)とは異なるアイソザイムをコードし， トウモロコシ

Cat1と80，7%の相同性を示した。また、ノザンプロットの結

果から、カタラーゼのmRNA量は水中芽生えでは好気芽生

えに比べて低いが、これを空気中に移すと上昇することが

わかった。

(l)Ushimaru et al. (1992) Plant Cell Physiol. 33:1065-1071 

(2)Mori et al. (1992) Plant Mol. Biol. 18:973・976

2aD08 
亜石摺愛共存下でのペルオキシダーゼ反応による

クロロフィルの分解

山王重王，河野泰久柴田 均(島根大・農・応用生物機能学.
1鳥取大・医・細菌)

している。



2aD09 
ラン藻SynechococcusPCC 7942のE硝酸還元酵素

活'性のC02制限条件下における不活性化

鎧杢五盤、杉山達夫、小俣達男(名古屋大・農・

応用生物科学)

ラン藻SynechococcusPCC 7942を、硝酸イオン

を窒素源とし、 C02を制限して培養したところ培地

中に500"'700μMのE硝酸イオンが蓄積した。一

方、 C02が充足した条件下では亜硝酸イオンの蓄積

は起こらなかった。 17時間C02制限条件下で培養し
た細胞の亜硝酸還元酵素(NiR)および硝酸還元酵

素(NR)の活性は、 C02充足条件下のそれぞれ25%、

50%であった。これらのことからC02制限条件下で
はE硝酸還元反応が硝酸同化の律速段階になってい

るものと推測された。 C02充足条件で培養した細胞

をC02制限条件下ヘ移すと、 3時間でNiR活性は
50%低下したがNR活性の低下は10%以下であった。

C02充足条件下では、リファンピンで転写を阻害し

でもNiR、NR活性の低下は3時間でそれぞれ15%、
10%であった。したがってC02制限下でのNiR活性の

低下は、遺伝子の転写活性の低下やmRNAの不安定

化によるものではないと結論された。またC02制限
下で培養した細胞をC02充足条件に移すと、 NiR活性

の回復が見られたが、この回復はリファンピシンに

よって阻害された。これらの結果は、 C02制限条件
下ではNiRが不可逆的に不活性化されていることを

示している。

2aDI0 
Colallydollonas reinoardti}によるH2S03取り込みとう佃害

盤金重盟、 SupreeyaPOMPRASIRT (早稲田大・教育・生物)

大知号築物質S021ま槽物に大きな被害をもたらすが、その取

り込み繍構は棺物のみならす湘薗でも判っていない。また、 S
O2による光合成系の障害発生と拡大の経過に関しても不明な点、

が多い。 CO1 aIlJ'dollonas.を材料として、この問題を研究した。

細胞による[笥S]-H2S03の取り込みをシリコン層を通し

た遠心ろ過法により測定した。同一濃度における取り込みをp

H4-7の範囲で測定したところ、 pHが低いほど取り込み速度は

高かった。取り込みは調べた時間範囲40分までは時間に対して

直高射守で、飽和濃度以下では途中でpHを上げると取り込み速

度は直ちに低下した。取り込み速度の濃度依存性の研究から、

取り込みには少なぐとも飽粧盟の取り込み系が存在すること、

そのH2S03に対する親刑制pHカ唱いほど高いことが示さ

れた。 [35S]-H2S03を取り込ませた細胞の抽出夜をHPL

CIこより分析したところ、暗所てオまH2S03のf也前は還〈、明

所ではやや速かった。

細胞をpHを変えてH2S03とブレインキュベートしたのち

遠心により洗い、中性溶液に懸濁して強光照射し、ぞの後の光

合樹静生を測定した。 H2S03取り込みと光合成の光失活の程

度との問には強い関連カ寵められ、プレインキユベートのpH

が低いほど、また時聞が長いほど、ぞの後の光失活力f大きかっ

た。取り込まれたH2S03があるレベルを超えると、その後の

光照射によって防御系の限界を超えた障害が発生すると結論さ

れた O
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2aDll 
リン酸化 脱リン酸化によるコマツナ葉備酸還厄酵素の

光環境J，~;符

小島道子、杉本敏男、南森隆司、 王子善治(神戸大・農・

村1物栄養)

高等植物の硝酸還元酵素 (NR) の活性調節について、

NRタンパクの合成・分解によるものと可逆的な修飾によ

るものが報告されている J 我々はコマツす (Brassica 

campestris L.)葉を短時間明暗処理し、粗酵素抽出液のNR
活性と NRタンパク量の変化を調べた"NR活件は20分の暗

処理で約30%に減少し、続く 20分の光照射でもとのレベ

ルにl回復した。この急速な変化はMg2+存在 FでNRを活

性測定したときに顕著であった、 -}j、ウエスタンプロッ

ティングによって検出されたNRタンパクバンドに変化は

見られなかったの明所で採取したコマツナ葉の粗酵素抽

出液をATPおよひごMg2+とインキュベートすると、 NR活

性が減少した。この活性減少はリン酸化の阻害斉IJである

Kco252aによって抑制されたっまた、暗所で採取した葉の

粗酵素抽出液を 30
0

Cでインキ J ベートすると NR活性が増

加した。これは脱リン酸化の阻害剤であるカリクリンAに

よって阻害された。

以とのことから、短時間の明暗変化に応答したNRの急

速な活性変化はNRタンパクの合成・分解によるのではな

く、 NRタンパクの可逆的なリン酸化・脱リン酸化による

と結論した。

2aEOl 
タバコ培養細胞の分子量 69kDa原色素体 DNA結合タンパ

ク質の cDNAクローニング

杢盟盟主、清水紀男、松岡英明、根本泰行、高橋陽介1、
長田敏行1 (東京農工大・工・応用生物工学、 1東京大・

理・植物)

葉緑体は原色素体から分化するが、その分化の機構は未
だよくわかっていない。タバコ培養細胞から単離した原色
素体核には分子量的kDaの原色素体 DNA結合タンパク質
が多量に存在するが、タバコ葉肉細胞より単離した葉緑体
核にはこのタンパク質は検出されず、別種の分子量 35kDa
の DNA結合タンパク質が存在する。葉緑体分化の分子機構
を明らかにするために、演者らはこれら色素体 DNA結合タ
ンパク質に着目し、その機能・発現様式を調べている。本
研究ではまず、分子量 69kDaの原色素体 DNA結合タンパ
ク質の遺伝子をクローニングすることを目的とした。タバ
コ培養細胞 BY-2より単離した原色素体核を塩処理し、目的
タンパク質を色素体 DNAより解離し、 SDS-PAGEにより精
製・濃縮した。このタンパク質のアミノ酸配列は N末端は

不明だが、第 2残基から第 13残基までは順に
Ser-Thr-Pro-Ala-Lys-Pro-Ala-Ala-Val-Glu-Pro-Lysで

あった。また、このタンパク質は V8プロテアーゼ処理す
ると、まず 52kDAと17kDaに切断され、さらに 52kDaが
38kDaと 14kDaに切断された。これらペプチド断片のアミ

ノ酸配列から、 52kDaが N末端側であることがわかった。
現在合成 DNAを作製し、よれをプローブとしてタバコ培養
細胞の cDNAより 69kDaタンパク質の遺伝子のクローニン
グを行っている.



2aE02 
タバコ培養細胞BY・2の原色素体DNA結合タンパク質と

色素体DNAの結合

且亙達輩、本間知夫、松岡英明、根本泰行(東京農工大学・
エ・応用生物工学)

演者らは、タバコの原色素体核及び葉緑体核を比較し、

両色素体DNA結合タンパク質の組成が大きく異なることを

見出し、これらのタンパク質が原色素体から葉緑体への分

化の過程においてどのように関与しているか明らかにする

ことを目的としている。そこで本研究では、原色素体核中

にもっとも多量に存在する分子量69回 aのDNA結合タンパ

ク質に着目し、このタンパク質のサプユニット構造やタン

パク質と色素体DNAとの結合様式を調べることにした。タ

バコ培養細胞BY・2から原色素体核を単離し、これを高塩濃

度 (2MNaCl)処理あるいは核酸分解酵素(Microc郎副

Nuclease山町蹴)処理してDNA結合タンパク質を調製した。

ゲル漉過法によりこれらのタンパク質の分子量を測定した

ところ、 2MNaCl処理した場合は69kDaのタンパク質が二量

体で存在することが示されたが、透析により脱塩した場合、

多量体 (30量体以上)で存在した。 L町ase処理した場合も

同様に多量体を形成していた。原色素体核を低塩濃度(0.2M

NaCl)で処理すると核様体構造は一部変化するが、 69ゆ aタ

ンパク質はDNAと結合したままである。この処理後、

MNaseで色素体DNAを処理した場合、 69kDaタンパク質はや

はり二量体を形成していた。また、このとき残るDNA断片

は約100bpであった。すなわち、 69kDaのタンパク質は二量

体の形で約100bpの色素体DNAと結合し、さらに二量体同士

が静電的に結合している構造が推察された。

2aE03 
ラン藻 SynechococcusPCC7942の secA遺伝子の単離と発現

産物の細胞内局在部位の解析

壁屋宜主，中井正人，杉聞大悟，遠藤斗志也(名大・理・化学)

ラン藻は原核生物であるが、細胞内にチラコイド膜と呼ば

れる独立した内膜系を持っている O したがって、細胞質膜に

移行するタンパク質とチラコイド膜に移行するタンパク質は、

厳密に仕分けられねばならないが、仕分けに関与する膜透過

装置等については、全く分かっていない。

SecAタンパク質は、大腸菌等でタンパク質の細胞質膜透過

に関与していることが明らかとされているタンパク質である。

われわれは、ラン藻 SynechococcusPCC7942のゲノム DNA

から、 SecA相同遺伝子をクローニングした。この遺伝子より

予想される 948アミノ酸残基からなる SecAタンパク質は、

大腸菌の SecAタンパク質とは 43%、 Iゑ鎖葉緑体 DNAにコ

ードされている SecAタンパク質とは 47-48%の相同性を示

した。サザン解析の結来、 SecA遺伝 fは Synechococcus

PCC7942のゲノム DNA1-.、シングルコピーであることが分

かった。細胞分l珂とウエスタン解析の結果、 SecAタンパク質

は、主に細胞質ゾルに可溶性のー量体としてf内生していたが、

部は細胞質膜とチラコイド膜にも存在していた。また、こ

の膜結合型の SecAタンパク質の一部は、膜に深くアンカー

して存在していることも明らかとなった。以上の結果は、

SecAタンパク質が、ラン藻細胞内では、細胞質膜、チラコイ

ドjJ英の両方の膜系で、タンパク質の膜透過に関与している "J
能性を示唆している。
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2aE04 
トウモロコシ・フェレドキシン前駆体の葉緑体へ

の輸送解析

塵盤到輩、藤田祐一、長谷俊治(阪大・蛋白研)

植物のフェレドキシン(Fd)は、電子伝達体とし

てプラスチド内で機能している。トウモロコシで

は発現様式が葉と根で異なる光合成型のFdIと非光

合成型のFdIIIが存在する。両日は共に細胞質で前

駆体として合成された後、プラスチド内に輸送さ

れ、鉄硫黄クラスターが挿入されて、機能しうる

ホロ型Fdとなると考えられる。

我々は、小麦匪芽抽出物で合成したFdI、FdIII
前駆体を用いて葉緑体への輸送の比較解析を行っ

ている。暗条件下では両分子は共にATPに依存し

て効率よく輸送された。しかし光照射条件下では

両者で明確な違いが観察され、 FdIは暗下と同様に

輸送されたが、 FdIIIf立大半が葉緑体の包膜に結合

し、内部に輸送される効奈は非常に低かった。こ

の輸送特性の違いが、両日前駆体の延長ペプチド

部分あるいは成熟体領域のどちらの構造上の差異

に由来するか検討するため、 FdIとFdIIIの延長ペ

プチドを交換した2種類のキメラFd(FdI-III、
FdIlI-I) を作製し、上に同様の輸送実験を行なっ

た。その結果、 FdI-IIIはFdIと、 FdlII-IはFdIIIと同

じ輸送特性を示すことが観察された。従って光照

射条件下でのFdI、FdIIIの輸送特性の違いは延長

ペプチドに起因していることが明らかとなった。

2aE05 
葉縁体包膜に含まれるDNA結合タンパク質の分析

隼謹直直，吉田真琴， J. JOYARD1， R. DOUCEl (東京学芸大，

生命科学， lCENG，フランス)

若い葉の薬縁体では，葉緑体DNA(cpDNA)が葉縁体

包膜に結合していることが，電子顕微鏡或いは飴も顕微鏡によ

る観察により知られている。 cpDNAと包膜の結合は， cp

DNAの複製，或いは娘葉緑体へのcpDNAの分配に関与し

ていると館駅されているが，明確な証拠はない。サウスウエス

タン法を用いた我々の研究により，若い葉緑体の包膜には13
OkDaのDNA結合タンパク質が存在し， cpDNAの特定

の領域と結合することカ相月らかにされた (EMBOJ 12: 555-561， 

1993)。ピオチンラベルDNAプローブとアピジン結合磁気粒

子を利用したアフィニティ法を用いることにより，このDNA

結合タンパク質をある程度まで濃縮することができたが，量的

に極めて少ないタンパク質であるため，完全に精製するには到

っていない。この過程で， cpDNAの様々な領域をプローブ

としてアフィニティ精製を行うことにより，包膜には，サウス

ウエスタン法で臨検出できなかった新しいDNA結合タンパク

質が含まれていることが判明した。包膜に含まれるDNA結合

タンパク質の種類と結合DNA領域について報告する。



2aE06 
苔類培養細胞の葉緑体DNAのメチル化部位の同定

主旦翌主， 1竜尾進，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

我々が分離したフタバネゼニゴケ (Marchantia paleacea 

var. diptera)細胞は、暗所でも葉緑体を形成する特徴を持。。

色素体DNAのメチル化の役割を調べるため、暗所培養細胞

の葉緑体DNAを3組のメチル化感受性/非感受性イソ制限

酵素、 EcoRIIIBstNI、地>pIlHpaIT、ん1boIlSau3AIで切断したo

MspIlHjロaII、MboIlSau3AIの2組では切断パターンに違いが

見られなかったが、 EcoRIIIBstNIで切断したとき、 3.0kbpの

バンドがEcoRIIにのみ検出された。メチル化遺伝子を同定す

るため、このバンドを切り出してクローニングし、 2種類の

形質転換体を得た。挿入されたフラグメントの制限酵素地図

と、 5'末端の約200塩基の商政リをゼニゴケと比較した結果、

フタパネゼニゴケの葉緑体DNAのメチル化部伎は、 rpoBと

psbGのコード領域と同定された。また、これらのフラグメ

ントをプロープとしたサザンハイプリダイゼーションにより、

これらの部位のメチル化は葉緑体の一部のゲノムのみに存在

することが明らかになった。さらに、ゼニゴケの光従属栄養

細胞やフタバネゼニゴケの光独立栄養細胞、また新たに分離

した暗所で黄化するフタバネゼニゴケ細胞株の暗所培養細胞

でも、同じ部位がメチル化していることが確認された。

2aE07 
タバコ緑色培養細胞における葉緑体核様体の

新規DNA結合性タンパク質の cDNAクローニング

中野雄司、秋月 岳、佐藤文彦、山田康之(京大・農・農化)

色素体分化における核様体タンパク質の機能解明を目的とし

て、タバコ緑色培掛田胞より葉緑体核様体の精製法を確立した。

さらにこの核様体はDNA.タンパク質の両面において核等の

混入の極めて少ない高度に精製された試料であることを確認し

た。この葉緑体核様体タンパク質の 2次元電気泳動およびサウ

スウエスタン法により、塩基性で分子量 11 k 0のDNA結合

性タンパク質を一種同定した。

In situ digestionによってこのタンパク質の内部ア

ミノ酸配列を決定し、その cD!¥IAのクローニングを行った。

決定した塩基配列をもとに数種のデ タベースを検索したが顕

著な相同性を示すものは見られなかった。

塩基配列より推定される翻訳領域は 502アミノ般からなり、

さらに植物体より得られた当タンパク質のN末端アミノ酸配列

との比較から、その cDNAより推定される X末端から 120

アミノ酸はトランジットペプタイドであると考察された。また

内部にはリジンが高密度に存在する領域やジンクフィンガーモ

チーフが見られた。また当 cDNA全長ならびに上記のモチー

フを順に欠削したタンパク質を大腸菌中に発現させサウスウエ

スタン法で解析したところ、リジン高密度領域がそのDNA結

合能に関して特に重要であると考察された。またノザン法によ

り当タンパク質mRNAの組織目Ij発現量についてwr析中である。
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2aE08 
ワラビ葉緑体ゲノム上のaccD相同配列の構造と発現 シダ葉緑
体における RNAeditingの可能性
江尻成美，山田恭司 (富山大・理・生物〕

accD遺伝子は、コケ類や高等植物の葉緑体ゲ、ノムで最近同定
された遺伝子である。この葉緑体遺伝子は、大腸菌のaccD遺伝
子と相同であり、脂肪酸合成関連酵素Acetyl-GoACarboxylase 
のサプユニットをコードしている。我々は、この遺伝子accDに
相同な配列を下等な維管束植物であるワラビの葉緑体DNA上
に見いだした。ワラビ、のa∞D相同配列について構造と機能発現
を謁べたところ、この配列は RNAeditingによって機能発現し
ている可能性があることが明らかとなった。

ワラビ葉緑体DNA上のaccD相同配列は、 rbcL遺伝子の 516
bp下流の位置に、 258アミノ酸残基からなるペプチドをコード
しうる ORFとして存在していた。予想されるアミノ酸配列は、
ゼニゴケ、藤類の一種、リュウピンタイで報告されているaccD
相同遺伝子の場合とそれぞれ高い相向性(いずれも 75-80%)
を示した。しかし、ワラビ ORF259には、次のような特徴があ
った。(1)開始コドンにあたる位置には ACGが入っており、そ
の位置から上流にも下流にも ATGやGTGは存在しない、 (2)ac 
cD相同遺伝子間で保存的なzincfingerモチーフ (C-X2-C-X15
-C-X2-C)の配列の中で、二番目のCys(TGN)が Arg(C町)に変化
している。
ワラビ ORF259の発現を調べるために、前葉体および胞子体

から調製した全RNAに対して、ドット分析およびノーザン分
析を行なった。その結果、胞子体ではポジティプなシグナルが
得られなかったが、前葉体では極めて微弱なもののシグナルが
検出された。したがって、このORFは少なくとも前葉体の時期
には転写されている可能性がある。もし発現しているとすれば、
RNA editingを受けている可能性か高いので、現在、 RT-PCR法
によるcDNAの解析を試みている。

2aE09 
クロマ、ソ葉緑体におけるRNAエディティング

韮主盆垂直、広瀬哲郎、績伯彦1、HansKosse12、杉浦昌弘

(名大遺伝子、 1愛知学院大、 2フライプルグ大生物研)

RNAエディティングはmRNA前駆体が塩基置換や掃入・欠失を起

こすことにより機能的なn削 Aに変換される現象で、被子植物で

はミトコンドリアと葉緑体においてC→u(まれにはuー刊)変換

によるRNAエディティングが起きていることが知られていた。こ

のRNAエディティング機構はコケから被子植物へと進化してくる

過程で獲得されたと考えられている。

我々は最近、裸子植物のクロマツの葉緑体ゲノムの全塩基配

列(119、707bp)を決定した。その配列データをもとにして、

RNAエディテイングが起きていると考えられる部位を検索し、

RNAエディティングが予想される部位を多数発見した。それらの

部位で制Aエテeィティングが起きているかどうかを検証するため

に、クロマツの芽生え(新王子製紙提供)より抽出した全RNAか

らRT-PCRによりcDN継庁片を増幅し、その塩基配列を決定した。

その結果、クロマツ期最体の8遺伝子中の19ヶ所においてRNAエ

ディティングが起きていることを見いだした。これは4菓子植物

の輯柔体におけるRNAエディテイングの最初の報告であり、この

ことから、葉緑体のRNAエディティング機構は裸子植物の段階で

すで、に獲得されていたことが示唆された。



2aF02 
コムギの 1田章吉重E
童盟塞且1.木 Tごま告書
植物、 i作物〉
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2aElO 
進化的に保存された高等植物色素体のRNAエディッティング

部位の解析

庄塑萱盟、若杉達也、 1続伯彦、句山 Kosse!、杉浦昌弘

(名大・遺伝子、 l愛知学院大、 2フライブルグ大・生物研)

高等植物色素体には、遺伝子の発現過程において、転写された

mRNAの配列がDNA上の配列から変化するRNAエディッティン

グの機構が存在する。今回我々は、双子葉植物のタバコ、裸子

植物のクロマツを材料に用いて、色素体遺伝子のRNAエデ‘イツ

ティング部位の検索を行なった。 RT-PCRにより増幅された

cDNA断片をダPイレクトシークエンスすることにより、 petBにお

いてタバコで 1ケ所、クロマツで3ケ所、またゆs14においてタ

バコ、クロマツに 1ケ所ずつCからUへのRNAエデ‘イツティング

が起きている部位を見い出した。 petBにおいては、タバコの

RNAエディッティング部位は、クロマツでも保存されており、

共通のアミノ酸置換を引き起こすことが明かになった。クロマ

ツにおける残りの2ケ所は、クロマツでのみ見い出された。

一方、 rps14'のRNAエデ、イツティング部位は、タバコ及びクロマ

ツ聞で保存されていたが、双方で、異なったアミノ酸置換を引き

起こすことが明かになった。このことは、高等植物色素体にお

けるRNAエディッティングが、各部位ごとに進化的に異なった

段階で獲得され、ある程度のバリエーションをもって保存され

てきたことを示している。 RNAエディッティングの組織特異性、

RNAスプライシングとの関連性についても併せて報告する。

2aEll 
緑化過程におけるオオムギプラスチドリボソームタンパク伎

のコピー数の変動

並ι」金阜、 IIJ'1' tお、平11111 1灯、辻 央犬 (点都大..llj!・

値物、 1京都大..llfl.物旦I!)

これまでの研究で、オオムギの細胞質(80S)リボソームのタ

ンパク質構成が、緑化過科において変化することをIljJらかに

した。またJÌÍj作皮の本大会で、は、その~緑{体(70S) リボソーム

のタンパク質構成について報告した。今回は、~紋休リボソ

ームの構成タンパク質について、リボソ ム吋たりの存化14;

(コピー数)を測定し、緑化過私:における変化を，U，¥lべたので

械竹する。

リボソームタンパク質は数が多く、それぞ、れの'心街が大き

く異なるため、ゲル|二の染色されたスポットの濃さは、タン

パク質の量を反映しない。またラベルを川いても、植物のリ

ボソームタンパク質に均等に取り込ませることは閑難である。

そこで、 I.Cでラベルした大JJ易l省のりボソームタンパク質を泳

動し、アミドブラックで染色して、各スポットの泌さと、ス

ポット中のラベルの値から、タンパク質の故当たりの染色の

度合いを調べたところ、取i民1tのものほど強く染まる1'ltili付ミ

見られた。この電荷と染色度との相関から求めた検母線を}jJ

いて、プラスチドリボソームの構成蛋白質のコピー数をt~:IJl

し、緑化過程における変動を調べた結果、光照射にともなっ

て増加するものがあることがわかった。
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2aE12 
イネ種子貯蔵タンパク質の集積に対するシグナル配列の役割

増村戚~，高橋一恵，中氏恵美，問中園介
(京府大・農・農化)

貯厳タンパク質は，植物の貯蔵組織細胞中で特定のプロテ

インボディヘ集積する。この特定部位への}j肉付けの機構に
は不明な点が多い。イネ種子においては，デンプン性陪乳中
に:種のプロテインボディ(1'B)が存在し，.PB-1には

プロラミンが， I'B-IIにはグルテリンが集積している。本
研究では，細胞内での刺立特異的輸送に対するシグーナル配列

の役割を明らかにすることを目的とした。
これまでにクローン化した各種cDNAを用い，シグ‘ナル配列

にレポータータンパク質 (s-glucuronidase)を融合するよ
うに，対応する DNA配列を大腸菌プラスミドに組み込んだ人

工遺伝子を機築した。これらのDNAを用いて， in vitro.転写
/鶴訳系(ウサギ網状赤血球ライセート)でタンパク質合成

を行った。合成反応の際に，イネおよびトウモロコシより調
製した阪乳成分を加え，新生ポリペプチドの輸送を行い，シ

ョ糖密度勾両日遠心法で分雨後， SDS-PAGE，ウエスタンプロッ
ト分析を行った。その結果，シグナル百~~Jを持たないレポー
タータンパク質は膜系には輸送されなかったが，プロラミン，
グ.ルテリン等のシグナル配列を持つものは細胞内の特定の膜

系を認識し輸送ぎれた。タンパク質の集積の初期の段階にシ
グ.ナル配列が細胞内で・の特定都位への集積に重要な働きをす

ることが示唆された o 現在，イネ情養細胞を用いた一時的発
現系においても同様の解析を進めており，それらの結果につ

いても報告する。

2aFOl 
種子休眠を失ったコムギ突然変異系統の種子目玉で失われた

タンパク貨とmRNA

以よ車ム、野田和彦(横浜市大・木原生研)

休眠を持つコムギの系統、北系一1354の種子をEMSで処

理し、休眠を失った突然変異系統を選抜した。この突然変

異系統では、種子腔のアプシジン酸(ABA)に対する反応性

が低下していた。種子妊のタンパク質およびpo!y(Ar'RNA

の翻訳産物を二次元電気泳動法で解析したところ、正常系

統である北系.1354には存在するが、突然変異系統および

休眠を持たない品種、チホクコムギの種子肢からは検出き

れないタンパク質(ボリペプチドe) とそのmRNAを見い

だした。このボリペプチドeは、種子の休眠やABAの情報

伝達に関わっている可能性がある。北系一1354の種子医の

可溶性タンパク質から、二次元電気泳動によりボリペプチ

ドeを精製した。リジルエンドベプチダーゼにより切断し

た2つの断片のアミノ酸配列をそれぞれ25および21残基

決定した。このアミノ酸配列をもとに縮重プライマ}を作

成し、 RT.PCR法によるcDNA断片の増幅を試みている。



2aF02 
コムギの 1団結実性老化を制御する内生因子について
童且童血・木下浩司・高橋議 i ・喜久岡嘉郎 (北大'.'
植物、 i作物)

ほとんどの作物は 1年生あるいは2年生であり開花結実
後、各個体は老化し結死する.対照的に多くの多年生植物
は毎年開花結実を縁り返すが、個体は老化しない。このよ
うに 1回結実性植物の老化は遺伝的に決定されたものであ
り、萎棄に残存する栄楚物質を効率的に子実へ取り込ませ
るために役立つている。この老化の主な原因としては;
A、子実と茎薬の栄養競合説 B、子実による老化促進
物質の生成説、の二説つが考えられている。通常、老化開
始直前まで茎葉には十分な栄養物質が残存しており、 A説
が成り立つ可能性は低い。一方、 B説に関しても直援的な
証明はなされていない。そこで春蒔コムギ(品種ハルユタ
カ)を用いて、 1団結実性植物の老化を決定する内生要因
の究明を試みることにした.
茎葉の老化は、老化促進物質とそれを阻害するサイトカ

イニンのバランスによって調節されていると考えられる。
茎薬が穏とのサイトカイニンの競合に負けて老化を起こす
可能性もあるため、まず薬及び穂のサイトカイニン含量の
経時的変動を調べた。穂に含まれるサイトカイニンは乳熱
期に急増したが、薬に含まれる量も同時に増加を示したた
め、この可能性は否定された。次に老化促進物質の有無に
ついて検討した結果、纏の酢酸エチル可溶性分画に強い老
化促進活性が検出された。この活性は乳熱期後半に最大と
なった。現在これらの老化促進物質の単磁を試みている。

2aF03 
ダイズ下座軸切片におけるオ キシン誘導性遺伝子の単離

温室盟玄、山本興太朗 1 (北大・理・植物、 l北大・地球環境科

学・環境分子生物)

オーキシン作用機構の分子生物学的解明のため、ダイズ黄化

下)ffi軸切片よりオ キシン誘導性遺伝子の cDNAクローニン

グを行なった。下座軸の 1cm切片に 30μM  1 A Aを加え、

1時間後に誘導されてくる遺伝子の cDNAをサプトラクシヨ

ン法によりクローニングした (Aguanet al.， PCP 32・1285，199

1)。オ キシン処理を行なったサンプルから調製した cDN

A にベクタ へのライゲーション用アダプタ を結合させてか

ら、コントロ ルから調製した cDNAとハイプ 1)ダイズさせ、

サプトラクトされて残った cDNAを用いてライブラリーを作

成した。 cDNAプロ プを用いてこのライブラリーのディファ

レシャルスクリーニングを行ない、 4個の cDNA断片を得た。

部分的な塩基配列を調べたところ、その中の 1つは SAM22

(Crowell & Amasino， Plant Physiol. 95:711， 1991)と同ーで

あった。 SAM22はダイズ培養細胞からホルモンを除いたと

きに誘導される遺伝子群の 1つであり、ホノレモン量の変化に伴っ

てその発現が変動する。その他の 3つは、既知の遺伝子とホモ

ロジーがなかった。またノ ザンハイブリダイゼーションを行

なったところ、これらの遺伝子はオ キシン添加 10分後に既

に誘導の見られるクローン 2個と、 20分後に見られるクロー

ン2個とに分けられた。
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2aF04 
先端成長細胞における Rl~Q) 内プチドの効果
野末一成，和田正三(都立大・理・生物)

原形質膜と細胞外マトリックス (ECM)との接

着は動物細胞の様々な現象において重要な働きをし

ている。多くの場合この結合はRGD配列によって
介されている。植物細胞においても同様な細胞壁(も

しくはECM)と原形質膜との結合があるかどうか

を調べるため、先端成長細胞に対するRGDペプチ

ドの効果を調べた。
RGDSは投与量依存的(0-1mg/ml)にAdiantum

capillus-venerisの原糸体およびNicotianatabacum 

SR-1の花粉管の、また1mg/mlでは成長中の仮根細

胞の先端で細胞破裂を引き起こした。不活性対照で
ある RGESは細胞破裂を引き起こさない。

GRGDSPにもまた同様の結果が見られた。先端成

長を行わない原糸体ではこれらのペプチドの細胞破

裂効果はなかった。

RGD処理をした原糸体では細胞破裂に先立ち、

subapical junction (先端成長をする原糸体先端に

のみ見られるリング状の原形質膜と細胞壁の強固な
接着構造)が失われていた。これらの結果はRGD

配列カ官先端成長において何らかの働きをしているこ

とを示唆している。 RGD配列の役割について議論

する。

2aF05 
酸 生 長 下 の 水 輸 送

加藤 潔，水野暁子 1 (名大・情報文化

・自然情報日本福祉大〉

軸性器官の伸長生長には細胞容積の増

大に見合った細胞の水吸収が不可欠であ
る.細胞吸水の駆動力は細胞内外の静水

圧 差 お よ び 浸 透 ポ テ ン シ ャ ル の 差 で ある.

オーキシンによる伸長促進時にはアポ プ

ラストカナルの活性化による浸透駆動力

の増大が吸水促進の原動力となる.よく

知 ら れ て い る 酸 に よ っ て 誘 導 さ れ る いわ

ゆる酸生長時には，細胞壁の不可逆的伸

展が原因となって起こる細胞内圧の低下

が吸水増大の駆動力であると予想される.

ミトリササゲ匹軸切片を導管溜流しな

がら酸生長を誘導し，伸長生長，細胞 内

圧および木部起電活性を同時測定し解 析

したところ，細胞内圧の低下だけでなく

カナルシステムも浸透駆動力を供給し て

伸長促進に寄与していることがわっかっ
fこ.



2aF06 
圧力ジャンプ法によるトウモロコシ中距軸、成

長パラメーターの解析

企1lLJ詮弘、岡本 尚 (横浜市大・文理・生物)

トウモロコシの中匹軸は幼葉鞘を切除後、およそ

1時間後、内在'凶AAの増加がみられるという報告

がなされている(Iinoand Carr， 1982)。道管濯流法

により、継続的に成長速度を測定したところ切除後

およそ1005}あたりから成長速度の増加が見られた。

これは内在性lAAの増加によるものと考えられる。

この状態では外来性lAAに対する効果をみることが

不可能であったため、 IAAの合成阻害剤である

Dim回onを潅流させたところ途中からの成長速度の

増加がなくなり外来性lAAに対して 4.5倍程度の成

長速度の増加をみることができた。外来性lAAに対

する成長パラメーターの挙動であるが、 lAAを加え

ることにより、細胞壁の可塑的展性(中)が、およ

そ 4倍増加した。 ー方、ロックハートの方程式より

算出される実効膨圧 (p-y) はIAAを加えても変化

がなかった。これは双子葉植物であるササゲやキュ

ウリにおいてp-yはIAAを力日えることにより、:I:~雪力目
している報告とあきらかに異なる結果となった。こ

のことから単子葉であるトウモロコシではlAAは専

ら申の増加を促し、その結果、伸長成長が促進され

ると考えられる。

2aF07 
しだれ牲のサクラおよびモモにおける、枝の屈曲と細胞壁成

分におよぽすGA3、GA.の影響

中村輝子、早乙女真紀、足立香織、荻原恵美子、尾見知子、

武輝美、横山敏孝日本女子大・理、 1森林総研・多摩)

昨年の本大会において、しだれ牲のサクラ、ヤエベニシダ

レ(庁lInusS.aJchiana )の当年枝が、 GA3 によりその伸長

方向を変えて、上方へ向って伸長するようになること、およ

び枝の最先端の2-3節間の伸長が促進されることを報じた。

今回は、昨年と同様の実験を、しだれ性のモモ、ザンセツ

シダレ(乃7ffJUSpersica )およびGA.をも用いることによ

り行った。その結果、 GA3による屈曲阻止現象はザンセツ

シダレにおいても認められ、この現象がヤエベニシダレにお

ける特殊な現象ではなく、サクラ属の他の植物においても認

められる現象であることが明らかとなった。さらに両植物に

おいて、 GA3 は枝の基部の細胞壁成分のセルロースをいち

じるしく増加させ、リグニンを幾分か増加させることも認め

られた。一方、 GA4 は両植物においてGA3 と同様に伸長

を促進したがGA3 のようなしだれ現象組止効果は示さなか

った。今回の結果により、しだれ牲の枝における GA3 によ

る屈曲阻止現象に、肥大成長部位の細胞壁セルロース含量の

増加が関係していることが示唆された。
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2aF08 
ヤマザクラの低温湿層処理および発芽過程における IAAと

IAMの存在と作用

早乙女真紀、中村輝子(日本女子大・理)

すでに、様々な品種のサクラの成木の頂芽およびヤマザク

ラ(庁7ffJUSJIMJa.訓 'ura)の黄化幼植物におし、て、 IAAお

よび IAMの存在を確認している。サクラの成長過程におけ

るIAAの作用を明らかにするための一段階として、ヤマザ

クラを用いて、低温湿層処理過程および発芽過程における内

生 1AA. 1 AM量を調べ、幼植物における IAAおよび

1 AMの作用について検討した。 IAAおよび IAM量は

I1PLC.GC-IISを用いて調べた。

ヤマザクラの種子の低温湿層処理期間 (30C、約50日間)

に、 IAAおよび IAMの存在を認めたが、それらの含量の

大きな変動はなかった。低温湿層処理に続く発芽過程におい

ても、 IAAおよび IAMの存在が確認され、 IAA量は根

や下座軸の成長にともない増加することが認められた。さら

に幼植物における IAAおよび IAM量の分布を調べたとこ

ろ、両者共にド匪軸の鈎状部に最も多く認められ、伸長停止

帯である下匪軸下部では最も少なかった。また、黄化幼植物

および連続光下で育てられた幼植物の下座軸の伸長成長を、

1 AA. 1 AMが促進することが明らかとなった。

2aF09 

トウモロコシ細胞壁蛋白質の代謝・成長調節機能

主よ韮並ネビンス・ドナルド(愛媛大・理・生物，

1カリフォルニア大学デイビス校ベジタブルクロプス)

植物細胞壁には細胞壁代謝および細胞成長を調節す

る多くの蛋白質が存在する。単子葉植物幼業鞘の細胞

壁には細胞壁マトリックス多糖類であるグルカンの自

己分解を触媒する数種のグルカナーゼが存在する。ト

ウモロコシの幼葉鞘細胞壁から分離精製したエキソグ

ルカナーゼ、エンドグルカナーゼはそれぞれ異なった

分子量(7万5千と 3万 1-3千ダルトン)を持ち、

後者は顕著な糖修飾をうけていた。この両酵素を用い

て調製したウサギ抗体は、細胞壁のグルカン自己分解

と細胞の成長をともに阻害した。これらグルカナーゼ

は幼業鞘の器官に特に多く含まれ、その活性は幼葉鞘

の発育にともない早い時期に増加した。これらの結果

はトウモロコシ幼葉鞘の成長にグルカナーゼが重要な

機能を持つことを示唆している。グルカナーゼ以外の

細胞壁蛋白質に関しても研究を行なっている。



2aFlO 
インゲン (p加 eolusvulgaris L.)の茎の空洞化現象におよぽ

す接買帥リ激とジベレリンの影響

直!ff ;主，高橋秀幸，菅洋(東北大・遺伝生態研究セ

ンタ-)

インゲン !.?haseolusvulgaris L.)の茎における髄の崩壊に

よる空洞化は，わい化をもたらす接触刺激によって抑制さ

れ，それには，接触刺激によって生成が誘導されるエチレ

ンが関与すると考えられている. しかし，接触刺激による

わい化はジベレリン (GA)含量の著しい減少を伴うことか

ら，本研究では， GAと髄細胞崩壊の関係を調べた.つる性

インゲン(品種，黒種衣笠)では，生育初期において第一

節聞に空洞化が見られるが，接触刺激は，節関伸長を抑制

して節聞の肥大生長を促進し，空洞化を著しく抑制した.

また，接触刺激を与えずにGA生合成組害剤(S・327D)を処理

したインゲンでは，茎の肥大生長の促進は見られなかった

が，節間伸長および空洞化が抑制された.一方，わい性イ

ンゲン(品種，さっきみどり)では，第一節聞の空洞化は

見られないが， GA3を0.01-1∞mg/Lの濃度で処理して節聞を

伸長させた場合.節問伸長の促進に伴って空洞化が促進さ

れることがわかった.この場合 GAによる内生エチレン生

成量の増加は認められなかった.これらの結果から，イン

ゲンの節聞における髄の崩壊による空洞化には，ジベレリ

ンによる伸長現象が関与しており，接触刺激は，ジペレリ

ンの生合成を減少させることによって空洞化を抑制するも

のと考えられる.

2aFll 
無傷トウモロコシ幼葉鞘における成長制御:オーキシン濃

度によるオーキシン輸送フィードパック制御の関与

飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

COleoptiles of maize seedlings raised 
under red light were used to study effects of 
indole-3-acetic acid (IAA). IAA were applied as 
a mixture wi th lanolin， and elongation growth 
at a zone， 10-15 mm from the apex， was measured. 
Application of a lAA-lanolin ring (~1 皿m
wide) to the tip， 5 mm above the measurem巴nt
zone， resulted in growth enhancement; the 
enhanced growth rate， however， decreased around 
3 . h after the application to reach a steady 
rate corresponding to the pre-stimulation rate. 
In contrast， the direct application of IAA-
lanolin paste to the measurement zone resulted 
in enhanced rates that were steady over 8h at 
any concentration. It was further shown that 
the transient nature of growth enhancement was 
not due to a shortage of lAA and to a decrease 
of tissue sensitivity to auxin， because， while 
the reduced growth rate could not be enhanced 
further by applying a second IAA-lanolin ring， 
it was effectively enhanced by lAA applied to 
the measurement zone. The results indicate an 
operation of a negative feedback mechan1sm by 
which basipetal aux1n transport 1s internally 
regulated by auxin concentration along the 
transporting tissue so that a non-saturating 
auxin level is皿aintainedat the site of action. 
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2aF12 
栄養成長期に節間伸長をおこなうイネの突然変異体に特異的

なタンパク質の検出

査本盤本、亀谷七七子、中村郁郎(岩手生物工学研究センター)

通常に栽培されているイネでは、生殖器官が形成される特

定の時期に限られた節聞のみが急速に伸長し、それ以外の節

問は 2~ 3mm程度伸びるに過ぎない。種子の y線処理によ

り得られた変異体 Ac，α'leratedintemode overgrowth -1 (ao -1)は、

正常型に比べて細長い葉鞘・葉身を持ち、また、栄養成長期

に節間伸長を行なうことから、イネの節問伸長および植物細

胞の伸長成長を解析するための有効な材料であると考えられ

る。演者らの一人は、 ao-1 がジベレリンおよびジベレリン

合成阻害剤に対して正常な反応を示さないことを一昨年の本

年会で報告した。今回は二次元電気泳動 (2D-PAGE) による

ao -1特異的タンパク質の分離・同定について報告する。

可溶性タンパク質および細胞壁結合タンパク質を抽出し、

抽出液を限外ろ過膜で濃縮後、 10%TCAーアセトン、アセト

ン(いずれも 0.07%2-MEを含む)で順次処理し沈殿を回収、

乾燥させた。乾燥タンパク質試料は UKS溶液 (Damerva1et a1. 
1986)に溶解し 0・Farrellの方法による 2D-PAGEに供した。

ヘテロ接合体 (00-1/+)の後代を 25"(;、16時間照明下で

3週間栽培し、変異体および正常型の稗の基部(却ー1変異体

の節聞は伸長している)のタンパク質を比較したところ、変

異体に特異的ないくつかのスポットを検出した。検出された

特異的なタンパク質のi詳細については現在解析中である。

2aGOl 
ヒメフラスモの細胞質水和による細胞内Ca2

+ 動員
田沢仁、菊山宗弘 l、島田希代 1 C福井工大・応用理
化、 1放送大)

ヒメフラスモCNitellaflexilis)の細胞を 10叫

KClで処理すると膜興奮牲は失われる。この様な細胞

を細胞横断浸透に曝すと、内浸透側で細胞質流動は
停止し、同時に予め細胞質に注射されたエコーリン

の発光がみられる。われわれは内浸透側で起こる細
胞質の水和が細胞内貯蔵器官からのCa2+放出を誘発

すると仮定したCTazawaet a1. 1994. Plant Cell 
Physiol. in press). この仮定を試すため、われわ

れは液胞を低張の人工細胞液で潅流したときの細胞

質からのエコーリン Cfch-aequorin. 下村修博士の贈
与)を測定した。大きな発光は低張液を灘流したと

きにのみ見られ等張液ではほとんど見られなかった。
細胞質の水和は細胞を浸透的に吸水膨張させるこ

とによっても引き起こされる。まず節間細胞を250
田Mソルビトールを含む 10mM KCl液に浸してあらか

じめ脱水させた。次に外液を 10mM KCl液に替えると、

細胞質流動は停止し、同時に顕著なエコーリンの発
光が見られた。

N. flexilisと異なり N. axilliformisでは細胞横断

浸透のとき、あるいは浸透的膨張のとき流動の阻害

は見られない。後者の細胞では低張液を液胞潅流し

でもエコーリンの発光はほとんど見られなかった。

このように細胞質の水和によって引き起こされる
Ca2

+の動員はN. flexilisに特異的のように思われる。



2aG02 
黄化アサガオ佐軸膜タンパク質のリン酸化とカルモデ、ユリン

について

基五」足、柴田幸子(北里大・薬)

カルモデユリンはCa2
+調節タンパク質として細胞内情報伝

達に関与している。我々は、アサガオlJf軸膜中にカルモデュ

リンによって活性化されないCa2
+依存性プロテインキナーゼ

が存在することと、カルモデュリン添加によりむしろリン酸

化が抑制される膜タンパク質があることを以前に報告した。

このリン酸化が抑制されるタンパク質の分子量を精査する

と112kDaで、あった。次に、このタンパク質について検討す

る目的で、 1主軸膜中のカルモデユリン結合タンパク質の検索

を行った O 膜タンパク質をSDS.PAGE:によって分離し、 SDS

を洗浄除去後、ゲルをCa2
+存在下、酵素法によって標識した

川 Iカルモデュリン中で振とうしたところ、 66k，82k， 93k， 

109~12lk， 154kDaタンパク質バンドにカルモデユリンが結

合し、特に 109~121kDaで、の結合が顕著だった。 ~}J 、 Ca肘

非存在下では、結合タンパク質は検出きれなかった。従っ

て、このタンパク質はカルモデュリン結合タンパク質の A種

であることが示唆され、カルモデコリンが結合することによ

りそのリン酸化が抑制されるものと考えられる。

2aG03 
大腸菌 K-12株由来 L型菌NC-7の増殖における

Ca2+とカル モ デ ユ リ ン阻害剤の効果について

望星豆乙阜、小野田哲夫、大島朗仲(島根大・理・

生物)

大腸菌K-12株より誘導された NC-7は、細胞壁

を持たない球菌であり、その最適な増殖には培

地中への lmMの Ca2+の添加を要求する。増殖中

の培養液中に lmMのEGTAを添加すると、直ち

に菌の増殖が抑制されるが、 l m MのCa2+を添

加することにより、菌は再び増殖を開始する。

また、強いカルモデュリン阻害剤として知られ

ている W-7，W ・13の添加は菌の増殖に著しい阻

害効 果 を示すが、弱いカルモデュリン阻害剤で

ある W-5，W-12の添加は増殖への阻害効果をあま

り示さなかった。そこで、 EGTAでCa2+をキレ

ートしておいた細胞への [3H]-thymidineの取 込

みは、 Ca2+を同時に添加した場合に多く観察さ

れた。 [3H] -t h y m i di n eの取込みは、 Ca2+を添

加す る直前に W-13を添加することにより抑制を

受けた。

これらの結呆から、 NC-7の増殖にはカルモデユ

リン様蛋白質が関与していることが示唆された。
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2aG04 
ニンジン培養細胞におけるc品 1Pの代謝とcAMP感受
性カチオンチャンネルの制御

輩撞撞、黒崎文也、両荒介(富山医科薬科大薬〉

ニンジン培養細胞において、 c地 1P濃度の上昇により

cAMP感受性Ca2+チャンネルが活性化されることは既
に報告したが、今回、 cAMPの合成と分解を行うアデ
ニリルサイクラーゼとホスホジエステラーゼが原形

質内Ca2+濃度により調節されていることを確認した。
サイクラーゼ、活性は通常の細胞には検出されず、フ
ォルスコリン刺激により誘導された。ただし、その

活性は細胞の静止状態のCa2+レベルでのみ認められ、

高レベルのCa2+で、はほぼ完全に抑制された。これに

対して、ホスホジエステラーゼはフォルスコリンの
刺激がなくても定常的な活性を保持しており、また
刺激後にカルモデュリン依存性のイソ酵素が誘導さ
れることが確認できた。また、原形質膜を反転して

構築したベシクルからのcAMP刺激によるCa2+放出は

1μMのベシクル外Ca2+で‘抑制されたが、この放出抑

制はカルモデュリン阻害剤やカルモデュリン抗体の
存在下では観察されなかった。これらの結果から、
cA阻感受性カチオンチャンネルの閉鎖には原形質膜
上に存在するカルモテ、ュリンが重要な役割を担って
いると考えられる。

2aG05 
藍藻 Anabaena cylindrica のアデニル酸シクラーゼ遺伝

子の単離

片山光徳、和田洋、大森正之(東大.教養.生物)

cAMPは、動物およびバクテリアにおいて、細胞内の代謝

活性調節物質として機能していることが知られている ω これ

までに Anabaena cyl indri四 において、外界の環境の変

化(光およびpHの変化など)による細胞内のcAMP量の変動が観

察されている。しかしながら藍藻の細胞内のcAMP量の調節機

構および藍藻におけるc地.IPによる代謝制御機構は不明である〉

本研究では、 A. cyl indri ca よりアデニル酸シクラー

ゼ遺伝子を単離し、その構造を解析した。 A. cylindrica 

のゲノムDNAライプラリーをプラスミドpBR322を用いて作成

した。これを大腸菌のアデニル酸シクラーゼ欠損株(それに

よってマルトース発酵能を失っている)に導入し、マルトー

ス党酵能の回復を指標にしてスクリーニングを行ったο 約

1 0 0 0 0個のコロニーより A. cylindrica 由来のD~A断
片 (l1.5kb)をインサートとして持つ陽性クローンが1つ得ら

れた。この陽性クローンは大腸菌欠損株のマルトース発酵能

を回復させるとともに、細胞内のcA'dP量を野性株と同程度ま

で回復させたにマルトース発酵能を回復させる1.8kbの領域

について塩基配列の決定をを行ったど この1.8kbの領域には

502アミノ酸残基からなるオーブンリーデイングフレームが

存在しており、推定アミノ酸配列のC末端側の約170アミノ酸

残基からなる領域は、これまでに報告されている動物のアデ

ニル酸シクラーゼにおいて保存されている触媒領域と相同性

を示したi



2aG06 
高速液体クロマトグラフィーを用いたホスホリパ ゼCにより

分解されたイノシト ルリン酸の分析

Gerhard A. De RUITER. 田中敬一(農水省，果樹試〉

ホスホリバーゼCはシグナルトランスダクションにおけるフ

ォスファチジルイノシ卜ールサイクルにおいて重要な役劃を果

たしている (Berri dge. 1987)。フォスファチジルイノシトール

特異的ホスホリパゼC(PI-PLC: EC 3.1.4.10)はフォスフ 7

チジルイノシト ルのグリセロ ルとリン酸のエステル結合を

分解してイノシト ルリン酸とジアシルグリセロールとに分け

る。ブドウの培養細胞から遊離型と膜結合型のPI-PLCを

分画した。粗抽出酵素を異なったカルシウム緩衝液中でインキ

ユベートし、遊離したイノシトールリン酸を伝導度検出器及び

OmniPac PAX 100カラムイ寸き高速液体クロマトグラフィーで分

析定量した。この分析方法によりイノシ卜ールリン酸を正確に

定量出来ることが分ったので、本方法はホスホリバーゼCの活

性測定に通常用いられている放射性物質による分析方法よりも

安全かつ簡便であると考えられたロ

2aG07 
ア力パンカピにおいて青色光によりリン酸化され

るタンパク賀 ps15の解析・一二次元電気泳動によ

る解析と節分精製

!.e..旦主且、市村和也、府川幹典、蓮 j目仰嗣(繍浜

市大、木原生研)

我々は invitroにおいて膏色光照射によりリン

酸化が促進される約 15kDaタンパク貿(群}を
既に見出している。このタンパク賀は、青色光に

対'g'る活性や等竃点がほとんど同じでわずかに分

子量ガ異怒る 2種のタンパク貨に区別できる。ア
カバンカピでは膏色光に全く応答し怠い突然変異

練 wc・1及び wc・2が知られている。 wc・1及び wc・
2から抽出したE草分画を用いて invitroにおいて

ps15のリン酸化ガ相補できることを既に見出し
ている。野生稼 ，wc・1，wc・2から 11分画を抽出し

て二次元電気泳動等を行い各線の ps15の特性を

検討した。さらにミクロソーム分画を 1"ルブロ

ールで処理し、遺心録作でよ滑にくる分画を得た。
この可溶化された分画を TSKゲ JI-HW60で分画

した。分子量800“1000kDaに50μM Ca2+存

在下に特異的に 1)ン酸化される蛋白賞、また 83
kDaの[Cl_32P]ATP，[α_32P]GTPを結合曹る蛋

白質が分画された。さらに分子量500-600kDa 
にCa2+存在下にリン酸化される約80kDaの蛋白

質と 58kDaおよび 77kDaの [α ・32P]ATP，[α ・

32P]GTPを結合曹る活性を見出した。この分画

にps15ガ分画された。
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2aG08 
イネ培養細胞における栂質性エリシターシグナルの伝達とタ

ンパク質リン酸化反応

担連盟主.小松節子，平野久，渋谷直人(農水省・生物研)

植物細胞は、病原菌細胞壁由来の特定のオリゴ糖を認識して、

生体防御反応を活性化する。我々は低濃度のがアセチルキト

オリゴ糖に対するイネ培養細胞の応答反応を1つのモデル系と

して、レセプターによる認識から、遺伝子発現やファイトアレ

キシン合成に至る、情報伝達の初期過程を解析している。シグ

ナルの認識直後の反応として、膜電位変化やイオンフラックス

の誘導と並んで、活性酸素を一過的に発生することが明らかと

なった(日本植物生理学会1993年度年会)。この反応はK-252a
等のプロテインキナーゼの阻害剤によって阻害されたことな

どから、情報伝達の初期過程にタンパク質リン酸化反応が関与

している可能性が考えられる。そこで、オリゴ糖処理した細胞

から抽出したタンパク質を、[r -32PJATPを含む反応液中でリ

ン酸化反応を行い、二次元ゲル電気泳動法を用いて分析した。

その結果、細胞をがアセチルキトオリゴ織で処理した場合に特

異的にリン酸化される数種のタンパク質が、可溶性画分に見出

された。こうしたリン酸化は、オリゴ鯖処理後数分後をピーク

とする一過的なもので、K-252aなどの阻害剤によって完全に阻

害された。脱アセチル化したキトオリゴ糖ではリン酸化が誘

導されないなどの性質は、エリシター活性や他の初期反応、膜

上の結合部位の結合特性などに見られたオリゴ糠に対する厳

密な構造特異性と共通していることから、オリゴ糖シグナルの

伝達の初期過程に、こうしたタンパク質のリン酸化反応が関与

している可能性が示唆される。

2aG09 
タバコ培養細胞におけるプロテインキナーゼによるエリシター

シグナル伝達機構の解析

鐙左~、進士 秀明(工技院・生命研・植物分子生物)

動物細胞や酵母では、細胞外シグナルによる遺伝子発現誘

導過程において細胞内情報がタンパク質リン酸化を介して伝達

されていることが示されており、積物細胞でもプロテインキナ

ーゼが細胞内シグナル伝達機構の重要な媒体であると考えられ

ている。

我々は防御遺伝子の発現制御機構解明のために、タバコ培

養細胞においてエリシターによる防御遺伝子発現誘導過程の細

胞内情報伝達機構の解析を進めている。これまで、エリシター

処理によって防御遺伝子が活性化される過程でタンパク質リン

酸化が必要であることを示唆する結果を報告してきた。今回は、

エリシターシグナルの伝達に関与すると考えられるプロテイン

キナーゼ活性についての解析結果について報告する。 MBP
(myelin basic protein)を基質とする SDS ポリアクリル

アミドゲル内リン酸化法による解析の結果、エリシター添加後

3 0分以内にエリシター処理に特異的なプロテインキナーゼ活

性が検出された。さらに、抗ER K 2 (extracellular signal 
regulated kinase 2)抗体を用いたウエスタンプロット法によ

る解析では、エリシター処理をした細胞に特異的なタンパク質

の増加が検出された。しかし、その分子量はこれまでに報告さ

れている ERKあるいはMAP(田itogen-activatedprotein) 
キナーゼ及び今回ゲル内リン酸化法で検出されたエリシター処

理によって活性化されるプロテインキナーゼとは異なっていた.



2aGlO 
耐塩性緑藻ドナリエラのCab-依存性プロテインキナーゼ

(CDPK):精製酵素の自己リン酸化およびcDNAのクローニ

ング

湯浅 高志1ヘ高橋宏二1.2、武藤 尚志口(東京大・理学

系研究科¥名大・農学研究科2、名大・生物分子応答研究セ

ンタ-')

耐塩性緑藻ドナリエラから約20.000倍に精製したCDPK

の諸性質を既に報告した。本報では、自己リン酸化につい

て報告する。精製∞PK標品はSDS-PAGEにおいて60kDaの

主成分とartifictと考えられる52kDaの成分を含む。Ca'+存在

下でいずれの成分も自己リン酸化された。これらの他に顕

著にリン酸の取り込まれた新たなバンドが80kDaの位置に

出現した。この80-kDaペプチドは抗ドナリエラ抗体と交叉

反応し、またCDPK活性を示し、6O-kDaCDPKの自己リン

酸化によって生じたと推定された。

抗ドナリエラCDPK抗体を用いてドナリエラのcDNAラ

イプラリーをスクリーニングし、 2つの異るプロテインキ

ナーゼをコードしたcDNAクローンを単離した。 i可cDNAの

大腸菌における発現産物はCa'+，依存的タンパク質リン酸化

活性と“Ca"結合活性を示したことから、少なくとも2つの

CDPK分子種がドナリエラで発現していることが明かとな

った。

2aGll 
傷により活性イとされるタバ対抗Daキナーゼの解析

宇佐美昭二、坂野弘美、可田泰国IJ (名大・ 3里・生物)

動物細胞や酵母における研究から、リン酸化方スケイドによる

豊田胞内シグナル伝達系は、知月包増殖に関連した綾マの生物に保存

されていると考えられている。我守はタバコ植物における絢月り昔

姐に関連したシグナル伝達系の解析の目的から、 Cキナーゼや

MAPキナーゼ等の基質として用 L、られるミエリン潅基f生タンパク

賞。1BP)をリン酸化するキナーゼの有熱をインゲルア、ソセイ法を

用いて検討した。その結果、 (1)何も刺激を与えない成熟紫では

』侶Pを，)ン酸化するキナーゼはほとんど札られないニと、 (2)成熟

業を傷つけることにより46-kDaの大全さのキナーゼがーi造的に活

性ィιされること(I分以内に活性ィιが誘導され、 5分で最高値にi主

した後、 30分後にはえの;毒性レベルに低下する)、 (3)傷ついた後、

1-3時間は新たな傷に対 Lて活性イとされな〈なること、 (4)傷以外

にキトサン、サリチル重量等により j舌f生ィιされるが、エチレン、退

後ィι水素水等では活性化されないこと、 (5)器官特異的な活性(板、

成長点、付近てつ~f生が高」、)が見られること、 (6)細胞賞品分に存在
すること、 (η穫守の双子禁及び単子葉続物に保存されており、い

ずれも傷により活性化されることを明らかにした。以上のことか

ら、この46-kDaキナーゼは傷シグナルに関わる知胞内シグナル伝

達系に関与している可能性がある。恥1BPLtMAPキナーゼやCキ
ナーゼ以外にも穆マのキナーゼによりリン酸化されることが知ら

れている。 1足在、ニの46-kDaキナーゼがどの 1-'7スのものに属す

るかを阻害剤、抗体等を用いて検討を行うとともに、部分精製に

よりこの46-kDaキナーゼが単一分子種なのか、キ主数穫存権するの

か否かの検討を行っている。
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2aG12 
サイトカイニンに応答するプロテインキナーゼ

宜豆輩、 YoussefianShohab、工藤まり子(秋田県立農短

大・生工研〉

私達はDNAメチ)1化阻害剤によって誘導された媛性作より、

低分子量GTP結合蛋白質を]ー卜禍する旦旦1という特異遺伝子

を単離した。旦Qlを如、、J(こ導入したところ、建化、I頁芽優

勢の欠抑、花の異常構造などの形態変化を起こした。これ

らは植物叫む、特にザイト力イニンの代謝異常による情報伝達系

の狂いによるものではないか、と推定し、ザイト力イニンによって

変動するア日子インキナ-t-遺伝子を探索した。その結果、3以内

より皇位2を単離した。

盟国cDNAは1.9kbで、1584bpのORFをもっ。コート、される蛋

白質は分子量58Kで、材-t-領域は酵母より得られたSNFlキ
ナ-t-ゲルアと40%前後の相向性を示した。環境シゲナJIに対

する盟国の応答を)-~..ン分析で調べた。ユムキ"芽生えを植物
事Jluで処理したところ、ザイト力イニン(BA)投与によって対照の

10倍以上の問RNAが蓄積した。 NAA、GA、ABA(こは反応しない。

黄化芽生えでは発現しないが、光照射 1時間以内にmRNA
が現れた。貧栄養条件下でも多量のmRNAが蓄積した。

mRNAの光、貧栄養誘導はすイト力イコ7J9了ニストによって殆ど完

全に阻害された。これらの結果から、次の結論が導かれた。

①盟国村ーゼ、は光、貧栄養という環境け刊に応答して活性

化される;②これらのけ-fJIはザイ同イニンによって仲介される;

③こうしたシゲ刈が釣Jゾヲ質のリン酸化を経て最終標的に伝

えられ、生理応答になる。現在盟国導入の組換えヲハコを作

り、生理特性を検定中である。

2aHOl 

FT-IRによる酸素発生系の構造の解析 :Mnーカルボキシ

ル基一 Ca架橋構造の存在

野口 巧、小野高明、井上頼直(理研・太陽光科学)

光合成系11における酸素発生系の構造については、 MnとCa

が関与する金属クラスターであるということ以外、ほとんど明

らかとなっていない。本研究では、この構造と Caの役割を調

べるため、通常の系II膜標品と Ca除去した系II膜標品につい

て、酸素発生系の 51'5 2~丈態閣の光誘起フーリエ変換赤外
(FT-IR)差スペクトルを測定した。その結果、通常の系

II膜標品の 52/51差スペクトルに見られる多くのバンドの内、

Asp或いはGluの1110鎖のカルボキシル基(COO-)に帰属できる(対

称CニO伸縮振動)1404cm-1
の負のバンドと 1363cm-1

の正のバンド

が、 Ca除去した膜標品の52/51スペクトルにおいて消失す

るのが観測された。また、それと同時に、タンパク質の主鎖に

由来する(ペプチド結合のc=O伸縮振動:アミド Iバンド)1600-
1700cm→のバンド群も消失した。これらのことから、①通常の

酸素発生系では、 51~丈態において、 Mn 、 Ca聞のカルボキシ

ル基による架橋構造が存在すること、②52状態において、この

カルボキシル基のCaへの配位結合が切れること、③Caの存

在が、 52状態の生成の際に起こるタンパク質の二次構造の変化

を誘起すること、④Ca除去により、上のカルボキシル基はMn

からも遊離すること、などが明らかとなった。また、重水中に

おける52/51差スペクトルから、 Mnに配位しているカルボ

キシル基のうちの一つは、 Mnに配位したH20 (またはOH)

と強い水素結合をつくっていることが分かった。



2aH02 
光合成酸素発生、反応中間状態のX一線吸収法による

研究

小野高明、野口巧、井上頼直、楠正美¥山口博隆2、

大柳宏之 2 (理研・太陽光科学、 1明大・理工、 2電総研)

無処理、及びCa除去処理した光化学系 IIで生成す

る、駿素発生過程の反応中間状態(8-状態)のMn
クラスターの性質をX線吸収端近傍構造 (XANE 

8 )により調べた。蛍光X線の補足効率を上げる等の

測定システムの改良により、閃光で生成した各中間状

態のスペクトルをかなり精度良く測定する事が可能と

なった。この測定では、ベースラインの変動も小さく、

1 s → 3d遷移に対応する前吸収端構造もある程度分

献して測定する事が可能であった。無処理系 IIでは K

-吸収端は S。→ 81→82→83遷移に伴い高エネルギ

ー側へ移動し、 83→ 80で大きく低エネルギー側へ移

る、閃光回数に依存した 4周期振動を示した。一方、

Caを除去した系 IIでは、 8l~走態の K ー吸収端が無処
理のものに比べて大きく低エネルギー側へ移動してお

り、 Mnークラスターとその配位子との間の結合が切

れる等の構造変化が起こっている可能性を示した。 K

ー吸収端は 82~犬態、 g=2 E8R状態の生成に伴い、

各々、約 1e V高エネルギー側へ移動し、これらの状

態の生成にMnークラスターが直後関与している事が

明かとなった。

2aH03 
厳素発生標品の表在性蛋白の固定化による MnやCaの
安定化

榎並劇、加藤栄 1

寸貰理主.!里・生物、 1東邦大・ 1呈・生物)

酸素発生活性をほぼ保持した状態で、 3種の表在性蛋白

を固定化することができたので、この固定化標品を用いて

MnやCaの安定性に及ぼす表在性蛋白の寄与について調べ

た。①酸素発生標品をurea/NaCI処理すると 2個のMnが

徐々に遊離してくるが、 33kDa蛋白を固定化するとその

内 1個のMnが安定化され、 3種の表在性蛋白を固定化す

るとほとんどのMnは遊厳されなくなった。また、酸素発

生標品をNaCI処理すると僅かだがMnは明らかに遊離され

るので、 23、17kDa蛋白もMnの安定化に寄与しているも

のと考えられる。②urea/NaCI処理した標品の酸素発生は

1MPDやHQなどの遺元剤によりほぼ完全に組害されるが、

33 kDa蛋白の固定化によりその阻害は 50%以上抑えら

れた。③23、17kDa蛋自の固定化により、酸素発生活性

はNaCI処理や酸処理に対して著しく耐性となった。従っ

て、これらの蛋白は塩処理のみならず酸処理に対しでも

Caを安定化していると考えられる。
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2aH04 
熱処理による酸素発生の失活と系11膜標品の会合に汲ぽす
表在性蛋白の固定化、膜標品の濃度、 CaCl，およびジギト
ニンの影響

虫韮ー主主、太田尚孝、加藤栄
(東理大・理・生物、 1東邦大・ 3里・生物)

33 kDa蛋白を固定化すると、酸素発生活性t;l:熱処理に

対して極めて安定化される。この事は、 33kDa蛋白の遊

離が熱失活の原因であることを示唆するが、熱失活と33

kDa蛋白の遊荷量との聞には相関関係はみられなかった。し

かし、 50 mM CaCl，を添加すると失活と33kDa蛋白の

遊園監が著しく促進され、両者の聞にきれいな相関関係が得

られた。一方、 CaCl，の存在に関係なく、失活と Mnの遊

般には相関関係は見いだせなかった。また、腺標品濃度を

減少させると、熱失活l正仰えられ、膜標品の会合も減少し

た。この腺標品の会合は CaCl，の添加により大きく促進さ

れた。ジギトニンにより腺標品の会合を抑えると、熱失活

も抑えられ、 33kDa蛋白の遊厳も減少した。これらの結

果t;l:、熱失活の主要な原因はMnの溶出ではなく 33kDa蛋

白の遊離にあることを示す。また、 CaCl，は膜の会合を促

進し33kDa蛋白の再結合を妨げると考えられる ο

2aH05 
新しいパルス EPR法による光化学系IIの常磁性種間

の距離決定

盟革担隼二E，小寺義男，原英之， SergeiA.匝 uba*

関西学院大学理学部ロシア科学アカデミー

EPR信号中の非常に狭い周波数範囲の磁気モーメント

だけを選択的に飽和させた部分を selectiveburning holeと呼

ぶ. このholeの広がり(スペクトル拡散)の時間変化は近傍

電子スピンのランダムな反転による局所磁場変動に対応

し電子スピン間双極子相互作用を反映している.我々

は，選択的飽和ノ{)レスと検出パルスからなる新たなノ{)レ

ス法によって.今まで不可能であった近接電子スピン間

双極子相互作用の直接検出と，それによるスピン間距離

の決定を可能にした.

この方法を水分解系除去した光化学系IIのチロシン D+

EPR信号に適用し，そのスペクトル拡散よりチロシンD

と電子受容体Fe
2
+イオン間距離を52Aと決定した.さら

に未処理光化学系IIで観測したチロシンD+について水分

解系マンガンとの距離及びスピン状態の影響について議

論する.



2aH06 
シアノバクテリア Synechoc町 cusPCC7002の酸素発生の熱安定

性におけるシトクロムc550の役割

西山佳孝1.2、林秀則 1、渡辺正2、村田紀夫(l基生研、

2東大・生産研)

酸素発生は一連の光合成活性のなかで最も熱に弱いプロセス

である。この酸素発性の熱安定性を支える分子機構をシアノバ

クテリア Synech町町cusPCC7002を用いて解析した。我々は先

に、チラコイド膜における酸素発生の熱安定性に、膜から

Triton X ~ 1 00で遊離するタンパク質成分が関与していることを

見い出しており(1993年度本大会)、今回、そのタンパク質

成分の同定を試みた。チラコイド膜からTritonX100で遊離す

る成分をイオン交換クロマトグラフィーおよびクロマトフォー

カシングに供し、 Triton処理により低下したチラコイド膜の熱

安定性を回復させる成分を精製した。その結果、 16kDaのタン

パク質が単離され、分光学的性質からシトクロムc550と推定

された o N末端アミノ酸配列をもとに、 Sy口echo coccus 

PCC7002からこのシトクロムをコードする j宣f云子をクローニ

ングした。推定されるアミノ酸配列から、その遺伝子産物は

35残基のtransitpeptideと136残基のmatureproteinからなること

が判明し、 matureproteinは他のシアノバクテリアで見られるシ

トクロムc~55 0と類似していた。これらの結果から、シトクロ

ムc-550が酸素発生の熱安定性に必要な成分であることが示唆

された。

2aH07 
トリス処理光化学系Il粒子・椴系発'j:系の光~IWI性化にf'~う
チトクロム b559の光般化還元特性の変化

水深，i'i樹， .¥，ι正式J1f.， 山下鋭 (筑波大・生物)

払達は、トリス処理でMnを除いた系Il粒 fにMn
21

• 

Ca2
+. DCPlp. 1M NaClを加え、酸素発生系を

光l耳活性化した際に起こる向電位型チトクロム b559の酸化

還元特性の変化を調べたところ、 Mn2
+を電子供与体とす

る弱光ドにお付る光化学反応で高焔位型チトクロム bmが
電子受符体として働く時にのみ、駿素発生能が回復する事を

ぷ唆する結果が得られたので報告する。

前学会では、トリス処理により Mn及び三種の表在性

ペプチドを系II粒子から除いても約半分のチトクロム b559

は高電位型で存在し、光jlJ活性化後もこの肖電牧型チトク

ロム b559は保たれることを報告した。 長近、トリス処理・

系II粒-fの高電位型チトクロム bmlま、 20mM  NaC 1 

存在下では大部分還元塑で赤色光により光酸化されるが、

NaCl浪度を 1Mに上げると酸化型に変わり光酸化できな

くなる事が分かった。 乙の系11粒子をMn2i ・Ca2+.

DCPIP.IMNaClとともに弱光ドに置くと駿化され

ていた尚電位型チトクロム b559が還元されるとともに赤色

光による光酸化活性及び酸素発生能の回復が観察された。

DCPIPを除くと赤色光によるチトクローム b559の光酸化

活性は大幅に低下するとともに酸素発生能の回復も半減し

た。 弱光ドにおけるチトクロム b559の光還元には、 Mn2+ 

が電子供与体として必須でありその還元型の安定化には

C a 2+と1MNaClが有効であった。 チトクロム b559

の光還元はDCPIPの光還元が完了するまで阻害された。
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2aH08 
水分解複合体の光活性化に対する化学修飾剤の効果

田村典明、野見山 香、小河亜紀子(福岡女子大 .t主物)

植物では、光によって水を分解し酸素を発生させる場として、

光化学系II膜内在性タンパク質 (47kDa/ 4 3kDa/01/D2/チ

トクロムb559) ・マンガン (Mn)クラスター・膜表在性タン

パク質(33kOa/23kDa/17kDa)から構成される水分解系が存

在する O ここで触媒として機能するMn原子は、光化学系II反応、

中心である 01・02タンパク質のカルボキシル基あるいはヒス

チジン残基に配位していると推定されてきている。本研究では、

この2つのアミノ酸残基以外にも Mnの配位に関与しているアミ

ノ酸が存在するか否かを調べた。

ホウレンソウ葉緑体を界l面活性剤Tr巾 nX 100で可溶化する

ことによって酸素発生活性をもっ光化系II標品を単離した。さ

らにヒドロキシルアミン(NH20H)処理してMnクラスタ}を

欠いた標品(NH20H-TMF2) を得た。この様品をタンパク質化

学修飾剤 (N エチルマレイミド(l、lFM) ・メチルアセトイミ

デート [MAI))で処理した後、水分解系の再構築(光活性化)

能が失われるかを検討した。中性及び弱酸性領域でメルカプト

基との反応に高い特異性を示すNEMによる化学修飾では、光活

性化能は全く影響を受けなかった。一方、アルカリ性pH領域で

アミノ基と反応するMAIによる化学修飾においては、光活性化

能が顕著に失われた。この時、水分解系を介さない光化学系II

近傍の電子伝達活性は全く影響を受けていなかった。

2aH09 
暗所で生育されたトウヒにおける光化学系11酸化側の光阻害

蒲池浩之、奥達雄、田村典明1 (九大.Il・林、 1福岡女子大・

生物)

常緑針葉樹の芽~iえは、暗所で発芽・生育させたものでも緑

化しており、光合成の初期過程に関与する反応中心タンパク質

複合体(光化学系|・ 11複合体)もすでに合成されていることが

知られている。しかしながら、このような芽ぱえは、酸素発生

を行なうことができず、その酸素発生系の活性化には光を必要

とするつ以前、我々はこのような暗所生育トウヒ生葉の酸素発

生系の光活性化において、その子葉をあらかじめヒドロキシル

アミンで処理すると、未処理のものに比べて光活性化中の光阻

害に対する感受性か'大きくなり、その回復には、葉緑体由来の

タンパク質合成が必要であることを見出した (19 9 2年度植

物学会) c そこで、本研究では、この現象を詳細に検討するた

め、光活性化中のタンパク質合成の様子を[35S]メチオ二ンの取

込みによって調べた

結果は、以下のようになった (1)ヒドロキシルアミン処

理糞では未処理葉に比べ、 D1タンパク質が特異的に合成され

ていた (2 )ヒドロキシルアミン処理棄では、 D1タンパク

質の合成および分臨蓋度が、未処理葉のものに比べて大きくなっ

ていた

以上の結果から、光化学系11酸化側の光阻害からの回復には、

D 1タンパク質のみの新たな合成が必要であることが示唆され

た



2aHI0 
遺伝子組換型Mn安定化蛋白質の産生とその性質
主竪量豆、元木章裕、岡本元一、小方久美子、金井正三、
加藤栄2

(東レリサーチセンター、 1東邦大・理・生物)

高等植物や藻類、シアノパクテリアは光化学系E蛋白質複合

体 (PS II)を有し、酸素発生型の光合成を行う。 Mn安定化

蛋白質 (MSP)はPSIIの内膜側に存在し、水分解反応に必

須なMnイオンの安定化に重要な役割を果たすと考えられるが、

構造に関する知見は少ない。すでに我々は好熱性シアノバクテ
リアSynecnococcuselongatusのMSP遺伝子(psbめを取得し、

その遺伝子構造ならびに蛋白質としての特徴を解析した (BBA.

1172.357 (1993))。一方で、シアノパクテリア薗体からの本蛋

白質の精製は収率および量の点で問題が多かった。そこでpsbO

遺伝子を大腸菌に組み込み効率の良い発現系を開発するととも

に、生成された蛋白質の性質について調べたので報告する。
psb(}j量伝子はシグナル部分を切断し、成熟蛋白質に対応する

遺伝子のみをT77"ロモータ一系 pET8c!こ導入して大腸菌に組

み込んだ。産生された組換型MSPは大腸菌蛋白質の約20%

占め、熱処理、イオン交換クロマトグラフィーにより容易に精

製でき、抗体との反応性、 N末端アミノ酸配列解折、アミノ酸

組成分析およびCDスベクトルの結果は天然型蛋白質のそれと

よく一致した oS. elongatusおよびホウレンソウより調製した

PSIIを用いてMSPの再構成実験を行ったところ、組換型は
天然型と同程度の酸素発生活性の回復能が確認され、両者は構
造、機能ともに同一であることが証明された。なお本研究は通

産省産業科学技術研究制度の一環として、新エネルギー・産業

技術総合開発機構の委託を受けて実施したものである。

2aHll 
系E膜標拾での系Eタンパク質の分解
撞四昌崖(東京大・教養・生物)

光社会場Eは強光昭射による傷害を受けると反応中心のD1タ
ンパク質の分解が誘起され，その回復にはDlの再合成が必買で
あることはよく知られている.本研究では純度前高く比較的此1

veな状態を保持しているホウレンソウ由来の系H膜断片を用いて
系Eタンパク質の分解を調べ invivoでのDlの特異分解のモデ
ルになり得るかどうかを検討した.ウエスタンプロッティング法
によってDlの分解を諦べたところ，系E膜断片中のDlは従来
の報告通り強光照射により断片化されたが，暗所ではほとんど分
解されず光前照射の効果も見られなかった.界面活性剤によって
郁容化すると暗所でのDlの特徴的な分解産物が生じ，光の前照
射によって若干の分解プロフィ←ルの変化が認められた.これら
は光照射によってD1 のプロチア←ゼ感受性に変化が起こったこ
とを示唆するが invivoから期待される変化よりはるかに小さく
系E膜断片では光傷害を受けたDlの検知除去システムがほぼ失
われたためではないかと考えられる方，タンパク質の染色プ
ロフィ←ルから.オクチルグルコシドで可溶化し暗所におくと表
在性18klliタンパク質や10kDa-Rタンパク質が顕著な分解を受ける
ごとが明らかになった.18kDaタンパク質の場合はすでに桑原ら
(1986)によって報告されているプロリルエンドペプチダーゼによ
るものと同じ部位での切断断片(16.5kDa)が生成していた.この1
8kDaタンパク質の特異分解は系H複合体に結合している場合に起
こり.また可溶化しない目襲斬片でもゆっくり進行した.したがっ
て，プロリルエンドペプチダーゼも系IIの酸素発生系の近傍に結
合していて，生理的条件でも18kDaタンパク質の分解を引き起こし
ている可能性が考えられる.また，オクチルグルコシド可I割t捺
品ではCP43やD2タンパク質の脱リン酸化カ可足進され，系H
のダイナミ、ソクな変化のモデル系になり得ることがボ唆された.
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2aH12 
光化学系II還元側の光障害に対する電子伝達系阻害剤の効果
且島左埠¥小野高明z、吉田茂男3、井上頼直1.2

e埼玉大学大学院・理工学研究科、理化学研究所太陽光

エネルギー科学研究グループ・ 3植物機能研究室)

光化学系(PS)IIの還元側は強光照射により特異的に阻害を
受け、これを引き金として反応中心Dlタンパク質の分解が起

こる。光障害は、 PSII還元仮ijでQA→ Q.間の電子移動を阻害す

る薬剤により影響を受ける。阻害剤の種類によりその効果も

異なると言われているが詳細については不明な点が多い。本
研究では、電子伝達系阻害剤による光障害抑制の作用機作を

明かにするために、代表的な電子伝達系阻害剤(DCMU.
A町犯ine.Ioxynil， Dinoseb) の他、新規に合成したウレア、

フェノール型阻害斉!Jカ中SII還元側に与える影響について検討

した。 PSII膜断片を光照射すると酸素発生の著しい低下が見

られたが、 DCMUやA回 zine存在下では光障害に対する抑制

効果が見られた。他の阻害剤の多くでは逆に促進する傾向が

認められた。トリプシン処理したPSII膜断片ではDCMUによ
る抑制効果が見られなかったことから、光障害抑制には

DCMUがQ.サイトに結合する必要があることが示唆された。
一方、光障害には活性酸素種が関与しているという報告があ

る。しかし、既知のラジカルスカベンジャーおよびSODは光

障害抑制効果を全く示きないこと、嫌気条件下においても

DCMUの抑制効果が認められることから、 DCMU、 A回zine

の作用点は活性酸素種の消去ではなく、光障害の初期過程に

あることが示唆された。現在、Dlタンパク質の分解に及ぼす

影響についても検討中である。

2aH13 
Lタンパク質によるPSII第一キノン電子受容体QAの活性化

機構 -Lタンパク質の作用部位と光リン酸化一

生還皇二郎、北村晃司、豊島喜則(京大大学院、人間・環境学)

PS II複合体には、電子移動の調節機能を担っていると思わ

れる多くの低分子量タンパク質が結合している。これら低分

子量タンパク質の中で~LにコードされたL タンパク質は、
PSII 還元側QAの機能発現の必須成分であることを再構成法に

より明らかにし、既に報告した。本研究では、 QAの活性化に

対するLタンパク質の役割!と作用部位を調べる第一歩として、

酵素処理により部分的に特定の配列を欠除したLタンパク質

を調製し、再構成法によりそのQA活性回復能を調べた。次い

で、 Lタンパク質が光リン酸化を受けるかどうかを調べた。

単離精製したLタンパク質を、川ポキシへ・ 7・チタ-.fでC末端か

ら5残基を欠失させたLタンパク質は、もとのLとほぼ同じ

QA活性回復能を持つことから、 QAの機能発現にはLタンパ

ク質のC末端付近は関係していないことが判った。一次構造

からLタンパク質のC末端側はチラコイド膜中に埋もれて、

N末端側はストロマに突き出た状態になっていると推定され

る。この事は、ストロマ側に存在しているLのN端部分がQA

部位と相互作用してQAの活性化に関与している可能性を示す

ものである。つぎに、 [y-32P]ATP存在下で、光照射したチ

ラコイド膜から可溶化剤処理により精製したPSII複合体のSDS
-PAGEおよびautoradiographyから、 Lタンパク質もリン酸化

を受けることが判った。 Lタンパク質の光リン酸化の役割lを、
QA活性化との関連において考察する。



2aIOl 
REGULA TION OF THE EXPRESSION OF THE 
CYANOBACTERIAL DESATURASE GENE BY 
MEMBRANE FLUIDITY 
Dmi仕vA. LOs.， Laszlo VIGH， Norio MURA TA 
Nati佃 alInstitute for Basic Biology， Okazaki 

An organism alters the fluidity of membranes by 
desaturating 也e membrane lipids 泊 response to 
temperaωre fluctuations. We show that the manipulation 
of membrane fluidity by lowering ambient temperature 
(from 360C to 220C)， or by catal戸ichydrogenation of 
plasma membrane at constant tempera仰向 (360C)are 
additive in activation ofthe expression ofthe desaturase 
gene desA which，泊 itsωm，is responsible for the 
desaturation of membrane 1ipids， and thus， for the 
maintenance ofthe membrane fluidity. The conclusions 
drawn from也eresu1ts are: (1) the membrane fluidity 
affects曲eexpression of白edesA gene， and (2)也e
temperature-dependent regulation of membrane lipid 
metabolism is control1ed by a negative feedback 
mechanism. 

2aI02 
タバコの脂質転移タンパク質遺伝子をセンス方向で組

み込んだ形質転換タバコの解析
出血星弘、榊剛、江原友子1、長船哲斉1、増田税♀、

小岩井晃2 (北海道東海大・工・生物工、 1東京医大
・微生物、 2日本たばこ・生命研〉

タバコの脂質転移タンパク質遺伝子をセンス方向で

発現するように pBI寸21に組み込み、タバコ (BVーの
を形質転換した。

形質転換したタバコのカルス形成およびシユート形
成は、対照と比べて少なく、シューティングしたもの

でも黄化して生育しないものが大半であった。生きの
びた8個体のうち、 1個体に軽いモザイクが、また別

の個体に生育途中からきびしい黄化が観察され、緑葉
はまだら状になって植物体は著しく萎縮した。形質転

換した rまだら葉」は、対照と比べて、海綿状組織は

ほとんど変わらなかったが、櫛状組織のグラナ構造が

減少していた。
免疫電顕の結果、 『まだら葉」の細胞膜は、対照と

比べ、疎水性層の肥厚が見られたが、細胞壁に局在す
る脂質転移タンパク質の量は減少していた.

形質転換した「まだら葉」は脂質分析の結果、対照
に比べ、葉に含まれる脂質量が減少していることが分
かった。
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2aI03 
トランスジェニックアラピドプシスを用いた植物メタロ
チオネイン様タンパク質遺伝子の発現解析
畢旦達年、 高橋啓史郎、 藤原徹、 森敏、

茅野充男(東大・農学部・農化)

メタロチオネイン(以下Mf)は、動物や酵母にみられ

るシステインに富んだ重金属結合タンパク質で、重金属
ストレスで誘導される代表的なタンパク質であり、重金
属の代謝、解毒に関与している。植物では重金属結合性
ペプチドとしてPhytochelatinの存在が知られていたが、近
年、我々を含めていくつかの研究室から数種の植物でMf
のシステインに富んだ重金属結合領域とホモロジーをも
っ遺伝子のクローニングが報告された。それらの発現の
組織特異性、重金属における誘導性などはそれぞれ異な
っている。

ここでは、 Arabidopsistha1ianaのMf様タンパク質の発
現解析について報告する。この遺伝子のプロモーター領
域にはSaccharomycesCerevisiaeのMf遺伝子であるCUP1の
アクティベーター結合領域とホモロジーをもっ領域がみ
られた。また、この遺伝子のプロモーターとGUSとのキ
メラ遺伝子を形質転換して得られたArabidopsis的a1ianaを
用いた実験では、銅過剰処理 24時間後には、根端で発
現の誘導がみられた。また、鉄欠乏、亜鉛欠乏処理でも
それぞれ3日後には発現の誘導が観察された。現在さら
に詳しい解析を行っているところである。

2aI04 
酵母変異株、及び形質車i強シロイヌナズナを利用した
植物メタロチオネイン様遺伝子の紺庁
主星基二、 高橋啓史郎、 森敏、 藤原徹、 茅野充男
(東大農学部農芸化学科・植物栄養肥料)

メタロチオネインは、システインに富む低分子量タンパク質
であり、晴手l動物、酵母などにおいては、重金属とキレート結
合を形成し解毒作用を示すことが知られている。植物において
も、我々は、シロイヌナズナ、ダイズ、大麦からメタロチオネ
イン様タンパク質をコードする可能性のある遺伝子を単離して
いるが、その機能はまだ不明のままである。そこで演者らは、
メタロチオネイン遺伝子 (CUPl)を欠き銅感受性となって
いる酵母変異株を用いて植物メタロチオネイン様遺伝子の繍E
解析を試みた。 CUPlを欠く変異株は、 25μMのCuSQ，
に対して感謝生で、あった。植物由来のメタロチオネイン様遺伝
子を、酵母のCUPlプロモータ に連結、 2μmプラスミド
の複製開始点をもっベクターを用いて、変異株に導入したとこ
ろ、 25μMのCuSQ，に耐性になった。
また、メタロチオネイン様タンパク質の植物体での機能を解

析するために、アンチセンス導入丹5聖母送実シロイヌナズナを作
成した。現在、アンチセンス導入が各種重金属耐性に及ぼす影
響を検討中である。



2aI05 
3ムド0-7tfJl"l:リン(チオ司!のIJ7-"I:~遺伝子を導入した則前〕の硫化

水素抵抗性

主ーセフィアンショハプ、中村道美、佐野浩〈秋田県立

農業短期大学・生物工学研究所)

0-アセチルセリン(チオール〉リアーゼ(EC.4. 2.99.8) 
は植物や原核生物のシステイン合成経路において中心的

役割を担う。私達はJ1Xよりこの酵素をコードする旦豆1
を単離した。アミノ酸配列の比較は E.col iやS. typhi 
mur 1 umのcyskと53%の相同牲を示した。システイン合

成能を欠くE.col iに旦邑を導入したところ、相補性を

示したので盟主iは正しく本酵素をコードする事が知られ

た。サザン分析で旦廷はシングルコピーがあること、ノ

ーザン分析では植物体全体でよく発現している事が分っ
た。

盟主lをセンス、アンチセンス両方向に導入した組換えタ

バコを作製し、その生理特性を調べた。センス組換え体

はコントロールの3......5倍のOーアセチルセリン(チオ

ール〉リアーゼ活性を示した。種々のイオウ化合物のう

ち硫化水素 (H2S)ガスに対して強い抵抗性を示した。

これらの結果に基づ、いて植物におけるイオウ代謝の機構

について検討した。

2aI06 
シロイヌブズナrd22遺伝子の乾燥による誘導に必要な制御領

域の解析 孟盈盆企 l 、篠11府和子 l 、 2 、篠~I~--雄 1 (1理研・

植物分子生物、 z農水省・凶際農研)

値物は係々な環境条件の変化に応じて遺伝子発現を変化さ

せる機構をそなえている。乾燥ストレスによる遺伝子発現誘

導経路のひとつは、乾燥ストレスによって増加する地物ホル

モンアブシジン酸 (ABA) を介して誘導が起こるものである

ことが知られている O イネのrdbやコムギのEmといった遺伝子

はABAによる澄伝子発現誘導には他の蛋白質の合成を必要と

せず、直接遺伝子発現が誘導される。これらの遺伝子の制御

領域にはABAによる遺伝子発現誘導に必要な、 G-box様の配列

を持つシスエレメント (ABRE)が存在することが報告されて

いる。それに対して、松達の研究室で単離されたシロイヌナ

ズナ乾燥誘導性遺伝子rd22はABAを介して発現が誘導される

が、 ABREの配列を持たず、 ABAによる発現誘導には他の蛋白

質の合成を必要とする o rd22のプロモーターと戸ーグルクロ

ニダーゼ (GUS) のコード領域との融合遺伝子を導入したト

ランスジェニック4直物(タバコ、シロイヌナズナ)を用いた

解析の結果、転写開始点よりー216からー118bpの領域に乾燥によ

る誘導に必要なシスエレメントが存'..fjうすること、さらにこの

領域のみをつないだ最小プ口モータ←で乾燥による発現誘導

が見られることが明らかになった。またこの領域には転写制

御因子mycおよひ、mybの認識配列が含まれており、これらの配

列が乾燥ストレスによる誘導に関与するかどうかについて解

析を進めている。
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2aI07 
乾燥応答に関与する転写因子ATMYB2のリン酸化・脱リン

酸化によるDNA結合活性の制御

浦尾同11" 2)、溝口岡11'
、

3)、篠崎和子4¥篠崎一雄 1)

( 1理研・植物分子生物、 2大同ほくさん・中研、 3筑波

大・生物、 4農水省・冨際農研)

外界からの刺激を受けた細胞内では、刺激情報が核内に

到達する過程でタンパク質リン酸化カスケードが活性化さ

れることが知られているっこの最終ターゲッ卜である転写

因子のリン酸化・脱リン酸化は、転写因子自身の転写レベ

ルでの調節と同様に、転写因子の活性制御に重要な役割を

果していると考えられている。そこで私達は、較燥応答に

関与するシロイヌナズナの転写因子ATMYB2のタンパク質

修飾による調節機情を知るために、核抽出液中にATMYB2

をリン酸化する活性があるか否かを調べたJ 無処理および

塩処理したシロイヌナズナの核抽出液中とも、 ATMYB2を

リン酸化する活性が存在したが、無処理の核抽出液中に

DNA結合組害活性が認められ、塩処理した核抽出液はDNA

結合能lこ影響を与えなかった3 また、このDNA結合阻害は、

鋭リン齢化酵素処理によって餅験された。これらの結果は、

ATMYB2のDNA結合能力ずリン酸化によって抑制される事を

示唆している。さらに、 ATMYB2のリン酸化による DNA結

合抑制の生理的意義について考察する。

2aI08 
アラピドプシスにおける桂皮酸4水酸化活性をもっP450と

NADPH-CytP450還元酵素の発現制御

水谷正J台l、 EricWard2、太田大策l、佐藤了1

1日本チハガイギ 同際科学研究所、 2Agricultural

Biotechnology Research Unit， Ciba-Geigy Corp. USA 

植物組織中には様キなチトクロムP450が存在しリグニン、

フラボノイド、ステロール、ジベレリン、ファイトアレキシ

ン~~.の生合成に関与している P450はプロトヘムを含む膜

紡介蚕白質でモノオキシゲナーゼであり、 P450の活性には

NADPH-CytP450還元酵ぷが必須である 我十は P450と

N ADPH-CytP450還元酵素の発現制御機構を解明するために、

アラビドプシスからフェニルプロパノイド代J4trJ路において

重要な役割を来たす桂皮西空4水酸化活性をもっP450(P450C4H)

とNADPH-CytP450還元酵素のcDNAを単離し、その発現緑式

を解析した:傷害及び病原菌処理により P450C4Hの発現は10

倍以 iに増加したこの結果はP450C4Hの前後の反応を触媒

するPAL、CHSに関する結果とよく 致したう 方、同 条

件下において還冗醇素の発現は3，4倍にしか増加しなかった

また各~Ii宵(根、葉、花)における P450C4H と還元酵素の発現

十正式にも速いが見られた これらの結果からP450C4Hと遺児

醇素の発羽には異なる市川却機構が存在することが不11愛された

またP450C4HとNADPH-CytP450還元酵素の細胞内分布に

関しでも d長諭する



2aI09 
Ipomoea leucancha花弁で発現するヘリックスループーヘリッ

クス (bH印)型転写因子cDNAのクローニング

E昼藍塞塾、保浦徳昇、森上敦1(三重大・遺伝子、 1名大・

農・生化)

植物は種やその遺伝的背景によって様々な部位、組織、ある

いは器官特異的アントシアニン蓄積パターンを示す。トウモ

ロコシおよびキンギョソウでは、 bHLH型の転写制御因子をコ

ードするR遺伝子群やDel遺伝子が、アントシアニン着色パタ

ーンの制御に関わっていることが知られている。我々は、

Ipomoea属植物花弁tube領域のinnerepidermisで特に強い着

色を示す点に着目し、本植物の花弁よりRやDELと相同性をも

っbHLH型タンパク質cDNAのクローニングを試みた。まず、 DEL

とR間でのN末端保存領域に対応するdegenerated primerを用

いて部分cDNAをPCRにより増幅し、これをプロープに用いて花

弁より調製したcDNAライブラリーをスクリ}ニングした。得

られた全長cDNA、ID-1は629アミノ酸からなるタンパク質をコ

ードし、 DELおよびRと比較して全体でそれぞれ50もおよび31略、

bHLH領域でそれぞれ72もおよび55ものアミノ酸が保存されてい

た。 ID-1をプロープに用いてノーザン解析を行ったところ、

その発現は花弁のtube領域よりも r i皿領域の方で発現が強い

という色素蓄積と逆のパターンを示した。現在、 ID-1のアン

トシアニン発現制御における役割を明らかにするために、

CaMV35Sプロモーターと ID-1の融合遺伝子を導入したトランス

ジ、エニックタバコ作成中である。

2aII0 
ハツカダイコン懸濁培養系における細胞質局在型グルタミン合成酵

素遺伝子の発現制御機構の解析

韮謹盟主、高木規子、渡辺昭1，2 (名大、農、生化学制御専攻、 1生物

分子応答研究センター、 Z現、東大、理、植物)

細胞質局在型ク、ルタミン合成酵素 (Gsl)は、緑薬の老化過程に

おける窒素の転流に際して中心的な役割を果たしており、演者らは

ハツカダイコン子葉の老化過程で発現しているGSla遺伝子の

cDNAおよひE目lOmlcクローンをすでに単離してし、る。 Northem解析

の結果、 gslαは種子の発芽時にも発現が増加し、根、 IIE軸でも転写

産物が認められたことから、その発現は、生育時期ならびに組織特

異的に細かく制御されていることが示唆された。そこで、このよう

な遺伝子発現制御機構を紳月するために、演者らは、まずハツカダ

イコンの懸濁培養系を確立し、 gslαの発現がどのような条件で誘導

されるのかを検討した。その結果、培養細胞においては、培地中の

窒素成分を変化させることによりgslαの発現を誘導できること、並

びに培養時期によりgslαの発現量が変化することが明らかになっ

た。また、 gslαのpromoter領域には、酵母のアミノ酸合成遺伝子の

転写制御因子GCN4の結合部位と相同な配列が見いだされた。こうし

たGCN4boxなどが:gslαの発現調節にどのように関与しているの

か、さらには緑葉の老化過程で'gslαの発現を誘導している因子が何

であるかを解析するため、 gslαのpromoterlこGUSをつないだキメラ

遺伝子を作製し、ハツカダイコンの培養細胞を用いたトランジェン

トアッセイを行う予定である。
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2aIll 

セネツセンス時に発現するハツカダイコン細胞質局在型グ

ルタミン合成酵素遺伝子のタバコへの導入

上口(田中)美弥子、 渡辺昭1 (名大・農・生化学制御、 l

現:東大・理・植物)

高等植物のグルタミン合成酵素(GS)には、細胞質に局在する

GS1と葉緑体に局在するGS2が知られている。この内、 GS1は

光呼吸の際に生ずるアンモニアの回収に主要な役割を果たして

いると考えられるが、 GSlの働きについては直接証明したもの

はなし、。我与は、ハッカタeイコンの子葉を用い、 GSlが少なく

とも 3つの独立した遺伝子からなる多重遺伝子族を構成してお

り、各々が異なる遺伝子発現の制御を受けていること、その中

でもGSlαは、セネツセンスに特異的に発現することを明らかに

してきた。今回我々は、 GSlの植物内で、の働きを解析するた

め、 GSlα遺伝子をタバコに導入し、その発現と機能の解析を

試みた。

GS1αのプロモーター部分を含むDNA断片をTiプラスミドに

挿入したもの、および35Sプロモーターの下流にcDNAをセン

ス、アンチセンスの2方向でいれたものを構築し、タバコに導

入した。導入体はサザンハイブリダイゼーションで確認した。

現在T1世代でのGSl及び関連酵素の発現とセネツセンスとの関

係について解析を進めている。

2aI12 
ハツカダイコンの老化特異遺伝子 dinlの階処理誘導に必要な

シス配列の解析

。安積良隆、三浦正明、鈴木秀穂(神奈川大・理・応用生物)

植物の緑葉は発生の段階や環境の変化等に応じて特定の葉

から順番に黄色化し枯れてゆく。この老化(セネッセンス)

という現象も遺伝的にプログラムされた現象で、ある秩序の

もと規則正しく起こることが知られている。その個体や種の

保存に非常に重要で、多くの遺伝子がこれに関わっている。

ノ、ッカダイコンの遺伝子 dinlも暗所に債くなどして老化を促

進した場合に子葉などで発現の誘導が見られる遺伝子で、老

化特異遺伝子のひとつであると考えられている。光合成の阻

害剤を与えた場合には光照射下でも発現が誘導されることな

どから dinlの時処湾による発現誘導は光合成産物である糠が

減少したために起こると考えられる。この糖による発現調節

の分子機構を明らかにするため、 dinl 上流域に存在すると考

えられるシス配列の決定を目指している。そのため様々の長

さの dinl上流域を pBI101上の GUS遺伝子上流につなぎ、込み

融合遺伝子を作成し、アグロパクテリウムを介してタバコに

形質導入した。タバコ形質転換体の本葉を暗処理しでも、転

写開始点から上流 417bpまでしか持たない融合遺伝子の発現

は認められなかったが、 609bp以上合むものでは暗処珂誘導に

よって強い発現が認められた。 417~609bp の領域をいくつか

の断片に分け、それをプロープにしてゲルシフトアッセイを

行ったところシフトするパンドを復数確認することができた。

これらについて解析した結果を報告する。



一般講演

第 2日 3月29日(火) 午後の部

A会場 呼吸-電子伝達

B会場光合成(6 ) 

C会場 遺伝子操作

D会場環境応答(4 ) 

E会場 オルガネラ (3 ) 

F会場 成長制御(2 ) 

G会場 情報伝達(2 ) 

H会場光合成(7 ) 

I会場 遺伝子発現(4 ) 
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2pAOl 
プラストシアニンの acidicpatchの sitedirected 

mutagenesls 

Lee Byung Hyun1，日比野隆，高倍昭洋(名城大・理

工・化学名古屋大・生物分子応答センター)

プラストシアニンは 2ヶ所で電子の授受を行うことが

示唆されているユニークな蛋白質である。推定されてい

る電子移動経路の 1つは，酸性アミノ酸残基が集中した

部位に結合した分子が Tyr83， Cys 84 (配位子)を経

て Cuと電子の授受を行う。もう 1つは比較的疎水的な

アミノ酸が存在する部位に結合した分子が His87 (配位

子) を介して Cuと電子の授受を行うことが考えられて

いる。これらの点をより詳細に検討するために，今回プ

ラストシアニンの acidicpatchを構成するアミノ酸を置

換した mutantを6種類作成しその性質について検討し

た。 mut3ntは acidic patchの負電荷が 1個ずつ正電荷

に変化するようデザインした。大腸菌で発現させ精製し

た野生型および mutantは全て銅原子をもっており吸収

スベクトル， E S Rスベクトル，酸化還元電位はほとん

ど同じであった。等電点は酸性アミノ酸残基が減少した

mutant ほど大きな値になった。プラストシアニンとチ

トクロム fおよび P700の反応速度定数は，酸性アミノ

酸残基が減少した mutantほど減少した。これらのこと

からプラストシアニンの電子移動経路について検討した

結果について報告する。

2pA02 
プラストシアニンの銅配位子メチオニン残基の site

directed mutagenesis 

日比野隆， Lee Byung Hyun1，高{音昭洋(名城大・理

工・化学名古屋大・生物分子応答センター)

タイプ I銅蛋白質であるプラストシアニンがチトクロ

ム fおよび P700を特異的に認識し，効率よく電子移動反

応を行なう分子的メカニズムを明らかにするためには，

プラストシアニンの sitedirected mutagenesisの研究

が望まれるところである。これまで，プラストシアニン

を大腸菌およびトランスジエニツク植物で発現させた例

が報告されているが，発現量が少ない点，植物自身がも

っプラストシアニンを精製過程で取り除かなければなら

ないという問題があり必ずしも有用であるとは言えない。

我々はプラストシアニンのシグナルシーケンス部分にベ

リプラズマ空間へ輸送するシグナルが存在すると仮定し

て，プレカーサーの一部分が削除された中間 sizeのプラ

ストシアニン遺伝子を作成し大腸菌で発現させた。その

結果， mature sizeのプラストシアニンがベリプラズマに

大量に蓄積することが明らかになった。そこでこのシス

テムを利用して配位子の lつである Met92→Glu92の

mutantを作成し，酸化還元電位， ESR，吸収スベクト

ル， P700およびチトクロム fとの電子移動活性を測定し

た。 Met92は Cuとの距離が長くその役割には不明な点

が多い。これらの結果について報告する。
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2pA03 
トウモロコシ・フェレドキシンイソ蛋白質のcDNAクロー

ニングと構造及び機能解析
盆証宜主益，長谷俊治，村出↑tlt，i屯l毛敏文，下jJlif，誌1m']
(阪大・蛋白研)

葉緑体光化学系 Iで励起された電子は、フェレドキシ
ン(Fd)を介して様々な物質代謝系に分配される。~!在ま
でに、一つの植物に異なる 2分子種以 kのFdが見出さ
れ、生理的に分業している可能性が示唆されている。 C4
植物であるトウモロコシには、 4種類の Fdイソ蛋白質
(FdI， FdII， FdIII， FdIV)が存在し、組織や器官における発現
パターンがそれぞれ異なっている。これまでの研究の結
果、これらは光合成型 Fd (FdI，FdII)と非光合成型 Fd
(FdIII， FdIV)とに大別され、さらに光合成型Fdは、葉肉
細胞(MC)と維管束鞘細胞のSC)のI由j細胞に存在するFdIと、
BSCにのみ存在するFdIIに分類された。本研究では、 BSC
に特異的に存在するFdH蛋白質の構造や機能に着目した。
すでにクローニングされているFdIの遺伝子をプロープと
して、 FdIとは構造の異なる Fdをコー lごするcDNAの単
離と塩基配列を決定したところ、その推定アミノ酸配列

は質量分析法によって決定されたFdIIやそのプロテアーゼ
消化ペプチド断片の分子量とよい一致を示した。 FdIと
FdIIのアミノ酸配列を比較すると、葉緑体移行シグナルを
除いた成熟体領域に限れば90%、全体で74%と高い類似
性を示した。蛋白質の機能という観点から、精製したFdI，
FdIIを用いてNADP+光還元活性及びCyt.c還元活性を測定
したところ、両者に有為な差がみられた。さらに他の電
子伝達活性の測定も試みており、これら光合成型Fdの
機能特性と構造について比較・検討を行う。

2pA04 
塩ストレスによる光化学系 Iの循環的電子伝達系の活性化

日比野隆，加藤彰高倍鉄子高{吉昭洋(名城大・理

工・化名古屋大・生物分子応答センター)

光化学系 Iの循環的電子伝達反応は光エネルギーによ

り獲得された酸化還元カの分配調節に重要な役割を果た

すと考えられるが，最近の研究では循環的電子伝違反応

に NADHデヒドロゲナーゼが関与することが示唆され

ている。我々は塩ストレスと循環的電子伝達反応の関係

を明らかにすべく研究を進めているが，今回，1)ラン

藻に塩ストレスを与えたときの循環的電子伝達反応活性

の変化， 2)好塩性ラン藻 AphanothecehaJophytica 

の NADHデヒドロゲナーゼ遺伝子 (ndh) のクローニ

ングを試みたのでその結果について報告する。好塩性ラ

ン藻 AphanothecehaJophyticaを 0.25・2.0M の塩濃

度で生育させたときの，酸素発生，光化学系r. IIの活

性は酸素電極で，循環的電子伝達活性は PAMで測定し

た.また， 0.5 M に適応した細胞に高温濃度のストレス

を与えた場合，および逆の 2.0Mから低塩浪度のスト

レスを与えた場合についても検討した。同様の測定を

Synechocys'tis sp. PCC6803についても行った。

Synechocystis sp. PCC6803から ndhの一部の遺伝

子が単離されているので，Aphanotheceのライブラリ

ーを作成し PCR法で ndh1， ndh]， ndh K遺伝子を

増幅した.その結果について発表する.



2pA05 
c3および C4植物でのフェレドキシン依存循環的篭子伝達

三室盈3J.、 HenningH世m岨 n1， Ulrich Schreiber 1 ，浅田浩二

(京都大食研、 WUfZburgUniv. ') 

植物は強光にさらされると、光化学系 Eの量子収率を低

下させ過剰な光エネルギーを熱として散逸する。この光化学系 E

の量子収率低下はチラコイド膜内外で生じる pH勾配(s pH)によ

り引き起こされる。我々は、定常光の下でフェレドキンン σ"d)を介
する循環的電子伝達がこの s pH形成に寄与することを見いだした

ので報告する。

ホウレンソウ(C3)，トウモロコシ (C4)，アマランサス (C4)チ

ラコイド膜を嫌気条件下赤外光を光照射すると、チラコイド膜の

s pH形成を示す 9-Amino回 idine (9-AA)蛍光の消光が Fd添加により

生じた。 Fd依存 9-AA蛍光消光は脱共役剤U(nigericin)、電子伝達阻

害剤 DCMU，DBMIB，stigrnatellinにより、また細川cin A (加ti A)， 

MOA-stilbeneにより阻害されることから、光化学系 Iで光還元され

た Fdが C戸M複合体 Oi部位へ電子を与えることにより、 s pHが形

成されていると考えられる。 Fd依存 spH形成は O.により嫌気条

件下の約 35%へと抑制され、またホウレンソウ葉緑体で methyl

viologenを添加し PS での光還元カをすべて 0，に与えると、 spH 

形成はAntiAで阻害されないことから、 Fd循環的電子伝達と O.へ

の電子伝達が PSIで括抗することが明らかとなった。

光照射下 CO.依存の酸素発生を行っている葉緑体では

AntiAで阻害される Fd依存循環的電子伝達が s pH形成の 23%を占

め、 CO.固定を行っている条件下でも Fd依存循環的電子伝達が機

能していることが示された。さらに、 CO，が存在しない条件下で

は、 Fd依存 spH形成は ω%に達した。すなはち、これは電子受容

体がないときほど循環的電子伝達が機能していることを示しており、

強光、 CO.ストレスに対する防御機構として Fd依存循環的電子伝

達が spH形成による光化学系 Hの量子収率低下に寄与していると

考えられる。

2pA06 
Syn町ehocys血 6803のチラコイド膜でのNDHに依存する電子伝達系

米華玲、遠藤剛、U1richSchreiber 1、小川晃男2、浅田浩二(京都大・

食研、 lW曲zburg大.2理研・太陽光科学)

Synechocystis 6803ではNADPHデヒドログナーゼ(NDH)に依存する

PS 1循環的電子伝達が機能していることを spheropl酪也で証明した(Mi

et 811994，門間tCell Physiol in p町田 )0NDHに触媒される光化学系閉鎖

への電子伝達をチラコイド膜を用い更に詳細に解析したので報告する。

野生株のチラコイドではDCMUの存在下 Methylviologenによる

Mehler反応はNADPHの添加によって促進され、さらにこのとき、

NADPH添加によってP700+が還元された。これらの反応はロテノン

に阻害された。しかし、 NDH・遺伝子の欠損した変異株のM55ではこ

れらの反応は観察されなかった。これらの結果はNADPHから光化学

系閉鎖への電子伝達がNDHに触媒され、 NDHがチラコイド膜に結合

していることを示している。

赤色光の照射下で、 野生株のチラコイドに酸化型のフェレドキシン

を添加すると、蛍光収率は一時的に低下してから、上昇した。これは

フェレドキシンが光によって還元された後、プラストキノンに電子を

供与するためと考えられる。その場合、励起光を消した後、蛍光は一

時的に増大した。この蛍光の上昇はロテノンに阻害され、 M55で見い

だされなかった。以上の結果から、 Synechocystis 6803では呼吸電子

伝達、 NADPH経由の循環的電子伝達だけではなく、フェレドキシン

に依存する循環的電子伝達系もチラコイド膜に結合しているNDHによ

って触媒されることが明らかになった。
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2pA07 
緑藻、ラン藻でのクロロレスピレイションの環境応答

逮盛一旦ト米華玲、 U目 Schreiber'、浅田浩二

(京都大・食研、 'UniversitatWurzburg) 

葉緑体チラコイド膜に存在し光合成電子伝達とキノンプールを共

有する呼吸電子伝達系(クロロレスピレイション)の構成分子とそ

の活性制御の知見は少ない。クロロフィル蛍光、 P700(光化学系 l

反応中心)の酸化・還元を指標として呼吸基質からキノンプールへ

の電子流入を解析した。

Chla.ydo.onas reinhardti iの対数増殖期の細胞では飽和白色閃

光(10ms)照射後のP700'の再還元はDCMUに阻害されるが、定常期細

胞では阻害されない。これは定常期細胞では呼吸基質からの電子流

入によりキノンプールが還元されているため光化学系 IIからの電子

供与がない場合にも P700'が還元されるためと考えられる。一方、

対数期細胞では呼吸基質からの電子流入が僅かで、光化学系 11から

の電子供与がなければP700'の再還元は極めて遅くなると思われる。

またこうしたキノン還元活性の違いを反映して定常期細胞では暗所

でチラコイド膜にpH勾配ができ蛍光のEnergyQuenchingが観察され

るが対数期細胞では観察されなかった。ラン藻SynechocystJsPCC 

6803でも生長段階に依存した呼吸基質による NADPHdehydrogenase 

に触媒されるキノン還元活性の変動がみられた。クロロレスピレイ

ション活性を高める環境因子として、高浸透圧、 CO，欠乏、無機栄

養欠乏、強光等について現在検討している。またクロロレスピレイ

ションと循環的電子伝達の関連についても検討中である。

2pA08 
4直物チラコイド膜プラストキノンへの NADPHからの電子

供与

三宅親弘、小川|健一 1、 Ulrich Schreiber 2、塗旦益京都

大食研、 1京都大理，植物、 2 Wurzburg Univ. ) 

ら ん 藻 及 び 緑 藻 チ ラ コ イ ド で は 、 NADPHを 電子

供与体とする NADσ)Hデヒドロゲナーゼがプラストキノン

(PQ)へ電子供与に関与している。我々は、高等植物チラ コ

イドでの POへ の 電 子 供 与 系 を α 及び C4植物を用い て調

べた。

ホウレンソウ(C3)，トウモロコシ及びアマランサ

ス (C4)チ ラ コ イ ド に フ ェ レ ド キ シ ン 例 ) 存 在 下 NADPHを 添

加すると NADPH濃度に依存してクロロフィル蛍光の増大

が見られた。 また、 このときの蛍光場大は KCN添加によ

り促進され、チラコイドにオキシダーゼが存在することが

示唆された。さらに、チラコイド膜を光照射したときの 蛍

光の立ち上がりから酸化型 POプ ー ル サ イ ズ を 求 め る と、

暗中での FdlNADPH添加により PQが還元されていることが

示された。

DCMUIメチルピオローゲン存在下、ホウレンソ ウ

及びトウモロコシチラコイド膜を光照射すると P7∞が酸

化され、光照射後p7∞ φ は還元されないが、 FdlNADPH添 加

によりわ /22'∞ m で還元され、 NADPHが Fdを介してチラ

コイドの POへ電子を与えていることが示された。以上の

結果は、高等植物チラコイド膜にも NADPHから PQへ の電

子供与系が存在していることを示唆する。



2pBOl 
砂'nechc四回目 PCC7942株におけるカーボニックアンヒドラーゼ活性の

調節

鈴木英治(茨城大・理・生物)

微細藻類やシアノバクテリアのカーボニックアンヒドラーゼ (CA)

活性は、培養時の∞z濃度を 1-5% (高 C02細胞〉から通常の空気

レベル(低 C02 細胞〉に低下させると増大する。 Synech悶悶S

PCC7942株では、 CA遺伝子を破捜すると高 C02濃度要求性を示すこ

とが明らかになっている。同株では、 CAの mRNA、活性レベルとも

極めて低いが、その生理的意義を解析する目的で、ハクテリアの肱プ
ロモーターの挿入による CA発現量の増大を試みた。

CA遺伝子開始コドンの上流 147bpを欠失させ、ここに白Cプロモー

ターとカナマイシン耐性遺伝子を連結したカセット、あるいはカナマ
イシン耐性遺伝子のみを挿入した形質転換株を構築し、それぞれ

d.SP::KT1、d.SP::K2と命名した。細胞破砕液のCA活性は、 13C"02を

基質としたときの同位体交換反応の速度から算定した。
野生株の CA活性は、高 C02細胞 (66U/mg Chl)に比べ低 C02細胞

(110)で高く、生育時の C02 濃度による活性の変化が確認されたo

d.SP::K2株では、∞2条件にかかわらず活性は極めて低< (7 -8 U/mg 

Chl)、CA遺伝子上流領域は発現に必須であることがわかったo

d.SP::KT1株における活性は、高 C02細胞で 43、低 C02細胞で 114

U/mgChlであった。すなわち、 CAは臼cプロモーターに依存して発現

したが、野生株と比較して発現量を顕著に増大させる効果は認められ

なかった。しかし、遺伝子の上流領域を除去したにもかかわらず、生
育時の【:02濃度による活性の変化が認められたことから、 CA活性調

節機構については以下の可能性が考えられる。 1)転写制御を担う配
列が、遺伝子のコード領域内あるいは下流域に存在する。 2)活性調

節は、酵素生合成の転写後の段階においておこる。 3)tac プロモータ

ーを含むDNA断片に C02濃度変化に応答する配列が存在する。

2pB02 
単細胞性紅藻Porphyridiumpurpureumの

カーボニックアンヒドラーセのcDNAcloning 

三橋敏、宮地重遠(海洋バイオテクノロジ 研究所)

微細藻類のカ ホニックアンヒドラーゼ (CA) は葉緑

体内に存在するものと細胞表層に存在するものがある。細

胞表層CAについてはChlamydomonasを周いて色々な角度

からの研究が行われている。一方、葉緑体内に存在する

CAtこ関する遺伝子レベルでの研究は行われていない。我々

は、葉緑体内にCAをもっP.purpureumを用い、その構造

解析、発現解析を行うため、 cDNAをク口一二ンクした。

まず、 CAの阻害剤をリガンドとしたアフィニティーク

口マトクラフィーにより精製を行った。これをプ口テアー

ゼにより断片化し部分的なアミノ酸配列を決定した O これ

をもとにPCRi去により 800bpのcDNA断片を増幅し、これ

をプローブとしてcDNAlibraryより2kbpのクローンをf尋た。

この塩基配列を解析した結果、数種の高等植物の葉緑体内

CA， SynechococcuSのcarboxysomeに存在するCA，E.coli 

のCAにおいて保存されているアミノ酸配列をもつことが

明かとなったが、 P.purpureumのみにユニークな残基も十

数個存在した。一方、 Chlamydomonas細胞表層CAや、動

物由来CAとの相向性は全くなかった。あわせてCAの誘導

についてのnorthern解析についてもふれる予定である O
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2pB03 
ラン藻SynechococcusPCC7942炭酸脱水酵素遺伝子上流域

の機能解析

福濠秀哉、植村康一、大山莞爾(京大・農化)

多くの水生光合成生物は細胞内に無機炭素を濃縮し有効に

利用する機矯(無機炭素濃縮機構)を持つ。中でもラン藻は、

高濃度の無機炭素を濃縮する事、形質転換が容易なことから、

濃縮機構を研究するために好適な材料である。濃縮された無

機炭素の利用に関しては炭酸脱水酵素(CA)が必須であり、

Synechococcus PCC7942においては、 CA遺伝子がRuBPカ

ルボキシラ ゼ遺伝子の20kbp下流に位置する。今回、我々

はこのCA遺伝子の上流約8.4kbpについて塩基配列を決定し、

遺伝子破壊による機能解析を行った。

約8.4kbpの中には、少なくとも7つのオープンリーデイン

タフレーム(ORF)をとることが可能であった。コンヒ。ュータ

による解析の結果、このうち4つのORFについては既知の遺

伝子とホモロジーがみられ、特にそのうち 2つのORFはそれ

ぞれ、無機炭素濃縮友び固定に関与する遺伝子であると推測

された。

2pB04 
ダイズ植糊国体に於ける光合成source-si山機情に関する研究
沢田信一、戸構高明、榎本聡堤、葛西身延(弘前大・理・生)

我々は高等植物(特に、 C3植物)に於げる光合成のsource-
sink機構について研究を進めてきた。高等植物は光合成の
source器官として、 ageの異なる多数の葉と、 si凶器官として
茎、根、 1国禁事の多種多様な器官からなる複雑なシステムであ
る。そこで-、ダイズの粧撲の基部に発根させ、 source器官が
一枚の薬のみであり、 sink器官が根系だけの単純な光合成の
source-sinkモデル植物を開発した CSawadaet al.，1986-1992) 

ごのモデル縞物に環境ストレスを与え、 sinklimitにした場
合の光合成低下の原因は、包漢にsucrose持識し、⑫ucrose
合成能カ勾底下し、@炭素固定からsucrose合成経路に懸けての中
間代謝産物のリン酸エステルカ宅摘し、④クロロプラスト内の
Pi骨精下し、@このPi量の低下によるRuBPcase活性の宿脚に
よることカ宣明カ通となった。
このモデル植物て。明かとなったsource-si此機構の調節がダイ

ズ個体植物に於ても同様に機能しているかについて橋すした。
そ¢結果、バイオトロン内の一定生育条件下で生育したダイズ
個体の手研を除去することによって、 sinklimitにした場合に
も、光合成能は低下した。この場合も、モデル植物に於て認め
られたと同様にPi量の低下によるRuBPcase活性の借脚によって
光合成育勧Z低下することカ認められた。



2pB05 
イネ葉の高C02分圧条件下における光合成速度の律速因

子について

且且旦韮-'牧野周，佐藤一志，小島邦彦，前忠彦('東北大
・遺生研，東北大・農・農化)

光飽和，高CO，分圧条件下での光合成速度と，電子伝達活

位のkeycomponentsの lつであるCylf量，及びsucrose合成の

i日yemzymeであるSPS活性と cytosolicFBPase活性との関係に

ついて解析を行った.材料として，イネ一般栽培種と黄色変

異種を用いた.黄色変異種は， Chl含量のみでなく， Cyt f含

量も少なく，一般栽培種に比べRubiscoに対する Cytf量の比

が低い品種である.そこで，これら 2品種を用いて以下に示

す点について比較解析を行った.①Cytf含量と気相酸素電極

法による 5%C02条件下での最大酸素発生速度との関係につい

て.②ガス交換同化籍法による，光飽和， Ci ;;0;; 50 Paでの最

大光合成速度の測定.ただし最大酸素発生速度及び最大光合

成速度は，それぞれのP:1カ プより計算上算出した値とし

た， Q)SPS， cytosolic FBPaseの酵素活性の測定.その結果、

OCyt f含量が酸素発生速度の律速因子になり得ることを確認

した. 8Cyt f合最に対するCi注 目 Paでの光合成速度は，

異なる 2本の直線上に回帰された.

これらの結果は、 Cytf含量が光飽和，高C02分圧条件下に

おける光合成速度の律速因子にならない場合のある可能性を

示唆した. また高C02分圧条件下におけるガス交換のC02同

化速度と，酸素電極法による02発生速度は必ずしも一致しな

いことを意味した.

2pB06 
In vitro培養された完全寄生植物ネナシカズラの光合
成能

古橋勝久、三宅博 l、柴田優2、山田恭司 2 (新潟大・

理・生物、 l名古屋大・農・生物資源、 2富山大・理・

生物)

ネナシカズラ(色里旦主主巴旦旦)は、他の植物に寄
生することなしに生きることができないことから、完全

寄生植物に分類されている。 このことは、ネナシカズ
ラが光合成能を失っている植物という印象を一般に与え

てきた。 しかし、我々は、これまでの研究で、この植
物には色素体中の光合成関連遺伝子が完全に保存されて

いることや、この植物のInVl tro指養系では、植物が
濃い緑色を帯びることを見出し、ネナシカズラにおける

光合成能の欠損には疑問が生じた。 本研究では、その
疑問に答えるため、培養されたネナシカズラがどの程度

の光合成能を有するかを調べた。
ネナシカズラは、 invitroで培養された時、 160-

250 pg/g fresh wt.のクロロフィルを含んで、いる。

この値は、光独立栄養的に成長するタバコ緑色カルスよ

りはるかに高い値である。 11C02を用いて炭酸固定能
を測定したところ、 2時間以上にわたってほぼ直線的に

"Cが取り込まれ、メタノール不溶性分画での放射能も
直線的に増加した。 また、ごの放射能の量は、ハマヒ

ルガオを用いた実験に比べて新鮮重あたりで約 1/6，ク
ロロフィルあたりで約1/2であった。 このごとは、培

養されたネナシカズラが相当高い光合成能を有すること

を示している。
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2pB07 
棄の濡れによる光合成の不可逆的な阻害およびその解析

亙量亘昼、寺島一郎(東大・理・植物)

これまで雨が植物に及ぼす影響とその機構は、根への水

分供給という観点でのみ論じられ、降雨が同時に引き起こ

す「濡れ」については軽視されてきた。二酸化炭素の水の

中での拡散速度は空気中の拡散速度よりも 1万倍遅く、し

たがって水滴による機構の物理的な閉塞は光合成に必要な

二酸化炭素の獲得を妨げることが予想される。本研究では、

濡れが植物の光合成や気孔反応に及ぼす影響について調べ

た。人工降雨装置を作成し、霧状の散水処理を材料のイン

ゲンマメ(些些旦担三日当主主 L.)に施したところ以下

のことが明らかになった。 ①降雨処理を始めて約 2分で

気孔は完全に閉じ、その後ゆっくりと開度を増し、約 1時

間でもとの約半分の開度で平衡状態に達した。濡れたまま

の葉の光合成速度は気孔開度と共に変化し、処理前の約6

0%で平衡に達した。 ② 2 4時間の降雨処理後、水滴を

拭き取って測定した最大光合成速度は、処理前の約 60-
70%に低下し、処理を中止して 3日経過しでも回復しな

かった。 ③光合成の律速部位を知るために光合成速度の

二酸化炭素濃度依存性を調べると、降雨処理を開始してか

ら6時間で高二酸化炭素濃度での光合成速度が著しく減少

し、また、 24時間降雨処理では低濃度、高濃度ともに著

しい減少が見られた。 これらの結果から、葉の濡れによ

る光合成阻害が葉緑体内の二つ以上の要因によることや不

可逆的な阻害であることが明らかになった。

2pCOl 
酵母 Saccharo.ycesexiguusに対して高い形質転換能

を有する DNA断片の機能解析

久冨泰資，和田裕，壷井基夫(福山大・工・生物工学)

私達は、 Saccharo.yces属酵母における種の隔離・分

化機構を明らかにする目的から、 S.exiguusと S.ce 
rev isiaeのゲノム構成及び各種遺伝子の構造・機能に

ついて種間での比較解析を行っている。その基礎として、

S. exiguusの宿主ーベクタ一系の開発にあたり、 S.
exiguusのゲノムより、 ARS機能を有すると思われる 6

種の高形質転換能 DNA断片を単離した。

これらの DNA断片の機能について、使用したS.ce-

rev isiaeのマーカー遺伝子の置き換えや S.cerevis-
iaeの ARS及び 2μm-origin との形質転換効率の比較

を通して、以下のような結果を得た。① S.cerevis 
iaeの LEU2遺伝子を含む DNA断片は S.exiguus細

胞に対して高い形質転換能を持つ。② S. cerevisiae 
の ARS及び 2μm-origin は S.exiguus細胞に対して

高い形質転換能を持つ。③単離した S.exiguusの高形

質転換能 DNA断片を S.cerevisiaeの LEU2遺伝子，

ARS， 2μm-originなどと組み合わせると、 S.exiguus 
細胞に対する形質転換効率が低下する。この現象の原因

として、環状プラスミド上に 2個の複製起点 (diARS)

があるために、その複製機能が低下した司能性が考えら

れる。



2pC02 
パーティクルガン法仁より得られた形質事忌剣本の染色体DNAに

おりる外指宣伝f辛n込み樹立の塩基配列の決定と解析(1)

清水克哉， JIII:民組，山田降，五.@;L~樹九1H1 flf，第苦言，人員trr:~ 、y:，

森川弘道 (}jS1;大，理，遺伝f科学・ 1仏.島大， [・ 2J;i都嘩大，

生命研)

段々は、パーティクルガン法により得られた形質事道知事をJJjい

て、外米遺伝 H似主み;'fl張、'1.0)極主場~9IJO溌斯を進めている。

実験材料として、pCaMVNEO(CaMV 35S pro-npUI 

NOS ter)をパーティクルガン法仁より導入して得られたタバコ形

賃制鮎ミ長細胞の，Y_2)" の 4載 (2-1)を用いた。パルスフィ

ールドゲル屯主訟永動による解析から、 2-1綜では、 nptI1を合む3

つ(約10kb， 15 kb， 25 kb)のStu1 (p白MVNEOに認識i刺立を持たな

い)断片コがみられた。そこで、 2-1f*の令DNAをStuI'"C分解し、

ショ糖密度勾配遠心』こより分両した後、 λF凶 IをJt]いてクロ

ーニングをfIった。スクリ←ニング0漁t米、 13.5kbのDNA断
片を合むポジティプクローンを得、ジヤンクション領協の塩基配

列の出ζをfIった。そd恥巣、組込まれたpl踊 midDNA.の5'お

よび3'向ジヤンクション領域には、逆、V-fiな1.3kbO均 2ノム

DNAの俺汐IJが認」のられた。

l)Iida， A.， Morikawa， H.， Y血 ada， Y. (1990) Appl. Miα百biol.

Bioteclmol. 33:560-5臼.

2pC03 
パーティクルガン法により得られた形質転換体の染
色体DNAにおける外来遺伝子組込み部位の塩基配
列の決定と解析 (2) 
川上茂樹、清水克哉、田中俊憲、入船浩平、森川弘

遭~大・理・遺伝子科学)

我々は、パーティクルガン法により導入された外

来遺伝子の組込み部位の解析を進めている。今回、

ジヤンクション領域のDNA配列解析及びジヤンク

ション領域に存在するゲノム DNAをプロープに用

いたサザン解析をおこなった結果について報告する。

実 験材料としてタバコ培養細胞 (8Y -2)に

pCaMVNEO(CaMV35S pro-npt [J明 NOSter)を導入

して得られた形質転換株 10系統を用いた。このう

ちの一系統 (2-1) についてジヤンクション領場を

含むDNA断片(13.5kb)のクローニングを行い、塩

基配列を決定した(清水ら 本学会発表)。クロー

ニングした断片には導入したplasmidがタンデムに

2コピ一連なっており、 5'および3'両ジヤンクショ

ン領織 に は 椙 同 な 1.95 k b (1.3 k bの ゲ ノ ム

DNA配 列お よび0.65k bのベクター配列)の配列

が逆向きに向かい合う形で存在していた。次に、こ

の配列が他の形質転換体株のジヤンクション領域に

も存在するのか調べるため、このジヤンクション領

織に存在するゲノムDNAをプロープに用いて他の9
系統の形質転換体株とのサザン解析を行った。その

結果10系統中、 2・ 1を含めて3系統においてその存

在が示唆された。
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2pC04 
首条原基形成を利用したユーカリの形質転換

亘主主，伊藤一弥，土肥敬悟，辻真理子，園田哲也，柴田勝

(新王子製紙・林木育種研究所〕

ユーカリ属は木本性植物としては生長性に優れ，また材質資

源としても優れた特性を有する世界の主要造林木で、ある。しか

しながら，ユーカリ属を材料とする応用的研究は立ち遅れてい

るのが現状である。この一因としてユーカリ属の組織からの再

分化技術の未熟さが考えられる。

我与は木本性植物の様々な器官を回転培養することによって

得られる苗条原基が高い再分化能を有することを既に報告して

いる。今回ユーカリ (Euca!yttuscama!du!ensis)の子葉.s15軸

苗条原基等の各組織に対してアグロパクテリウム菌 LBA4404及

びEHAI0lを感染させ，ハイグロマイシン抵抗性遺伝子及びβー

グルクロニダーゼ遺伝子を導入した。さらに，形質転換頻度の

向上を目的にアグ、ロパクテリウム菌株，感染組織及び共存培養

の添加物質等について検討し得られた形質転換カルスから苗

条原基誘導を行うことによって効率的に形質転換植物の再生が

行えることを明らかにした。ここではアグロパクテリウム菌に

よる形質転換頻度の向上に関与するいくつかの要因を明らかに

するとともに，カルスから直接器官分化が困難な樋物種におい

て，苗条原基形成が形質転換植物の作出に有効な手段になりう

ることを報告する。また木本性モデル植物としてのユーカリの

可能性についても言及する。

2pC05 
酵母から植物細胞への直接的なDNA導入法の確立

担山車道，寿永七月男，土生芳樹，石川雅之.川本伸一司

内藤哲，大野監事司(北大-農・応用生命科学)

植物の染色体の研究、および植物の遺伝子クローニングへ

の応用を目的として、大きさが100kb以上ある酵母の人工染

色体(YAC)を植物細胞に容易に導入できる方法の開発を行っ

ている。導入方法として、ポリエチレングリコール(PEG)を用

いた酵母スフエロプラストと植物プロトプラストの融合を応

用することを考えた。植物由来のイントロンを持った s-グル

クロニダーゼ(イントロンーGUS) 遺伝子は酵母では発現が抑

制され、植物細胞では高発現する。このイントロンーGUS遺伝

子を酵母の多コピープラスミドベクターに挿入したモデルプ

ラスミドを構築し、酵母から植物プロトプラスト (Arabidopsis
的alian且)に導入されたことをGUS活性によって判定した。その

結果、 PEGと高pH-高Ca2+溶液の処理によって、高いGUS活性

を与える条件を確立することができた。確立した条件にDNA
分解酵素を加えて処理を行った場合でもGUS活性に影響がな

かったことより、 DNA導入のプロセスは、細胞外に放出され

たDNAが植物細胞に取り込まれたのではなく、酵母から植物

に直接的に受け渡されていること示している O 現在、この方

法によってYACを導入するために、 TobaccoBY-2プロトプラ

ストを使用してDNA導入の処理を行い、プロトプラストから

の増殖の実験を行っている。



2pC06 
ヘアピン型リボザイムを用いた遺伝子発現抑制法の開発の試
み

本位」皇I、2、其木茂則1、菊池 洋2 (J麻布大学・環境保健、

2三菱化成・生命研)

タバコリングスポットウイルスのマイナス鎖サテライト

RNA [(・)sTRSVRNA]は自己切断をするRNAである。この

(・)sTRSV RNAは、 Mg2+存在下において特異的な塩基配列の

ところで自己切断をおこし、 2'，3'サイクリックリン酸末端及

ぴ5'水酸基末端を生ずる。また、(・)sTRSVRNAの塩基配列中
には、 50塩基の触媒ドメインと 14塩基の基質ドメインを含む

ことが同定されている。このRNAはへアピンループ構造をと
っているため、ヘアピン型リポザイムと呼ばれている。最近、

このリボザイムが持つ切断能力を利用して、天然のRNAを標

的とするリボザイムを設計し切断する試みがなされているが、

このタイプのリボザイムを設計するための一般則は充分確立

されていない。しかし、これまでに報告されているリボザイ

ムの中でも、このへアピン型リボザイムは血 vitrolこおいて高

い切断活性を持っているとされているため、遺伝子の発現抑

制の道具として用いることが期待されている。

我々は、植物細胞中でへアピン型リボザイムを発現させる

ために、発現システムが確立しているβgluωroni伽se(GUS)

mRNAを標的とするへアピン型リボザイムをいくつか設計し

たところ、 invitTOにおいてGUS RNAを切断すること地雷でき

た。また基質結合ドメインを長くしたリボザイムは切断活性

が強く、植物細胞の一般的な培養温度である26'Cにおいても

効率よく切断した。現庭、このリポザイムが植物細胞の中で

機能するか検討中であり、あわせて報告したい。

2pC07 
シロイヌナスεナ及び小麦イミダゾールグリセロールリン酸

デヒドラターゼ cDNA の単離と構造解析

金旦垂直， Sandra Volrath 1， David Guyer 1， Alfred 

Scheidegger， John Ryals1，太田大策， Eric Ward1 (日本チパ

ガイギー(株)国際科学研究所， 1Ciba-Geigy Corp.， U.S.A.) 

イミダゾールグリセロールリン酸デヒドラターゼ (IGPD)

は、微生物のヒスチジン生合成経路に関与する醇素でその

遺伝学的、生化学的研究が詳細になされている。一方高等

植物においても大麦友ぴオート麦、エンドウ葉の組抽出液

中に本酵素活性が確認されており、小麦匠芽からは均ーな

本酵素標品が得られている。今回、我々は、高等植物にお

けるヒスチジン生合成経路を解明することを目的としてシ

ロイヌナズナ、友ぴ小麦からIGPDcDNAを単離したので報

告する。まず、大腸菌のIGPD欠損変異株出盛， F+)のHis要

求性をシロイヌナズナcDNAライブラリーを用いて遺伝的

に相補することでIGPDcDNAを得た。得られた IGPDcDNA

はN末端に葉緑体輸送シグナル様配列を含む 27 0個のア

ミノ酸から成るタンパクをコードしていた。予測される成

熟タンパクは微生物由来の本酵素と約 50%の相向性を示

した。またサザンプロットとPCR解析によりゲノム上に 2

つの IGPD)宣伝子が存在することが示唆された。さらにシ

ロイヌナズナ IGPDcDNAをプロープにして小麦のcDNAラ

イブラリーをスクリーニングしN末端部分を欠く IGPD

cDNA断片を得た。この小麦 IGPDcDNAから予測されるタ

ンパク一次構造は精製タンパクから得た部分アミノ酸配列

を含みシロイヌナズナIGPDと87%の相同性を持っていた。
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2pC08 
植物のイミダソールクリセロ ルリン酸テ、ヒドラターゼの

ハキュ口ウイルス発現系による大量発現

多田幸代，涯垂竪差萱， Sandra Volrath 1， Eric Ward， 1 

太田大策(日本チパガイギー(株)国際科学研究所，

1Ciba-Geigy Corp.， U.S.A.) 

我々はハキュロウイルス発現系及ひ宿主細胞として

Trichoplusia ni (Tn)細胞を用い先に単離したシロイヌナズ

ナのイミタゾールクリセロ ルリン酸デヒドラターセ

(IGPD)を発現した。 IGPDの発現は組み換えウイルス感染後

5日目に最大となりその 90%以上が Tn細胞培地中に分

泌されていた。この細胞培地中より透析、イオン交換クロ

マ卜グラフィ一、ゲルろ過ク口マトグラフィーの順で組み

換え IGPDを精製した。この襟品はSDS-PAGE上で分子量

約 24 KDaの主要ハンドを与えた。このことは、シロイヌ

ナズナの全長cDNAがTn細胞中で発現された後非特異的に

N末端の葉緑体輸送シグナルが切断され成熟タンパクとなっ

たことを示唆している。一方、先に単離されたN末端部分

を欠く IJ麦IGPDcDNA断片はシロイヌナスナ IGPDcDNAの

N末端部分とのキメラcDNAを繕築することにより発現した。

発現したこれらの紹み換えタンパクと小麦旺芽由来の精製

タンパクの酵素化学的性質を比較検討した。

2pDOl 
N. sylvestrisオスモチン様タンパク質遺伝子の発現制御領

域の解析

佐藤文彦、;!t皇主主上、小岩尚志、山田康之 (京都大'

農，農化)

タバコオスモチン様タンパク質 (OLP) は、根および培養

細胞で恒常的に発現し、また葉でエチレンにより発現誘導を

受けるPR(Pathogenesis-related protein)づファミリーに属す

る中性タンパク質である。我々は、 OLPの発現制御機構の解

明を目的としてゲノム遺伝子の単離と構造決定および発現制

御領域の解析をおこなった。

Nicotiana sylvestrisのゲノムライブラリーより、タバコ

OLPcDNAをプロープとしてOLP遺伝子を単離し、その塩基

配列を決定した。予想される転写開始点付近から・O.5kbにわ

たって、 PR-5の塩基性タンパク質であるオスモチン遺伝子

と高い相同性が認められた。しかし、オスモチン遺伝子のこ

の領域に存在するABA応答性領域は、 OLPi宣伝 Fには認めら

れず、塩ストレスに対する両遺伝子の発現応答様式の相迭を

反映しているものと考らえれた。

OLP遺伝子の発現制御機構を解析するため、 5'上ìfif~fiJ!)I(:約

2kbをGUS遺伝子に連結し、タバコに導入したところ、この

キメラ遺伝子は菜でのエチレン誘導性および根での恒常'的発

現性を保持していた。現在、パーティクルガンをもちいたト

ランジェントアッセイにより、これらの発現制御領I域或のlドI
を言言エ式tみている O



2pD02 
トマトU凶官組成rprotein遺伝子の発生段階および環境に

制御された発現
今井亮三1・1，MI聞 aS. Moses¥高木正道回国民thA.Bray'. 

で言両両民pt.， U.C.Riveぉide，
1東大・農・農化)

我々はトマトより乾燥ストレス下ABAで誘導されるle16
遺伝子を単離した。Je16は非特異的Iipidtransfer prctein 

(nsL1P)をコードしている。 nsL1Pの機能と発現調節を探
るため、形質転換タバコを用いて、Je16の発現パターン

を解析した。 2kb上流或をGUSリポーター遺伝子と融合
させ、タバコに導入した。キメラ遺伝子の発現は組織化
学的あるいは蛍光定量的に検出した。業において、 GUS

活性は表皮の官ichomeとguardca1でのみ検出された。
凶chomeにおける発現は乾燥およびABAで誘導された。
GUSの発現は非ストレス下の花組織においても発生段階
特異的に検出された。 GUS活性は柱頭、花柱および子房
墜において替の長さが22mmに達するまで検出され、それ

以降は花粉でのみ検出された。受粉後、 GUS活性は再び
子房壁において数日間検出された。種子における発現は
開花後15日にピークをむかえ、 ABAの蓄積のパターンと
相関した。これらの結果はnsL1Pの機能として、既に示

されている抗菌作用以外に、 cuticle層の生成を通して乾燥
からの保護作用の可能性を示唆する。更に、 le16の上流
域に欠失を導入し、 ABA応答性や発生段階特異的な発現
に関与する領域の決定についても述べる予定である。

2pD03 
短時間の乾燥ストレスにより誘導されるシロイヌナズナ遺伝

子群cDNA(ERD10、11、13、14)の解析

j青末知宏、篠崎和子 1、篠崎一雄(理研・植物分子生物、?農

水省・国際農研)

我々はシロイヌナズナに於て短時間の乾燥ストレスによっ

て誘導される遺伝子のcDNAクローン (ERD) をこれまでに

1 6種類単離し、その解析を進めており、これまでにERD2、

8、16が各々 hsp70-1、hsp81-2、ubiquitinextension 

proteinのcDNAと同 であり、 ERD1が大腸菌のATP-

dependent protease regulatory subunit (ClpA) と類似性を

有していることを報告している (93年度植物生理学会)。

今回、塩基配列の解析の結果から、 ERD11とERD13がタバ

コのオーキシン誘導性遺伝子parB、トウモロコシの

glutathione S-transferase 111と、 ERD10とERD14治宝イネのア

ブシジン酸 (ABA)誘導性遺伝子rab16や他のGroupIIlate 

embryogenesis abundant (LEA) proteinと類似性を有して

いることカ汁列由、となった。しかし、 ERD11，13ではオ キ

シンによる遺伝子発現の誘導は認められなかった。一方、

ERD10、14ではABAによる遺伝子発現の誘導は見られたが、

稜子形成後期での発現は認められなかった。発現解析の結果

からERD10、14の遺伝子発現には少なくとも 2つのシグナ

ル伝達経路の関与が示唆された。
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2pD04 

好熱性ランソウの熱ショック壷自について

槍山哲夫，藤正則，椙谷康一，市川久詞， {中本準(埼玉

大・理・生化)

好熱性ランソウ CSynechococcusvulcanus)は通常の生育

温度 C550C)から600C以上の温度にすると、多少生育速度

が低くなるが、菌体内のいくつかの蛋白質の量が異常に増加

する。最も顕著なものは、 SDS-PAGEで60kDa付近のバンド

で、アミノ酸部分配列の分析から、熱ショック蛋白GroEL型

のシャペロニンであることが分った。さらにGroESや白laK

を含むいくつかの熱ショック蛋白のバンドが同定された。こ

れらの蛋白の熱による誘導は、時間経過や温度感受性に関し

てそれぞれ異なっていて、耐熱機構における関与の仕方が異

なっていることを示唆する。またそれらの蛋白について単離

精製して性質を調べた結果と、他の好熱性ランソウに関して

同様な解析を行った結果も合わせ報告する予定である。

2pD05 
好罪者性ランソウSynechococcusvulcanusの熱ショックタンパク

質遺伝子

仲本準、田中直樹、櫓山哲夫(埼玉大・理・生化)

我々は昨年度本大会で、好鮒笠ランソウSynechococcus

vulcanusのHSP様遺伝子の構造と、この遺伝子産物とは異な

る63kDaのポリペプチドが熱ショックにより勝者に蓄積す

ることを発表した。本研究では、このHSP様遺伝子(166 

2 bp)の転写産物 (1.8kb)がモノシストロニック耐NA

であること、及び、これが熱ショックにより増加することを明

らかにした。一方、 63kDaポリペプチドのN末端及びリジ

ルエンドペプチダーゼ処理後に得られたペプチド断片アミノ酸

配列に従ってオリゴヌクレオチドを合成し、これらをプライマ

ーにし、 Synechococcusvulcanus染色体DNAを鋳型にして、

PCR法により約540bpの産物を得た。その塩基配列から

推定したアミノ酸麗例はペプチド断片のアミノ酸貰例と一致し

た。従って、このPCR産物は63kDaボリペプチドの遺伝

子の一部であると櫛淀した。これをプローブにしてその転写産

物を調べたところ、その大きさは約2.3kbであり、この遺

伝子は、オペロン構造をとることが予想された。また、その転

写産物は、熱ショックにより顕著1;:1勧目した。現在この遺伝子

の全構造を解析中である。



2pD06 
ラン藻の熱ショックタンパク質遺伝子の解析およびその形質

転換体の作成

正Ji.昼l、村田紀夫(基生研)

ラン藻の高温適応、における熱ショックタンパク質の関与を

探る目的で、形質転換型ラン藻から熱ショックタンパク質の

遺伝子をクローニングし、塩基配列、発現レベルを解析し、

さらにこれを破壊した形質転換体を作成した。

Synechococcus PCC7002において大腸菌の groEL遺伝子に

類似した遺伝子が2種類同定された。両者とも、そのmRNA

の量が 460C、1hの熱処理によって著しく増加したことから、

熱ショックタンパク質の遺伝子と判断された。しかし両groEL

遺伝子には明らかに差異があったo 一方はその上流に大腸菌

のgroES遺伝子に類似した遺伝子が存在し、 mRNAのサイズ

および転写開始点から判断してgroESLオペロンとして存在し

ていることが分かった。他方の groEL遺伝子には groES遺伝

子に類似した遺伝子は付随していないが、カルポキシル末端

付近のアミノ酸配列に大腸菌の GroELと同様な Gly-Gly-Met

の繰り返し配列が見られた。

熱ショックタンパク質の遺伝子を破壊するために、カナマ

イシン耐性遺伝子カートリッジをgroEL遺伝子に挿入した。

相同組換えによってgroEL遺伝子が破壊された形質転換体を、

カナマイシンを含む倍地によって選別した。現在この形質転

換体の高温耐性について解析を進めている。

2pEOl 
サツマイモ βーアミラーゼの細胞内局在部位

松岡健¥佐渡豊¥高木規子¥武内由佳西村いく子西村
欝芙"ijJ村研三1 (1名大・農・生化、 2基生研、細胞機構)

多くの植物の澱粉を大量に蓄積する器宮にはβーアミラーゼ
が存在している。生体内でのβーアミラーゼの役割を知るため
には、その細胞内局在部位を明らかにすることが必須であ
る。これまでに、ホウレンソウの薬縁体、般物やサツマイモ
塊根の澱粉粒の表面、 Arabidopsisの葉の液胞等に βーアミ
ラーゼが見出されるとの報告がなされている。しかしなが
ら、植物βーアミラーゼの前駆体のN-末端に葉縁体や小胞体
への移行のための延長ペプチドは存在せず、もしβーアミラー
ゼがプラスチドや液胞に存在するとすれば、これらオルガネ
ラへのβーアミラーゼの輸送機摘は現在までに知られている機
構と異なると考えられる。そこで、今回は、サツマイモのβー
アミラーゼの細胞内局在部位を数種の方法で再検討した。

ショ糖溶液処理により βーアミラーゼを発現しているサツマ
イモ葉由来の磨砕液を遠心により分函すると、 βーアミラーゼ
は可溶性画分に回収された。また、この磨砕液をPercollの連
続密度勾配遠心により分離すると、葉緑体は沈殿したが、 βー
アミラーゼは沈殿しなかった。さらに、このサツマイモ葉由
来のプ口トプラストより調製した液胞商分にβーアミラーゼは
殆ど回収されなかった。これらの実験結果はβ四アミラーゼが
細胞質に局在していることを強く示峻している。次に、 CaMV3
5Sプロモーターの制御下にβーアミラーゼを発現させた形質
転換タバコ培養細胞やサツマイモ培養細胞での局在部位を細
胞分画法により検討した。この結果も、 βーアミラーゼが細胞
質に局在することを示していた。さらに、 βーアミラーゼを発
現しているサツマイモ葉細胞でのβーアミラーゼの局在を抗
βーアミラーゼ抗体を用いた免疫電子顕微鏡法によって椴討し
た結果も細胞質局在を示しており、サツマイモ βーアミラーゼ
は細胞質に局在している酵素であると考えられた。
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2pE02 
サツマイモ培養細胞における液胞内蛋白質 (VP24)の

発現とアントシアニン集積における役割

竪主珪之，久保浩義，山田健志，近藤真紀林誠

西村幹夫九安田斉(信州大-理・生基生研-細胞生物)

我々は先に，アントシアニン高生産性サツマイモ培養細胞

のt醐包内に，アントシアニン生成と同調して発現する約24

KDの蛋白質 (VP24)が寄在すること，またアントシア

ニンを集積しているアントシアノプラストと呼ばれる液胞内

構造物が存在することを報告した.今回， VP24の発現様

式およびアントシアノプラスト形成における役割について以

下の検討を行った.

光誘導アントシアニン生成株 (ALND)では， VP24 

の発現は光照射で誘導され， 2， 4-D 添加で抑制される

一方，暗所下アントシアニン生成株 (ALD)では，光照射

に関係なく VP24が発現される.また，アントシアニンを

含むサツマイモ塊根周皮，芽，葉においても同様にVP24

の発現が確認される.多量のアントシアニンを集積している

サツマイモ培養細胞の免疫電子顕微鏡観察により， VP24 

がトノプラストではなく，液胞内構造物(アントシアノプラ

スト)に局在することが明らかにされた.以上の結果， VP  

24の役割のーっとして，欄包内で、のアントシアノプラスト

の形成に機能することにより，アントシアニンのt夜胞内集積

に関与していることが示唆された.

2pE03 
カボチャ種子プロテインボディの膜貫通型 タン

パク質
井上香織1，2、武内由佳1、西村いくこ¥西村幹夫1，2 ('基生研・

罰百室覇、 2総研大・生命科学)

カボチャ種子プロテインボディには28kDaと23kDaの2種類の
膜貫通型タンパク質が存在し、両者は免疫化学的に類似する。
この2つのタンパク質の量は種子の発芽後に減少し、やがてプ
ロテインボディの液胞化に伴って消失していく。
演者らはこれまでに23kDa膜タンパク質のcDNAクローンを単

離して解析し、 23kDa膜タンパク質は29kDa前駆体として合成
されること、 29kDa前駆体の一番目と二番目の摸貫通領域の問
のループが切断されて23四 a膜タンパク質が生じることを示し
たり。今回、 23kDa膜タンパク質のcDNAをプロープとして登熟
カボチヤ子葉cDNAライプラリーをスクリーニングし、新たに
分子量28、5ωのタンパク質をコードするcDNAクローンを得た。
この予想アミノ酸配列が、プロテアーゼ処理によって生じた
28kDa膜タンパク質由来のペプチド断片のアミノ酸配列を含ん
でいたことから、得られたクローンが28kDa膜タンパク質の
cDNAクローンであることが判明した。この28kDa膜タンパク質
は23kDa膜タンパク質と88%の相向性を示し、両タンパク質と
も種子の液胞膜貫通型タンパク質 (αTIP) ホモログであった。
次に種子登熟期における28kDa、23kDa膜タンパク質の発現パ

ターンを調べるために、 Northernhybridizationによる解析を行っ
た。この結果、 28kDa、23kDa膜タンパク質の転写産物は登熱
初期に出現し、その発現パターンは種子貯蔵タンパク質のそれ
とは異なることが明らかとなった。 Westernblotting及び免疫電
顕による解析も併せて報告する。
1) 井上香織ほか(1992) 日本植物学会議要 p.137



2pE04 
発芽カボチヤ子葉で発現されるアコニターゼの機能

林 誠、西村幹夫(基生研、細胞生物)

[目的]アコニターゼは、クエン酸とイソクエン酸の可

逆的な相互変換を触媒する酵素である。カボチャなど脂肪

性種子植物の発芽子葉では、アコニターゼがTCA回路の一

員としてミトコンドリアに存在するイ也に、グリオキシル酸

回路の一員としてグリオキシソームにも存在すると考えら

れていた。ところが、カボチャ黄化子葉を細胞分画したと

ころ、アコニターゼ活性は、ミトコンドリアと細胞礎質に

のみ検出され、グリオキシソームには検出されなかった。

そこで、発芽カボチヤ子葉におけるアコニターゼアイソザ

イムの機能分担について解析を行った。

[結果]ホモロジー検索の結果、黄化カボチヤ子葉から

単離したアコニターゼcDNAは細胞礎質に局在するアイソザ

イムをコードすることが示唆された。そこでこのアコニタ

ーゼの168-330アミノ酸領域に特異的な抗体を作製し、ウエ

スタンプロット法および蛍光抗体法によって解析を行ない、

以下のような結果を得た。 (1)発芽過程におけるアコニ

ターゼの変動は、グリオキシル酸回路の酵素群の変動とよ

く一致する。 (2)この抗体は、細胞礎質とミトコンドリ

アのアコニターゼの両方に反応するが、グリオキシソーム

には反応性のあるタンパク質がない。以上の結呆から、グ

リオキシル酸回路に働くアコニターゼはグリオキシソーム

ではなく細胞礎質に存在することが示唆された。

2pE05 
ヒマ種子の液胞プロセシング酵素の構造と活性化機構

西村いくこ、西村幹夫(基生研・細胞生物)

液胞プロセシング酵素は登熟種子液胞内で種子タンパク質の

プロ型前駆体を成熟型に変換するシステンプロテイナーゼであ

る1，2，3)。本酵素のcDNAを単離し、その前駆体の一次構造が明

らかになったので報告する4)。

ヒマ匹乳の液胞プロセシング酵素のN末端はプロックされて

いたので、プロムシアン切断で生じた内部のペプチドのアミノ

酸配列を決定し、これに相当するオリゴDNAを用いて登熟ヒマ

種子妊乳のライプラリーから本酵素のcDNAを単離した。推定

される一次構造は既知のシステインプロテイナーゼとのホモロ

ジーはなく、唯一ヒトの寄生虫である住血吸虫Schistosoma

mansomのシステインプロテイナーゼと33%の相同性が認められ

た。本酵素の前駆体はシグナルベプチドを持つSSkDタンパク質

であるが、活性型酵素は37kDであることからプロペプチドの存

在が示された。一方、免疫電顕によって、本酵素が種子タンパ

ク質前駆体の輸送ベシクルに局在していることが明らかになっ

たが、単離したベシクル中では種子タンパク質前駆体のプロセ

シングは起こらないことから、ベシクル中の酵素は不活性型で

あると考えられた。以上の結果より、本酵素のSSkD前駆体はシ

グナルペプチド、活性型酵素領域そしてC末端側のプロペプチ

ド領域からなっていること、そして活性型への変換にはプロペ

プチドの除去が必要であることが判明した。

1. Hara-Nishimura， 1. et al.， FEBS Lett.， 294: 89-93 (1991) 

2. Hara-Nishimura， 1. et al.， P1ant Journa1. 4: 793-800 (1993) 

3. Hiraiwa. N. et al.. P1ant & Cell Physio1.. in press (1993) 

4. Hara-Nishimura. 1. et al.. Plant Cell. in press (1993) 
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2pE06 
ヒマ種子にみられる酵母プロテイナーゼA様のカルボキシルプ

ロテアーゼ

呈孟己王l人西村いくこ1、西村幹夫1 (1基生研・細胞生物、

2愛知教育大・生命科学)

プロテイナーゼAは酵母液胞のプロカルボキシベプチダーゼ

Yのプロセシングに関与していると考えられている。これと同

じファミリーに属するカルボキシルプロテアーゼ(アスパラギ

ン酸プロテアーゼ)をヒマ及びカボチャ種子より精製したので、

この構造と性質について報告する。

両種子より単離したプロテインボディの可溶性函分を出発材

料とし、ベプスタチンーアガロースを用いて本酵素を精製した。

精製酵素のヘモグロビン分解活性はペプスタチンにより阻害さ

れた。精製ヒマ酵素は酵母や動物のカルボキシルプロテアーゼ

とは異なりジスルフィド結合した32kDと 16kDのサプユニット

からなっていた。一方、登熟カボチヤ子葉のライプラリーより

単離した本酵素のcDNAはS4kDの前駆体をコードしていたが、

この配列を他のカルボキシルプロテアーゼ前駆体と比較すると、

112アミノ酸残基よりなる挿入領域が存在していた。積物カ jレ

ポキシルプロテアーゼの翻訳後の切断機構を解析するため、各

サプユニットのN末端アミノ酸配列を決定したところ、翻訳後

の切断はこの挿入領域内で起こっていることが判った。

本酵素は登熱種子の液胞に局在しているが、種子タンパク質

のプロ型前駆体の成熟型へのプロセシング活性は認められず、

既に報告している液胞プロセシング酵素とは異なる酵素である

ことが判明した。高等植物液胞内のプロセシング機構における

本酵素の役割を酵母液胞内プロセシングの機構に照らして考察

する。

2pE07 
両手母の液胞膜融合過程に関与するV肌 3pの機能

和田 洋，大隅良典 (東大・教養・生物)

酵母の液胞形成に関与する遺伝子，VAM3は，遺伝子解析の

結果， 283アミノ酸よりなるタンパク質， Vam3pをコードする.

アミノ酸配列1:， Vam3pはC-末に膜貫通領域を形成すると考え

られるi錬水性領域を持ち，また， leucine-zipper，および、heptad

陀 peatといったタンパク質 タンパク質相互作用に機能すると

推測される特徴的な配列を持つ.また. Vam3pは J 次配列上

PepI2.SedSp.Sso1p.Sso2pや動物細胞のsyntaxinと相向性が認め

られ，これらのタンパク質と同様，膜融合において小胞とター

ゲットされるべき膜との認識，融合に機能すると予想される.

Vam3pの機能を明らかにするため.VAM3遺伝子のコーデイン

グ領域を栄養要求性マーカー HIS3遺伝子に置換した遺伝子断片

を作成し，相同組み換えによる遺伝子破壊株を作成しその表現

型を解析した .sv，卸 3変異株は，大きな液胞を形成できず，多

数の小胞状構造を細胞内に蓄積した.この小胞構造は液胞に蓄

積するade蛍光色素を蓄積した.svam3変異株の液胞内タンパク

質. carboxypeptidase Yは，ゴルジ型前駆体の蓄積が観察され，

パルスラベルーチェイスの結果，液胞タンパク質の成熟の速度

が遅くなっていることが示された.これらの結果は.Vam3pが

液胞形成過程に機能するsyntaxinfamilyの新しい一員であること

を強く支持する.



2pE08 
リン酸代謝における液胞の生理機能の解析
阜孟辻車1、矢崎芳明2、朽i孝和幸2、坂野勝啓2、大隅良典1

0京大・教養・!~，~物、 2農水省・生物研)

酵母の液胞は会細胞体積の約20%を占め、代謝産物やイオ
ンの貯蔵機能とリソソーム様の分解機能を通して細胞質の恒
常性維持に寄与している。そのため液胞機能の欠損は様々な
ストレスに対する感受性に影響する。液胞には乾重量の 10%
ものボリリン酸が特殊な条件下に蓄積し、広い基質特異性を
持つアルカリ性ホスファターゼが存在することから、リン酸
代謝において液胞は重要な役割を担っていると考えられる。
しかし、その機構は未解明のままである。液胞コンパートメ
ントの生理機能を理解するために、リン酸代謝に注目するこ
とは有効な手段となると思われる。さらに近年、酵母では様々
な栄養源飢餓下に液胞内でのタンパク質分解・n食作用が誘導
されることが見出された。そこで、ポリリン酸の蓄積と分解
及びリン酸飢餓の液胞機能に及ぼす影響に務IIして以下の解
析を行なった。
ボリリン酸は、形態的に明らかな液胞を欠失した株や液胞膜

H七 ATPaseの変異株では殆ど存在せず、いくつかの変異株の
聞で際立ってその含量が異なった。リン酸飢餓下で野生型酵
母は2・3世代培殖し続ける。この間の各稜細胞内リン酸の動態
を31P-NMRを用いて測定すると、ポリリン理費量に大きな変化
が見られた。そこで、ポリリン酸量の異なる変異株を用いて
リン酸飢餓下での生育を検討した結果、最終細胞収量はポリ
リン酸含量によって規定されることが明らかになった。さら
に、液胞内プロテイナーゼ欠損株はリン酸飢餓下に球状の構
造物を液胞内に蓄積した。生化学的解析及び電子顕微鏡を用
いて検討した結果、これらは窒素源または炭素源飢餓時に観
察される自食体(Autophagic加dy)と同ーであることが示された。
自食作用はリン酸飢餓によっても誘導され、細胞の生存に必
須であることが明らかになった。

2pFOl 
水中並びに気中培養イネ幼葉鞘の成長とアプシジン酸含量

盤整隆茎，増田芳雄I P. E. Pilet2 (大阪市大・理・生物，

l帝塚山短大・食品ローザンヌ大)

イネ幼葉鞘の伸長成長は水中で著しく促進される。この

水中で、の速い伸長成長は、低酸素濃度、二酸化炭素の蓄積、

浮力による自重の軽減などにより部分的に説明できる。こ

れらの環境要因の変化は、様々な植物ホルモンの代謝や作

用の修飾を介して成長に影響すると考えられ、従来とくに

エチレンやオーキシンの関与が指摘されてきた。しかし、

成長抑制ホルモンであるアブシジン隊(八 BA)の働きに

ついてはほとんど解明されていない。そこで、 GC-MS

を用いて A B八内生レベルの定量を試みた。

両信養条件ドで生育させたイネ幻j葉鞘に'H，-ABAを

内部標準として加え、常法により ABA画分をtlll出した後、

GC-MSを用いて定量した。幼葉鞘 l本当たりの ABA

量は成長に伴って増加したが、生重量あるいは乾重量当た

りでは低下した。 AsAレベルは、どのベースで見ても、

成長の遅い気'1'崎養幼葉鞘の方が高く、両者聞の差は特に

成長の初期に大きかった。また、 AB八レベルは、気'11!{守

養Ý，)J~革f1では Ý，)J葉鞘の先端て-高く、基部に向かうにしたが

って低下したが、そのような勾配は、水中培養幼葉鞘でt

lリJI肢でなかった。以上の結果より、水中におけるイネ幼葉

鞘の成長促進には、 ABA代謝の変化によるその内生量の

低 Fが関J与していると考えられる。
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2pF02 
アカバンカピの原形質流動速度におよぽすオーキシン、

ジベレリンおよびサイトカイニンの作用

富田香織、鈴木美香¥高域陽子 1、中村卓造、中村輝子1

(昭和薬大、生物日女大、理、物生)

これまでに、アカバンカピの分生子発芽過程および発芽に

続く若い菌糸の伸長に、オーキシン、ジベレリンおよびサイ

トカイニンが、発芽をはやめ、菌糸の伸長を促進することを

報告した。アカバンカピは、インドール酢酸(IAA)、ジベレリ

ンA)(GAJ)およびアプシジン酸(ABA)を生産することが、ガ

スクロマトグラフイ一一マススペクトロメトリー(GC-MS)によ

り確認されている。また、サイトカイニン様物質の存在も高

速液体クロマトグラフィー(HPLC)および生物検定により確認

されている。今回は、菌糸伸長に伴う原形質流動に注目し、

原形質流動速度におよぽすオーキシン (IAAム4-Dおよび

NAA)、ジベレリン (GA，)およびサイトカイニン (KIN，t-Zおよ

びBAP)の作用について調べた。寒天上におよそ 10個の分生

子を接種L、26"C暗黒中で、 22時間培養を行った後、そ

れぞれの成長調節物質を加え、 2時間後に原形質流動の速度

をピデオシステムを接続した顕微鏡を用いて、菌糸の先端か

らおよそ 25 0μmおよび 75 Qμmの原形質流動を素早く

観察し測定を行った。 IAA，2，4-DおよびNAA (1・1Op.M)、

GA)(lQμM)、KIN，t-ZおよびBAP(lQ-l00μM)は原形質流動速

度をはやめた。抗オーキシン2人6-T(lOOμ M)は、原形質流動

速度を著しく抑え、この抑制効果はIAA(1∞μM)により回復

された。原形質流動速度におよぽすIAA(lOμM)と t-Z(l00μM)

の相互作用は、相加的であった。

2pF03 
エンドウ芽生えの茎伸長部域におけるジベレリンによる糖蓄積

促進とインベルターゼ活性の上昇一インベルターゼの精製一

宣率健助、居原秀、上回純一、神阪盛一郎1

(対見存立大・総科・生命、 1大阪市大・理・生物)

演者らは、エンドウ芽生えにおいてジベレリンが茎伸長部域

における糖の蓄積を促進し、蓄積された糖は浸透物質や細胞壁

多糖の合成基質として機能することを明らかにしてきた。さら

に、 GAによる糖蓄積促進と師管からの糖のunloadingに関係する

と考えられている可溶性インベルターゼ活性との問に高い相関

関係があることを見いだした。そこで、ジベレリンによる糖蓄

積制御機構におけるインベルターゼの役割を明らかにする目的

で、インベルターゼの精製を行った。

エンドウ上胆軸から可溶性インベルターゼを抽出し、硫安塩

析の後、 Butyl-Toyopearl，Concanavalin (Con) A Sepharose， 

Hydroxyapatite，および Superd巴x200カラムクロマトグラフ

イーを行い、比活性て哨150倍までに精製した。インベルターゼ

活性がConAカラムに吸着すること、およびゲル構極クロマトグ

ラフィーの結果から、エンドウの可溶性インペルターゼは、分

子量がおよそ70，000の糖タンパク質であると推定された。活性

函分をさらに、 HPLC用 Hydroxyapati teおよび MonoQカラム

を用いて精製した後、等電点電気泳動を行った結果、等電点が

約 6.8と 7.1の2種類のインベルターゼが存在することがわ

かった。 SDS-PAGEの結果、いずれもサプユニット構造をとるも

のと推定された。現在、インペルターゼのさらなる精製を試み

ており、その結果を併せて報告する。



2pF04 
トウモロコシ芽生え葉のインベルターゼ活性の発現と

ジベレリンとの関係

二重~室、持俗勇治 (理研・フロンテイア・ホルモン機能)

植物ホルモンのジベレリンは、種々の植物の茎の生長に重

要なf交割を果たしていることが知られている。しかしながら、

同じ生長現象でも棄の伸長・展開生長におけるジベレリンの役

割は、よく解かっていない。茎の生長ではシュークロース代謝

に関連する酵素群の活性と生長に相関関係があることが報告さ

れており、これらの酵素が業の成長にも関与していることが予

怨された。今回は、業の伸長・展開生長時のシュークロース分

解酵素、インベルターゼ、について、この酵素の活性発現とジ

ベレリンとの関係について報告する。材料は、トウモロコシ(

CV. W64A)芽生えの葉を用い、ジベレリン生合成の阻害剤ウ

ニコナゾール(lO-SM)は、種子吸水時に 9時関与えられ

た。種子発芽後、第2葉の長さとインベルターゼ活性を測定し

た。その結果、発芽5日目では、コントロール区と比較し、葉

の長さに大きな差は認められなかった。その後、コントロール

区では、 8日目まで葉の伸長と生重量の増加が続くが、これら

は、ウニコナゾール処理によって阻害された。たとえば、発芽

後7日目には、伸長の 40%、生重量の 30%阻害が見られた。

一方、酸性インベルターゼ活性は 5日目に高活性が見られ、そ

の後、徐々に減少した。この活性もまたウニコナゾール処理に

よって阻害された。この阻害率は、生重量における阻害と一致

していた。

2pF05 
イネ由来インベルタ ゼのモノクロ ナル抗体の作製

石沢公明 (東北大・理・坐物)

エチレンは、イネ (Oryzasativa L.)芽生えの脹盤か

ら幼葉鞘ヘのスクロースの転流量を増加させる。幼葉鞘

でスクロースは、インベルターゼ(INV)により加水分解

される。乙の糖含量の増加は、幼葉鞘の成長促進と密接

に関連している。イネ幼葉鞘での糖転流の調節を解明す

る上で、 INVの性質を理解するごとが重要となった。

幼葉鞘は、ゲルi慮過法により分けられる 2種の可溶性

の酸性INVと、細胞墜に強く結合したものを持つ。その

中で、成長に伴い異る活性変動をする 2種の可溶性INV
の精製試料は、 SDS-PAGEにより複数のポリペプチドに分

離する。この可溶性INVのポリペプチド構成を決定する

ために、 INVのモノクロ ナル抗体の作製を試みた。

部分精製した可溶性INVのSDS-PAGEで分離される主要

ポリペプチドを溶出し、マウス (BALV/c)を免疫した。

その牌臓B細胞をミエローマ細胞 (Sp2/u-Ag14，JCRB細

胞バンクより入手)と融合、 ELISA法でスクリ ニング

することにより、 7種類の抗体産生ハイブリド マをク

ロ ニンゲした。その内 5つの抗体は、多数のポリペプ

チドと交差反応することから、糖鎖を認識している可能

性が高い。これら抗体を用いた、イネのインベルタ ゼ

分子についての検討結果を報告する予定である。
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2pF06 
ダイコン座軸における重力屈性の聯帥鱗

三田高志、三好泰博1 (静岡県立大・食品栄養・ 1国際関係)

植物の根は、正の重力属性を示すが、この場合には根冠部の

デンプン粒を含むアミロプラストが重力方向に移動することに

より重力刺搬を感知しているとされ、その機構について多くの

仮説カ喰出されているa 一方、植物の茎は、負の重力屈性を

示すが、その場合には維管来組織に隣俊する細胞中のデンプン

粒を含む葉緑体が重力を感じているとされている。 しかしな

がら、植物の茎における重力感知の機構についての研究は、根

における研究に比べると、ほとんどなされていない。 本研究

では、顕微鏡観察により重力変化に伴う植物の茎の糊包内構造

の変化を捕らえるととを通して、重力の感気機構を解明しよう
と試みた。

材料はダイコン芽生えを使用した。 明条件、暗条件のどち

らで成育した芽生えでも、維管束組織のすくす峨IJに位置する、

皮膚の最内部の特定の細胞にのみ、重力府蹴により移動する特

別な色素体が含まれるととが明らかになった。 この色素体の

移動は、重力の方向の変化によって茎が屈曲し始めるよりも以

前に起こった. これらのことは、との色素体の移動が腔輔の

重方感知機構の一部として働いているごとを示唆している。

しかしながら、ごの色素体には、従来いわれているようなデン

プン粒は含まれていなかった。 このごとから、重力期臓の感

知にデンプン粒は必要なく、重力刺激は、色素体と他の細胞内

オJレガネラとの位置関係や相互作用を通して感知されると考え

られる。 とのような鋭長から、従来の重力感知の仮説を慌正

した結果について述ベる。

2pF07 
シロイヌナズナの茎の重力屈性反応の解析
深城英弘、国抵昌生、藤津久雄 (京大・理・植物)

植物の茎は重力刺激に対して負の屈性を示す。この反応は
(1)重力刺激の感受、 (2)刺激の伝達、 (3)茎の伸長成長

反応という 3つの段階から成り立つが、それぞれの過程にお

ける分子機構についてほとんどわかっていない。そこで私た
ちは茎の重力屈性を制御する分子機梼を理解するために、シ
ロイヌナズナを用いて遺伝学的解析を進めている。本研究は
その第一段階として、この植物の茎の重力屈性反応につい
て、その基本的な生理学的性質を解析した。ロセ、ット形成後
に伸長する花茎を23'C暗条件下で水平方向に倒して重力刺激を
与えると、 90分間で重力とは反対方向(上方)に約90度の屈
曲反応が起こる。この花茎の屈曲は先端下部の最も伸長が盛
んな部位でまず観察され、刺激を与え続けると屈曲部分は花
茎の基部へ移動した。根・葉・花・花芽・茎頂を取り除いた
伸長部位を含む花茎の切片も同様に屈曲した。これらは花茎
が重力刺激を感受することを示唆している。またこの反応に
必要な最小刺激時間は短く(10分以内)、しかも最初の反応
が現れるまで与え続ける必要はなかった。さらにこの反応は
4'Cで阻害されたが、 4'Cで重力刺激を感受した茎を23'Cへ移す
と刺激がなくても反応した。これは刺激の感受は4'Cでもでき
るがその後の段階に低温 (4'C)で阻害される過程があること
を示している。またこの2裏切片の反応は外からオーキシンを
与えると促進されるが、オーキシン移動阻害剤で抑制され
たロこのことは茎の内生オーキシンの量と移動が刺激の伝達
か茎の伸長成長に関与することを示唆する。なお屈曲反応中
の茎の伸長を調べたところ、屈曲は伸長部位における成長の

差によって生ずることもわかった。



2pF08 
シロイヌナズナの茎の重力屈性異常突然変異株の単離

盗雄茎弘、田坂昌生、藤津久雄 (京大・理・植物)

植物の茎が重力刺激に対して負の屈性を示すことはよく知

られているが、その分子機構についてほとんどわかっていな

い。そこで私たちは茎の重力屈性を制御する分子機構を理解

するために、シロイヌナズナを用いてこの反応過程に異常を

持つ突然変異株の単離を試みた。

野生型株では花茎と脹軸が負の重力屈性を示す。特にロゼ

ット形成後に伸長する花茎を23'C暗条件下で水平方向に倒して

重力刺激を与えると、 90分後には重力とは反対方向に明瞭な

屈曲反応が起こる。そこでこの花茎の反応を指標として、

EMS処理をしたMl種子約4500個の次世代のM2植物約80000株

から、 90分間の重力刺激に対して全くあるいはわずかしか反

応を示さない変異株を12系統単離した。このうちすでに遺伝

学的解析を終了した 5系統は 3つの異なる遺伝子座の劣性変

異によるものとわかり、変異株をそれぞれ sgrl、sgr2-1、sgr2・

2、sgr2-3、sgr3 主.hootmavitropism)と名付け、対応する遺伝

子座を SGRl、SGR2、SGR3とした。 sgrlは花茎の伸長率が

野生型より小さく、花茎も脹軸も重力屈性を示さない。 sgr2-1

も花茎、経軸ともに重力屈性を示さず、花茎は屈曲しながら

伸長する。それに対してsgr3の花茎は重力屈性をほとんど示

さないが怪軸は正常な負の屈性を示す。このことは花茎と匹

軸の重力に対する反応機構の一部が遺伝的に同一ではないこ

とを示している。さらにこれら 3つの変異株はすべて、根の

重力属性・花茎と経軸の光屈性は正常であることから、 SGR

遺伝子群は茎の重力屈牲に特有な反応過程の制御に関わると

考えられる。

2pGOl 
乾燥により誘導されるシロイヌナズナのカルシウム依

存性プロテインキナーゼのクローニングと機能解析

片桐健'，'、補尾剛'，3、溝口剛'，'、篠崎和子..，、林田信明 1、平

山隆志¥遠藤織太郎2、篠崎一雄， ('理研・植物分子、 2筑波

大・農林、 3大同ほくさん、 4筑波大・生物、'農水省・国際農研)

乾燥ストレスの受容から遺伝子発現に至るシグナル伝達系には、

ABAを介する経路とCa2+等の 2次メッセンジャーを介する経路が

あると考えられている。本研究では、乾燥ストレスにおけるCa2+の

作用機序を分子レベルで解明することを目的に、 Ca2+を介する情

報伝達に重要な役割を呆していると考えられるCa"結合タンパク

質の解析を進めている o 今回報告するのは、乾燥ストレスにより

活性化するCa"依存性プロテインキナーゼ (CDPK)である。

CDPKは、植物特有のキナーゼであると考えられており、 Ca"結

合領域を持つ。既知のCDPK問でよく保存された領域に相当する

合成オリゴを用いてPCRを行い、得られた断片をプロープとし、

乾燥処理をしたシロイヌナズナcDNAライプラリーをスクリーニ

ングした車古果、 n重のcDNA(ATCDPKl，ATCDPK2) をクローニ

ングした。 ATCDPKl、ATCDPK2共にN末端側に既知のプロテイ

ンキナーゼと高い相向性をもっ触媒領域と、 C末端側にCa"の結

合に関与するEF-h叩 d構造を有する調節領域をもっていた。ノー

ザン法による解析の結果、乾燥処理及び高塩濃度において急速に

誘導されたカえ ABA処理においては顕著な誘導が見られなかった。

大腸菌で発現したATCDPK2タンパクは、 Ca2+-依存的にカゼイン、

ヒストン、 MBPをリン酸化した。さらにATCDPKl、ATCDPK2

に対する抗体を作成し、乾燥による誘導に関してタンパクレベル

の解析を進めている。
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2pG02 
葉緑体ribonucleopro防in(RNP)・mRNA複合体の生理機能調節に
おけるカゼインキナーゼII(CK-II)の果たす役:割

金勝一樹.道家建二郎，宗像治川上一茂大槻健蔵Z

布置実議養生物J東北大厨仁北里大衛生・遺伝生化)

前本学会(金沢1993)で、転写調節において重要な生理的役

割を演じているCK-IIが、葉緑体に存在する分子量34kDaの

DNA結合性タンパク質(p34)を特異的にリン酸化することを

報告した。今回、葉緑体遺伝子の発現制御におけるCK-IIお

よびp34の生理的役割を明らかにする目的で本研究を行なっ

た。ホウレンソウの葉緑体(約lkg)より1.0 MKClを含むBuffer

(pH7.4)で抽出されたタンパク質画分から、各種カラムクロマ

トグラフィーで部分精製したp34を、 DNA-cellulos巴および

Mono Q(HPLC)により単一polypeptideまで精製した。精製p34

は、 (I)RNAおよびDNAに対して結合活性を持つこと、およ

び(2)N末端のアミノ酸部分配列が、葉緑体mRNA3'末端の

in verted repeat配列を認識し3・プロセシングを制御するRNA結

合因子[28RNP(28kDa)]の配列と95%以上の相同性があること

から、 RNPファミリーの一つであると同定された。またin
vitroでのCK-IIによるp34のリン酸化はdsDNA(caIfthymus)存在

下で約12倍、 poly(rG)で約4倍促進された。 CDスペクトルの

解析から、この促進効果はp34とRNAまたはDNAとの結合に

よるp34の立体構造の変化によって誘導されることが明らか

になった。さらにp34の特異抗体を用いた実験で、 RNPは植

物種に共通して葉緑体に存在するCK-IIのリン酸化polypept泌e

として検出された。以上の実験結果から葉緑体mRNAの転写

後制御の過程でRNP-mRNA複合体の生理機能の調節に、 CK-

IIが重要な役割を演じていることが示唆された。

2pG03 

Arabidopsis MAP kinas巴familyの解析

溝口岡IJ'、z、林田信明¥篠崎利子1、 3、鎌田博2、篠崎一雄 1

('理研・植物分子、 2筑波大・生物、 3農水省・国際農研)

MAP kinaseは種々の細胞増殖因子の刺激で共通に素早く活性化

する40-45KDaのセリン/スレオニンキナーゼである。さらに細胞

周期のM期にも活性化するなど広くさまざまなシグナル伝達系で

機能することが明かになってきている。

我々は高等植物ArabidopsiS1J、らPCR法を!tlいて、 MAPkinaseと

相向性をもっ2種類のcDNA(ATMPK1，ATMPK2)を単離し、大腸

菌内で発現させた不活性型ATMPKl' ATMPK2は、 XenopusMAP

kinase kinascによりセリン/スレオニン/チロシン残基がリン酸化さ

れ、 MBPkinase活性が上昇することを示した(昨年度日本植物生

理学会)。さらに我々はMAPkin出 eと相同性をもっcDNAを新た

に5種類似TMPK3-7)ArabidopsiS1J'ら単離し、高等植物において

MAP kinaseがgenefamilyを形成していることを明らかにした(昨

年度日本分子生物学会)。今回我々はMAPkinaseと相向性をもっ

cDNAを新たに2種類(ATMPK8，9)単離した。 ATMPKI-9はアミノ

酸西日列レベルでは相互に45-85%の相向性を示し、動物や酵母で

今までに報告されているMAPkinaseと42-52%の相同牲を示した。

これら9種類のMAPkinaseの転写産物量は植物の各器官において、

またさまざまな外界刺激によってそれぞれ異なる制御を受けてい

ることをNor出em法を用いた解析から明らかにした。



2pG04 
イネ由来の低分子量GTP結合タンパク質遺伝子導入タノtコ

で観察される傷ストレス異常応答

単島広蓋ニ佐野浩2 S.Yousscfian2，大島正弘仁木智前，石塚

時造大橋祐子3 。筑波大・応生化，弓k田県立農短大・生工研，

'農水省・生物研)

現在，我々は境死病斑形成ストレスに伴って誘導される

PR・1タンパク質遺伝子の発現調節に関する研究を行なって

いる。イネより単離されたGTP結合タンパク質遺伝子.rgpl 

を発現させたタバコではサイトカイヱンの代謝異常を示唆す

るような形態変化が観察された。そこで，サイトカイニン

による転写活性化が報告されている多数の遺伝子の発現量を

この組換え体を用いて調べたところ，元々発現していない筈

の酸性PRタンパク質遺伝子群のみが多量に発現し，通常傷で

効率的に誘導される筈の塩基性PRタンパク質遺伝子群はこの

組み換え体ではその発現が抑制されていた。この組換え体に

おける傷によるPRタンパク質遺伝子発現のシグナル伝達機構

を調べるために，業に傷をつけサリチル酸(SA)とその配糖体，

サリチル酸-s-グルコシド(SAG)を経時的に定量したところ，

傷処理業では両者の顕著な増加が起こり， しかも，これらの

増加は処理葉の上下の無傷菜でもPR-lタンパク質の増大と共

に認められた。また，傷処理した組換え体中ではその発現が

抑制されている塩基性PRタンパク質の誘導剤であるエチレン

についてその生合成経路が阻害されているかどうかを調べた

ので報告したい。

2pG05 
シロイヌナズナ低分子量GTP結合タンパク質の生化

学的特徴

広差是.!!B.，エパロル・ T・アスプリア松井市三
内宮博文1

(北大・理・植物東大・分生研・細胞機能，

2日本医大・老研・分子生物)

本研究では、シロイヌナズナからw離した低

分子量GTP結合タンパク質遺伝子(仰)がコードす

るARAタンパク質の生化学的性質を明らかにした。

すなわち部分欠損および点突然変異を導入したミュ

ータントタンパク質を作製し、 GTPに対する結合性

および加水分解活性を検定した。その結果、 ARAタ

ンパク質はGTPを特異的に結合し加水分解する活性

を示すが、 Asn'25をlleへ置換したものではGTPの結合

活性が減少し、 Gln
71
をLeuへ置換したものではGTPの

加水分解活性が減少することが切らかになった。

また、シロイヌナズナおよびタバコ培養細胞

中にこれらのタンパク質のGTP1Jn水分解活性を増大

させる因子が存在することを見いだした。

さらに、蛍光抗体法により ARAタンパク質は、

細胞内小胞に局在することが示された。
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2pG06 
原形質連絡を通じた植物細胞聞の核酸、

タンパク質の移動

産昼j盈， 1 Donna Giesman-CooIaneyer， 1 Steven Lommel， 

2Biao Ding， 2William J. Lucas (東大・農・農化，INCSU，

2UCD) 

多細胞生物である高等植物の個体維持、機能発現

には多くの細胞の協調が必須であり、個々の細胞間

での情報の交換が重要である。高等植物には原形質

連絡と呼ばれる細胞壁を貫く構造体があり、細胞聞

の車唐、イオンなど低分子物質の輸送経路となって

いることが示されてきた。高分子物質であるRNAを
ゲノムとして持つ多くの植物ウイルスは細胞聞の移

動に原形質連絡を用いることが知られており、

movement proterin(MP)と呼ばれるRNA分子を原形質連

絡を通過させる機能を持つタンパク質をコードして

いる。一部のウイルスではMPが原形質連絡に局在し、

RNA結合能を持つことが知られている。演者らはRed
Clover Necrotic Mosaic VirusのMPを利用したマイクロ

インジェクションによって原形質連絡を通じてタン

パク質， RNAが通過出来ることを直接的に証明した

ので報告する。本実験はタンパク質やRNAの情報、

機能を担うことの出来る物質が細胞聞を往き来する

ことが出来ることを示しており、多細胞生物ではこ

れまで例の知られていない機構による、細胞機能の

相互制御が行われていることを示唆している。

2pHOl 
光阻害光化学系II(PS II )に対する還元側電子伝送系の再活性化

星田自車、豊島喜則(京大大学院、人間・環境学)

PS IIを強光にさらすとその電子伝達活性が不可逆的に減少

する。この光損傷の現象は光化学反応中心の酸化側と還元側

いづれかの可逆的不活性化によって誘導され、いくつかの段

階を経てDH'ン/1'ク質の不可逆的崩壊を引き起こすためであると

考えられている。酸化側が保護されている場合、 DHン}¥'ク質崩
壊はQA部位での電子伝達阻害により起こるとされるが、これ

までそれを直接証明した実験例はない。本研究では、ほうれ

ん草からDekkerらの方法により単離したpsn複合体を用いて、

酸化側の電子移動が起こる条件下では、還元組Ijの電子移動阻

害がDHンハ・ク質の分解に先立つて起こる事をQAの再構成法によ

り実証する事を試みた。

ドデシル71レトシド処理で得たQA還元活性を持つpsnJ7複合体を、

好気的およびN2置換による嫌気的条件下で強光を照射(LI-
PS II)、続いて混合可溶化部j系を用いて、反応中心(RC)から、
低分子量タンハ・ク質、キ/ン、脂質(E)を遊離させた。光照射を行わな

いPSIIも同様に処理し、それぞれの条件において得られたRC
とEを組み合わせ、 QAの再構成を行った。嫌気的条件下でも強

光照射によりPSIIのQAを介した電子移動活性は殆ど消滅する

がLI-RCにEを再構成すると、それが回復した。この結果は光

化学反応中心の不活性化に先立ってQA部位の損傷が生じるこ

とを示している。さらに解析を進めた結果を基に、 DHンハ・ 7質
の崩壊に先立つて起こる光阻害初期過程の還元側電子伝達阻

害機構について考察する。



2pH02 
クラミドモナス葉緑体遺伝子psbAの部位特異的形質転換;光

化学系II反応中心タンパクD1のC末切断部位のアミノ酸置換

内海恵一郎 l、高橋裕一郎L 、佐藤公行 2 (岡山大・ 1自然科

学研究科、 2理・生物)

光化学系II反応中心タンパクDlは光照射下で速い代謝回転

を行うことが知られている。このタンパクは葉緑体遺伝子

医主正当こコ ドされ、業縁体で前駆体として合成された後、そ

のC末が特異的な切断を受け成熟化する。

本研究ではこのC未の切断反応と D 1の光f負傷と修復反応の

関係を旦 V1VOで解析するH的で、 D1の前駆体の切断部位のC

末側のアミノ酸残基を置換した形質転換体を緑藻クラミドモナ

ス {C'hlamvdomon出¥:E且辺監)より作出した。形質転換ベクタ

ーは抗生物質耐性を与える選択マ カ を含み、医bAの大部

分を欠損したクラミドモナス葉緑体変異株FuD7を宿主に尉い

たu ベクタ はパーティクルガンで葉緑体へ導入し、形質転換

体はスベクチノマイシン耐性会指様に選択した。我々はDlの

切断部位のc--kl~のSerをそれぞれGly、 Cys、 V叫、 Pheへ置換

した形質転換体を作出した G これらの形質転換体はすべて通常

の培養条件下では野生型と同様の光合成的生育会示し、蛍光の

誘導期現象の測定でも野生株と光化学系lIi首性の変化は認めら

れなかった a 現伝、 D1の代謝回転が著しく速くなる強い光照

射下での形質転換体の光合成的生育速度やパルスチェイスラベ

ル法によるDlのプロセッシンゲの速度の解析を行っている ω

2pH03 
架橋反応を利用した光化学系II反応中心o1 .02タンパク

質の接触部位の解析

EιJ主:tE.， 佐藤公行(基生研，岡山大・理・生物〕

光化学系II反応中心は、D1，D2タンパク質，aおよび日サブユ

ニットで成るシトクロムb559ならびに殴単遺伝子産物の 5

つのタンパク成分を含む複合体として単離される。本研究
では、ホウレンソウより調製した光化学系II反応IいL、複合体

を用い、架橋実験によりその構造の解析を試みた。反応に
は、架橋距離1.1nmの架橋剤、 HMDI(Hcxamethylcne-

diisl川町late)を用いた。光化学系II反応中心複合体にHMDI

を添加すると、その濃度の増加に伴ってo1とD2タンパ
ク質のバンドが減少し、同時に、二量休に相当する位置の
バンドが増大した。一方、特呉抗体を用いる解析で、新た

に生ずるこのバンドは、 o1とD2のヘテロダイマーであ
ることが司、された。架僑部位を調べるため、この架橋産物

を抽出した後、 CNBr処理により切断し、スモールボア逆相
カラムを)甘いた高速液体クロマトクラフィーでその分解産
物のプロファイルを分析した。ついで、 o1および02タ
ンパク質単独では生じない架橋産物に独特なバンドを分取
し、そのアミノ酸配列を決定したところ、その一つはD1 

および D2タンパク質のチラコイドルーメン側に位置する
と考えられる C 木端側のアミノ酸配列の -ffsと一致した。
以上の結果にもとづき、光化学系II反応'j'心の構造について

考察した。
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2pH04 
合成オリゴペプチドを用いるDl蛋白質C末プロセ

ツシング酵素の作用機構の解析

且旦亘蓋王1、 山本由弥子1、 山下光治1、
佐藤公行1、2 (1岡山大・理・生物、 2基生研)

光化学系II反応中心の中核を担うD1蛋白質は、 C
末端に延長部分を持つ前駆体として合成され、合

成直後チラコイド内腔に存在するプロセッシング

酵素の作用で成熟化する。他方、 Dl蛋白質のC末

に相当する合成オリゴペプチドは、 invitroでこの

酵素の基質として利用され、その反応機構の解析

に用いられる。本研究では、酵素の切断部位のC末
側に位置するAla・345およびその近傍のアミノ酸を

置換した数種のオリゴペプチドを合成し、基質の

認識および切断におけるこの部位の役割を解析し

た。ホウレンソウ葉緑体から部分精製した酵素を

用いた実験で、 Ala・345のProへの置換では切断が

おこらず、 Yalへの置換では初速度が約1βに低下し

た。しかし、 Ser，Cys， Pheへの置換では切断速度に

はほとんどコントロールと差異が見られなかった。

また、 L巴u-343と11巴・346を共にAlaに置換した基質

では切断は見られず、前述の結果と総合して、切

断部位近傍の二次構造と疎水性がこの酵素による

認識と切断に大きな意味を持つことが示唆された。

2pH05 
D1タンパク質前駆体C末端プロセッシング酵素の精製

1彊逗宣霊松本哲山本由弥子 1，2佐麗公行 ( 1基生研，

2岡山大学・理・生物)

光化学系11反応中心のD1サプユニットは、 C末場側に延長ペ

プチドを持つ前線体タンパク貨として合成され、この延長部分

はチラコイド内腔に存在するプロテアーゼの作用により切断除

去される。本研究では、酸素発生系の構築に不可欠と考えられ

るこの過程に関与するプロテアーゼの純化を試み、最終的にそ

のN末端アミノ酸配列を明らかにした。

精製は、ホウレンソウ・チラコイド穣の超音波抽出物を出発

材料にし、 QAE-Toyopearl を用いた陰イオン交換クロマト、

ハイドロキシアパタイトクロマト、および銅イオンを結合させ

たキレートクロマト、ならびに、D1タンパク質前駆体のC末端

配列をリガンドとするアフィニティークロマトを組み合わせる

ことで行った。

精製標品は、 SDS-PAGE後の銀染色の分析で、 45kDa.

37kDa， 23kDaの3成分からなることが示されたが、低分子容

の2成分はStaphylococcusaureus V8 proteaseを用いたペプ

チドマッピングにより、 45kDaタンパクの分解産物であること

が判明した。

そこで、 45kDaタンパクをPVDF膜にプロッティングし、パ

ルスリキッド法 (ABItype 476A)でアミノ酸配列の分析を行

ったところ、 N末靖より27残基の配列が決定された。現在、本

酵素の遺伝子をホウレンソウ緑葉cDNAライブラリーからスク

リーニング中である。



2pH06 
エンドウ単離葉緑体を用いたDlタンパク質合成の光に

よる制御機構の解析

墨田産量・枠山博之 1・佐藤公行 1.2 岡山大・自然

科学、 l岡山大・理・生物、 2基生研)

光化学系H反応中心のDlサブユニットは光照射下で

高速度の代謝回転を行っており、この際、その合成は

翻訳の段階で光により制御されている。本研究は、こ

の光による翻訳制御の分子機構と生理的意義の解明を

目的として行われた。

エンドウ単離葉緑体に35S-J(etを添加することによ

り、光依存のDlタンパク質の合成が確認される。一方、

単離葉緑体に外部からATPを添加しでも、暗条件下で

は成熟サイズのDlタンパク質は認められず、代わりに、

翻訳中間産物が検出される。この中間体の蓄積は、光

照射下でもアトラジン等の光合成電子伝達阻害剤と

ATPを同時に添加した条件下では認められる。一方、

単離葉緑体を白色光で前照射すると、暗条件下におい

てもATPを添加することにより成熟型のDlタンパク質

の蓄積が認められるようになる。

以上の結果は、成熟型のDlタンパク質の蓄積を制御

する因子が光合成電子伝達反応の進行により形成され

ることを示している。

2pH07 
過酸化水素による光化学系IIDl蛋白質の暗所での分解

徳富光恵 (農水省・生物資源研)

光化学系II反応中心のD1蛋白質は強光照射下で損傷を受

け分解される。単離した系II標品に強光を照射すると、 D1 

蛋白質が分解を受けi刀VIVOと同様な23-kDaフラグメントを生

成するが、このフラグメント生成は活性酸素スカベンジャー

で大きく抑制される(Miyao-Tokutomi，M.， IBC1993)。活性酸

素自身がD1蛋白質を分解するかどうかを検討するため、暗

所での活性酸素処理の効果を調べた。

活性酸素のひとつ過酸化水素は光照射下で系II還元側で生

成することが知られている。単離系 II標品(LHCIIを除いた

PSII標品、コア標品、反応中心標品)を印刷過酸化酸素で

30分間処理すると D1蛋白質と D2蛋白質が特異的に損傷を

受けた。ウエスタンブロット解析から、強光照射下と同様に、

D 1蛋白質の23-kDaフラグメントおよびD1蛋白質とチトク

ロムb559αサブユニットの架橋産物が生成することがわかっ

たO 同様のフラグメント・架橋産物生成は系Il掛票品でも観

察された。過酸化酸素自身はペプチド結合を切断できないが、

Fe2+など、の金属イオン存在下でより活性の高いヒドロキシル

ラジカル・アルコキシルラジカルを生成する。これらのラジ

カルを特異的に除くスカベンジャー(刀 propylgallate)で過

酸化水素によるフラグメント・架橋産物生成が抑制されたo

以上の結果から、光化学系II近傍で過酸化水素が生成すると

D 1蛋白質が特異的部位で切断される可能性が示唆された。
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2pH08 
光化学系IIから種々のベン、ノキノン誘準体への電子f己主反応の

角科一)r
小池裕幸、大橋美保、菓子野康治、佐藤和彦(姫工大、 I里、生

命科学)

我々は以前、単離した光化学系II複合体を用いて、種々のベ

ンゾキノン誘導体が光化学系IIのQB部位に結合し、 QAから直

接電子を受け取る事を示し、報告した。本学会ではプラストキ

ノンプールを有し、かつ光化学系II複合体が膜に埋め込まれた

1大態になっているチラコイドを材料に種々のベンゾキノン誘導

体が光{i洋系11からどのようにして電子を受け取るのか、また

QB部位への親和性は単離系II複合体と異なっているのか否かを

調べたのでその結果について報告する。

材料;説子費対生ラン色細菌Synechococcusvulcanusから調裂し

たチラコイドと粗光化学系II標品を用いた。酸素発生速度を添

加するキノンの濃度を変えて測定すると、不思J義な事に多くの

ベンソキノン誘導体で高濃度側で活性の悶害が観察された。ご

の事はベンゾキノンが遊離のプラストキノン及びQBの両方から

電子を受け取り、高濃度側での阻害はQB部位ヘベンソキノンが

結合する事によるQBから遊離のプラストキノンへの電子同室反

応が阻害されたためと考えると良く説明できた。酸素発空速度

のベンゾキノン濃度依存性からベンゾキノンのプラストキノン

及びQB部位への親和性及びそれ等との反応速度が計算できた。

チラコイド膜と単離系II標品での上に述べた測定の比較から、

基本的には両+嘉弘で同様な反応が同様な逸度で進行している事

がわかった。

2pIOl 
ヒャクニチソウ管状要素分化に関連した植物ホルモン誘導遺伝
子単離の試み
直盛皇ム、中平洋一、出村拓、福田裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウの芽生えの第一葉から機械的に単離した葉肉
細胞は、植物ホルモンを含む分化誘導培地で培養すると高頻度
(30-40 %)かつ同調的(培養開始後 60-即時間)に管状要

素に分化する。培養開始後 48時間目に、二次唆肥厚に先立って
発現景の噌加する遺伝子 (TED2-4)に関してはすでに報告され
ているが、分化初期過粍での遺伝子発現に関しては、ほとんど
明らかにされていない。管状要素分化の誘導には、オーキシン
とサイトカイニンの両ホルモンが必須であることが知られてい
るので、我々は両ホルモンがそろって初めて発現してくる遺伝
子を単離することにした。
オーキシン (NAA) のみを含む非分化誘導培地 (CN培地)で

28時間培養した細胞と、 CN培地で M 時間培養した後にサイ
トカイニンを添加し、更に 4時間培養した細胞から、それぞれ
poly(A)+RNAを抽出し dscDNAを合成した。目的とする遺伝子
は後者でのみ発現しているはずであるが、両者の違いが、培養
時間にしてわずか 4時間しかないこと、及びこの時期には分化
に伴う細胞の形態変化がまだ全く起こっていないことから、両
者のcDNAの組成はほとんど共通していることが予想された。

そこで我々は PCRを利用した subtraction 法何'angand 
Brown， 1991) を用いて、両ホルモンにより up-regulation， 
down-regulation をそれぞれ受ける遺伝子を単離することを目
指した。まずPCRとsubtractionの条件を検討し、その後遺伝
子の単離を試みた。今回はこれらの実験の概略とともに、現在
とられている up-regulation 及び down-regulation を受ける
cIoneの候補の解析結果について報告する。

合 z.Wang and D.D. Brown (1991) PNAS. 88: 11505 



2pI02 
arcA遺伝子の BY・2における発現と才}キシン応答領

減の同定

五旦宣呈互主、高橋陽介、長田敏行〈東京ス学夫学院

理学系研究科〉

分子レベルでの才一キシン作用僧梅解明の第

一歩とレてタパコ活賃細胞 BY-2株よりオーキシンに

より制御される遺伝子を単離し、その骨量能及び発現制

御纏摘を解析レている。 BY-2は極めて速くi昌殖レ、

均一な細胞集団より成立する生化学的解析に適レた細

胞であり、高度な同調系ち確立されている。さらに、

万ーキシン飢餓を与えた BY・2細胞に方ーキシンを再

添加レた時の応答とレて細胞分裂が観察されるので、

細胞分裂における方ーキシンの刻果を解明するための

適レだシステムとなると期待される。 arcAはこの BY-

2細胞よりオーキシン応答遺伝子とレて単離された。

縄造解析の結果、 WD-40リピー卜を持つ Gタンパク

質βサブユニットファミリーに属する事が明らかと

なった。本夫会では BY-2細胞内における、ノーザン

解析による arcAの発現僚式とトランジエントアッセ

イにより同定された arcAプロモーターのオーキシン

応答領減について報告する。

2pI03 
オーキシンによって誘導される遺伝子 parCの転写に関わ
るシス領域の解析 酒井達也、高橋陽介、長田敏行(東

京大学大学院理学系研究科)

我々はオーキシンによる植物の成長制御の機構解明を目
的として、オーキシン誘導遺伝子に着目し研究を進めてい
るが、これまでにタバコ葉肉プロトプラストにおいて、
オーキシンにより発現が誘導される遺伝子をいくつか単離
している。今回はそのうちのーつ、 parC遺伝子の転写に
関わるシス領域の解析を行い、従来の他の遺伝子と併せて

オーキシンによる遺伝子発現制御機構について考察した。
parC遺伝子の転写開始位置より上流約 2kbと GUS

レポーター遺伝子との融合遺伝子を作成し、アグロパクテ
リウムを介してタバコ植物体に導入した。得られた形質転
換体の葉組織をオーキシン処理すると、 GUS活性の1-.昇
が認められた。 5' 側欠失変異プロモーターと GUS遺伝
子の融合遺伝子を用いて解析した結果、転写開始位置より

上流 227bpまでをもっ融合遺伝子では、オーキシンによ
る GUS活性の上昇がみられたが、上流 84bpまで縮める
とオーキシンによる GUS活性の上昇はみられなくなった。

これより、 parC遺伝子のタバコ植物体におけるオーキシ
ン誘導に関わるシス領域は、転写開始位置上流ザ227bpか
ら -84bpまでの 143bp内に存在することが示唆された。
現在、さらにこの領域を細かく解析し、 parC以外の

オーキシン誘導遺伝子の解析結果と併せて、シス領域を絞

り込むべく研究を進めている。

149 

2pI04 
par8遺伝子の万一キシンに関するシス領i或の決定と

タパコ値物体での発現

重畳堕fr、長田敏行(東京大学大学院理学系〕

領物における愚ち重要な生理活性物質の一つであるオ

ーキシンは細胞分裂、形態形成等、値物の生活環の

織尽な局面に決定的な役割を果たしていると誓えられ

ており、その作用織持層の解明は値物科学における患重

要課題の一つである。我々はタバコ裳肉細胞プロトプ

ラストとタバコ活量産細胞 BY-2から才一キシンで発現

が誘導される遺伝子 parA，par8， parC， arcAをクロー

ン化して解析レてきた。

このうち par8はその産物がグルタチオン$トランス

フエラーゼの活性を有することが明らかになっている。

また愚近シロイヌナズナの膜圏分より見出された才一

キシン結合蛋白質と parB産物とは 57.4%の相同性が

容をすることが示され興味を集めている。本夫会では

par8遺伝子のオーキシンによる遺伝子活性化を司る

シス領爆の決定、タパコ値物体での発現分布と才一キ

シンに対する応答性の発生段階における変化について

報告する。

2pI05 
シカクマメ・プロテアーゼインヒピター遺伝子 5・上流領

域に存在するMARの解析

直一品孟、飯 哲夫、岩淵雅樹 (京都大・理・植物)

核マトリックスは細胞核中に見出される骨格様構造であ

り、転写、複製等の様々な核の機能に関与することが示唆

されている。また、核マトリックスに結合するDNA領域

はMAR(Matrix a<isociated region)と呼ばれ、非常にA-T塩

基対に富むことが知られている。高等植物における遺伝子

の発現調節において、核マトリックスの果たす役割を明ら

かにするためには、核マトリックスと遺伝子近傍に存在す

るMARの相互作用の解析が必要である。コムギ培養細胞

から調製した核マトリックスとの結合能を指標にして、

MARを検索したところ、シカクマメのキモトリプシンイ

ンヒピター遺伝子 (WCI-3b)S'上流領域に広範囲にわたり

核マトリックスと結合するMAR(WC1-3 b-MAR)を見出した。

WCI-3b-MARは既に報告されているMARと同様にA-T塩基

対に富み、 MARに頻出するそチーフを数多く含んでいた。

また、サウスウエスタン法により、コムギ核マトリックス

中に、このMARに結合する複数の夕ンパク質を検出した。

このWCI-3b

コ培養細胞BY-2を用いた一過性の発現系により調べたと

ころ、転写活性を上昇させることが解った。現在、この

MARの位置効果に及ぼす影響を明らかにする実験を行っ

ている。



2pI06 
シカクマメKunitz型キモトリプシンインヒピター遺伝子の
発現制御機構の解析
様 帯、坂田洋 l、船田良2、安部久2、土生瑚1、

(北大、農、応用生命科学1、森林科学2)

シカクマメの成熟種子および塊根中には多量のKunitz型
キモトリプシンインヒピター (WCI )が蓄積され、また茎
においても少量のWCIタンパク質の蓄積がみられる。 WCI
の生理的役割については、まだ明らかにされてはいないが、
(1)内在性プロテアーゼの制御、 (2)昆虫などに対する

生体防御、 (3)種子貯蔵タンパク質のーつ、などが考え
られている。これまでにWCIタンパク質は少なくとも 7穫の
遺伝子からなる多重遺伝子族によってコードされているこ
と、およびシカクマメ中での主要なWCIタンパク質である
WCI-3タンパク質は極めて相向性の高い二つの遺伝子、
WCI-3aiヨよぴWCI-3b遺伝子によってコードされていること
が示されている。今回我々は、 WCI遺伝子の発現制御機構
の解明を目的として、シカクマメおよびトランスジェニッ
クタバコにおけるWCI遺伝子の発現の組織特異性を解析し
た。
抗WCI-3抗血清と蛍光色素FITCでラベルした二次抗体を

用いたシカクマメの成熟中期の種子および茎の切片の免疫
染色の結果、種子においては目玉軸、子葉の両方でWCIタン
パク質が蓄積されていること、茎では維管束組織にWCIタ
ンパク質が局在していることが示された。また、 WCI-3b遺
伝子の5'上流域とレポーター遺伝子である s-グルクロニダ
ーゼ(GUS)遺伝子を融合させたものをタバコに導入し、得
られたトランスジェニックタバコの種子および茎において
組織染色を行なった結果、シカクマメ中でのWCIタンパク
質の発現と同様なGUS活性の局在がみられた。このことか
ら、種子および茎におけるWCI遺伝子の組織特異的な発現
は転写レベルで制御されていることが示された。

2pI07 
イヰ種子発芽時におけるセリンカルボキシベプチダ ゼ遺伝子

の組織特異的発現

堅星笠重、石川 鎖(北大・地際環境科学・環境分子生物学)

セリンカルボキシベプチダ ゼ(C B P) はセリン残基を活

性部位に持つベプチド分解 酵 素 で あ る が 、 そ の 存 在 は 多 く の 生

物に知られている。穀物植物の発芽種子においては 5種類の異

なる CBP (I-V型)が 存 在 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 我 々

の研究室においてはイネ未熟、及び発芽種子より調整した cD 

NAライプラリ より I型、 E型、及び新規の E型様 C B Pを

コードするクロ ンを同定している。これらの CB Pに対する

mRNAの種子発芽時における変動を調べるためノ ザン法、

in situ hybridization 法を用いた解析を行ったところ、いず

れの CB Pもその発現時期は発芽後期に集中していたが、発現

部位においては組織特異的な傾向を示した。 I型 CB Pは茎糞

とJff盤上皮において高い発現が見られ、 E型様 CB Pについて

は発芽Jff全体で弱い発現が見られた。 E型 CB Pはジベレリン

酸誘導性遺伝子の産物として同定されたものであるがその発現

は糊粉層細胞に集中しており、区、盤上皮、茎葉、根においても

若干の発現が見られた。遺伝子解析の結果、 I型、 E型 C B P 

遺伝 子 ともにイネ・ゲノム内において単一に存在していること

が示されたが、イントロンの挿入部位、活性部位の比較などに

ついて両者の遺伝子についての関連性は見られなかった。これ

らの C B Pの持つ類似した触媒活性を考止ると、各々の遺伝子

が時期特異的、組織特異的な発現を行う事により良好なベプチ

ド分解活性を植物体に提供しているものと恩われる。

150 

2pI08 
倍数性の異なるコムギにおけるWポ童伝子のドースと結
合型デンプン合成酵素活+生の関係
O藤岡直子、和問野晃¥平知明(大阪府立大学・農学
部・閣農、 1炭化)

デンプン合成に関与する酵素の 1つである結合裂デン
プン合成酵素 (Wxタンパク質)の遺伝子I士、J!f乳デン
プンのウルチ性、モチ性を支配している。しかし、コ

ムギにはそのモチ性の突然変異遺伝子は存在していな
い。この研究は、倍数性の異なるコムギにおける Wlci宣
伝子のドースと酵素活性の関係を明らかにすることを
日的した。

用いた値物は、四倍体コムギ (2n=28、AABB) 、六
倍体コムギ (2n=42、AABBDD) とその祖先種であると
されている二倍体コムギ (2n=14、AA、ss、DD)である。
開花後 13日目の未熟脹乳からデンプンを精裂し、デン
プンに結合した酵素によって遊離したADPを測定する

ことによりその酵素活性を測定した。
Wx遺伝子はそれぞれのゲノムに 1佃存在している。二

倍体ではゲノムによってこの酵素の分子量が若干異な
り、比活性も異なることから、構造遺伝子が異なって
いるものと恩われる。{音数体ではそれぞれのゲノムの
Wが患伝子が共優性的に発現している。 Wx遺伝子のドー

スが二倍体の2倍である四倍体コムギの酵素活性は二倍
体コムギより高い値を示したが、六倍体ではWx遺伝子
のドースが凶倍体の1.5倍であるにもかかわらず四倍体
より低い彼を示した。この結果から、四倍体にDゲノム
が加わり、六倍体が形成されてから現在までの聞に酵
素活性が調節されるような機構を獲得したととが推測
される。



一般講演

第 3E 3月30日(水)
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一般講演

第 3日 3月30日(水) 午前の部

A会場 光合成細菌(1 ) 

B会場細胞壁(2 ) 

D会場 環境応答(5 ) 

E会場 形態形成(2 ) 

F会場 成 長 調 節物質(1 ) 

G会場 蛋白質・酵素(1 ) 

H会場 遺伝子発現(5 ) 

I会場 遺伝子発現(6 ) 
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3aAOl 
Rhodobacter sulfidophilus光捕集性色素蛋白質複合体の分光

学的特徴
土井道生，岡山繁樹(九大・教養・生物)

Rhodobacter sulfidophilusは明鎌気的生育条件下だけでな
く暗喜子気的にも機能ある光化学系を形成することができ，他

の光合成細菌あるいは好気性光合成細菌とは異なった機構で色

素および光合成器官の合成が酸素分圧によって調節されている

と考えられる.この細菌の光化学系は反応中心と二種類の光捕
集性色素蛋白質複合体 (LH1， LH 11)から構成され， Rhodo 
bacter属の細菌と共通した光吸収特性を示す.我々はこれま
で生育条件に依存して形成される光化学系の特徴を明らかにす

るため，暗喜子気的および明ー嫌気的条件下で生育した薗体より

色素蛋白質複合体を単離し分光学的特性，色素および蛋白質組

成などについて研究をすすめてきた.本細菌膜画分から両性界

面活性剤IJLauryldimethylamine-N-oxideを用いて可溶化し単

離したLH11は，他の光合成細菌から得られるLH11標品と問機

に二種類の低分子ポリペプチド α，β(52，50アミノ酸残基)

からなり，パクテリオクロロフィル a(Bchl a)とカロテノイド
を2:1の比で含んでいた。しかしこの LHII標品は， Bchl a 
ダイマーに由来すると考えられている近赤外部の長波長側吸収
帯が invivoに比べ短波長側にシフ卜しており (852nm→
825nm) ，塩の添加、界面活性剤濃度の減少，アルカリ pH
へのシフトにより可逆的に長波長側へシフ卜する (825n肝今

852nm)特徴を示した。本講演では単離 LH11で見られる塩

および pHに依存した可逆的な吸収帯のシフトは， Bchl aが配

位していると考えられているポリペプチドのヒスチジン残基の

プロトン化のレベルにより調節されていることを報告する.

3aA02 
緑色硫黄光合成細菌生担辺恒旦民医虫E反応中心粒子の分

光学的研究

楠元範明，井上和仁¥富岡厚、桜井英博(早稲田大・教育

・生物神奈川大・理・応用生物〉

われわれは好熱性緑色硫黄光合成細菌C.tepidumより、嫌気

性の維持に細心の注意をはらうことにより、光化学的に活性

な光化学反応中心 (Rc)複合体を精製した。 RC複合体は

室温閃光照射によって酸化されるCytC55Iと 3種のFe-Sセン

ターを結合している。閃光により、また連続光により酸化さ

れるCytcはいずれも化学的に酸化されるCytcの約60%で、あ

った。室温における連続光照射実験より、 Cytc/P840=1. 7 

or 1. 2、Bchla/P840=70 or 50と計算されたoP840の60%が

光化学的に活性だと仮定すると、 Bchla/P840=42 or 30とな

るo(仮定:Cyt c B 551=20、P840 B 830=90 or 64、Bchla 

ε810=100mM-1・cm-1) 

閃光照射後の551nm(こおける吸光度の戻りは、単一成分より

なり、その速度は5mMAsc存在下ではt1/2-400msで、 O.lmM 

DPIP+ 5mM Asc存在下ではt1/2-16msで、あった O この戻りの

速度はDPIP濃度に一次反応的に依存した。また420nm-440nm

近辺における吸光度の戻りはZ成分により近似された。この

波長域における戻りの速度は、 DPIPの濃度に依存するCytc成

分と、 DPIP存在下でもっとゆっくり戻る他の成分 (Fe-Sセン

ターと思われる)から成っていた。 O.lmM DPIP+ 5mM Asc存在

下での605nmにおける吸光度の戻り (P840の酸化に対応)は、非

常に早く (t1/2<lms)で我々の測定装置の分解能以下であった。
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3aA03 
EMS処理によって得られた Roseobacterdenitrifト

£主盟突然変異株の性質

高宮建一郎，倉屋芳樹，島田裕士，塩井祐三(東工大

生命理工)

好気性光合成細菌 Ros.denitrificansは強い好気

条件下でも光合成色素を多く蓄積する。我々はこの細

菌の色素合成系の制御機備を研究するために，エチル

メタンスルフォン酸 (EM S)処理をして得た突然変

異株の性質を調べている。今回は，これらのうち興味

ある株の性質について報告する。

野性株を1.5 % EMSで 2時間処理することによっ

て，野性株より赤色の濃い株を全コロニーあたり約

0.1 %のオーダーで得た。平板培養を繰返し純粋に単

離した後も，液体培地で培養後平板に多数播くと，緑

色や黄色などの色調の異なるコロニー (0.1-10引 が

生じた。また，一個の赤いコロニーの中に扇形の緑色

や黄色のセクターを含むものもかなり存在した。緑色

や黄色の株から赤色株への復帰は見られなかった。

これらのことから，この突然変異株は増殖中にさら

に変異を起こしやすく，とくにその色素蓄積の表現裂

の変異に特徴があると思われる。この変異の機構につ

いては現在までのところ不明である。色素組成など生

化学的性質についても触れる予定である。

3aA04 
光合成細菌ロドシュードモナスピリディスのクロマトホアのカロチ

ノイドの電場依存性パンドシフト

星正之内 C.C. Moser'. P. L. Duttonl 通産省・工技院'生命工学

工業技術研究所、 ペンシルパニア大学・医1)

他の紅色光合成細菌ではクロ 7 トホア中のカロチノイドが示す電

場依存性パンドシフト (Starkshift)が光照射法や塩添加法で詳しく

研究されているのに較べて、 Rhod盟竺盟盟旦笠ヱ江辺~ ではこの

様な報告は無い。 我々は~ユ江辺~のクロマトホア膜に含まれ
るカロチノイドの吸収スベクトルの電場依存性パンドシフトを検出

するため直接電場印加法を用いて実験を行つむ

デロマトホア膜を電気泳動的にITO透明電極上に固定化し乾燥させ

た後、 ポリエチレン層で被覆し、 さらに白金を蒸着して対極とした

サンドイァチ型の素子試料(電着膜)を作成 Lた。

電着膜はクロマトホア懸濁液と類似の吸収スペクト Jレを有し 30 

-IOOVの直流電場を 25ミリ秒間両電極に印加すると 400-
5 0 0 n mのカロチノイド吸収領域において電場の強さの 2乗にほ

ぼ比例したパンドシフトを示した。 このパンドシフトによる差スペ

クト Jレの形は電着膜の吸収スベクトルの一次微分成分及び 2次微分

成分を含むものと考えられた。

以上の結果より、~叫工当~のクロマトホア中のカロチノイド
分子 l立電場依存性のパンドシフトを起こす性質を有しており、今ま

でにカロチノイドのパンドシフトの測定が報告されていないのは主

としてクロマトホア膜の形状がシート状もしくは閉じていない小胞

状であるためと考えられた。



3aA05 
嫌気及び好気J音養した光合成細菌也注単盟主監坦且盟盟の

色素蛋白複合体 (LH1とLH2)の色素組成

高直皇二，嶋田敬三1 (日本医大・生物都立大・理・生物)

嫌気培養したfu!.包担註盟盟主に比べ好気培養したものは

色調が肴ミ紫色になることが知られている.そこで光合成膜を可

溶化し，電気泳動により 2種類の色素蛋白複合体 (LH1と

LH 2)を分離精製し，その色素車白或を分析した.

全てのカロテノイドを同定したところ，好気培養では既に知

られている diketo-spirilloxanthinばかりでなく monoketo-

spirilloxanthinの存在も確認できた.嫌気及び好気培養共に

B875 (LHl)と B800-860 (LH2) が存在し，バクテリオクロロフ

ィルの近赤外部吸収スペクトルは培養条件によらずに各々同ー

であった.一方カロテノイド領域の吸収スペクトルは同じ培養

のLHlとLH2ではほぼ同一であり，カロテノイド車曲或もほ

ぼ同一であった.嫌気培養では spheroidene.OH-spheroidene 

が 90%近くを占め， spirilloxanthinが 10%あった.好気培

養ではケト型の spheroidenone. OH-spheroidenoneが 9側近

くを占め， monoketo-. diketo-spirillo哨 nthinが 10%近く存

在した.両方の複合体共に spheroide(no) neより OH-sphero-

ide(no)neが 2-10倍量存在した.嫌知者養で生育した菌体

を好気条件に切り替えると，複合体に結合した状態でカロテノ

イドのケ卜化が起こり，特にLH2においてLHlより早く起

きた.昨年の本年会で発表した Rhodops凶 d蜘 nas箆辿曲込旦

の場合はLHlとLH2のカロテノイド組成が大きく異なり，

今回とは違う結果であった.

3aA06 
C仏'hバ山山Irυ川j

異fが的H内Jノtクテリアルマ y ト様クラス夕一形成

主以立、、r1JlijJl、嶋[lJ敬ミ、松浦克美

(都ウ大・玉里・生物、):1ニシ環境バイオ研)

[;:1内温泉より単離きれた好熱性糸状緑色党合成制的MD66

株およびY1 9株は、形態的 .f十周的・ j宣伝的解析から

011οrof!exus(Cfx.)属の新種であると判断されることを先に報告

した f この新種の〕色合成~宵の分光学的性質は Cfx
al1l刀打tiacllSのそれと類似していたが、その反応中心を構成し

ているベブチドの遺伝 fを配列決定したところ、アミノ酸で

約百%、 DNAレベルでは約16%の走異が見られた内 HPLCによ

るカロチノイド分析から、この菌がCfx 山 r;Jntl丘CUSとは異な

り、。 carnIt'neでもy問 roteneでもないカロチノイドを主に合

んでいるのが明かとなったけこれらの結果も踏まえ、新l岩株
をCfx.aggl・egansと命名した。

Cfx. aggregansの一番の特徴はそのバクテリアルマット僚

の細菌宛(クラスター)の形成であるのこの独特な運動は卜数

分という短い時間内に起きる現象であり、 Y色合成または呼吸

によって得られる Jーネルギーに依存していた。また、このク

ラスター形成速度はこの菌の成長の最適温度で最も早なっ

た。このような速い運動性はこの菌株の採集場所が温泉の流

水中のバクテリアルマットであることを反映しており、そこ

での固着生活において有利な性質であると考えられる。この

運動速度が cyclicnuc1eotide phosphodiesteraseに対する阻害物

質である IBMX(3isobutyl1methylxanthine)の添加により速
くなったことからこのクラスター形成運動の調節に環状ヌク

レオチドが関与していることが示唆される。
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3aA07 
ヘキサノール史民里クロロソームを用いたパクテリオクロロフィ

ルc高次構造再構成の時間経過

盤i臨E讐，広田雅光，三室守1，M.Mill巴1・ R.Cox2

(都立大・理・生物基生研，20denseUniv.，Biochem.lnst.) 

緑色光合成細菌の光捕集色素構造体であるクロロソームは，

パクテリオクロロフィル~の高次構造形成にタンパク質が直接
には関与していない特徴を持つ.この高次構造形成の過程を明

らかにするために，ヘキサノール即璽で高次構造を破壊したク

ロロソームからの高次構造再構成の時間経過を調べた.

材料は緑色イオウ細菌血lorolu.塑包副哩から単離したクロ

ロソームを用い，速い測定にはストップトフロー装置を用いた.

飽和濃度のヘキサノール処理により，パクテリオクロロフィ

ルcの近赤外吸収帯は747nrnにピークのある集合体型から

670nrnにピークのある単量体型に変化した.処理後ヘキサ

ノールをゆっくり除くと， 670nrnの吸収得は中間型を示さ

ずに直接749nrnの吸収帯に戻った.一方，ヘキサノール処

理クロロソームを急激にヘキサノールを含まない等量の緩衝液

で希釈すると，中閥抗態のスペクトルが観察された.中閥抗態

は， 6ミリ相磯にまず710nrn付近の肩として検出され，そ

の後ピークは710nrn(750ミリ秒) ， 718 nrn (10 

秒) ，733nrn (5分)， 738nrn(7時間)と変化した.

これらの結果は，ヘキサノールの急激な除去で高次構造が再

構成されるときは，まず少ない分子数のオリゴマーが形成され，

それが時間経過とともに大きく成長することを示す.ゆっくり

した除去では，ほとんどの色素分子が単量体型から直接大きな

集合体型に再構成されることを示唆する.

3aA08 
緑色光合成細菌のクロロソームの構造と機能におけるカロチノ

イドの役割

辻一公煙，高市真ーに松浦克美，嶋田敬三 (都立大・理・生物、
1日本医科大・生物)

緑色光合成細菌のカロチノイドについては存在および組成に
関する報告はすでにあるがj)、その機能、存在状態については

ほとんど調べられていない。緑色細菌の光捕集構造体であるク
ロロソ ムは、パクテリオクロロフィル(BChl)旦、 BChl旦、

カロチノイドを含み BChlcはクロロソーム内部に自己集合体

として、 BChlaは細胞質膜との接合部分であるべ スプレート
にタンパク質との複合体として存在していることがすでに示唆
されているが、カロチノイドの役割については不明である。我
々はこのクロロソ ムにおけるカロチノイドの機能、存在状態
に興味を持ち、カロチノイドと BChlの定量的関係の有無およ

びカロチノイドの光捕集色素としての機能について調べた。

クロロソームは Chl旦oflex坦坦旦旦t1盆堕から単離したが、
この菌では強光条件下では BChl(!の合成が抑制されカロチノ

イドの相対含量が増大することが知られている。光条件の異な
る培養菌体全体の色素組成を調べたところ強光培養のものでは

相当量の遊離状態のカロチノイドが見いだされたが、クロロソ

ーム中のカロチノイドの相対量も弱光培養のものに対してやは
り増加していることがわかった。すなわち、クロロソ ム中の

カロチノイドと BChl(!の量比は変化していることが示された。
一方、クロロソーム内のカロチノイドの光エネルギーの捕集

に対する寄与について調べるため蛍光の励起スベクトルを測定

した結果、カロチノイドから BChl(!への励起エネルギ一転移
があることが確認された。
j) Schmidt. K. (1980) Arch. Microbiol. 124. 21-31 



3aA09 
紅色光合成細菌の光化学反応中心複合体遺伝子の PCR;去を

用いたクローニングと一次構造に基づく系統解析

永島賢治、平石明 1、嶋田敬三、松浦克美(都立犬・理・生

物、 1コニシ環境バイオ研)

紅色光合成細菌は、 16SrRNAおよび可溶性チトクロム c
に基づいた系統分類により、 α、β、 yの 3つの亜綱に分け

られている。これまで、紅色光合成細菌の光化学反応中心複

合体をコードする遺伝子の一次構造は、専ら αグループの細

菌で調べられてきたが、我々は Sグループの Rubrivivax
gelatinosusの反応中心遺伝子の一次構造を決定し、 αグ

ループの細菌と比較することにより、過去において αグルー

プの細菌から Ru.gelatinosusの祖先種への反応中心遺伝

子の種間移動があった可能性を指摘した。この可能性を更に

検討するために、 α、β、yの各グループに属する 6種の光

合成細菌の反応中心遺伝子の一次構造を決定した。反応中心

複合体の LサブユニットのN末端側、およびMサブユニット

のC末端但IJに保存された配夢IJからプライマーを作成し、 PC
R;去によりそれぞれの遺伝子の約90%の範囲をクローニン

グし塩基配列を決定した。これら 2つの反応中心蛋自の一次

構造に基づく系統樹を作成したところ、 8および Tグループ

の細菌のものはRu.gelatinosus問機に、 αグループの中に

まとまって位置付けられた。このことは、 βおよび yグルー

プの祖先種が、光合成器官をコードする遺伝子を、 αグルー

プの祖先種から種間遺伝子移動によって受け取ったこと可能

性をさらに強く示唆している。

3aAlO 
スフヱロイデンのシスートランス異f生f本の S。ラマンスペク
トル
直直一直差，大橋直人，菱月順，九鬼導隆¥小山泰
(関西学院大・理J神戸高専・応用化学)

R. spbaeroides 2.4.1から抽出精製したall-fransス
フエロイデンに光増感剤hを添加し、 20分間光を照射して光
異性化を行い、このシスートランス異性体の混合物から高速
液体クロマトグラフィーで各異性体を分離・精製した。この
ときの充填弗j は水酸化カルシウム、展開溶媒は 7~8% アセ
トン/lJ-ヘキサンであった。光異性化混合物のうち、 5つ
の異性体の構造を 'H-NMRを用いて決定している a 一方、
R. sp/ia♂rOldes 2.4.1の粗製光反応中心(以下、 RCと略す)
から、光を完全に遮断した状態でカロテノイドを摘出し、高
速液体クロマトグラフィーで精製した。

これらの異性体のうち、光異性化による 7つの異性体'及び
RCから得た lつの異性体の n-ヘキサン浴液について、液体窒
素温度において 488.0nmの励起光を用いて共鳴ラマンスベ
クトルを測定した。シスートランス構造の違いを最も顕著に
反映しているのは 1100~ 1300 cm-1の領域のスベクトルで、
この領域はc-cの伸縮振動に基づいている。これまでの研
究で、 (a)1160 cm-1のうマンバンドの強度はall-Ir仰 s>
13-C I sとなること、 (b) 1140 cm-1のうマンバンドの強度は
13-C1S> alト Iransとなることがわかっており、今回の結果
と一致している。また、 RCに結合したカロテノイドは
15-C isであることがNMRによって結論され(Lutz他 1987)、
light harvesting complex (LH)に結合するのはall-trans
であるとされてきた。今回RCから得た異性体はやはり
15-C 1 sだということが、 1240cm-1に特有のうマンバンドが
見られることから確認される。これらのうマンバンドの特徴
に留意し、 (1)対称形である βーカロテンと非対称形である
スブエロイデンとの問にどのようなラマンスベクトル上の遠
いがあるのか、 (2)RC、LHに結合したスフエロイデンに分子
構造の歪みがあるのかを検討する。
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3aAll 
Spheroidene単量体と会合体の蛍光スペクトル

渡辺泰堂、輝吉栄治、加嶋睦之、董一旦.m、

小山泰(関西学院大・理)

渡辺らは、 170Kにおける all-tJ・M ・s-spheroideneの

CS2 溶液の蛍光・蛍光励起・吸収スペクトルを測定し、 4

つの電子状態の存在を報告した [Y.Wat釦 abe，T. K釧巴ya

ma， Y. Miki， M. Kuki組 dY. Koyama， Chem. Phys. Lett. 

206 (199) 62-68 ]。それらは Level 1 (21Ag-)、Level

II(1Bu-)、LevelIII (1 Bu +)、 Levelp{ (31Ag-)で、エネ

ルギーは 14600，18000， 18700， 23400 cm-1 であった。今

回、濃度依存性の実験を行い、前回発表したスペクトルは

170Kで存在する会合体に由来するもので、溶液を希釈す

ると単量体に由来する新しいエネルギ 準{立が検出される

ことがわかった。例えば1.34x10-5 Mまたは、1.87x10-6 

Mでは Level1 (21 Ag-)からの発光が 14100(0→0)、

12600(0→1) cm-1 に観測され、 Levelp{ (31Ag-)への吸

収が 21100(0←0)、22600(1←0)、23980(2←0)に観測

された。従って単量体の LevelI (21Ag一)と LevelP{ 

(31Ag+)は、 14100cm-1 と 21100cm-1 となり、会合体よ

り低いエネルギー値をもつことになる。 all-trans-sphero

ideneの Rーヘキサン溶液及びシス異性体についても報告を

行う予定である。

3aA12 
NMR分光 i去によるパクテリオクロロフィル C
(BChl c) の溶媒効果
温旦一~、 Leenawaty LIMANTARA、 栗 本 宣孝¥

古川 憲 治 ¥ 小 山 泰 (関西学院大・理、
1コベルコ科研)

緑色硫黄細菌 ChJOfObJilJ1J 'JlI!lJCOra が持つ
farnesyl Bchl cは、側鎖の異なる数種類の同
族体を含んでいるといわれている. これらを Cb.
JlmJCOra より メタノール/ジエチルエーテル
/石油エーテルを用いて抽出し、 充填弗jシリカ
ゲル、 展開溶媒 20%アセトン / nーヘキサン
を用いた H P L C で、 主成分である 2つの同族
体を分離・精製した. 主成分 2つを NM R ( 1 H 
-lH COSY、 'H-1H NOESY) で同定
した結果、 4-ethyl.5-ethyl farnesyl Bchl c 
(以下 EEF-Bchl cと略す)、 4-n-propyl.，5吟

ethyl farnesyl Bchl c (PEF-Bchl c) であっ
たロ

これらの同族体のうち EEF-Bchl cを用いて、
溶媒との分子間栢互作用(中心金属 M g への配
位、 カルボニル基との水素結合等)を解明する
ため Bchl cの中心金属 Mgの配位状態に注目し、
それを評価し得ると考えられる α、 β 位の 水 素
について NMR分 光 法 で 溶 媒 に 対 す る 依 存 性を
測定し、化学シフトの位置によって考察した。

配位力の強い順に、 ピリシン>T H F >メタ
ノールの 3種 類 の 溶 媒 中 で Bchl cの α-'Hの
化学シフトは、それぞれ、 9.68、 9.90、 10. 57 
ppm、 β-IHは、 9.46、 9.57、 10.13ppmであっ
た。従って化学シフトは、溶媒の配位力のみに
依存し、配位力の強い溶媒ほど低磁場シフ トす
る傾向が見られる.



3aBOl 
イネ幼葉鞘の成長と細胞壁に対するケイ皮酸誘導体

の影響

駈隼星，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・

理・生物)

イネ科植物の幼葉鞘細胞壁のマトリックス多糖類

に結合しているフェルラ酸(FA)とジフェルラ酸(DFA)

量の増加に伴い細胞壁の伸展性が低下することが報

告されてる。本研究では水中型イネ芽生えを用い、

ケイ皮酸誘導体類を外から与えた時の幼葉鞘の成長、

細胞壁の力学的性質及び細胞壁結合性フェノール化

合物量を分析し、細胞壁の伸展性の制御におけるフ

ェノール類の役割jについて検討した。

FA、 pークマル酸(p-CouA)、ケイ皮酸(T-CinA)は

イネの成長を抑制したが、コーヒー酸、フェニルア

ラニン、チロシンは効果を示さなかった。成長抑制l
を示す 3種の誘導体の内、 FAと p-CouA処理では細

胞度が固くなっていたが、 T-CinAでは変化はなかっ

た。現在、 DFA架橋仮説(Fry1979)との関連で細胞

壁の化学的特性を分析中である。

3aB02 
コムギ幼葉鞘細胞壁結合性フェルラ酸及びジブエルラ酸量

に対する水ストレスの影響

若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物)

60mMのポリエチレングリコール(PEG4000漣理による水

ストレス(吸水ストレス)条件下では、コムギ芽生え幼薬

事官の成長は著しく抑制された o 1日間PEGで処理した芽生

えを水に戻すと、幼業鞘の成長は対照と同レベルまで回復

した。細胞壁の力学的性質を調べると水ストレス条件下で

は成長が抑制されているにもかかわらず、幼葉鞘細胞壁は

緩んだ状態で維持されていた。一方、水ストレスから回復

させた場合には、成長の回復に伴い細胞壁は硬くなり、ほ

ほ対照と同程度となった。この時の細胞壁結合性フェルラ

酸(E'A)とジフエルラ酸(DFA)量を分析したところ、 FA量と

DFA量は水ストレス処理下では増加が抑制されていたが、

水ストレスからの回復に伴い急激に増加しほほ対照と同程

度となった。対照、水ストレス処理、回復処理の 3つの場

合ともFA'DFA量と細胞壁の力学的性質の変化との閑で高

い棺関が認められた.以上の結果より、 FAとDFAは幼葉鞘

細胞壁の力学的性質を規定する一因となっており、水スト

レスでの細胞壁の緩みの維持はFA'DFA量の増加の抑制に

よるものと考えられた。
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3aB03 

イネ幼葉鞘の気中における成長抑制

と細胞壁変化
河村幸男，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎

(大阪市大・ E里・生物)
イネ幼葉鞘の水中での伸長成長は空気中に比

べると速いことが知られている。本研究では、

気中、水中、および水中培養して適当な時期に

空気中に出し、その後水にもどして育てたイネ

幼葉鞘を用いて、細胞壁の変化を調べた。播種

3日目に、空気中に一旦出すと成長速度は減少

するが、水中にもどすと水中型と同様の速度に

回 復 し た 。 し か し 、 播 種3.5日目では同様の処

理をしても成長速度は回復しなかった。細胞壁

の伸展性も成長と同様の傾向が見られた。この

ことは、空気中では細胞壁の伸展性が低下し、

これが成長速度が低い原因となっていることを

示している。最近、マトリクス多糖分子に結合

しているフェルラ酸およびジフェルラ酸量と細

胞壁の伸展性との間に相関があることが報告さ

れている (Ka m i s a k a， e t a 1. 1則)。現在、

フェルラ酸およびジフェルラ酸量について分析

中である。

3aB04 
イネ幼葉鞘切片のオーキシン誘導成長と(1→3)，cl→4)グ

ルカン分解に対するコンカナパリンAの阻害作用

壁蔓墜!l， 増田芳雄大阪市大・理・生物帝塚山短大

.食品)

ある種のレクチンは、細胞壁多糖と結合し、その代謝を

妨げてオーキシンによる細胞壁のゆるみを阻害する。コン

カナパリン A CConA)は、双子葉植物並びに単子葉イ

ネ科植物のオーキシン誘導成長を阻害する。しかし、この

レクチンは αーマンノース及びαーグルコース残基を認識す

るので、細胞壁多糖ではなく、糖タンパク質である酵素と

結合し、その(動きを1fllえる可能性がある。本研究では、イ

ネ幼葉鞘の(1-3)，cl .4)グルカン分解酵素の作片]に対す

るConAの影響について検討した。

イネ幼業鞘切片に ConAを与えたところ、オーキシン

によって誘導される invivoでの(1→3)，cl→4) グルカン

分解が阻害された。この多糖の細胞壁酵素による自己分解

や、細胞壁より高濃度の NaCIで遊離された酵素標品によ

るグルカン分解反応も ConAにより阻害された。また、

グルカン分解活性のかなりの部分が、 ConA-Sepharos巴

カラムに吸着した。これらの結果と、細胞壁のゆるみに対

する ConAの阻害作用より、 ConAは(1-.3)，Cl -~4) グ

ルカン分解酵素と結合し、その作用を妨げるためにオーキ

ンンによる細胞吹のゆるみが起こらなくなり、成長が阻害

されると考えられる O



3aB05 
しだれ性のサクラのGA3による屈曲阻止に

おける組織学的変化

昼皇畳二J、足立香織2、武輝美2、伊東隆夫¥中村輝子2

('京大・木研、 2日本女子大・理)

しだれ性のサクラ、ヤエベニシダレ(Prunus 

spachiana)の当年枝にGA3処理を行なうと、しだ

れることなく上方へ向かつて成長するようになる。

今回我々は、この屈曲阻止現象が起こっている時に

枝の組織がどのように変化しているのか、ヤエベニ

シダレのGA3処理を施した枝、施さない枝および

立ち性の品種であるエドヒガンの枝から組織切片を

作製し、顕微鏡観察を行なった。しだれ性の枝にG

A3を処理すると枝の直径が大きくなり、木部組織

の増加が認められた。また、 GA3処理枝の上側で

引張あて材に相当する組織が形成されていた。一方、

GA3未処理の技にはあて材の形成は認められなか

った。これらの結果から、 GA3処理における屈曲

限止は、形成層における細胞分裂の頻度を高め、枝

を太く丈夫にすることに加え、あて材を形成するこ

とによって、枝を上方へと引っ張り上げることによ

って起こる現象であることが示唆された。

3aB06 
7エ加イMげ糖の成長阻害作用

亙差阜、西島隆明 1、掛川弘一、枝重有祐(農水省、森林総

研、 1野菜、茶試)

植物や微生物の細胞壁に由来するオリゴ精が種々の生理

活性を持つことが知られている。例えば、双子葉植物由来

のキシログ帥)t9J'糠は成長阻害作用を持つことが報告されて

いる。しかし単子葉植物の細胞墜に由来するオI}コ'糖の作用

については、報告は少ない。本研究では狩/コより単醸した

7J.仰イルラピ jキ行)3糖の成長阻害作用について検討した。

タケノコ細胞壁より7I!vロイル7ラピ/キシラン3糖(FAXX)を単臆した。

ウニコナγ-!v処理したわVンボゥrを5日間暗所で生育させ、GA3
および7.r.!vtl{!v糖を投与した。 3日後に第2薬幼革首長を測定

した。 GAョのみ処理したものに比べて、 GA3とFAXX(20司 170
nmollP lant)処理したものは伸長成長が10~30%阻害された。

細胞壁に以刊結合したゲイ7l!v'j酸の割合は、 GA3のみとGA3+
FAXXの聞で差はなかった。また、ハ.ヲ71-可溶のハ.イキシ'J'-t'
の7イソザイム}¥'~-ンに差はなかった。以上の結果より FAXXの阻
害効果について考察した。
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3aB07 
カボチャの根の力学的性質と細胞壁多糖類に

対するア Jレミニウムの影響

Hoa LE VAN. 桜井直樹(広島大・総科・自然)

アルミニウムで処理したカボチャ根の成長帯の

細胞壁の力学的性質を.応力緩和法で測定した.

アルミニウムは.処理後 1時間で根の成長を阻害

する.しかし力学的性質を表わすパラメーターの

中で. Tm (最大緩和時間)だけが，アルミニウム

処理 3時間後から減少した.この結果は.応力結

和法ではアルミニウムの成長阻害効果を測定でき

ないことを意味する. Tmの減少は.細胞壁の粘性

的性質が失われていることを意味し.根の細胞壁

が脆くなっていることを示唆する.次に.ベクチ

ンとへミセルロース多糖類の量的変化と分子量分

布を測定した.アルミニウム処理後 1時間で.根

の成長帯のベクチンの酸性糖量が増加した.へミ

セルロースは.処理後6時間で有意に増加した.

アルミニウムはこれら多糖類の分子量を顕著に変

化きせなかった.根の成長帯ではアルミニウムは.

ベクチンおよび、へミセルローの多糖類の分解を阻

害するか.合成を促進するかの.どちらかで量的

増加を引き起こしていると忠われる.

3aB08 
カボチャとトウモロコシの根カち子泌する多糖類の糖組成と

土壊微生物に対する影響

星旦圭盤、棲井直樹、掘越孝雄(広島大・総科・同然環境)

植物と微生物問の相互認識機構に、細胞壁成分の多糖類

が大きな役割を果たしていることが明かとなってきた。植

物の根の分泌する多糖類が、土壌微生物にどのような影響

を与えるかを、トウモロコシとカボチャを用いて調べた。

カボチャとトウモロコシはいずれも蒸留水中で水耕栽培

した。栽培後、水耕液を1慮過し、濃縮後、分泌多糖類の単

糖組成をガスクロマトグラフ、分子量分布をHPLCで調

べた。

主要中性構成単糖は、トウモロコシではグルコースとガ

ラクトース、カボチャではアラピノースとガラクトースで

あった。また、 トウモロコシではフコース古f、カボチャで

はラムノースの比率が高かった.全糖量に対する酸性糖量

は、 トウモロコシ約20%、カボチャ約45%であった。両者

の分泌多糖類の分子量には著しい差があった。トウモロコ

シの分泌多糖類は高分子と低分子ーからなるが、カボチャの

は低分子が主であった。

希釈平板法を用いて、土嬢中の糸状菌、細菌・放線菌の

生育に対する根の分泌多糖類の影響を観察した結果につい

ても報告する。



3aB09 
タケノコ細胞壁からの(1→3，1→4)-s-rrGlu伺 nの単離

並重宜輩、石井 忠(農水省森林総合研究所)

植物細胞の伸長成長には細胞墜に生ずるゆるみが不可欠であ

る。細胞壁のゆるみの一部は細胞壁多糖類が部分的に分解され

て起こると考えられている。単子葉植物では不明な点が多いが、

子葉鞘の伸長時lこ(1→3，1→4)-s-rrGlu伺 nの含量が減少する

ことから、この多糖類が単子葉植物細胞のゆるみに関与してい

ると推定されている。本研究では、単子葉植物細胞の伸長成長

機構解明のための基礎的知見を得るため、タケノコ細胞監から

(1→3，1→4 )-s-rrGlucanを単離し、その化学構造の解明を試

みたり

タケノコを粉砕、アルペン抽出し、細胞壁試料を得たっこの

試料を 0.05MCDTA (20oC， 2回)， 0.05M N~α)3 (l6h， 

1 OC & 3h， 20oC)， 1 M KOH (2h， 1 oC & 2h， 20 oC)， 4M 

KOH (2h， 20"C)， 4M KOH+2-3% boricacid (2h， 20oC)で

抽出し、細胞壁多糖類を得た。(¥→3，1→4)-s-D-Glucanは

1M KOH (2h， IOC)薗分に多く含まれていた。この画分をイオ

ン交換カラム(QAE-S叩hadexA-25)、GPC(Bio-GelA-5m) 

で精製したn 精製物は約90%がグルコース残基で、その 4位

(58.2-67.6%)と3位 (¥8.7-24.8%)で結合していた。

3aBlO 
形態形成能力/細胞接着性の異なる

ニンジン培養細胞におけるべクチン多績の構造
費並--'九佐藤忍、校重有祐1、石井忠1、藤伊正

(筑波大・生物、 1農水省・森林総研)

ニンジン培養細胞のうち不定隆形成能力や細胞の接着性に差
のあるE.bryogeniccallus(EC)とNon-ωbryogeniccallus(NC) 
の2材料を用いて細胞壁ベクチン多糖の解析を行い、細胞の分化
能や接着性をペクチン多糖の構造を基lこを考察した。
日本植物生理学会1993年度年会において我々は、 ECとNCのベク
チン多績(シュウ酸アンモニウム抽出)を分析したところ、メ
チル化をほとんど受けていない酸性糖を含む多糖質に量的な違
いが認められ、またこの多糖質の構成糖分析を行ったところ、
NCではガラクトースが、 ECではアラピノースが最も多い構成糖
として検出され、アラビノースとガラクトースの存在比に大き
な違いがあることを報告した。
本講演では得られたペクチン画分をゲル櫨過及びイオン交換

カラムにより精製し、メチル化分析による糖構造の推定を行っ
たので報告する。その結果ECでは5-Ara、3，5-Araが、 NCでは4-
Gal、6-Gal、3-Araが特徴的に検出された。さらにエキソ型アラ
ピナーゼ郷里を行ったところ、全アラビノースのうちECでは1/
4程度の、 NCでは大半のアラビノースカ対削じされずに検出された。
これらの結果をもとに、両細胞におけるペクチンの中性糖構造
を推定し、モデルを作製した。

またCOTA、Na2C03抽出のペクチン画分の分析結果によると、
細胞墜に強く組み込まれていると考えられる画分になるにつれ
アラピノース含量の増加がECで顕著に認められ、ペクチンの結
合性とアラピノース含量に正の相関が認められた。これらの結
果から細胞墜ベクチンに含まれるアラピノースが細胞接着牲に
重要な役割lを果たしていることが考えられた。
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3aBll 
低温グリセリン奥田ササゲ駐車曲中空円筒細胞壁の， pH依存性臨界

降伏張力 (y)

盟主且.岡本朱根 (横浜市大-総合理学・分子認識)

in vivoの細胞壁には臨界降伏圧 (Y)があるが invitroには

無い，したがってYは physiologicalな係数であり，細胞壁州開

定数ではない (Cosgrove，1985)カめような議論がなされてきた。

演者らは，ー1ちOcで2-3週間ち 0%グリセリン水溶液中'::7憂し

たササゲ魅輪中空円筒に 2ラOcで荷重をかけ，その可塑的伸長速

度と荷重との関係をもとめ， pHι0では 75g，pH 6.2てかは 130g

に，明かな臨界降伏張力 (y)の存在する事を見いだした。細胞壁の

展性 (φ)も，酸性化によって8倍に増加する。これらのパラメー

タのpHによる変化は可逆的であり， pH 6. 2と pH4. 0との簡のy

の変化偏(55g)は換算するとオーキシンによるYの崎小幅(70kP 

a)と一致する。今までinvitroの伸長実験に用いられてきた細胞

壁標品，たとえばメタノールで繋撤した細胞壁は変性し過ぎている

のに対し，冷グリセリン処理細胞壁にはより生体に近い構造と機能

カ滞陣されていると考えられ，この実験系は invivoの状態と In 

vitroの状態との聞をつなく1重要な架け橋となると思われる。

3aB12 
グリセリン処理ササゲ佐軸の細胞壁における

伸長成長パラメーターに対する熱処理の効果

且主主主邑同本尚(横浜市大.総合理学.分 f認識)

f民温グリセリン処理ササゲ駐車ulにおける

S tres s-S train 実験より、グリセリン処理細

胞壁にはpH依存性の伸長成長パラメーター

調節機構の存在が示唆される。

伸長成長パラメーターの調節に対する細 胞

壁結合性蛋白質の関与を知るために、熱処理

(90'C，l分 間) を施 した グリ セリ ン処 理サ

サゲ匹軸の伸長成長パラメーターを測定した C

熱処理の結果、臨界降伏張力(y )の酸性

化による変化は全く失われ、 pH4.0、 pH6.2
のいずれにおいても 130gであった。熱処理に

より蛋白質は変性するため、 yは酸性条件下

で活性化される酵素的反応により調節される

と考えられる。

一方、細胞壁の展性(世)は熱処理を施し

た材料においても酸性条件下で 2倍に増大し

た。この結果は yと世の調節機構が異なるこ

とを示唆している。



3aB13 
オクラ下脹軸切片における水の移動のンミュレー ν ョン

山本良一(帝塚山短大・食品)

植物細胞の吸水成長は外部から細胞内への水の取り込み

によって起こる O 水は細胞壁、細胞膜等を通して細胞に

取り込まれる。このような経路を通つての水の移動を理

解するための一つの方法として、植物器宮切片からの高

張i夜による水の流出をモデルとして検討を行った。オク

ラ下経軸切片をもちい、高張液による水の移動にHagen-
Poiseulleの法則が適用できるかどうか調べた。オクラ

下匹軸切片をソルビトール溶液に浮かべ切片の縮みを測

定した O いろいろな濃度のソルビトール溶液を用いたと

ころ、縮みの率は切片内外の水ポテンンャルの差に比例

することがわかった。また、いろいろな温度で測定した

ところ、縮みの率は水の粘性lこ反比例することがわかっ

た。これらの結果は、高張液による水の移動にlIagen-Po
i seulleの法則が適用できることを示している。そこで、

水の通り道を円筒形であるとシミュレートした。その結

果、水の通り道の径がサブナノメートルのレンジにある

と計算された。そこで、オクラ下駐軸切片をオーヰシン

処理し、ソルビトール溶液に移し、縮みを測定したとこ

ろ、オーヰシンは水の通り道の径を大きくすることがわ

かった。

3aDOl 
低温誘導性転写因子をコードするトウモロコシ

遺伝子菅 原和 幸、ThomasBerberich、鈴木信弘、

Kripamoy Aguan、草野友延(秋田農短大・生工研)

我々はイネ匪盤由来の培養細胞を低温処理し

た際に発現が誘導あるいは促進される 3種のcD

NAを単離した。このうちのlクローン(lip19)がb

ZIPをコード、することが明らかとなった。今回ト

ウモロコシの1ip19相同遺伝子を単離し構造解

析をおこなったところ、mlip15と名づけたこの

遺伝子はOBF1遺伝子とは異なるものであること、

両遺伝子の転写物は低温にさらされたとき共に

蓄積することが判明した。

ウサギ網状赤血球無細胞翻訳系で合成された

遺伝子産物(mLip15)は小麦ヒストンH3遺伝子プ

ロモーターに結合する。上記結果よりmLip15は

低温誘導性の転写因子である可能性が強く示唆

された。
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3aD02 
ABAを含む培地て培養したコムギ培養細胞の耐夜牲と

夜結障害
査藍圭之，菅原康剛{埼玉大・理・生体制御)

植物の培養事蹴包では， ABA(アブシジン酸)培地で培養する
ことによって耐凍性が増大することか報告されている o我
は々，コムギ培養昇、問包(Triticummonococcum し)を用いて，

ABA培地で培養した時の耐凍性の増大と凍車部章害について調
べた。
培養事耐包の;購読蛸者愛の生存率は廿c;吾1-5去で調べた。

ABA培地では， t吾妻頴寺間に伴し耐性力、著しく増大し，培養6
日後には耐凍性は最大になり，この時のABAの最適農度は
10~20mg/l であった。 ABA培地で培養前の車問包の 400Cの生
存率は数%で‘あったが， 10mg/lのABAを含む培地で培養した
棚包では，'.賠訴併による生存率の低下はほとんと認めら
れなかった。また， ABA培地で培養した時の*.slJI包の増殖は，
2，4-0培地に比べ低下したが， ABAの濃度か盲くなるに従い
イ思量され， 10~20mg/lのABAで最大になった。
ABA培地で培養した棚齢可溶性タンパク質を電気通力で

角務庁したところ， ABAで舗す|惜対寺のタンパク質のバンド
の1'¥ターンは無処理のものと大きく異なっていた。 ABAによ
って増加ある~¥1ま淀かしたタン1'¥ク質があり，また， ABA!ll!， 
理に特F有のタンパク質は45kOaと31kDaのもので‘あった。
ABA培地で培養した車問包では， -400Cでの生存率は融解直

後は高かったが，時間とともに波l、した。この船、は，温
度や培地の漬君王などによって異なり，この棚包では，障
害力満蛾新愛に除々 に進行しているごとがわ力、った。

3aD03 
コムキ、懸濁培養細胞のアブシジン酸による耐凍性誘導と細胞

膜タンパク質の組成変化

小池倫也，荒川圭太，占日静夫(北大・低温研)

ある種の高等植物，あるいはその組織由来の培養細胞は」

定期間の低温処理(低副順化)により，凍結傷害に対する抵

抗性(耐凍性)を増すことが知られている.また培養細胞に

はアブシジン酸(ABA)により常温で耐凍性が高まるものもあ

る.これら低温J順化やABA処理に伴って耐凍性が増加するメ

カニズムを明らかにしようとする研究が数多く行なわれてい

るが，未だ不明な点が多い.

今回我々は徐々な培養条件の設定が可能な培養細胞を用い

て，耐凍性の獲得機構を解析するための実験系の確立を試み

た.材料としてコムギ懸濁培養細胞(T.aestivum L. cv 

じhihoku)を用い，低温処理及びABA処理による細胞の耐凍性

の変化を調べた.耐凍性は凍結融解した細胞の電解質漏出を

測定することで評価した.その結果， ABAを与えない細胞の

耐凍性は 5.2"Cであったのに対し， ABA処理細胞(50μM，7日
間)は 18.2"Cまで耐凍性が増加した. 一方，低温処理 (2"C，
2週間)では 13.2"Cの耐凍性を示した.

このコムギ培養細胞のABA処理に伴う耐凍性増加の機構を

解明する上で，我々は凍結傷害に深く関わる部位である細胞

膜に着目し，特に細胞膜タンパク質の果たす役割について研

究を開始している.現在， ABA処理細胞，未処理細胞から細

胞膜を単離し電気泳動により細胞膜タンパク質の組成の変

動について比較検討しているのでその結果を報告したい.



3aD04 
低温によるヤエナリ培養細胞の液胞pHの変化

吉田静夫(北大・低温研〉

対数増殖初期のヤエナリ培養細胞は低温低温感受性が最

も高く、低温 (0OC)を与えると細胞質 pHが速やかに低

下することを報告してきた。低温傷害初期過程では、細胞

質の酸性化:こ先だって液胞H'-ATPaseの著しい活性低下が

見られることから、本酵素が細胞質 pHの調節に重要な役

割;を持つことが推察される。このことを裏付けるため、本

研究では低温によるi夜胞 pHの変化について、蛍光レシオ

画像解析I去を用いて実験を行った。 pHプローフとして採

用したCDCF-DA{5-(and 6-)carboxy-2' ，7・dichlorofluo

rescein diac巴tate}は、酸性 pHの測定に適したpKai直

を有し、かつ液胞内に選択的に蓄積することから液胞内 p

Hの測定に最適と考えられる。低温下において液胞 pHと

細肪質 pHは時間と共に互いに反対方向に変化した。すな

わち、液胞のアルカリ化と細胞質の酸性化が同時的に進行

した。この結果から、低温による細胞質の酸性化は液胞膜

プロトン給送機能の損傷による液胞内部から細胞質へのプ

ロトンまたは関連イオンの漏出によることが強く示唆され

る。

3aD05 
観量耐性型液胞蹄トATPaseの存在

量産一亜日，吉田静夫 (北大・低温研)

広〈生物界に存在する波胞型H+-ATPase(V-type ATPase)は

その特徴のーっとして、証主註担においてchaotropic叩lOnお
よひ基質であるMg-ATPの存在下で低温条件を与えるとperipher
alなサフeユニットがE葉から遊離し、活性を失うことが知られて

いる。高等植物の液胞聖~W-ATPaseにおいても同様ι洋新幼年R主
し、これが植物の飯島傷害機構の一因で・はないかと考えられて

いる。しかし、この低温下における液胞型W-ATPaseの失活の機

構は、 chaotropic 加 ionに対する感受性なと・の面で、低調耐性

の異なる植物では差異のあることが近年の研究で明らかにされ

てきた。そこで、我々はE科植物で低温耐性が異なり、サフユ

ニット倦成も若干異なるヤエナリとエンドウの液胞膜を用いて、

それぞれの樹包盟j+-ATPaseの低温条件下て‘の繍館下に関して

擬すを行った。

暗黒下で4-7日間生育させたヤエナリとエンドウの黄化実生

のそれぞれ下座軸と上座軸からfloating法を用いて液胞膜サン

プルを調整した。また、 lysophosphatidilcholinによる可溶化

と似E-Toyopearlを用いて液胞型W-ATPaseの精製を行った。低

温処理はいずれも 1時間で、 3副惚-ATPの存在下で行った。

Cl-.悶2-.N03-に対する感受性は、エナリて‘のr鞠送活性の

低下が起こる温度では、エンドウでの活性低下は認められなか

った。特に、 N02-に対する感受性の違いでは、ヤエナりでは25
酬で50%!;え土の低下を示すのに対し、エンドウて・は300阻月 間2ーで
もr輸送活性の低下は10%程であった。また、ヤエナリ培養細胞

の漉胞蹄トATPaseに対する抗体を用いて、これらの活性低下の

駒脚ip恥ralなサプユニットの遊離に関しても様持行った。
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3aD06 
In Yitro実験系を用いた凍結傷害機構に関する研究

I . P. EFRE門OY1，圭旦萱去 (lYakutsk Inst. Biology. 

北大・低iE研〉

植物細胞の凍結傷害は凍結脱水による細胞膜の梅造と機

能の変化によってもたらされることが知られる。しかし、

凍結による膜損傷とその防止に関する分子機構については

十分に解明されていない。低温引|化過程で保護効果を有す

る糖やアミノ訟など、あるいは保護効果が期待される LEA

CORなどの特別な蛋白質が細胞内tこ蓄積することが知られ

ている。一方、細胞膜の脂質や蛋白質の組成も大きく変化

することも事実である。耐i東性の増加が、単に保護物質の

増加によるのか、あるいは細胞膜自体の性質の変化による

のか議論の多いところである。我々は、凍結脱水による膜

傷害の機矯を分子レベルで理解するため、耐i東性の異なる

植物から分離された細胞膜小胞の懸濁液を用いた in vit 

ro実験系により研究を進めている。膜損傷の指標として

H'-ATPase活性とプロトン輸送、半透過性、膜凝集をとり

あげ、凍結温度、膜小胞濃度、保護物質、特に熱耐性蛋白

質について得られた知見を紹介する。

3aD07 
越冬中の小麦の耐寒性と水の物性との関係:1 H-NMRによる研究

主旦金と立、阿部二朗、森山真久、中村義男 1 (農水省・北海

道農試、 1北大・理・液体化学)

小麦は秋からのハードニング過程で組織内の水分量を減少さ

せながら耐寒性を獲得して行くが、品種間に見られる耐寒性の

差異は組織内の水分量とは必ずしも一致しない。本研究は、冬

期に約120日間雪に覆われる自然条件下で育てた冬小麦3品種

(Valujevskaja，チホクコムギ， P.1. 173438)の10月から4月ま

での耐寒性 (LT50)と水分量の変動を調べるとともに、その

クラウン中の水の物性を'H-NMRで分析し、耐寒性との関連

を調べた。水の物性に関してはクラウン中の水のプロトンの緩

和時間(longT" shortT" longT2， shortT2)を測定した。

LT50とクラウンの水分量は3品種とも低温順化中に減少し、

12月に最低値に達した。積雪下でそれらの値は春まで徐々に増

加した。試験期間中、耐寒性はValujevskajaが最も高く、次い

でチホクコムギ、 P.1. 173438の順であったが、クラウンの水分

量はチホクコムギ>Valuj巴vskaja > P. 1. 173438であった。 P.1. 
173438は水分量が少ないにもかかわらず、耐寒性は最も低かっ

た。 T，、 T2もLT50及び水分量と同様の変動を示した。品種

間差異はT2よりもT，に明白に表れ、その順位はチホクコムギ

>P.1.173438>Valujevskajaであった。 T2ではshortT 2にお

いてチホクコムギ>Valujevskaja=P.I.173438となった。これ

らの結果から、小麦はハードニング中にクラウン組織内の自由

水を減少させることが明かになったが、品種間の耐凍性の差異

は、組織内の水全体の物性よりもむしろ、束縛水の絶対量によ

って決定付られる可能性が示唆された。



3aD08 
低温下での葉のクロロフィル蛍光と酸家発生速度の変化

本1ill豆え盗、金子誠ー((株)ジャパンターフグラス)

低温感受性の植物では、低温下で比較的fJj;ぃ光照射により

光合成器官の損傷が起こることが匁lられている。本報では牧

草や芝草として利用されている暖地型でC4植物であるノシパ

(Z且llIJ!見且旦旦主且.Steud.)と、寒地理でC3梢物であるトールフ

ェスク (E阜話且且且紅且且昼辺起鎧l:Schreb.)の低温感受性の差異を

業の酸素発生とクロロフィル蛍光を用いて比較した。屋外で

栽培すると気温の低下にともないノシバの酸素発生速度は低

下し、冬期に光合成能の低下が起こることが観察された。特

に酸素発生速度を弱光下(PFD;70μmo1m.2s.1)で測定した時

に、著しい低下がみられ、葉の光量子収率が低下していると

考えられた。そこでノシパを光照射 Fで低温処理(10"C、

PFD;230μmo1m-2s-1) を行なったところ、 24-48時間の低温

処理で、寒地型のトールフェスクと比較して酸素発生速度と

クロロフィル a蛍光 (Fv/Fm)の著しい低下が起こり、光化

学系の活性が光と低温の組み合せにより阻害された。酸素発

生速度とクロロフィル a蛍光 (Fv/Fm) の低下は暗条件下で

は起こらなかった。また同様な酸素発生速度とクロロフィル

a蛍光 (Fv/Fm)の低下はファイトトロン内で10/7"C(12時間

日長、 230μmo1m-2s-1) で1週間処理することで起こり、引

続き 1遣問25/20"Cに戻すことにより回復した。以上の結果か

らノシパは低温下での光による損傷を受けやすく、それが冬

期の光合成活性の低下をもたらしている可能性が示唆された。

3aD09 
フラボノイド合成関連遺伝子とダイズの耐冷性

高橋良二(北海道農業試験場)

白日ダイズ(燐色が黄色、毛茸が白色)は外観品質が

優れているが耐冷性が低いため、冷害年における収量と

品質の低下(開花期の低温による種子の隣周辺の褐変)

が褐目ダイズ(瞬色と毛茸が褐色)に比べて甚だしい。

この胸色と耐冷性の連鎖は白日耐冷性品種育成の障害に

なっている。毛茸色と種皮色を支配する遺伝子Tと色素

の分布を支配する遺伝子 Iのどちらかが耐冷性機能に関

与していると考えられるため、 IとTに関する 2組の

Isogenic lineを供試して耐冷性検定を行った。

①燐周辺着色における褐目品種の耐冷性(着色程度の低

さ)は遺伝子T (またはそれに密接に連鎖した遺伝子)

に起因すると考えられた。また遺伝子 Iにも着色を抑制

する作用があると考えられた。②主茎長は褐毛系統が白

毛系統や褐日系統に対して有意に高い値を示した。③開

花始より 15
0
Cで4週間処理した結果、有限伸育型の Iso-

lineにおいては、褐毛系統が白毛系統に比べて障害型耐

冷性がまさっていた。

以上の結果より、ダイズの毛茸色と種皮色を支配する

遺伝子T (3' -flavonoid hydroxylaseをコードしている

と推定される)、またはそれに強く連鎖した遺伝子が耐

冷性機能(燐周辺着色を抑制する機能、生育量を増大さ

せる機能、一部の系統において障害型耐冷性を高める機

能〕を有することが示唆された。
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3aDlO 
クロレラのハードニングによるカロチノイド含量の変

化

盆且益、吉元誠、波多野昌二(九州大、農、食化工)

Chlorella ellipsoidea Gerneck (lAM C-27)は低温処

理(ハードニング)により、蛋白質合成が誘導され耐

凍性を獲得する。環境ストレスによる植物の耐凍性獲

得にアプシジン酸の関与が報告されているが、クロレ

ラ中のアプシジン酸の有無や耐凍性との関係について

はほとんど検討されていない。今回、クロレラの耐凍

性とアプシジン酸の前駆体であるカロチノイドとの関

係について報告する。

ハードニングによるカロチノイドの変化は逆相

HPLCにより分析した。 C-27株において、ハードニン

グ24時間で少なくとも8種類のカロチノイドの増減が

観察された。このうちアプシジン酸の前駆体であるピ

オラキサンチンや9・シスーネオキサンチンの増加が顕著

であった。一方、低温感受性株のC.ellipsoidea C-I02 

では低温処理によりこれらのカロチノイドの減少が観

察された。カロチノイド合成匝害剤のフルリドン添加

は耐凍性獲得を問害した。以上の結果はクロレラの耐

凍性獲得にカロチノイドが重要な役割を演じているこ

とを示唆している。

3aEOl 
シロイヌナズナ プロトプラストからの倒体再生

山藤誠司、後民事伸治(宮城教育大、生物)

演者らは、シロイヌナズナ (Arabidopsis 

th alian a) WS系統を用いて、プロトプラストから

の個体再生を試みた。 Damm and Willmitzer(1988) 

の手法をいくつか改良したところ、安定的に再生

個体を得ることに成功した。改良点は以下の通り

である。

(1)プロトプラストを単離する際に用いる酵素液

を0.5%セルラーゼ Y-Cと0.05%ペクトリアーゼ Y-23

の組み合わせとする。これによって酵素処理の時

間を約50分に短縮することが出来る。

(2)プロトプラストおよびカルスの培養の際に用

いるオーキシンをαーナフタレン酢酸とする。

(3)プロトプラストの培養は、弱い白色光ド

(8μW/cm2) で行う。

これらの改良の結果、シュート誘導培地に移し

たカルスのうち約60%のものが個体を再生し、止

常な種子をつけた。



3aE02 
シロイヌナズナの器官再分化に対するブロモデオキシウリジンの

効果

杉山宗隆(東北大・理・生物)

シロイヌナズナの組撒音養においては、下旺軸や根の断片を C

1M (カルス誘導培地)て数日培養した後に S1M(苗条誘導培地)

あるいは R1M(発根誘導培地)に移植すると、高い頻度で紫富再

分化が誘導される。 C1Mでの前培養を行わずに直接 S1Mや R1M

に置床した場合には器宮再分化は全く見られないか、極めて限定

されたものとなることから、前培養期間中に器官再分化能の獲得

が起きると推定される。この過程を撹乱する薬剤を求めて、前培

養時にいくつかの薬剤処理を行い器官再分化への影響を調べたと

ころ、ブロモデオキシウリジン (BrdU)が器官再分化に対して興

味深い作用をもつことを見いだしたので報告する。

まず下目賛自断片を種々の濃度の Br・dU;を含む CIMで 4日間培養

し、 Br・dUを含まない S1Mおよび R1Mに移植して、それぞれ苗条

再分化と根再分化に対する影響を見た。 1~10μH の BrdU は苗条

再分化に対しては促進的効果を示し、印刷以上では根再分化に

対して阻害的に働いた。 100J.lMの Br・dUで処理した場合には、苗

条再分化、根再分化のいずれもほぼ完全に阻害された。根外植片

を材料に用いたときにも BrdUの苗条再分化促進効果は認められ

たが、 100μ刊の BrdUによる苗条再分化の阻害は極めて軽微であ

り、この点で下目賛妙4植片と大きく異なっていた。 BrdUの効果は

高濃度のチミジンを同時に投与することにより打ち消された。現

在、 BrdUの器官再分化に対する作用様式を明らかにするために、

各種温度感受性突然変異体への BrdU投与実験等を行っている。

3aE03 
シロイヌナズナにおける葉身の変異株angustifoliaを用いた葉形

態形成の解析

担盈去日産、塚谷裕一、内宮博文(東京大・分子細胞生物学研

究所)

双子葉植物の業の形態形成のモデルとしてシロイヌナズナ

(Arabidopsis的aiiana)を用い、 Columbia野生株 (wt)と紛葉の変異

株であるangustifoli ;(an)変異株とを比較解析した。その結果、

m変異株の本業はwt株と比べ主脈方向(縦)の長さに異常は

認められなかったが、主脈に対し垂直な方向(横)の長さが

著しく短〈、厚さも増していたo an変異株の業の成長段階を

追った解析結果からは、 ANGUSTIFOLlA遺伝子が作用を開始

する時期は葉の縦の長さが0.5-1.0mmの時期と推定された。

この時点を境にm変異株で葉は横の成長率がwt株に比べ一貫

して抑えられており、いわゆるneot巴nyの性質を示した。解剖

学的解析からは、 m変異株の棄を構成する細胞数は縦方向で

wt株と同数であり、横方向で少なく、厚さ方向で多いことが

明らかとなった.またm変異株では、柵状組織の第一細胞層

を構成する細胞においてwt株に比べ横方向の伸長に欠擦があ

り、むしろ厚さ方向に発達することが観察された。従って

ANG USTIFOLIA遺伝子は細胞増殖と細胞伸長の両面において

業の様方向の発達を促し、厚さ方向の発達を抑制する機能を

担っているものと結論づけられた。

またANGUSTIFOLIA遺伝子を葉の形態形成に関与する遺伝

子ネットワークの中に位置付ける目的で、 m変異株とacaulis1
変異株を含むその他の変異体とのこ重変異株を作成し、解析

した。その結果、 ANGUSTIFOLIA遺伝子は少なくとも

ACAULISl遺伝子と独立に働くことが判明した。
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3aE04 
シロイヌナズナのサイトカイニン高感受性突然変異体およびオー

キシン高感受性突然変異体の分離の試み

t車生忌!t、久保稔、佐藤圭祐、柴|苛弘郎 (大阪大・理・生物)

サイトカイニンやオーキシンの耐性笑撚変異体の報告はあるが、

高感受性突然変異体の報告はない。植物ホルモンのシグナル伝達

系の研究にこれらの研究が役にたつと考え、その分離を試みた。

サイトカイニン高感受性突然変異体:基本となる系はシロイヌ

ナズナの妊軸をカルス誘導培地(オーキシンとサイトカイニンを

含む)でカルスを誘導した後、シュート誘導培地(サイトカイニ

ンを含む)でシュートを誘導する。カル〉ぇ誘導培地中のサイトカ

イニンの濃度が高ければ緑色のカルスが誘導され、低ければ淡黄

色のカルスが誘導される。 21，000個体の EMS処理M2植物の匪

軸を低獲度サイトカイニンのカルス誘導培地でカルスを誘導し、

緑色のカルスとなるもの選ぴ、さらに二次スクリーニングとして

シュート誘導培地中のサイトカイニンの濃度が野生株ではシュー

トを再生できないような低濃度でもシュートを再生する個体をサ

イトカイ二 J高感受性突然変異体候補として 2個体選んだ。

オーキシン高感受世突然変異体:8，000個体のM2の膝軸より、

カルス誘導培地中のオーキシンの濃度が里子生株においてカルス誘

導に必要な濃度以下でもカルスを誘導するものを4個体選んだ。

こららの個体より種子をとるため、現在シュートを誘導して培

養中である。

3aE05 
ニンジン肥大根からのカルス誘導および植物体再生

水江由佳、保田浩、増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

ニンジン肥大根切片のカルス誘導系において、従来では植物

ホルモンのオーキシンやサイトカイニン存在下でカルスを誘

導し、さらにその植物ホルモン要求性の細胞として継代培養

が行われて来た。我々はニンジン怪軸切片において、24時間と

いう短時間2，4-Dで処隠した切片を2，4-Dのない培地に移し棺

養を続けるとカルスが誘導され、次いで植物体が再生される

ことを見いだした。今回はこの誘導系をニンジン肥大般に応

用した。その結果、匹軸切片と同憾に植物ホルモンが存在しな

い条件下でカルス誘導、次いで不定!民の発生、植物体が再生さ

れること確認したので報告する。

ニンジン肥大板切片を2，4-Dを含むMS固体培地で2411年1m処即

した後、2，4-Dを含まない固体培地に移し培養すると、2，4-D存

在 Fで培養を続けたものと比ベカルス誘導はやや活発で頻度

も，~百かった。肥大根組織では形成層部分で活発なカルス形成

が見られ、次いで皮層部分で、さらに遅れて中心部分でわずか

に形成された。特に形成層と皮層部分で形成された柔らかい

カルスからは頻度は低いが不定脹が形成され、収i物体が再生

された。またこのカルスは2.4-Dの含まない培地に移しでも増

殖し、思iI化細胞としての性質をもっている。そこで培養過程に

おけるニンジン肥大級の各組織のタンパク質と糠タンパク質

組成の変化を検討した結果、組織別に違いがあることが分か

ったo-.)j、2.4 -D{ U!:ドで収廷した場合iこは刷物Ilj生は観察

されなかった。



3aE06 
ニンジン匹軸切片における不定臨形成について

大福伸一、水紅白佳、増凶宏之，; (帯広畜大・生物資源化学)

我々は昨年の本大会においてニンジン匹軸切片を2.4Dで24

時間処理し、その後2.4-Dを合まない培地に移植することに

より組織からの単細胞の離脱、細胞塊および不定肢が!順次形

成することを報告した。今回は組織に筏おしている細胞から

高頻度で不定限が形成することについて報告する。回休明地

でJ]f，由切片を2.4-D処理後、2.4-Dがない条件下で応養すると

組織の細胞どうしが媛着した状態で分裂しカルスを経ないで

高頻度で不定!院を形成する。組織から細胞が離脱しカノレスが

形成される場合は不定版形成の頻度は低い。一方、液体収養に

おいても同じ傾向を示した。すなわち、2.4Dで処座した切れー

を2.4-Dのない条約二下で培養すると単細胞が多く離脱する。

この単細胞の一部は分裂して不定阪、を形成するが、一部は分

裂して単細胞になる場合もあり相対的に不定住f形成の頻度は

低い。一方、単細胞として離脱しないで組織と接着した状態

で細胞分裂、、細胞塊形成、高頻度の不定肝分化が順次起こり

、不定匹集団として府地1/'に離脱する場合がある。また、細胞

どうしが段着している大きな細胞集団として離脱し、この細

胞集団から高頻度に不定院が形成される場のもある。この不

正!日5が形成される絢I ll'èl~1吋は表皮付近の細胞であると思われ

る。坑養条件として、液体.t;'ifiでは匹軸l;IJ!i"を短時Im2.4Dで

処PI!した後、2.4-Dを含まない収地で培養を継続するよりも、

AElgIIBJ.t丹養後さらに新しい2.4D;を合まない収地に移航し

て坑iをした時の方が、不定IJf形成が平く、また細胞~1'Jjの離
脱が促進される。

3aE07 
ニンジン妊軸の不定佐形成における c01 c h i c i n eとConAの影響

宣主主豆、地EH宏志(帯広畜産大・生物資源化学)

我々はニンジン妊軸切片を短時間2，4-0で処理すると、その

後2，4-0が存在しなくとも細胞分裂が起こり、細胞塊が形成さ

れ、さらに不定妊が発生するという不定肝誘導系を見いだした。

この方法は植物組織に様々な生理反応を引き起こす2，4-0の影

響を少なくし、不定匪形成』こ必須な因子を研究するのに効果的

であると考えられる"今回はこの誘導系を用いてc0 1 c h i c i n eお

よびConAの不定妊形成におよぼす影響について報告する。

ニンジン目玉軸切片を2，4-0で24時間処理し、次いで2，4-0を含

まないMS液体培地で培養すると 15日後の培地には単細胞、細胞

塊および不定妊の細胞集団が混在する。これらをナイロンフィ

ルターで細胞の大きさにより分両した。分画した単細胞、細胞

塊および不定怪を細胞分裂の阻害剤である c0 i ch i c i n eの存在下

で崎養し、不定匪誘導および植物個体再生に対する影響を検討

した coi c h i c i neによりいずれのステージの細胞も球形仁肥大

し不定妊形成および植物個体再生を阻害したりしかし、 c01 c h-

lClneで処理して得た肥大した細胞塊を、 c01 ch i c i neを含まな

い培地lこ移して溶養すると、肥大した個々の細胞から不定降が

形成され、次いで植物個体が再生された。単細胞からは不定J[{

が形成されなかった。一方、 ConA存在下で細胞塊から植物個

体が再生するが、その成長は抑制され、組織の一部に再び不定

l圧が多数形成された η しかし形成された不定佐はConAf1イ'EF
で植物個体には再生しなかったn 二次不定腔をConAを含まな

い培地に移して椅養すると正常な植物個体仁成長した。
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3aE08 
ニンジン塙養細胞における不定妊形成能と IAA代謝の関係

佐々 木和生、*-[-"村講郎、鎌田博、原田宏(筑波大・作物、*国立f好品筑波)

ニンジンの組織塙養においては、オ キシン処理によって、体細胞小定版形

成が誘導されることが知られている。しかし、百プラスミドのIAA令成醇素遺

伝fを導入することで活発にIAA合成をしているニンジン桁養剤閉包においては、

体細胞不定妊形成は誘導されなかった。 IAA合成酵素遺伝fを導入したこの細

胞においては、合成されたIAAがインドールアセチJレアスパラギン駿OAAsp).こ

代謝されることにより、内中のIAA合量が低いレベルに保たれていることが示

されている。そこで、不定妊形成能とオーキシン代謝の関係を探るため、

2，4-Dを;;;-む培地で継代培養されている、不定妊形成能をイiする細胞

(embryogeniccclls:EC)と不定肝形成能を失った細胞(non-embryogcniccells:NE) 

における、内r生以A含量と IAA代詩Iについて検討した。その結果、配の内位以A

含量はNEのおよそ 15併高い値であり、また、 NEのIAA含量はIAA合成両手会遺伝

子を導入した細胞とほぼ同じレベルであったc また、 NEにおいては、 IAAが

IAAspにイt謝され、さらにオキシインドールアセチYレアスパラギン酸(oxIAAsp)

に代謝されていること、および、生成されたoxlAAspはさらに代謝分解され

ていることが明らかとなった。 NEにおいては、この代謝系により IAAが不可逆

的に分解されることで、内生の遊離IAA含量が低いレベルに保たれており、

IAAspが従来考えられていたような遊離IAA.の貯蔵型として機能しているので

はないと考えられる η 方、 ECにおいては、 IAAsp生成は見られるものの

oxlAAspは検出されず、このため遊離IAAレベルはNEよりも高いレベルに保た

れていると考えられた。このような結果は、 ECにおける高いIAA含量が不定脹

形成において重要な役割を呆たしていることを示唆している。

3aE09 
ニンジンの不定座形成能獲得とタンパク質のリン酸化

タン・センキ一、鎌田博、原因宏 (筑波大・生物)

ニンジンの外殖片を2，4-D存在下で培養することで、不

定妊形成能を持つembryogenic ∞lls(EC)を誘導すること

ができ、このECを植物ホルモン無添加培地に移植するこ

とで、不定症が分化する。特定の機能を持つように分化
した細胞が不定底分化能を獲得する際には細胞内で大き

な変化が起こることが予測され、このような変化を誘導

する機構として、特定タンパク質のリン酸化が関与して

いることが考えられる。そこで、不定脹形成能の獲得と
タンパク質リン酸化の関係を調べるため、まず初めに、

ECと不定経形成能を失ったnon-embryogeniccel1s(NC)を用

いて各々のリン酸化タンパク質の違いを調べた。

ECとNCに32p無機リン酸を充分量取り込ませるため、

雨細胞をリン酸無添加培地で 3時間培養した後、 32p無機

リン酸を加え、さらに 3時間の血 vivolabelingを行ったo

h山。labelingの後、抽出バッファーで潰し、官CA不溶性

画分を得た後、二次元電気泳動で分離し、両者のリン酸

化タンパク質の違いを調べた。その結果、 NCでは見られ

ないが、 ECで見られるリン酸化スポットが 9個存在した。

この 9個のリン酸化スポットのうち、銀染色によっても

検出できたものは 3個であった。この 3個のスポットは、

リン酸飢餓処理しなかったECでも同様にその存在が確認

できた。このようなリン酸化スポットについて、不定圧

形成能獲得との関係をさらに裏付けるため、ストレスに

よる不定座誘導系を用い、ニンジン実生の茎頂部を2，4-D、
suαose、 NaCl、 CdCI2等で一定期間で処理し、同様なリ

ン酸化タンパク質の存在の有無を比較検討中である。



3aElO 
アブラナ属種間キメラにおける形態形成

金谷 潔 、 野 口 貴 1 、平田豊(農工大・一般

教育、 1 東京農試)

植物の形態形成を組織レベルで調べるために、

in vitro接木法によるキメラ形成法を確立した。

材料には、アブラナ属の種、 Brassicacampestrl 

s (小松菜)と B.oleracea (紫キャベツ)を用い

た。無菌的に発芽させた両種の駐軸を寄せ接ぎし

てガラス管に挿入し、カルス形成を経て不定芽を

誘導後、発根培地に継代し、多数のキメラ個体を

得た。こうして得られた種々のキメラを材料に外

部形態、アイソザイムパターン、 RAPD法による DN

A 多型によって、異種植物組織聞の相互作用、特

に器官形成や、植物組織の層構造の決定メカニズ

ム等について考察する。

3aEl1 
新たな突起形成不能株の単離とその解析

盟議盈阜、大隅良典 (東大・教養・生物)

酵母星誕生但岳民皇呈鎚旦足並11奇体細胞ム、 .!Lは、瓦いに相
手の分i必する性フェロモンの作用により、接合能を獲得し 2
倍体ム/ム細胞を生成する。ム細胞は、..fL細胞が分泌する α
フェロモンの作用によりプロジェクションと呼ばれる鋭い突

起を形成する。この極性成長のメカニズムを明らかにするた

めに突起形成不能変異株を単離解析し、少なくとも 3種の遺
伝T-PPFl虚 g PPF2， PPF3がこの過程に関与していることを

見いだした。前回、これらの遺fi't-における変異の、接合効

率およびフェロモンに対する細胞の適応能に与える影響につ
いて報告した。

突起形成には数多くの遺伝 fの関与が予想されるため、さ
らに多数の突起形成不能株を顕微鏡下で単離した。取得され

た27株について相補性テストを行った結果、これらの株の
持つ変異はすべて上記の 3つのいずれかの相補性グループに

属することが明らかになった。この結果から、形態を指標と

した変異株の単離は、ほほ飽和していると考えられる。また

突起形成には栄養増殖期にも必須の遺伝子が多数関与してい

ることを意味しているのかも知れない。次にこれら変異株の

栄養増殖期における形態をノマルスキー顕微鏡などを用いて

観察した。その結果、即2細胞では、母娘細胞聞の正常なくび

れを欠損した細胞、および出芽痕の直径の増大した細胞があ

る割合で現れることが判かった。そのため即2細胞は弱い細胞

質分裂異常を示し液体培地中では若干凝集して増殖する。ま

た皿旦細胞では出芽パターンにも異常がみられた。これらの変

異形質は 1Mソルピトールを添加した高張培養液中でも抑圧

されなかった。現在これら形態的変異形質を利用してPPF3遺

伝子のクローニングを行っている。
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3aFOl 
イネにおけるホリアミン、 IAA、ABAの師管転流

0横田孝雄、中山真義、原J尺泉、佐藤守 1、且原真木1、

河町通 遁 1(帝京大・理工・八イオ、 1蚕糸昆虫研)

イネにおける植物ホルモンの研究は数多くなされてきたが、そ

の師管液転流に関しては報告が全くない。本研究では、イネ師管

液について、含まれるホリアミン、 IAA、ABAの同定・定量

を行った。

イネ師管液は吸J十中のトピイロウンカの日針をYAGレーザー

で切断し、溢泌する師管液をガラスキャヒ。ラリーにて採取した。

分析はC18-HPLCでfiい、ボリアミン (FMOC蛍光誘導

体として)と IAAは蛍光検出器で、 ABAは紫外検出器で分析

した。

そι斥古果、1)ボリアミンとして、 purtrescme、cadaverine、

spermidine， spermineが各々皿1当り 7llIlol、3nmol、1llIlol、

痕跡量同定・定量された。植物体のボリアミン漉度と比較するこ

とにより、アミノ基が多くなると師管へ移動しにくくなることが

示唆される。 2)IAAは 0.2日皿01と定量された。これは植物

体湯度と近いことより、 IAAの師管移動は自由であると考えら

れる。 3)ABAは 0.70001と定量された。これは植物体濃度

より約20倍も高いことより、 ABAは師管に積極的に分泌され

ていると考えられる。

3aF02 
シロイヌナズナを用いた種子登熱過程の遺伝学的解析

車車基亘1，2、KallieKeith3、PeterMcCourt3、内藤哲2(名古屋大・

農・生化学制御1、北海道大・農・応用生命科学2、トロント大・植物3)

種子は組物固有の膝発生過程の産物であり完熟種子に至る
までには複雑な遺伝プログラムを要すると考えられるが、この種子

登熟過程に関する知見はほとんど得られていない。我々は種子登熱

過程を支配している遺伝因子の検索とそれら遺伝因子のネットワー

クを遺伝学的に理解するためにシロイヌナズナを用いて種子登熟過

程に異常を生じた変異株の単離と解析をおこなっている。

EN3変異株(abi3-3変異株)とPG1変異株は共に、種子ーが耐乾

燥牲を獲得できない、穂子貯蔵蛋白質の蓄積が減少しているなど似

た表現型を示すが、植物ホルモンであるアブシジン酸(ABA)に対す

る種子の応答牲が異なり、 EN3変異株はABA非感受性変異株である

のに対してPG1変異株はABA感受性である。これらの J重変異株の

表現型は付加的であり未熟長角果中で極端な穂発芽ーをノI、す。この結

果から各々の原因変異が生じた遺伝Fは野生株では独立に種子特異
的な現象を支配していることが示唆された。そこで、シロイヌナズ
ナの主要な種子貯蔵蛋白質である128グロプリンをコードしている

遺伝j-(CRA，CRB， CRC)を用いてEN3変異株とPG1変異株について

ノザン解析をおこなった。 EN3変異株ではCRA遺伝子とCRC遺伝f
1包来のmRNAの蓄積は種子登熟過粍を通して著しく減少していたの
に対して、 CRB遺伝子については野生株と同程度にmRNAの蓄積し

ていた。-)]、 PG1変異株ではCRB遺伝子由来のmRNAの蓄積が著
しく減少していたのに対して、 CRA遺伝子とC配遺伝子については

mRNAの蓄積があまり減少していなかった。この結果は、 EN3変異

株とPG1変異株で変異が生じた遺伝子は各々独立に種子登熱過程を
調節しているという二重変呉株の表現型から得られた知見と矛盾し
ない。



3aF03 
メロン果実の成熟初期過程のエチレン生成について

山本光章、石木康史、平林哲夫人中川弘毅、佐藤隆美

(千葉大園芸、 1園芸生産研)

目的 メロン果実は成熟に伴いエチレン生成が著しく増

加するクリマクテリック型の成熱をする果実である。高

等植物においてエチレンはメチオニンを前駆体としてSー

アデノシルメチオニン (SAM)、1-アミノシク口プロパ

ンー1-カルポン酸 (ACC)を経て生合成される。この経

路では、 SAMからACCへの変換を触媒するACC合成醇棄

が律速醇素であるとされているが、 ACCからエチレンを

合成するACCオキシダーゼも果実の成熟に伴いその量が

増加する。本研究ではヱチレン生合成系の調節機構を解

明するため、果実において発現量が多く検出が容易な

ACCオキシダーゼのcDNAと抗体を用いて果実の成熟に

伴うそれらの変化、また成熟初期の果実内におけるヱチ

レン生成の変化を検討した。

結果 果肉部分種子、胎座、果肉節分からRNAと租抽出

液を調製しRNAプロット及びイムノプロット解析した結

果メロン果実の成熟初期に胎座でACCオキシダーゼ

mRNA及びタンパク質量が増加した。またACC合成信棄

のmRNAも成熟初期に飴座で検出できメロン果実のエチ

レン生成は果実の内部、胎腹部分からはじまることを示

唆している。

3aF04 
cDNA Cloning for Auxin-inducible ACC S戸lthase

from Mungb伺 nSeedlings 

I.S. Y金鍾>H. Mori， B.G. KaJ】19*掴XIH. 1m踊eki

Sch. Agr. Sci.， Nagoya Vniv.掴XI・Dept.Biol. Sci.， Yonsei Univ. 

Ehylene production in higher pl組 tis regulated by the differential 
induction of isozymes of ACC synthase， a late-Iimiting enz戸田 for 
ethylene biosynthesis， by different signals. Due to the specificity of 
isozyme induction， the auxin-stimulated ethylene production system 
ωn a1so be a gl∞d model system to investigate the action 
mechanism of auxin at the molecular level. Towards this end， we 
have isolated four different cDNA cIones for ACC synthase (PMB-
1ム3，4)from auxin-treated hypoむotylsof etiolated mungbean 
担諮盟国単的関edlings.

ωle of the cDNA cIones， pMB-l， which contains組 openread泊g
frame of 1434 nucleotides was ch紅前terized.百le<k治献対 aminoac副
総quenceshow high similarity (80.6 %) to that of auxin-induced 
ACC synthase gene fromωcumber and tomato， but， was 
significantly different from that of other types， i.e.， w佃 nd-or 
m蹴 ence-induc吋 enzymes(with similarity of卸 und50 %). Th巴
result indicates that there might be a gene family specific to auxin-
inducible ACC synthase. Basal expression level of MB-l was very 
low， but greatly enha目白dby auxin with a regular dose-response 
curve. Kinetic study indicated that the transcript was det配飽dwithin 
30 min after auxin treatment.百leauxin-induced expression of MB-l 
was suppressed by ethylene and ABA， respectively. 

There is a reportσMB 199232:1153) on a cDNA for auxin-
inducible ACC synth酷 C企omthe same tissue， but its田quenceis 
identical to that of MB-3， expression of which was not auxin 
specific. We ∞ncluded凶記don the民quenαdata組 dnorthem blot 
analysis that MB-l repr回 enetsa geneおrauxirトinducibleACC 
synthase in mungbean田 edlings.
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3aF05 
短半減期の反応機構依存性不活性化反応を受けるACC

合成酵素のトマト緑色組織における存在

住盛---1主(東北大・農・生物生産)

エチレン合成経路の鍵酵素であるACC合成酵素は，

反応中に基質のAdoMetによって不可逆的に不活性化さ

れる(反応機構依存性不活性化反応， MBI) • MBIは組

織中でのACC合成酸素の分解反応の初発反応として働

いている.傷害誘導を受けた成熟トマト果実のACC合

成酵素の半減期は，in vitro. in vivoともに 1-2時間

である.

一方， トマトの緑葉切片や緑熟果肉組織でのACC合

成酵素の活性減少の半減期については約 30分の値が

得られおり.上記の値では説明できないことから.こ

れらの組織での酵素の活性減少にMBIが関与しているか

どうか疑問が持たれていた.

そこで，この疑問に答えるために， トマトの緑色組

織から得た酵素のMBIの半減期を検討した.この結果.

健全緑葉， IAA処理緑業および緑熟果肉から得た酵素の

半減期がいずれも 30分以内であることが明らかにな

り.これらの緑色組織でもMBIが機能していることが示

唆された.また，傷害誘導した緑葉やIAA処理緑業から

得られた酵素試料は，半減期の短い酵素と長い酵素の

混合物であることが明らかになった.

3aF06 
キュウリのサイトカイニン抑制遺伝 (CNリとCN2υの発現

いくつかの特徴とその比較

寺本;阪J事.述111知1(¥ 竹集剛i、辻英火(京都大.JIM .植物、

I J;(/fI¥)f-f大・ 'f.}fi科学・応用生物)

サイトカイニンによって抑制される:つの遺伝子CNりと

CU211は、光と傷'gにも迅速に応符することが、ノザンブロ

y トおよびドソトブロット解析により砂lらかとなった。切り

取ったキュウリ黄化子葉をH庁所中でベンジルアデニン処目立す

ると、これらのmRNAi土、 2時rmから 411年1111にかけて大きく

減少する。また、キュウリ必化f策をド1色光ドに移した場合、

または、暗所インキュベーシヨン中に子葉をさらに切断する

と CR9mRNAi土、これらの処地後にー時限Jに減少した。

このことから、 CNリは、光条件や傷害などのストレスに対す

る適応開始の引き金を引いているのではないかと思われる。

砂jf情周期で育てた純物体の頂穿、本;葉、 子菜、脈納、根にお

けるCR9mRNAのレベルは、員一化子葉に比ベて非常に少な

かった。 CR9の作定アミノ酸配列は、イネの光誘導遺伝子

lirl (Reimmann and Dudler 1993， Planl MoL BioL 22: 165-170) 

のものと高いホモロジーを示した。両者には、それぞれ、ア

ミノ酸18残基 (CR9)、15残基 (lirl)のよく似た配列が2筒所

にみられ、この付近のホモロジーが特に高い。 CR20につい

ても、光や傷害に対する応答、各器'f守における発現について

調べたが、 CR9とはいくつかの点で異なっていた。



3aF07 

サイトカイニン処理2時間で抑制される遺伝子のクロー

ニング

遠山知子、寺本陽彦、竹葉剛1、辻英夫(京都大・理・

面高アマ京都府大・生活科学・応用生物)

我々はサイトカイニンの作用機構を明らかにする研

究の'環として、サイトカイニン処理後短時間内に抑

制される遺伝子に若円した。キュウリ黄化子葉におい

てサイトカイニンの A種であるベンジルアデ、ニン(BA)

により抑制される2つの遺伝子のcDNA(CR9とCR20)

を単離し、その解析を進めてきたが、今回はそれらと

は臭った遺伝子のcDNAを単離したので報告する。

CR9とCR20はBA処理4時間とその未処理区との聞で

のデイファレンシヤルスクリーニングによりt(f-られた
ものである。しかし、より短時間で減少するmRNAが

あることがinvitro translatio口実験 (Teramotoet al. 1993， 

Physiol. Plant. 87:584-591)により示されている。そこで、

BA処珂2時間と未処理医との聞でディファレンシヤル

スクリーニングを行なった。未処理[正の子葉から作製

したAファージのcDNAライブラリーを用いて、プラー

クハイブリダイゼーシヨンによって10万プラークをス

クリーニングした。その結果、 BA処理2時間で減少す

るmRNAのcDNAクローンが86倒得られた。このけ1に

はCR9が6個、 CR20が1個合まれていた。また残りのい

くつかのクローンについて、 BA処理後のmRNAほの時

間的変化をノザンプロットにより調べた。

3aF08 

サイトカイニンレセプターとみられる高親和性サイトカイニン

特異的結合蛋白

丞E益二二.矯本祐首藤紘一(東大・薬東大・分生研〉

サイトカイニンの作用機構の中心的役割を担うサイトカイニ

ンレセプターは，①全てのサイトカイニンとその活性発現濃度

に見合った結合定数で結合し，②細胞内に必要十分量=極微量

存在する，とし、う規範を満たすべきである。

演者らは 4PU30や 4PUI080など非常に強力なサイトカイニ

ン活性を持ったピリジル尿素誘導体を開発してきた(下図)。

今回， 4PU30の放射標識体をプローブ.として黄化ヤエナリ芽

生え全細胞抽出液中のサイトカイニン特異的結合蛋白(岱BP)

を陰イオン交換，疎水的相互作用，およびサイズ排除回目

で分析したところ，いずれの場合も CSBPは単一のピークと

して検出された。 CSBPは各種サイトカイニンと特異的かっ

競合的に結合し.総じて各種サイトカイニンのCSBP"¥の親

和性と生理活性との間には良い相関が見られた。またCSBP

に対する4PU30の結合定数は4X1010 M・ 1細胞あたりの

CSBPの含量は 3，000分子と求められた。岱BPの見かけの分

子量はサイズ排除HPUごから 21kDaと見積もられた。

以上， CSBPはレセプターの規範を満たしており，サイト

カイニンレセプターの有力な候補であると言えよう。

X Y op山 町 田 白 血 四 回lion.

H a 4PU30 4 x lO-'M 
a a 4PUI080σ13 -10一'M

E畑巧1.血n凪e7XlO-'M
ひNH凹 NH-G

・:包白 TobooooCalI田ar-tbT~乱
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3aF09 

タバコのサイトカイニン結合蛋白質の構造と局在
三井真一、若杉達也桜甫昌弘(名大・遺伝子)

サイトカイニンは葉に作用してクロロフィル合

成および葉緑体の発達の促進などの作用を示すが、

レセプターの同定はされていない。レセプターの

候補として我々が単離したタバコのサイトカイニ

ン結合蛋白質複合体CBP130は、 57kDaと37

kDaのサプユニットから構成される。 57kDaサブ

ユニット (CBP57)の構造を明らかにするために、

CBP57をコードするcDNAをクローン化してその

塩基配列を決定した。予想されるCBP57のアミノ

酸配列は、様々な生物のS-アデノシルーしホモシ

ステイン (SAH)ハイドロラーゼと高い相同性を示

した。さらに、精製したCBP130画分中に本酵素

活性を検出した。また、抗CBP57抗体を用いた組

織染色により CBP57の局在性を解析したところ、

根端及び茎頂付近に強い発現が認められた。

SAHハイドロラーゼはメチル基転移酵素を阻害

するSAHを可逆的に分解する酵素であることから、

CBP130によってメチル基転移反応が調節され結

果として葉緑体におけるクロロフィル合成が調節

されている可能性が示唆された。

3aFI0 

トウモロコシ (Zeamays L.)幼葉鞘先端におけるしトリプ

トファンからのインドール -3-酢酸の生合成

企童基ニ，神谷勇;台飯野盛利 2 (都立大・理・生物、 1理

研・フロンティア・ホルモン機能、 2大阪市大・理・植物園)

現在，トウモロコシなど穀類の幼葉鞘のインドールー3-酢

酸(凶A)は，先端部において合成されているのか，また IAAは

しトリプトファン (Trp)を前駆体として合成されているのか，

というこつの大きな問題に関してきわめて混乱した状況にあ

る.演者らは，トウモロコシ幼葉鞘の先端部において IAAが

L-Trpから合成されること，また，この生合成は赤色光照射に

より阻害されることを明らかにしたので報告する。発芽4日

目のトウモロコシ芽生えの幼葉鞘より先端 (2.5mm)を切り

取り， 14C-L-Trp (37 kBq/ml)と共に暗所で2時間増養したの

ちラベルの内生 Trpおよび IAAへの取り込みを GC-MSで分

析した.その結果，先端切片から抽出される TrpとIAA，およ

び切片から培養液中に拡散してくる IAAへの14Cの取り込み

率は，それぞれおよそ30，12，8%となった.一方 14C-Trp

との培養の2時間前に芽生えを赤色光(0.8w/m2， 5分間)で

照射すると， IAAへの 14Cの取り込み率に変化は見られない

が，内生 IAA量は切片より抽出されるもの，切片から拡散す

るもの両者とも 40~60 %に減少した.また，先端 5mm

より下の切片 (2.5mm)には， Trpを IAAに変換する活性は

検出できなかった.これらの結果は， Trpからの IAA合成系

がトウモロコシ幼葉鞘先端部における lAA生成の主要な経路

であることを示している。



3aFll 
媛性と正常オオムギのインドール酢酸の合成・分解系酵

素の活性比較

型車豊二、村田精雄、桜井直樹(広島大・総科・自然)

媛性オオムギ突然変異体 (Uzu) でのインドール酢酸

(IAA) 量の少ない原因を検討するために、 IAAの分解

と合成に関与すると考えられる酵素の比活性を正常系統

と比較した。播種後 3日目の幼葉鞘を磨砕し、 1000gで

遠心した後の上清を組酵素標品とした。 IAAを分解する

活性はUzuよりも正常系統で高かった。したがって、

UzuでIAAが少ないのは分解速度が原因ではないことが

わかった。つぎに、 IAA合成の直前の前駆物質と考えら

れるインドールアセトアミド(IAM)、インドールアセ

トニトリル(IAN) を基質とし、これらをIAAに変換す

る活性の比較を行った。 IAMを IAAに変換する活性は

極めて低く、 Uzuと正常系統の間で差はなかった。 IAN

をIAAに変換する活性は IAMをIAAに変換する活性に

比べかなり高いが、 Uzuと正常系統の聞で差は認められ

なかった。 したがって、 IAMあるいはIANを IAAに変

換する活性は、 Uzuで異常がないことが示された。さら

に、 IAMとIANの内生量にUzuと正常系統の聞で差がな

かったので、 IANとIAMの代謝がオオムギでの IAA生

合成の主要経路に関与していない可能性が示された。

UzuのIAAの少ない原因としては、 IAN、IAMの代謝に

関係しない、インドールアセトアルデヒドを経由する経

路などに異常がある可能性が高い。

3aF12 
イネカルスよりインドールアセトアミドヒドロラーゼの精製とそ

の性質について

主.tLー孟阜、 'IIH安喜良 1、日IIJlr1t，W、IUf邦彦東理大

基礎工.，t物工、 1東理人.'1命研、 2東大・教養・基礎科?)

トリプトファンからインドールアセトアミド (IAM)を経てIAAに

弔るバクテリア卑lオーキシン生合成終路(凶M符路)が 4 部の高ち

附物にイ1ftすることが提唱されているの又、イネにおいては野n
f章、栽培穐を問わずIAMをIAAに変換するIAMヒドロラーゼ活性の

{[在がトレース'夫験等により確認されている。今回この惇素の性

質を解明するために栽培積のイネカルス (ory即日tivaCS924 R木

11青)より解素の精製を行った。醇素の精製は定法より、硫安沈殿

後、各種クロマトグラフィーにより、精製後46 j詳の治怜両分を

得、活性本体の蛋ド!質の分子量は 52.5kDaを示した。本醇;tの37

"Cにおける至適pl!I立、 6.0-6.6で、至適祖度は 52たを示し、

(j 5 .'Cで完全に失訴した。基質特異性を調べたところ、本醇素は

インドールアセトニトリルを加水分解できなかったのに対し、 lAA

のよチルヱステル休を加水分解できることが判明した。 Kml1直は、

IAMI:対しては、 960"Mであり、一方IAAのエチルエステルで、は、

550" Mであった。このことは、楠物の実牛に多くのエステル型

IAAが含まれていることを考えあわせると、内生のエステルI¥'!IM

を加水分解し、 IAAの生産1:寄与する可能性を示唆している。さら

にNAAを結合したカラムによるアフイニティークロマトグラフイ

ーを試みたところ、活性の検出された分両にSDSPAGEで52 kIJa 

を示すバンドが検出きれた。現荘この蛋白質のアミノ酸の部分配

列の決定を行っている。
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3aF13 
白Vicotianatabacum培差細胞における咳内プロテインキナーゼ活性の
オーキシンによる制御

1tJ.I..l盟主ー酒井慎吾(筑波大・生物)

個物培養細胞の分裂・増殖は、一般に植物ホルモンであるオーキシン

によって制御されている，また、細胞分裂には、その主たる場である主主

に存在する特定タンパク賀の秩序立ったリン酸化・脱リン酸化反応が重

要であることが知られており‘これらの反応に対する特定のプロテイン
キナーセ:(PK)、プロテインホスファターゼの関与が想定される@本研究

では、 Nicotiana匂bacumL. cv. Bright Y，巴llow(BY-2)1昔養細胞を用い、

オーキシン (2.十 0)の細胞分裂・増殖に対する影響と核内 PK活性の

相関について検討した。

2，4-0の分裂への効果を調べるために‘ 2，4-0を含む(十2，4-0)培

地に継代後4日Bの細胞を用いることにした。この細胞を.2，4-0を含
まない(ー2，4-0)熔地に植え継いだところ、 24hrで分裂係数 (MI)

は最小値に遣し、その後、 2.4-0を再添加すると12-24hrでもとの MI
値に回復した。この MI値の回復は、 2，4-0の濃度に依存すると共に他

の活性型オーキシンの添加によっては観察されるが、非活性型オーキシ

ンでは観祭されなかった。

同様の実験において、経時的に核を単離し、核タンパク質を油出し、

カゼインを基質として PK活性を測定した.一2，4-0港地に継代後.24 

hrで活性は愚小値に達し、 2，4-0再添加後 12hrでもとの活性に戻った。

MIと同様に、この活性の回復は 2，4-0濃度に依存していた.カゼイン

を基質としたゲル内リン酸化の実験において.40 kdと32kdのPKの

活性が同様の変動を示した。また.これらの活性がへパリンで阻害され

たこと、 Mg2+要求性かっCa2+非要求性であったことから.この活性の

変動にはカゼインキナーゼ 11 (CK!I)の関与が考えられた.

以上の結果から、オーキシンは CK!I活性をコントロールすることで

細胞分裂・増殖を制御している可能性が示唆される。

3aGOl 
スギの針葉および雄花におけるリポキシゲナーゼ活性の季節

変化

止皇車ミlS高橋久光，太rH保夫(東京農大・農・国際農業開

発)

現在，わが国には，スギ花粉症に悩む人が 12 0 0万人い

るといわれており，その対策カ号室く望まれている。演者らは，

脂肪酸の葉面散布がスギ雄花の褐変に及ぼす影響について研

究を行い， リポキシゲナーゼの作用によって生成するトラン

スー 2ーへキセナールがスギ雄花を選択的に褐変させること

を明らかにした。ここでは，スギの針葉および雄花における

リポキシゲナーゼ活性の季節的変化を測定し，脂肪酸の処理

時期の違いがスギ雄花の褐変に及ぼす影響について検討した。

リポキシゲナーセ、活性は，夏から冬にかけて針葉，雄花と

も徐々に減少し，そのf'fU支はl街Eのほうカt針葉に比べ大きかっ

た。脂肪酸の葉面処理効果が夏に高いことは，スギの針葉お

よび雄花のリポキシゲナーゼ活性が夏高いことと呼応してい

た。一方，針葉におけるリポキシゲナーゼ活性は雄花に比べ

数倍高く，針葉は雄花に比べトランスー 2ーヘキセナールに

対する抵抗仰が大きいものと推測される。



3aG02 
キュウリ実生リポキシゲナーゼ発現制御機構の解析

松井健二、津留英治、梶原忠彦、畑中瀬和、長谷俊治 l

(山口大・農・応、生化、 1大阪大・蛋白研)

リポキシゲナーゼ (lρX) は、ジャスモン酸生合成の鍵酵素

であり、また、一部の植物組織では栄養組織の貯蔵蛋白質とし

ても知られている。キュウリ子葉においてLOXは発芽3日目か

ら急速に蓄積し、 6日目に最大活性を示した後、再び急速に分

解される。一方、根では活性の出現する時期は同じだが、 6U 

目以降も減少することなく、一定レベルの活性が検出され、子

葉山Xとは明らかに異なった発現パターンを示す。また、!由j者

は酵素学的、免疫学的に区別できるアイソフォームである。本

研究ではこれら 2種のIβX遺伝子を単離し、様々な成育条件 F

でのIβX遺伝子発現様式の解析を目的とした。

発芽4日日のキュウリ子葉、根からmRNAを単離し、常'rlーに
従って各器官特異的cDNAライブラリーを作成し、キュウリ f
葉LOX抗体をプロープとして、子葉、根LOXcDNAを単離した。

キュウリを明所で成育きせた場合、子葉LOXmRNAは発芽 6

日目前後に一過的に蓄積したが、主長LOXmRNA足;は発芽3日

日以降から蓄積し、その後ほぼ一定のレベルであり、両者は明

らかに異なる制御を受けていた。 ー方、子葉LOXの発現は発芽

種子をLeupeptin処理する事によって著しく抑えられた。更に、

LOX活性の低くなった発芽 10日1'1の子葉に窒素源を大量に投

与すると再びLOXが発現してきた。これらのことは子葉LOX遺

伝rの発現が主に窒素によって嗣脚されていることを示唆する。

3aG03 
病害抵抗性発現時にジャスモン酸合成が光によって制御され

ている可能性について

且亙皇差王、柴田大輔(三井植物バイオ研究所)

私達はイネの病害抵抗性反応時に発現するリポキシゲナー

ゼ遺伝子をクローニングした。その遺伝子産物のN末端に葉

緑体移行シグナル配列があることから、この遺伝子産物は葉

緑体に存在すると推定した(penget a1.よBiol.Chem. (1994) in 

press)。さらにこの遺伝子を大腸菌内で発現させ、その活性の

性質を詳細に調べた。その結果、至適pHは5から 6の聞で、

pH7以上では活性が認められなかった。このことからこのリ

ポキシゲナーゼは、光合成によってpHが酸性に傾く葉緑体内

腔に存在することが推定される。つまり光によってリポキシ

ゲナーゼ経路のスイッチが入ると考えられる。また、リノレ

ン酸に対する活性はリノール酸を基質とした場合の約3倍で

あり、 C13位特異的に酸素を導入した。葉緑体の中の糖脂質

ではリノレン酸が主な構成成分であることから、この反応に

よってジャスモン酸の前駆体である 13-hydroperoxylinolenicacid 

が主に生成されると考えられる。また、最近、ジャスモン酸

生合成に関与するalleneoxide synthas巴のcDNAがクローニング

され、その遺伝子産物が葉緑体に存在することが示唆されて

いる(Songet a1. PNAS 90，8519-8523， 1993)。以上の結果は、

光に依存したリノレン酸のC13特異的過酸化を引き金として、

ジャスモン酸が生成する可能性を示唆している。
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3aG04 
L ガラクトノ y ラクトンデヒドロゲナーゼの精製と性質

主型盟王よ中野淳子(名古屋女大、家政)

植物に於けるビタミンC (VC) の生合成機構は十分に解明

されていないロ VC生合成の最終段階に関与する酵素、 Lーガ
ラクトノ y ラクトンデヒドロゲナーゼ(EC1.3.2.3、
GLDHaSE)が植物に方ぞけるVC生合成の調節に関与していると

いう報告が幾つかあるが、本酵素の性質については明らかに
されていない。本研究では甘藷塊根よリGLDHaSEを精製し性

質を決定したー
甘藷1.5kgを同量のO.4M庶糖、 O.IMリン酸緩衝液 (pH7.4)

と共に磨砕し、 12.000xg沈殿 (Mt) 画分を得、これから、酵

素の精製を行なった。 GLDHm活性はLーガラクトノ y ラク

トン (L-Gal)を基質とし、シトクローム (Cyt)C共存下で

550nmの吸光度の増加から1分間に2μmolのCytCを還元する

酵素量を1unitとしたロ

甘藷のMt画分の酵素活性は Ig当たり 12.7unitであった。

Mt薗分を超音波処理(クボ夕、 201M型、 130w、30scc)すると.

50-60%の活性が可溶化された。 SEphacrylS-200によるゲル鴻

過では、 Mt画分の活性明4%が回収され、 48倍に精製された。

DE-52セルロースカラムクロマトグラフィでは、 10%の回収

率は、 102倍に精製されたロクロマトフォーカシングではpH

5.8で酵素活性が溶出され、回収率は0.9%で、 292/きに精製さ

れた。この精製酵素はSDSゲル電気泳動で分子量56.000の一

本の蛋白質バンドになったo Sephadex G-I00のゲル鴻過でも、

本噂素の分子量は56.000であった。精製酵素の至酌Hは7.9で、

L-GaHこ対するKm値は0.12mMであり、 L-Galに基質特異性を

示したロ

3aG05 
イネ飾管液に存在するチオレドキシンの解析

石渡裕、中村進一、益ー益盤、森敏、茅野充男(東大.農.農化)

植物における節管は物質の転流に関わる重要な組織である。

この節管液中には高濃度のシュクロース、アミノ酸などが流れ

ているが、これら低分子化合物以外にも核酸やタンパク質など

の高分子化合物も流れてることが明らかになっている。これま

で、イネ飾管内には情報伝達に関与すると考えられるプロテイ

ンキナーゼの存在、飾管内の酸化還元を調節すると考えられる

チオレドキシンの存在を報告してきた。

本報告では、cDNAの塩基配列よりチオレドキシンであると

示唆されているイネ飾管タンパク質の性質を調べることを目的

とした。まず、抗コムギチオレドキシン抗体を用いたウエスタ

ンプロッティングにより、飾管液は、他の組織に比べて多くの

チオレドキシンを含むことを明らかになった。また、インシュ

リンを基質としてチオレドキシン活性を測定したところ、節管

液タンパク質は、チオレドキシンを含むことが明らかになったc

さらに、大腸菌に過剰発現させたイネ街管チオレドキシンも同

様に抗体と反応し、また酵素活性も検出された。

成熟した篠管内ではタンパク質の合成は行われておらず、箭

管液中に検出されるタンパク質は、伴細胞より原形質連絡を通

じて筋管内に積み込まれると考えられる。



3aG06 
ニンジン培養細胞からのDAHPsynthase-Coの精製
鈴木菜穂、作田正明、清水碩(お茶の水大・理・生物)

高等植物において、シキミ酸経路で生成される 3つの芳香族

アミノ酸は、タンパク質合成の基質としてだけでなく、二次代

謝の基質としても重要である。シキミ酸経路の初発段階を触媒
する DAHP(3-deoxy-D-arab ino-heptulosonate 7-phosphate) 
synthaseには、 DS-Mn.DS-Coと呼ばれる 2つのアイソザイムが

存在し、 DS-Mnは色素体に、 DS-Coは細胞質中に局在していると

考えられている。このうち、 DS-Mnについては、免疫学的、分子

生物学的手法を用いて解析が進んでいる。しかしながら、 DS-
Coについては、未だその単離・精製は行われておらず、その実

体は明らかではない。このごとは、 DAHPsynthaseの生理機能の

解明に障害となっている大きな要因である。そこで、ニンジン

懸濁培養細胞を用いて、 DS-Coの精製を試みた。このニンジン培

養細胞の培養期間を通してDAHPsynthaseの活性を測定したとこ

ろ、両アイソザイムの活性の変動パターンに遣いが見られた。

DS-Mni舌性は、対数増殖期に高く、定常期にかけて減少した。

一方、 DS-Co活性は対数増殖期には低く、その後上昇し、定常期

には最大となった。そこで、精製にはDS-Co活性とDS-Mn活性の

差が最も大きくなる継代後7-8日目の細胞を用いた。細胞破砕後

遠心分離により得たよ清を、硫安分画、 DEAE-sephacel、ハイド

ロキシアパタイト、 MonoQ、Superoseカラムを用いて分離し、

SDS-PAGE上で単一の酵素標品を得た。この酵素は、 SDS-PAGE上

では約62-kDのバンドとして検出された。

3aG07 
イネ穎果におけるグルタミン酸合成酵素群の組織内分布
早川俊彦，中村貞三山谷知行. (東北大・農・細胞生化
学東北大・農・作物学)

イネの穏や若い葉身は、下位の老化組織から節管を介して
転流する窒素及び地下部から導管を介して流入する窒素で構
成される。 演者等は、これ等の生長中の組織におけるグル
タミン酸の合成を、 NADH依存性グルタミン酸合成酵素(NADH
OOGAT)が担うことを示唆する報告を行ってきた1)2)。 イネ
葉身維管束組織におけるOOGATの分布を示した昨年度の本大
会引に号|き続き、今大会ではイネ穎果におけるOOGATの組織
内局在性について免疫組織化学的に解析した結果を報告する。

イネ(ササニシキ)をガラス室で水耕栽培し、開花後の一
次枝梗の穎果を材料とした。 抗体は精製抗原に対してアフ
ィニティー精製したものを用いた。Controlには大過剰の
精製抗原にて免疫沈降させた抗体液の上清を用いた。 開花
後10日目の穎果を籾殻と内部の未熟玄米に分けて、各組織の
イムノプロット分析を行った結果、穎果全体のNADH-{脂 AT蛋
白質の約84%が、未熟玄米中に存在することが明らかとなっ
た。 更に、未熟玄米のパラフィン包埋切片を抗体染色して
光顕観察した結果、 NA阻イ鵬AT抗原は維管束組織の筋部と木
部の柔細胞、珠心突起細胞、種皮の珠心表皮細胞及び糊粉層
細胞群に主に存在することが判明した。 これ等の細胞群は、
形態学上推定される玄米の物質流通経路の細胞群と完全に一
致しており、転流窒素の再利用において重要な役割lを担う可
能性が更に強められた。 一方、 ferredoxin依存性G(X;AT
σ，J-{鵬11)は果皮の葉緑体を含む横細胞群に存在し、 NADH
OOGATとは組織内分布が異なっていた。
l)Y.細胞.yaet al. (1992) Plant Physiol.l00: 1427 
2)Hayakawa et al. (1993) Plant Physiol.l0l・1257
3)Haya担周 etal. (1994) Planta in press. 
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3aG08 
トウモロコシ葉PEPカルボキシラーゼをリン酸化するプロ

テインキナーゼの部分精製とその分子的性質

藍旦尚弘、小川紀之、泉井桂(京都大・農・農生)

トウモロコシのC4回路におけるPEPカルボキシラーゼ

(PEPC)は光照射によりリン酸化を受け、フィードパック

阻害剤であるリンゴ酸感受性が低下することが知られてい

る。この活性調節に関与するプロテインキナーゼ (PEPC-
PK)はこれまでに葉の細胞質画分から部分精製されている

が、その活性調節因子としてCa2
+が関与するか否かで議論

が分かれている。我々はBlueSepharoseアフィニティーク

ロマトグラフィーによる部分精製を行い、 PEPC-PKはCa2+

依存性であること、さらにSDS-PAGEによる分離後、ゲ、ル中

で再生・自己リン酸化を行うと 50-60kDalこCa2
+依存性の

PK活性をもっバンドが現れることを示した 1)。今回、基質

であるPEPCの精製法の改良を行い、また各クロマトグラフ

ィー(ゲ、ル漉過・イオン交換・疎水性)におけるPEPC-PK

の挙動を調べた。その結果、ゲ、ル纏過による分離において

分子量10万-20万にCa2
+依存性のPK活性を検出したが、分

子量3万にはCa2+非依存性の活性も検出された。イオン交

換クロマトグラフィーにおいても両PK活性がみられた。ま

た等電点電気泳動を行ったところCa2+依存性のPKl活性が

pI値4.8-5.8にみられた。現在、これらの分離法を組み合

わせることによりPEPC-PKを単離精製し、両者の関係を明

らかにすることを試みている。

1) Ogawa. N. & Izui， K. (1992) Research in 

Photosynthesis(ed. Murata. N.) Vol. 3. pp.831-834 

K 1 uwer Academ i c Pub 1 i shers. Nether 1 ands. 

3aG09 
トマト果実におけるフェレドキシンーアイソプロテインの蓄

積の制御

青木考， 和田敬四郎 (金沢大・理・生物)

トマト (LyropersIl叩 E 回culentumcvMomotaro)は、線や葉

だけでなく果実でもフェレドキシン (Fd)を蓄積する。ト

マト果実からF的精製を行い、その蓄積量に影響を与える

要因について検討した。

赤くなったトマト果実から 5種類のFd(FdO，Fdl，FdlぺFd2，Fd
3)を精製した。 Fdl，Fd3は葉に存在するFdと同一物で、トマ

ト果実の成長に伴L、FdO，Fd2(果実特異的)が増加し、

Fdl，Fd3が減少した。しかし果実の色の変化との相関はみら

れなかった。着果直後から果実に袋をかぶせ、暗所で育て

たところ、果実は正常に赤くなったが、 Fdl，Fd2， Fd3に著し

い減少がみられた。また樹上で赤くなったトマトと、摘果

後赤くなったトマトを比べたところ、後者はFd31こ対する

Fd2の割合が増加する傾向にあった。さらにエチレン・ノル

フルラゾンの処理も行ったが、 Fdの組成に変化はなかった。

これらの結果よりトマトのFdは器官・光・転流物質による

制御を受けていることがわかった。



3aGlO 
キュウリアスコルビン酸ペルオキシダーゼのcDNAクローニング

星壬五亘佐野智三宅親弘曹腕紅浅田浩二 (京都大・食研〉

アスコルビン酸ペルオキシダーゼ(APX)は植物でのH，O，の消去に

機能しているが、これまでに解析されてきた植物由来のグアヤコー

ルペルオキシダーゼと分子的性質が大きく異なる。しかし、 APXの
詳細な構造や反応機構については、生葉からの大量精製が困難であ

るため不明な点が多い。ここでは、チャ葉ストロマ型APX(sAPX)に

対する抗体を用いてcDNAクローニングを行った結果を報告する。

スクリーニング時のパックグラウンド低減のために、チャ葉sAPX

を担体に吸着させたカラムにより抗血清をさらに精製した。これを

用いて発現ベクタ-A gt22Aを使ったキュウリ子葉cDNAライブラリ

ーをスクリーニングし、得られたクローンの塩基配列を決定したと
ころ、 750bpのORFを見いだした。

このORFにはチャ葉sAPXおよびホウレンソウチラコイド膜結合型

APX(tAPX)のN末端アミノ酸配列と相同性のある領域は見いだされな

かった。またこのORFの一次配列はエンドウおよびシロイヌナズナ

細胞質型APX(cAPX)と80百以上の相同性を示し、ホウレンソウおよび

チャ葉cAPXのN末端アミノ酸配列において高い相同性を示したこと

から、得られたORFはcAPXであると予想された。また、他のペルオ

キシダーゼとの相同性を調べたところ、グアヤコールペルオキシダ

ーゼよりも酵母チトクロムグtルオキシダーゼ(CPX)との相同性が高

く、 CPXにおいて反応機構に直接関与すると考えられているTrp残基、

Arg残基、 Asp残基はいずれも APX上に保存されていた。

このcDNAをNotI分解、末端平滑化後NcoI部分分解で断片化し、発

現ベクタ-pET-8cに挿入し、大腸菌BL21(DE3)に形質転換させた。

現在形質転換体において活性なcAPXを発現させるための生育条件を
検討中である。

3aGll 
大腸菌で発現させたキュウリモノデヒドロアスコルビン酸レ
ダクターゼの性質

韮E宜、浅田浩二1(RI百、 l京都大・食研)

アスコルビン酸(AsA)は細胞内で各種ラジカルの

"シンク"として働くが、その際 1電子酸化されてモノデヒ

ドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルとなる。特に葉緑体内で

は光化学反応に伴い生成する H202をAsAペルオキシダー

ゼが消去するため MDAラジカルが多量に生じる。 MDAラ

ジカルは、 F，ゆを含み NAD(p)Hを電子供与体とする MDA

レダクターゼによって AsAに再生される。この酵素は植物体

から精製すると非常に収率が低い。そこでキュウリ芽生え

cDNAライブラリーから単離した MDAレダクターゼ cDNA

を用い、 E.coliで発現させ、精製し、その性質を調べた。

ここで使用した cDNAから予想されるアミノ酸配列は、以

前に精製されたキュウリ果実 MDAレダクターゼのアミノ酸

配列と異なる部分があった。しかし組換え体酵素はキュウリ

果実から精製した酵素と同様、キノン類や匂 cなどを電子

受容体とせず、その NADH、 MDAラジカルによる吸収スペ

クトル変化からフラビンが反応に関与している。

組換え体酵素の Km値は、 NADHに対しては植物からの精

製酵素と同程度 (4.4μ附であったが、 NADPHに対しては

約 9倍 (210μ M)であった。 MDAラジカルに対しては、植

物からの酵素の Km値の約 2倍である 3μMでも、組み換え

体酵素の反応速度は飽和しなかった。

また、メナジオンレダクターゼに対する阻害剤であるジク

マロールは、植物体からの酵素の活性は阻害しないが、

0.1 mMで組換え体酵素の活性を約 60%にまで阻害した。
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3aG12 
エンドウaspartatekinaseのcDNAクローニング

清田誠一郎、坂野勝啓(農水省・生物研)

被物のaspartatekinese(AK)には、スレオニン阻

害型 (Thr-AK)とリジン阻害型 (Lys-AK)の 2種類の

アイソザイムが存在する。エンドワ幼被物葉の両ア

イソザイムの活性を日を追って測定したところ両者

で発現パターンが異なるこ kがわかった。 2つのア

イソザイムの発現調節機構を解明するための一環と

して、今回は、 AKのcDNAクローニングを行った。

ニンジンAKのcDNA[l]を元に設計したプライマーを

用いて、緑化過程のエンドワ葉から作成したcDNAを

鋳型にPCRを行った。期待される1.4kbのPCR産物が得

られ、塩基配列の分析の結果、 AKであると左が確認

された。

現在、このPCR産物をプロープとしてcDNAライブラ

リーのスクリーニングを行っている。

[l]Weisemann J. M. and B. F. Matthews，(1993) Plant Mol 

Biol. 22・301-312

3aG13 
Rhodobacter capsulatus 7鉄フェレドキシンの 3鉄クラスター

保持に関与するCys間配置の変換とその効果

丞率直主、佐伯和彦、松原 央(阪大・理・生物)

フェレドキシンは種々の代謝系の電子伝達を担う鉄硫黄蛋白

質である。 [4Fe-4S][3Fe-4S 1型σ鉄)フェレドキシンについては特

異な 3鉄クラスターに着目した物性解析が多くなされているが

生理機能には未知の点が多い。私達は光合成細菌Rhodobacter

ωrpsula価フェレドキシンIIσ'dxA)の構造改変を通じて 7鉄フエ

レドキシンの構造一機能相関の解析を進めており、今回クラス

ターを保持するシステイン(Cys)に特有の配列の構造変換を行な

った結果を報告する。 2[4Fe-4S1型(8鉄)フェレドキシンでは一

般にCys-X舗 2-Cys-Xaa2-<ごys-Xaa3・Cys配列が2回繰り返されるの

に比べ、 R.αIpsula帥 FdxAを含むAzotobacter型 7鉄フェレドキ

シンではいずれも片方がCys-X泊2-CyS-X踊 4-<ごys-Xaaョ-Cysであ

る。このXaa4 部分と 3鉄クラスター保持の関連を調べるため

R. α伊'sula加sFdxAのXaa4に相当する配列(Lys・T戸-Thr-Asp)を

Gly-Ala、Gly-Asp、Gly-Asnに改変するような 3種類の変異遺伝

子(GA必IxA、GD-fdxA、GN・曲A)を作成し、それらをプラスミ

ドとして保持させた株のゲノムfdxAの破壊実験を行なった。

F似Aが必須蛋白質であるためゲノム遺伝子が破壊できるのは改

変 肱A産物が機能し得る場合のみである。 GA-、GD-晶Aのみを

持つ株が得られたのに対しGN・抽Aのみを持つ株は得られず、

GN-FdKAが機能できないことが判明した。また抗FdKA抗体を用

いた解析によると菌体中のGA-FdxAとGD-FdxAはいずれも不安

定であった。



3aHOl 
コムギ葉緑体psbD/C遺伝子クラスター
の光応答プロモーターに作用する転写活性化

因子

畠以韮L、中平洋一、椎名隆、豊島喜則 (京都大学、人間・

環境学研究科)

コムギ葉緑体psbO/C遺伝子クラスターには4種類のプ
ロモーターが存在する (O/C-l~D/C- 4)。それらの
内、 D/C-3プロモーターのみが光に応答して転写が活性化

されるが、暗所で育てたコムギ芽生えが光により緑化する初期

過程において、この0/C-3プロモーターに作用する転写制

御因子が生じる事を既に報告した。

本研究では、まずへパリンセブアロースカラムクロマトグラ
フィーを用いてこの転写制御因子(フラクション A) を葉緑体

RNAポリメラーゼから分離した。

ついで、制御因子のアッセイ系を確立する目的で、葉緑体自身

のRNAポリメラーゼのかわりに大腸菌のRNAポリメラーゼ

を用いてムム Lムムム♀転写実験を行った。大腸菌RNAポ
リメラーゼ単独の場合、 0/C-2プロモーターからの転写は

起こるが、 D/C-3からの転写は認められなかった。しかし

ながら、大腸菌RNAボリメラーゼにフラクションAを加える

と0/C-3プロモーターからの転写が生じた。

さらに、 D/C-3プロモーターのシス配列を解析するため

にゲルシフト実験を行った。その結果、フラクションA中には

このプロモーターの特定の領域に特異的に結合する複数の蛋白

質が存在する事が分かつた。

3aH02 
A DEVELOPMENTALL Y -REGULATED atpE-SPECIFIC 
TRANSCRIPT ARISES FROM A PROMOTER WITHIN 
THE CODING REGION OF atpB GENE IN TOBACCO 
CHLOROPLASTS 

saniav KAPOOs， Ma品油iroSUGIURA， Center for Gene 
Researせ1，Nagoya University， Chikusa， Nagoya 464-01， 

Japan 

The atpB and atpE genes encode s and e sul、units、
respectively， of chloroplast ATP synthase. These genes are 
transcribed as part of hi-cistronic佐anscriptsstarting 5' to 
atpB gene in m川 tof the p lants呂peciesstudied so far. In 
tohacco， however， atpB gene specitic prohe hyhridizes to 
2.7 and 2.3 kh transcripts目 Besidesthese two， prohe from 
atpE coding region hyhridizes also to a smaller， 1.0 kh， 
transcript. This atpE-specific transcript accumulates in 
leaves and not in proplastid containing tohacco BY -2 cells. 
Its 5・endhas heen mapped 431 nt upstream of the atpE 
translation initiation site， within the coding region of atpB 
gene. This transcript shares a common 3' end with other 
two hi-cistronic transcripts (2.7 and 2.3 kh) of this operon， 
-150 nt downstream of atpE t巴rmination codon. 
Moreover， in vitro capping and rihonuc1ease protection 
analysis revealed that出istranscript resu1ts 仕oma 
primary transcriptional event and is also characterized hy 
-10 and -35 canonical sequences in the upstream f1anking 
regIOn. 
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3aH03 
A NOVEL RNA GENE IN THE TOBACCO 
PLASTID GENOME: ITS POSSIBLE ROLE IN 
THE MATURATION OF 16S rRNA 

An伽1ioVERA，Masahiro SUGillRA.， Center for Gene 
Research， Nagoya Univ，ぽsity，Chikusa-ku， Nagoya 464-01 

A small plastid-encoded RNA (spRNA， 218 nt) has 
出回 deωcted inωba∞o.百 ecoσesponding1∞凶 (sprA)
does not contain any open reading frame and is actively 
transαibed from iωown promoter， as shown by 
ribonucleωe prot民 tionassays凶 ingin vi.的 cap戸dRNAs.
Gel-shift and UV-crωslinking ex伊rimentsshowed血e
formation of a平副ficcomplex between spRNA and 
chlαoplωt polyp叩tides.τhemobiliザofthe complex was 
向叶1ershifted when a transαipt bear加gpartofぬe16S 
rRNA leader sequence was added in白e泊四回“onmix旬re.
Glァcerolgradient fractionation of a chlor，叩lastlys蹴
indicaぬda oref，ぽentials剖imentati叩 ofspRNA at 15・208
and 70S.百1eseobsぽ vationsand the po出 1tialbase pairing 
M白 theleaders叫uen田 ofpre-16S rRNA， su邸周ta role 
ofspRNA加 chloroplastribosome biogenesis， i.e. 16S 
rRNAmatura伽 1.Bys珂uencingof ωmaわがastidDNA 
andhe附 ologousnぽ thernhy祉idizations，出epres田 ceof
sprAhomolo伊 es釦 d白位expressi∞ina number of dicot 
plants have also加enshown.

3aH04 
タバコ光化学系 I核遺伝子群のグリーニング過程での発現

近藤由希子、山本義治、中部真之、小保方潤一(北大・地球

環境・生態遺伝)

高等植物の光化学系 1(psJ)は少なくとも 13種類のサブ

ユニットから成り、このうち核にコードされている 8種類の

サブユニットの大部分には重複遺伝子に由来するアイソマー

が見い出される。このように、光化学系 Iの形成には多様な

遺伝子群が関与しているが、一方、それらの発現を支配する

分子機構については今のところほとんどわかっていなし、本

研究ではタバコの母系祖先種であるM∞tianasylves凶sを材料

として、これらの系 I遺伝子群が黄化芽生えのグリーニング

過程でどの様な発現様式をとるのかをRN剖eプロテクション

法とタンパク質の免疫プロッティング法によって検討した。

その結果、調べたほとんどの遺伝子の産物はこの過程におい

てほぼ同調的に蓄積し，サブユニットやアイソマーによる違い

は見られなかった。これは、少なくともグリーニング時にお

いては、多様な系 I核遺伝子群の発現が共通な機構で支配さ

れていることを示唆している。



3aH05 
タバコの光化学系 1i宣伝子psa助の転写、転写後、翻訳レヘ"での

光制御について

山盗差益辻英夫近藤由希子"fJ、保方潤-， ('北大地球環境

生態遺伝京大，理・植物)

Nit叩 ltianasylvl回 出sの光化学系!被遺伝子群の中でpsaLめは最

も迅速な光応答を示す。 psa助の遺伝子発現に関して光の作用点

は転写、mRNAの安定性、翻訳のどの段階にあるのかをトラン

スジ‘ヱニックタバコを用いて解析した。 psa助遺伝子断片を含む

3種の融合遺伝子(r psaDbプロモーター+GUSレポーター」

rCaMV35Sプロモーター+psa助の転写領域J rC aM 

V 35 Sプロモーター+戸a助リーダー配列十GUSレポー

ターJ)を構築し、アグロパクテリウムの系によりタバコに導

入した。そしてこれらの導入遺伝子が光応答を示すかどうかを

調べた。その結果 rpsa助プロモーター+GUSレポーター」の

みが光応答を示したので、 psa助の光に依存した発現は転写レベ

ルで調節されており、 mRNAの安定性や翻訳開始頻度は光照射に

よって変化しないことがわかった。またpsaDbのリーダー配列に

は翻訳活性を十数倍高めるシス配列があることが示唆された。

3aH06 
タバコの光化学系 I核遺伝子群に結合するタンパク質

因子の解析

阜皇E皇卒、山本義治、近藤白希子、小保方潤一(北大・

地球環境・生態遺伝)

光化学系 Iサブユニットを支配する核遺伝子群の発

現は光に対して迅速にかつ向調的に応答する。さらに

この発現は転写レベルで誘導され、これらの遺伝子群

に共通する発現調節機構の存在が示唆されている。し

かしながら光化学系 I核遺伝子群のシス・トランス因

子に 関 する知見は非常に少ない。我々は、タバコ

(Nicotiana syl vestris)の核ゲノムから PSI-Hサプユニット

をコードする遺伝子psaHを単離し、さらにタバコの他

の光化学系 I核遺伝子、 psaD、psaE、とプロモーター領

域の構造を詳細に比較した。その結果、光化学系 I遺

伝子群に特徴的ないくつかの反復配列の存在が明かと

なり、これらを Rlから R6と名付けた。この中で、 3種

の遺伝子に共通して見いだされたR5モチーフに着目し、

このモチマフに特異的に結合するタンパク質因子をゲ

ルシフト法によって解析した。
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3aH07 
C3植物にも C4型l類似PPDK遺伝子は存在する

今泉信之、石原邦人鮫島宗明2、松岡信 2 (ジャパンターフ

グラス、 l東京農工大学・農、 2農水省・生物研)

C4植物のピルビン酸正リン駿ジキナーゼ (PPDK)はC

4光合成の最も重要な調節酵素として知られている。最近、 C

3植物にも PPDKタンパク質が存在することが明かにされ、

その生化学的性質はC4型PPDKと比較的似ていることが報

告されている。しかし、 C3植物における PPDKの機能およ

びその発現調節などについてはほとんど明かにされていない。

そこで、われわれはC3植物であるイネより PPDK遺伝子を

w-献し、その構造解析を行うことにより、 C3とC4植物問の

C4光合成遺伝子の相同性について検討した。

イネ(日本晴)のゲノムライブラリーより、トウモロコシ(C

4型) P P DK遺伝子の cDNAをプロープとして、スクリー

ニングを行い、 2種類の異なるクローンを得た。その内、 C4

l¥'Jp PDK遺伝子とホモロジーの高い遺伝子について全指基配

列を決定し、 C4型 PPDK遺伝子と比較した。

イネとトウモロコシ (C4型) P PDK遺伝子のエクソンー

イントロンの関係は、エクソン 1と3を除き完全に一致し、翻

訳アミノ酸配列は約 90%以上の高いホモロジーを示した。ま

た、 C4型PPDK遺伝子は2つの転写開始点を持つことが特

徴とされているが、イネ PPDK遺伝子においても 2つの転写

開始点を持っていた。以上の結果から、 C3植物にも C4型P

PDK遺伝子と構造的によく似た遺伝子が存在することが確認

された。

3aH08 
イネ (C3縞物)の C4類似相 PPDK遺伝 fはトウモロコシ

(C 4縞物)内で C4的発現をしない。 4

松|時位、今)j，lfci之 1、大和陽('主物研、且ジヤハンケープグラス)

ヒルピン俊iEリン殺ジキナーゼ (PPDK)はじ 4光合成凶路のi主要

な解案であり、 C4楠物の総葉には多民の発取が観察される 方で、

C3植物の緑葉ではその発現はほとんど観察されない。このことから

以前は日わK遺伝子は C4柄物に国有な遺伝 fであると考えられてい

たが、最近の孜々の研究ではC 3植物であるイネにもトウモロコシの

仁 4型PPDK遺伝子と槻めて類似した構造の遺伝子が存在することが

確認された(今泉ら、本講演要旨参照)。では何故C4類似卑!PPDK

遺伝子はC3縞物(イネ)内て1司い発現をぶさないのであろうか 7我々

はすでにトウモロコシのPPDKプロモーターが形質転換したイネ内で

葉肉細胞特異的で光依u的な発現をせ|き起こすことを報告した
(PNAS 90， 9586， 1993)。このことは、 C3純物であるイネの緑葉

巾にもトウモロコシのC4埠d'PDK遺伝子の発現を制御する転写因子

が存在することを示唆している固したがって、イネC4類似期PPDK

遺伝子の低いレベルの発現はイネ緑薬中に発現に必要な転写閃子が欠
如しているのではなく、 C4類似型PPDK遺伝子のプロモーケーに高

いレベルの発現に必要なシス閃子が存在しないためと子怨される。そ

こでこの仮説を検証するためにイネPPDK遺伝子のプロモ-'7ー領域

をルシフエラーゼ遺伝子に融合し、 トウモロコシ総集にパーティクル

ガン法により融合遺伝子を導入してルシフエラーゼm性の誘導を観察

した。その結巣、コントロールに用いたトウモロコシPPDKプロモー

ターはトウモロコシ緑葉中で強いルシフェラ『ゼ活性を誘導させるに

も関わらず、イネPPDKプロモ-'7ーはほとんどルシブエラーゼ、活性

を誘導しなかった。これは、イネI'I'DK遺伝子のプロモーターに高い

レベルの発現に必要なシス凶子が存住しないとする上の仮説を強く指

示する。



3aH09 
c .植物、
を持っか

c .植物 P P D K 遺伝子は共通のシス領域

村 ト(事納)ゆ句子、 大和陽一¥今泉信之人松岡
信農水省果樹試、 '生物研、 2 ジャパンタ フ
グラス)

c .型光合成回路の 醇 素 で あ る ピ ル ビ ン 酸 ジ キ ナ
ゼ( P P D K )は c.植物では非常に低い発現 L

か示さないのに対 L て、 c .植物では高い発現在示

す。 この 憾 な c，植物 c.植物問での発現機構の変異
を解析するため、 p r f) K i量伝子のプロモーター領
岐をルゾフエラーゼ遺伝子に融合 L、 トウモロコゾ
にパーティクルガン法を用いて導入し、 P P D K 遺
伝子のンス領域をより詳細に検討した。 一方、 イネ
P P D K 遺伝子とトウモロコシ P P II K 遺伝子の比
較かり 、 双方とも 5 '流慢のほほ同じ位置(-56 
0 及び 40 0 )に A T - r i c hな 領 域 が 二 つ 存 在 L て
い るなど総体的な位置関係は頬似 L ていた。 しか L、

ーティクルガン法 に よ り 決 定 さ れ た ン ス 領 場 iこ相
当 する配列(-3 0 0 )は、 c .型光合成を行ゥている
イネ P P II K 遺伝子には見いだせなかゥた。

我々はすでに c.槽物 P P D K 遺伝子が c ，植物の
イネに形質転機した場 合、 高い発現を示す車、 及び
イネ綿 菓 核 抽 出 1曹 に c.植物 p r 0 K i宣伝子の γ ス
傾 岐に結合する活性が 存 在 す る 事 を 報 告 L ている。
こう L た知見からイネ自 身 の p P n K 遺伝子が弱い
兆現 L か示さないのは、 トウモロコン P l' D K 遺伝
子白ンス配列に相当 する 配列 がイ ネ lこ は 欠 卸 し て い
る 事が予想された。 そ こ で 、 今回、 イネとトウモロ
コゾの p P [) K 遺伝子町 fi '上流域において^ '1 
r i chな二つの領域(A T - 1、 A T - 2 )が、 位置、
配列とも相同性を示した司障を考慮 L て、 己の 二 つ の
傾 峨及びトウモロコ γP /' J) K 遺伝子の γ ス領蟻に
相当する位置の領場をプロ プとして、 トウモロコ
ゾ緑車被抽出液を用いたゲルンプトアプセイを行づ
た。 その結果、 トウモロコ γ のンス領蟻に相当する
結合活性は見いだされなかった。

3aHlO 
トウモロコシc.-型PEPカルボキシラーゼ遺伝子の

5・上流域に結合するDNA結合タンパク質-MNFlーの解析

丞皇盟、柳津修一l、泉井桂(京都大・農・農林生物、】東大教養)

PEPカルボキシラーゼはC.光合成において初期炭酸国定反応を触

媒する酵素であり、葉において可溶性蛋白の10%以上を占める。

本酵素遺伝子はゲノムあたり Iコピー存在し、そのプロモーター

領域は高レベルの発現、光による制御、組織特異的発現という見地

から注目されている。我々はこれらの発現制御に関与することが示

唆されている5・側上流約 1kb領域内に複数の核内因子が結合するこ

とを見いだしその性格付けを行っている。

その中の一つである核内因子制Flについて分子的性質に関する知

見を得たので報告する。この因子は転写開始点より約800bp上流に2

コピー存在する繰り返し配列、 RS-lに結合する。 RS-lは約40bpから

なり、その配列中に既知の植物の転写制御因子の認識配列は見いだ

されない。 トウモロコシの核摘出液を調製し、合成オリゴヌクレオ

チドを用いたコンペティションアッセイを行った結果、 MNFlはRS-l

配列内の"GT氏CCTT"8bplこ対して認識配列特異性を有する因子である

ことが明らかになった。またゲル減過クロマトグラフィーから予想

されるMNFlの分子量は、 900-1.200kDと通常の転写制御因子の分子

量と比較して極めて大きく、 MNFlは1n旦主旦の溶液中において複数

のタンパク質からなる複合体を形成していることが予想される。

MNFlの認識する配?IJ"GT民αTT"を利用したDNAアフィニティーカラム

クロマトグラフィーにより因子の高度精製を行ったが、単一の分子

にまで精製するには歪らなかった。このことは刷FJの見かけの分子

量が大きいことと関係があると思われる。現在この削Flの高度精製

溶液を用いてさらに解析を進めている。
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3aHll 
トウモロコシのC4型 PEPカルボキシラーゼ遺伝子発現の光調

節とサーカディアンリズムの関与について

主旦塑亙、森島明、森康夫、泉井桂 (京都大、慶、農林生物)

植物の光応答性の遺伝子発現の調節には、しばしばサーカデ

ィアンリズムの関与が報告されている。 C4型光合成の初期炭

酸固定に働く PEPカルボキシラーゼの遺伝子(pep)Iこついては、

ソルガムで 明暗に対応した転写産物量の増減が報告されてい

るσ110m描 etaJ， 1990)が、サーカディアンリズムの関与は実証

されていない。今回、我々は、トウモロコシ芽生えのpep発現

について調べ、その光調節の仕組みとサーカディアンリズムの

関与についていくつかの明瞭な結果を得たので報告する。

12h/12hの明暗周期下で 4日間生育させた発芽後5日

目のトウモロコシの芽生えに3日間の光処理を行い、光処理期

間中 3h毎の第一葉の戸pの転写産物量の変化を調べた。

1) 1 2 h/l 2 hの明暗周期を続けた場合、転写産物量は明

期開始後3-6時間で上限に、暗期の3・9時間目に下限に達す

る周期的な変化を示した。上限と下限の聞に 5・10倍程度の

転写産物量の変化が見られた。 2)5日日以降を連続的な明期

とした場合にも、 12 h/l 2 hの明暗周期下で見られたのと

ほぼ同様の転写産物量の周期的増減が観察され、サーカディア

ンリズムの関与が証明された。 3)5日日の後半から連続的な

暗期としたところ、転写産物量は急激に減少したが、概目的な

振動を伴う減少であった。 pepの発現に関して、明暗で増減す

るpep発現の基本的な光制御があり、これに対し上乗せ的にサ

ーカディアンリズムによる修飾が働いていることが予想された。

3aH12 
マヅの集光性クロロフィル蛋白質遺伝子プロモーターによる

ルシフエラーゼ遺伝子のy6非依存的、葉器官特異的発現

山本直樹(生物研)

マヅの集光性クロロフィル蛋白質遺伝子 (cab)は光に依存

することなく暗所でも明所でも発現するけ岡阿衣存的発現)と

いう点、では、光による誘導のみられる被子植物の cabとは大

きく性格を異にしている o しかし、組織特異的な発現を示す

点においては、被子植物、裸子植物(マヅ)にかかわらず共

通している。このマツ、あるいは、針葉樹に特異的な ca郎

知見機構を明らかにするために、代謝回転の速いルシフエラ

ーゼをレポーターに用いて解析をおこなったところ、良好な

結果を得ることができた。

マツのcabプロモーター(0，5kbp)をルシフエラーゼ遺伝子

つなぎ、Tiプラスミド(pB1 121)へGUS遺伝子の代わりに導入し、

タバコに導入、形質転換体を得た[PC6::LUC]。光感受性の対

照としてイネのcabプロモーター(0，8kbp)を利用したが、同

様の操作により形質転識をおこなった[Rice cab:: LUC]。ルシ

フエラーゼ活性の測定は、 T2の幼植物にルシフェリンを噴霧

したのち、発光画像解析システム(Argus-50，浜松ホトニクス)

により行った oCP6:: LUCのタバコ幼植物からの発光は明暗の

条件にかかわらず恒常的に観察された。また、ごの発光の大

部分は葉に限られ、制長からの発光はなかった。一方、 Rice

cab:・LUCをもっタバコ葉からの発光は、明条件に移すと急速

に増加し、光の誘導が明瞭に観察できた o マツの cabプロ毛

ーター領域には、組織特異性信j御の西日列は存在するが光感受

性にかかわる配列は存在しないものと理解できる o



3aIOl 
ダイズサイクリン遺伝子のcDNAクローニングとその発現様式

河内宏¥前田美紀1、関根政実2、焔信吾3 (農水省生物

研¥阪大工2、姫路工大理3)

p34CdC2のreguratorysubunitであるサイクリンは、真核細

胞の分裂周期制御において重要な役割を果たす。動物および

酵母におけるサイクリンボックスの保存配列をもとに、ダイ

ズ根粒の全cDNAからPCR法によって得たフラグメン卜をseque

ncingしたとごろ、多様なサイクリン配列が得られたが、ごれ

らはアミノ酸配列の類似性から大まかに4つのグループ (I-IV) 

に分けられた。グループI-IIIはAタイプに近い構造をもち、

IVはかタイプの特徴を有していた。これらの各グループ。から

代表的なフラグメントを選び、これをフプ.ロ一フブ0として根粒及
ひび、ダイス

全長のcDNAを得、ごれらの全塩基配列と予想されるアミノ酸

菌研lを決定した。ノーザン分析の結果、茎I頁、根端、分裂中

の根粒など異なる分裂組織での発現のパターンはすべてのク

ローンについて基本的に同様で、顕著な組織特異性は認めら

れなかったが、発現量には大きな差異があり、演者らがさき

に報告したB-typeサイクリン (EMBO.J.10:2681， 1991)がもっ

ともabundantであった。トtypeのうち最も発現量の多いグル

ープIIIと、 B-typeのグループ。IVについて、茎I員、根端、根粒

の組織;JJ片のInsituハイプリダイゼーションを行った結果、

これらは分裂域の細胞に特異的に発現しており、分裂中の細

胞に見られるシグナルから、 B-typeサイクリンは、 A-typeに

比べて細胞分裂のより後期まで発現していると推定された。

3aI02 
タバコのサイクリン cDNAのクローニング

Y. Y. Setiady，関根政実、山本拓生.新名惇彦(大阪

大・工・応用生物工学)

c d c 2/サイクリン複合体は真核細胞の細胞分裂

周期の調節において重要な役割を果たしている。現在

まで、酵母や脊椎動物細胞から多くのサイクリンが単

離されてきた。サイクリンファミリーには少なくとも

5つのタイプがあり、それぞれは特異的な時期に細胞

周期を調節している。

植物における細胞周期調節の分子レベルのメカニズ

ムを解明するために、我々はタバコ (Nic旦ti主旦旦

tabacu皿)からサイクリン cDNAを以下のように単離

した。サイクリンファミリーの中で保存されている領

域に基づいて、 PCR法を用いて cDNA断片を増幅

した。次にこれらの cDNA断片を用いてタバコ cD

NAライブラリーをスクリーニングしたところ、 3つ

のcDNAクローンが得られた。これらの cDNAは

酵母のサイクリン欠損変異株に対して相補性を示した。

さらにこれらの cDNAの発現特異性を明らかにする

ため、現在タバコ BY-2培養細胞の同調系を用いて

細胞周期におけるこれらの cDNAの発現パターンを

調べている。
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3aI03 
タバコのプロテインホスファターゼ cDN̂ のクローニング

盈監査ζ血、 l刻版政実、新名将彦(阪大・工.~~;Hl生物)

真技細胞の細胞周期はじdc2キナーゼ活牲により制御されて

いる o cdc2キナーゼの活性化と不活性化は、特異的なリン酸

化←脱リン酸化によって調節されており、プロテインホスファ

ターゼ (PPase)が細胞周期の制御に重要な役割jを果たしてい
ると考えられている。セリン/スレオニン PPaseはタイプ I， 

2A • 28 • 2Cに分類されており、近年、酵母、動物、植物よ

り各タイプの PPaseがクロ一二ングされ、細胞!司lUlにおける

それらの役割が明らかになりつつある o 我々は、植物における

細胞周期i調節機構の解明を目的とし、そのー原としてタバコ
(Nicotiana tabacum cv. Samsun NN)からセリン/スレオニ

ン PPasccDNAの単雌を行った。

酵母と動物由来の l型 PPasc聞で保存されている領域内の
アミノ敵配列をもとに合成した l斜lのオリゴヌクレオチドを

プライマーとして、タバコ芸似組織山米 cDN^をj，lj!\~に PCR 11; 
によりi宣伝子Fd制を行った。 符られた DN̂ 断J1ーをプロープに
して、プラークハイプリダイゼーションf去により、数例の陽性
クローンを得た。それらの 1つ (NtPPI)は、全長約1.0 kbp 

でその極基配列を決定したところ、 304アミノ倣残基よりなる

タンパク質をコードし、そのタンパク質は、アラピドプシスの

1型 PPase(PP1-At)とアミノ酸レベルで 84，の相向性を
持つことが判明した。また、 NtPPlをプロープとしたサザン解

析の結果、このタイプの PPaseは数個の遺伝子からなること

が示唆された。現在、他の cDNAクローンの極基配列の決定と
ともに、機能面での解析を行っている。

3aI04 
タバコ培養細胞BY-HこおいてG2/M期に特異的に発現される

遺伝子の検索

横井崇秀.締本辰男，柴岡弘郎 (大阪大・理・生物}

植物細胞は発達した細胞壁を有するため動物細胞とは非常に

異なる分裂様式を持っている。しかし，縞物細胞特有の前期前

微小管東やプラグモプラストの僑築およびその制御機構につい

ては明らかにされていない。これらの構築また構築制御には遺

伝子発現の変化が関わっていると考えられる。本研究の目的

は，タバコ培養細胞BY-2より G2期からM期に特異的に発現する

遺伝子をクローニングするところにある。

タバコ培養細胞BY-2はDNA合成阻害F別であるアフィディコリ

ン存在下で 24時間培養すると G1/S期で停止するが，アフィ

デイコリンを取り除くと細胞周期は向調的に進行する。多くの

細胞が分裂期にある時期のcDNAよりアフィディコリン除去直前

の細胞のcDNAでサプトラクションを行い分裂期特異的cDNAを

浪絡しPCR法で増幅した後ライブラリーを作成し. GlI S期の

mRNAと G2~M期のmRNAからそれぞれcDNAプロ ブを合成

しディファレンシャルスクリ ニングを行った。その結果. G2 

期からM期に特異的に蓄積されるmRNAに対応するcDNA断片の

クローンを 2つ得た。現在スクリーニングを続けるとともに得

られたcDNAの塩基配列の決定を行っている。



3aI07 
タバコの54kDのカルシウム依存性プロテインキナーゼは葉のショ

糖処理によって増加する。

0大藤雅章、中村研三 (名大・農・生化)

3aI05 
タバコ培養細胞形質転換体を用いた高等植物における細胞周期特

異的遺伝子のプロモーター解析

伊藤正樹、渡辺昭1 (名古屋大・生物分子応答研究セン夕 、

1 (現)東京大・理・植物)

サツマイモのβ アミラーゼ遺伝子プロモーターとGUSレポ

ーターとの融合遺伝子の形質転換タバコ葉切片におけるショ糖に

応答した発現誘導は、カルモジュリン阻害剤W-7、La3Tなどの

Ca2T輸送系限害剤、プロテインキナーゼ阻害剤のスタウロスポリ

ンやK-252aで抑制される。

タバコ葉切片の抽出液中のタンパク質をSDS-PAGEで分

離してから、自己リン酸化能を持つバンドを検出すると、組織の

ショ糖処理によって活性が増力目するバンドが46切から 127凶の聞

で数本認められた。これらのバンドの活性化は葉切片をグルコー

スやフルクトースで処理した場合にも見られるが、非資化性糖で

あるソルピトールやマンニトールで究開した場合には見られない。

これらのバンドの中で、 invitraD自己リン酸俗語性がCa2要求

性、 W-7感受性、スタウロスボリンやK-252a.感謝生を示すもの

を検討したところ、 54kllO)バンドがこれらの要求を全て満たして

いた。これらの性質から、この54kDのバンドはカルシウム依存性

プロテインキナーゼによるものと思われる。この54kDバンドの自

己リン酸化活性のショ糖による増加はシクロヘキシミドにより抑

制されたことからポリペプチドの合成に依存していると考えられ

る。 54凶バンドは根、茎、葉のどの器官の抽出液にも検出できた

が、葉の中では特に若い葉の方が高い活性が認められた。またこ

のバンドは原好須膜に富む函分に分画され、膜表在性のタンパク

質であることが示唆された。

細胞周期中で起こる巴ventは、正確な周期性で正しい時期に発

現する必要がある。このような細胞周期の秩序を維持するため、

細胞周期中で特定の時期に発現する遺伝子が重要な役割を演じて

いると考えられる。高等動物や酵母からは、周期中様々な時期に

発現する細胞周期特異的遺伝子が同定されており、実際に細胞周

期の進行に必須な遺伝子が多く含まれていることが明らかにされ

ている。演者らはこれまでにニチ二チソウ同調培養系を用いて、

DNAポリメラーゼ品の補助因子として知られるPCNA、及び

p34出キナーゼの調節因子であるサイクリンが高等植物の細胞周

期において周期特異的に発現することを示してきた。また、

differntial screen凶g法によりS期特異的発現を示す未知遺伝子、

cyc07を単離している。この様な遺伝子のプロモーターは、形質

転換植物体において、分裂組織に特徴的にレポーター遺伝子の発

現を指令することが知られているが、その細胞周期特異的な発現

を付与するか否かについては明らかにされていない。演者らは、

このような遺伝子のプロモーター領域とレポ タ 遺伝子からな

るキメラ遺伝子をタバコ培養細胞BY'-21こ導入した。得られた形

質転換体におけるレポ タ 遺伝子の発現の周期特異性を同調培

養系を用いて解析した。

3aI08 
ショ糖によって誘導されるサツマイモのCalcium

dependent protein kinase(CDPK) cDNA 

真竪昌三、大藤雅章、中村研三(名大・農・生化)

サツマイモより切断した薬一葉柄部を高波度のシ

ヨ糖で処理すると、塊根主要タンパク質のスポラミ

ンや β ーアミラーゼ、あるいはデンプン生合成に関

わるADP-glucosepyrophosphorylaseなどのmRNAの集

積が誘導される。このシヨ糖による誘導は、カルモ

ジユリン阻害剤やタンパク質キナーゼ阻害剤である

StaurosporinやK252a、あるいはLa3十などのCa2令輸送

阻害弗jで抑制され、またシヨ糖処理した組織で活性

が上昇するプロテインキナーゼが検出されている。

我々は、 Soybean、Carrot、RiceのCDPKcDNAの相

同性の高い領域の DNAオリゴマーを合成し、ショ糖処

理したサツマイモ葉柄mRNAから作成したcDNAを鋳型

として PCRを行い、増幅DNA断片をクローン化した。

得られた断片は上記の CDPK と 64~87%の相向性を持つ

アミノ酸配列をコードしていた。このDNA断片をプロ

ープとして CDPKmRNAの発現制御を解析したところ、

約3.2kbのmRNAが組織のショ糖処理によって顕著に誘

導されることが明らかになった。このCDPKmRNAは、

グルコースやフルクトースでも誘導を受けたがマン

ニトールやソルピトールのような代謝できない糖で

は誘導を受けなかった。更に、この CDPK皿RNAレベル

の器官特異性を調べると、他の器官に比べ塊根に特

に多量に存在することが明らかになった。
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3aI09 
サツマイモ塊根主要タンパク質遺伝子の発現; ショ糖および

ポリガラクツロン酸による誘導とプロテインホスファターゼ

(タイプ1、2A)特難句阻害剤によるその抑制

遺盟皇、真野昌二、大藤雅章、中村研三(名古屋大・農・生化)

サツマイモ塊根の2つの主要タンパク質、スポラミンおよび

βーアミラーゼの遺伝子の発現は、葉一葉柄片を高濃度ショ糖

や低温度ポリガラクツロン酸 (PGA)で処理することにより、

葉、葉柄の両組織で顕著に誘導される。

ショ糖およびPGA誘導系における、タイプ1および2A.

プロテインホスファターゼ特異的阻害剤(オカダ酸、ミクロシ

スチン、カリクリンA)の効果を調べたところ、これらの阻害

剤は、スポラミンmRNAやβーアミラーゼmRNAの蓄積誘

導を顕著に抑制したoまた、 β アミラーゼ・プロモーターと

βーグルクロニダーゼ (GUS)との融合遺伝子を導入したタ

バコの葉片を用いた場合にも、ショ糖によるGUS遺伝子の発

現誘導は、これらの阻害剤によって強く阻害された。これらの

結果は、スボラミンやβーアミラーゼ遺伝子のショ糖およびP

GAによる発現誘導に、タンパク質の脱リン酸化が必要である

ことを示唆した。

3aI10 
スポラミン遺伝子のショ糖誘導に関わるシス制御配列

森上敦、田中芳実、中村研三 (名大・農・生化)

サツマイモ塊根主要タンパク質スポラミンの遺伝子は、

高濃度のショ糖により発現が誘導される遺伝子の一つであ

る.この遺伝子のショ糖による発現誘導と同機の機構はサ

ツマイモ以外の植物にも存在すると考えられ、スポラミン

遺伝子の1つgSPOA1の転写制御領i或305bpとレポーター

遺伝子GUSの融合遺伝子を導入したタバコの葉を高濃度の

ショ糖処理すると融合遺伝子の発現誘導が見られる。そこ

で、転写制御領域に様々な欠失・挿入・置換を持つ融合遺

伝子をタバコに導入し、ショ糖によるスポラミン遺伝子の

弟見誘導に必須となるシス配列の決定を行った。その結果、

ショ糖誘導にはA(-255--266)とB(ー192-ー181)の二

つの配列が必要であるばかりでなく、この 2つの配列が少

なくとも 13 b p以上離れて存在することが必要であるこ

とが明らかになった。また、この 2つの配列とCaMV35S
プロモーターTATA近傍配列とのキメラプロモーターもショ

糖誘導性を示したことから、ショ糖誘導には特定のTATA
近傍配列は必須でないことが示された。スポラミンと同じ

ようなショ糖による発現誘導が見られる遺伝子としてサツ

マイモの βーアミラーゼ遺伝子があるが、 A配列中の

TGGACGG配列はβーアミラーゼ遺伝子のショ糖応答に

関わる転写制御領域にも存在する(石黒ほか、日本農芸化

学会 1993年度大会)。この配列に19基置換変異を導入

すると、ショ糖への応答性が見られなくなった。
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3aI11 
チャ Camelliasinensis CHS mRNAの糖に対する応答

竹内敦子，松元 哲，早津雅仁(農水省・野菜茶試〉

私たちは、チヤ力ルコンシンターゼ(CHS)cDNAを3つ

単離し、器官におけるCHSmRNA量および、光、糖に対す

るCHSmRNAの応答を解析している〈日本恒物生理学会

1993年度年会講演要旨集. pp.123)。本年会では糖に対

するCHSmRNAの応答を詳細に報告する。成樹から採取し

たチャの新芽を糖で処理し、新芽の葉の総RNAを各CHS

mRNAに対する特異的プロープで解析した。特異的プロー

プは、各CHScDNAの5・非翻訳配列にそれぞれ相補的な

50ヌクレオチドの合成DNAを用いた。その結果、暗黒下

あるいは連続光下で処理した場合、いずれのCHSmRNA量

も、同僚に憎加した。暗黒下の場合、フルクトース、シ

ユクロース、マルトースに応答して各CHSmRNA量が増加

し、連続光下では、グルコース、シュクロース、マルト

スに応答して憎加し定。さらに、シュクロースについ

て、濃度、処理時聞を変えた場合も、いずれのCHS

mRNA量も、同様に変化した。よって、 3つのCHS遺伝子

の発現は、よく似た機構で、糖に対して応答することが

示唆されだ。シユクロースに対する応答は、シクロヘキ

シミドによって阻害され、クロラムフエ二コールによっ

ては阻害されなかったので、新たなタンパク合成を必要

とすることも強く示唆された。また、シユクロースによ

り、若い葉および成熟した葉の各CHSmRNA量は増加した

ので、葉の発達段階とは関係なくシュクロースに応答す

ることが示された。

3aI12 
糖質によるイネαーアミラーゼ遺伝子の転写調節機構の解明

光永伸一郎、 Raymond1 h Rodriguez1、山口淳----'(上越教育大・

斗:活健康系、カリフォルニア大・デイピス校、、名古屋大・

生物分子応答研究センター)

穀物類の d ーアミラーゼは、植物ホルモン・ジベレリンによ

って誘導されることが広く知られている。ところが最近、穀

物類のなかでもイネに関しては、性質を異iこする2種類のd ー

アミラーゼ、アイソザイムが存在することが明らかになった。

一方はジベレリンにより誘導されるものであり、もう-Hは、
グルコース、マルトースといった糖質 (a-アミラーゼによる

デンプンの分解産物)の欠乏により誘導されるものである。

イネローアミラーゼ遺伝子は、 multigenefamilyとして染色体

上にコードされているが、それぞれの遺伝子クローンを用い

たノーザンプロット解析の結果から、糖質の欠乏により誘導

されるのはRAmy3D遺伝子であることが明かになった。

そこで、我々はRAmy3D遺伝子の転写調節機構の解明を目

的に、プロモーター領域の解析を試みた。その結果、プロモ

ーター領域に特異的に結合する核タンパク質因子を検出する

ことに成功した。また、フットプリントアッセイにより、こ

の因子の結合部位を解析したところ、結合部位は3ケ所存在し、

興味深いことに、これらの中心には、いずれもGCCGG/C

CGという7塩基からなる共通配列が合まれていた。



一般講演

第 3日 3月30日(水) 午後の部

A会場 光合成細菌(2 ) 

B会場細胞壁(3 ) 

C会場光生物学(2 ) 

D会場細胞分化

E会場形態形成(3 ) 

F会場 成 長 調 節物質(2 ) 

G会場 蛋 白 質 ・酵素(2 ) 

H会場 遺伝子構造(2 ) 

I会場 遺伝子発現(7 ) 
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3pAOl 
クロロ フィルbの励起三重項の共嶋ラマンスペク
トル

佐皇箆it、西浮栄一、小山 泰(関西学院大・理)

共鳴ラマン分光法は 、短時間に起こる化学反応や

基底・励起・酸化還元状態の選択的な情報を与える。

そこで我々は、この方法によって PSIIの主成分であ
るChlbの励起三重項状態 (T，)における分子構造
に関する情報を得ることを試みた。

【実験]ホウレン草から抽出・精製した Chl bのベ
ンゼン溶液 (1x10-3M) を試料として用いた。この

試料を N2ガスでバプリングした後、回転セルに入れ、

室温で Soret帯の長波長 側 の 裾 に あ た る 488nmのナノ

秒レー ザーのパルス光(S。→Snに対して前期共鳴、
T1→ Tnに対して真正共鳴条件)を照射して T1ラマン
ス ペ クトルの測定を試みた。このとき、光強度を変

化させる こ と に よ っ て励起状態と基底状態の分布数

を変えて、高光強度から低光強度を差し引くことに

より、励起状態、のうマンスペクトルを得ょうとした。
また、 Ar+レーザーの CW光 (488nm) を用いて、完全

な基底状態のラマンスベクトルを得ることも試みた。

[結果]高光強度で測定したラマンスペクトルは低

光強度で測定したラマンスペクトル(または CW光で

測定したうマンスペクトル)と比べると、 1656、
1615、 1555、 1472、 1429、1350、 1288、1247、
1200cm-1に強度を増したピークが現れた。とれらは
T1状態に由来するラマン線と考えられる。現夜、よ

りS/Nが良く信頼度の高いLラマンスペクトルを得
る試みを行っている。

3pA02 
パクテリオクロロフィル a のサプマイクロ秒過渡吸収スベクト}~

の溶媒効果

小'..JlL一妻、西薄祭ー (関西学院大 理 化学)

光反応中心の電荷分離機能には一」最体パクテリオクロロフィル

a (BCh 1 )のカチオンラジカ lレ (Do)状態が、過剰なエネルギ一散

逸の機能には単量体 BChlL の三重項励起 (T，)状態が関与してい

る.

16種類の BChl 溶液 (3X 10-4 M， 15 ml)の Soret帯を光励

起し (355nm、日目、 10 Hz 、2mJ / pulse)、励起後 200nsの巣

過渡吸収スベクトルを円筒型フローセル (φ ご lmm、流速 400mm

/ sec) を用いて測定した。

基底状態の吸収帯のプリーチングの影響を補正した過積吸収ス

ベクトルを比較 Lた。⑦ 00、T，状態の最も強い吸収得は各々

42口、 400nm に現れることが報告ぎれている.高次の会合体を形

成する CCI，溶液では Do状態が、低次の会合体しか形成しない
CH，Cl，裕治では 00 状態と T，状態の両方が、会合体を形成しな

いその他の 14種類の溶液では T，状態だけが検出された.会合

体中では励起 (S，または T1 )状態の BChl 分子と燐援した他の

基底状態の BChl 分子の軌道の重なりによって効率の良い電子伝

達が可能となり 00 状態の BCh1が生成したと考えられる。②T，
状態の吸収スベクトルには (a) 400 nm付近の最も強い吸収帯と

これに付随した (b) 430nm付近の肩、そしてい)500 -520 nm， 
(d) 595 - 640 nrn， (e) 655 -695 nmの 3本の弱い吸収帯が現

れた。溶媒効果は(a)、(b) の吸収帯には現れなかった。アルコ

ル基を持つ溶媒では (c)、(d)の吸収得が長波長側にシフトし、

さらに 580 nm付近に新たな吸収帯(f)も現れた o (e) の吸収倍

は BChl の配(，'[千数と関係があることがわかった o 5配位状態で

は 65日- 663 nm に、一方自配的状態では 673 - 693nmに現
れた。 T1 状態の BChl の電子状態は配位、水素結合により制御さ

れていることが示唆された.
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3pA03 
ISOLATION AND CHARACTERIZATION OF THE 
SUBUNITS OF THE L工GHT-HARVEST工NG COM-
PLEXES FROM RHODOBACTER SPHAEROIDES R-
26 AND R-26.1 

L皇皇旦主主主主y..LI旦A盟主企亙A1，TomisaQuro 
KAKUNO白 RichardJ. COGDELL~ and 
Y~~~~hi' KOYAMA1 (lFa~.-- Sci.， Kwansei 
Gakuin Univ.， Nishinomixa 662， ~M&S 
Technosystem， Osaka 532， ~Dept. Botany， 
Univ. Glasgow， Glasgow) 

The LH-1 and LH-2 complexes were 
solubilized and purified from the 
chromatophore membranes of R. sphae-
roides R-26 and R-26. 1， respecti vely， 
by the use of detergents， sucrose 
mono-cholate (SMC) and commonly used 
lithium dodecyl sulfate (LDS). 

The subunits of the light-harvest-
ing complexes were analysed by using 
SDS-PAGE. Each subunits of LH-l was 
identified by means of both amino-acid 
sequence determination and western 
blotting， while that. of LH-2 was iden-
tified by means of western blotting. 

The LH-l complex obtained by using 
the detergent SMC was stable against 
various condi tions of the preparation 
procedures， a fact which proves the 
usefulness of this new detergent in 
preparing the LH-l complex free from 
the reaction center. 

3pA04 
先合成細菌 R.viridisの光反応中心での電子伝達反応

におけるアミノ酸側鎖の役割

且A且ヰ 1岡田孝，小山泰， (関学大・理学部・化

学 f関学大・情報処理研究センター)

R. viridis， R. sphaeroides. R. capsulatus. R. rubrumのL.M

サブユニットのアミノ酸配列を比較し，保存残基および，

化学的性質を保存した残基を探索した。保存アミノ酸の側

鎖，および色素の座標をR.viridisのX線結晶構造データか

ら拍出してモデル分子を作成し.11パートに分割した(PL-

PM -BM• PM -PL -BL• PL -PM -HM. PM -PL -H L• BM -HM. BL 

-HL. HM -QB. HL -<2A. <2A -QB. Heme -PM -~および BM -
Car)。各パートに対し，拡張Huckel法に基づき色素・残基

間の軌道の混ざりを計算し，電子伝達反応におけるアミノ

酸側鎖の役割を検討した O その結果を以下に示す。(1)

HM• BM. PM• P L• BL. HLは，隣接色素間でLUMOが充分に混

ざ、るが. Ll81-Phe. M208-Tyrを通じ P と HL • PとHMの

LUMOも混ざる。 (2)M250-Trpの軌道がHLとQAのLUMO

と混ざり，電子伝達での橋渡しをすると考えられるが，対

応するL216-Pheの軌道はHLとQA聞の電子伝達には役立つ

ていない。この他に(3)民と配位子が QA-QB関の電子伝

達に， (4) L162-Tyrと周囲のアミノ酸残基がHeme-P聞の

電子伝達に関与していると恩われる。



3pA05 
光合成細菌のウレアーセはアルギニンと酸素で誘導される
高桑進.山口和也鈴木晋一郎1 (京都女大・家政J大阪

大・教養〉

光合成細菌の窒素代謝系はアンモニアの有無によって厳
密に制御を受けている。例えば，明条件ではアンモニアが

制限されるとケルゲミン合成酵素が活性化され.無くなる
と窒素固定系が働くが，アンモニア添加により Ni f遺伝
子のスイッチがオフとなる。しかし.光合成細菌の窒素1-¥:
謝系における尿素の役害I}やウレアーゼについてはあまり報
告がない。そこで.紅色無硫黄細菌の 1つである Rhodo-

坦豆包I.~腔立!ataでウレアーゼ活性を誘導する条件につい
て検討したところ，非光合戒細菌では報告されていない制

御機構が見つかったので報告する。すなわち.R正昭のウ
レアーゼは尿素の存在下はもちろん.アンモニアの存在下

でも一定賓が構成的に合成されていることが分かった。さ
らにアルギニン存在下ではその活性か111音に誘導される二

とを見いたした。また，いったん誘導されたウレ7ーゼ法
アンモニアの添加によって.その生合成も活性も抑制され

ない。.方，ウレアーゼ〈五誘導は明所・嫌気的条件よりほ
暗所・好気的条件下で高いことから酸素が誘導要因のーっ
と考えるれる。そして.1-5uiVIOJニッケルイオンの添
加で活性が著しく促進されることからこの細菌の均し 7ー

セも他の細菌と同様ニソケ)[，;を含む金属タンパケ質と思わ
れる。様々な窒素j療および炭素源でのtfJ~育条件とウ L アー

ゼの活性変動についても述へる。

3pA06 
光合成細菌励。dobacfersphaeroi拘ゆpu対ベロン

上流域結合タンパク質の解析と精製

皇国益二主、和田忠士、太田啓之、増田建、塩井祐三、

半田宏、高宮建一郎(東工大、生命理工)

紅色非イオウ細菌のRhodobacfersphaero/拘 sの

pufオベロンには光化学反応中心のし鎖とM鎖、集光

性パクテリオクロロフィルタンパク質複合体 lのα

鎖とP鎖等の遺伝子がコードされている。我々は

pufオベロンの発現制御に必須と報告されているオ

ベロンの上流域を用いてゲルシフトアッセイを行っ

た。その結果、この領域に特異的に結合するタンパ

ク質は、酸素、光によってpufオベ口ンの発現が抑

制されているときに結合することが宋された。また、

結合能のないタンパク質を脱リン酸化処理すると結

合能を持つようになった。 DNaseIフットプリント法

より決定されたタンパク賞結合部位は

(GCGATCC-GGCGCGC)の部分的なパリンドローム配列

であった o さらにこのタンパク質の精製を行い、

SDS-PAGEにおいて15kDaのパンドであることが示さ

れた。
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3pA07 
光合成細菌のモリプデンコファクター欠損株のペリプラズム

における DMSO還元酵素活性構造の形成

桝井秀雄，草野元，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

光合成細菌Rhodobactersphaeroides f. sp. deni吋 C仰の

d皿 ethylsulfoxide reductase(DMSOR)はl分子のモリプデンコ

ファクター(Mo--co)を持。ベリプラズム酵素である.この酵

素のベリプラズムでの高次構造形成過程をMo--co欠損変異株

の分1必するフォールデイング中間体を用いて解析した.

Moー∞欠損株スフェロプラストは， nalIve電気泳動で移動

度の異なる，しかし， SDS電気泳動では同じ82kDaの分子サ

イズを示す2種のDMSORアポ蛋白を分泌する. トリプシン

抵抗性，尿素抵抗性，ゲルi温過クロマトグラフィー等から移

動度の高い蛋白(I型)は活性型の酵素と立体構造が等しく，

移動度の低い蛋白 (rr型)は一部unfoldしていることがわかっ

た.xanthine oxidaseから抽出したMo--coとインキユペートす

ると， n型は一部 I型に変換された.一方，精製酵素をMo

∞の脱落する，濃度の薄い酸で処理するとE型に近い構造と

なった.これらのことから.n型は I型への中間体ではない

かと推定された.

3pA08 
光合成細菌のDMSO呼吸系遺伝子群

宇治家武史 山本勇 山崎素直1 佐藤敏生(広島大・理・

生物科学、 l東京大・農・農化)

光合成細菌 Rhodobactersphaeroidι f. sp. denitrificans は

dimethyl sulfoxide(DMSO)呼吸を行う。 DMSO呼吸の末端還元

酵素であるDMSO還元酵素は、モリブデン(Mo)コファクター

をl分子有するタンパク質で、 DMSOで、誘導合成されベリプ

ラズムに局在する。今回、酵素のアミノ酸配列を基に合成し

たオリゴヌクレオチドを用いてDMSO還元酵素の遺伝子をク

ローン化しその塩基配列を決定した。

その結果、約6.4kbの塩基配列中に 4つのORFを見いだし

た。 DMSO還元酵素のDNAプロープとハイブリダイズする領

域を含むORFは、 821アミノ酸からなり、 42アミノ酸のシグ

ナル配列が存在し、 Moコファクタ}含有タンパク質と高い

相向性が見られた。この遺伝子をDMSO還元酵素の遺伝子と

してd問 Aと命名した。 d，市Aの上流の3つのORFのうち 2つ

はdmsAとオペロンを形成していると推定され、それぞれ

の市B、dmsCと命名した。 d附 B産物は226アミノ酸からなり

疎水性の高いタンパク質であることが推定された。 d間 C産

物は404アミノ酸からなり、 5カ所にαXCH配列を有する

へムタンパク質であることが示唆された。さらに上流に存在

する ORFの産物は371アミノ酸からなることが見いだされた。



3pBOl 
ポプラ培養細胞の壁結合型エンド・1，4-s・グルカナーゼ

の精製と性質

本宣霊童、中村信吾、酒井富久美、林 隆久

(京都大・木質研)

ポプラ培養細胞には細胞質、細胞壁、培地にそれぞれ

エンドー1，4-s-グルカナ ゼ活性の存在が認められてい

る。壁に結合しているβグルカナーゼは、 s-グルカン複

合体特にキシログルカンのs-1，4結合を部分分解し、細

胞墜にゆるみを生じさせることが示唆されている。我々

はポプラ培養細胞からこの壁結合型エンドー1，4-s-グルカ

ナ ゼの精製を試み、その性質について調べた。ポプラ

(Populus alba)の葉から誘導された培養細胞を、 10μM

のオーキシンを含むM町'ashige&Sk∞gの液体培地で暗黒

下25'Cで培養し、対数増殖期に収穫した。エンドー1，4-s-
グルカナーゼ活性は、細胞壁標品からO.5MNaC1を含む

リン酸バッファーにより抽出された。酵素活性はカルボ

キシメチルセルロースの粘度低下によって測定した。精

製は抽出液を硫安分画した後、イオン交換、疎水クロマ

トグラフィー、ゲルi慮過等を用いて行った。精製された

酵素は、 SDS-PAGEにより分子量47kDa、等電点電気泳

動により pI5.6を示したc

3pB02 
ポプラ培養細胞の培地に分泌されるエンドー1，4-1)-グルカナ

ーゼのcDNAクローニング

旦宜宣査、森仁志、I、酒井富久美、林隆久(京都大・

木質研、 l名古屋大・農・生化学制御)

植物細胞の成長に果たすエンドー1，4-s-グルカナーゼの役

割を分子レベルで解明するために、ポプラ培養細胞の培地

中に分泌されるエンドー1，4・s-グルカナーゼのcDNAクロー

ニングを試みた。精製した酵素のN末端アミノ酸配列26

残基を決定し、それに対応する混合オリゴヌクレオチドを

プライマーとして、 RT-PCR法により 51bpのcDNA断片を

調製した。これをプロープにして対数増殖期前期のポプラ

培養細胞のcDNAライブラリーから、エンドー1，4-s-グルカ

ナーゼの全長のcDNAクローンを得た。すでに塩基配列が

知られているアボカドの呆実の成熟といんげん豆の落葉に

かかわるグルカナーゼとは、アミノ酸レベルでそれぞれ

77%，51%の類似性があった。得られた塩基配列から予想さ

れる酵素の等電点は、 5.53、分子量は、 51.6kDaとなり、

精製した酵素を用いて、等電点電気泳動、 SDS-PAGEによ

って求められた等電点 5.5、分子量50kDaとよく一致して

いた。
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3pB03 
棲性および正常オオムギ幼葉鞘のβグルカナーゼ

活性の比較

遮翠童Ji、中川直樹、桜井直樹(広島大・総科・

自然)

オーキシンが伸長成長を引き起こす時、禾本科

で、は1.3:1.4.β グルカン分解酵素の活性が上昇し、

細胞壁が弛み.成長が促進されると考えられてい

るO これを明かにするため.内性オーキシン量の

少ない一遺伝子突然変異嬢性オオムギ(渦)と正

常型(並)の幼葉鞘を用いて、それぞれの1.3:1.4.
βグルカナーゼの活性を測定した O 暗室で三日間

育てたオオムギ幼葉鞘をポリトロンで破砕した後、

細胞壁を精製し 3M LiClで壁結合蛋白質を抽出し

た。 Spセフアデックスでβグルカナーゼを精製し

エンド型とエキソ型に分離した O 活性は還元末端

と粘性により測定した。エキソ型βグルカナーゼ

の比活性および幼葉鞘一本当たりの活性は並の方

が高かったが、生重量当たりでは並と渦で差がな

かった。カラムにかけた時の活性フラクションの

溶出の仕方に並と渦で差がなく酵素自体には差が

ないと考えられる。 sp.セファデックスで濃度勾配

溶出した場合、トウモロコシのβグルカナーゼと

は異なり.オオムギの場合エンド型の方がさきに

溶出した O

3pB04 
発芽期のイネで活性が増大する細胞壁結合。一夕、jレ

コシダーゼの性質

秋山 高(農水省北海道農試)

発芽後2日のイネ種子の1M食塩水抽出画分のト

グルコシダーゼ活性(単位タンパク質量当たり)

は、 50mMりん酸緩衝液抽出画分のそれより約 5倍

高く、このことは本酵素が細胞壁結合性であるこ

とを示唆した。この1M食塩水抽出画分の酵素活性

は発芽後 5日で約 5倍に増大し、その実生の個々

の部位では葉の活性が最も高く、根の約 4倍、匪

乳の約 9倍の活性を示した。葉からフェニルセ

フアロース、 ConAセフアロース、スーパーデック

ス2∞HRカラム、電気泳動法などを用いて部分精

製した酵素は、ゲル漕過法で50，000前後の分子量

を、等電点電気泳動法で約8.5の等電点を示した。

本酵素はpニトロフェニル-s-D-グjレコシドをよく

分解し、その至適pHは5.5であった。 p結合をもっ

こ糖類:セロビオース、ラミナリビオース、ゲン

チオビオース、ソホロースなどを基質に用いた場

合、本酵素は加水分解活性のほか糖転移活性を示

し、基質より高い重合度のオリゴ糖を生成した。



3pB05 
ポプラ培養細胞におけるエンドキシログルカントランスグルコ

シラーゼ活性の性質

笠里一E、三石安l、酒井富久美、林隆久

(京都大・木質研、 i工技院・生命研)

成長している植物の細胞壁ー一次壁の基本構造は、セJレロース

ミクロフイプリルの薄いネットをヘミセルロース・キシログルカ

ンが架橋して複合体を形成することで、その形状と堅きが保た

れていると考えられている。このキシログルカンを修飾・分解す

るエンドキシログルカントランスグルコシラーゼは、主鎖の

1，4トグルコシド結合を切断すると同時に、その還元末端をオ，)

ゴサッカライドに転移させる活性を示す。

ポフ。ラ培養細胞を実験材料として、エンドキシログルカントラ

ンスグルコシラーゼ活性を同定するとともに、その性質を検討した。

この活性は、培養細胞の対数増殖期前期に誘導され、 Buffer-insoluble

区画に局在した。その後、対数増殖期中期より徐々に培地中に分泌

され、定常期には完全に培地中に可溶化した。ドナーであるキシロ

グルカンの漫度の増加とともに、アクセプターに対する親和性が増

大した。また、アクセプターであるXXXGolの漫度の増加は非措抗

的な活性化を示した。各種アクセプターによる効果も調べた。

3pB06 
アズキ上匹軸細胞壁のキシログルカン分解酵素

血盟l髪、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物〉

キシログルカンは植物細胞壁の主要なへミセルロース性

多糖である。キシログルカンの分解が双子葉植物の茎のオ

ーキシン誘導成長の際見られる細胞壁のゆるみに必要であ

ること、またエンド-1， 4一βーグルカナーゼやエンド

型キシログルカン転移酵素がその代謝に関与することが報

告されている。しかし、これらの酵素が細胞壁のゆるみに

必要なキシログルカン分解に関与するかは、必ずしも明ら

かになっていない。

演者らはヨウ素法によるキシログルカンの呈色を指標と

して、黄化アズキ上目玉軸細胞壁に存在するキシロクザルカン

分解酵素について検討した。キシログルカン分解活性は、

遠心法によって得られるアポプラスト溶液にはほとんど存

在しなかったが、細胞壁標品から 1MのNaClで抽出される

タンパク質画分中に認められた。この分解活性を、 ConA-

Sepharose、MONO-S、Superdex-75カラムを用いて、部分

精製した。主要なキシログルカン分解活性は、 MONO-Sカ

ラム上でエンドー1. 4ーβーグルカナーゼ活性のピーク

と分離された。以上の結果より、本酵素はエンドー 1，4 

ーβーグルカナーゼとは異なる酵素であると考えられる。

183 

3pB07 
エンド型キシログルカン転移醇棄の遺伝子発現

宣旦基準Z 岡本繁久. 西谷和彦 (鹿児島大・教養)

植物の生長は細胞を取り囲んでいる細胞壁のネットワーク

の構築及び再編成と密嬢に係わっている。しかし、その詳し

い分子機構は未だ明かにされていない。キシログルカンは細

胞壁ネットワークを構成する主要多糖の一つであり、この切

断及ひ有結合はネットワークの再編成にとって必要不可欠で

あると考えられる。アズキの上陸軸よりi賞者らが単離したエ

ンド型キシログルカン転移酵素(EXT)t;!:細胞墜中でキシログ

ルカンの繋ぎ換えを触媒する酵素である。植物内での EXT

の働きと植物の生長との関係、を明らかにするために、様々な

生長段階や様々な器官におけるEXT遺伝子の発現の程度及

び生長に伴う細胞壁多糖の量的な変化について解析した。そ

の結果、 EXT遺伝子は (1)生長途上にある芽生え、特に茎に

おいて特異的に発現していること、 (2)茎の中でも細胞壁合

成が盛んな中央部分で顕著に発現していること、 (3)生長の

停止した組織ではほとんど発現していないことなどが明らか

となった。以上のことは、 EXTが細胞壁の構築を通して、

植物の生長制御に関与していることを強く示峻している。

3pB08 

エンド型キシログルカン転移酵素 (EX T)及びEXT様タ

ンパク質のアス'キ植物内での分布

牛ノ浜孝.岡本繁久.冨田英津子.同j畢一秀久浅田起代蔵

加藤都之進西谷和彦(鹿児島大・教養宝酒造バ

イオ研)

植物細胞は細胞墜で固まれているので細胞が生長するた

めには細胞壁の再編成が必要であるo セルロース微繊維間を

架橋しているキシログルカン分子の情造変化l阜、 細胞壁の

再編成において重要な役割を果たしていると考えられている。

ヱンド型キシログルカン転移酵素 (EX T)はこのキシログ

ルカン架橋を繋ぎ変える酵素として、最近、演者らが単離

したものであるが、その生理機能はまだ明らかでない。

今回.私達はアズキにおける EXTタンパク賀の分布をウエ

スタンブロット法で解析した。その結果、生長が盛んなア

ス'キ上座輔(発芽後6日目)では先端付近から基部までのす

べての部位で EXTと恩われる約 33kDaのタンパク貿が検

出された。また、細胞盛合成が盛んな中央部から基部に至

るまでにはこのタンパク貿に加えでもう一つのタンパク質

(約31kDa) が検出された。一方、成熟したアズキ(発芽

後40日目)では複数のタンパク賀が、花や未熟絹をはじめ

様々な器官で検出されたが、その量は上陸軸に比べて少な

かった。以上の結果から、アズキに EXTファミリーが存

在すること、これらが上座軸以外にも、花、未熟種子などの

器官に存在することが明らかになった。



3pB09 
エンド型キシログルカン転移酵素のタバコ埼養細胞 BY-2に

おける発現

木下剛.岡本繁久，上舞哲也，加藤都之進 西谷和彦

(鹿児島大・教養、 1宝酒造バイオ研)

キシログルカンは細胞壁中のセルロースミクロフィブリル

聞を架橋している多糖である。この分子のなんらかの構造変

化が細胞嵯の合成および再構築に必要と考えられる。エンド

製キシログルカン転移酵素 (EXT) は、キシログルカン分子

の繋ぎ変えを触媒する酵素として単離したものであり、細胞

墜構築に重要な働きを担っていると考えられる o

私達は、 EXTの生理機能を明らかにするためにタバコ培養

細胞 BY-2を用いて、ノーザンブロット法でこの遺伝子の発 i

現様式を調べた。その結果、誘導湖、対数期、定常期のどの

培養時期の細胞にも一定の遺伝子発現がみられたが、その発

現量はタバコの芽生えに比べて弱かった。また、定常期にあ

る培養細胞でも顕著な酵素活性がみとめられた。さらに、ア

ズキ EXTに対する抗体でウ工スタンブロット法を行なうと、

数種のタンパク質が検出された。しかし、細胞援を取り除き

プロ卜プラストにすると 1種類のタンパク質のみが検出され

た。以上の結果に基づき、タバコ培養細胞の細胞壁構築にお

ける EXTおよび EXT様タンパク質の生理機能について考察

する。

3pCOl 
マメ科縞物によるnear-UVに対する生理学的応答

王星箆主、 山口文戸、 安藤山苔1、 服部郁子1 (名古屋大・

情報文化・自然情報、 :名古尾大・農・園芸)

1801年にRitterが紫外線を発見して以米これまで 190余年の

筒、紫外線 (400-100nm)は生物に害作用を及ぼすという俗説

が流布されている。しかし、これは必ずしも正しくない。我々

は太陽光中の紫外線(solarUV:400-290 nm)はむしろ純物にと

っては必須要因であることを発見して既に報告している(日本

植物生理学会:1989-1991，日本植物学会:1991/1992， J. Pho-

tochem. Photobiol. 1993)。本大会では、マメ科植物の生育に

及ぼすnear-UV(400-300nm)の作用について報告する。

紫外線不透過の特製ビニールフィルム被覆下のnear-UV照射

.非照射条件下で生育したダイズ・エンドウの生理的変動を調

べた。 near-UV照射区では、我々がこれまでに用いた非マメ科

植物と同様に、生長は非照射区に比べて旺盛であり、また線粒

数の増大、窒素固定能の促進も見られた。さらに媛性エンドウ

(品種 Sparkle)では、花芽も多く誘導された。これはnear-UV

による光合成や呼吸の活性化およびアデニンヌクレオチド代謝

の活性化などとも深く関係していることが明らかになった。
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3pC02 
シロイヌナズナ普通葉におけるクロロフィル減少に対する紫

外線の効果

ム旦一差，木立真敏，井上康則，榎並勲 1 (東理大・理工

・応生東理大・理・生物)

これまでに多様な生理現象に対する紫外線の影響が報告さ

れてきたが、ここでは特に薬のクロロフィルに対するUVの効

果について研究した。播種後20日後のシロイヌナズナ(Col

umbia)を材料にクロロフィル減少に対するUV-A(320run以上)，

UV-B(290nm~320nm) ， UV-C(254nm)の効果を調べた。 uv照射後、

連続白色光下で、 3日間培養(250C)すると、無照射対照及び

UV-Aではクロロフィル量は変化しないのに対し、 UV-B，UV-Cで

は大きく減少した。 UV照射後暗黒下で培養(250C)すると、対

照とUV-Aではクロロフィル量は半分まで減少するのに、 UV-B

， UV-Cでは、ほとんど減少しなかった。シクロヘキシミド投与

は、 UV-B，UV-Cと同様の結果もたらした。 UV-C照射後の白色光

の効果は、アスコルビン酸投与で部分的に、また酸素遮断に

より完全に打ち消された。これらの結果は、 W照射により核

にコードされたタンパク質の合成が抑えられ、白色光下では

活性酸素を除くシステムが働かなくなり、一方暗黒下では暗

黒によって誘導されるクロロフィル分解系が働かなくなるこ

とによりUVの効果が現われたことを示唆している。さらにク

ロロフィルタンパクの変化とクロロフィルの減少の関係につ

いても言及する予定である。

3pC03 
UV-[l照射の車I色rwほRhodolorulu剤IJIJ包IJ契機能への影響

秦恵、 多田幹ftll'(神戸大・ Jlj!・生物、 1問山大 .J~~ ・細胞)

B ~l'îJ~%~月号外)も(UY B) は多くの!日'j':NI自物や以i~'HこもL々な隙~~!を

ljえる{也、)も}f;!i!¥!f;1l比を'1Iきklこすことが士11られている。その

際、細)Jωj交がUV-Bのターゲットの J つとなるn これまでに、強

九Fで起こる膜の透過降壁能の損傷の他に、弱)'(;Tで特異的な

'lYP'学的反応が起こることが、納l閑や高等植物の細胞では報告

されているが、繭類ではそのような研冗は少ないけまた、その

光受存体やそれに関連する!ズ)，(，;に対寸る知見は極めて少ない{

我々 は、 UV-B照射によってカロチノイド合成が誘導される紅色

酵母Rhodotoruluminutuを用 L 、て、 UYB~自身、H表速やかに起こる

細胞反応、の検索を行い、これまでに剤耐制実エルゴステロールの

光:変換Il、 K'のjmB'"、膜リン脂質の抽出効本の変化等の現

象を見出してきた η 今凶さらにUVB!照射時の(J)グルコース、ア

ミノ殿の取り込みおよび流LB、(2)pニトロフェニルグルコピラ

ノγ ドの分解反応、(3)膜竜{立の変化、(の抗馬密化計IJの添加効果を

調べたn これらの反j，凶応，占必c;とこれまでf得早ていたK'í~ 

ド合J成J.X:比、エルゴ、ステロールの光変換との関係から、 UV-Bが膜機

能lこ与える影響について考察する。

]) I¥udu et ul. J. Phot∞hem. Photobiol. 17， 127 134 (J993) 

2) Hudu et ul. J. Phot(叱hem.PhOlobiol. 21， 77 80 (J993) 

3) I¥udu cl ul. Plant Cell Physiol. 34， s74 (1993) 



3pC04 
長波長紫外光(NU V)による酵母坐竺坦ro.y竺空竺竺型竺竺

細胞膜の損傷とその回復

荒見真一郎、秦恵、村回芳行、多団幹郎(岡山大・農)

【目的】演者らは、 NUV照射による酵母 5竺竺竺笠竺の不

活性化(増殖阻害)について、細胞膜エルゴステロールの光分解

が細胞膜機能損傷をもたらし、その結果として不活性化が発現

することを報告してきた。本研究では、エルゴステロールの光

分解による細胞膜の構造変化を電顕による形態学的観察の結果

と共に、細胞膜繍傷の回復についての実験結果を報告する。

【方法及び結果】薗体を脱塩蒸留水に懸濁して氷冷下でNUV

を照射した後、フリーズエッチング法及び細胞化学法に従って

電顕観察に供した。その結果、未照射菌体の細胞膜は滑らかな

構造をしているのに対し、照射菌体では、 5J/困l以上の光震で、

膜表面や内部に多くの小孔が生じていることが認められた。こ

のことは、生理学的実験に基づく従来の推察 [NU Vによる細

胞膜の透過障壁能の鍋傷はエルゴステロールの光分解による小

孔の形成による)を裏付けている。次いで、非照射歯体が24時

間後には100%コロニー形成する条件下で、 10J/血lの光量を照

射した菌体のコロニー形成を経時的に調べた。その結果、 24時

間後には捺種菌体の 3%だけがコロニーを形成したが、 48時間

後には45%、72時間後には65%のコロニー形成が認められ、培

養時間の延長による増殖能の回復を確認した。そして、この回

復が進む培養の過程で、光分解によって減少したエルゴステロ

ール含有量が元のレベルまで増加すること並びに細胞膜の表面

構造が非照射菌体のように滑らかになることを認めた。

3pC05 
ホウレン草に対する近紫外線照射の効果
H202の生成とH202消去系酵素の誘導について
室達量童、柴田均(島根大・農・応用生物機能芋)

近紫外線が活性酸素の生成諒となる経路が報告され
ているので、近紫外線照射に伴うホウレン草ディスク
でのH202の蓄積と種々の近紫外線照射条件下で生育さ
せたホウレン草でのH202消去系酵素の誘導を調べた。

ホウレン草ディスク (1.57 ari')を25m1Iリン酸緩衝液
pH 7.21こ浮遊させ、肝 A(FL-20BLB)又はUV-B('槻 7刀、
札 20SG)照射下でのH202生成を比色定量法で追跡した。
H202蓄積量は町一A、Bのエネルギーに依存して増加し、
またその蓄積は照射30分後には定常状態レベルの2.5 
2. 7倍になった。
次に町カット、町 A、UV-B照島I条件下で40-80日間

生育させたホウレン草についてアスコルビン酸ベルオ
キシダーゼ、グアヤコールペルオキシダーゼの比活性
を比較したところ、 UV-Bを照射したホウレン草ではUV
カット区の2-3倍の上昇を確認した。

さらに可溶性・膜結合型のグアヤコールペルオキシ
ダーゼについて活性染色を行ない、近紫外線照射によ
る酵素タンパクの発現量の変化を諦ぺた結果、町 B照
射した葉ではUVカット区と比較して可溶性では約3.7
倍に、膜結合型では約13倍に増加していた。
以上の結果より近紫外線はホウレン草葉内でH202を

蓄積させ、 H202消去系酵素を誘導させたが、 UV-Bによ
る著しい生育血害はH202生成のみでは説明できないと
考察された。
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3pC06 
ナスの芽生えにおける7うよ/イトーと紫外線の防御

主旦主主、東近由紀子、深沢利江子(東京学芸大・

生物)

紫外線(>300nm)を含む光(十UV)と紫外線を含

まない光条件下(心V)で育てたナスの芽生えを用いて

万ポノイトーと紫外線に対する樹元性との関係を調べた。

十UVの芽生えの子葉では7ラ;j;../イトめ蓄積がみられた

が、 -UVではそのレヘー1は非常に低く、両者のメタノール

抽出物の紫外線吸収スへ。クトルは、著しい相違を示した。

7ラ;j;../イト1立、十UVの芽生えでは、子葉のおもに表皮

および柵状組織の細胞に局在していたが、 -UVの芽

生えでは維管束の周囲の細胞に検出されただけであ

った。一方、両者のクロロ7ィルの蓄積量には大きな相違

はなかった。これらの芽生えに紫外線 (270-410nm，

i，.max 310 nm)を照射しその影響を比較したところ、

子葉の表面が波打つ、子葉がしおれるなどの紫外線

による傷害の程度に両者で大きな相違があり、十UV

の子葉は明らかに紫外線に対する抵抗性を示した。

このことは、 FDA染色による組織化学的比較によって

も認められた。
これらのことは、紫外線による7対ソイト注合成の

促進と7ラゲノイトによる有害な紫外線の防御の関係を

示している。

3pC07 
ニンジンの pal-l0は波長の異なる UY-B光により enhan

ceされる 2つの enhancer領域を持つ

笠E呈王、吉田和市 1)、小関良宏 2) (京大農化、農生 1)、

東大教養 2) ) 

子葉や幼植物の茎の表皮細胞にアントシアンをはじめ

とするフラボノイド系化合物が蓄積する現象は、植物の持

つ紫外線防御機構と考えられてきた。アントシアン合成に

関する作用スベクトルは、 290nm付近にピークを示し、 UY

B光受容体が関与する反応であることが示唆されているが、

このような短波長域の UY-B光受容体に関する実体はほと

んど解明されていない。今回は、ニンジン培養細胞を用い、

光照射によりすばやく発現するgPAL-lQについてそれぞれ

の 5'上流制御域及びその部分欠損させた領域とレポータ

ー遺伝子(lucif巴rase) との連結遺伝子を作成し、 トラン

ジェントアッセイから求めた光量反応曲線を比較検討した。

gPAL-I0全長については光量反応曲線から求めた作用スベ

クトルは先にアントシアン合成やPAL遺伝子発現で得た作

用スベクトルと同様に、 UY-B 域(290nmmax)にbroadpea 

kを示した。 gPAL-I0の 5'上流域は一395bpを境に2つの部

分に分けて考えると、 395bpより上流の配列は 300nm付

近の光によってのみ著しく促進され、 -395bpより下流(実

際はー286bp)の配列は 280-290nmの光によってのみ著し

く促進された。 gPAL-I0の全長 5'上流域で得られた作用ス

ベクトルはこれら 2つの部分による促進効果の和として示

される。



3pC08 
紫外線uvc照射イ不実生苗の成長度と DNA損傷

全墨担:A.米倉博子，戸塚良宣，小田茂，松本英樹

大西武雄1 (P L学園女子短大・植物研奈良県立医大)

【目的】植物への紫外線影響の研究は今後の地球環境を考える上

で重要である。我々は、植物に対する紫外線の景濯を調べる目的

で、主食植物として重要であるイネに紫外線uvcを照射し、照

射の影響について成長度やDNA損傷について調査したのでそれ

らの結果について報告する。

【材料・方法】実験には日本型イネ(位旦旦笠旦旦L.subsp 

japonica)を用いた。紫外線uvcの照射は、 25土 2
0

C恒温室

内で育成した高さ 20mm程度の実生苗に真上から照射した。紫

外線照射の影響官制面は、照射後の植物体の地上部(=茎葉)の伸

長 (mm)を測定しておこなった。また、 DNA損傷量はシクロブ

タン型二重体および (6-4)型ニ量体それぞれのモノクローナル

抗体を用いた ELISA法で測定した。

【結果】成長度と紫外線量との関係は、照射線量の増加と共に茎

葉の伸長度は低下した。また、 DNA損傷量については紫外線量

の増加と共にシクロブタン型二量体および(6-4)型二量体の両

者とも増加していた O

一方、紫外線照身す後に明所下および暗所下で育成した苗地上部

のDNA損傷豊について継時的に測定して損傷の回復能をみたと

ころ、暗回復能はきわめて高く、シクロブタン型2量体よりも

(6-4)型二量体の修復のほうが効率が良かったoまた、光回復

についてはシクロブタン型二量体の修復について幾分みられる程

度であった。

3pC09 
近紫外照射時におけるラン藻 SynechococcusPCC7942 

での GroELの発現
堅固哲治、柴田 均 (島根大学・農・応用生物機能学)

ラシ藻、 Synechococcus PCC7942 [;::近紫外線照射 (294-

395nm)すると16種類の UV-shockproteinsが誘導され、
近紫外線に対する防御反応の一環と考察される。これらの
UV-shock proteinsのうち最も顕著に誘導されるものが
GroELであることが確認された。今回、近紫外線照射下で
の GroELの転写、翻訳レベルでの誘導を検証した結果と、
ラン漂に存在する近紫外線増感化合物の諸性質について報
告する。

五coli GroESL高発現 cloneから GroELを精製し、 an-
uιcol i GroEL I gGを用いてラン藻 GroELの翻訳レベル
での発現量を測定した。また、 SynechococcusPCC7942 

groESL geneをプロープに用い、転写レパルでの発現量を
追跡した。

翻訳レパルにおいて、最適エネルギー量は 200刈で、
45分で最大に達した。また、 H，O，による誘導パタ ンは、
近紫外線照射したものと非常によく似ていた。転写レベル
では、 200州、 5分で最大に達した。

また、 SynechococcusPCC7942には、近紫外部に吸収を
持ち、活性酸素を生成する増感物質が存在する。そこで、
乙の化合物を単離、精製し、その性質について調べた。
活性酸素生成物質は、 325nmに吸収極大を示し、分子量

は 164であると決定した。ジアセチルヘム置換したペル
オキシダーゼを用いた分光学的分析の結果、この化合物へ
の近紫外線照射によって、 O2 と H202 が 1:4の割合で
生成することを確認した。
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3pDOl 
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換に対するフeロモデオ

キシウリジンの阻害効果

正豊雄二~杉w宗隆1. 2駒嶺穆(東北電力・応技研東北大・
理・生物[，現日本女子大・理・物資生物科学)

私たちは前回(臼本植物生理学会1993年度年会). ヒャク

ニチソウ単離葉肉細胞の管状要素への分化転換過程では修復

型D N A合成やポリ ADPリボース合成が活性化し. DNA  

鎖の切断と再結合が起こることを報告した。また，これまで

の知見から総合的に考えて. D N A修復系がヒャクニチソウ

単離葉肉細胞の分化転換において重要な役割を果たしている

と推論している。ここでは，チミジンアナログであるプロモ

デオキシウリジン (BrdU)を用いて分化転換過程のDNA合

成を解析した結果について報告する。

BrdUは薬肉細胞の管状要素への分化転換を阻害したが，細

胞分裂にはほとんど影響を与えなかった。このとき. [3H] 
BrdUの放射活性は76%がDNA函分に 24%がRNA函分に

取り込まれていた。チミジンまたはウリジンをBrdUと同時に

細胞に投与したところ，チミジンはウリジンに比べて強力に

BrdUの効果を打ち消した。この結果からBrdUがD NAに取り

込まれて分化転換を阻害することが示された。そこでBrdUと

チミジンを組み合わせて細胞に投与してBrdUのパルス処理

02時間)を行い分化転換に対するBrdUの効果を調べたとこ

ろ，培養24-36時間目のBrdU処理が最も強く分化転換を阻害

した。培養24-36時間目には修復型DNA合成が最も活発に

起こるため. BrdUは修復型DNA合成に作用して分化転換を

阻害することが示唆された。

3pD02 
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素分化において一過的

かつ特異的に発現するシステインプロテアーゼ

直----.l豆、福田 裕穂(東北大・理・生物)

ヒャクニチソウの芽生えの第一葉から単離した葉肉単細胞

は、適当な濃度の植物ホルモンを含む分化誘導培地 (D培地)

中で培養することにより、高額度かつ向調的に管状要素に分

化する.この管状要素の分化の過程の後期に細胞は細胞壁を

除く全ての細胞内容物を自己分解し、細胞死に至る。

以前、我々はこの自己分解過程でヘモグロビン分解活性が

増大することを報告した。今回はMCA基質を用いた方法によ

りプ口テアーゼ活性の解析をすすめた。培養72時間目におい

てD培地で培養した細胞には分化誘導されない対照培地中で

培養した細胞にくらべ非常に高いZ-Phe-Arg・MCAの分解活性

があった。この酵素活性は培養48時間目から72時間目にかけ

て劇的に上昇し、その後96時間固までに急激に減少した。こ
の活性を担うプロテアーゼを、 D培地中で72時間培養した細

胞を出発材料として、一連のカラムクロマトグラフィー

(CM-Sepharose、Phenyl Su問 rose、Su問 rose12) によっ

て部分精製した。その結果Z-Phe-Arg-MCA分解活性は、

Superose12カラムクロマトグラフィーで単一のピークとな

り、量終標品の比活性は420倍になった。この部分精製され

たプロテアーゼの活性はE-64や口イペプチンで阻害され、

DTTにより活性化されることから、自己分解過程で発現する

プロテアーゼはシステインプロテアーゼの一種であると考え

られた。現在、 PCR法を用いたシステインプロテアーゼ潰f云
子の単雌を行っており、この結果もあわせて報告する。



3pD03 
ヒャクニチソウ管状要素分化過程におけるNADPH:quinone
oxidoreductase 活性

出村拓，渡辺誠幸，福田裕穂(東北大ー理-生物)

ヒャク二チソウの芽生えの第一葉から機械的に単離した葉

肉細胞は、オーキシン(NAA)とサイト力イ二ン(BA)を含む液

体培地中で高頻度かつ同調的に管状要素(道管・仮道管細
胞)に分化する。私たちは、この系を用いて管状要素分化過

程初期に強く発現する潰伝子の cDNAクローンを単離して

きた。そのうちの つTED2のmRNAは、管状要素に特徴的
な二次壁の肥厚に先だって蓄積されていた。一方、個体内で

は原形成!曹と新たに形成されつつある維管束組織に特異的に

発現していることが insitu hybridizationによリ明らかにさ
れた。 TED2のアミノ酸配列は、モjレモツ卜の水晶体に特異

的なタンパク質(c-crystallin) とよく似ていた。この E
crystallinは、最近NADPHとqUlnoneを基質とした酸化還元
酵素活性を持つことが報告された。

そこで今回私たちは、 TED2タンパク質の機能解析のーっ

として、管状要素分化を誘導したヒャクニチソウ細胞におけ
るNADρH:quinone骨量化還元酵素活性を測定した。 TED2
mRNAは培養開始後24~36時間の閤に急激に増加するが、
酵素活性は24~48時間の閏に増加した。また、ホjレモン条
件をかえて培養した場合、 TED2mRNAが発現している細胞

では高い酵素活性が測定され、 TED2の遺伝子産物量との強

い相関が認められた。現在この活性の増減が真にTED2タン
パク質に由来するものであるかを抗TED2血清を用いて解析

している。また、大腸菌中で合成したTED2タンパク質につ

いても、この酵素活性を示すか検討しておリ、このことも含

めて報告したい。

3pD04 
ヒャクニチソウ管状要素分化におけるTED2タンパク質発現の免

疫学的な解析

豊翠益主・出村拓・福田裕穂(東北大・理・生物)

私たちの研究室ではヒャクニチソウ糞肉細胞から管状要素

(道管・仮道管細胞)への単細胞分化系を開発し、これを用いて

植物細胞分化の仕組みについて詳細な解析を行ってきた。管状

要素分化過程は前期過程(非制限過程)と後期過程(制限過程)

に分けられるが、前期過程から後期過程に移行する時期に強く

発現する遺伝子のcDNAが単離されている(TED2.3. 4) 。 そのう

ちの一つであるTED2は、予想されるアミノ酸配列がモルモット

の水品体特異的タンパク質、 ~ -クリスタリンと類似している。

そごで、ごのTED2遺伝子産物の機能と発現を調べるために、私

たちは、 TED2の組み換えタンパク質を大湯菌中で生成した。さ

らに、このタンパク質に対する抗体を作成し、 TED2タンパク質

の免疫学的な解析を行った。

抗日日2抗体を用いて、いろいろなホルモン条件で培養した培

養後 48時間自のチャクニチソウ細胞の可溶性タンパク質を調

べたところ、 TEIJ2タンパク質は分化培地で培養した細胞で強く

発現していた。また、分化培地で培養した細胞におけるTED2タ

ンパク質の発現のタイムコースをみたととろ、 TED2タンパク質

は形態形成に先立って発現していた。現在、 TED2タンパク質の

免疫組織化学的な解析を行っており、この結果も合わせて報告

する。
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3pD05 
DDRT-PCR法によるナスの不定匪誘導時に特異

的に発現する遺伝子の解析

萱野暁明、岡本潔、田部井豊、宮尾安義雄、美濃部

情三、西村繁夫(農水省・農業生物資源研究所〉

ナスの不定匪誘導時に特異的に発現する遺伝子を同

定するために、 DDRT-PCR(Differential 

Display Reverse Transcription -Polymerase Chain 

Reaction)法を適用した。ナス子葉切片から高濃度お

よび低濃度の2.4-Dによってエンブリオジェニックカ

ルス (EC)を誘導する系としない系から，それぞれ

RNAを抽出し、 3'末端にGCを付加したオリゴdT

ヌクレオチドをプライマーとして一本鎖 cDNAを合

成した。この cDNAを鋳型として、 30種の5'側の

ランダムプライマーと上述の3'側のプライマーを用い

てPCR反応を行い、その産物を変性ポリアクリルア

ミドゲル電気泳動によって分離した。 ECを誘導する

組織由来の cDNAにおいて数本の特異的な PCR産

物のバンドが検出できたので、 EC誘導時の初期に特

異的に発現する可能性のある遺伝子の存在がmRNA

のレベルで確認された。 DDRT-PCR法の有効性

についても考察する。

3pD06 
タバコプロトプラストにオーキシン非要求性を与える
遺伝子AXI1のダイズ，イネからの単離

大野広道産主韮，中林一彦， RickWalden'，森敏，
林浩昭，茅野充男(東京大・農・農芸化学J栗田工業，
'Max-Planck-Institut fur Zuchtungsforschung， Koln， 

Germany) 

AXI1(昌U孟inユndependentgrowth)は、タノTコプロトプ
ラスト中で過剰発現させると、オーキシンを含まない培

地上でも細胞分裂を引き起こし、カルス形成を可能にす

る働きを持つ遺伝子である。この遺伝子は、 T-DNA
tagging法によってタバコ (Nicotianatabacum)より単離さ

れたものである。この遺伝子の機能を解明することによ

り、オーキシンの作用を知る上で新たな知見が得られる
と期待できる。本実験では、このAXI1が植物の基本的

な遺伝子の一つであると考え、ダイズ(Glycinemax 

L.cv.Williams)とイネ(Oryzasativa L.)からの単離を試

みた。
タバコより得られたAXI1のcDNA(cDNA-A)の一部を

プローブとしたプラークハイプリダイゼーションにより、

ダイズとイネのゲノムライブラリーからポジティヴクロ
ーンを単離し、その塩基配列を解析したところ、アミノ

酸配列についてcDNA-Aと80%以上のホモロジーを有す

る配列をダイズで2種、イネで1種見出した。
現在、得られた遺伝子のオーキシン応答性、環境スト

レス応答性について、その発現様式を検討中である。



3pD07 
ユリの雄性配偶子核特異的H2Bヒストンと豊富H1ヒストンの

免疫学的検出

よ旦盤i丘、出中 朗 (横浜市大・文珂・牛物)

被子植物のコ細胞性花粉内に存在する生殖(雄原)細胞は、

雄性配偶子の前駆細胞で、動物の精子|日l様、高度に凝縮した

核(クロマチン)を持つことが知られている O 我々はこれま

でにテッポウユリの生殖核には、体細胞核と共通なヒストン

5分子種(体制H胞型ヒストン)と減数分裂の誘導矧から出現

する "m巴 叫ichistone"が存イfし、さらにH2Bヒストンの変具体

(p225) 、H3ヒストンの変只イ本 (pI8.5) 、ノンヒストン

(p21) が特異的に、 2種のH1ヒストンの変具体 (p35、p33)

が体細胞核に比して多量に合まれることをよU、だした

(Planta，1993)。

本研究では、この生嫡核で凡いだされた核タンパク質のう

ち、特異的H2Bヒストン (p22.S) と豊富H1ヒストン (p35)

に対する抗血清を作製し、イムノプロットによる抗原の検出

を試みた。抗原は、 一次元電気泳動後のゲル中から電気的に

溶出することで精製し、ラットに免疫注射した。符られた抗

p22.Slfll治は生殖核のp22.5のみを認識し、生~11!核や葉，t主に共
通してイf-在する体細胞剖H2Bヒストンは認j哉しなかった。こ

のことから、 p22.Sは免疫学的に体制|胞型H2Bヒストンとは

異なる分 fであることが'丈J11された、 方、 tJLp3SJfllitiは生

嫡核と朱牧に含まれる p3Sを認識した}現在、これらの抗血

清をmいてp22.5とp35の花粉、発生での，'I¥JJiや蓄積時)羽匂ニを調

食中である。

3pD08 
カボチヤ子葉のセネッセンスにおけるプラスチッドの変動

盟主主監主、武内由佳、加藤朗、林 誠(基生研、細胞生物)

演者らは先にカボチヤ子葉のセネッセンスの過程で、マイ

クロボディの機能転換が生じ、緑葉パーオキシゾームがグリ

オキシゾームに変換することを明らかにしている 1)。今回

はこのカボチヤ子葉のセネッセンスにおけるプラスチッドの

変動を Rubisco量との関連から検討したのでその結果を報告

する。
カボチャの発芽子葉を切断後日音所でインキユベートすると、

子葉は徐々に黄化していき、セネッセンスしていく。電子顕

微鏡による観察から、子葉のセネッセンスに伴い、ミトコン

ドリアやマイクロボディの形態はあまり変化しないのに対し、

プラスチッドの形態は大きく変動し、グラナ構造の崩壊やプ

ラスチッド内に一次的なデンプンの蓄積が認められた。

一方 immunoblottingによる解析から、子業中の Rubiscoの

蛋白質はセネッセンスに対応して徐々に滅少した。更に、

Rubisco の特異抗体を用いた金コロイド電顕法により、プラ

スチッド中の金粒子の密度がセネッセンスに伴い減少してい

くことが明らかとなった。この知見はセネッセンスに伴い、

Rubisco がプラスチッド内で分解されていくことを示唆して

いる。

1) Nishimura M.， Y. Tak巴uchi，L. De Bellis加 d1. Hara-

Nishimura (1993) Protoplasma， 175: 131-137 
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3pEOl 
アカパンカピの光による位相変化過程 での

カルモジュリンの関与

定金 堂、鈴木さくら、中島秀明(岡山大学・理・生物)

アカパンカビ (Neurosporacrassa) を用いて生物時

計の制御に関わる光の情報伝達過程について調ベた。

一時的な環境の変化で生物時計の位相が前進もしくは後

退する現象は位相変化と呼ばれるが、我々は昨年度の本

大会において、光による位相変化の細胞内情報伝達過程

に新たなmRNAの合成が必要であることを報告した。

今M、その情報伝達過程においてカルモジュリンが必

要かどうか解析した。液体培地法を用いてカルモジュリ

ンアンタゴニストであるトリフロオペラジン (TFP) と

光との:重パルス処砲の結果、 TFPは光による位相変化

を完全に阻害することがわかった。また、位相変化阻害

の濃度依存性は生長阻害のそれと・致し、 30μMで限害

され始めた。さらに、類似構造を持つがカルモジユリン

に対して感受性の違う薬剤であるw-7とw-5を使用して、

w-7のみが光による位相変化を阻害することを見いだし

た。 TFP感受性変異株を!日いた同様の実験についても綴

(りする予定である。

3pE02 
アカノfンカピを用いた概日リズムの宇宙実験

三好泰博，森安裕二，伊関峰生(静岡県立大・国際関係・

教養)

機日リズムの特徴は温度や湿度、光の条件が一定でも生

じることである。それゆえ、このリズムの発生機構は生物

自体の有する内因性のものと考えられている。しかし、地

球上で実験する限り、光や温度以外の24時間周期を持つ外

的要因、例えば気圧、重力、電磁放射などの影響によりこ

のリズムが生じている可能性を否定することはできない。

また概日リズムの発生機構が内因性であるにしても、微小

重力の環境下で地上と同様にリズムが発現するかどうかは

興味のある問題である O そこで、本研究では分生子形成に

典型的な概日リズムを有するアカバンカビのバンド突然変

異株を用いて、そのバンド形成を宇宙で試みた。

その結果(1)飛行試料、地上対照試料とも明確な分生

子のバンドパターンが形成された。(2 )飛行試料と地上

対照試料との菌糸の伸びを比較した場合、飛行試料の方が

生長速度は大であった。(3 )飛行試料と地上対照試料と

で分生子の形態に違いが見られた。本講演では分生子のバ

ンドパターンの解析結果を報告する。



3pE03 
藍色細菌の生物時計の突然変異体

近藍圭塁、右補正寛 (基礎生物学研究所)

概臼性リズムはほとんどすべての生物において観察され

昼夜交替する地球上の環境に適応するため機能しているが、

その基礎となる生物時計の分子機構は現在でも全く不明で

ある。生化学的解析が困難な生物時計に有効な戦略は、遺

伝子導入による形質転換や突然変異の遺伝子解析などを使

う分子遺伝学的な方法であろう。しかし概日性リズムの測

定には長期の連続測定が必要で、これを能率よく適用出来

る実験系はなかった。そこで我々は藍色細菌(らん藻)に

レポータ遺伝子として生物発光遺伝子(ルシフエラーゼ)

を移入し「人工の時計の針Jとして機能させ、さらに寒天

培地上の各コロニーからもリズムを測定することに成功し

た。そこで冷却CCDカメラによる自動測定装置を開発し、

同時に50∞コロニーのリズムを自動測定することを可能に

した。これまでEMS処理細胞を150，α泊クローンをスクリー

ニングし 15-60時間に及ぶ 11個の周期突然変異体、

7個の低娠幅突然変異体を得ることが出来た。

なおこの藍色細菌の生物時計に関するプロジェクトは米国

Vanderbilt大C.HJohnson博士，TexasA&M大，S.S.Golden博

士との共同研究である.

3pE04 
単細胞性藍色細菌SynechocistisPCC6803におけるヒート

ショック蛋白質遺伝子dnaK'の概日性発現リズム

青木摂之、近藤孝男 l、石浦正寛 1 (京都大学生態学研

究センタ一、 l基礎生物学研究所)

概日性リズムは、ほとんどすべての真核生物において

見つかっており、最近では、原核生物の藍色細菌において

もその存在が確認されている。

我々は、発光細菌のルシフエラーゼ遺伝子(JほAB)を

遺伝子発現のレポーターとして単細胞性藍色細菌

Synechococcus POσ942に導入することにより、概日性リズ

ムを効率よく追跡するシステムを開発した (Kondo，T.，et 

al.[1993] PNAS 90:5672-5676)。

今回我々は培地にグルコースを添加することにより稽条

件でも生育可能な単細胞藍色細菌SynechocistisPCCω03 

(6803)を実験生物として使用した.いくつかの生物に

おいて、熱耐性や、ヒートショックレスポンスに関して概

日性リズムが観察されている.我々は、ヒートショックレ

スポンスにおいて重要な役割を果たすとされるDnaK蛋白

をコードするdnaKl遺伝子に注目し、 6803のdnaK遺伝子のプ

ロモーター領域をluxAB遺伝子のコード領域と連結したも

のをゲノム中に導入した。上記のシステムを利用しluxAB

遺伝子の発現による発光のレベル変動を追跡したところ、

概日性リズムの条件を満たしたのでここに報告する.
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3pFOl 
FUNCTION OF TIIE GAl GENE IN ARABIDOPSIS 

Yuii KAMIYs.， Tamio SAITO， Tai-ping SUNl， Frontier 
Research Program， RIKEN， Wako寸li，Saitama 351-01， 

Japan， lDept. Botany， Duke Univ.， Durham， NC 27708-
0338， U.S.A. 

The gal mutants of Arabidopsis thaliana are gib-

berellin (GA)・responsive male-sterile dwarf plants. 

Feeding experiments suggest that GA biosynthesis in the 

gal mutants is blocked prior to the synthesis of ent-

kaurene. The GAl locus was cloned using the genomic 

subtraction technique (Sun et a1.， Plant Cell 4，119-128， 

1992). We are investigating the function of the GAl 

protein in GA biosynthesis and the pattem of GAl gene 

巴xpressionin relation to growth and development. 

E. coli JM109 (pACCRT-E) which contains the 

Erwinia gene encoding geranylgeranyl pyrophosphate 

(GGPP) synthetase was kindly supplied by Dr. N. Misawa 

(Kirin Brewery Co. Ltd). E. coli cells which contained 

both the Arabidopsis G A 1 gene and GGPP synthetase 

were ex汀actedwith methano1. Extracts were hydrolyzed 

by alkaline phosphatase and analyzed by GC-MS. 

Copalol， which is not endogenous to E. coli， and 
geranylgeraniol were identified by full-scan GC-MS. This 

result indicates that the GAl gene encodes the enzyme， 

ent-kaurene synthetase A， which catalyzes the conversion 

of GGPP to copa1yl pyrophosphate. 

3pF02 
Gibberellins act early in pea seed development 

Stenhen M. SwaI!11.2， John J. Rossl， Yuji Kamiya2 and James B. 

Reid1. lDept Plant Science， Univ巴rsityof Tasmania， GPO Box 
252C， Tasmania， Australia. 2Plant Hormone Function， RlKEN， 

Wako-shi， Saitama 351-01， Tokyo， Jap四.

Thc Ihl and Is mutations have been uscd to invcstigatc th巴roleof 
the gibber巴11ins(GAs) in seed d氾velopmer】tof白egarden pea 

(Pisum sati、lumLふTheIh' and Is mutations reduce endogenous 
GA I巴velslatc in secd development (a仇.er出巴 liquidendosperm 

disappears). This has al副1I0w巴吋d出巴 s幻it飽巴 of a配cは叫tionof t白h巴 Is and Ihがt 

mutations tω.0 b民emv官悦stig伊1βlt印.edusing c巴ellト台仇z悦eenz勾ymesy戸st附釘nsfrom 

d巴v巴elopi加ngseeds. The Js mutation r巴duceskaurene synthctas巴A
activity， whi1巴山eIhl mutation may r巴ducekaur巴ncoxidase 
activity. The Ihl mutation also reduces endogenous GA， and GA3 
levels in山eembryo/endosperm of young seeds (a few days after 
fertilization)， whi1巴出eIs mutation does not r巴duceGA levels in 
this tissue compared with wild-type secds. Seeds homozygous for 
Ihl are more likely to aOOrt during developm巴nt，加dweigh less at 
harvest， compar巴dwith wild-type seeds and seeds homozygous for 

Is， due to alt巴陀dembryo and/or endosperm development. 
Fertilizing 1 hl plants wi山 wi1d-typepollen dramatically incr偽記S

GA1 and GA3 levels in出巴 embryo/endospermand restores norma1 

seed developm巴nt.Thcse results suggest LhaL GAs (possibly GA1 
and/or GA3) play an important role early in pe昌記巴ddevelopmcnt 
by 陀 gulating出巴 dev巴lopmentof the embryo and/or endosperm. By 
contrast， th巴highGA levels found in maturing wild-type sceds do 
not appear to have a physiologica1 role in seed dev巴lopment.



3pF03 
j慮紙およびその抽出液による植物種r叙伸長の促進

市村一雄、小田雅行(農水省野菜茶試)

われわれはこれまでに市販の寒天、あるいは木質繊維の抽

出物がトマトの子葉切片からの不定芽舟ヰーおよびレタスをは

じめとする多くの植物の種子根伸長を促進させることを明ら

かにしてきた ι このことは植物起源の多糖に関係する物質が

牛理活性をもっている可能性を示唆している o 1，慮紙はワタか

ら精製されたセルロースが主成分である。そこで油紙

(NO.2;東洋海紙)の種子根伸長に及lます影響を試験した。

試験した7科10種のすべての縞物において、穂子根伸長はj慮

紙により促進された。そのうち最も効果が大きく、再現牲の

すぐれていたレタスを以下の試験に用いた。 1慮紙の熱水抽出

液によっても種子根伸長は著しく促進された。それに加えて、

油紙抽出液はトマトの不定芽再生を促進する効果のあること

も判明した。種子根伸長促進物質のエタノ」ルに対する溶解

牲は非常に低かったことから、活性物質は高い梅性をもつこ

とが示唆された。種子被伸長促進物質の精製を、Sephadex

G.25、Bio.Gel P.2、C18およびAmide80を用いたカラムク

ロマトグラフィーにより行なった。 SephadexG.25により低

分子画分に活性は存在した。 C18を除く精製の各段階で、活

性は複数の画分に存在した。そのうち3種類のカラムおよび

TLCで単一のピ}クを示す2つの活性画分を得た。以上の

結果より、 i慮紙に含まれる根伸長促進物質は複数存在し、い

ずれも極性の高い低分子であることが判明した。

3pF04 
シャスモン酸によるハレイショ塊茎組織の細胞肥大

高僑淳、蔵野介延、喜久凶嘉郎、幸田泰WJ (北大・農・

植物)

シャスモシ酸 (JA)は、ハレイショ嫌茎組織片の生重

を短期間のうちに顕著に増加させる。この~t重量増加は、細
胞分裂ではなく細胞肥大に起因している(1992年度年会に

て発表) 0 J Aによる細胞肥大の進行過程において、ショ

糖含量の大幅な増力uと、チンフン含量の低下がみられた。

細胞壁構成成分の変化を調へた結果、 JAはペケチ Jおよ

びセルロース含量を顕著に増加させたか、へ ζ セルロース

含量には影響しなかった。各種細胞壁合成阻害剤は、 JA 
による細胞肥大を阻害し、セルロ ス合成のみを阻害した

場合にも細胞肥大か阻害された。以 kの結果より、 JAは

ンヨ糟含量を増加させて細胞内浸透ff.を k昇させるととも

に、細胞壁合成系に影響を及ほし壁の伸展牲を変化させ、

塊茎細胞の肥大を誘起していると考えられた。また、この

H寺セ I~ ロ ス合成か必要不可欠であると推察された(1993 

年度年会にて発表)。本報では、ペケチンおよびヘミセル

ロースの分チ量分布に及ほす JAの影響について検討を加

えたのでその結果を報告する。点、クチシは50田HEDTAで、
ヘこえセルロースは17.5%NaOHで抽出し、ザルクロマトクラ

ブイーを行った。更に、 i故小管の重合阻害剤であるコルヒ

チンやイゾブロヒルフェニルカーハメイ卜、アクチン繊維

の破壊剤であるサイトカラシン Bか JAによる細胞肥大を

抑制したことから、細胞骨絡糸の関与が推察されたので、

これらの実験結果についても併せて報告する。

190 

3pF05 
ミカヅキモの有性生殖に機能する性フェロモン(PR-IP)のcDNA

クローニングとその遺伝子発現制御

関本号ム之、曽根裕、藤伊正(筑波大・生物科学)

ミカヅキモの有性生殖には、+型細胞から放出され、一型細

胞のプロトプラスト化を促すフェロモン様糖タンパク質(PR-IP)

が機能している。今回、このPR-IPの各サブユニットをコードす

る完全長DNAの単離を行い、その遺伝子発現$胸職構を樹すし

fニ。
42kDa及び19kDaのサプユニットは、それぞれ252個と128個の

アミノ酸により構成されており、分子量はそれぞれ、 27441と

14434と推定されfこ。またPR-IPは、それぞれの構成アミノ醐E
成から、それぞれのサプユニットが2個ずつ会合した4量体と

して存在していると推定された。

これらの皿RNAの蓄積は、一弾回胞から放出されるもう一つの

性フェロモン (PR-IPlnducer)の加里により、寸盈的にしかも

全く同時に見られるが暗所では見られなかった。さらに、この

両サプユニットをコードする遺伝子は、+型糊包、一型細胞と

もに備えられていることカ人ゲノミックサザン解析により確認

された。

以上の結果より、 PR-IP各サプユニットをコードする遺伝子は、

接合型決定などに関わる上位の制御因子の支配下で、

PR-IP lnducer及び光の作用を受け、はじめて発現に至ると推定

された。

3pF06 
ミカヅキモ性フェロモン(PR-IP Inducer)の精製と解析

亙且監革、藤伊正、関本弘之 (筑波大・生物科学)

我々はミカヅキモの有性生殖過程において、+型細胞から

放出されー型細胞に対してプロトプラスト化を誘起するフェロ

モン様糖タンパク質(PR-IP)の関与を明らかにし(Planta

1990)、さらに型細胞が単狙で放出する別のフェロモン様物

質の作用により、とのPR-IPの放出が誘導されることも明ら

かにした(P.C.P.1993)。今回、 PR-IPInducerと名付けたこ

の物質の精製を行い、その特性を検討したので報告する。

PR-IPInducerは、+型細胞に対するPR-IP放出の誘導活性

を指標として、カラムクロマトグラフィーCDEAE-
Sepharose CL-6B， hydroxylapatit巴， Sephacryl S-100 HR， 

MonoQ)により精製された。 MonoQカラムより、その活性

は214nmによる吸収と一致して溶出され、その画分には

SDSゲル電気泳動で見かけの分子量が22kDaの単一バンドの

みが銀染色で検出された。また、マス・スペクトル分析によ

り、絶対分子量が18.7kの単一標品であったことからも、

PRーIPInducerの精製の完了が確認、された。標品を用いた濃度

応答曲線から、 PR-IPInducerは極めて低い濃度(nM以下)で

もPR-IPの放出を誘起できることが示唆された。

またCBB染色および、PAS染色でともに楊性であったことか

らも、 PR-IPlnducerがPR-IP同様にミカヅキモ(Closterlum

pera白 rosum-str怠osum-l1ttora1ecomplex)の有性生殖過程

で機能するフェロモン様活性をもっ糖タンパク質であること

も示唆された。



3pF07 
アレロパシ一物質・ソルゴレオンの酸化還元電位

盈旦塑皇、辻野義雄1、大堺利行2、鶴見誠二1

(神戸大・理・生物、 l神戸大・自然科学、 2神戸

大・理・化学)

ホウキモロコシ (Sorghumbicolor)は、アレロパシ

一作用をもっ Sorgoleoneと呼ばれるキノン物質を土

壌中に放出する。 Sorgoleone はレタス等の根の伸長

を抑制し、その還元型は S卸igaasiaticaという寄生植

物の発芽を促すことが知られている (Netzlyet al.， 

1988)。また SorgoleoneはNADHを基質とするミトコ

ンドルアでの呼吸を阻害する効果があり、チトクロ

ム bとのチトクロム clの聞の電子伝達を阻害して

いると報告されている (Rasmussenet al.， 1992)。

そこで Sorgoleoneをホウキモロコシから単離し、

サイクリック・ボルタンメトリーを使ってその酸化

還元電位 (EO'vs. NHE， pH 6.7) を求めた。

SorgoleoneのEO'(一0.01V)は、デシルユピキノン

(0.10 V)よりもネガティブであった。 したがって、

Sorgoleoneはミトコンドリアにおける電子伝達を阻

害するのに十分な酸化還元電位であることが示唆さ
れた。 。

sorgoleone 

HJCO 。

3pF08 
レピジモイドの植物界における分布

塩塞辿王、 IJ、瀬村誠治l 、山村庄亮i 、長谷川宏司 2，3 

(筑波大・バイオシステム研究科、 1慶応大・理工、 2 筑波大

・応生化、 3 植物情報研究センター)

レピジモイドはクレス発芽種子の分泌液から単離された新規

のアレロパシ一物質で、他の植物のシュートの成長を顕著に促

進する。 D-glucoseとαL-rhamnoseから合成されたレピジモ

イドのスペクトルと物理特性が天然のレピジモイドと一致した

ことからその絶対配置は Na2-0-L-rhamnopyranosy[ 4-deoxy 

-α一L-threo-hex-4-enopyranosiduronateと決定した。

発芽種子が成長促進物質を分泌するという生物機能の植物界

における分布に関して、数10種類の植物についてヒモゲイトウ

下駐軸伸長試験に対する活性を指標として調べた結果、程度の

差はあっても調べた全ての植物に活性が認められた。生物検定

で最も高い成長促進活性を示したホウレンソウ、オクラ、ヒマ

ワリの発芽種子の分泌液から、種々の精製手段を駆使して成長

促進物質を数種類単離した。これらの物質の一つはレピヅモイ

ドと同定された。これらの結果から、レピジモイドはクレスだ

けでなく、他の植物でもアレロパシ一物質として重要な役割を

演じている可能性が示唆される。他の物質の構造は現在、検討

中である。
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3pGOl 
Acetyl-CoA carboxylaseのsubunitの1つはchloroplast

genomeにコードされている

佐々木幸子、袴田一彦、須天由貴子、永野幸生、古

沢巌、松野隆一(京大農)

Acetyl-CoA carboxylase (ACCase)は脂肪酸合成の最初

の反応を触媒する酵素で、 singlesubunitからなる真

核細胞型酵素だけが植物にあると考えられてきた。

しかし multi-subunitからなる無核細胞型ACCaseの

存在を示唆する報告もある。 ChloroplastgenomeにE

co1i ACCaseのsubunit(accD)と homologyのあるORFが

あったので、この遺伝子産物の機能を調べた。エン

ドウchloroplastaccDを発現させ、 recombinantACCD 

に対する抗体を作成した。この抗体はchloroplastか

らのACCase活性を阻害した。-般にACCaseはbiotin

化されている。抗体沈殿物にはaccDproteinの他に

biotinyl proteinも存在した。これらの結果はACCDが

無核細胞型ACCaseのsubunitであることを示している

本研究で、chloroplastgenomeの脂肪酸合成に関与する

遺伝子が、初めて同定された o

J. Biol. Che.皿 .(1993)in press目

3pG02 
高等植物のアセチルCoAカルボキシラーゼの種類と局在

小西智一，佐々木幸子 (京都大・農)

アセチルCoAカルボキシラーゼは脂質合成の開始反応を触

媒する酵素である。原核生物型のものと真核生物型のものが

知られており、高等植物ではイネ科の葉緑体から真核生物型

のものの存在が報告されている。

これまで植物細胞には、葉緑体における真核生物型の酵素

だけが存在すると考えられていた。ところが、エンドウの葉

緑体には原核生物型の酵素が存在した。さらにエンドウは真

核生物型の酵素を葉緑体外に持ち、こうした葉緑体外の酵素

はイネ科の植物にも見られた。他の高等植物種(腐生性のも

のを含む)を網羅的に調べたところ、イネ科の植物だけが原

核生物型の酵素を欠くことがわかった。原核生物型の酵素の

サプユニットの一つは葉緑体ゲノムにコードされているが、

イネ科の植物の葉緑体ゲノムはこの遺伝子を欠いている。以

上から、高等植物では葉緑体の内外にこの酵素が必須である

ことが考えられる。これらの酵素がどのような役割分担をし

ているのかはまだ不明である。



3pG03 
リンゴ果実のソルビト ル脱水素酵素の精製及び性質

山旦歪堕 3 金山喜買1]，山木昭平 (名古屋大農園芸科学)

ソルビトールはパラ科植物において多く売られ、転流糖であ

り、リンゴでの光合成産物代謝において重要な役割を果たす。

ソルビ卜ール脱水素酵素 (NAD-SDH)は果実中に転流し

てくるソルビトールをフルクトースに変えることによって、果

実への糖の蓄積を可能としている。

本報告は、植物における NAD-SDHを精製した最初のも

のである。リンゴ果実(王林)から抽出した酵素を、疎水性ク

ロマトグラフィ一、イオン交換クロマトクラフィ一、アフィニ

ィティ クロマトグラフィ一、ゲルクロマトグラフィ によっ

て処理することにより、 SDS-PAGEにおいて主な単一バ

ンドとして現れるまで精製した。 SDS-PAGEによる 62 
kDaとゲルクロマトグラフィ による 120kDaの分子量

より、本酵素が 2つの同一サブユニットからなることが明かと

なった。本酵素活性の至適pHは、ソルピトール酸化には 9
6、フルクト ス還元には 6.0であった。またソルビト ル

の酸化に対する Km値は 36mM、フルクト スの還元に対す

るKm値は 215mMであり、ソルビ卜ールの酸化に対する V

maxはフルクトースの還元に対するそれの約 10倍であり、

ソルビ卜ールをフルク卜ースに変換する方向に反応が傾いてい

ることが明かとなった。本酵素は、ソルビトーj[，基質に対して

のみ特異的に働くのではなく、調べられた基質中、特にエチル

アルコールに対して高い親和性を示した。 2価金属イオンによ

る酵素活性の促進は売られなかった。

3pG04 
ゼニゴケ培養細胞から精製した酸性フォスファターゼの性質

櫓井 裕、飯野盛手IJ(大阪市大・理・植物園)

酸性フォスファターゼは細胞内リン酸代謝において重要な

役割をしていると考えられる。赤色光下、 25'Cで継代した

ゼニゴケ(也旦出且11a胆ll'J!iQ盟国L.)の培養細胞(A18系統)

を材料にして、その可溶性分固から酸性フォスファターセ、を

抽出した。非変性ゲル電気泳動と活性染色によって、少なく

とも 3慢の酵素(酵素 I、E、JIl)が検出された。内、 2穫(酵

素 H、田)を硫酸アンモニウム分画、カラムクロマトグラフィ

ー(DE A Eセルロース、プチルトヨパール、ヒドロキシアパ

タイト)、等電点電気泳動で精製した。いずれの酵素も基質特

異性が広く、またこれらの活性は、低濃度のモリブデン酸イ

オン (IC50~10μM) 、および高濃度 (>10mM) の

K'とNa'により阻害された。一方、これらの酵素は、最適

p H (酵素 II p H 6.0、酵素JIl:pH4.5)、P1 (酵

素 II p 1 5. 1、酵素皿:p 1 3. 6 )、ゲル漉過(トヨパー

ル55S，O. 2 M N a C 1 )で求めた分子量(酵素 II 1 8 0 K、

酵素皿 11 0 K)において異なっていた。酵素凹は、クエン

酸イオンによって阻害された (1C日空 1mM)。酵素 Hでは

この限害はみられなかった。最適 pHから、酵素 Eは細胞質

に、酵素血は液胞に存在すると推定される。
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3pG05 
モヤシマメ幼根液胞膜のATP依存Fポンプにおける pHの影響

車盟益二l、笠毛邦弘2、太旧英 .1 (1慶応大・照一I.、 2分子情

報・食総研)

液胞膜のH+-ATPaseは主に細胞l̂lpHの'tWi;:;YIを維持する重

要な機能を果たしていると恩われる。したがって、 ATPに依

存するW輸送活性はそれをとりまく pHにより著しく影響を受

けると思われる。そこで、 31P_NMR法により tnV1VOにてそヤ

シマメ幼根の細胞珂Hを計測したところ、通常の細胞質及び

液胞内のpHはそれぞれ7.3、5.8前後であった。次に、モヤシ

マメ幼根から液胞膜小胞を単離し、その小胞内外のpHを変え

てATP依存H+輸送活性をキナクリンの蛍光消光で測定した。

その結果、最大の輸送活性を示す小胞外pH{in vivoで細胞質

pHに相当)は6.5、小胞内pH(液胞内pHに相当)のそれは7.0
付近であり、生来の環境のpHとは異なっていた。これは、い

ずれも細胞内pHのホメオスタシスを保つための機構であると

考えられる。ノj、胞外pHの影響については31P_NMR測定におい

て外液pHを変化させたときの細胞内pH変化を説明できる。小

胞内pHの影響については、その理由を検討している。

3pG06 
EFFECTS OF PROCESSING HISTORY ON 
ENZYME HYDROLYSIS OF SAGO STARCH 

Andrew D. POWELL.1， Wen Jia WANG2 AND 

Christopher G. OATES2. 1 Dept of Botany， 20ept of 
Biochemistry， National University of Singapore， 
0511. 

Raw sago starch granules obtained from a number 
of sources were found to be resistant to hydrolysis 
by a range of amylases. The pattern and extent of 
granular degradation was dependent on 
processing history. poor degradation was 
characterised by shallow depressions at random 
locations and reduction in granular size. Increased 
granular hydrolysis was associated with a "single 
round hole" predominantly initiated at the end of the 
granule. This resulted in the excavation of the inner 
regions of the granule， leaving an empty shell with 
apparent dimensions of the native granule. 
Extensive hydrolysis was only possible with prior 
processing of the granules. 



3pG07 
COTYLEDONARY PROTEINS OF ARTOCARPUS 
HETEROPHYLLUS. LAM. (JACKFRUIT) 

Andrew D. powelll. Michael Brown2.. Prakash P. 

区U血m.1and C. J. Goh1 1 Botany Dept.， National 
University of Singapore， Kent Ridge， Singapore. 
0511; 2Sotany Dept.， Universty of Guelph， Guelph， 
Ontario， Canada N1 G 2W1 

The cellular organisation of the asymmetric 
cotyledons of jackfruit seed is comparable and 
SDS-PAGE indicates that the subunits 01 the 
storage proteins therein are the same. The majority 
of the polypeptides extracted in 0.05M phosphate 
buffer are in the 14kD to 25kD molecular weight 
range and show varying degrees 01 glycosylation. 
The 14 and 16kD bands correspond to the alpha 
and alpha' subunits 01 the jackfruit lectin-jacalin. 
Radicle protrusion (germination) was completed 4 
to 12 days after addition of water. SDS-PAGE 
showed that none of the major proteins had been 
mobilised even after 3 weeks 01 post-germination 
growth. Cotyledons could be removed without any 
deleterious effects on seedling development shortly 
after the first leaf had expanded. 

3pHOl 
大腸菌のモリブデン輸送系遺伝子

薮宏典、佐藤敏生、山本勇(広島大・理・生物科学)

モリブデンを活性部位に持つ種々の酵素が知られている。

細胞内へのモリブデンの輸送系をコードする仰d遺伝子の変

異と部分的な塩基配列が大腸菌で報告され、さらに最近になっ

てmodoperonの塩基配列がRhodobactercapsulatus、Azotobacter

vinelandiiで報告された。大腸菌の附dC遺伝子の発現は硝酸

により促進され、モリブデンにより抑制されることがわかっ

ているが、分子レベルでの転写制御の機構は解明されていな

v>o 

今回、嫌気呼吸系の遺伝子発現に働く遺伝子IorRを調べて

いたところ、 modC変異を回復させるDNAfragmentを分離し

た。このDNAfragmentf土4つのORFを含んでおり、ホモロジ

ー検索の結果、その一つが既知のmodC遺伝子と一致した O

ORFl は257アミノ酸残基からなり、 N末端に典型的なシグナ

ルペプチドを持っていた。 ORF2、ORF3はそれぞれ229、

352アミノ酸残基からなる盈白をコードしていた。これら各々

の蛋白は光合成細菌やアゾトバクターのModABCと高いホモ

ロジーを持ち、各ORFはoperonを形成しているものと予想さ

れ、各々の遺伝子をmo品、 modB、脚dCと命名した。
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3pH02 
ラン藻S戸町~hocoo四's6301 rpsA遺伝子の構造と

染色体ゲノム上の位置

杉田護、杉田千恵子、金子貴一1、松林徹 1、

杉浦昌弘(名古屋大学遺伝子実験施設、 1かずさ

ディー・エヌ・エー研究所)

Syn即 h∞∞叩's6301から分離した38kDassDNA結

合蛋白質のN末端分析と遺伝子構造の解析を行なっ

た。その結果、決定したN末端配列を含む307ア

ミノ酸残基をコードするORFを見いだ、した。蛋白

質データベースを検索したところ、ホウレンソウ

の葉緑体リボソーム蛋白質CSlと最も高い相向

性 (47%)をもつことが判明した。そこで、この

ORFをリボソーム蛋白質S1遺伝子と同定しrpsA

と命名した。 Synechoc∞~cusrpsAはシング、lレコピー

遺伝子で、 strオペロンとRNA結合蛋白質遺伝子

12mplの聞に位置する125kb SwaIDNA断片にマッ

プされた。大腸菌のrpsAとstrオペロンは2，000kb 

以上離れていることから、ラン藻と大腸菌ではリ

ボソーム蛋白質遺伝子群の配置が大きく異なるこ

とが示唆される。

3pH03 
ラン藻SyneclJococcl1SPCC7942の nirAオペロン上流域に位

置する CRP型転写因子と ABC型膜輸送体サプユニット

をコードする遺伝子の構造と機能の解析

堀江宣行，菊地裕之，鈴木石根，杉山達夫，判長達男

(名古屋大・農・応用生物科学)

SyneclJococcl1S PCC7942のnirAオペロンは、硝酸イオンの

取り込みと還元に関わる6つの遺伝子から成るが、その上流

にも硝酸同化系の最大活性の発現に必要な2つの遺伝子nirB
(ORF 1)とntcB(ORF2)が nirAと逆向きに存在している(堀江

他、 1993年度年会)。本研究ではさらに ntcBの 365bp下流

に位置する ORF3(696bp)と ORF3から 248bp離れて存在する

ORF4について構造と機能を調べた。 ORF3のコードするタン

パク質は大腸菌の CRP(cAMPreceptor protein)と27%の相同

性をもつことから転写調節因子であると推定されたが、これ

を破壊しても顕著な変異形質は得られず、その生理機能を特

定することはできなかった。一方、 ORF4のコードするタンパ

ク質は細菌のABC型輸送体のうち、特に細胞表層のタンパク質

や多糖の分泌に関与する輸送体の ATP結創生サプユニットと

高い相向性を示した。 ORF4の欠失株は乾燥したコロニーをつ

くり、リゾチームに対する感受性が高いので、細胞表層の性

質に変化が起きているものと結論された。これらの事から

ORF4は細胞表層へのタンパク質あるいは多糖の輸送に関わる

ものであると推定された。



3pH04 
ラン藻Plectonema加>lYanumのchlL-chlN(プロトクロロフイリ

ド還元酵素遺伝子)周辺の遺伝子解析

三よ豆~藤田祐一高橋康弘長谷俊治松原央(大阪大理生
物大阪大蛋白研)

クロロフィル生合成の一過程、プロトクロロフイリド(pchlid:)

からクロロフィリドへの還元反応には、光依存性と非依存性の

2種の系がある。私達は、完全日昔所でも従属栄養的に生育でき

るラン藻P.boT)叩闘を用いて光非依存性Pchlide還元系の分子遺

伝学的解析を進めており、既に出L(frxC)、chlN(O貯 467)河遺伝

子がこの反応に関与することを明らかにしている。一方、光合

成細菌Rhodob帥 'rc伊 ulatusでは相同な遺伝子としてbChL、以

加えて第 3の遺伝子bc.胞が報告されている。そこで今回、 R

bory.剖 umのchlL、M司辺に関連遺伝子が存在するのではないか

と考え、その解析を行なった。

全長7.6kbのDNA断片について塩基配列を決定したところ、

chlL、 N周辺にいくつかのORF が見出された。(~よ・

盟主Hl辿長盤旦基姐~-QRF288~旦;矢印は転写方向を
示す) 0町 303産物は膨母のピス(5'ーアデノシル)四リン

殻ホスホリラーゼI及びIIと約20%の相同性を示す。また

ORF451産物は、 N末端側とC末端側が各々細菌の情報伝達系で

あるこ成分系の陀甲)Ilsere伊latぽ、 sensorkinaseに類似性を示し

た。いくつか広)()RFについては、その機能を明らかにするため、

カナマイシン耐性遺伝子カートリッジを挿入した遺伝子破壊株

を作成し、それら変異株の解析を行なっている。また、遺伝子

の転写単位、転写制御についてもNぽthemhybridizati∞による解

析を進めているので、その結果も併せて報告する。

3pH05 
単細胞緑藻クロレラ C-27株(Chlorellaellipsoidea C-27) 

葉緑体ゲノムの物理地図と遺伝子構成

主主盤主、 MeenuIくapoor、若杉達也、杉浦昌弘、伊藤万

里1、績順子 1、中島けい子¥堀畑真希人佐藤公行人岩

崎真幸3、浜田玲久井戸由樹3、稲村篤3、北脇靖子3、吉

永光 3 (名古屋大・遺伝子、 1椙山女学園大・生活科学、 7 

岡山大・理・生物、 3静岡大・理・化学)

我々は単細胞緑藻クロレラC-27株 (Chlorellaellipsoidea 

C-27)葉緑体ゲノムの全構造解析のために、その物理地図

と遺伝子地図を作成した。まずクロレラC-27株の葉緑体

DNAの BgAIおよび EcoRIの部分分解断片をシャ口ミドベク

ターを用いてクローン化し、クローンバンクを構築した。そ

してこれらのクローンの配置および物理地図を決定すること

により葉緑体ゲノム全体の物理地闘を作成した。さらに各ク

ローン内の海基配吾IJを部分的に決定し遺伝子の存在を調べた。

その結果、クロレラ C-27株の葉緑体ゲノムは全長約

154kbpで、クロレラC-87株の場合とは大きく異なり逆位

反復配列が存在せずrRNAオペ口ンは 1コピーしかなかった。

また165rRNA、235rRNA遺伝子は多くの植物の場合と同

様タンデムに並んでいることが分かつた。遺伝子情成につい

ては多くの遺伝子は陸上植物のものと共通であったが、高等

植物の葉緑体ゲノム上には存在しない遺伝子もいくつか見つ

かった。
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3pIOl 
植物ミトコンドリアF，-ATPase核支配サプユニット遺伝子の

発現制御の解析

菌屋鍵二盤、森上敦、中村研三(名大・農・生化)

ミトコンドリア (Mt.)は植物体の全ての細胞に存在するが、

自信部伴細胞やタベート細胞などには著しく多量のMt.が存在す

る事が知られている。 Mt.内膜の酵素F，-ATPase1ま核とMt.

の2つのゲノムの遺伝子により支配される 6つのサプユニット

からなる。この酵素複合体の形成には各サプユニット遺伝子間

に何らかの協調的な発現制御機構が存在すると考えられ、我々

はこの発現制御機構の解明を目的に、これまでにこの酵素の4
つの核支配サプユニット y、δ、δ' 、EのcDNAとMt.支

配の αーサプユニット遺伝子を単離してきた。

今回、 F -A T Paseのδ サプユニット cDNAを用いてサ

ツマイモゲノミックライブラリーから 2つの異なる核遺伝子を

単離した。この2つの遺伝子の転写開始点の5'上流域は約2

kbに及んで相同な配列を持つが、片方には他方にはない挿入配

列が存在していた。この2つの遺伝子の 5'上流転写制御領域

とGUSレポーターとの融合遺伝子をタバコ及びタバコ培養細

胞BY-2に導入してその発現を比較した。その結果、 2つの融

合遺伝子の形質転換タバコでの発現は茎・葉ではほぼ同じレベ

ルの発現を示したが、根において両者に明かな違いがみられた。

また、形質転換BY-2細胞での植え継ぎ後の発現の経時的変化

にも 2つの融合遺伝子の間で明かな遣いがみられた。形質転換

タバコのGUS組織染色の結果、いずれの融合遺伝子の場合に

も茎の内部飾部や根端において最も強い染色がみられた。

3pI02 
trru遺伝子プロモータ一発現に対する植物ホルモンの影響

盆旦皐孟、猪口雅彦、加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

Agrobacterium tumefaciensの病原因子であるTiプラスミド

にコードされているT-DNA遺伝子には、植物ホルモン合成醇

素遺伝子tmsl，tms2 (オーキシン合成)及びt町(サイトカイニ

ン合成)が存在する。我々はこれらの遺伝子のうち、 tmr遺伝

子(T-cyt，iptなどとも呼ばれる)のプロモーター領域をGUS遺伝

子に結合した融合遺伝子 (Ptmr-GUS)を作成し、タパコ及び

その他の植物に導入して発現特性を解析している。タバコ形質

転換体を用いた組織化学的解析の結果、組織非特異的に強い活

性が観察された。又、組織形態の変化(カルス等)に関わらず

発現することも示された。一方、 trru遺伝子とtms遺伝子が、両

方とも導入された植物よりも、 tm遺伝子が単独で導入された

植物の方が、内生サイトカイニン合量が高い。この様な知見か

ら、今回、このPtmr-GUS融合遺伝子を導入したタバコ形質転

換体を用いて、外生的に各種植物ホルモンを添加した場合の、

tm!遺伝子プロモータ一発現に与える影響を調べた。その結

果、オーキシン，サイトカイニン，アプシジン酸，ジベレリンの

各ホルモンのうち、サイトカイニンのみが多少抑制的に働き、

その他はいずれも促進的であった。特に、オーキシン (2，4-

D)による促進が観察された。このことから、 tmr， 加喧伝子

が共存するときの、内性サイトカイニン合量の低下は、 tms:遺

伝子によるオーキシン合量の増加が、 tmr遺伝子発現を抑制し

た為ではないことを示唆するものと思われる。



3pI03 
Riアグロビン合成酵素遺伝子の組織特異的発現の解析

圃皇車二正、猪口雅彦、加藤次郎(岡山理科大・理・生物化学)

Agrobacteriumが感染して生じる腫画面組織で産生されるオパ

インのうち、アグロビンの産生はTiプラスミドにもRiプラスミ

ドにもコードされている。しかし、両者による形質転換体のア

グロビン産生は、組織特異性に差異のあることがオパインアツ

セイの結果により示唆された。 Tiプラスミド由来のアグロビン

合成酵素遺伝子(ags)の発現特性については、カルス組織及び再

分化縞物体の生長点で特異的に発現することを既に報告した。

そこで、今回Ri我々はプラスミド由来のags遺伝子の発現特性

について解析した。まず、 A.rhizogenes A4株をタバコに感染

させて得た毛状根から再分化植物体及びカノレスを誘導し、各器

官・組織でのアグロビン産生を漉紙電気泳動法により調べた。

その結果、毛状根、再分化植物体の根及びカルスで産生量が多

く、次いで、葉、茎の順であった。 Ti形質転換体がカルスのみ

で多く産生されたのに対して Ri形質転換体では根でも多く産

生されることが特徴的であった.現在、更に、ノーザン法によ

り、転写量の変化についても解析を進めている.次に、プロ

モーターレベルでの発現特性をRi解析するためにRiプラスミド

からags遺伝子のプロモーター領域を単離し、 GUS遺伝子と融

合遺伝子を作成して、タバコに導入した。形質転換植物体にお

けるGUS活性を組織化学的に観察した結果、 Ti-agsプロモー

ターではGUS活性が生長点に局在していたのに対して、 Ri-ags

プロモーターでは根で強い活性が見られ、特に伸長帯部分での

活性が強かった。

3pI04 
ニンジン組織培養系を用いた不定阻まE成過程におけるrolCプ
ロモーターの発現調節領域の解析

藍韮盟泊、横山隆亮、内宮博文(東大・分生研、 1北大・理)

ニンジンの培識問包系では2，4-Dによりカルスが誘導され、

2，4-Dを除去することにより不創壬の発生が促進される.我々

は、 RiプラスミドのrolC遺伝子プロモーターとGUS遺伝子と

を連結したキメラ遺伝子の発現が不定任発生の進行に依存し

て上昇することを明らかにした.さらに不定匹発生に伴う発
現活性の増大を担うω領域の解析を試みた.rolCプロモータ

ーの-255bpより上流を欠失した場合、及び255bpより+2bpを

欠失させた場合において不定匹発生に伴うGUS活性の上弄は

認められた.また，rolCプロモータ-0}848bpから-94bpを35S

コア領域の上流に組み込んだ場合は上記の発現パターンが検

出されたが、 -255bpから94旬、及びι48bpから-255bpの領域

を35Sコア領域の上流に組み込んだ場合は消失した.乙れらの

結果より不定妊における遺伝子発現の活性化には、 rolCプロ

モーター上の複数の領域が関与している可能性が示唆された.

上記の発現活性が検出された最小領域である 255bpまでを
含む領域に注目し、この領域に結合する因子の検出をゲル移

動度シフト法により行った.-271bp/-174旬、 203bp/-92bp

94bp/+23bpそれぞれの領域には、 poly(dA-訂)・poly(dA-af)によ

り競合阻害される因子のDNA結合活性が検出された.また

271 bp/-l 74bpの領域にはpoly(dA訂)・ poly(dA訂)によっては競

合阻害されず、ー271bp/ー174bpのDNA断片により競合回答を受
ける因子のDNA結合活性が検出された。
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3pI05 
タバコ遺伝的腫蕩誘導過程におけるNgroIB-GUSの発現様式

丞臣皐王，古聞きおり関根政実，新名惇彦庄野邦彦

(東大・教養・基礎科阪大・工・応用生物工学)

Nicotiana glaucaのゲノム中には、RiプラスミドのTL-DNA

領域と相向性のあるcT・DNAが存在する。我々は既に、 N.

glaucaとN. langsda雌・の交雑で生じる F1植物の遺伝的腫蕩
組織において、 cT-DNA内のNg rolB、Cが発現していること

を示した。今回さらにNgroIB-GUS融合遺伝子を用いたトラ

ンスジェニツク F1植物で、腫蕩化・脱麗蕩化に伴う NgrolB 

の発現パターンの変動をGUSの酵素活性及び幸政哉化学的染色
により解析した。正常型F1植物においてはどの器官(根・
葉・茎)でも全体的にGUS活性は低く、発現部位は根端細胞
や維管束組織等に限られていた。遺伝的腫蕩はこの正常型F
1植物が老化した場合、または傷害を受けることにより種々

の組織に生じるが、どちらの場合でも腫蕩化組織において

GUSの強い発現がみられた。特に葉の cutting処理による腫

蕩誘導では cuttmg後3日で分裂細胞部位にGUSの発色が観

察され、腫蕩化の早い段階からNg rolBが発現することが明

らかになった。 cutting 後10日頃になると、 GUSの発現は形

成され始めたばかりの芽原基様構造に集中し、その後の継代

培養下の shootyteratoma型の腫蕩組織でも芽原基様構造に局

在した。また遺伝的腫蕩組織をNAA添加MS固形培地で培養
したところ、発現部位の組織特異性は維持されたまま発現量
が上昇することが確認された。なお以上のNg-rolBで得られ

た発現の時間経過及び発現部位の局在性の結果は、Ri roIB-

GUS融合遺伝子を用いた場合においてもほぼ同様であった。

3pI06 
アブラナ科植物の形質転換と S筒タンパク質に関する研究

集i皇呈-，山川清栄真鍋麻里白星沢秀幸，磯貝彰鳥山欽也 1涜辺 正 夫

。日向康吉¥鈴木昭憲 (東大農化， 1 東北大農}

アブラナ科縞物の自家不和合性に関わる物質として 柱鱈特

異的な発現を示す S槍タンパク質 (SLG) および 5糖タンパク質を

細胞舛ドメインとしてもつレセプタープロテインキナーゼ (SRK)

の存在が挙げられているが‘それらの具体的な懐能は明らか

でない.演者らはこれらの物質の機能を明らかにするためにア

ンチセンス SLG遺伝子をアブラナ科植物に導入することにした .

それに伴いアブラナ料情物且且血血瓜血の形質転換系の確立も並行

Lておこなった.本絹では、これまでの実験の経繍と結果につ

いて報告する.

アブラナ科植物且4岨血話回の S'ホモ系統株の柱頭より単離した

S穏タンパク質をコードする cDNA (SL口町を SLGのプロモーター

の影響下でアンチセンスに発現するように SLGプロモータ ー の

下流に SLG・を逆向きに連結 L て pBlベク空ーに導入した植物導

入用ベヲターを作成 Lた.これを血曲回国皿lll.ml:I血皿 EHA10I掠を

用いて数種の且且皿E且国三あるいは且』出血姐の子葉または匹舶にバイ

ナリーベクタ一法によって導入 Lた.現在いくつかの shootの形

成がみられている.また且4岨血足国の l系統では毛状領から の 再

分 化 情 体 の 獲 得 を 目 的 と し て R;プラスミドを持つ RlO凹株を用い

てバイナリーベクター法によって導入し、毛状棋を得ることが

できた.今後これらの sbootあるいは、毛状恨について詳細な解

析を行う予定である.
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安藤俊哉

安藤由香

し、

飯 田滋

所属

国立環境研・生物

名古屋大・農・生化

名古屋大・農・生化学制御

大阪大・蛋白研

東京大・農・農化

京都大・農・農化

農水省・北海道農試

宝酒造・バイオ研

京都大・食研

大阪大・理・生物

東京理科大・基礎工・生物工

茨城大・農

サントリー基礎研

島根大・遺伝子

京都大・農

日本女大・理

島根大・農・応生

明治製菓・生科研

神奈川大・理・応生

北海道大・理・植物

農水省・北海道農試

理研・植物機能

北海道大・農・森林科

理研・植物生活環制御

筑波大

鹿児島大・理・生物

京都大・食研

農水省・生物研

東京工大・生命理工

東京理科大・基礎工

北海道大・低温研

岡山大・農

甲南大・理・生物

農水省・農研センター

金沢大・理・生物

名古屋大・農・園芸

東京理科大・基礎工
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講演 番 号

2aD01 

3aI06 

laD03 

lpI14 

2aI04 

2aE07 

3pB04 

3pB08 

lpHll， lpH12， 2aD02， 2aD04， 2aD05， 

2pA05， 2pA06， 2pA07， 2pA08， 3aG 10， 

3aGll 

laElO 

2aA06 

laF04 

lpI14 

2aA02 

laB02 

2aF07，3aB05 

3pC05 

laF04 

2aI12 

2pG05 

3aD07 

laG03 

2pI06 

laG07 

laFOl 

laF02 

3aG1O 

laA07 

lpF13 

3aF12 

3aD03 

3pC似

lpB03 

laF05 

laD08 

3pCOl 

2aA05，2aA06，2aA07 



氏名

飯野盛利

猪川倫好

五十嵐隆夫

生田安喜良

生田和江

池内昌彦

池上勇

池津泰成

池田篤治

池原規勝

諌山俊之

石井忠

石井龍一

石浦正寛

石川鉱

石川孝博

石川隆之

石川雅之

石垣賢一

石木康史

石黒澄衛

石沢公明

石谷学

石田さらみ

石塚 H告造

石原邦

石橋百枝

石丸明恵

石渡裕

泉井桂

伊関峰生

磯貝彰

井田和子

井田正二

市川久詞

一瀬勇規

市村一雄

市村和也

井手口隆司

伊藤一弥

伊藤繁

伊東隆夫

所属

大阪市大・理・植物園

筑波大・生物

国立環境研・生物

東京理科大・基礎工

広島大・理・生物

東京大・教養・生物

帝京大・薬

立教大・理・化

京都大・農・農化

琉球大・理・生物

広島大・理・遺伝子科

農水省・森林総研

東京大・農

基生研

北海道大・地球環境・環境分子生物

近畿大・農・食栄

農水省・国際農研

北海道大

京都大・農・農化

千葉大・園芸

基生研・遺伝子第 1

東北大・理・生物

名古屋大・分子応答センター

東京大大学院・理

筑波大・応生

東京農工大・農

東京大・理・植物

東北大・農・園芸

東京大・農・農化

京都大・農・農生

静岡県立大・国際関係・教養

東京大・農・農化

大阪女大・基礎工

京都大・食研

埼玉大・理・生化

岡山大・農

農水省・野菜茶試

横浜市大・木原生研

大阪大・蛋白研

新王子製紙・林木育種研

基生研

京都大・木研
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講 演 番 号

2aFll，3aF10，3p(J04 

laA09 

2aDOl 

3aF12 

2aE06 

laH07， 2aHll 

laH08， lpH02 

lp(J14 

lp(J07 

lpA14 

lpD12 

3aB06， 3aB09， 3aBlO 

2aB12 

3pE03，3pE04 

2pI07 

2aB03 

laD05 

2pC05 

laB05 

3aF03 

SlpCl 

2pF05 

lpDOl， lpD02 

2pI02 

2p(J04 

3aH07 

2pB07 

laG06 

3aG05 

3aG08， 3aHlO， 3aHl1 

3pE02 

3pI06 

lpB08 

laAOl，2aA10，2aAll 

2pD04 

laF09 

3pF03 

2aG07 

lpI14 

2戸04

laH08， laH09 

3aB05 



氏 名

伊藤卓也

伊藤寿

伊藤正樹

伊藤万里

稲垣純子

稲垣言要

稲垣善茂

稲場久美子

稲村篤

犬丸久美子

井上英子

井上香織

井上和仁

井上千品

井上弘

井上雅裕

井上翼理

井上康則

井上頼直

井口八郎

猪口雅彦

居原秀

射場厚

今井宏

今井亮三

今泉和光

今泉信之

今関英雅

今西俊介

入船浩平

岩川洋隆

岩城雅代

岩崎都子

岩崎俊介

岩崎尚彦

岩崎真幸

岩淵雅樹

つ

所属

京都大・理・植物

京都大・理・植物

名古屋大・生物応答センター

椙山女学園大・生活科学

岡山大・理・生物

基生研

東京大・薬

東京大・遺伝子

静岡大・理・化

大阪女大・基礎理

京都大・農・応植

基生研・細胞生物，総研大・生命科

神奈川大・理・応生

神戸大・理・生物

富山大・理・生物

愛媛大・理・生物

九州大・教養・生物

東京理科大・理工・応生

理研・太陽光科学

京都大・理・生物物理

岡山理大・理・生化

大阪府大・総科

九州大・理・生物

早稲田大・教育・生物

東京大・農

PL学園女子短大付属植物研

ジヤノTンターフグラス

名古屋大・農・分化遺伝

名古屋大・農

広島大・理・遺伝子科

九州大・理・生物

基生研

九州大・教養・生物

理研・植物分子

大阪医大・教養・生物

静岡大・理・化

京都大・理・植物，基生研・発生生物

鳥1)偉男 大阪市大・理・生物

上口(田中)美弥子名古屋大・農・生化学制御

203 

講演番号

la103 

1 pB06， 1 pB07 

3a105 

3pH05 

lpB02 

2pH05 

2aA06，2aA07，2aA05 

laG09 

3pH05 

lpB08 

laG05 

2pE03 

3aA02 

1必IOl

lpHlO 

2aF09 

lpDlO 

lpAOl， lpAll， 3pC02 

laH07，2aHOl，2aH02，2aH12 

2aA08 

laG04， 3pI02， 3pI03 

2pF03 

lpF07， lpF08， lpF09，SlpC3 

lpG06 

2pD02 

3pC08 

2aB05，3aH07，3aH08，3aH09 

la105， la106， laI07， 3aF04 

2aA03 

lpD14， lpD15， 2pC02， 2pC03 

lpFω 

laH08， laH09 

lpH03 

2a106 

lpGlO 

3pH05 

la102， la103， la104， 2pI05 

3aBOl 

2aIll 



氏名

上田健治

上田純一

上田寛子

植村康一

宇佐美昭二

牛ノ浜孝

丑丸敬史

宇治家武史

臼田秀明

内海俊樹

内田英伸

内野彰

内宮博文

内海恵一郎

梅田正明

梅本貴之

浦尾剛

え

江崎丈一

江尻成美

枝重有祐

榎並勲

榎本聡堤

江原友子

恵飛須則明

江盛浩司

撰達夫

遠藤織太郎

遠藤剛

遠藤斗志也

お
大岡宏造

大川和秋

大川原良次

大潟直樹

大城香

大堺利行

大島朗伸

所属

横浜市大・文理・生物

大阪府大・総科

金沢大・理

京都大・農

名古屋大・理・生物

鹿児島大・教養

京都大・理・植物

広島大・理・生物

帝京大・医

鹿児島大・理・生物

東京大・理

東京大・農

東京大・分生研

岡山大・自然科

東京大・分生研

農水省・東北農試

理研・植物分子，大同ほくさん

岡山大・資生研

富山大・理・生物

農水省・森林総研

東京理科大・理・生物

弘前大・理・生物

東京医大・微生物

沖縄県・農試

甲南大・理・生物

鳥取大・工・物質工

筑波大・農林

京都大・食研

名古屋大・理・化

大阪大・理・生物

大阪大・教養・生物

ジャパンターフグラス

農水省・生物研

東海大・海洋

神戸大・理・化

島根大・理・生物

204 

講 演 番 号

3pD07 

2pF03 

laD09 

2pB03 

2aGll 

3pB08 

laA04， 2aD06， 2aD07 

3pA08 

11焔02，2aB04

laF1位

lpE12 

2aB12 

lpI07， lpI08， 2pG05， 3aE03， 3pI04 

2pH02 

lpI07 

laA07，laA08 

2aI07，2pGOl 

lpD05 

2aE08 

3aB06， 3aB09， 3aBlO 

2aH03，2aH04，3pC02 

2pB04 

1 pE06， 2aI02 

laF07 

laG02 

lpHOl 

2pGOl 

2pA06， 2pA07 

2aE03 

laH09 

lpG12 

3aD08 

laA08 

lpB09 

3pF07 

2aG03 



氏 名

大島正弘

王子善清

大杉立

大隅良典

太田英二

太田大策

太田にじ

太田尚孝

太田啓之

太田保夫

大平万里

大塚達之

大槻健蔵

大藤雅章

大西純一

大西武雄

大野呼司

大野広道

大橋伸一

大橋直人

大橋美保

大橋祐子

大羽和子

大宮泰徳

大本実穂

大森健司

大森正之

大柳宏之

大山莞爾

岡真理子

岡崎芳次

岡津一秀

岡田清孝

岡田孝

岡田輝之

岡村圭造

岡村信幸

岡村幸治

岡本朱根

岡本潔

岡本元一

岡本繁久

所属

農水省・生物研

神戸大・農・植物栄養

農水省・生物研

東京大・教養・生物

慶応大・理工

日本チパガイギー・国際科研

早稲田大・人間科

東京理科大・理・生物

東京工大・生命理工

東京農大・農

北海道大・低温研

京都大・理・植物

北里大・衛生・遺生化

名古屋大・農・生化

埼玉大・理・生化

奈良県立医大

北海道大

栗田工業

帯広畜大・生資化

関西学院大・理

姫路工大・理・生命科

農水省・生物研

名古屋女大・家政

京都大・木研

静岡大・農

京都大・食研

東京大・教養

工技院・電総研

京都大・農

岡山理大・理・生化

大阪医大・教養・生物

宝酒造・バイオ研

基生研・遺伝子 1

関西学院大・情報センター

鳥取大・工・物質工

京都大・農

福山大・薬

トヨタ自動車・研究部バイオ・ラボ

横浜市大・総合理・分子認識

農水省・生物研

東レリサーチセンター

鹿児島大・教養
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講 演 番 号

2pG04 

laA05，2aDll 

2aB05 

2pE07，2pE08，3aEll 

3pG05 

2aI08， 2pC07， 2pC08 

lpEl1 

2aH04 

lpB04， lpF12，lpB05， lpF13， 3pA06 

3aGOl 

lpE09 

1 pB06， 1 pB07 

2pG02 

3a107， 3a108， 3a109 

目

四

回

o
u
k
m
m
w

副

凶

同

戸

出

品

凶

la101，2pG04 

3aG04 

3pBOl 

lpD06 

2aAl1 

lpFll，2aG05 

2aH02 

2pB03 

3pI03 

lpGlO 

3pB08 

la104， SlpCl 

3pA04 

lpHOl 

laB02 

lpA15 

lpD13 

3aB 11 ， 3aB12 

3pD05 

2aHI0 

3pB07，3pB08，3pB09 



氏名

岡本剛

岡本尚

岡本富美

岡山繁樹

小方久美子

小川京子

小川健一

小JII晃男

小川紀之

小川幹弘

小川健一郎

沖原清司

荻原恵美子

奥達雄

奥村剛一

小河亜紀子

長松哲斉

小津真一郎

小島邦彦

小関良宏

小田和司

小田茂

小田雅行

落合英夫

小野高明

小野英俊

小野田哲夫

小幡茂裕

小尾一郎

小保方潤一

小俣達男

尾見知子

小山時隆

恩田祥子

か
貝原純子

加川貴俊

柿本辰男

賀来章輔

賀来華江

所属

近畿大・農・食栄

横浜市大・文理・生物

甲南大・理・生物

九州大・教養・生物

東レリサーチセンター

日本女大・理・物質生物

京都大・理・植物

理研・太陽光科学，現:名古屋大・生物応答センター

京都大・農・農生

横浜市大・文理・生物

茨城大・農

農水省・生物研

日本女大・理

九州大・農・林

京都府大・農・生化

福岡女大・生物

東京医大・微生物

京都大・人間環境

東北大・農・農化

東京大・教養・生物

横浜市大・木原生研

PL学園女子短大付属植物研

農水省・野菜茶試

島根大・農・応生

理研・太陽光科学

福山大・工

島根大・理・生物

キシダ化学・研究開発グループ

京都大・農・農化

北海道大・地球環境・生態遺伝

名古屋大・農・応生

日本女大・理

基生研・遺伝子第 1

神戸大・理

京都生物研

東京都立大・理・生物

大阪大・理・生物

農水省・生物研

206 

講演番号

2aB03 

2aF06，3aBll，3aB12 

laG02 

lpH03，3aAOl 

2aHI0 

laAOl 

2aD02， 2pA08 

2aBll，2pA06 

3aG08 

2aF06 

laF04 

lpG03， lpG04 

2aF07 

lpF05，2aH09 

S1aC5 

2aH08 

lpE06，2aI02 

lpHOl，2aH13 

2pB05 

3pC07 

2aG07 

3pC08 

3pF03 

2aA02 

2aHOl，2aH02，2aH12 

lpA15 

2aG03 

1必101

lpG07 

3aH04，3必I05，3aH06

l1泊01，2aD09， 3pH03 

2aF07 

SlpCl 

lpA04 

laGOl 

lpA06 

3aE04， 3aI04 

lpDlO 

laF07 



氏名

角谷佐紀

角谷忠昭

角野富三郎

掛川弘一

葛西身延

笠毛邦弘

風間晴子

菓子野康浩

加嶋睦之

梶原忠彦

梶原寛之

枠山博之

片岡博尚

片桐健

片山光徳

且原真木

勝見允行

桂真昭

加藤彰

加藤朗

加藤都之進

加藤潔

加藤栄

加藤真司

加藤次郎

加藤忠司

加藤秀明

門田明雄

金井正三

金井龍二

金津健二

金谷潔

金山喜則

金勝一樹

金子誠二

金子貴一

金松澄雄

蕪城博

鎌田尭

鎌田博

鎌田芳明

蒲地一成

所属

大阪大・理・生物

京都大・農・農化

MandS総chnosystem

農水省・森林総研

弘前大・理・生物

農水省・食総研

国際基督教大

姫路工大・理・生命科

関西学院大・理

山口大・農・応生化

京都大・食研

岡山大・理・生物

東北大・遺生研

理研・植物分子

東京大・教養・生物

農水省・蚕糸見虫研

国際基督教大・生物

京都大・理・分子植物

名古屋大・生物応答センター

基生研・細胞生物

宝酒造・バイオ研

名古屋大・情報文化・自然情報

東邦大・理・生物

埼玉大・理・生体制御

岡山理大・理・生化

農水省・東北農試

埼玉大・理・生化

東京都立大・理・生物

東レリサーチセンター

埼玉大・理・生化

東京大・農・農化

東京農工大・一般教育

名古屋大・農・園芸

北里大・教養・遺生化

ジャパンターフグラス

かずさディー・エヌ・エー研究所

南九州大・食品工

富山医薬大・薬

岡山大・理・生物

筑波大・生物

ジョンズホプキンス大

厚生省・予研

207 

講演番号

laH09 

lpG07 

3pA03 

3aB06 

2pB04 

lpFOl，lpF02，lpF03，3pG05，S3aC5 

laE03 

laH02， 2pH08 

3aAll 

3aG02 

2aAll 

2pH06 

lpA13 

laD仰， 2pGOl

2aG05 

3aFOl 

laE05 

laI04 

2pA04 

3pD08 

3pB08， 3pB09 

2aF05 

lpB14， 2aH03， 2aH04，2aHI0 

lpA10 

laG04， 3pI02， 3pI03 

lpFOl 

laB10 

laE02 

2aHlO 

2aB07 

lpD08， lpD09 

3aEI0 

laBll，3pG03 

2pG02 

2aB05， 3aD08 

3pH02 

2aD02 

2aG04 

laE06 

2pG03，3記08，3aEω
laF07 

laA06 



氏名

蒲池浩之

神阪盛一郎

上舞哲也

上村保麿

神谷明男

神谷勇治

亀井正一郎

亀田卓二

亀谷七七子

賀屋秀隆

萱野暁明

川上一茂

川上茂樹

川上直人

川口健太郎

川口正代司

川崎信二

河津維

河津哲

河野重行

川原良一

川辺晶子

河部逼

川向誠

河村幸男

川本邦男

川本伸一

河盛阿佐子

神取秀樹

き
喜久田嘉郎

菊池彰

菊地裕之

菊 池洋

菊山宗弘

菊山宗弘

木下剛

岸本直己

北川蜂丈

所属

九州大・農・林

大阪市大・理・生物

鹿児島大・教養

東邦大・理・生物

帝京大・薬・化

理研・フロンティア

大阪大・理・生物

岡山理大・理・生化

岩手生物工学研究センター

島根大・理・生物

農水省・生物研

北里大・衛生・遺生化

広島大・理・遺伝子科

横浜市大・木原生研

農水省・北海道農試

東京大・教養・基礎科

農水省・生物研

東京大・理

新王子製紙・林木育種研

東京大・理・広域理学

東北大・理・生物

名古屋大・理・生物

農水省・蚕糸昆虫研

島根大・農・応生

大阪市大・理・生物

京都大・食研

北海道大

関西学院大・理

分子研

北海道大・農・植物

筑波大・生物

名古屋大・農・応生

三菱化成・生命研

農水省・生物研

放送大・生物

鹿児島大・教養

農水省・生物研・分子育種

筑波大・生物
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講 演 番 号

2aHω 
2pF03，3aBOl，3aB02，3aB03，3pB06 

3pB09 

lpB14 

lpA08 

lpA12，2pF04， 3aF10，3pFOl，3pF02 

laH09 

3pI02 

2aF12 

2aG03 

3pD05 

2pG02 

2戸02，2pC03

lpF09，2aFOl 

laB03 

3aF12 

laB06， laF05 

lpE08，lpE12 

2戸04

lpE07， lpE08， lpE12， lpE13， lpE14， 

lpI05 

lpI02 

laDOl 

3aFOl 

2aA02 

3aB03 

lpHl1， lpH12 

2戸刃5

1 pH13， 2aH05 

laH08， laHlO 

2aF但， 3pF04

3aBI0 

3pH03 

2戸06

laF06 

lpGl1，2aGOl 

3pB仰

2aA09 

3aF13 



氏名

北島サキト

木谷重和

北村晃司

北脇靖子

木立真敏

木下浩司

木下俊則

木原淳一

木場章範

金成俊

木村貴志

萎月順

清沢桂太郎

清末知宏

清田誠一郎

く
九鬼導隆

草野友延

草野元

楠正美

久住高章

楠元範明

朽津和幸

工藤俊之

工藤まり子

久保明弘

久保浩義

久保稔

久保田守

熊谷忠

熊谷史

熊崎茂一

倉屋芳樹

栗本宜孝

黒岩常祥

黒岩晴子

黒田華織

黒田洋詩

黒田浩文

所属

京都大・農・農化

トヨタ自動車・研究部バイオ・ラボ

京都大・人間環境

静岡大・理・化

東京理科大・理工・応生

北海道大・農・植物

九州大・理・生物

東北大・遺生研

岡山大・農

基生研・細胞生物

農水省・九州農試

関西学院大・理

大阪大・基礎工・生物工

理研・植物分子

農水省・生物研

神戸高専・応化

秋田農短大・生工研

広島大・理・生物

明治大・理工

サントリー基礎研

早稲田大・教育・生物

農水省・生物研

東邦大・理・生物

秋田農短大・生工研

国立環境研・生物

信州大・理・生物

大阪大・理・生物

基生研

東北大・遺生研

東京大・理

分子研

東京工大・生命理工

コペルコ科研

東京大大学院・理・植物

共立女子短大・生物

広島大・総科・自然環境

岡山大・自然科

東京工大・生命理工

209 

講 演番号

2pDOl 

lpD13 

2aH13 

3pH05 

3戸02

2aFω 
lpF06 

lpA09 

laFω 
lpBll 

lpI04 

3aAlO， 3aAll 

lpG08 

laD09，2pD03 

lpG03，lpG04，3aGI2 

3aAI0 

3aDOl 

3pA07 

2aH02 

lpIl4 

3aA02 

laF06，laF07，2aG08，2pE08 

lpB14 

2ポ312

2aD01 

2pE02 

3aE04 

lpA07 

lpA09 

lpE03 

laH08 

3aA03 

3aA12 

lpE04， lpE07， lpE08， lpEll， lpEl2， 

lpE13， lpEl4， lpI05 

lpE似， lpE07， lpE12 

3aB08 

2pH06 

lpB05 



氏名

黒崎文也

桑原朋彦

け
下司直美

...， 
ιー
小池説夫

小池裕幸

小池倫也

小岩尚志

小岩井晃

幸田泰則

河内直美

河内宏

上妻道成

河野泰久

甲村浩之

郡佐世子

古賀仁一郎

古金谷敏之

小塩海平

小柴共一

小島道子

小杉俊一

小瀬村誠治

古園さおり

児玉浩明

小寺義男

小西茂毅

小西智一

小林香子

小林正樹

小林正智

小林優

小林善親

小松節子

駒嶺穆

米国好文

小山泰

所属

富山医薬大・薬

筑波大・生物

名古屋大・農・生化学制御

農水省・生物研

姫路工大・理・生命科

北海道大・低温研

京都大・農・農化

日本たばこ・生命研

北海道大・農・植物

関西学院大・理

農水省・生物研

日立・計測器

島根大・医・細菌

広島農試

お茶の水女大・理・生物

茨城大・農

京都大・理・植物

東京農大・農

東京都立大・理・生物

神戸大-農・植物栄養

農水省・生物研

慶応大・理工・化

大阪大・工・応用生物工

九州大・理・生物

関西学院大・理

静岡大・農

京都大・農

名古屋大・農・応生

名古屋大・農・応生

理研

京都大・農・農化

九州大・農・林

農水省・生物研

日本女大・理

東京大・遺伝子

関西学院大・理
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講 演番号

2aG04 

lpH07， lpH08， lpH09 

laD02， laD03 

laD05， laD06 

laH02， 2pH08 

3aD03 

2pDOl 

2aI02 

2aF02，3pF04 

3aAI0 

laF03，3aIOl 

lpA05 

2aD08 

laG03 

laF08 

laF04 

lpIOl 

3aGOl 

2aD06， 3aF1O 

2aDll 

laIOl 

3pF08 

3pI05 

lpF07，lpF08，lpF09 

2aH05 

lpD06 

3pG02 

lpIω 

lpGOl 

lpA12 

laD07 

lpB12， lpB13 

2aG08 

laAOl， lpI02， 3pDOl 

laG09， laG 10 

3aAI0， 3aAll， 3aA12， 3pAOl， 3pA02， 

3pA03， 3pA04 



氏名

近藤孝男

近藤矩朗

近藤真紀

近藤由希子

高暢孝

五島直樹

後藤伸治

後藤康成

さ
西保由見子

斎藤彰

斉藤和実

斉藤孝之

斉藤武

斎藤臣雄

斉藤美佳子

佐伯和彦

早乙女真紀

酒井敦

酒井慎吾

酒井達也

酒井富久美

榊剛

榊原均

榊原祥清

坂口圭美

坂田朋子

坂田洋一

坂野勝啓

坂本敦

坂本敏夫

坂本光

先浜直子

作田正明

桜井成

桜井直樹

桜井英博

佐々木和生

佐々木幸子

所属

基生研

国立環境研

基生研・細胞生物

北海道大・地球環境・生態遺伝

九州大・農・林

京都薬大・生命研

宮城教育大・生物

筑波大・生物

甲南大・理・生物

農水省・九州農試・作物開発

京都大・ R1センター

埼玉大・理・生体制御

島根大・農・応生

Frontier Research Program， RlKEN 

東京農工大・工・応生

大阪大・理・生物

日本女大・理

東京大大学院・理・植物

筑波大・生物

東京大大学院・理

京都大・木質研

北海道東海大・工・生物工

名古屋大・農・応生

農水省・食総研

東京大・農・農化

神戸大・農・植物栄養

北海道大・農・応生

農水省・生物研

京都府大・農・生化

総合大学院大

北里大・薬

神戸大・理・生物

お茶の水女大・理・生物

理研・植物生活環制御

広島大・総科

早稲田大・教育・生物

筑波大・生物

京都大・農・食品工
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講 演 番 号

3pE03， 3pE04 

laE04， lpH07 

2pE02 

3aH04，3aH05，3aH06 

lpF05 

2pC刃2

3記01

laBOl 

lpB03 

2aA09 

laFlO 

3aD02 

2aA02 

3p同 1

lpG13 

laAlO，3aG13 

2aF07，2aF08 

lpE13， lpE14 

3aF13 

2pI03 

3pB01，3pB02，3pB05 

2aI02 

lpI09， lpII0， lpIll 

lpF02 

lpD07 

laA05 

2pI06 

laD04， lpG03， lpG04， 2pE08， 3aG12 

S1aC5 

lpFll 

2aG02 

laHOl 

laF08， 3aG06 

laG07， lpA12 

3aB07，3aB08，3aFll，3pB03 

lpG05， lpG06， 2aDlO， 3aA02 

3aE08 

3pG01， 3pG02， S3aC2 



氏名

笹田直樹

雀部博之

佐島徳武

定金豊

佐藤一志

佐藤和彦

佐藤公行

佐藤久美

佐藤圭祐

佐藤茂

佐藤忍

佐藤隆英

佐藤敏生

佐藤直樹

佐藤光

佐藤文彦

佐藤征弥

佐藤守

佐藤康

佐藤康之

佐藤豊

佐藤了

佐藤良平

真田幸香

佐野智

佐野浩

鮫島宗明

津木弘道

津崎達也

沢田信一

山藤誠司

一一一
隆

祐

ノ

名

井

l
L
椎

塩

塩沢秀幸

塩家仙子

重岡成

重森康司

所属 講演番号

岡山大・資生研

理研

関西学院大・理

岡山大・理・生物

東北大・遺生研

姫路工大・理・生命科

岡山大・理・生物，基生研

lpD03 

laHlO 

3pAOl 

3pEOl 

2pB05 

laH02， 2pH08 

2pH02， 2pH03， 2pH04， 2pH05. 

2pH06， 3pH05 

lpE05 

3aE04 

3aF05 

laBOl，3aB10，S2aC3 

3aF03 

2aD03， 2aE06， 3pA07， 3pA08， 3pHOl 

東北大・理・生物

大阪大・理・生物

東北大・農・生物生産

筑波大・生物

千葉大・園芸

広島大・理・生物

東京学芸大・物質生命

九州大・農

京都大・農・農化

農水省・生物研，新技術事業団

農水省・蚕糸昆虫研

東北大・理・生物

早稲田大・教育・生物

名古屋大・農・生化

日本チパガイギー・国際科研

大阪府大・農・農化

金沢大・理・生物

京都大・食研

秋田農短大・生工研

農水省・生物研

名古屋大・農・応生

広島大・理・遺伝子科

弘前大・理・生物

宮城教育大・生物

2aE05 

laA07 

2aE07，2pDOl 

laF05 

3aFOl 

laB07 

lpG06 

2pEOl 

2al08 

2aB02 

laD08 

3aG 10， 3aG 11 

2aG12， 2al05， 2pG04 

2aB05，3aH07 

lpGOl 

lpD14， lpD15 

2pB04 

3aEOl 

京都大・人間環境

東京工大・生命理工

3aHOl 

lpB04， lpB05， lpF12， lpF13， 3aA03， 

3pA06 

3pI06 

3pF08 

2aB03 

lpBOl 

東京大・農・農化

筑波大・パイシス

近畿大・農・食栄

岡山大・理・生物

212 



氏名

七傑千津子

篠崎一雄

篠崎和子

篠崎真輝

篠原健司

柴博史

柴岡弘郎

柴田和恵

柴田幸子

柴田大輔

柴田均

柴田勝

柴田優

渋谷直人

島崎研一郎

島田希代

島田敬子

嶋田敬三

島田裕士

島津一樹

志水佐江

清水克哉

清水碩

清水紀男

志村令郎

下河原浩介

下嶋美恵

下西康嗣

下村講一郎

下村正二

首藤紘一

庄司雄一

庄野邦彦

白石達哉

白石友紀

白石斉聖

白岩善博

白野由美子

白浜佳苗

沈建仁

所属

神戸大・理・生物

理研・植物分子

理研・植物分子，農水省・国際農研

京都大・農・応植

農水省・森林総研

東京大・農・農化

大阪大・理・生物

神戸大・理・生物

北里大・薬

三井植物バイオ研

島根大・農・応生

新王子製紙・林木育種研

富山大・理・生物

農水省・北海道農試

九州大・教養・生物

放送大・生物

東京大・遺伝子

東京都立大・理・生物

東京工大・生命理工

甲南大・理・生物

名古屋大・農・分化遺伝

広島大・理・遺伝子科

お茶の水女大・理・生物

東京農工大・工・応生

京都大・理・生物物理

帝京大・医・化

東京工大・生命理工

大阪大・蛋白研

国立衛試・筑波

農水省・生物研

東京大・薬

東北電力・応技研

東京大・教養・基礎科

東京農工大・工・応生

岡山大・農

ミシガン工科大・生物

新潟大・理・生物

三井植物バイオ研

東京大・教養・生物

理研・太陽光科学
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講 演 番 号

lpA04 

laD09， 2aA01， 2aI06， 2aI07， 2pD03， 

21メ301，2pG03， S lpC4 

laD09， 2aI06， 2aI07， 2pD03， 2pG01， 

2pG03 

laG05， laG06 

lpI06 

3pI06 

laE07，laE08，laEI0，3aE04，3aI04 

3pF07 

2aG02 

3aG03， S2aC5 

2aD08，3戸05，3pC09

2戸似

2pB06 

laB03， laF06， laF07，2aG08，S2aC4 

lpF05， lpF06 

lpGll，2aGOl 

laG09 

3aA05，3aA06，3aA08，3aAω 
3aA03， 3pA06 

2aB09 

laI07 

2pC02，2pC03 

laF08，3aG06 

2aEOl 

laI04， SlpCl 

11メ302，2aB04

lpFl2， lpF13 

2pA03 

3aE08 

S3aC4 

3aFIω 
3pDOl 

3pI05，3aF12 

2aE02 

laFlω 
laAOl 

2aB08 

3aG03 

2pE08 

laH07 



氏名

新勝光

進士秀明

新名惇彦

新免輝男

新家勝

差昌烹

城市篤

神幸男

す
須天由貴子

末次由実

菅井道三

菅沼教生

菅原和幸

菅原康剛

杉浦昌弘

杉田大悟

杉田千恵子

杉田護

杉野守

杉村康知

杉本慶子

杉本敏男

椙谷康一

杉山達夫

杉山宗隆

菅洋

鈴鹿巌

鈴木昭憲

鈴木石根

鈴木英治

鈴木馨

鈴木邦律

鈴木健策

鈴木恒平

鈴木さくら

鈴木晋一郎

鈴木健史

鈴木菜穂

所属

神戸大・理・生物

工技院・生命研

大阪大・工・応生

姫路工大・理・生命科

九州大・農・林

国立環境研

早稲田大・教育・生物

広島大・理・遺伝子科

京都大・農

大阪大・理・生物

富山大・理・生物

愛知教育大・生命科

秋田農短大

埼玉大・理・生体制御

名古屋大・遺伝子

名古屋大・理・化

名古屋大・遺伝子

名古屋大・遺伝子

近畿大・農・植生

東邦大・理・生物

大阪大・教養

神戸大・農・植物栄養

埼玉大・理・生化

名古屋大・農・応生

東北大・理・生物

東北大・遣生研

農水省・生物研

東京大・農・農化

名古屋大・農・応生

茨城大・理・生物

工技院・生命研

東京大大学院・理・植物

農水省・東北農試・生理生態

筑波大・生物

岡山大・理・生物

大阪大・教養

東京大大学院・理・植物

お茶の水大・理・生物

214 

講 演番号

laHOl 

2aG仰

3al03， 3pI05， 3al02 

lpGll 

lpB12， lpB13 

laE04 

lpG06 

lpD12， lpD15 

3pGOl 

3aG13 

lpA07 

laF03 

3aDOl 

lpAlO， 3aD02 

laI08， laI09， lallO， 2aE09， 2aElO， 

3aF09， 3aH02， 3aH03， 3pH02， 3pH05 

2aE03 

3pH02 

lal09， lallO， 3pH02 

laG02 

laH03 

laE03 

2aDll， laA05 

2pD04 

lpI09， lpI10， lpI11， 2aD09， 3pH03 

laB07，3aE02，3pDOl 

2aFlO 

lalOl 

3pI06 

lpGOl， lpI11， 2aD09， 3pH03 

2pBOl 

2aG09 

lpE04 

2aB06 

lpH08，lpHω 

3pEOl 

3pA05 

lpE13， lpEl4 

3aG06 



氏名

鈴木信弘

鈴木英明

鈴木秀穂

鈴木美夏

鈴木理恵

鈴村麻理子

寿永七月男

角一彦

鷲見芳輝

せ
清野諮

瀬尾茂美

関真紀子

関根政実

関野景介

関本弘之

関谷次郎

瀬下智子

そ
惣田呈夫

曽根裕

園池公毅

其木茂則

園田哲也

園部誠司

た
平知明

高市真一

高尾敏文

高木慎吾

高木尚

高木規子

高木正道

高桑進

高城陽子

高野篤生

所属

秋田農短大

理研・植物生活環制御

神奈川大・理・応生

日本女大

国際基督教大

日本女大・家政

北海道大

京都府大・農・生化

東京工大・生命理工

農水省・農環研

筑波大・応生

国際基督教大・生物

大阪大・工

新潟大・理・生物

筑波大・生物

京都大・農・農化

杏林大大学院・保健

神奈川県環境科学センター

筑波大・生物

東京大・理・植物

麻布大・環境保健

新王子製紙・林木育種研

大阪大・理・生物

大阪府大・農・国農

日本医大・生物

大阪大・蛋白研

大阪大・教養・生物

東北大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

東京大・農

京都女大・家政

日本女大

富山大・理・生物

215 

講演番号

3aDOl 

laG07 

2al12 

2pF02 

laE03 

lpF02 

2pC05 

SlaC5 

2aAOl 

SlaC2 

2pG04 

laE05 

3aIOl， 3aI02， 3aI03， 3pI05 

2aB08 

3p同 5，3pF06

laB05， laD07 

laG09 

lpD06 

3pF05 

lpH05， lpH06 

2pC06 

2戸04

laE07， laE08， laI珂9

2pI08 

3aA05，3aA08 

2pA03 

lpA05， lpG09 

laB07 

2al10，2pEOl 

2pD02 

3pA05 

2pF02 

lpH10 



氏名

高野博嘉

高野守

高橋一恵

高橋淳

高橋啓史郎

高橋浩一郎

高橋宏二

高橋咲子

高橋肇

高橋哲郎

高橋久光

高橋秀幸

高橋正昭

高橋真人

高橋康弘

高橋裕一郎

高橋陽介

高橋良二

高畑康浩

高浜有明夫

高部圭司

高倍鉄子

高倍昭洋

高官建一郎

高村勉

滝尾進

瀧本敦

田口富美子

武輝美

武市哲郎

竹内敦子

竹内賢

竹内麻里子

竹内裕一

武内由佳

武居都

武田幸作

竹田恵美

武田真

竹田淳子

竹田匠

所属

東京大・理・植物

東北大・遺生研

京都府大・農

北海道大・農・植物

東京大・農・農化

大阪大・工・応生

東京大大学院・理，名古屋大大学院・農

東京理科大・基礎工・生物工

北海道大・農・植物

北陸先端科学技術大学院大

東京農大・農

東北大・遺生研

甲南大・理・生物

東北大・理・生物

大阪大・理・生物

岡山大・自然科，岡山大・理・生物

東京大・理

農水省・北海道農試

農水省・九州農試

九州歯大

京都大・農・林産工

名古屋大・分子応答センター

名城大・理工・化

東京工大・生命理工

立教大・理・化

広島大・理・生物

京都生物研

岡山大・理・生物

日本女大・理

農水省・生物研

農水省・野菜茶試

立教大・理・化

筑波大・生物

北海道東海大・工・生物工

基生研・細胞機構

大阪大・理・生物

東京学芸大・生物

大阪女大・基礎理

名古屋大・農・生化

京都大・農・農化

京都大・木質研
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講 演 番 号

lpI05 

2aF1O 

2aE12 

3pF04 

2aI03，2aI04 

3aI03 

2aGlO 

2aA06 

2aF02 

lpA07 

3aGOl 

2aFlO 

lpB03，2aB09 

2pIOl 

3pH04 

2pH02 

lpE03，2aEOl，2pI02，2pI03，2pI04 

3aI苅9

laA07 

laB08 

lpB04 

lpDOl， lpD02，2pA04 

1 pD02， 2pAO 1， 2pA02， 2p~似

lpB04， lpB05， lpF12， lpF13， 3aA03， 

3pA06 

lpG14 

2aD03，2aE06 

laGOl 

2pH04 

2aF07，3aB05 

laB06 

3aIll 

lpG14 

lpH07 

SlaC4 

2pEOl，2pE03，3pD08 

lpE02 

3pC06 

lpB08 

3aI09 

3pC07 

3pB05 



氏名

武田徹

武田裕一

竹能清俊

竹葉剛

田坂昌生

田崎清

田沢仁

多田幸代

多田孝清

多田幹郎

立石亮

舘野栄司

田中歩

田中一朗

田中修

田中克幸

田中浄

田中園介

田中敬一

回中俊憲

田中直樹

田中正美

田中芳実

田中喜之

田中良征

田中亮一

回部茂

田辺稔明

種山正登志

田淵彰

田部井豊

玉井直人

玉置雅紀

田村典明

樽井裕

タン・センキー

男充

ち
拘

張嚢潔

所属 講演番号

近畿大・農・食栄

慶応大・理工

東北大・農・園芸

京都府大・生活科学・応生

京都大・理・植物

農水省・森林総研

福井工大・応用理化

日本チパガイギー・国際科研

京都大

岡山大・農・細胞

名古屋大・農・園芸

茨城大・農

京都大・理・植物

横浜市大・文理・生物

甲南大・理・生物

広島大・理・生物

国立環境研・生物

京都府大・農・農化

農水省・果樹試

広島大・理・遺伝子科

埼玉大・理・生化

熊本農研センター

名古屋大・農・生化

農水省・生物研

東京理科大・理工・応生

京都大・理・植物

岡山大・理・生物

日本製紙

東京都立大・理・生物

大阪市大・理・生物

農水省・生物研

金沢大・理・生物

愛知教育大・生命科

福岡女大・生物

大阪市大・理・植物園

筑波大・生物

2aB03 

3pG05 

laG06 

3aF06， 3aF07 

lpIOl，2aI>07，2pF07，2pF08 

2aA04 

2aGOl 

2戸07，2pC08

2aD04 

3pC03， 3pC04 

laBll 

laF04 

lpB06，lpB07，2aEl1 

3pD07 

laG02 

2aD03 

2aD01 

2aAI0，2aAll，2aE12，SlaC5 

2aG06 

lpD14， 2pC02， 2pC03 

2pD05 

lpI04 

3aII0 

laD05， laD06 

lpAOl 

2aA08 

laE06 

lpD12 

laA03 

3pB06 

3pD05 

laD08 

laF03 

lpH03， 2aH08， 2aH09 

3pG04 

3記ω

東京大・農・農化 lpD07， lpD08， 1 pD09 ， lpI12， lpI13， 

2aI03， 2aI04， 3aG05， 3pD06 

lpD04 岡山大・資生研

217 



氏名

つ
曹腕紅

塚谷裕一

柘植知彦

辻公博

辻英夫

辻真理子

辻野義雄

筒井泉雄

堤伸浩

績 j頃子

績伯彦

角山雄一

査井基夫

円谷陽一

津山孝人

津留英治

鶴崎健一

鶴見誠二

て
手塚修文

寺島一郎

寺田智子

寺本陽彦

輝吉栄治

出路篤

出村拓

と
東近由紀子

遠山知子

得字圭彦

徳富光恵

戸塚良宣

戸津高明

富岡厚

富田英津子

所属

京都大・食研

東京大・分生研

東京大・分生研

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

新王子製紙・林木育種研

神戸大・自然科

生理研・生体膜

東京大・農

椙山女学園大・生活科学

愛知学院大

京都大・人間環境

福山大・工・生物工

埼玉大・理・生化

九州大・農・林

山口大・農・応生化

広島大・総科・自然環境

神戸大・自然科

名古屋大・情報文化・自然情報

東京大・理・植物

三重大・遺伝子

京都大・理・植物

関西学院大・理

名古屋大・農

東北大・理・生物

東京学芸大・生物

京都大・理・植物

帯広畜大・生資化

農水省・生物研

PL学園女子短大付属植物研

弘前大・理・生物

早稲田大・教育・生物

鹿児島大・教養

218 

講 演 番 号

3aGI0 

3aE03 

3aE03 

3aA08 

laA04， lpB06， lpB07， 2aA08， 2aD06， 

2aD07，2aE11，3aF06，3aF07，3aH05 

2戸刃4

3pF07 

lpG12 

2aA12 

3pH05 

2aE09，2aEI0 

3aHOl 

2pCOl 

laB09，laBlO 

lpB12， lpB13 

3aG02 

3aFl1 

3pF07 

3pCOl 

lpH05， lpH06，2pB07 

SlpC5 

3aF06，3aF07 

3aAl1 

lpI11 

2pIOl，3pI>03，3pIX)4 

3pC06 

3aF06， 3aF07 

3aE07 

2pH07 

3pC08 

2pB04 

3aA02 

3pB07， 3pB08 



氏名

富田香織

靭達也

豊島喜則

豊田和弘

鳥居啓子

鳥山欽也

土肥敬悟

土井道生

道家健二郎

土山直美

な
内藤哲

直井由紀

中井正人

中氏恵美

中 川強

中川直樹

中 川仁

中川弘毅

中川博之

中津美紀

中島けい子

中島秀明

中嶋信美

中嶋祐二

中島芳浩

中国幹生

中西啓仁

中野明正

中野淳子

中野雄司

中林一彦

中平洋一

中平洋一

仲村亮正

中村郁郎

中村研三

中村進一

中村信吾

所属

昭和薬大

基生研

京都大・人間環境

岡山大・農

東京大・遺伝子

東京大・農・農化

新王子製紙・林木育種研

九州大・教養・生物

北里大・教養・生物

京都大・食研

北海道大・農・応生

早稲田大・教育・生物

名古屋大・理・化

京都府大・農

島根大・遺伝子

広島大・総科・自然環境

三重大・遺伝子

千葉大・園芸・農化

関西学院大・理

横浜市大・文理・生物

椙山女学園大・生活科学

岡山大・理・生物

国立環境研

三菱重工・基盤研

埼玉大大学院・理工

東京大・農

東京大・農・農化

京都大・農・農化

名古屋女大・家政

京都大・農・農化

東京大・農・農化

東北大・理・生物

京都大・人間環境

東京大・生産研

岩手生物工学研究センター

名古屋大・農

東京大・農・農化

京都大・木研

219 

講演番号

2pF02 

2pH03 

2aH13， 2pHOl， 3aHOl 

laF09 

laGlO 

3pI06 

2が刃4

3aAOl 

2pG02 

2aA1O' 2aAll 

lp113，2がつ05，2pI06， 3aF02 

lpG05 

2aE03 

2aE12 

2aA02 

3pB03 

SlpC5 

laAOl，3aF03 

3pA04 

lpA03 

3pH05 

3pEOl 

laE04，lpH07 

lpB09 

2aH12 

2aA12 

lpD07 

laD07 

3aG04 

2aE07 

3pD06 

2pIOl 

3aHOl 

lpH02 

2aF12 

2aA03， 2pEOl， 3aI06， 3aI07， 3aI08， 

3aI09， 3aIlO， 3pIOl 

3aG05 

3pBOl，3pB02 



氏 名

中村卓造

中村貞二

中村輝子

中村敏英

中村真樹

中部真之

中村道美

中村保典

中村義男

中村良子

仲本準

中屋敷徹

中山卓哉

中山真義

中山善雄

永井俊幸

永井玲子

永島賢治

永田俊文

長田敏行

永田典子

永田龍二

長友武彦

永野幸生

南原英司

南森隆司

に
仁木智哉

西荒介

西井晶子

西津条一

酉津直子

西島隆明

西谷和彦

西国生郎

西尾暁隆

西村いくこ

西村繁夫

西村英世

西村幹夫

所属

昭和薬大

東北大・農・作物

日本女大・理

名古屋大・分子応答センター

東邦大・理・生物

北海道大・地球環境・生態遺伝

秋田農短大・生工研

農水省・生物研

北海道大・理・液体化

筑波大・生物

埼玉大・理・生化

京都大・理・生物物理

京都大・理・植物

帝京大・理工

近畿大・農・植生

名古屋大・遺伝子

大阪大・教養・生物

東京都立大・理・生物

農水省・九州農試

東京大・理

東京大・教養・基礎科

東京大・薬

筑波大・生物

京都大・農・食品工

名古屋大・農・生化学制御

神戸大・農・生物機能

農水省・生物研

富山医薬大・薬

大阪女大・基礎理

関西学院大・理・化

東京大・農

農水省・野菜茶試

鹿児島大・教養

基生研

姫路工大・理・生命科

基生研・細胞生物

農水省・生物研

岡山理大・理・生化

基生研・細胞機構
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講 演 番 号

2pF02 

3aG07 

2aF07，2aF08，2p同 2，3aB05

lpDOl 

laH03 

3副似， 3副 06

2al05 

laA07，laA08 

3aD07 

laA09 

laH05， 1副 06，2pD04， 2pD05 

2aA08 

la102 

3aFOl 

laG02 

3pH05 

lpG09 

3aA09 

lpI04 

lpE03，勾EOl，2pI02， 2pI03， 2pI04 

3pI05 

3aF08 

2aH07 

lpA02， 3pGOl， S3aC2 

3aF1位

2aDll 

2pG04 

2aG04 

lpB08 

3pAOl，3pA02 

laB04， lpD07， lpD08， lpD09 

3aB06 

3pB07，3pB08，3pB09，S2aC2 

lpFll 

laH02 

2pEOl，2pE03，2pE05，2pE06 

3pD05 

laG04 

2pEOl，2pE02，2pE03，2pE04， 2pE05， 

2pE06， 3pD08 



氏名

西村光雄

西山佳孝

ね
根本泰行

の
野 内勇

野口勝三

野口貴

野口巧

野坂修一

野尻隆裕

野末一成

野末雅之

野田彰

野田和彦

野田哲治

野並浩

野原哲矢

野見山香

野村美加

は
袴田一彦

橋本研介

橋本徹

橋本博支

橋本祐一

橋本洋一

蓮沼仰嗣

長谷柴二

長谷俊治

長谷川宏治

長谷川裕康

馳津盛一郎

畑信吾

所属

九州大・理・生物

基生研

東京農工大・工・応生

農水省・農環研

基生研，綜合研究大学院大・生命科

東京農試

理研・太陽光科学

滋賀医大・麻酔

筑波大・生物

東京都立大・理・生物

信州大・理・生物

気象庁・気象研

横浜市大・木原生研

島根大・農・応生

愛媛大・農

名古屋大・理・化

福岡女大・生物

名古屋大・分子応答センター

京都大・農

福山大・工

神戸女大・家政

北海道大・理・植物

東京大・分生研

埼玉大・理・生化

横浜市大・木原生研

帝京大・医・化

大阪大・蛋白研

筑波大・応生

東京理科大・理工・応生

東京大・理

姫路工大・理
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講 演 番 号

lpF06， lpF07， lpF08， lpFIω 

2aH06 

lp(}13，2aE01，2aE02 

S1aC3 

lpFlO 

3aElO 

2aHOl，2aH02 

lp(} 12 

laB01，3pF06 

2aF04 

2pE02 

SlaCl 

2aFOl 

3pC09 

lpDll 

2aE03 

勾H08

lpD02 

3p(}OI 

lpA15 

lpA04 

勾F03

3aF08 

laB09， laBI0 

2aG07， S3aCl 

lpE06 

lpB02， lpI14， 2aE04， 2pA03， 3aG02， 

3pH04 

3pF08 

lpAll 

lpE03 

3aIOl 



氏名

畑中顕和

波多野昌二

波多野美香

秦 恵

}¥田 j羊

服部都子

服部束穂

初山慶道

花田智

花野滋

土生芳樹

漬砂聡

潰田玲

潰田達朗

浜田徹

早川俊彦

林隆久

林秀則

林浩昭

林 誠

林田信明

早津雅仁

原英之

原正之

原口博行

原沢泉

原田明子

原田宏

原田義則

半田宏

馬場啓一

坂野弘美

ひ
東正一

東四郎

樋口恭子

肥後健一

肥後ひろみ

久冨泰資

久富恵世

所属

山口大・農・応生化

九州大・農・食化工

日本チパガイギー・国際科研

神戸大・理・生物

東京理科大・理工・応生

名古屋大・農・園芸

三重大・遺伝子

北海道大

東京都立大・理・生物

名古屋大・遺伝子

北海道大・農・応生

三重大・遺伝子

静岡大・理・化

九州大・理・生物

横浜市大・木原生研

東北大・農・細胞生化学

京都大・木質研

基生研

東京大・農・農化

基生研・細胞生物

理研・植物分子生物

農水省・野菜茶試

関西学院大・理

工技院・生命研

福山大・工

帝京大・理工

大阪大・教養・生物

筑波大・生物

日立・基礎研

東京工大・生命理工

京都大・木研

名古屋大・理・生物

基生研

鹿児島大・理・生物

東京大・農・農化

農水省・生物研・分子育種

農水省・生物研・分子育種

福山大・工・生物工

東京理科大・基礎工
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講 演 番 号

3aG02 

3aDlO 

2区別

3pC03，3pC04 

3が刃2

3pCOl 

2aI09， SlpC5 

2p(刃5

3aA06 

laI10 

2戸05，2pI06

SlpC5 

3pH05 

lpF07， lpF08 

S3aCl 

3aG07 

3pBOl，3pB02，3pB05 

laD10，2aH06， 2p~ 

3aG05， 3pD06 

2pE02，2pE04，3pD08 

2aAOl，2pGOl，2pG03，SlpC7 

3aIll 

2aH05 

3aA04 

lpA15 

3aFOl 

lpG09 

3aE08，3aE09 

laD09 

2aAOl，3pA06 

3aB05 

2aGll 

lpH04 

laF02 

lpD08， lpD09 

2aA09 

2aA09 

2が刃1

2aA05 



氏名

久松伸

日出閑純

日向康吉

日比野隆

姫野道夫

槍山哲夫

平井篤志

平井(横田)優美

平石明

平出恒男

平岩日子

平津栄次

平田豊

平 野久

平野昌彦

平林哲夫

平山修

平山隆志

贋瀬哲也

広瀬哲郎

弘田雅光

蹟橋利哉

ゐ、

深城英弘

深沢利江子

府川幹典

福i事秀哉

福島久代

福田裕穂

福原英之

伏谷翼二

藤 正則

藤井和俊

藤伊正

藤井伸治

藤井康代

藤江誠

藤岡昭三

藤津久雄

所属

麻布大・環境保健

東北大・遺生研

東北大・農

名城大・理工・化

大阪府大・農・農化

埼玉大・理・生化

東京大・農・農生

東京大・農・農化

コニシ環境バイオ研

旭光学工業KK
基生研・細胞生物

大阪市大・理・生物

東京農工大・一般教育

農水省・生物研

東レリサーチセンター

園芸生産研

近畿大・農・食栄

理研・植物分子

横浜市大大学院・文理・生物

名古屋大・遺伝子

東京都立大・理・生物

大阪大・蛋白研

京都大・理・植物

東京学芸大・生物

横浜市大・木原生研

京都大・農

北海道大・農・応生

東北大・理・生物

茨城大・農

東北大・薬

埼玉大・理・生化

名古屋大・農・応、生

筑波大・生物

東京大・分生研

京都大・農

東京大・理・植物

理研・植物生活環制御

京都大・理・植物
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講 演 番 号

2が刃6

2pB05 

3pI06 

2pAOl， 2pA02， 2pA04 

2aB02 

laH似， laH06， 2pD04， 2pD05 

2aA12 

lpI12， lpI13 

3aA06， 3aA09 

laH04 

2pE06 

laG08 

3aElO 

laB04， 2aG08 

2aH1O 

3aF03 

2aB03 

2pGOl 

lpA03 

2aE09， 2aElO 

3aA07 

2aE04 

2pF07，2pF08 

3pC06 

2aG07 

2pB03 

2pI06 

laB07， lpE05， lpI02， 2pIOl， 3pD02， 

3pD03， 3pD04 

laF04 

lpD08 

2pD04 

lpI10 

3aBI0，3pF05，3pF06 

3pI04 

laB02 

lpE07 

laG07 

lpIOl，2aD07，2pF07，2pF08 



氏名

藤田耕之輔

藤田直子

藤田祐一

藤田善彦

藤野介延

藤原仲介

藤巻秀

藤原武志

藤原徹

船田良

舟山幸子

降旗敬

古川憲治

古沢厳

古庄敏行

古橋勝久

古谷雅樹

ヘ
平敷りか

別府敏夫

ほ
星田尚司

星野敦

保尊隆事

母坪研巳

保浦徳昇

保谷彰彦

堀輝三

堀江宣行

堀口吾朗

堀口達矢

堀越孝雄

堀畑真希

本多修三

本間知夫

所属

広島大・生物生産

大阪府大・農・国農

大阪大・蛋白研

基生研・細胞生物

北海道大・農・植物

農研センター

東京大・農・農化

大阪大・理・生物

東京大・農・農化

北海道大・農・森林科

東京大・理・植物

早稲田大・教育・生物

コベルコ科研

京都大・農

杏林大大学院・保健

新潟大・理・生物

目立・基礎研

琉球大・理・生物

西東京科学大

京都大・人間環境

東京理科大・基礎工

大阪市大・理・生物

北海道大・低温研

三重大・遺伝子

名古屋大・農・分化遺伝

筑波大・生物

名古屋大・農・応生

九州大・理・生物

東京大・農・農化

広島大・総科・自然環境

岡山大・理・生物

筑波大・生物

東京農工大・工・応生

講 演 番 号

M
W
 

凶う
h

M
桝・組

A
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1

4
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内

E
d
-
-
A

H

m

m

n

n

 

n
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r

k

r

t

 

3

1

6

d

 

M

山

札

口

組

刷

刷

ロ
ω
ω
ω
明

白

獅

叩

門

凶

M
w
m
M
M
w
u
m
ω
M
w
m

p
H
凶
凶
岡
正
仰
仏
，
酬
が
，
m・
凶

仏

凶

必

凶

M
・

1

2

1

1

3

1

3

1

1

2

1

1

3

3

1

2

1

 

lpA14 

2aD01 

2pHOl 

2aA07 

2pFOl，3aBOl，3aB02，3aB03，3aB04， 

3pB06 

3aD05 

勾Iω
laI05 

lpA07 

lpGOl，3pH03 

1 pF07， 1 pF09 

勾103

3aB08 

3pH05 

lpH07 

lpG13，2aEOl，2aE02 
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氏名

W
A
H
 

由民一

義

紀

り

雄

彦

健

正

美

ゆ

史

周

秀

税

建

国

』

忠

尾

島

田

田

泰

野

井

田

回

司
d

前

前

前

前

前

牧

牧

桝

増

増

増田宏志

増田芳雄

増田亮一

増村健一

増村威宏

町田泰則

松井章房

松井邦夫

松井啓祐

松井健二

松井南

松浦克美

松岡健

松岡英明

松両信

松川治

松島好見

松田英幸

松永茂

松野隆一

松葉恭一

松林徹

松原央

松村智裕

松本哲

松元哲

松本英明

松本英樹

間藤徹

所属 講 演 番 号

東北大・農・農化

名古屋大・農・生化

北海道大・低温研

農水省・生物研

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

東北大・遺生研

広島大・理・生物

日本たばこ・生命研

東京工大・生命理工

2pB05 

3pIOl 

lpE09 

3aIOl 

laA02 

2aE11 

2pB05 

3pA07 

2aI02 

lpB04， lpB05， lpFl2， lpFI3，2aA08， 

3pA06 

3aE05，3aE06， 3aE07 

2pF01，3aB04 

laA06 

laH06 

2aE12 

2aGll 

lpI12 

lpDl2，lpDl3 

laEο9 

3aG02 

2pG05， S1pC2 

3aA06，3aA07，3aA08，3aA09 

2pEOl 

帯広畜大・生資化

帝塚山短大・食品

農水省・食総研

埼玉大・理・生化

京都府大・農

名古屋大・理・生物

東京大・農・農化

トヨタ自動車

大阪大・理・生物

山口大・農・応生化

Dept. Biol.， Ya1e Univ. 

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・生化

東京農工大・工・応生

農水省・生物研

九州大・農・食化工

大阪府大・農・農化

島根大・農・応生

筑波大・生物

京都大・農・食品工

ジャパンターフグラス

かずさデイー・エヌ・エー研究所

大阪大・理・生物

大阪大・蛋白研

岡山大・理・生物

農水省・野菜茶試

岡山大・資生研

奈良県立医大

京都大・農・農化

lpGI3，2aE01，2aE02 

lpI03， 2aB12， 3aH07， 3aH08， 3aHω 
3aDI0 

2aBI0 

2aA02 

lpA07 

lpA02，3pGOl 

2aB05 

3pH02 

laAl0， laH09， 3aG 13， 3pH04 

2pA03 

2pH05 

3aI11 

lpD03， lpD04， lpD05， lpF04 

3pα)8 

laB05， laD07 
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氏名

真鍋勝司

真鍋麻里

真野昌二

真野純一

み
米華玲

三浦正明

三上亜希

三上覚範

三上浩司

三沢宏之

水江由佳

水津直樹

水谷正治

水野暁子

水野孝一

溝口正

溝口剛

三田 悟

三田高志

三井真一

三ツ井敏明

三石 安

光永伸一郎

三橋敏

三 橋渉

南 淳

南昌宏

南川隆雄

南沢究

峰雪芳宣

三野広幸

美濃部情三

三村徹郎

三室 守

宮尾安審雄

三宅親弘

三 宅博

宮地重遠

宮本健助

所属

横浜市大・文理・生物

東京大・農・農化

名古屋大・農・生化

京都大・食研

京都大・食研

神奈川大・理・応生

大阪大・理・生物

神戸大・理・生物

基生研・発生生物

埼玉大・理・生化

帯広畜大・生資化

筑波大・生物

日本チパガイギー・国際科研

日本福祉大

大阪大・理・生物

関西学院大・理

理研・植物分子

名古屋大・農・生化

静岡県立大・食品栄養

名古屋大・遺伝子

新潟大・農・応生

工技院・生命研

上越教育大・生活健康

海洋バイオテクノロジー研

理研・フロンティア・ホルモン機能

東北大・理・生物

京都大・理・植物

東京都立大・理・生物

茨城大・農

広島大・理・生物

関西学院大・理

農水省・生物研

姫路工大・生命

基生研

農水省・生物研

京都大

名古屋大・農・生物資源

海洋バイオテクノロジー研

大阪府大・総科
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講 演 番 号

lpA03 

3pI06 

3aI08，3aI09 

lpHll， lpH12 

2pA07，2pA06 

2aI12 

3pH04 

laHOl 

laI03， laI04 

laB09 

3aE05，3aE06 

2aH07 

2aI08 

2aF05 

lpEOl， lpE02 

3aA12 

laD仰，2aI07，2pGOl， 2凶03

3aI06 

2pF06 

3aFω 
laD02 

3pB05 

3aI12 

2pB02 

2pF04 

3pD02 

2pI05 

laA02，laA03 

laF04 

lpA05 

lpH13 

3pD05， S 1 pC6 

lpG03， lpG04 

laHlO， 3aA07 

3pD05 

2aD04，2aDOS，2pAOS，2pA08，3aG10 

2pB06 

2pB02 

2p同 3



氏名

宮本勝

三好泰博

む
向畑恭男

武藤尚志

宗像浩

村上明男

村上邦睦

村上(嘉納)ゆり子

村田隆

村由紀夫

村 田博

村田靖雄

村田善則

村田芳行

村野信仁

村 山寛

め
飯哲夫

も
元木章裕

森 敏

森仁志

森昌樹

森康夫

森上敦

森川弘道

守口和基

森島明

森田重人

森安裕二

森山真久

所 属

農水省・生物研，茨城大・農・農化

静岡県立大・国際関係

講 演 番 号

laF05 

2pF06， 3pE02 

名古屋大・理・生物 laDOl 

名古屋大大学院・農，名古屋大・生物応答センター

東北大・医化二

基生研・細胞生物

日本製紙

農水省・果樹試

東京大・教養・生物

基生研

大阪大・蛋白研

広島大・総科・自然環境

甲南大・理・生物

岡山大・農・細胞生理

名古屋大・農・生化

大阪府大・農化

京都大・理・植物

東レリサーチセンター

東京大・農

名古屋大・農・分化遺伝

農水省・九州農試

京都大・農・農林生物

名古屋大・農・生化

広島大・理・遺伝子科

名古屋大・遺伝子

京都大・農・農生

京都大・理・植物

静岡県立大・国際関係・教養

農水省・北海道農試
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2aG 10， S3aC3 

2pG02 

lpBω，lpBI0 

lpD12 

lpI03，3aH09 

laEOl 

laDlO， lpFlO， lpFll， lpH04，2aH06， 

2aIOl，2pD06 

2pA03 

3aFl1 

lpB03 

lpG07，3pC04 

3aI06 

2aBOl 

2plO5 

2aHlO 

laB04， lpD07， lpD08， lpD09， 2a103， 

2aI04， 3aG05， 3pD06 

laI05， 3aF04， 3pB02 

lpI04 

3aHll 

2aI09， 3aII0， 3plOl 

lpD12， lpD13， lpD14， lpD15， 2pC02， 

2pC03 

laI09 

3aHlO， 3aHll 

2aI苅7

3pE02 

3aD07 



氏名

や
八木愚

矢崎芳明

安田斉

保田浩

柳津修一

矢野明

薮宏典

薮田尚弘

山内大輔

山内靖雄

山川清栄

山木昭平

山口和也

山口淳二

山口秀明

山口博隆

山口文子

山口雄記

山崎武信

山崎秀雄

山崎健一

山崎素直

山下光治

山下耕生

山下澄子

山下貌

山下博史

山田恭司

山田健志

山田隆

山田哲治

山田晃弘

山田康之

大和陽一

山西弘恭

山村庄亮

山本勇

山本興太朗

山本周史

山本拓生

所属

福山大・薬

農水省・生物研

信州大・理・生物

帯広畜大・生資化

東京大・教養

東京大・分生研

広島大・理・生物

京都大・農・農生

東京都立大・理・生物

神戸大・農・自然科

東京大・農・農化

名古屋大・農・園芸

大阪大・教養

名古屋大・生物応答センター

名古屋大・農・園芸

工技院・電総研

名古屋大・農・園芸

名古屋大・農・分化遺伝

東邦大・理・生物

琉球大・理・生物

名古屋大・農・分化遺伝

東京大・農・農化

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

島根大・農・応、生

筑波大・生物

東京大・理・植物

富山大・理・生物

信州大・理・生物

広島大・工

岡山大・農

北海道東海大・工・生物工

京都大・農・農化

農水省・生物研

農水省・東北農試

慶応大・理工・化

広島大・理・生物

北海道大・地球環境・環境分子生物

大阪大・理・生物

大阪大
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講演番号

lpA15 

la以民 laD05，2pE08，lpG03

2pE02 

3記 05

3aHI0 

lpI08 

3pHOl 

3aG08 

laA02， laA03 

laA05 

3pI06 

laB 11， 3pG03 

3pA05 

laD02，laD03，3alI2 

3pG03 

2aH02 

3pα)1 

lal06， lal07 

lpB14 

lpA14 

lal05， lal06， lal07 

3pA08 

2pH似

lpF04 

2aD08 

2aH07 

lpI05 

2aE08， 2pB06 

2pE02 

2戸02

laFω 
2al02 

2aE07，2pDOl 

3aH08，3aHω 
lpF01， S3aC5 

3pF08 

3pA08，3pHOl 

勾F03，S2aCl 

laE07， 1記08

3al02 



氏名

山本直樹

山本光章

山本泰

山本由弥子

山本洋子

山本義治

山本良一

山谷知行

ゆ
湯浅高志

湯本健司

よ
横井崇秀

横田明穂、

横田孝雄

横山敏孝

横山崎幸

横山隆亮

吉崎文則

吉田泉

吉田和市

吉田和正

吉田達

吉田茂男

吉田静夫

吉田真琴

吉田みどり

吉永光一
=と事呑足長
口 '11司でr

吉原経太郎

吉羽洋周

吉元誠

米倉圭子

米倉博子

米山忠克

頼藤徹也

所属 講 演 番 号

農水省・生物研

千葉大・園芸

岡山大・理・生物

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

北海道大・地球環境・生態遺伝

帝塚山短大・食品

東北大・農・細胞生化学

3必I12

3aF03 

lpBOl， lpB02 

2pHi似，2pH05

lpD03， lpD04， lpD05， lpF04 

3副 04，3aH05， 3副 06

3aB13 

3aG07 

東京大大学院・理，名古屋大・生物応答センター

2aGI0， S3aC3 

埼玉大・理・生化 laH04 

大阪大・理・生物

地球環境研RITE

帝京大・理工

森林総研・多摩

資生堂・基礎研

北海道大・理

東邦大・理・生物

大阪市大・理・生物

京都大・農・農林生物

農水省・森林総研

帝京大

理研・植物機能

北海道大・低温研

東京学芸大・物質生命

農水省・北海道農試

静岡大・理・化

京都大・農・農化

分子研

日立製作所・基礎研

九州大・農・食化工

サントリー基礎研

PL学園女子短大付属植物研

筑波大

東京大・教養・生物

3a104 

2aBOl 

3aFOl 

2aF07 

laGOl 

3pI04 

laH03 

laG08 

3aHll，3pC07 

2aA04 

laG03 

laG03， 2aH12 

3a1苅3，3aD04，3aD05，3aD06

2aE05 

3aD07 

3pH05 

1凶07

laH08 

la∞9 

3aDlO 

lpI14 

3pω8 

laFOl 

3aEll 
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氏名

り
李増周

力石早苗

わ
若杉達也

若林和幸

鷲尾健司

渡辺明夫

渡辺昭

渡辺正

渡辺奈津

渡辺正夫

渡辺正勝

渡辺誠幸

渡辺泰堂

渡遁由美

渡辺佳宏

渡辺竜五

和田明

和田敬四郎

和田拓治

和田忠、土

和田元

和田正徳

和田正三

和田裕

和田洋

和田野晃

所属

国立環境研・生物

岡山大・資生研

講演番号

2aD01 

lpD04 

名古屋大・遺伝子 2aE09，2aEI0，3aF09，3pH05 

大阪市大・理・生物 3aB01，3aB02，3aB03 

北海道大・地球環境・環境分子生物 2pI07 

名古屋大・農・生化学制御 2aI1O 

名古屋大・生物応答センター，現:東京大・理・植物

東京大・生産研

東京大・農

東北大・農

基生研

東北大・理・生物

関西学院大・理

立教大・理・化

農水省・生物研

広島大・総科・自然環境

京都大・理・物理

金沢大・理・生物

基生研・遺伝子第 1

東京工大・生命理工

九州大・教養

鳥取大・工・物質工

東京都立大・理・生物

福山大・工・生物工

東京大・教養・生物

大阪府大・農化
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2aI1O，勾111，3a105

1 pH02， 2aH06 

2aA12 

3pI06 

lpA07，lpFIO 

3pD03， 3pD04 

3aAll 

lpG14 

laB04 

3pB03 

2aEll 

laD08， laD09， 3aG09 

SlpCl 

2aAOl，3pA06 

lpFll 

lpHOl 

laEOl， laE02， lpA06， lpE10， 2aF04 

2戸刃1

2aG05，2pE07 

2aBOl，勾B10， 2aB02， 2pI08 



日本植物生理学会 1994年度年会委員長

筑波大学・生物科学系 原因宏

日本植物生理学会 1994年度年会準備委員会

筑波大学・生物科学系 藤伊正

筑波大学・生物科学系 猪川倫好

筑波大学・生物科学系 鎌田 博

筑波大学・生物科学系 酒井憎吾

筑波大学・生物科学系 山下貌

筑波大学・生物科学系 桑原朋彦

筑波大学・生物科学系 佐藤忍

筑波大学・農林学系 半田 高

筑波大学・農林学系 野村港二

筑波大学・生物科学系 和田 雅人

筑波大学・生物科学系 斉藤力

筑波大学・生物科学系 関本弘之

筑波大学・生物科学系 小佐野 ひわ子

国立環境研究所・地域環境 近藤矩朗

国立環境研究所・生物 田中 浄

国立環境研究所・生物 清水英幸

国立環境研究所・地域環境 佐治光

国立環境研究所・生物 久保明弘

国立環境研究所・生物 中嶋信美

国立環境研究所・生物 青野光子

農水省・食品総合研究所 笠毛邦宏

理化学研究所・ライ刊行ン日ント 篠崎一雄

日本植物生理学会 1994年度年会および

第 34回シンポジウム講演要旨集

発行日 1994年 3月25日

発行者:日本植物生理学会 1994年度年会準備委員会

干305 つくば市天王台 1ー 1-1 筑波大学・生物科学系

印刷所:中西印刷(株)〒 602 京都市上京区下立売通小川東入
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日本植物生理学会 1994年度年会の開催にあたり、多くの企業、団体等から広告掲載、展示、寄

付等の御援助を頂きました。大変ありがとうございました。ここにお名前を掲載させていただき、感

謝申し上げます。 (3月3日現在、順不同)

茨城県

つくば市

(株)トミー精工

キッコーマン(株)

ソフトウエア開発(株)

ローヌ・プーランアグロ(株)

ハリマ化成(株)

日本エイドー(株)

タカノフーズ(株)

H本ゼ;tン(株)

中山商事(株)

宝酒造(株)

茨城半井化学(株)

(株)資生堂

(株)秀樹社

(株)池田理化

D NA依頼合成

遺伝子関連機材

組織培養関連機材

生 化学 関連機材

画像解析装置

アイソトーブ機材

限外濡過装置

純 水製造装置

各 種自 動化装置

実験室用設備

その他研究用機材

日本植物生埋学会 1994年度年会準備委員会

(有)小松屋

美諸野尚事(株)

日産化学工業(株)

岩井化学薬品(株)

アプライド・バイオシステムズ・ジャパン(株)

味の素(株)

中西印刷(株)

日本バイエルアグロケム(株)

理科研(株)

l::j:本ノ1イオ・フッドウボフトリース t株)

旭光通商(株)

日産化学工業(株)

(株)アイシーエム

(有)アースサイエンス

(株)ニュートリノ

和光純築工業(株)

F長タρ而b 室

攻θ-
べ 、y ク マ ン

フ ァルマシア

ABI ジャパン
「ゴーェ可 j酉 l、会Et 

エム工ス機器

平日 石汗 薬

富士フィルム

日本ミ リポア

朝日ライフサイエンス

日本バイオラット

他国内外メー力一

。理科珊株式会祖

炉東 京〒113東京都文京区本郷二丁目日番10号
TEL(03) 3815-日目51 FAX (03)3818-0日日日

炉神奈川/〒222慣浜南港北区新横浜一丁目印密日

新有量浜葉山第日ビル5F
TEL(045)471-1251 FAX(045)471-0031 

怪つくば/干305つくば市二の富三丁目白番地l日号

TEL(0298)56-2151 FAX(0288)5日5071
岐阜/干500岐阜市岩地二了目 25番 E号

TEL (0582) 40-0721 FAX (0582) 40-1082 
一重/干510-12四日市市桜町三反田2129番 1

TEL(0583) 26-0231 FAX (05日3)26-3577

本社/干463名古屋市守山区元郷二丁目107番地

TEL(052)78日-6151 FAX (052)788-6157 



自然の恵みをより豊かにするために。
「確力、さ」を追求・..バイエルの農薬

.モンハイム

fIl'{t勿 lリ!j1~ピセンター

(ドイツ)

世界三大研究開発拠点

のための植物防疫は、今や地球全体U)川!wであり、常にtJI:界的規野に立って研究すべきH、?二代。

当社は、ドイツのバイエノレ、アメリカのモーベイとともに 111 界にお(fるノ fイエノレの~)\.研究開発拠点の

会っとして、ますます重要な1党書IJを.j:1Iっています。

-初・中期一発処理除草剤 ~:"''Jiø.''J 

葉処理除草剤，次サ

Bayer 
日本バイエルアクロケム株式会社
東京都港区高輪4-10-8 愚 108

情報処理印刷
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ワープロ・データベース フロッピ-・磁気テープが印刷へ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西隆太郎

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル

東京連絡所 tel.東京03-3B15-74E5



〈回収穫置〉NB圃 7000型
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￥80，000 PAT.P明治乳業ヘルスサイエンス研究所

This DNA Recovery Method 
We report a simple and uItrapid method that is Very useful for cloning -scale 

preparative work. A mong the methods reported to date for recovery of 

DNA f什ragment也sfrom gels， this is the most time一 savingand 1凶abor一 savlngone. 

国日京工イドー穂武信祉 Z:1;AA12(ごよZ品f…二6?



PAMクロロフィル蛍光測定装置 -変調原理の応用0

・1001くz高分解能。
，r 

a:I '.骨 O
、J 戸、ー， F 

司匝

・縫物のストレス診断。

.PSIIの量子収率。

・酸化還元型Qの分析。(qP.qn) 

・PSI励起測定。

• P700の測定。

ー~ '~4験豊 構 事場 クロロフィル蛍光の測定により光合成測定情

報を補足し、光合成作用の詳しい情報ガ得ら

れます。急速な初期反応から、電子伝達率の

測定まで¥さまざまな応用ガ可能です。世界

で数多くの研究者lご応用さ杓ています。

.... 予 週長 G 間間合

輯¥懇 邸. l 

a 

PAM2000ポータブル蛍光測定器 CI-203ポータブルレーザー面積計

ePAMシステムのポータブル化0

・測定のオンライン化。

・キーボードの測定設定。

・測定データの自動計算、メモ1)-0

<<44k. 
CI-203RL 
根長測定戸タッチメント

Cト203仕様

・分解能

・測定サイズ

・測定項邑

幅o.1m冊、長さ0.1mm
幅154mm、長さ無制限

面積、長さ、全問、長さ/

幅の比、外観比率

C 1-203CA 
コンベアアタッチメント特徴

・連続測定のオートコンペ戸。

・Cト203箇積計と接続。

・べjレト変換不必要

・種々光源とテ、ィテクターイ本化、リ¥型化 0

・葉温、光量子同時測定。

-測定スピード

・メモリ容量

MA X400mm /秒
32KJ iイト(5，400テー
タ)

• 254mITの広い測定幅。

・里いコンベ戸スピード (10
cm/秒〕

6050Xlトレースシステム ICI-301PSポータブル光合成蒸散測定装置
(TDR土壌水分測定器)

-:tiV>> 

-任意地点でリ戸ルタイム!こ測定できます0

・絞正の必要ガありません。

・多チャンネル化による自動測定ガできます。
CMAX25och) 

・深さごとの測定ガできます。

・司鍛~、ロガー機能、パッテリー駆動。
※関連晶 泥床水分密度.樹木水分密度雪中水分密度測定装置

-絶対値/差動値CO?pナライザ一。 ・ICカードによるデータメモリ

・さまざまな葉に対応するチゃン'J¥-ヘッド。 .C02、湿度コントロ Jし可。
・ォープ〉ゾクローズドシスアム高罵での見定可。 ・門書記I~:ツテ II で24時間以」二使用~o
・赤外線による非接触葉湿測定。 ・温度、大気圧自動補正。

・露点言十lこよる高精度な湿度測定。 ・ゼ口の自動補正。

・ディスプしィょに光合成白線(f)表示門

Es有限会社アースサイエンス 子18~ ""[ (;': 1:1\調布市染地:~-1-tZ ・:士 1 :1- 202

TEL 0424(80)8001 FAX 0424(80)8008 


